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序文
日本語 at AionianBible.org/Preface

The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal
and also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of
aiōnios. Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal.
Translating aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek
word for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However,
Hell is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is
the abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as
Hell. Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the
Valley of Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a
prison for demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for
the Beast and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the
King James Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World
English Bible zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41
explains that these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to
review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered
and a note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100%
freedom to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide
and read online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King
Jesus’ Word is royal… and purple is the color of royalty!
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旧約聖書



斯神其人を逐出しエデンの園の東にケルビムと自から旋轉る焔の劍を置て生命の樹の

途を保守りたまふ

創世記 3:24



創世記1

創世記

1元始に神天地を創造たまへり 2地は

定形なく曠空くして黒暗淵の面にあ

り神の靈水の面を覆たりき 3神光あれ

と言たまひければ光ありき 4神光を善

と觀たまへり神光と暗を分ちたまへり

5神光を晝と名け暗を夜と名けたまへ

り夕あり朝ありき是首の日なり 6神言

たまひけるは水の中に穹蒼ありて水と

水とを分つべし 7神穹蒼を作りて穹蒼

の下の水と穹蒼の上の水とを判ちたま

へり即ち斯なりぬ 8神穹蒼を天と名け

たまへり夕あり朝ありき是二日なり 9

神言たまひけるは天の下の水は一處に

集りて乾ける土顯べしと即ち斯なりぬ

10神乾ける土を地と名け水の集合るを

海と名けたまへり神之を善と觀たまへ

り 11神言たまひけるは地は青草と實

蓏を生ずる草蔬と其類に從ひ果を結び

みづから核をもつ所の果を結ぶ樹を地

に發出すべしと即ち斯なりぬ 12地青

草と其類に從ひ實蓏を生ずる草蔬と其

類に從ひ果を結てみづから核をもつ所

の樹を發出せり神これを善と觀たまへ

り 13夕あり朝ありき是三日なり 14神

言たまひけるは天の穹蒼に光明ありて

晝と夜とを分ち又天象のため時節のた

め日のため年のために成べし 15又天

の穹蒼にありて地を照す光となるべし

と即ち斯なりぬ 16神二の巨なる光を

造り大なる光に晝を司どらしめ小き光

に夜を司どらしめたまふまた星を造り

たまへり 17神これを天の穹蒼に置て

地を照さしめ 18晝と夜を司どらしめ

光と暗を分たしめたまふ神これを善と

觀たまへり 19夕あり朝ありき是四日

なり 20神云ひたまひけるは水には生

物饒に生じ鳥は天の穹蒼の面に地の上

に飛べしと 21神巨なる魚と水に饒に

生じて動く諸の生物を其類に從ひて創

造り又羽翼ある諸の鳥を其類に從ひて

創造りたまへり神之を善と觀たまへり

22神之を祝して曰く生よ繁息よ海の水

に充牣よ又禽鳥は地に蕃息よと 23夕

あり朝ありき是五日なり 24神言給ひ

けるは地は生物を其類に從て出し家畜

と昆蟲と地の獸を其類に從て出すべし

と即ち斯なりぬ 25神地の獸を其類に

從て造り家畜を其類に從て造り地の諸

の昆蟲を其類に從て造り給へり神之を

善と觀給へり 26神言給けるは我儕に

象りて我儕の像の如くに我儕人を造り

之に海の魚と天空の鳥と家畜と全地と

地に匍ふ所の諸の昆蟲を治めんと 27

神其像の如くに人を創造たまへり即ち

神の像の如くに之を創造之を男と女に

創造たまへり 28神彼等を祝し神彼等

に言たまひけるは生よ蕃殖よ地に滿盈

よ之を服從せよ又海の魚と天空の鳥と

地に動く所の諸の生物を治めよ 29神

言たまひけるは視よ我全地の面にある

實蓏のなる諸の草蔬と核ある木果の結

る諸の樹とを汝等に與ふこれは汝らの

糧となるべし 30又地の諸の獸と天空

の諸の鳥および地に匍ふ諸の物等凡そ

生命ある者には我食物として諸の青き

草を與ふと即ち斯なりぬ 31神其造り

たる諸の物を視たまひけるに甚だ善り

き夕あり朝ありき是六日なり

2斯天地および其衆群悉く成ぬ 2第七

日に神其造りたる工を竣たまへり即

ち其造りたる工を竣て七日に安息たま

へり 3神七日を祝して之を神聖めたま

へり其は神其創造爲たまへる工を盡く

竣て是日に安息みたまひたればなり 4

ヱホバ神地と天を造りたまへる日に天
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地の創造られたる其由來は是なり 5野

の諸の灌木は未だ地にあらず野の諸の

草蔬は未生ぜざりき其はヱホバ神雨を

地に降せたまはず亦土地を耕す人なか

りければなり 6霧地より上りて土地の

面を遍く潤したり 7ヱホバ神土の塵を

以て人を造り生氣を其鼻に嘘入たまへ

り人即ち生靈となりぬ 8ヱホバ神エデ

ンの東の方に園を設て其造りし人を其

處に置たまへり 9ヱホバ神觀に美麗く

食ふに善き各種の樹を土地より生ぜし

め又園の中に生命の樹および善惡を知

の樹を生ぜしめ給へり 10河エデンよ

り出て園を潤し彼處より分れて四の源

となれり 11其第一の名はピソンとい

ふ是は金あるハビラの全地を繞る者な

り 12其地の金は善し又ブドラクと碧

玉彼處にあり 13第二の河の名はギホ

ンといふ是はクシの全地を繞る者なり

14第三の河の名はヒデケルといふ是は

アッスリヤの東に流るるものなり第四

の河はユフラテなり 15ヱホバ神其人

を挈て彼をエデンの園に置き之を埋め

之を守らしめ給へり 16ヱホバ神其人

に命じて言たまひけるは園の各種の樹

の果は汝意のままに食ふことを得 17

然ど善惡を知の樹は汝その果を食ふべ

からず汝之を食ふ日には必ず死べけれ

ばなり 18ヱホバ神言たまひけるは人

獨なるは善らず我彼に適ふ助者を彼の

ために造らんと 19ヱホバ神土を以て

野の諸の獸と天空の諸の鳥を造りたま

ひてアダムの之を何と名るかを見んと

て之を彼の所に率ゐいたりたまへりア

ダムが生物に名けたる所は皆其名とな

りぬ 20アダム諸の家畜と天空の鳥と

野の諸の獸に名を與へたり然どアダム

には之に適ふ助者みえざりき 21是に

於てヱホバ神アダムを熟く睡らしめ睡

りし時其肋骨の一を取り肉をもて其處

を填塞たまへり 22ヱホバ神アダムよ

り取たる肋骨を以て女を成り之をアダ

ムの所に携きたりたまへり 23アダム

言けるは此こそわが骨の骨わが肉の肉

なれ此は男より取たる者なれば之を女

と名くべしと 24是故に人は其父母を

離れて其妻に好合ひ二人一體となるべ

し 25アダムと其妻は二人倶に裸體に

して愧ざりき

3ヱホバ神の造りたまひし野の生物の
中に蛇最も狡猾し蛇婦に言ひけるは

神眞に汝等園の諸の樹の果は食ふべか

らずと言たまひしや 2婦蛇に言けるは

我等園の樹の果を食ふことを得 3然ど

園の中央に在樹の果實をば神汝等之を

食ふべからず又之に捫るべからず恐は

汝等死んと言給へり 4蛇婦に言けるは

汝等必らず死る事あらじ 5神汝等が之

を食ふ日には汝等の目開け汝等神の如

くなりて善惡を知に至るを知りたまふ

なりと 6婦樹を見ば食ふに善く目に美

麗しく且智慧からんが爲に慕はしき樹

なるによりて遂に其果實を取て食ひ亦

之を己と偕なる夫に與へければ彼食へ

り 7是において彼等の目倶に開て彼等

其裸體なるを知り乃ち無花果樹の葉を

綴て裳を作れり 8彼等園の中に日の清

涼き時分歩みたまふヱホバ神の聲を聞

しかばアダムと其妻即ちヱホバ神の面

を避て園の樹の間に身を匿せり 9ヱホ

バ神アダムを召て之に言たまひけるは

汝は何處にをるや 10彼いひけるは我

園の中に汝の聲を聞き裸體なるにより

懼れて身を匿せりと 11ヱホバ言たまひ

けるは誰が汝の裸なるを汝に告しや汝

は我が汝に食ふなかれと命じたる樹の
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果を食ひたりしや 12アダム言けるは

汝が與へて我と偕ならしめたまひし婦

彼其樹の果實を我にあたへたれば我食

へりと 13ヱホバ神婦に言たまひける

は汝がなしたる此事は何ぞや婦言ける

は蛇我を誘惑して我食へりと 14ヱホ

バ神蛇に言たまひけるは汝是を爲たる

に因て汝は諸の家畜と野の諸の獸より

も勝りて詛はる汝は腹行て一生の間塵

を食ふべし 15又我汝と婦の間および

汝の苗裔と婦の苗裔の間に怨恨を置ん

彼は汝の頭を碎き汝は彼の踵を碎かん

16又婦に言たまひけるは我大に汝の懷

姙の劬勞を増すべし汝は苦みて子を産

ん又汝は夫をしたひ彼は汝を治めん 17

又アダムに言たまひけるは汝その妻の

言を聽て我が汝に命じて食ふべからず

と言たる樹の果を食ひしに縁て土は汝

のために詛はる汝は一生のあひだ勞苦

て其より食を得ん 18土は荊棘と薊と

を汝のために生ずべしまた汝は野の草

蔬を食ふべし 19汝は面に汗して食物

を食ひ終に土に歸らん其は其中より汝

は取れたればなり汝は塵なれば塵に皈

るべきなりと 20アダム其妻の名をヱ

バと名けたり其は彼は群の生物の母な

ればなり 21ヱホバ神アダムと其妻の

ために皮衣を作りて彼等に衣せたまへ

り 22ヱホバ神曰たまひけるは視よ夫

人我等の一の如くなりて善惡を知る然

ば恐くは彼其手を舒べ生命の樹の果實

をも取りて食ひ限無生んと 23ヱホバ

神彼をエデンの園よりいだし其取て造

られたるところの土を耕さしめたまへ

り 24斯神其人を逐出しエデンの園の

東にケルビムと自から旋轉る焔の劍を

置て生命の樹の途を保守りたまふ

4アダム其妻エバを知る彼孕みてカイ
ンを生みて言けるは我ヱホバにより

て一個の人を得たりと 2彼また其弟ア

ベルを生りアベルは羊を牧ふ者カイン

は土を耕す者なりき 3日を經て後カイ

ン土より出る果を携來りてヱホバに供

物となせり 4アベルもまた其羊の初生

と其肥たる者を携來れりヱホバ、アベ

ルと其供物を眷顧みたまひしかども 5

カインと其供物をば眷み給はざりしか

ばカイン甚だ怒り且其面をふせたり 6

ヱホバ、カインに言たまひけるは汝何

ぞ怒るや何ぞ面をふするや 7汝若善を

行はば擧ることをえざらんや若善を行

はずば罪門戸に伏す彼は汝を慕ひ汝は

彼を治めん 8カイン其弟アベルに語り

ぬ彼等野にをりける時カイン其弟アベ

ルに起かかりて之を殺せり 9ヱホバ、

カインに言たまひけるは汝の弟アベル

は何處にをるや彼言ふ我しらず我あに

我弟の守者ならんやと 10ヱホバ言た

まひけるは汝何をなしたるや汝の弟の

血の聲地より我に叫べり 11されば汝

は詛れて此地を離るべし此地其口を啓

きて汝の弟の血を汝の手より受たれば

なり 12汝地を耕すとも地は再其力を

汝に效さじ汝は地に吟行ふ流離子とな

るべしと 13カイン、ヱホバに言ける

は我が罪は大にして負ふこと能はず 14

視よ汝今日斯地の面より我を逐出した

まふ我汝の面を觀ることなきにいたら

ん我地に吟行ふ流離子とならん凡そ我

に遇ふ者我を殺さん 15ヱホバ彼に言

たまひけるは然らず凡そカインを殺す

者は七倍の罰を受んとヱホバ、カイン

に遇ふ者の彼を撃ざるため印誌を彼に

與へたまへり 16カイン、ヱホバの前

を離て出でエデンの東なるノドの地に
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住り 17カイン其妻を知る彼孕みエノ

クを生りカイン邑を建て其邑の名を其

子の名に循ひてエノクと名けたり 18

エノクにイラデ生れたりイラデ、メホ

ヤエルを生みメホヤエル、メトサエル

を生みメトサエル、レメクを生り 19

レメク二人の妻を娶れり一の名はアダ

と曰ひ一の名はチラと曰り 20アダ、

ヤバルを生めり彼は天幕に住て家畜を

牧ふ所の者の先祖なり 21其弟の名は

ユバルと云ふ彼は琴と笛とをとる凡て

の者の先祖なり 22又チラ、トバルカ

インを生り彼は銅と鐡の諸の刃物を鍛

ふ者なりトバルカインの妹をナアマと

いふ 23レメク其妻等に言けるはアダ

とチラよ我聲を聽けレメクの妻等よわ

が言を容よ我わが創傷のために人を殺

すわが痍のために少年を殺す 24カイ

ンのために七倍の罰あればレメクのた

めには七十七倍の罰あらん 25アダム

復其妻を知て彼男子を生み其名をセツ

と名けたり其は彼神我にカインの殺し

たるアベルのかはりに他の子を與へた

まへりといひたればなり 26セツにも

また男子生れたりかれ其名をエノスと

名けたり此時人々ヱホバの名を呼こと

をはじめたり

5アダムの傳の書は是なり神人を創造
りたまひし日に神に象りて之を造り

たまひ 2彼等を男女に造りたまへり彼

等の創造られし日に神彼等を祝してか

れらの名をアダムと名けたまへり 3ア

ダム百三十歳に及びて其像に循ひ己に

象りて子を生み其名をセツと名けたり

4アダムのセツを生し後の齡は八百歳

にして男子女子を生り 5アダムの生存

へたる齡は都合九百三十歳なりき而し

て死り 6セツ百五歳に及びてエノスを

生り 7セツ、エノスを生し後八百七年

生存へて男子女子を生り 8セツの齡は

都合九百十二歳なりき而して死り 9エ

ノス九十歳におよびてカイナンを生り

10エノス、カイナンを生し後八百十五

年生存へて男子女子を生り 11エノス

の齡は都合九百五歳なりき而して死り

12カイナン七十歳におよびてマハラレ

ルを生り 13カイナン、マハラレルを

生し後八百四十年生存へて男子女子を

生り 14カイナンの齡は都合九百十歳

なりきしかして死り 15マハラレル六

十五歳に及びてヤレドを生り 16マハ

ラレル、ヤレドを生し後八百三十年生

存へて男子女子を生り 17マハラレル

の齡は都合八百九十五歳なりき而して

死り 18ヤレド百六十二歳に及びてエ

ノクを生り 19ヤレド、エノクを生し

後八百年生存へて男子女子を生り 20

ヤレドの齡は都合九百六十二歳なりき

而して死り 21エノク六十五歳に及び

てメトセラを生り 22エノク、メトセ

ラを生し後三百年神とともに歩み男子

女子を生り 23エノクの齡は都合三百

六十五歳なりき 24エノク神と偕に歩

みしが神かれを取りたまひければをら

ずなりき 25メトセラ百八十七歳に及

びてレメクを生り 26メトセラ、レメ

クを生しのち七百八十二年生存へて男

子女子を生り 27メトセラの齡は都合

九百六十九歳なりき而して死り 28レ

メク百八十二歳に及びて男子を生み 29

其名をノアと名けて言けるは此子はヱ

ホバの詛ひたまひし地に由れる我操作

と我勞苦とに就て我らを慰めん 30レ

メク、ノアを生し後五百九十五年生存

へて男子女子を生り 31レメクの齡は

都合七百七十七歳なりき而して死り 32
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ノア五百歳なりきノア、セム、ハム、

ヤペテを生り

6人地の面に繁衍はじまりて女子之に
生るるに及べる時 2神の子等人の女

子の美しきを見て其好む所の者を取て

妻となせり 3ヱホバいひたまひけるは

我靈永く人と爭はじ其は彼も肉なれば

なり然ど彼の日は百二十年なるべし 4

當時地にネピリムありき亦其後神の子

輩人の女の所に入りて子女を生しめた

りしが其等も勇士にして古昔の名聲あ

る人なりき 5ヱホバ人の惡の地に大な

ると其心の思念の都て圖維る所の恒に

惟惡きのみなるを見たまへり 6是に於

てヱホバ地の上に人を造りしことを悔

いて心に憂へたまへり 7ヱホバ言たま

ひけるは我が創造りし人を我地の面よ

り拭去ん人より獸昆蟲天空の鳥にいた

るまでほろぼさん其は我之を造りしこ

とを悔ればなりと 8されどノアはヱホ

バの目のまへに恩を得たり 9ノアの傳

は是なりノアは義人にして其世の完全

き者なりきノア神と偕に歩めり 10ノ

アはセム、ハム、ヤペテの三人の子を

生り 11時に世神のまへに亂れて暴虐

世に滿盈ちたりき 12神世を視たまひ

けるに視よ亂れたり其は世の人皆其道

をみだしたればなり 13神ノアに言た

まひけるは諸の人の末期わが前に近づ

けり其は彼等のために暴虐世にみつれ

ばなり視よ我彼等を世とともに剪滅さ

ん 14汝松木をもて汝のために方舟を

造り方舟の中に房を作り瀝青をもて其

内外を塗るべし 15汝かく之を作るべ

し即ち其方舟の長は三百キユビト其濶

は五十キユビト其高は三十キユビト 16

又方舟に導光牖を作り上一キユビトに

之を作り終べし又方舟の戸は其傍に設

くべし下牀と二階と三階とに之を作る

べし 17視よ我洪水を地に起して凡て

生命の氣息ある肉なる者を天下より剪

滅し絶ん地にをる者は皆死ぬべし 18

然ど汝とは我わが契約をたてん汝は汝

の子等と汝の妻および汝の子等の妻と

ともに其方舟に入るべし 19又諸の生

物總て肉なる者をば汝各其二を方舟に

挈へいりて汝とともに其生命を保たし

むべし其等は牝牡なるべし 20鳥其類

に從ひ獸其類に從ひ地の諸の昆蟲其類

に從ひて各二汝の所に至りて其生命を

保つべし 21汝食はるる諸の食品を汝

の許に取て之を汝の所に集むべし是即

ち汝と是等の物の食品となるべし 22

ノア是爲し都て神の己に命じたまひし

ごとく然爲せり

7ヱホバ、ノアに言たまひけるは汝と
汝の家皆方舟に入べし我汝がこの世

の人の中にてわが前に義を視たればな

り 2諸の潔き獸を牝牡七宛汝の許に取

り潔らぬ獸を牝牡二 3亦天空の鳥を雌

雄七宛取て種を全地の面に生のこらし

むべし 4今七日ありて我四十日四十夜

地に雨ふらしめ我造りたる萬有を地の

面より拭去ん 5ノア、ヱホバの凡て己

に命じたまひし如くなせり 6地に洪水

ありける時にノア六百歳なりき 7ノア

其子等と其妻および其子等の妻と倶に

洪水を避て方舟にいりぬ 8潔き獸と潔

らざる獸と鳥および地に匍ふ諸の物 9

牝牡二宛ノアに來りて方舟にいりぬ神

のノアに命じたまへるが如し 10かく

て七日の後洪水地に臨めり 11ノアの

齡の六百歳の二月即ち其月の十七日に

當り此日に大淵の源皆潰れ天の戸開け

て 12雨四十日四十夜地に注げり 13此

日にノアとノアの子セム、ハム、ヤペ
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テおよびノアの妻と其子等の三人の妻

諸倶に方舟にいりぬ 14彼等および諸

の獸其類に從ひ諸の家畜其類に從ひ都

て地に匍ふ昆蟲其類に從ひ諸の禽即ち

各樣の類の鳥皆其類に從ひて入りぬ 15

即ち生命の氣息ある諸の肉なる者二宛

ノアに來りて方舟にいりぬ 16入たる

者は諸の肉なる者の牝牡にして皆いり

ぬ神の彼に命じたまへるが如しヱホバ

乃ち彼を閉置たまへり 17洪水四十日

地にありき是において水増し方舟を浮

めて方舟地の上に高くあがれり 18而

して水瀰漫りて大に地に増しぬ方舟は

水の面に漂へり 19水甚大に地に瀰漫

りければ天下の高山皆おほはれたり 20

水はびこりて十五キユビトに上りけれ

ば山々おほはれたり 21凡そ地に動く

肉なる者鳥家畜獸地に匍ふ諸の昆蟲お

よび人皆死り 22即ち凡そ其鼻に生命

の氣息のかよふ者都て乾地にある者は

死り 23斯地の表面にある萬有を人よ

り家畜昆蟲天空の鳥にいたるまで盡く

拭去たまへり是等は地より拭去れたり

唯ノアおよび彼とともに方舟にありし

者のみ存れり 24水百五十日のあひだ

地にはびこりぬ

8神ノアおよび彼とともに方舟にある
諸の生物と諸の家畜を眷念ひたまひ

て神乃ち風を地の上に吹しめたまひけ

れば水減りたり 2亦淵の源と天の戸閉

塞りて天よりの雨止ぬ 3是に於て水次

第に地より退き百五十日を經てのち水

減り 4方舟は七月に至り其月の十七日

にアララテの山に止りぬ 5水次第に減

て十月に至りしが十月の月朔に山々の

嶺現れたり 6四十日を經てのちノア其

方舟に作りし窓を啓て 7鴉を放出ちけ

るが水の地に涸るまで往來しをれり 8

彼地の面より水の減少しかを見んとて

亦鴿を放出いだしけるが 9鴿其足の跖

を止べき處を得ずして彼に還りて方舟

に至れり其は水全地の面にありたれば

なり彼乃ち其手を舒て之を執へ方舟の

中におのれの所に接入たり 10尚又七

日待て再び鴿を方舟より放出ちけるが

11鴿暮におよびて彼に還れり視よ其口

に橄欖の若葉ありき是に於てノア地よ

り水の減少しをしれり 12尚又七日ま

ちて鴿を放出ちけるが再び彼の所に歸

らざりき 13六百一年の一月の月朔に

水地に涸たりノア乃ち方舟の蓋を撤き

て視しに視よ土の面は燥てありぬ 14

二月の二十七日に至りて地乾きたり 15

爰に神ノアに語りて言給はく 16汝お

よび汝の妻と汝の子等と汝の子等の妻

ともに方舟を出べし 17汝とともにあ

る諸の肉なる諸の生物諸の肉なる者即

ち鳥家畜および地に匍ふ諸の昆蟲を率

いでよ此等は地に饒く生育地の上に生

且殖増すべし 18ノアと其子等と其妻

および其子等の妻ともに出たり 19諸

の獸諸の昆蟲および諸の鳥等凡そ地に

動く者種類に從ひて方舟より出たり 20

ノア、ヱホバのために壇を築き諸の潔

き獸と諸の潔き鳥を取て燔祭を壇の上

に獻げたり 21ヱホバ其馨き香を聞ぎ

たまひてヱホバ其意に謂たまひけるは

我再び人の故に因て地を詛ふことをせ

じ其は人の心の圖維るところ其幼少時

よりして惡かればなり又我曾て爲たる

如く再び諸の生る物を撃ち滅さじ 22

地のあらん限りは播種時、收穫時、寒

熱夏冬および日と夜息ことあらじ

9神ノアと其子等を祝して之に曰たま
ひけるは生よ増殖よ地に滿よ 2地の

諸の獸畜天空の諸の鳥地に匍ふ諸の物
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海の諸の魚汝等を畏れ汝等に懾かん是

等は汝等の手に與へらる 3凡そ生る動

物は汝等の食となるべし菜蔬のごとく

我之を皆汝等に與う 4然ど肉を其生命

なる其血のままに食ふべからず 5汝等

の生命の血を流すをば我必ず討さん獸

之をなすも人をこれを爲すも我討さん

凡そ人の兄弟人の生命を取ば我討すべ

し 6凡そ人の血を流す者は人其血を流

さん其は神の像のごとくに人を造りた

まひたればなり 7汝等生よ増殖よ地に

饒くなりて其中に増殖よ 8神ノアおよ

び彼と偕にある其子等に告て言たまひ

けるは 9見よ我汝等と汝等の後の子孫

10および汝等と偕なる諸の生物即ち汝

等とともなる鳥家畜および地の諸の獸

と契約を立ん都て方舟より出たる者よ

り地の諸の獸にまで至らん 11我汝等

と契約を立ん總て肉なる者は再び洪水

に絶るる事あらじ又地を滅す洪水再び

あらざるべし 12神言たまひけるは我

が我と汝等および汝等と偕なる諸の生

物の間に世々限りなく爲す所の契約の

徴は是なり 13我わが虹を雲の中に起

さん是我と世との間の契約の徴なるべ

し 14即ち我雲を地の上に起す時虹雲

の中に現るべし 15我乃ち我と汝等お

よび總て肉なる諸の生物の間のわが契

約を記念はん水再び諸の肉なる者を滅

す洪水とならじ 16虹雲の中にあらん

我之を觀て神と地にある都て肉なる諸

の生物との間なる永遠の契約を記念え

ん 17神ノアに言たまひけるは是は我

が我と地にある諸の肉なる者との間に

立たる契約の徴なり 18ノアの子等の

方舟より出たる者はセム、ハム、ヤペ

テなりきハムはカナンの父なり 19是

等はノアの三人の子なり全地の民は是

等より出て蔓延れり 20爰にノアの農

夫となりて葡萄園を植ることを始しが

21葡萄酒を飮て醉天幕の中にありて裸

になれり 22カナンの父ハム其父のか

くし所を見て外にありし二人の兄弟に

告たり 23セムとヤペテ乃ち衣を取て

倶に其肩に負け後向に歩みゆきて其父

の裸體を覆へり彼等面を背にして其父

の裸體を見ざりき 24ノア酒さめて其

若き子の己に爲たる事を知れり 25是

に於て彼言けるはカナン詛はれよ彼は

僕輩の僕となりて其兄弟に事へん 26

又いひけるはセムの神ヱホバは讚べき

かなカナン彼の僕となるべし 27神ヤ

ペテを大ならしめたまはん彼はセムの

天幕に居住はんカナン其僕となるべし

28ノア洪水の後三百五十年生存へたり

ノアの齡は都て九百五十年なりき而し

て死り

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの傳
は是なり洪水の後彼等に子等生れ

たり 2ヤペテの子はゴメル、マゴグ、

マデア、ヤワン、トバル、メセク、テ

ラスなり 3ゴメルの子はアシケナズ、

リパテ、トガルマなり 4ヤワンの子は

エリシヤ、タルシシ、キツテムおよび

ドダニムなり 5是等より諸國の洲島の

民は派分れ出て各其方言と其宗族と其

邦國とに循ひて其地に住り 6ハムの子

はクシ、ミツライム、フテおよびカナ

ンなり 7クシの子はセバ、ハビラ、サ

ブタ、ラアマ、サブテカなりラアマの

子はシバおよびデダンなり 8クシ、ニ

ムロデを生り彼始めて世の權力ある者

となれり 9彼はヱホバの前にありて權

力ある獵夫なりき是故にヱホバの前に

ある夫權力ある獵夫ニムロデの如しと

いふ諺あり 10彼の國の起初はシナル
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の地のバベル、エレク、アツカデ、及

びカルネなりき 11其地より彼アツス

リヤに出でニネベ、レホポテイリ、カ

ラ 12およびニネベとカラの間なるレ

センを建たり是は大なる城邑なり 13

ミツライム、ルデ族アナミ族レハビ族

ナフト族 14バテロス族カスル族およ

びカフトリ族を生りカスル族よりペリ

シテ族出たり 15カナン其冢子シドン

およびヘテ 16エブス族アモリ族ギル

ガシ族 17ヒビ族アルキ族セニ族 18ア

ルワデ族ゼマリ族ハマテ族を生り後に

至りてカナン人の宗族蔓延りぬ 19カ

ナン人の境はシドンよりゲラルを經て

ガザに至りソドム、ゴモラ、アデマ、

ゼボイムに沿てレシヤにまで及べり 20

是等はハムの子孫にして其宗族と其方

言と其土地と其邦國に隨ひて居りぬ 21

セムはヱベルの全の子孫の先祖にして

ヤペテの兄なり彼にも子女生れたり 22

セムの子はエラム、アシユル、アルパ

クサデルデ、アラムなり 23アラムの

子はウヅ、ホル、ゲテル、マシなり 24

アルパクサデ、シラを生みシラ、エベ

ルを生り 25エベルに二人の子生れた

り一人の名をペレグ（分れ）といふ其

は彼の代に邦國分れたればなり其弟の

名をヨクタンと曰ふ 26ヨクタン、ア

ルモダデ、シヤレフ、ハザルマウテ、

ヱラ 27ハドラム、ウザル、デクラ 28

オバル、アビマエル、シバ 29オフル

、ハビラおよびヨバブを生り是等は皆

ヨクタンの子なり 30彼等の居住所は

メシヤよりして東方の山セバルにまで

至れり 31是等はセムの子孫にして其

宗族と其方言と其土地と其邦國とに隨

ひて居りぬ 32是等はノアの子の宗族

にして其血統と其邦國に隨ひて居りぬ

洪水の後是等より地の邦國の民は派分

れ出たり

11全地は一の言語一の音のみなりき
2茲に人衆東に移りてシナルの地

に平野を得て其處に居住り 3彼等互に

言けるは去來甎石を作り之を善く爇ん

と遂に石の代に甎石を獲灰沙の代に石

漆を獲たり 4又曰けるは去來邑と塔と

を建て其塔の頂を天にいたらしめん斯

して我等名を揚て全地の表面に散るこ

とを免れんと 5ヱホバ降臨りて彼人衆

の建る邑と塔とを觀たまへり 6ヱホバ

言たまひけるは視よ民は一にして皆一

の言語を用ふ今既に此を爲し始めたり

然ば凡て其爲んと圖維る事は禁止め得

られざるべし 7去來我等降り彼處にて

彼等の言語を淆し互に言語を通ずるこ

とを得ざらしめんと 8ヱホバ遂に彼等

を彼處より全地の表面に散したまひけ

れば彼等邑を建ることを罷たり 9是故

に其名はバベル(淆亂)と呼ばる是はヱ

ホバ彼處に全地の言語を淆したまひし

に由てなり彼處よりヱホバ彼等を全地

の表に散したまへり 10セムの傳は是

なりセム百歳にして洪水の後の二年に

アルパクサデを生り 11セム、アルパ

クサデを生し後五百年生存へて男子女

子を生り 12アルパクサデ三十五歳に

及びてシラを生り 13アルパクサデ、

シラを生し後四百三年生存へて男子女

子を生り 14シラ三十歳におよびてエ

ベルを生り 15シラ、エベルを生し後

四百三年生存へて男子女子を生り 16

エベル三十四歳におよびてペレグを生

り 17エベル、ペレグを生し後四百三

十年生存へて男子女子を生り 18ペレ

グ三十歳におよびてリウを生り 19ペ

レグ、リウを生し後二百九年生存へて
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男子女子を生り 20リウ三十二歳にお

よびてセルグを生り 21リウ、セルグ

を生し後二百七年生存へて男子女子を

生り 22セルグ三十年におよびてナホ

ルを生り 23セルグ、ナホルを生しの

ち二百年生存へて男子女子を生り 24

ナホル二十九歳に及びてテラを生り 25

ナホル、テラを生し後百十九年生存へ

て男子女子を生り 26テラ七十歳に及

びてアブラム、ナホルおよびハランを

生り 27テラの傳は是なりテラ、アブ

ラム、ナホルおよびハランを生ハラン

、ロトを生り 28ハランは其父テラに

先ちて其生處なるカルデアのウルにて

死たり 29アブラムとナホルと妻を娶

れりアブラムの妻の名をサライと云ナ

ホルの妻の名をミルカと云てハランの

女なりハランはミルカの父にして亦イ

スカの父なりき 30サライは石女にし

て子なかりき 31テラ、カナンの地に

往とて其子アブラムとハランの子なる

其孫ロト及其子アブラムの妻なる其媳

サライをひき挈て倶にカルデアのウル

を出たりしがハランに至て其處に住り

32テラの齡は二百五歳なりきテラはハ

ランにて死り

12爰にヱホバ、アブラムに言たまひ
けるは汝の國を出で汝の親族に別

れ汝の父の家を離れて我が汝に示さん

其地に至れ 2我汝を大なる國民と成し

汝を祝み汝の名を大ならしめん汝は祉

福の基となるべし 3我は汝を祝する者

を祝し汝を詛ふ者を詛はん天下の諸の

宗族汝によりて福禔を獲と 4アブラム

乃ちヱホバの自己に言たまひし言に從

て出たりロト彼と共に行りアブラムは

ハランを出たる時七十五歳なりき 5ア

ブラム其妻サライと其弟の子ロトおよ

び其集めたる總の所有とハランにて獲

たる人衆を携へてカナンの地に往んと

て出で遂にカナンの地に至れり 6アブ

ラム其地を經過てシケムの處に及びモ

レの橡樹に至れり其時にカナン人其地

に住り 7茲にヱホバ、アブラムに顯現

れて我汝の苗裔に此地に與へんといひ

たまへり彼處にて彼己に顯現れたまひ

しヱホバに壇を築けり 8彼其處よりベ

テルの東の山に移りて其天幕を張り西

にベテル東にアイありき彼處にて彼ヱ

ホバに壇を築きヱホバの名を龥り 9ア

ブラム尚進て南に遷れり 10茲に饑饉

其地にありければアブラム、エジプト

に寄寓らんとて彼處に下れり其は饑饉

其地に甚しかりければなり 11彼近く

來りてエジプトに入んとする時其妻サ

ライに言けるは視よ我汝を觀て美麗き

婦人なるを知る 12是故にエジプト人

汝を見る時是は彼の妻なりと言て我を

殺さん然ど汝をば生存かん 13請ふ汝

わが妹なりと言へ然ば我汝の故により

て安にしてわが命汝のために生存ん 14

アブラム、エジプトに至りし時エジプ

ト人此婦を見て甚だ美麗となせり 15

またパロの大臣等彼を視て彼をパロの

前に譽めければ婦遂にパロの家に召入

れられたり 16是に於てパロ彼のため

に厚くアブラムを待ひてアブラム遂に

羊牛僕婢牝牡の驢馬および駱駝を多く

獲るに至れり 17時にヱホバ、アブラ

ムの妻サライの故によりて大なる災を

以てパロと其家を惱したまへり 18パ

ロ、アブラムを召て言けるは汝が我に

なしたる此事は何ぞや汝何故に彼が汝

の妻なるを我に告ざりしや 19汝何故

に彼はわが妹なりといひしや我幾彼を

わが妻にめとらんとせり然ば汝の妻は
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此にあり挈去るべしと 20パロ即ち彼

の事を人々に命じければ彼と其妻およ

び其有る諸の物を送りさらしめたり

13アブラム其妻および其有る諸の物
と偕にエジプトを出て南の地に上

れりロト彼と共にありき 2アブラム甚

家畜と金銀に富り 3彼南の地より其旅

路に進てベテルに至りベテルとアイの

間なる其以前に天幕を張たる處に至れ

り 4即ち彼が初に其處に築きたる壇の

ある處なり彼處にアブラム、ヱホバの

名を龥り 5アブラムと偕に行しロトも

羊牛および天幕を有り 6其地は彼等を

載て倶に居しむること能はざりき彼等

は其所有多かりしに縁て倶に居ること

を得ざりしなり 7斯有かばアブラムの

家畜の牧者とロトの家畜の牧者の間に

競爭ありきカナン人とペリジ人此時其

地に居住り 8アブラム、ロトに言ける

は我等は兄弟の人なれば請ふ我と汝の

間およびわが牧者と汝の牧者の間に競

爭あらしむる勿れ 9地は皆爾の前にあ

るにあらずや請ふ我を離れよ爾若左に

ゆかば我右にゆかん又爾右にゆかば我

左にゆかんと 10是に於てロト目を擧

てヨルダンの凡ての低地を瞻望みける

にヱホバ、ソドムとゴモラとを滅し給

はざりし前なりければゾアルに至るま

であまねく善く潤澤ひてヱホバの園の

如くエジプトの地の如くなりき 11ロ

ト乃ちヨルダンの低地を盡く撰とりて

東に徙れり斯彼等彼此に別たり 12ア

ブラムはカナンの地に住り又ロトは低

地の諸邑に住み其天幕を遷してソドム

に至れり 13ソドムの人は惡くしてヱ

ホバの前に大なる罪人なりき 14ロト

のアブラムに別れし後ヱホバ、アブラ

ムに言たまひけるは爾の目を擧て爾の

居る處より西東北南を瞻望め 15凡そ

汝が觀る所の地は我之を永く爾と爾の

裔に與べし 16我爾の後裔を地の塵沙

の如くなさん若人地の塵沙を數ふるこ

とを得ば爾の後裔も數へらるべし 17

爾起て縱横に其地を行き巡るべし我之

を爾に與へんと 18アブラム遂に天幕

を遷して來りヘブロンのマムレの橡林

に住み彼處にてヱホバに壇を築けり

14當時シナルの王アムラペル、エラ
サルの王アリオク、エラムの王ケ

ダラオメルおよびゴイムの王テダル等

2ソドムの王ベラ、ゴモルの王ビルシ

ア、アデマの王シナブ、ゼボイムの王

セメベルおよびベラ（即ち今のゾアル

）の王と戰ひをなせり 3是等の五人の

王皆結合てシデムの谷に至れり其處は

今の鹽海なり 4彼等は十二年ケダラオ

メルに事へ第十三年に叛けり 5第十四

年にケダラオメルおよび彼と偕なる王

等來りてアシタロテカルナイムのレパ

イム人、ハムのズジ人、シヤベキリア

タイムのエミ人 6およびセイル山のホ

リ人を撃て曠野の傍なるエルパランに

至り 7彼等歸りてエンミシパテ（即ち

今のカデシ）に至りアマレク人の國を

盡く撃又ハザゾンタマルに住るアモリ

人を撃り 8爰にソドムの王ゴモラの王

アデマの王ゼボイムの王およびベラ（

即ち今のゾアル）の王出てシデムの谷

にて彼等と戰ひを接たり 9即ち彼五人

の王等エラムの王ケダラオメル、ゴイ

ムの王テダル、シナルの王アムラペル

、エラサルの王アリオクの四人と戰へ

り 10シデムの谷には地瀝青の坑多か

りしがソドムとゴモラの王等遁て其處

に陷りぬ其餘の者は山に遁逃たり 11

是に於て彼等ソドムとゴモラの諸の物
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と其諸の食料を取て去れり 12彼等ア

ブラムの姪ロトと其物を取て去り其は

彼ソドムに住たればなり 13茲に遁逃

者來りてヘブル人アブラムに之を告た

り時にアブラムはアモリ人マムレの橡

林に住りマムレはエシコルの兄弟又ア

ネルの兄弟なり是等はアブラムと契約

を結べる者なりき 14アブラム其兄弟

の擄にせられしを聞しかば其熟練した

る家の子三百十八人を率ゐてダンまで

追いたり 15其家臣を分ちて夜に乗じ

て彼等を攻め彼等を撃破りてダマスコ

の左なるホバまで彼等を追ゆけり 16

アブラム斯諸の物を奪回し亦其兄弟ロ

トと其物および婦人と人民を取回せり

17アブラム、ケダラオメルおよび彼と

偕なる王等を撃破りて歸れる時ソドム

の王シヤベの谷（即ち今の王の谷）に

て彼を迎へたり 18時にサレムの王メ

ルキゼデク、パンと酒を携出せり彼は

至高き神の祭司なりき 19彼アブラム

を祝して言けるは願くは天地の主なる

至高神アブラムを祝福みたまへ 20願

くは汝の敵を汝の手に付したまひし至

高神に稱譽あれとアブラム乃ち彼に其

諸の物の什分の一を餽れり 21茲にソ

ドムの王アブラムに言けるは人を我に

與へ物を汝に取れと 22アブラム、ソ

ドムの王に言けるは我天地の主なる至

高き神ヱホバを指て言ふ 23一本の絲

にても鞋帶にても凡て汝の所屬は我取

ざるべし恐くは汝我アブラムを富しめ

たりと言ん 24但少者の既に食ひたる

物および我と偕に行し人アネル、エシ

コルおよびマムレの分を除くべし彼等

には彼等の分を取しめよ

15是等の事の後ヱホバの言異象の中
にアブラムに臨て曰くアブラムよ

懼るなかれ我は汝の干櫓なり汝の賚は

甚大なるべし 2アブラム言けるは主ヱ

ホバよ何を我に與んとしたまふや我は

子なくして居り此ダマスコのエリエゼ

ル我が家の相續人なり 3アブラム又言

けるは視よ爾子を我にたまはず我の家

の子わが嗣子とならんとすと 4ヱホバ

の言彼にのぞみて曰く此者は爾の嗣子

となるべからず汝の身より出る者爾の

嗣子となるべしと 5斯てヱホバ彼を外

に携へ出して言たまひけるは天を望み

て星を數へ得るかを見よと又彼に言た

まひけるは汝の子孫は是のごとくなる

べしと 6アブラム、ヱホバを信ずヱホ

バこれを彼の義となしたまへり 7又彼

に言たまひけるは我は此地を汝に與へ

て之を有たしめんとて汝をカルデアの

ウルより導き出せるヱホバなり 8彼言

けるは主ヱホバよ我いかにして我之を

有つことを知るべきや 9ヱホバ彼に言

たまひけるは三歳の牝牛と三歳の牝山

羊と三歳の牡羊と山鳩および雛き鴿を

我ために取れと 10彼乃ち是等を皆取

て之を中より剖き其剖たる者を各相對

はしめて置り但鳥は剖ざりき 11鷙鳥

其死體の上に下る時はアブラム之を驅

はらへり 12斯て日の沒る頃アブラム

酣く睡りしが其大に暗きを覺えて懼れ

たり 13時にヱホバ、アブラムに言た

まひけるは爾確に知るべし爾の子孫他

人の國に旅人となりて其人々に服事へ

ん彼等四百年のあひだ之を惱さん 14

又其服事たる國民は我之を鞫かん其後

彼等は大なる財貨を携へて出ん 15爾

は安然に爾の父祖の所にゆかん爾は遐

齡に逹りて葬らるべし 16四代に及び

て彼等此に返りきたらん其はアモリ人

の惡未だ貫盈ざれば也と 17斯て日の
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沒て黒暗となりし時烟と火焔の出る爐

其切剖たる物の中を通過り 18是日に

ヱホバ、アブラムと契約をなして言た

まひけるは我此地をエジプトの河より

彼大河即ちユフラテ河まで爾の子孫に

與ふ 19即ちケニ人ケナズ人カデモニ

人 20ヘテ人ペリジ人レパイム人 21ア

モリ人カナン人ヱブス人の地是なり

16アブラムの妻サライ子女を生ざり
き彼に一人の侍女ありしがエジプ

ト人にして其名をハガルと曰り 2サラ

イ、アブラムに言けるは視よヱホバわ

が子を生むことを禁めたまひければ請

ふ我が侍女の所に入れ我彼よりして子

女を得ることあらんとアブラム、サラ

イの言を聽いれたり 3アブラムの妻サ

ライ其侍女なるエジプト人ハガルを取

て之を其夫アブラムに與へて妻となさ

しめたり是はアブラムがカナンの地に

十年住みたる後なりき 4是においてア

ブラム、ハガルの所に入るハガル遂に

孕みければ己の孕めるを見て其女主を

藐視たり 5サライ、アブラムに言ける

はわが蒙れる害は汝に歸すべし我わが

侍女を汝の懷に與へたるに彼己の孕る

を見て我を藐視ぐ願はヱホバ我と汝の

間の事を鞫きたまへ 6アブラム、サラ

イに言けるは視よ汝の侍女は汝の手の

中にあり汝の目に善と見ゆる所を彼に

爲すべしサライ乃ち彼を苦めければ彼

サライの面を避て逃たり 7ヱホバの使

者曠野の泉の旁即ちシユルの路にある

泉の旁にて彼に遭ひて 8言けるはサラ

イの侍女ハガルよ汝何處より來れるや

又何處に往や彼言けるは我は女主サラ

イの面をさけて逃るなり 9ヱホバの使

者彼に言けるは汝の女主の許に返り身

を其手に任すべし 10ヱホバの使者又

彼に言ひけるは我大に汝の子孫を増し

其數を衆多して數ふることあたはざら

しめん 11ヱホバの使者又彼に言けるは

汝孕めり男子を生まん其名をイシマエ

ル（神聽知）と名くべしヱホバ汝の艱

難を聽知したまへばなり 12彼は野驢

馬の如き人とならん其手は諸の人に敵

し諸の人の手はこれに敵すべし彼は其

諸の兄弟の東に住んと 13ハガル己に

諭したまへるヱホバの名をアタエルロ

イ（汝は見たまふ神なり）とよべり彼

いふ我視たる後尚生るやと 14是をも

て其井はベエルラハイロイ（我を見る

活る者の井）と呼ばる是はカデシとベ

レデの間にあり 15ハガル、アブラム

の男子を生めりアブラム、ハガルの生

める其子の名をイシマエルと名づけた

り 16ハガル、イシマエルをアブラム

に生める時アブラムは八十六歳なりき

17アブラム九十九歳の時ヱホバ、ア
ブラムに顯れて之に言たまひける

は我は全能の神なり汝我前に行みて完

全かれよ 2我わが契約を我と汝の間に

立て大に汝の子孫を増ん 3アブラム乃

ち俯伏たり神又彼に告て言たまひける

は 4我汝とわが契約を立つ汝は衆多の

國民の父となるべし 5汝の名を此後ア

ブラムと呼ぶべからず汝の名をアブラ

ハム（衆多の人の父）とよぶべし其は

我汝を衆多の國民の父と爲ばなり 6我

汝をして衆多の子孫を得せしめ國々の

民を汝より起さん王等汝より出べし 7

我わが契約を我と汝および汝の後の世

々の子孫との間に立て永久の契約とな

し汝および汝の後の子孫の神となるべ

し 8我汝と汝の後の子孫に此汝が寄寓

る地即ちカナンの全地を與へて永久の

産業となさん而して我彼等の神となる
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べし 9神またアブラハムに言たまひけ

るは然ば汝と汝の後の世々の子孫わが

契約を守るべし 10汝等の中の男子は

咸割禮を受べし是は我と汝等および汝

の後の子孫の間の我が契約にして汝等

の守るべき者なり 11汝等其陽の皮を

割べし是我と汝等の間の契約の徴なり

12汝等の代々の男子は家に生れたる者

も異邦人より金にて買たる汝の子孫な

らざる者も皆生れて八日に至らば割禮

を受べし 13汝の家に生れたる者も汝

の金にて買たる者も割禮を受ざるべか

らず斯我契約汝等の身にありて永久の

契約となるべし 14割禮を受ざる男兒

即ち其陽の皮を割ざる者は我契約を破

るによりて其人其民の中より絶るべし

15神又アブラハムの言たまひけるは汝

の妻サライは其名をサライと稱ぶべか

らず其名をサラと爲べし 16我彼を祝

み彼よりして亦汝に一人の男子を授け

ん我彼を祝み彼をして諸邦の民の母と

ならしむべし諸の民の王等彼より出べ

し 17アブラハム俯伏て哂ひ其心に謂

けるは百歳の人に豈で子の生るること

あらんや又サラは九十歳なれば豈で産

ことをなさんやと 18アブラハム遂に

神にむかひて願くはイシマエルの汝の

まへに生存へんことをと曰ふ 19神言

たまひけるは汝の妻サラ必ず子を生ん

汝其名をイサクと名くべし我彼および

其後の子孫と契約を立て永久の契約と

なさん 20又イシマエルの事に關ては

我汝の願を聽たり視よ我彼を祝みて多

衆の子孫を得さしめ大に彼の子孫を増

すべし彼十二の君王を生ん我彼を大な

る國民となすべし 21然どわが契約は

我翌年の今頃サラが汝に生ん所のイサ

クと之を立べし 22神アブラハムと言

ことを竟へ彼を離れて昇り給へり 23

是に於てアブラハム神の己に言たまへ

る如く此日其子イシマエルと凡て其家

に生れたる者および凡て其金にて買た

る者即ちアブラハムの家の人の中なる

諸の男を將きたりて其陽の皮を割たり

24アブラハムは其陽の皮を割れたる時

九十九歳 25其子イシマエルは其陽の

皮を割れたる時十三歳なりき 26是日

アブラハムと其子イシマエル割禮を受

たり 27又其家の人家に生れたる者も

金にて異邦人より買たる者も皆彼とと

もに割禮を受たり

18ヱホバ、マムレの橡林にてアブラ
ハムに顯現たまへり彼は日の熱き

時刻天幕の入口に坐しゐたりしが 2目

を擧て見たるに視よ三人の人其前に立

り彼見て天幕の入口より趨り行て之を

迎へ 3身を地に鞠めて言けるは我が主

よ我若汝の目のまへに恩を得たるなら

ば請ふ僕を通り過すなかれ 4請ふ少許

の水を取きたらしめ汝等の足を濯ひて

樹の下に休憇たまへ 5我一口のパンを

取來らん汝等心を慰めて然る後過ゆく

べし汝等僕の所に來ればなり彼等言ふ

汝が言るごとく爲せ 6是においてアブ

ラハム天幕に急ぎいりてサラの許に至

りて言けるは速に細麺三セヤを取り捏

てパンを作るべしと 7而してアブラハ

ム牛の群に趨ゆき犢の柔にして善き者

を取りきたりて少者に付しければ急ぎ

て之を調理ふ 8かくてアブラハム牛酪

と牛乳および其調理へたる犢を取て彼

等のまへに供へ樹の下にて其側に立り

彼等乃ち食へり 9彼等アブラハムに言

けるは爾の妻サラは何處にあるや彼言

ふ天幕にあり 10其一人言ふ明年の今

頃我必ず爾に返るべし爾の妻サラに男
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子あらんサラ其後なる天幕の入口にあ

りて聞ゐたり 11抑アブラハムとサラ

は年邁み老いたる者にしてサラには婦

人の常の經已に息たり 12是故にサラ

心に哂ひて言けるは我は老衰へ吾が主

も亦老たる後なれば我に樂あるべけん

や 13ヱホバ、アブラハムに言たまひ

けるは何故にサラは哂ひて我老たれば

果して子を生ことあらんと言ふや 14

ヱホバに豈爲し難き事あらんや時至ら

ば我定めたる期に爾に歸るべしサラに

男子あらんと 15サラ懼れたれば承ず

して我哂はずと言へりヱホバ言たまひ

けるは否汝哂へるなり 16斯て其人々

彼處より起てソドムの方を望みければ

アブラハム彼等を送らんとて倶に行り

17ヱホバ言ひ給けるは我爲んとする事

をアブラハムに隱すべけんや 18アブ

ラハムは必ず大なる強き國民となりて

天下の民皆彼に由て福を獲に至るべき

に在ずや 19其は我彼をして其後の兒

孫と家族とに命じヱホバの道を守りて

公儀と公道を行しめん爲に彼をしれり

是ヱホバ、アブラハムに其曾て彼に就

て言し事を行はん爲なり 20ヱホバ又

言給ふソドムとゴモラの號呼大なるに

因り又其罪甚だ重に因て 21我今下り

て其號呼の我に逹れる如くかれら全く

行ひたりしやを見んとす若しからずば

我知るに至らんと 22其人々其處より

身を旋してソドムに赴むけりアブラハ

ムは尚ほヱホバのまへに立り 23アブ

ラハム近よりて言けるは爾は義者をも

惡者と倶に滅ぼしたまふや 24若邑の

中に五十人の義者あるも汝尚ほ其處を

滅ぼし其中の五十人の義者のためにこ

れを恕したまはざるや 25なんぢ斯の

如く爲て義者と惡者と倶に殺すが如き

は是あるまじき事なり又義者と惡者を

均等するが如きもあるまじき事なり天

下を鞫く者は公儀を行ふ可にあらずや

26ヱホバ言たまひけるは我若ソドムに

於て邑の中に五十人の義者を看ば其人

々のために其處を盡く恕さん 27アブ

ラハム應へていひけるは我は塵と灰な

れども敢て我主に言上す 28若五十人

の義者の中五人缺たらんに爾五人の缺

たるために邑を盡く滅ぼしたまふやヱ

ホバ言たまひけるは我若彼處に四十五

人を看ば滅さざるべし 29アブラハム

又重ねてヱホバに言上して曰けるは若

彼處に四十人看えなば如何ヱホバ言た

まふ我四十人のために之をなさじ 30

アブラハム曰ひけるは請ふわが主よ怒

らずして言しめたまへ若彼處に三十人

看えなば如何ヱホバいひたまふ我三十

人を彼處に看ば之を爲じ 31アブラハ

ム言ふ我あへてわが主に言上す若彼處

に二十人看えなば如何ヱホバ言たまふ

我二十人のためにほろぼさじ 32アブ

ラハム言ふ請ふわが主怒らずして今一

度言しめたまへ若かしこに十人看えな

ば如何ヱホバ言たまふ我十人のために

ほろぼさじ 33ヱホバ、アブラハムと

言ふことを終てゆきたまへりアブラハ

ムおのれの所にかへりぬ

19其二個の天使黄昏にソドムに至る
ロト時にソドムの門に坐し居たり

しがこれを視起て迎へ首を地にさげて

2言けるは我主よ請ふ僕の家に臨み足

を濯ひて宿りつとに起きて途に遄征た

まへ彼等言ふ否我等は街衢に宿らんと

3然ど固く強ければ遂に彼の所に臨み

て其家に入るロト乃ち彼等のために筵

を設け酵いれぬパンを炊て食はしめた

り 4斯て未だ寢ざる前に邑の人々即ち
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ソドムの人老たるも若きも諸共に四方

八方より來たれる民皆其家を環み 5ロ

トを呼て之に言けるは今夕爾に就たる

人は何處にをるや彼等を我等の所に携

へ出せ我等之を知らん 6ロト入口に出

て其後の戸を閉ぢ彼等の所に至りて 7

言けるは請ふ兄弟よ惡き事を爲すなか

れ 8我に未だ男知ぬ二人の女あり請ふ

我之を携へ出ん爾等の目に善と見ゆる

如く之になせよ唯此人等は既に我家の

蔭に入たれば何をも之になすなかれ 9

彼等曰ふ爾退け又言けるは此人は來り

寓れる身なるに恒に士師とならんとす

然ば我等彼等に加ふるよりも多くの害

を爾に加へんと遂に彼等酷しく其人ロ

トに逼り前よりて其戸を破んとせしに

10彼二人其手を舒しロトを家の内に援

いれて其戸を閉ぢ 11家の入口にをる

人衆をして大なるも小も倶に目を眩し

めければ彼等遂に入口を索ぬるに困憊

たり 12斯て二人ロトに言けるは外に

爾に屬する者ありや汝の婿子女および

凡て邑にをりて爾に屬する者を此所よ

り携へ出べし 13此處の號呼ヱホバの

前に大になりたるに因て我等之を滅さ

んとすヱホバ我等を遣はして之を滅さ

しめたまふ 14ロト出て其女を娶る婿

等に告て言けるはヱホバが邑を滅した

まふべければ爾等起て此處を出よと然

ど婿等は之を戲言と視爲り 15曉に及

て天使ロトを促して言けるは起て此な

る爾の妻と二人の女を携へよ恐くは爾

邑の惡とともに滅されん 16然るに彼

遲延ひしかば二人其手と其妻の手と其

二人の女の手を執て之を導き出し邑の

外に置りヱホバ斯彼に仁慈を加へたま

ふ 17既に之を導き出して其一人曰け

るは逃遁て汝の生命を救へ後を回顧る

なかれ低地の中に止るなかれ山に遁れ

よ否ずば爾滅されん 18ロト彼等に言

けるはわが主よ請ふ斯したまふなかれ

19視よ僕爾の目のまへに恩を得たり爾

大なる仁慈を吾に施してわが生命を救

たまふ吾山に遁る能はず恐くは災害身

に及びて死るにいたらん 20視よ此邑

は遁ゆくに近くして且小し我をして彼

處に遁れしめよしからば吾生命全から

ん是は小き邑なるにあらずや 21天使

之にいひけるは視よ我此事に關ても亦

爾の願を容たれば爾が言ふところの邑

を滅さじ 22急ぎて彼處に遁れよ爾が

彼處に至るまでは我何事をも爲を得ず

と是に因て其邑の名はゾアル（小し）

と稱る 23ロト、ゾアルに至れる時日

地の上に昇れり 24ヱホバ硫黄と火を

ヱホバの所より即ち天よりソドムとゴ

モラに雨しめ 25其邑と低地と其邑の

居民および地に生るところの物を盡く

滅したまへり 26ロトの妻は後を回顧

たれば鹽の柱となりぬ 27アブラハム

其朝夙に起て其嘗てヱホバの前に立た

る處に至り 28ソドム、ゴモラおよび

低地の全面を望み見るに其地の烟燄窰

の烟のごとくに騰上れり 29神低地の

邑を滅したまふ時即ちロトの住る邑を

滅したまふ時に當り神アブラハムを眷

念て斯其滅亡の中よりロトを出したま

へり 30斯てロト、ゾアルに居ること

を懼れたれば其二人の女と偕にゾアル

を出て上りて山に居り其二人の女子と

ともに巖穴に住り 31茲に長女季女に

いひけるは我等の父は老いたり又此地

には我等に偶て世の道を成す人あらず

32然ば我等父に酒を飮せて與に寢ね父

に由て子を得んと 33遂に其夜父に酒

を飮せ長女入て其父と與に寢たり然る
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にロトは女の起臥を知ざりき 34翌日

長女季女に言けるは我昨夜わが父と寢

たり我等此夜又父に酒をのません爾入

て與に寢よわれらの父に由て子を得る

ことをえんと 35乃ち其夜も亦父に酒

をのませ季女起て父と與に寢たりロト

また女の起臥を知ざりき 36斯ロトの

二人の女其父によりて孕みたり 37長

女子を生み其名をモアブと名く即ち今

のモアブ人の先祖なり 38季女も亦子

を生み其名をベニアンミと名く即ち今

のアンモニ人の先祖なり

20アブラハム彼處より徒りて南の地
に至りカデシとシユルの間に居り

ゲラルに寄留り 2アブラハム其妻サラ

を我妹なりと言しかばゲラルの王アビ

メレク人を遣してサラを召入たり 3然

るに神夜の夢にアビメレクに臨みて之

に言たまひけるは汝は其召入たる婦人

のために死るなるべし彼は夫ある者な

ればなり 4アビメレク未だ彼に近づか

ざりしかば言ふ主よ汝は義き民をも殺

したまふや 5彼は我に是はわが妹なり

と言しにあらずや又婦も自彼はわが兄

なりと言たり我全き心と潔き手をもて

此をなせり 6神又夢に之に言たまひけ

るは然り我汝が全き心をもて之をなせ

るを知りたれば我も汝を阻めて罪を我

に犯さしめざりき彼に觸るを容ざりし

は是がためなり 7然ば彼の妻を歸せ彼

は預言者なれば汝のために祈り汝をし

て生命を保しめん汝若歸さずば汝と汝

に屬する者皆必死るべきを知るべし 8

是に於てアビメレク其朝夙に起て臣僕

を悉く召し此事を皆語り聞せければ人

々甚く懼れたり 9斯てアビメレク、ア

ブラハムを召て之に言けるは爾我等に

何を爲すや我何の惡き事を爾になした

れば爾大なる罪を我とわが國に蒙らし

めんとせしか爾爲すべからざる所爲を

我に爲したり 10アビメレク又アブラ

ハムに言けるは爾何を見て此事を爲た

るや 11アブラハム言けるは我此處は

かならず神を畏れざるべければ吾妻の

ために人我を殺さんと思ひたるなり 12

又我は誠にわが妹なり彼はわが父の子

にしてわが母の子にあらざるが遂に我

妻となりたるなり 13神我をして吾父

の家を離れて周遊しめたまへる時に當

りて我彼に爾我等が至る處にて我を爾

の兄なりと言へ是は爾が我に施す恩な

りと言たり 14アビメレク乃ち羊牛僕

婢を將てアブラハムに與へ其妻サラ之

に歸せり 15而してアビメレク言ける

は視よ我地は爾のまへにあり爾の好む

ところに住め 16又サラに言けるは視

よ我爾の兄に銀千枚を與へたり是は爾

および諸の人にありし事等につきて爾

の目を蔽ふ者なり斯爾償贖を得たり 17

是に於てアブラハム神に祈りければ神

アビメレクと其妻および婢を醫したま

ひて彼等子を産むにいたる 18ヱホバ

さきにはアブラハムの妻サラの故をも

てアビメレクの家の者の胎をことごと

く閉たまへり

21ヱホバ其言し如くサラを眷顧みた
まふ即ちヱホバ其語しごとくサラ

に行ひたまひしかば 2サラ遂に孕み神

のアブラハムに語たまひし期日に及び

て年老たるアブラハムに男子を生り 3

アブラハム其生れたる子即ちサラが己

に生る子の名をイサクと名けたり 4ア

ブラハム神の命じたまひし如く八日に

其子イサクに割禮を行へり 5アブラハ

ムは其子イサクの生れたる時百歳なり

き 6サラ言けるは神我を笑はしめたま
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ふ聞く者皆我とともに笑はん 7又曰け

るは誰かアブラハムにサラ子女に乳を

飮しむるにいたらんと言しものあらん

然に彼が年老るに及びて男子を生たり

と 8偖其子長育ちて遂に乳を離るイサ

クの乳を離るる日にアブラハム大なる

饗宴を設けたり 9時にサラ、エジプト

人ハガルがアブラハムに生たる子の笑

ふを見て 10アブラハムに言けるは此

婢と其子を遂出せ此婢の子は吾子イサ

クと共に嗣子となるべからざるなりと

11アブラハム其子のために甚く此事を

憂たり 12神アブラハムに言たまひけ

るは童兒のため又汝の婢のために之を

憂るなかれサラが汝に言ところの言は

悉く之を聽け其はイサクより出る者汝

の裔と稱らるべければなり 13又婢の

子も汝の胤なれば我之を一の國となさ

ん 14アブラハム朝夙に起てパンと水

の革嚢とを取りハガルに與へて之を其

肩に負せ其子を携へて去しめければ彼

往てベエルシバの曠野に躑躅しが 15

革嚢の水遂に罄たれば子を灌木の下に

置き 16我子の死るを見るに忍ずとい

ひて遙かに行き箭逹を隔てて之に對ひ

坐しぬ斯相嚮ひて坐し聲をあげて泣く

17神其童兒の聲を聞たまふ神の使即ち

天よりハガルを呼て之に言けるはハガ

ルよ何事ぞや懼るるなかれ神彼處にを

る童兒の聲を聞たまへり 18起て童兒

を起し之を汝の手に抱くべし我之を大

なる國となさんと 19神ハガルの目を

開きたまひければ水の井あるを見ゆき

て革嚢に水を充し童兒に飮しめたり 20

神童兒と偕に在す彼遂に成長り曠野に

居りて射者となり 21パランの曠野に

住り其母彼のためにエジプトの國より

妻を迎へたり 22當時アビメレクと其

軍勢の長ピコル、アブラハムに語て言

けるは汝何事を爲にも神汝とともに在

す 23然ば汝が我とわが子とわが孫に

僞をなさざらんことを今此に神をさし

て我に誓へ我が厚情をもて汝をあつか

ふごとく汝我と此汝が寄留る地とに爲

べし 24アブラハム言ふ我誓はん 25ア

ブラハム、アビメレクの臣僕等が水の

井を奪ひたる事につきてアビメレクを

責ければ 26アビメレク言ふ我誰が此

事を爲しを知ず汝我に告しこと无く又

我今日まで聞しことなし 27アブラハ

ム乃ち羊と牛を取て之をアビメレクに

與ふ斯て二人契約を結べり 28アブラ

ハム牝の羔七を分ち置ければ 29アビ

メレク、アブラハムに言ふ汝此七の牝

の羔を分ちおくは何のためなるや 30

アブラハム言けるは汝わが手より此七

の牝の羔を取りて我が此井を掘たる證

據とならしめよと彼等二人彼處に誓ひ

しによりて 31其處をベエルシバ（盟

約の井）と名けたり 32斯彼等ベエル

シバにて契約を結びアビメレクと其軍

勢の長ピコルは起てペリシテ人の國に

歸りぬ 33アブラハム、ベエルシバに

柳を植ゑ永遠に在す神ヱホバの名を彼

處に龥り 34斯してアブラハム久くペ

リシテ人の地に留寄りぬ

22是等の事の後神アブラハムを試み
んとて之をアブラハムよと呼たま

ふ彼言ふ我此にあり 2ヱホバ言給ひけ

るは爾の子爾の愛する獨子即ちイサク

を携てモリアの地に到りわが爾に示さ

んとする彼所の山に於て彼を燔祭とし

て獻ぐべし 3アブラハム朝夙に起て其

驢馬に鞍おき二人の少者と其子イサク

を携へ且燔祭の柴薪を劈りて起て神の

己に示したまへる處におもむきけるが
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4三日におよびてアブラハム目を擧て

遙に其處を見たり 5是に於てアブラハ

ム其少者に言けるは爾等は驢馬ととも

に此に止れ我と童子は彼處にゆきて崇

拜を爲し復爾等に歸ん 6アブラハム乃

ち燔祭の柴薪を取て其子イサクに負せ

手に火と刀を執て二人ともに往り 7イ

サク父アブラハムに語て父よと曰ふ彼

答て子よ我此にありといひければイサ

ク即ち言ふ火と柴薪は有り然ど燔祭の

羔は何處にあるや 8アブラハム言ける

は子よ神自ら燔祭の羔を備へたまはん

と二人偕に進みゆきて 9遂に神の彼に

示したまへる處に到れり是においてア

ブラハム彼處に壇を築き柴薪を臚列べ

其子イサクを縛りて之を壇の柴薪の上

に置せたり 10斯してアブラハム手を

舒べ刀を執りて其子を宰んとす 11時

にヱホバの使者天より彼を呼てアブラ

ハムよアブラハムよと言へり彼言ふ我

此にあり 12使者言けるは汝の手を童

子に按るなかれ亦何をも彼に爲べから

ず汝の子即ち汝の獨子をも我ために惜

まざれば我今汝が神を畏るを知ると 13

茲にアブラハム目を擧て視れば後に牡

綿羊ありて其角林叢に繋りたりアブラ

ハム即ち往て其牡綿羊を執へ之を其子

の代に燔祭として獻げたり 14アブラ

ハム其處をエホバエレ（エホバ預備た

まはん）と名く是に縁て今日もなほ人

々山にヱホバ預備たまはんといふ 15

ヱホバの使者再天よりアブラハムを呼

て 16言けるはヱホバ諭したまふ我己

を指て誓ふ汝是事を爲し汝の子即ち汝

の獨子を惜まざりしに因て 17我大に

汝を祝み又大に汝の子孫を増して天の

星の如く濱の沙の如くならしむべし汝

の子孫は其敵の門を獲ん 18又汝の子

孫によりて天下の民皆福祉を得べし汝

わが言に遵ひたるによりてなりと 19

斯てアブラハム其少者の所に歸り皆た

ちて偕にベエルシバにいたれりアブラ

ハムはベエルシバに住り 20是等の事

の後アブラハムに告る者ありて言ふミ

ルカ亦汝の兄弟ナホルにしたがひて子

を生り 21長子はウヅ其弟はブヅ其次

はケムエル是はアラムの父なり 22其

次はケセデ、ハゾ、ピルダシ、ヱデラ

フ、ベトエル 23ベトエルはリベカを

生り是八人はミルカがアブラハムの兄

弟ナホルに生たる者なり 24ナホルの

妾名はルマといふ者も亦テバ、ガハム

、タハシおよびマアカを生り

23サラ百二十七歳なりき是即ちサラ
の齡の年なり 2サラ、キリアテア

ルバにて死り是はカナンの地のヘブロ

ンなりアブラハム至りてサラのために

哀み且哭り 3斯てアブラハム死人の前

より起ち出てヘテの子孫に語りて言け

るは 4我は汝等の中の賓旅なり寄居者

なり請ふ汝等の中にて我は墓地を與へ

て吾が所有となし我をして吾が死人を

出し葬ることを得せしめよ 5ヘテの子

孫アブラハムに應て之に言ふ 6我主よ

我等に聽たまへ我等の中にありて汝は

神の如き君なり我等の墓地の佳者を擇

みて汝の死人を葬れ我等の中一人も其

墓地を汝にをしみて汝をしてその死人

を葬らしめざる者なかるべし 7是に於

てアブラハム起ち其地の民ヘテの子孫

に對て躬を鞠む 8而して彼等と語ひて

言けるは若我をしてわが死人を出し葬

るを得せしむる事汝等の意ならば請ふ

我に聽て吾ためにゾハルの子エフロン

に求め 9彼をして其野の極端に有るマ

クペラの洞穴を我に與へしめよ彼其十
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分の値を取て之を我に與へ汝等の中に

てわが所有なる墓地となさば善し 10

時にエフロン、ヘテの子孫の中に坐し

ゐたりヘテ人エフロン、ヘテの子孫即

ち凡て其邑の門に入る者の聽る前にて

アブラハムに應へて言けるは 11吾主

よ我に聽たまへ其野は我汝に輿ふ又其

中の洞穴も我之を汝に輿ふ我わが民な

る衆人の前にて之を汝あたふ汝の死人

を葬れ 12是に於てアブラハム其地の

民の前に躬を鞠たり 13而して彼其地

の民に聽る前にてエフロンに語りて言

けるは汝若之を肯はば請ふ吾に聽け我

其野の値を汝に償はん汝之を吾より取

れ我わが死人を彼處に葬らん 14エフ

ロン、アブラハムに答て曰けるは 15

わが主よ我に聽たまへ彼地は銀四百シ

ケルに當る是は我と汝の間に豈道に足

んや然ば汝の死人を葬れ 16アブラハ

、ムエフロンの言に從ひエフロンがヘ

テの子孫の聽る前にて言たる所の銀を

秤り商買の中の通用銀四百シケルを之

に輿へたり 17マムレの前なるマクペ

ラに在るエフロンの野は野も其中の洞

穴も野の中と其四周の堺にある樹も皆

18ヘテの子孫の前即ち凡て其邑に入る

者の前にてアブラハムの所有と定りぬ

19厥後アブラハム其妻サラをマムレの

前なるマクペラの野の洞穴に葬れり是

即ちカナンの地のヘブロンなり 20斯

く其野と其中の洞穴はヘテの子孫之を

アブラハムの所有なる墓地と定めたり

24アブラハム年邁て老たりヱホバ萬
の事に於てアブラハムを祝みたま

へり 2茲にアブラハム其凡の所有を宰

る其家の年邁なる僕に言けるは請ふ爾

の手を吾髀の下に置よ 3我爾をして天

の神地の神ヱホバを指て誓はしめん即

ち汝わが偕に居むカナン人の女の中よ

り吾子に妻を娶るなかれ 4汝わが故國

に往き吾親族に到りて吾子イサクのた

めに妻を娶れ 5僕彼に言けるは倘女我

に從ひて此地に來ることを好まざる事

あらん時は我爾の子を彼汝が出來りし

地に導き歸るべきか 6アブラハム彼に

曰けるは汝愼みて吾子を彼處に携かへ

るなかれ 7天の神ヱホバ我を導きて吾

父の家とわが親族の地を離れしめ我に

語り我に誓ひて汝の子孫に此地を與へ

んと言たまひし者其使を遣して汝に先

たしめたまはん汝彼處より我子に妻を

娶るべし 8若女汝に從ひ來る事を好ざ

る時は汝吾此誓を解るべし唯我子を彼

處に携へかへるなかれ 9是に於て僕手

を其主人アブラハムの髀の下に置て此

事について彼に誓へり 10斯て僕其主

人の駱駝の中より十頭の駱駝を取りて

出たてり即ち其主人の諸の佳物を手に

とりて起てメソポタミアに往きナホル

の邑に至り 11其駱駝を邑の外にて井

の傍に跪伏しめたり其時は黄昏にて婦

女等の水汲にいづる時なりき 12斯し

て彼言けるは吾主人アブラハムの神ヱ

ホバよ願くは今日我にその者を逢しめ

わが主人アブラハムに恩惠を施し給へ

13我この水井の傍に立ち邑の人の女等

水を汲に出づ 14我童女に向ひて請ふ

汝の瓶をかたむけて我に飮しめよと言

んに彼答へて飮め我また汝の駱駝にも

飮しめんと言ば彼は汝が僕イサクの爲

に定め給ひし者なるべし然れば我汝の

吾主人に恩惠を施し給ふを知らん 15

彼語ふことを終るまへに視よリベカ瓶

を肩にのせて出きたる彼はアブラハム

の兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエル

に生れたる者なり 16其童女は觀るに
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甚だ美しく且處女にして未だ人に適し

ことあらず彼井に下り其瓶に水を盈て

上りしかば 17僕はせゆきて之にあひ

請ふ我をして汝の瓶より少許の水を飮

しめよといひけるに 18彼主よ飮たま

へといひて乃ち急ぎ其瓶を手におろし

て之にのましめたりしが 19飮せをは

りて言ふ汝の駱駝のためにも其飮をは

るまで水を汲て飽しめん 20急ぎて其

瓶を水鉢にあけ又汲んとて井にはせゆ

き其諸の駱駝のために汲みたり 21其

人之を見つめヱホバが其途に幸福をく

だしたまふや否やをしらんとして默し

居たり 22茲に駱駝飮をはりしかば其

人重半シケルの金の鼻環一箇と重十シ

ケルの金の手釧二箇をとりて 23言け

るは汝は誰の女なるや請ふ我に告よ汝

の父の家に我等が宿る隙地ありや 24

女彼に曰けるは我はミルカがナホルに

生みたる子ベトエルの女なり 25又彼

にいひけるは家には藁も飼草も多くあ

り且宿る隙地もあり 26是に於て其人

伏てヱホバを拜み 27言けるは吾主人

アブラハムの神ヱホバは讃美べきかな

わが主人に慈惠と眞實とを缺きたまは

ず我途にありしにヱホバ我を吾主人の

兄弟の家にみちびきたまへり 28茲に

童女走行て其母の家に此等の事を告た

り 29リベカに一人の兄あり其名をラ

バンといふラバンはせいで井にゆきて

其人の許につく 30すなはち彼鼻環お

よび其妹の手の手釧を見又其妹リベカ

が其人斯我に語りといふを聞て其人の

所に到り見るに井の側にて駱駝の傍に

たちゐたれば 31之に言けるは汝ヱホ

バに祝るる者よ請ふ入れ奚ぞ外にたつ

や我家を備へ且駱駝のために所をそな

へたり 32是に於て其人家にいりぬラ

バン乃ち其駱駝の負を釋き藁と飼草を

駱駝にあたへ又水をあたへて其人の足

と其從者の足をあらはしめ 33斯して

彼の前に食をそなへたるに彼言ふ我は

わが事をのぶるまでは食はじとラバン

語れといひければ 34彼言ふわれはア

ブラハムの僕なり 35ヱホバ大にわが

主人をめぐみたまひて大なる者となら

しめ又羊牛金銀僕婢駱駝驢馬をこれに

たまへり 36わが主人の妻サラ年老て

のちわが主人に男子をうみければ主人

其所有を悉く之に輿ふ 37わが主人我

を誓せて言ふ吾すめるカナンの地の人

の女子の中よりわが子に妻を娶るなか

れ 38汝わが父の家にゆきわが親族に

いたりわが子のために妻をめとれと 39

我わが主人にいひけるは倘女我にした

がひて來ずば如何 40彼我にいひける

は吾事ふるところのヱホバ其使者を汝

とともに遣はして汝の途に幸福を降し

たまはん爾わが親族わが父の家より吾

子に妻をめとるべし 41汝わが親族に

至れる時はわが誓を解さるべし若彼等

汝にあたへずば汝はわが誓をゆるさる

べしと 42我今日井に至りて謂けらく

わが主人アブラハムの神ヱホバねがは

くはわがゆく途に幸福を降したまへ 43

我はこの井水の傍に立つ水を汲にいづ

る處女あらん時我彼にむかひて請ふ汝

の瓶より少許の水を我にのましめよと

言んに 44若我に答へて汝飮め我亦汝

の駱駝のためにも汲んと言ば是ヱホバ

がわが主人の子のために定たまひし女

なるべし 45我心の中に語ふことを終

るまへにリベカ其瓶を肩にのせて出來

り井にくだりて水を汲みたるにより我

彼に請ふ我にのましめよと言ければ 46

彼急ぎ其瓶を肩よりおろしていひける
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は飮めまた汝の駱駝にものましめんと

是に於て我飮しが彼また駱駝にものま

しめたり 47我彼に問て汝は誰の女な

るやといひければミルカがナホルに生

たる子ベトエルの女なりといふ是に於

て我其鼻に環をつけ其手に手釧をつけ

たり 48而して我伏てヱホバを拜み吾

主人アブラハムの神ヱホバを頌美たり

ヱホバ我を正き途に導きてわが主人の

兄弟の女を其子のために娶しめんとし

たまへばなり 49されば汝等若わが主

人にむかひて慈恵と眞誠をもて事をな

さんと思はば我に告よ然ざるも亦我に

告よ然ば我右か左におもむくをえん 50

ラバンとベトエル答て言けるは此事は

ヱホバより出す我等汝に善惡を言ふあ

たはず 51視よリベカ汝の前にをる携

へてゆき彼をしてヱホバの言たまひし

如く汝の主人の子の妻とならしめよ 52

アブラハムの僕彼等の言を聞て地に伏

てヱホバを拜めり 53是に於て僕銀の

飾品金の飾品および衣服をとりいだし

てリベカに輿へ亦其兄と母に寶物をあ

たへたり 54是に於て彼および其從者

等食飮して宿りしが朝起たる時彼言我

をして吾主人に還らしめよ 55リベカ

の兄と母言けるは童女を數日の間少く

も十日我等と偕にをらしめよしかるの

ち彼ゆくべし 56彼人之に言ヱホバ吾

途に福祉をくだしたまひたるなれば我

を阻むるなかれ我を歸してわが主人に

往しめよ 57彼等いひけるは童女をよ

びて其言を問んと 58即ちリベカを呼

て之に言けるは汝此人と共に往や彼言

ふ往ん 59是に於て彼等妹リベカと其

乳媼およびアブラハムの僕と其從者を

遣り去しめたり 60即ち彼等リベカを

祝して之にいひけるはわれらの妹よ汝

千萬の人の母となれ汝の子孫をして其

仇の門を獲しめよ 61是に於てリベカ

起て其童女等とともに駱駝にのりて其

人にしたがひ往く僕乃ちリベカを導き

てさりぬ 62茲にイサク、ラハイロイ

の井の路より來れり南の國に住居たれ

ばなり 63しかしてイサク黄昏に野に

出て默想をなしたりしが目を擧て見し

に駱駝の來るあり 64リベカ目をあげ

てイサクを見駱駝をおりて 65僕にい

ひけるは野をあゆみて我等にむかひ來

る者は何人なるぞ僕わが主人なりとい

ひければリベカ覆衣をとりて身をおほ

へり 66茲に僕其凡てなしたる事をイ

サクに告ぐ 67イサク、リベカを其母

サラの天幕に携至りリベカを娶りて其

妻となしてこれを愛したりイサクは母

にわかれて後茲に慰籍を得たり

25アブラハム再妻を娶る其名をケト
ラといふ 2彼ジムラン、ヨクシヤ

ン、メダン、ミデアン、イシバク、シ

ユワを生り 3ヨクシヤン、シバとデダ

ンを生むデダンの子はアッシユリ族レ

トシ族リウミ族なり 4ミデアンの子は

エパ、エペル、ヘノク、アビダ、エル

ダアなり是等は皆ケトラの子孫なり 5

アブラハム其所有を盡くイサクに與へ

たり 6アブラハムの妾等の子にはアブ

ラハム其生る間の物をあたへて之をし

て其子イサクを離れて東にさりて東の

國に至らしむ 7アブラハムの生存へた

る齡の日は即ち百七十五年なりき 8ア

ブラハム遐齡に及び老人となり年滿て

氣たえ死て其民に加る 9其子イサクと

イシマエル之をヘテ人ゾハルの子エフ

ロンの野なるマクペラの洞穴に葬れり

是はマムレの前にあり 10即ちアブラ

ハムがヘテの子孫より買たる野なり彼
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處にアブラハムと其妻サラ葬らる 11

アブラハムの死たる後神其子イサクを

祝みたまふイサクはベエルラハイロイ

の邊に住り 12サラの侍婢なるエジプ

ト人ハガルがアブラハムに生たる子イ

シマエルの傳は左のごとし 13イシマ

エルの子の名は其名氏と其世代に循ひ

て言ば是のごとしイシマエルの長子は

ネバヨテなり其次はケダル、アデビエ

ル、ミブサム 14ミシマ、ドマ、マツ

サ 15ハダデ、テマ、ヱトル、ネフシ

、ケデマ 16是等はイシマエルの子な

り是等は其郷黨を其營にしたがひて言

る者にして其國に循ひていへば十二の

牧伯なり 17イシマエルの齡は百三十

七歳なりき彼いきたえ死て其民にくは

はる 18イシマエルの子等はハビラよ

りエジプトの前なるシユルまでの間に

居住てアッスリヤまでにおよべりイシ

マエルは其すべての兄弟等のまへにす

めり 19アブラハムの子イサクの傳は

左のごとしアブラハム、イサクを生り

20イサク四十歳にしてリベカを妻に娶

れりリベカはパダンアラムのスリア人

ベトエルの女にしてスリア人ラバンの

妹なり 21イサク其妻の子なきに因て

之がためにヱホバに祈願をたてければ

ヱホバ其ねがひを聽たまへり遂に其妻

リベカ孕みしが 22其子胎の内に爭そ

ひければ然らば我いかで斯てあるべき

と言て往てヱホバに問に 23ヱホバ彼

に言たまひけるは二の國民汝の胎にあ

り二の民汝の腹より出て別れん一の民

は一の民よりも強かるべし大は小に亊

へんと 24かくて臨月みちて見しに胎

には孿ありき 25先に出たる者は赤く

して躰中裘の如し其名をエサウと名け

たり 26其後に弟出たるが其手にエサ

ウの踵を持り其名をヤコブとなづけた

りリベカが彼等を生し時イサクは六十

歳なりき 27茲に童子人となりしがエ

サウは巧なる獵人にして野の人となり

ヤコブは質樸なる人にして天幕に居も

のとなれり 28イサクは麆を嗜により

てエサウを愛したりしがリベカはヤコ

ブを愛したり 29茲にヤコブ羹を煮た

り時にエサウ野より來りて憊れ居り 30

エサウ、ヤコブにむかひ我憊れたれば

請ふ其紅羹其處にある紅羹を我にのま

せよといふ是をもて彼の名はエドム（

紅）と稱らる 31ヤコブ言けるは今日

汝の家督の權を我に鬻れ 32エサウい

ふ我は死んとして居る此家督の權我に

何の益をなさんや 33ヤコブまた言け

るは今日我に誓へと彼すなはち誓て其

家督の權をヤコブに鬻ぬ 34是に於て

ヤコブ、パンと扁豆の羹とをエサウに

與へければ食且飮て起て去り斯エサウ

家督の權を藐視じたり

26アブラハムの時にありし最初の饑
饉の外に又其國に饑饉ありければ

イサク、ゲラルに往てペリシテ人の王

アビメレクの許にいたれり 2時にヱホ

バ彼にあらはれて言たまひけるはエジ

プトに下るなかれ吾汝に示すところの

地にをれ 3汝此地にとどまれ我汝と共

にありて汝を祝まん我是等の國を盡く

汝および汝の子孫に與へ汝の父アブラ

ハムに誓ひたる誓言を行ふべし 4われ

汝の子孫を増て天の星のごとくなし汝

の子孫に凡て是等の國を與へん汝の子

孫によりて天下の國民皆福祉を獲べし

5是はアブラハムわが言に順ひわが職

守とわが誡命とわが憲法とわが律法を

守りしに因てなり 6イサク乃ちゲラル

に居しが 7處の人其妻の事をとへば我
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妹なりと言ふリベカは觀に美麗かりけ

れば其處の人リベカの故をもて我を殺

さんと謂て彼をわが妻と言をおそれた

るなり 8イサク久しく彼處にをりし後

一日ペリシテ人の王アビメレク牖より

望みてイサクが其妻リベカと嬉戲るを

見たり 9是に於てアビメレク、イサク

を召て言けるは彼は必ず汝の妻なり汝

なんぞ吾妹といひしやイサク彼に言け

るは恐くは我彼のために死るならんと

思たればなり 10アビメレクいひける

は汝なんぞ此事を我等になすや民の一

人もし輕々しく汝の妻と寢ることあら

んその時は汝罪を我等に蒙らしめんと

11アビメレク乃ちすべて民に皆命じて

此人と其妻にさはるものは必ず死すべ

しと言り 12イサク彼地に種播て其年

に百倍を獲たりヱホバ彼を祝みたまふ

13其人大になりゆきて進て盛になり遂

に甚だ大なる者となれり 14即ち羊と

牛と僕從を多く有しかばペリシテ人彼

を嫉みたり 15其父アブラハムの世に

其父の僕從が掘たる諸の井はペリシテ

人之をふさぎて土を之にみてたり 16

茲にアビメレク、イサクに言けるは汝

は大に我等よりも強大ければ我等をは

なれて去れと 17イサク乃ち彼處をさ

りてゲラルの谷に天幕を張て其處に住

り 18其父アブラハムの世に掘たる水

井をイサク茲に復び鑿り其はアブラハ

ムの死たる後ペリシテ人之を塞ぎたれ

ばなり斯してイサク其父が之に名けた

る名をもて其名となせり 19イサクの

僕谷に掘て其處に泉の湧出る井を得た

り 20ゲラルの牧者此水は我儕の所屬

なりといひてイサクの僕と爭ひければ

イサク其井の名をエセク（競爭）と名

けたり彼等が己と之を競爭たるにより

てなり 21是に於て又他の井を鑿しが

彼等是をも爭ひければ其名をシテナ（

敵）となづけたり 22イサク乃ち彼處

より遷りて他の井を鑿けるが彼等之を

あらそはざりければ其名をレホボテ（

廣塲）と名けて言けるは今ヱホバ我等

の處所を廣くしたまへり我等此地を繁

衍ん 23斯て彼其處よりベエルシバに

のぼりしが 24其夜ヱホバ彼にあらは

れて言たまひけるは我は汝の父アブラ

ハムの神なり懼るるなかれ我汝と偕に

ありて汝を祝み我僕アブラハムのため

に汝の子孫を増んと 25是に於て彼處

に壇を築きてヱホバの名を龥び天幕を

彼處に張り彼處にてイサクの僕井を鑿

り 26茲にアビメレク其友アホザテ及

び其軍勢の長ピコルと共にゲラルより

イサクの許に來りければ 27イサク彼

等に言ふ汝等は我を惡み我をして汝等

をはなれて去らしめたるなるに何ぞ我

許に來るや 28彼等いひけるは我等確

然にヱホバが汝と偕にあるを見たれば

我等の間即ち我等と汝の間に誓詞を立

て汝と契約を結ばんと謂へり 29汝我

等に惡事をなすなかれ其は我等は汝を

害せず只善事のみを汝になし且汝を安

然に去しめたればなり汝はヱホバの祝

みたまふ者なり 30イサク乃ち彼等の

ために酒宴を設けたれば彼等食ひ且飮

り 31斯て朝夙に起て互に相誓へり而

してイサク彼等を去しめたれば彼等イ

サクをはなれて安然にかへりぬ 32其

日イサクの僕來りて其ほりたる井につ

きて之に告て我等水を得たりといへり

33即ち之をシバとなづく此故に其邑の

名は今日までベエルシバ（誓詞の井）

といふ 34エサウ四十歳の時ヘテ人の

女ユデテとヘテ人エロンの女バスマテ
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を妻に娶り 35彼等はイサクとリベカ

の心の愁煩となれり

27イサク老て目くもりて見るあたは
ざるに及びて其長子エサウを召て

之に吾子よといひければ答へて我此に

ありといふ 2イサクいひけるは視よ我

は今老て何時死るやを知ず 3然ば請ふ

汝の器汝の弓矢を執て野に出でわがた

めに麆を獵て 4わが好む美味を作り我

にもちきたりて食はしめよ我死るまへ

に心に汝を祝せん 5イサクが其子エサ

ウに語る時にリベカ聞ゐたりエサウは

麆を獵て携きたらんとて野に往り 6是

に於てリベカ其子ヤコブに語りていひ

けるは我聞ゐたるに汝の父汝の兄エサ

ウに語りて言けらく 7吾ために麆をと

りきたり美味を製りて我にくはせよ死

るまへに我ヱホバの前にて汝を祝せん

と 8然ば吾子よ吾言にしたがひわが汝

に命ずるごとくせよ 9汝群畜の所にゆ

きて彼處より山羊の二箇の善き羔を我

にとりきたれ我之をもて汝の父のため

に其好む美味を製らん 10汝之を父に

もちゆきて食しめ其死る前に汝を祝せ

しめよ 11ヤコブ其母リベカに言けるは

兄エサウは毛深き人にして我は滑澤な

る人なり 12恐くは父我に捫ることあ

らん然らば我は欺く者と父に見えんさ

れば祝をえずして返て呪詛をまねかん

13其母彼にいひけるは我子よ汝の詛は

るる所は我に歸せん只わが言にしたが

ひ往て取來れと 14是において彼往て

取り母の所にもちきたりければ母すな

はち父の好むところの美味を製れり 15

而してリベカ家の中に己の所にある長

子エサウの美服をとりて之を季子ヤコ

ブに衣せ 16又山羊の羔の皮をもて其

手と其頸の滑澤なる處とを掩ひ 17其

製りたる美味とパンを子ヤコブの手に

わたせり 18彼乃ち父の許にいたりて

我父よといひければ我此にありわが子

よ汝は誰なると曰ふ 19ヤコブ父にい

ひけるは我は汝の長子エサウなり我汝

が我に命じたるごとくなせり請ふ起て

坐しわが麆の肉をくらひて汝の心に我

を祝せよ 20イサク其子に言けるは吾

子よ汝いかにして斯速に獲たるや彼言

ふ汝の神ヱホバ之を我にあはせたまひ

しが故なり 21イサク、ヤコブにいひ

けるはわが子よ請ふ近くよれ我汝に捫

りて汝がまことに吾子エサウなるや否

やをしらん 22ヤコブ父イサクに近よ

りければイサク之にさはりていひける

は聲はヤコブの聲なれども手はエサウ

の手なりと 23彼の手其兄エサウの手

のごとく毛深かりしに因て之を辨別へ

ずして遂に之を祝したり 24即ちイサ

クいひけるは汝はまことに吾子エサウ

なるや彼然りといひければ 25イサク

いひけるは我に持きたれ吾子の麆を食

ひてわが心に汝を祝せんと是に於てヤ

コブ彼の許にもちきたりければ食へり

又酒をもちきたりければ飮り 26かく

て父イサク彼にいひけるは吾子よ近く

よりて我に接吻せよと 27彼すなはち

近よりて之に接吻しければ其衣の馨香

をかぎて彼を祝していひけるは嗚呼吾

子の香はヱホバの祝たまへる野の馨香

のごとし 28ねがはくは神天の露と地

の腴および饒多の殼と酒を汝にたまへ

29諸の民汝につかへ諸の邦汝に躬を鞠

ん汝兄弟等の主となり汝の母の子等汝

に身をかがめん汝を詛ふ者はのろはれ

汝を祝す者は祝せらるべし 30イサク

、ヤコブを祝することを終てヤコブ父

イサクの前より出さりし時にあたりて
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兄エサウ獵より歸り來り 31己も亦美

味をつくりて之を其父の許にもちゆき

父にいひけるは父よ起て其子の麆を食

ひて心に我を祝せよ 32父イサク彼に

いひけるは汝は誰なるや彼いふ我は汝

の子汝の長子エサウなり 33イサク甚

大に戰兢ていひけるは然ば彼麆を獵て

之を我にもちきたりし者は誰ぞや我汝

がきたるまへに諸の物を食ひて彼を祝

したれば彼まことに祝福をうべし 34

エサウ父の言を聞て大に哭き痛く泣て

父にいひけるは父よ我を祝せよ我をも

祝せよ 35イサク言けるは汝の弟僞り

て來り汝の祝を奪ひたり 36エサウい

ひけるは彼をヤコブ（推除者）となづ

くるは宜ならずや彼が我をおしのくる

事此にて二次なり昔にはわが家督の權

を奪ひ今はわが祝を奪ひたり又言ふ汝

は祝をわがために殘しおかざりしや 37

イサク對てエサウにいひけるは我彼を

汝の主となし其兄弟を悉く僕として彼

にあたへたり又殼と酒とを彼に授けた

り然ば吾子よ我何を汝になすをえん 38

エサウ父に言けるは父よ父の祝唯一な

らんや父よ我を祝せよ我をも祝せよと

聲をあげて哭ぬ 39父イサク答て彼に

いひけるは汝の住所は地の膏腴にはな

れ上よりの天の露にはなるべし 40汝

は劍をもて世をわたり汝の弟に事ん然

ど汝繋を離るる時は其軛を汝の頸より

振ひおとすを得ん 41エサウ父のヤコ

ブを祝したる其祝の爲にヤコブを惡め

り即ちエサウ心に謂けるは父の喪の日

近ければ其時我弟ヤコブを殺さんと 42

長子エサウの此言リベカに聞えければ

季子ヤコブを呼よせて之に言けるは汝

の兄エサウ汝を殺さんとおもひて自ら

慰む 43されば吾子よ我言にしたがひ

起てハランにゆきわが兄ラバンの許に

のがれ 44汝の兄の怒の釋るまで暫く

彼とともに居れ 45汝の兄の鬱憤釋け

て汝をはなれ汝彼になしたる事を忘る

るにいたらば我人をやりて汝を彼處よ

りむかへん我何ぞ一日のうちに汝等二

人を喪ふべけんや 46リベカ、イサク

に言けるは我はヘテの女等のために世

を厭ふにいたるヤコブ若此地の彼女等

の如きヘテの女の中より妻を娶らば我

身生るも何の利益あらんや

28イサク、ヤコブを呼て之を祝し之
に命じて言けるは汝カナンの女の

中より妻を娶るなかれ 2起てパダンア

ラムに往き汝の母の父ベトエルの家に

いたり彼處にて汝の母の兄ラバンの女

の中より妻を娶れ 3願くは全能の神汝

を祝み汝をして子女を多く得せしめ且

汝の子孫を増て汝をして多衆の民とな

らしめ 4又アブラハムに賜んと約束せ

し祝を汝および汝と共に汝の子孫に賜

ひ汝をして神がアブラハムにあたへ給

ひし此汝が寄寓る地を持たしめたまは

んことをと 5斯てイサク、ヤコブを遣

しければパダンアラムにゆきてラバン

の所にいたれりラバンはスリア人ベト

エルの子にしてヤコブとエサウの母な

るリベカの兄なり 6エサウはイサクが

ヤコブを祝して之をパダンアラムにつ

かはし彼處より妻を娶しめんとしたる

を見又之を祝し汝はカナンの女の中よ

り妻をめとるなかれといひて之に命じ

たることを見 7又ヤコブが其父母の言

に順ひてパダンアラムに往しを見たり

8エサウまたカナンの女の其父イサク

の心にかなはぬを見たり 9是において

エサウ、イシマエルの所にゆきて其有

る妻の外に又アブラハムの子イシマエ
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ルの女ネバヨテの妹マハラテを妻にめ

とれり 10茲にヤコブ、ベエルシバよ

り出たちてハランの方におもむきける

が 11一處にいたれる時日暮たれば即

ち其處に宿り其處の石をとり枕となし

て其處に臥て寢たり 12時に彼夢て梯

の地にたちゐて其巓の天に逹れるを見

又神の使者の其にのぼりくだりするを

見たり 13ヱホバ其上に立て言たまは

く我は汝の祖父アブラハムの神イサク

の神ヱホバなり汝が偃臥ところの地は

我之を汝と汝の子孫に與へん 14汝の

子孫は地の塵沙のごとくなりて西東北

南に蔓るべし又天下の諸の族汝と汝の

子孫によりて福祉をえん 15また我汝

とともにありて凡て汝が往ところにて

汝をまもり汝を此地に率返るべし我は

わが汝にかたりし事を行ふまで汝をは

なれざるなり 16ヤコブ目をさまして

言けるは誠にヱホバ此處にいますに我

しらざりきと 17乃ち惶懼ていひける

は畏るべき哉此處是即ち神の殿の外な

らず是天の門なり 18かくてヤコブ朝

夙に起き其枕となしたる石を取り之を

立て柱となし膏を其上に沃ぎ 19其處

を名をベテル（神殿）と名けたり其邑

の名は初はルズといへり 20ヤコブ乃

ち誓をたてていひけるは若神我ととも

にいまし此わがゆく途にて我をまもり

食ふパンと衣る衣を我にあたへ 21我

をしてわが父の家に安然に歸ることを

得せしめたまはばヱホバをわが神とな

さん 22又わが柱にたてたる此石を神

の家となさん又汝がわれにたまふ者は

皆必ず其十分の一を汝にささげん

29斯てヤコブ其途にすすみて東の民
の地にいたりて 2見るに野に井あ

りて羊の群三其傍に臥ゐたり此井より

群に飮へばなり大なる石井の口にあり

3羊の群皆其處に集る時に井の口より

石をまろばして羊に水飼ひ復故のごと

く井の口に石をのせおくなり 4ヤコブ

人々に言けるは兄弟よ奚よりきたれる

や彼等いふ我等はハランより來る 5ヤ

コブ彼等にいひけるは汝等ナホルの子

ラバンをしるや彼等識といふ 6ヤコブ

又かれらにいひけるは彼は安きや彼等

いふ安し視よ彼の女ラケル羊と偕に來

ると 7ヤコブ言ふ視よ日尚高し家畜を

聚むべき時にあらず羊に飮ひて往て牧

せよ 8彼等いふ我等しかする能はず群

の皆聚るに及て井の口より石をまろば

して羊に飮ふべきなり 9ヤコブ尚彼等

と語れる時にラケル父の羊とともに來

る其は之を牧居たればなり 10ヤコブ

其母の兄ラバンの女ラケルおよび其母

の兄ラバンの羊を見しかばヤコブ進み

よりて井の口より石をまろばし母の兄

ラバンの羊に飮ひたり 11而してヤコ

ブ、ラケルに接吻して聲をあげて啼哭

ぬ 12即ちヤコブ、ラケルに己はその

父の兄弟にしてリベカの子なることを

告ければ彼はしりゆきて父に告たり 13

ラバン其妹の子ヤコブの事を聞しかば

趨ゆきて之を迎へ之を抱きて接吻し之

を家に導きいたれりヤコブすなはち此

等の事を悉くラバンに述たり 14ラバ

ン彼にいひけるは汝は誠にわが骨肉な

りとヤコブ一月の間彼とともに居る 15

茲にラバン、ヤコブにいひけるは汝は

わが兄弟なればとて空く我に役事べけ

んや何の報酬を望むや我に告よ 16ラ

バン二人の女子を有り姉の名はレアと

いひ妹の名はラケルといふ 17レアは

目弱かりしがラケルは美しくして姝し

18ヤコブ、ラケルを愛したれば言ふ我
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汝の季女ラケルのために七年汝に亊ん

19ラバンいひけるは彼を他の人にあた

ふるよりも汝にあたふるは善し我と偕

に居れ 20ヤコブ七年の間ラケルのた

めに勤たりしが彼を愛するが爲に此を

數日の如く見做り 21茲にヤコブ、ラ

バンに言けるはわが期滿たればわが妻

をあたへて我をしてかれの處にいるこ

とを得せしめよ 22是に於てラバン處

の人を盡く集めて酒宴を設けたりしが

23晩に及びて其女レアを携へて此をヤ

コブにつれ來れりヤコブ即ち彼の處に

いりぬ 24ラバンまた其侍婢ジルパを

娘レアに與へて侍婢となさしめたり 25

朝にいたりて見るにレアなりしかばヤ

コブ、ラバンに言けるは汝なんぞ此事

を我になしたるや我ラケルのために汝

に役事しにあらずや汝なんぞ我を欺く

や 26ラバンいひけるは姉より先に妹

を嫁しむる事は我國にて爲ざるところ

なり 27其七日を過せ我等是をも汝に

與へん然ば汝是がために尚七年我に事

へて勤むべし 28ヤコブ即ち斯なして

其七日をすごせしかばラバン其女ラケ

ルをも之にあたへて妻となさしむ 29

またラバン其侍婢ビルハを女ラケルに

あたへて侍婢となさしむ 30ヤコブま

たラケルの所にいりぬ彼レアよりもラ

ケルを愛し尚七年ラバンに事たり 31

ヱホバ、レアの嫌はるるを見て其胎を

ひらきたまへり然どラケルは姙なきも

のなりき 32レア孕みて子を生み其名

をルベンと名けていひけるはヱホバ誠

にわが艱苦を顧みたまへりされば今夫

我を愛せんと 33彼ふたたび孕みて子

を産みヱホバわが嫌はるるを聞たまひ

しによりて我に是をもたまへりと言て

其名をシメオンと名けたり 34彼また

孕みて子を生み我三人の子を生たれば

夫今より我に膠漆んといへり是により

てレビと名けたり 35彼復姙みて子を

生み我今ヱホバを讚美んといへり是に

よりて其名をユダと名けたり是にいた

りて産ことやみぬ

30ラケル己がヤコブに子を生ざるを
見て其姉を夢みヤコブに言けるは

我に子を與へよ然らずば我死んと 2ヤ

コブ、ラケルにむかひて怒を發して言

ふ汝の胎に子をやどらしめざる者は神

なり我神に代るをえんや 3ラケルいふ

吾婢ビルハを視よ彼の處に入れ彼子を

生てわが膝に置ん然ば我もまた彼によ

りて子をうるにいたらんと 4其仕女ビ

ルハを彼にあたへて妻となさしめたり

ヤコブ即ち彼の處にいる 5ビルハ遂に

はらみてヤコブに子を生ければ 6ラケ

ルいひけるは神我を監み亦わが聲を聽

いれて吾に子をたまへりと是によりて

其名をダンと名けたり 7ラケルの仕女

ビルハ再び姙みて次の子をヤコブに生

ければ 8ラケル我神の爭をもて姉と爭

ひて勝ぬといひて其名をナフタリと名

けたり 9茲にレア産ことの止たるを見

しかば其仕女ジルパをとりて之をヤコ

ブにあたへて妻となさしむ 10レアの

仕女ジルパ、ヤコブに子を産ければ 11

レア福來れりといひて其名をガドと名

けたり 12レアの仕女ジルパ次子をヤ

コブに生ければ 13レアいふ我は幸な

り女等我を幸なる者となさんと其名を

アセルとなづけたり 14茲に麥苅の日

にルベン出ゆきて野にて戀茄を獲これ

を母レアの許にもちきたりければラケ

ル、レアにいひけるは請ふ我に汝の子

の戀茄をあたへよ 15レア彼にいひけ

るは汝のわが夫を奪しは微き事ならん
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や然るに汝またわが子の戀茄をも奪ん

とするやラケルいふ然ば汝の子の戀茄

のために夫是夜汝と寢べし 16晩にお

よびてヤコブ野より來りければレア之

をいでむかへて言けるは我誠にわが子

の戀茄をもて汝を雇ひたれば汝我の所

にいらざるべからずヤコブ即ち夜彼と

いねたり 17神レアに聽たまひければ

彼妊みて第五の子をヤコブに生り 18

レアいひけるは我わが仕女を夫に與へ

たれば神我に其値をたまへりと其名を

イツサカルと名けたり 19レア復妊み

て第六の子をヤコブに生り 20レアい

ひけるは神我に嘉賚を貺ふ我六人の男

子を生たれば夫今より我と偕にすまん

と其名をゼブルンとなづけたり 21其

後彼女子を生み其名をデナと名けたり

22茲に神ラケルを念ひ神彼に聽て其胎

を開きたまひければ 23彼妊みて男子

を生て曰ふ神わが恥辱を洒ぎたまへり

と 24乃ち其名をヨセフと名けて言ふ

ヱホバ又他の子を我に加へたまはん 25

茲にラケルのヨセフを生むに及びてヤ

コブ、ラバンに言けるは我を歸して故

郷に我國に往しめよ 26わが汝に事て

得たる所の妻子を我に與へて我を去し

めよわが汝になしたる役事は汝之を知

るなり 27ラバン彼にいひけるは若な

んぢの意にかなはばねがはくは留れ我

ヱホバが汝のために我を祝みしを卜ひ

得たり 28又言ふ汝の望む値をのべよ

我之を與ふべし 29ヤコブ彼にいひけ

るは汝は如何にわが汝に事へしか如何

に汝の家畜を牧しかを知る 30わが來

れる前に汝の有たる者は鮮少なりしが

増て遂に群をなすに至る吾來りてより

ヱホバ汝を祝みたまへり然ども我は何

時吾家を成にいたらんや 31彼言ふ我

何を汝に與へんかヤコブいひけるは汝

何者をも我に與ふるに及ばず汝もし此

事を我になさば我復汝の群を牧守らん

32即ち我今日徧く汝の群をゆきめぐり

て其中より凡て斑なる者點なる者を移

し綿羊の中の凡て黒き者を移し山羊の

中の點なる者と斑なる者を移さん是わ

が値なるべし 33後に汝來りてわが傭

値をしらぶる時わが義我にかはりて應

をなすべし若わが所に山羊の斑ならざ

る者點ならざる者あり綿羊の黒からざ

る者あらば皆盜る者となすべし 34ラ

バンいふ汝の言の如くなさんことを願

ふ 35是に於て彼其日牡山羊の斑入な

る者斑點なる者を移し凡て牝山羊の斑

駮なる者斑點なる者都て身に白色ある

者を移し又綿羊の中の凡て黒き者を移

して其子等の手に付せり 36而して彼

己とヤコブの間に三日程の隔をたてた

りヤコブはラバンの餘の群を牧ふ 37

茲にヤコブ楊柳と楓と桑の青枝を執り

皮を剥て白紋理を成り枝の白き所をあ

らはし 38其皮をはぎたる枝を群の來

りて飮むところの水槽と水鉢に立て群

に向はしめ群をして水のみの來る時に

孕ましむ 39群すなはち枝の前に孕み

て斑入の者斑駮なる者斑點なる者を産

しかば 40ヤコブ其羔羊を區分ちラバ

ンの群の面を其群の斑入なる者と黒き

者に對はしめたりしが己の群をば一所

に置てラバンの群の中にいれざりき 41

又家畜の壯健き者孕みたる時はヤコブ

水槽の中にて其家畜の目の前に彼枝を

置き枝の傍において孕ましむ 42然ど

家畜の羸弱かる時は之を置ず是に因て

羸弱者はラバンのとなり壯健者はヤコ

ブのとなれり 43是に於て其人大に富



創世記29

饒になりて多の家畜と婢僕および駱駝

驢馬を有にいたれり

31茲にヤコブ、ラバンの子等がヤコ
ブわが父の所有を盡く奪ひ吾父の

所有によりて此凡の榮光を獲たりとい

ふを聞り 2亦ヤコブ、ラバンの面を見

るに己に對すること疇昔の如くならず

3時にヱホバ、ヤコブに言たまへるは

汝の父の國にかへり汝の親族に至れ我

汝と偕にをらんと 4是に於てヤコブ人

をやりてラケルとレアを野に招きて群

の所に至らしめ 5之にいひけるは我汝

等の父の面を見るに其我に對すること

疇昔の如くならず然どわが父の神は我

と偕にいますなり 6汝等がしるごとく

我力を竭して汝らの父に事へたるに 7

汝等の父我を欺きて十次もわが値を易

たり然ども神彼の我を害するを容した

まはず 8彼斑駮なる者は汝の傭値なる

べしといへば群の生ところ皆斑駮なり

斑入の者は汝の値なるべしといへば群

の生ところ皆斑入なり 9斯神汝らの父

の家畜を奪て我に輿へたまへり 10群

の孕む時に當りて我夢に目をあげて見

しに群の上に乗る牡羊は皆斑入の者斑

駮なる者白點なる者なりき 11時に神

の使者夢の中に我に言ふヤコブよと我

此にありと對へければ 12乃ち言ふ汝

の目をあげて見よ群の上に乗る牡羊は

皆斑入の者斑駮なる者白點なる者なり

我ラバンが凡て汝に爲すところを鑒み

る 13我はベテルの神なり汝彼處にて

柱に膏を沃ぎ彼處にて我に誓を立たり

今起て斯地を出で汝の親族の國に歸れ

と 14ラケルとレア對て彼にいひける

は我等の父の家に尚われらの分あらん

や我等の産業あらんや 15我等は父に

他人のごとくせらるるにあらずや其は

父我等を賣り亦我等の金を蝕减したれ

ばなり 16神がわが父より取たまひし

財寶は我等とわれらの子女の所屬なり

然ば都て神の汝に言たまひし事を爲せ

17是に於てヤコブ起て子等と妻等を駱

駝に乗せ 18其獲たる凡の家畜と凡の

所有即ちパダンアラムにてみづから獲

たるところの家畜を携へ去てカナンの

地に居る所の其父イサクの所におもむ

けり 19時にラバンは羊の毛を剪んと

て往てありラケル其父のテラピムを竊

めり 20ヤコブは其去ことをスリア人

ラバンに告ずして潛に忍びいでたり 21

即ち彼その凡の所有を挈へて逃去り起

て河を渡りギレアデの山にむかふ 22

ヤコブの逃去しこと三日におよびてラ

バンに聞えければ 23彼兄弟を率てそ

の後を追ひしが七日路をへてギレアデ

の山にて之に追及ぬ 24神夜の夢にス

リア人ラバンに臨みて汝愼みて善も惡

もヤコブに道なかれと之に告たまへり

25ラバン遂にヤコブに追及しがヤコブ

は山に天幕を張ゐたればラバンもその

兄弟と共にギレアデの山に天幕をはれ

り 26而してラバン、ヤコブに言ける

は汝我に知しめずして忍びいで吾女等

を劍をもて執たる者のごとくにひき往

り何ぞかかる事をなすや 27何故に汝

潛に逃さり我をはなれて忍いで我につ

げざりしや我歡喜と歌謠と鼗と琴をも

て汝を送りしならんを 28何ぞ我をし

てわが孫と女に接吻するを得ざらしめ

しや汝愚妄なる事をなせり 29汝等に

害をくはふるの能わが手にあり然ど汝

等の父の神昨夜我に告て汝つつしみて

善も惡もヤコブに語べからずといへり

30汝今父の家を甚く戀て歸んと願ふは

善れども何ぞわが神を竊みたるや 31
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ヤコブ答へてラバンにいひけるは恐く

は汝強て女を我より奪ならんと思ひて

懼れたればなり 32汝の神を持る者を

見ば之を生しおくなかれ我等の兄弟等

の前にて汝の何物我の許にあるかをみ

わけて之を汝に取れと其はヤコブ、ラ

ケルが之を竊しを知ざればなり 33是

に於てラバン、ヤコブの天幕に入りレ

アの天幕に入りまた二人の婢の天幕に

いりしが視いださざればレアの天幕を

出てラケルの天幕にいる 34ラケル已

にテラピムを執て之を駱駝の鞍の下に

いれて其上に坐しければラバン遍く天

幕の中をさぐりたれども見いださざり

き 35時にラケル父にいひけるは婦女

の經の習例の事わが身にあれば父の前

に起あたはず願くは主之を怒り給ふな

かれと是をもて彼さがしたれども遂に

テラピムを見いださざりき 36是に於

てヤコブ怒てラバンを謫即ちヤコブ應

へてラバンに言けるは我何の愆あり何

の罪ありてか汝火急く我をおふや 37

汝わが物を盡く索たるが汝の家の何物

を見いだしたるや此にわが兄弟と汝の

兄弟の前に其を置て我等二人の間をさ

ばかしめよ 38我この二十年汝ととも

にありしが汝の牝綿羊と牝山羊其胎を

殰ねしことなし又汝の群の雄綿羊は我

食はざりき 39又噛裂れたる者は我こ

れを汝の所に持きたらずして自ら之を

補へり又晝竊るるも夜竊るるも汝わが

手より之を要めたり 40我は是ありつ

晝は暑に夜は寒に犯されて目も寐るの

遑なく 41此二十年汝の家にありたり

汝の二人の女の爲に十四年汝の群のた

めに六年汝に事たり然に汝は十次もわ

が値を易たり 42若わが父の神アブラ

ハムの神イサクのの畏む者我とともに

いますにあらざれば汝今必ず我を空手

にて去しめしならん神わが苦難とわが

手の勞苦をかへりみて昨夜汝を責たま

へるなり 43ラバン應てヤコブに言け

るは女等はわが女子等はわが子群はわ

が群汝が見る者は皆わが所屬なり我今

日此わが女等とその生たる子等に何を

なすをえんや 44然ば來れ我と汝二人

契約をむすび之を我と汝の間の證憑と

なすべし 45是に於てヤコブ石を執り

これを建て柱となせり 46ヤコブ又そ

の兄弟等に石をあつめよといひければ

即ち石をとりて垤を成れり斯て彼等彼

處にて垤の上に食す 47ラバン之をエ

ガルサハドタ（證憑の垤）と名けヤコ

ブ之をギレアデ（證憑の垤）と名けた

り 48ラバン此垤今日われとなんぢの

間の證憑たりといひしによりて其名は

ギレアデとと稱らる 49又ミヅパ（觀

望樓）と稱らる其は彼我等が互にわか

るるに及べる時ねがはくはヱホバ我と

汝の間を監みたまへといひたればなり

50彼又いふ汝もしわが女をなやまし或

はわが女のほかに妻をめとらば人の我

らと偕なる者なきも神と汝のあひだに

いまして證をなしたまふ 51ラバン又

ヤコブにいふ我われとなんぢの間にた

てたる此垤を視よ柱をみよ 52此垤證

とならん柱證とならん我この垤を越て

汝を害せじ汝この垤この柱を越て我を

害せざれ 53アブラハムの神ナホルの

神彼等の父の神われらの間を鞫きたま

へとヤコブ乃ちその父イサクの畏む者

をさして誓へり 54斯てヤコブ山にて

犧牲をささげその兄弟を招きてパンを

食はしむ彼等パンを食ひて山に宿れり

55ラバン朝夙に起き其孫と女に接吻し
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て之を祝せりしかしてラバンゆきて其

所にかへりぬ

32茲にヤコブその途に進みしが神の
使者これにあふ 2ヤコブこれを見

て是は神の陣營なりといひてその處の

名をマハナイム（二營）となづけたり

3かくてヤコブ己より前に使者をつか

はしてセイルの地エドムの野にをる其

兄エサウの所にいたらしむ 4即ち之に

命じて言ふ汝等かくわが主エサウにい

ふべし汝の僕ヤコブ斯いふ我ラバンの

所に寄寓て今までとどまれり 5我牛驢

馬羊僕婢あり人をつかはしてわが主に

告ぐ汝の前に恩をえんことを願ふなり

と 6使者ヤコブにかへりて言けるは我

等汝の兄エサウの許に至れり彼四百人

をしたがへて汝をむかへんとて來ると

7是によりヤコブ大におそれ且くるし

み己とともにある人衆および羊と牛と

駱駝を二隊にわかちて 8言けるはエサ

ウもし一の隊に來りて之をうたば遺れ

るところの一隊逃るべし 9ヤコブまた

言けるはわが父アブラハムの神わが父

イサクの神ヱホバよ汝嘗て我につげて

汝の國にかへり汝の親族に到れ我なん

ぢを善せんといひたまへり 10我はな

んぢが僕にほどこしたまひし恩恵と眞

實を一も受るにたらざるなり我わが杖

のみを持てこのヨルダンを濟りしが今

は二隊とも成にいたれり 11願くはわ

が兄の手よりエサウの手より我をすく

ひいだしたまへ我彼をおそる恐くは彼

きたりて我をうち母と子とに及ばん 12

汝は嘗て我かならず汝を惠み汝の子孫

を濱の沙の多して數ふべからざるが如

くなさんといひたまへりと 13彼その

夜彼處に宿りその手にいりし物の中よ

り兄エサウへの禮物をえらべり 14即

ち牝山羊二百牡山羊二十牝羊二百牡羊

二十 15乳駱駝と其子三十牝牛四十牡

牛十牝の驢馬二十驢馬の子十 16而し

て其群と群とをわかちて之を僕の手に

授し僕にいひけるは吾に先ちて進み群

と群との間を隔ておくべし 17又その

前者に命じて言けるはわが兄エサウ汝

にあひ汝に問て汝は誰の人にして何處

にゆくや是汝のまへなる者は誰の所有

なるやといはば 18汝の僕ヤコブの所

有にしてわが主エサウにたてまつる禮

物なり視よ彼もわれらの後にをるとい

ふべしと 19彼かく第二の者第三の者

および凡て群々にしたがひゆく者に命

じていふ汝等エサウにあふ時はかくの

如く之にいふべし 20且汝等いへ視よ

なんぢの僕ヤコブわれらの後にをると

ヤコブおもへらく我わが前におくる禮

物をもて彼を和めて然るのち其面を觀

ん然ば彼われを接遇ることあらんと 21

是によりて禮物かれに先ちて行く彼は

其夜陣營の中に宿りしが 22其夜おき

いでて二人の妻と二人の仕女および十

一人の子を導きてヤボクの渡をわたれ

り 23即ち彼等をみちびきて川を渉ら

しめ又その有る物を渡せり 24而して

ヤコブ一人遺りしが人ありて夜の明る

まで之と角力す 25其人己のヤコブに

勝ざるを見てヤコブの髀の樞骨に觸し

かばヤコブの髀の樞骨其人と角力する

時挫離たり 26其人夜明んとすれば我

をさらしめよといひければヤコブいふ

汝われを祝せずばさらしめずと 27是

に於て其人かれにいふ汝の名は何なる

や彼いふヤコブなり 28其人いひける

は汝の名は重てヤコブととなふべから

ずイスラエルととなふべし其は汝神と

人とに力をあらそひて勝たればなりと
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29ヤコブ問て請ふ汝の名を告よといひ

ければ其人何故にわが名をとふやとい

ひて乃ち其處にて之を祝せり 30是を

以てヤコブその處の名をベニエル（神

の面）となづけて曰ふ我面と面をあは

せて神とあひ見てわが生命なほ存るな

りと 31斯て彼日のいづる時にベニエ

ルを過たりしが其髀のために歩行はか

どらざりき 32是故にイスラエルの子

孫は今日にいたるまで髀の樞の巨筋を

食はず是彼人がヤコブの髀の巨筋に觸

たるによりてなり

33爰にヤコブ目をあげて視にエサウ
四百人をひきゐて來りしかば則ち

子等を分ちてレアとラケルと二人の仕

女とに付し 2仕女とその子等を前にお

きレアとその子等を次におきラケルと

ヨセフを後におきて 3自彼等の前に進

み七度身を地にかがめて遂に兄に近づ

きけるに 4エサウ趨てこれを迎へ抱き

てその頸をかかへて之に接吻すしかし

て二人ともに啼泣り 5エサウ目をあげ

て婦人と子等を見ていひけるは是等の

汝とともなる者は誰なるやヤコブいひ

けるは神が僕に授けたまひし子なりと

6時に仕女等その子とともに近よりて

拜し 7レアも亦その子とともに近より

て拜す其後にヨセフとラケルちかより

て拜す 8エサウ又いひけるは我あへる

此諸の群は何のためなるやヤコブいふ

主の目の前に恩を獲んがためなり 9エ

サウいひけるは弟よわが有ところの者

は足り汝の所有は汝自ら之を有てよ 10

ヤコブいひけるは否我もし汝の目の前

に恩をえたらんには請ふわが手よりこ

の禮物を受よ我汝の面をみるに神の面

をみるがごとくなり汝また我をよろこ

ぶ 11神我をめぐみたまひて我が有と

ころの者足りされば請ふわが汝にたて

まつる禮物を受よと彼に強ければ終に

受たり 12エサウいひけるは我等いで

たちてゆかん我汝にさきだつべし 13

ヤコブ彼にいひけるは主のしりたまふ

ごとく子等は幼弱し又子を持る羊と牛

と我にしたがふ若一日これを驅すごさ

ば群みな死ん 14請ふわが主僕にさき

だちて進みたまへ我はわが前にゆくと

ころの家畜と子女に足にまかせて徐に

導きすすみセイルにてわが主に詣らん

15エサウいひけるは然ば我わがひきゐ

る人數人を汝の所にのこさんヤコブい

ひけるは何ぞ此を須んや我をして主の

目の前に恩を得せしめよ 16是に於て

エサウは此日その途にしたがひてセイ

ルに還りぬ 17斯てヤコブ、スコテに

進みて己のために家を建て又家畜のた

めに廬を作れり是によりて其處の名を

スコテ（廬）といふ 18ヤコブ、パダ

ンアラムより來りて恙なくカナンの地

にあるシケムの邑に至り邑の前にその

天幕を張り 19遂にその天幕をはりし

ところの野をシケムの父ハモルの子等

の手により金百枚にて購とり 20彼處

に壇をきづきて之をエル、エロヘ、イ

スラエル（イスラエルの神なる神）と

なづけたり

34レアのヤコブに生たる女デナその
國の婦女を見んとていでゆきしが

2その國の君主なるヒビ人ハモルの子

シケムこれを見て之をひきいれこれと

寢てこれを辱しむ 3而してその心ふか

くヤコブの女デナを戀ひて彼此女を愛

しこの女の心をいひなだむ 4斯てシケ

ムその父ハモルに語り此少き女をわが

妻に獲よといへり 5ヤコブ彼がその女

子デナを汚したることを聞しかどもそ
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の子等家畜を牧て野にをりしによりて

其かへるまでヤコブ默しゐたり 6シケ

ムの父ハモル、ヤコブの許にいできた

りて之と語らふ 7茲にヤコブの子等野

より來りしが之を聞しかば其人々憂へ

かつ甚く怒れり是はシケムがヤコブの

女と寢てイスラエルに愚なる事をなし

たるに因り是のごとき事はなすべから

ざる者なればなり 8ハモル彼等に語り

ていひけるはわが子シケム心になんぢ

の女を戀ふねがはくは彼をシケムにあ

たへて妻となさしめよ 9汝ら我らと婚

姻をなし汝らの女を我らにあたへ我ら

の女汝らに娶れ 10かくして汝等われ

らとともに居るべし地は汝等の前にあ

り此に住て貿易をなし此にて産業を獲

よ 11シケム又デナの父と兄弟等にいひ

けるは我をして汝等の目のまへに恩を

獲せしめよ汝らが我にいふところの者

は我あたへん 12いかに大なる聘物と

禮物を要るも汝らがわれに言ふごとく

あたへん唯この女を我にあたへて妻と

なさしめよ 13ヤコブの子等シケムと

その父ハモルに詭りて答へたり即ちシ

ケムがその妹デナを汚したるによりて

14彼等これに語りていひけるは我等こ

の事を爲あたはず割禮をうけざる者に

われらの妹をあたふるあたはず是われ

らの恥辱なればなり 15然ど斯せば我

等汝らに允さん若し汝らの中の男子み

な割禮をうけてわれらの如くならば 16

我等の女子を汝等にあたへ汝らの女子

をわれらに娶り汝らと偕にをりて一の

民とならん 17汝等もし我等に聽ずし

て割禮をうけずば我等女子をとりて去

べしと 18彼等の言ハモルとハモルの

子シケムの心にかなへり 19此若き人

ヤコブの女を愛するによりて其事をな

すを遲せざりき彼はその父の家の中に

て最も貴れたる者なり 20ハモルとそ

の子シケム乃ちその邑の門にいたり邑

の人々に語りていひけるは 21是人々

は我等と睦し彼等をして此地に住て此

に貿易をなさしめよ地は廣くして彼ら

を容るにたるなり我ら彼らの女を妻に

めとり我らの女をかれらに與へん 22

若唯われらの中の男子みな彼らが割礼

をうくるごとく割禮を受なば此人々わ

れらに聽て我等と偕にをり一の民とな

るべし 23然ばかれらの家畜と財産と

其諸の畜は我等が所有となるにあらず

や只かれらに聽んしからば彼らわれら

とともにをるべしと 24邑の門に出入

する者みなハモルとその子シケムに聽

したがひ邑の門に出入する男子皆割禮

を受たり 25斯て三日におよび彼等そ

の痛をおぼゆる時ヤコブの子二人即ち

デナの兄弟なるシメオンとレビ各劍を

とり往て思よらざる時に邑を襲ひ男子

を悉く殺し 26利刄をもてハモルとそ

の子シケムをころしシケムの家よりデ

ナを携へいでたり 27而してヤコブの

子等ゆきて其殺されし者を剥ぎ其邑を

かすめたり是彼等がその妹を汚したる

によりてなり 28またその羊と牛と驢

馬およびその邑にある者と野にある者

29並にその諸の貨財を奪ひその子女と

妻等を悉く擄にし家の中なる物を悉く

掠めたり 30ヤコブ、シメオンとレビ

に言けるは汝等我を累はし我をして此

國の人即ちカナン人とベリジ人の中に

避嫌れしむ我は數すくなければ彼ら集

りて我をせめ我をころさん然ば我とわ

が家滅さるべし 31彼らいふ彼豈われ

らの妹を娼妓のごとくしてよからんや
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35茲に神ヤコブに言たまひけるは起
てベテルにのぼりて彼處に居り汝

が昔に兄エサウの面をさけて逃る時に

汝にあらはれし神に彼處にて壇をきづ

けと 2ヤコブ乃ちその家人および凡て

己とともなる者にいふ汝等の中にある

異神を棄て身を清めて衣服を易よ 3我

等起てベテルにのぼらん彼處にて我わ

が苦患の日に我に應へわが往ところの

途にて我とともに在せし神に壇をきづ

くべし 4是に於て彼等その手にある異

神およびその耳にある耳環を盡くヤコ

ブに與へしかばヤコブこれをシケムの

邊なる橡樹の下に埋たり 5斯て彼等い

でたちしが神其四周の邑々をして懼れ

しめたまひければヤコブの子の後を追

ふ者なかりき 6ヤコブ及び之と共なる

諸の人遂にカナンの地にあるルズに至

る是即ちベテルなり 7彼かしこに壇を

きづき其處をエルベテルと名けたり是

は兄の面をさけて逃る時に神此にて己

にあらはれ給しによりてなり 8時にリ

ベカの乳媼デボラ死たれば之をベテル

の下にて橡樹の下に葬れり是によりて

その樹の名をアロンバクテ（哀哭の橡

）といふ 9ヤコブ、パダンアラムより

歸りし時神復これにあらはれて之を祝

したまふ 10神かれに言たまはく汝の

名はヤコブといふ汝の名は重てヤコブ

とよぶべからずイスラエルを汝の名と

なすべしとその名をイスラエルと稱た

まふ 11神また彼にいひたまふ我は全

能の神なり生よ殖よ國民および多の國

民汝よりいで又王等なんぢの腰よりい

でん 12わがアブラハムおよびイサク

に與し地は我これを汝にあたへん我な

んぢの後の子孫にその地をあたふべし

と 13神かれと言たまひし處より彼を

はなれて昇りたまふ 14是に於てヤコ

ブ神の己と言いひたまひし處に柱すな

はち石の柱を立て其上に酒を灌ぎまた

其上に膏を沃げり 15而してヤコブ神

の己にものいひたまひし處の名をベテ

ルとなづけたり 16かくてヤコブ等ベ

テルよりいでたちしがエフラタに至る

までは尚路の隔ある處にてラケル産に

のぞみその産おもかりき 17彼難産に

のぞめる時産婆之にいひけるは懼るな

かれ汝また此男の子を得たり 18彼死

にのぞみてその魂さらんとする時その

子の名をベノニ（吾苦痛の子）と呼た

り然ど其父これをベニヤミン（右手の

子）となづけたり 19ラケル死てエフ

ラタの途に葬らる是即ちベテレヘムな

り 20ヤコブその墓に柱を立たり是は

ラケルの墓の柱といひて今日まで在り

21イスラエル復いでたちてエダルの塔

の外にその天幕を張り 22イスラエル

かの地に住る時にルベン往て父の妾ビ

ルハと寢たりイスラエルこれを聞く夫

ヤコブの子は十二人なり 23即ちレア

の子はヤコブの長子ルベンおよびシメ

オン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブ

ルンなり 24ラケルの子はヨセフとベ

ニヤミンなり 25ラケルの仕女ビルハ

の子はダンとナフタリなり 26レアの

仕女ジルパの子はガドとアセルなり是

等はヤコブの子にしてパダンアラムに

て彼に生れたる者なり 27ヤコブ、キ

リアテアルバのマムレにゆきてその父

イサクに至れり是すなはちヘブロンな

り彼處はアブラハムとイサクの寄寓し

ところなり 28イサクの齡は百八十歳

なりき 29イサク老て年滿ち氣息たえ

死にて其民にくははれりその子エサウ

とヤコブ之をはうむる
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36エサウの傳はかくのごとしエサウ
はすなはちエドムなり 2エサウ、

カナンの女の中より妻をめとれり即ち

ヘテ人エロンの女アダおよびヒビ人ヂ

ベオンの女なるアナの女アホリバマ是

なり 3又イシマエルの女ネバヨテの妹

バスマテをめとれり 4アダはエリパズ

をエサウに生みバスマテはリウエルを

生み 5アホリバマはヱウシ、ヤラムお

よびコラを生り是等はエサウの子にし

てカナンの地に於て彼に生れたる者な

り 6エサウその妻と子女およびその家

の諸の人並に家畜と諸の畜類およびそ

のカナンの地にて獲たる諸の物を挈へ

て弟ヤコブをはなれて他の地にゆけり

7其は二人の富有多くして倶にをるあ

たはざればなり彼らが寄寓しところの

地はかれらの家畜のためにかれらを容

るをえざりき 8是に於てエサウ、セイ

ル山に住りエサウはすなはちエドムな

り 9セイル山にをりしエドミ人の先祖

エサウの傳はかくのごとし 10エサウ

の子の名は左のごとしエサウの妻アダ

の子はエリパズ、エサウの妻バスマテ

の子はリウエル 11エリパズの子はテ

マン、オマル、ゼポ、ガタムおよびケ

ナズなり 12テムナはエサウの子エリ

パズの妾にしてアマレクをエリパズに

生り是等はエサウの妻アダの子なり 13

リウエルの子は左の如しナハテ、ゼラ

、シヤンマおよびミザ是等はエサウの

妻バスマテの子なり 14ヂベオンの女

なるアナの女にしてエサウの妻なるア

ホリバマの子は左のごとし彼ヱウシ、

ヤラムおよびコラをエサウに生り 15

エサウの子孫の侯たる者は左のごとし

エサウの冢子エリパスの子にはテマン

侯オマル侯ゼボ侯ケナズ侯 16コラ侯

ガタム侯アマレク侯是等はエリパズよ

りいでたる侯にしてエドムの地にあり

き是等はアダの子なり 17エサウの子

リウエルの子は左のごとしナハテ侯ゼ

ラ侯シヤンマ侯ミザ侯是等はリウエル

よりいでたる侯にしてエドムの地にあ

りき是等はエサウの妻バスマテの子な

り 18エサウの妻アホリバマの子は左

のごとしヱウシ侯ヤラム侯コラ侯是等

はアナの女にしてエサウの妻なるアホ

リバマよりいでたる侯なり 19是等は

エサウすなはちエドムの子孫にしてそ

の侯たる者なり 20素より此地に住し

ホリ人セイルの子は左のごとしロタン

、シヨバル、ヂベオン、アナ 21デシ

ヨン、エゼル、デシヤン是等はセイル

の子ホリ人の中の侯にしてエドムの地

にあり 22ロタンの子はホリ、ヘマム

なりロタンの妹はテムナ 23シヨバル

の子は左のごとしアルワン、マナハテ

、エバル、シボ、オナム 24ヂベオン

の子は左のごとし即ちアヤとアナ此ア

ナその父ヂベオンの驢馬を牧をりし時

曠野にて温泉を發見り 25アナの子は

左のごとしデシヨンおよびアホリバマ

、アホリバマはアナの女なり 26デシ

ヨンの子は左のごとしヘムダン、エシ

バン、イテラン、ケラン 27エゼルの

子は左のごとしビルハン、ザワン、ヤ

カン 28デシヤンの子は左のごとしウ

ズ、アラン 29ホリ人の侯たる者は左

のごとしロタン侯シヨバル侯ヂベオン

侯アナ侯 30デシヨン侯エゼル侯デシ

ヤン侯是等はホリ人の侯にしてその所

領にしたがひてセイルの地にあり 31

イスラエルの子孫を治むる王いまだあ

らざる前にエドムの地を治めたる王は

左のごとし 32ベオルの子ベラ、エド
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ムに王たりその都の名はデナバといふ

33ベラ薨てボヅラのゼラの子ヨバブ之

にかはりて王となる 34ヨバブ薨てテ

マン人の地のホシヤムこれにかはりて

王となる 35ホシヤム薨てベダデの子

ハダデの子ハダこれに代て王となる彼

モアブの野にてミデアン人を撃しこと

あり其邑の名はアビテといふ 36ハダ

デ薨てマスレカのサムラこれにかはり

て王となる 37サラム薨て河の旁なる

レホボテのサウル之にかはりて王とな

る 38サウル薨てアクボルの子バアル

ハナンこれに代りて王となる 39アク

ボルの子バアルハナン薨てハダル之に

かはりて王となる其都の名はパウとい

ふその妻の名はメヘタベルといひてマ

テレデの女なりマテレデはメザハブの

女なり 40エサウよりいでたる侯の名

はその宗族と居處と名に循ひていへば

左のごとしテムナ侯アルワ侯エテテ侯

41アホリバマ侯エラ侯ピノン侯 42ケ

ナズ侯テマン侯ミブザル侯 43マグデ

エル侯イラム侯是等はエドムの侯にし

て其領地の居處によりて言る者なりエ

ドミ人の先祖はエサウ是なり

37ヤコブはカナンの地に住り即ちそ
の父が寄寓し地なり 2ヤコブの傳

は左のごとしヨセフ十七歳にしてその

兄弟と偕に羊を牧ふヨセフは童子にし

てその父の妻ビルハの子およびジルパ

の子と侶たりしが彼等の惡き事を父に

つぐ 3ヨセフは老年子なるが故にイス

ラエルその諸の兄弟よりも深くこれを

愛しこれがために綵る衣を製れり 4そ

の兄弟等父がその諸の兄弟よりも深く

彼を愛するを見て彼を惡み穩和に彼に

ものいふことを得せざりき 5茲にヨセ

フ夢をみてその兄弟に告ければ彼等愈

これを惡めり 6ヨセフ彼等にいひける

は請ふわが夢たる此夢を聽け 7我等田

の中に禾束をむすび居たるにわが禾束

おき且立り而して汝等の禾束環りたち

てわが禾束を拜せり 8その兄弟等之に

いひけるは汝眞にわれらの君となるや

眞に我等ををさむるにいたるやとその

夢とその言のために益これを惡めり 9

ヨセフ又一の夢をみて之をその兄弟に

述ていひけるは我まら夢をみたるに日

と月と十一の星われを拜せりと 10則

ちこれをその父と兄弟に述ければ父か

れを戒めて彼にいふ汝が夢しこの夢は

何ぞや我と汝の母となんぢの兄弟と實

にゆきて地に鞠て汝を拜するにいたら

んやと 11斯しかばその兄弟かれを嫉

めり然どその父はこの言をおぼえたり

12茲にその兄弟等シケムにゆきて父の

羊を牧ゐたりしかば 13イスラエル、

ヨセフにいひけるは汝の兄弟はシケム

にて羊を牧をるにあらずや來れ汝を彼

等につかはさんヨセフ父にいふ我ここ

にあり 14父かれにいひけるは請ふ往

て汝の兄弟と群の恙なきや否を見てか

へりて我につげよと彼をヘブロンの谷

より遣はしければ遂にシケムに至る。

15或人かれに遇ふに彼野にさまよひを

りしかば其人かれに問て汝何をたづぬ

るやといひければ 16彼いふ我はわが

兄弟等をたづぬ請ふかれらが羊をかひ

をる所をわれに告よ 17その人いひけ

るは彼等は此をされり我かれらがドタ

ンにゆかんといふを聞たりと是に於て

ヨセフその兄弟の後をおひゆきドタン

にて之に遇ふ 18ヨセフの彼等に近か

ざる前に彼ら之を遙に見てこれを殺さ

んと謀り 19互にいひけるは視よ作夢

者きたり 20去來彼をころして阱に投
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いれ或惡き獸これを食たりと言ん而し

て彼の夢の如何になるかを觀るべし 21

ルベン聞てヨセフを彼等の手より拯ひ

ださんとして言けるは我等これを殺す

べからず 22ルベンまた彼らにいひけ

るは血をながすなかれ之を曠野の此阱

に投いれて手をこれにつくるなかれと

是は之を彼等の手よりすくひだして父

に歸んとてなりき 23茲にヨセフ兄弟

の許に到りければ彼等ヨセフの衣即ち

その着たる綵る衣を褫ぎ 24彼を執て

阱に投いれたり阱は空にしてその中に

水あらざりき 25斯して彼等坐りてパ

ンを食ひ目をあげて見しに一群のイシ

マエル人駱駝に香物と乳香と沒藥をお

はせてエジプトにくだりゆかんとてギ

レアデより來る 26ユダその兄弟にい

ひけるは我儕弟をころしてその血を匿

すも何の益かあらん 27去來彼をイシ

マエル人に賣ん彼は我等の兄弟われら

の肉なればわれらの手をかれにつくべ

からずと兄弟等これを善とす 28時に

ミデアンの商旅經過ければヨセフを阱

よりひきあげ銀二十枚にてヨセフをイ

シマエル人に賣り彼等すなはちヨセフ

をエジプトにたづさへゆきぬ 29茲に

ルベンかへりて阱にいたり見しにヨセ

フ阱にをらざりしかばその衣を裂き 30

兄弟の許にかへりて言ふ童子はをらず

嗚呼我何處にゆくべきや 31斯て彼等

ヨセフの衣をとり牡山羊の羔をころし

てその衣を血に濡し 32その綵る衣を

父におくり遣していひけるは我等これ

を得たりなんぢの子の衣なるや否を知

れと 33父これを知りていふわが子の

衣なり惡き獸彼をくらへりヨセフはか

ならずさかれしならんと 34ヤコブそ

の衣を裂き麻布を腰にまとひ久しくそ

の子のためになげけり 35その子女み

な起てかれを慰むれどもその慰謝をう

けずして我は哀きつつ陰府にくだりて

我子のもとにゆかんといふ斯その父か

れのために哭ぬ (Sheol h7585) 36偖ミデア

ン人はエジプトにてパロの侍衞の長ポ

テパルにヨセフを賣り

38當時ユダ兄弟をはなれて下りアド
ラム人名はヒラといふ者の近邊に

天幕をはりしが 2ユダかしこにてカナ

ン人名はシュアといふ者の女子を見こ

れを娶りてその所にいる 3彼はらみて

男子を生みければユダその名をエルと

なづく 4彼ふたたび孕みて男子を生み

その名をオナンとなづけ 5またかさね

て孕みて男子を生みてその名をシラと

なづく此子をうみける時ユダはクジブ

にありき 6ユダその長子エルのために

妻をむかふその名をタマルといふ 7ユ

ダの長子エル、ヱホバの前に惡をなし

たればヱホバこれを死しめたまふ 8茲

にユダ、オナンにいひけるは汝の兄の

妻の所にいりて之をめとり汝の兄をし

て子をえせしめよ 9オナンその子の己

のものとならざるを知たれば兄の妻の

所にいりし時兄に子をえせしめざらん

ために地に洩したり 10斯なせし事ヱ

ホバの目に惡かりければヱホバ彼をも

死しめたまふ 11ユダその媳タマルに

いひけるは嫠婦となりて汝の父の家に

をりわが子シラの人となるを待てと恐

らくはシラも亦その兄弟のごとく死る

ならんとおもひたればなりタマルすな

はち往てその父の家にをる 12日かさ

なりて後シュアの女ユダの妻死たりユ

ダ慰をいれてその友アドラム人ヒラと

ともにテムナにのぼりその羊毛を剪る

者の所にいたる 13茲にタマルにつげ
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て視よなんぢの舅はその羊の毛を剪ん

とてテムナにのぼるといふ者ありしか

ば 14彼その嫠の服を脱すて被衣をも

て身をおほひつつみテムナの途の側に

あるエナイムの入口に坐す其はシラ人

となりたれども己これが妻にせられざ

るを見たればなり 15彼その面を蔽ひ

ゐたりしかばユダこれを見て娼妓なら

んとおもひ 16途の側にて彼に就き請

ふ來りて我をして汝の所にいらしめよ

といふ其はその子の妻なるをしらざれ

ばなり彼いひけるは汝何を我にあたへ

てわが所にいらんとするや 17ユダい

ひけるは我群より山羊の羔をおくらん

彼いふ汝其をおくるまで質をあたへん

か 18ユダ何の質をなんぢに與ふべき

やといふに彼汝の印と綬と汝の手の杖

をといひければ即ちこれを與へて彼の

所にいりぬ彼ユダに由て姙めり 19彼

起て去りその被衣をぬぎすて嫠婦の服

をまとふ 20かくてユダ婦の手より質

をとらんとてその友アドラム人の手に

托して山羊の羔をおくりけるが彼婦を

見ざれば 21その處の人に問て途の側

なるエナイムの娼妓は何處にをるやと

いふに此には娼妓なしといひければ 22

ユダの許にかへりていふ我彼を見いだ

さず亦その處の人此には娼妓なしとい

へりと 23ユダいひけるは彼にとらせ

おけ恐くはわれら笑抦とならん我この

山羊の羔をおくりたるに汝かれを見ざ

るなりと 24三月ばかりありて後ユダ

に告る者ありていふ汝の媳タマル姦淫

をなせり亦その姦淫によりて妊めりユ

ダいひけるは彼を曵いだして焚べし 25

彼ひきいだされし時その舅にいひつか

はしけるは是をもてる人によりて我は

妊りと彼すなはち請ふこの印と綬と杖

は誰の所屬なるかを辨別よといふ 26

ユダこれを見識ていひけるは彼は我よ

りも正しわれ彼をわが子わがシラにあ

たへざりしによりてなりと再びこれを

知らざりき 27かくて産の時にいたり

て見るにその胎に孿あり 28その産時

手出しかば産婆是首にいづといひて絳

き線をとりてその手にしばりしが 29

手を引こむるにあたりて兄弟いでたれ

ば汝なんぞ圻いづるやその圻汝に歸せ

んといへり故にその名はペレヅ（圻）

と稱る 30その兄弟手に絳線のある者

後にいづその名はゼラとよばる

39ヨセフ挈へられてエジプトにくだ
りしがエジプト人ポテパル、パロ

の臣侍衞の長なる者彼を其處にたづさ

へくだれるイシマエル人の手よりこれ

を買ふ 2ヱホバ、ヨセフとともに在す

彼享通者となりてその主人なるエジプ

ト人の家にをる 3その主人ヱホバの彼

とともにいますを見またヱホバがかれ

の手の凡てなすところを享通しめたま

ふを見たり 4是によりてヨセフ彼の心

にかなひて其近侍となる彼ヨセフにそ

の家を宰どらしめその所有を盡くその

手に委たり 5彼ヨセフにその家とその

有る凡の物をつかさどらせし時よりし

てヱホバ、ヨセフのために其エジプト

人の家を祝みたまふ即ちヱホバの祝福

かれが家と田に有る凡の物におよぶ 6

彼その有る物をことごとくヨセフの手

にゆだねその食ふパンの外は何もかへ

りみざりき夫ヨセフは容貌麗しくして

顏美しかりき 7これらの事の後その主

人の妻ヨセフに目をつけて我と寢よと

いふ 8ヨセフ拒みて主人の妻にいひけ

るは視よわが主人の家の中の物をかへ

りみずその有るものことごとくわが手
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に委ぬ 9この家には我より大なるもの

なし又主人何をも我に禁ぜず只汝を除

くのみ汝はその妻なればなり然ば我い

かで此おほいなる惡をなして神に罪を

をかすをえんや 10彼日々にヨセフに

言よりたれどもヨセフきかずして之と

いねず亦與にをらざりき 11當時ヨセ

フその職をなさんとて家にいりしが家

の人一箇もその内にをらざりき 12時

に彼婦その衣を執て我といねよといひ

ければヨセフ衣を彼の手に棄おきて外

に遁いでたり 13彼ヨセフがその衣を

己の手に棄おきて遁いでしを見て 14

その家の人々を呼てこれにいふ視よヘ

ブル人を我等の所につれ來りて我等に

たはむれしむ彼我といねんとて我の所

にいり來りしかば我大聲によばはれり

15彼わが聲をあげて呼はるを聞しかば

その衣をわが許にすておきて外に遁い

でたりと 16其衣を傍に置て主人の家

に歸るを待つ 17かくて彼是言のごと

く主人につげていふ汝が我らに携へき

たりしヘブルの僕われにたはむれんと

て我許にいりきたりしが 18我聲をあ

げてよばはりしかばその衣を我許にす

ておきて遁いでたり 19主人その妻が

己につげて汝の僕斯のごとく我になせ

りといふ言を聞て怒を發せり 20是に

於てヨセフの主人彼を執へて獄にいる

其獄は王の囚徒を繋ぐ所なりヨセフ彼

處にて獄にをりしが 21ヱホバ、ヨセ

フとともに在して之に仁慈を加へ典獄

の恩顧をこれにえさせたまひければ 22

典獄獄にある囚人をことごとくヨセフ

の手に付せたり其處になす所の事は皆

ヨセフこれをなすなり 23典獄そのま

かせたる所の事は何をもかへりみざり

き其はヱホバ、ヨセフとともにいませ

ばなりヱホバかれのなすところをさか

えしめたまふ

40これらの事の後エジプト王の酒人
と膳夫その主エジプト王に罪をを

かす 2パロその二人の臣すなはち酒人

の長と膳夫の長を怒りて 3之を侍衞の

長の家の中なる獄に幽囚ふヨセフが繋

れをる所なり 4侍衞の長ヨセフをして

彼等の側に侍しめたればヨセフ之につ

かふ彼等幽囚れて日を經たり 5茲に獄

に繋れたるエジプト王の酒人と膳夫の

二人ともに一夜の中に各夢を見たりそ

の夢はおのおんおのその解明にかなふ

6ヨセフ朝に及びて彼等の所に入て視

るに彼等物憂に見ゆ 7是に於てヨセフ

その主人の家に己とともに幽囚をるパ

ロの臣に問て汝等なにゆゑに今日は顏

色あやしきやといふに 8彼等これにい

ふ我等夢を見たれど之を解く者なしと

ヨセフ彼等にいひけるは解く事は神に

よるにあらずや請ふ我に述よ 9酒人の

長その夢をヨセフに述て之にいふ我夢

の中に見しにわが前に一の葡萄樹あり

10その樹に三の枝あり芽いで花ひらき

て葡萄なり球をなして熟たるがごとく

なりき 11時にパロの爵わが手にあり

我葡萄を摘てこれをパロの爵に搾りそ

の爵をパロの手に奉たり 12ヨセフ彼

にいひけるはその解明は是のごとし三

の枝は三日なり 13今より三日の中に

パロなんぢの首を擧げ汝を故の所にか

へさん汝は曩に酒人たりし時になせし

如くパロの爵をその手に奉ぐるにいた

らん 14然ば請ふ汝善ならん時に我を

おもひて我に恩惠をほどこし吾事をパ

ロにのべてこの家よりわれを出せ 15

我はまことにヘブル人の地より掠れ來

しものなればなりまた此にても我は牢
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にいれらるるがごとき事はなさざりし

なり 16茲に膳夫の長その解明の善り

しを見てヨセフにいふ我も夢を得て見

たるに白きパン三筐わが首にありて 17

その上の筐には膳夫がパロのために作

りたる各種の饌ありしが鳥わが首の筐

の中より之をくらへり 18ヨセフこた

へていひけるはその解明はかくのごと

し三の筐は三日なり 19今より三日の

中にパロ汝の首を擧はなして汝を木に

懸んしかして鳥汝の肉をくらひとるべ

しと 20第三日はパロの誕辰なればパ

ロその諸の臣僕に筵席をなし酒人の長

と膳夫の長をして首をその臣僕の中に

擧しむ 21即ちパロ酒人の長をその職

にかへしければ彼爵をパロの手に奉た

り 22されど膳夫の長は木に懸らるヨ

セフの彼等に解明せるがごとし 23然

るに酒人の長ヨセフをおぼえずして之

を忘れたり

41二年の後パロ夢ることあり即ち河
の濱にたちて 2視るに七の美しき

肥たる牝牛河よりのぼりて葦を食ふ 3

その後また七の醜き痩たる牛河よりの

ぼり河の畔にて彼牛の側にたちしが 4

その醜き痩たる牛かの美しき肥たる七

の牛を食ひつくせりパロ是にいたりて

寤む 5彼また寢て再び夢るに一の莖に

七の肥たる佳き穗いできたる 6其のち

に又しなびて東風に燒たる七の穗いで

きたりしが 7その七のしなびたる穗か

の七の肥實りたる穗を呑盡せりパロ寤

て見に夢なりき 8パロ朝におよびてそ

の心安からず人をつかはしてエジプト

の法術士とその博士を皆ことごとく召

し之にその夢を述たり然ど之をパロに

解うる者なかりき 9時に酒人の長パロ

に告ていふ我今日わが過をおもひいづ

10嘗てパロその僕を怒て我と膳夫の長

を侍衞の長の家に幽囚へたまひし時 11

我と彼ともに一夜のうちに夢み各その

解明にかなふ夢をみたりしが 12彼處

に侍衞の長の僕なる若きヘブル人我ら

と偕にあり我等これにのべたれば彼わ

れらの夢を解その夢にしたがひて各人

に解明をなせり 13しかして其事かれ

が解たるごとくなりて我はわが職にか

へり彼は木に懸らる 14是に於てパロ

人をやりてヨセフを召しければ急ぎて

これを獄より出せりヨセフすなはち髭

を薙り衣をかへてパロの許にいり來る

15パロ、ヨセフにいひけるは我夢をみ

たれど之をとく者なし聞に汝は夢をき

きて之を解くことをうると云ふ 16ヨ

セフ、パロにこたへていひけるは我に

よるにあらず神パロの平安を告たまは

ん 17パロ、ヨセフにいふ我夢に河の

岸にたちて見るに 18河より七の肥た

る美しき牝牛のぼりて葦を食ふ 19後

また弱く甚だ醜き瘠たる七の牝牛のぼ

りきたる其惡き事エジプト全國にわが

未だ見ざるほどなり 20その瘠たる醜

き牛初の七の肥たる牛を食ひつくした

りしが 21已に腹にいりても其腹にい

りし事しれず尚前のごとく醜かりき我

是にいたりて寤めたり 22我また夢に

見るに七の實たる佳き穗一の莖にいで

きたる 23その後にまたいぢけ萎びて

東風にやけたる七の穗生じたりしが 24

そのしなびたる穗かの七の佳穗を呑つ

くせり我これを法術士に告たれどもわ

れにこれをしめすものなし 25ヨセフ

、パロにいひけるはパロの夢は一なり

神その爲んとする所をパロに示したま

へるなり 26七の美牝牛は七年七の佳

穗も七年にして夢は一なり 27其後に
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のぼりし七の瘠たる醜き牛は七年にし

てその東風にやけたる七の空穗は七年

の饑饉なり 28是はわがパロに申すと

ころなり神そのなさんとするところを

パロにしめしたまふ 29エジプトの全

地に七年の大なる豐年あるべし 30そ

の後に七年の凶年おこらん而してエジ

プトの地にありし豐作を皆忘るにいた

るべし饑饉國を滅さん 31後にいたる

その饑饉はなはだはげしきにより前の

豐作國の中に知れざるにいたらん 32

パロのふたたび夢をかさね見たまひし

は神がこの事をさだめて速かに之をな

さんとしたまふなり 33さればパロ慧

く賢き人をえらみて之にエジプトの國

を治めしめたまふべし 34パロこれを

なし國中に官吏を置てその七年の豐年

の中にエジプトの國の五分の一を取た

まふべし 35而して其官吏をして來ら

んとするその善き年の諸の糧食を斂め

てその穀物をパロの手に蓄へしめ糧食

を邑々にかこはしめたまふべし 36そ

の糧食を國のために畜藏へおきてエジ

プトの國にのぞむ七年の饑饉に備へ國

をして饑饉のために滅ざらしむべし 37

パロとその諸の臣僕此事を善とす 38

是に於てパロその臣僕にいふ我等神の

靈のやどれる是のごとき人を看いだす

をえんやと 39しかしてパロ、ヨセフ

にいひけるは神是を盡く汝にしめした

まひたれば汝のごとく慧く賢き者なか

るべし 40汝わが家を宰るべしわが民

みな汝の口にしたがはん唯位において

のみ我は汝より大なるべし 41パロ、

ヨセフにいひけるは視よ我汝をエジプ

ト全國の冢宰となすと 42パロすなは

ち指環をその手より脱して之をヨセフ

の手にはめ之を白布を衣せ金の索をそ

の項にかけ 43之をして己のもてる次

の輅に乗らしめ下にゐよと其前に呼し

む是彼をエジプト全國の冢宰となせり

44パロ、ヨセフにいひけるは我はパロ

なりエジプト全國に汝の允准をえずし

て手足をあぐる者なかるべしと 45パ

ロ、ヨセフの名をザフナテパネアと名

けまたオンの祭司ポテパルの女アセナ

テを之にあたへて妻となさしむヨセフ

いでてエジプトの地をめぐる 46ヨセ

フはエジプトの王パロのまへに立し時

三十歳なりきヨセフ、パロのまへを出

て遍くエジプトの地を巡れり 47七年

の豐年の中に地山なして物を生ず 48

ヨセフすなはちエジプトの地にありし

その七年の糧食を斂めてその糧食を邑

々に藏む即ち邑の周圍の田圃の糧食を

其邑の中に藏む 49ヨセフ海隅の沙の

ごとく甚だ多く穀物を儲へ遂に數ふる

ことをやむるに至る其は數かぎり無れ

ばなり 50饑饉の歳のいたらざる前に

ヨセフに二人の子うまる是はオンの祭

司ポテパルの女アセナテの生たる者な

り 51ヨセフその冢子の名をマナセ（

忘）となづけて言ふ神我をしてわが諸

の苦難とわが父の家の凡の事をわすれ

しめたまふと 52又次の子の名をエフ

ライム（多く生る）となづけていふ神

われをしてわが艱難の地にて多くの子

をえせしめたまふと 53爰にエジプト

の國の七年の豐年をはり 54ヨセフの

言しごとく七年の凶年きたりはじむそ

の饑饉は諸の國にあり然どエジプト全

國には食物ありき 55エジプト全國饑

ゑし時民さけびてパロに食物を乞ふパ

ロ、エジプトの諸の人にいひけるはヨ

セフに往け彼が汝等にいふところをな

せと 56饑饉全地の面にありヨセフす
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なはち諸の倉廩をひらきてエジプト人

に賣わたせり饑饉ますますエジプトの

國にはげしくなる 57饑饉諸の國には

げしくなりしかば諸國の人エジプトに

きたりヨセフにいたりて穀物を買ふ

42ヤコブ、エジプトに穀物あるを見
しかばその子等にいひけるは汝等

なんぞたがひに面を見あはするや 2ヤ

コブまたいふ我エジプトに穀物ありと

聞り彼處にくだりて彼處より我等のた

めに買きたれ然らばわれら生るを得て

死をまぬかれんと 3ヨセフの十人の兄

弟エジプトにて穀物をかはんとて下り

ゆけり 4されどヨセフの弟ベニヤミン

はヤコブこれをその兄弟とともに遣さ

ざりきおそらくは災難かれの身にのぞ

むことあらんと思たればなり 5イスラ

エルの子等穀物を買んとて來る者とと

もに來る其はカナンの地に饑饉ありた

ればなり 6時にヨセフは國の總督にし

て國の凡の人に賣ことをなせりヨセフ

の兄弟等來りてその前に地に伏て拜す

7ヨセフその兄弟を見てこれを知たれ

ども知ざる者のごとくして荒々しく之

にものいふ即ち彼等に汝等は何處より

來れるやといへば彼等いふ糧食を買ん

ためにカナンの地より來れりと 8ヨセ

フはその兄弟をしりたれども彼等はヨ

セフをしらざりき 9ヨセフその昔に彼

等の事を夢たる夢をを憶いだし彼等に

言けるは汝等は間者にして此國の隙を

窺はんとて來れるなり 10彼等之にい

ひけるはわが主よ然らず唯糧食をかは

んとて僕等は來れるなり 11我等はみな

一箇の人の子にして篤實なる者なり僕

等は間者にあらず 12ヨセフ彼等にい

ひけるは否汝等は此地の隙を窺はんと

て來れるなり 13彼等いひけるは僕等

は十二人の兄弟にしてカナンの地の一

箇の人の子なり季子は今日父とともに

をる又一人はをらずなりぬ 14ヨセフ

かれらにいひけるはわが汝等につげて

汝等は間者なりといひしはこの事なり

15汝等斯してその眞實をあかすべしパ

ロの生命をさして誓ふ汝等の末弟ここ

に來るにあらざれば汝等は此をいづる

をえじ 16汝等の一人をやりて汝等の

弟をつれきたらしめよ汝等をば繋ぎお

きて汝等の言をためし汝らの中に眞實

あるや否をみんパロの生命をさして誓

ふ汝等はかならず間者なりと 17彼等

を皆ともに三日のあひだ幽囚おけり 18

三日におよびてヨセフ彼等にいひける

は我神を畏る汝等是なして生命をえよ

19汝等もし篤實なる者ならば汝らの兄

弟の一人をしてこの獄に繋がれしめ汝

等は穀物をたづさへゆきてなんぢらの

家々の饑をすくへ 20但し汝らの末弟

を我につれきたるべしさすればなんぢ

らの言の眞實あらはれて汝等死をまぬ

かるべし彼等すなはち斯なせり 21茲

に彼らたがひに言けるは我等は弟の事

によりて信に罪あり彼等は彼が我らに

只管にねがひし時にその心の苦を見な

がら之を聽ざりき故にこの苦われらに

のぞめるなり 22ルベンかれらに對て

いひけるは我なんぢらにいひて童子に

罪ををかすなかれといひしにあらずや

然るに汝等きかざりき是故に視よ亦彼

の血をながせし罪をたださると 23彼

等はヨセフが之を解するをしらざりき

其は互に通辨をもちひたればなり 24

ヨセフ彼等を離れゆきて哭き復かれら

にかへりて之とかたり遂にシメオンを

彼らの中より取りその目のまへにて之

を縛れり 25而してヨセフ命じてその
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器に穀物をみたしめ其人々の金を嚢に

返さしめ又途の食を之にあたへしむヨ

セフ斯かれらになせり 26彼等すなは

ち穀物を驢馬におはせて其處をさりし

が 27其一人旅邸にて驢馬に糧を與ん

とて嚢をひらき其金を見たり其は嚢の

口にありければなり 28彼その兄弟に

いひけるは吾金は返してあり視よ嚢の

中にありと是において彼等膽を消し懼

れてたがひに神の我らになしたまふ此

事は何ぞやといへり 29かくて彼等カ

ナンの地にかへりて父ヤコブの所にい

たり其身にありし事等を悉く之につげ

ていひけるは 30彼國の主荒々しく我

等にものいひ我らをもて國を偵ふ者と

なせり 31我ら彼にいふ我等は篤實な

る者なり間者にあらず 32我らは十二

人の兄弟にして同じ父の子なり一人は

をらずなり季のは今日父とともにカナ

ンの地にありと 33國の主なるその人

われらにいひけるは我かくして汝等の

篤實なるをしらん汝等の兄弟の一人を

吾もとにのこし糧食をたづさへゆきて

汝らの家々の饑をすくへ 34しかして

汝らの季の弟をわが許につれきたれ然

れば我なんぢらが間者にあらずして篤

實なる者たるをしらん我なんぢらの兄

弟を汝等に返し汝等をしてこの國にて

交易をなさしむべしと 35茲に彼等そ

の嚢を傾たるに視よ各人の金包その嚢

のなかにあり彼等とその父金包を見て

おそれたり 36その父ヤコブ彼等にい

ひけるは汝等は我をして子を喪はしむ

ヨセフはをらずなりシメオンもをらず

なりたるにまたベニヤミンを取んとす

是みなわが身にかかるなり 37ルベン

父に告ていふ我もし彼を汝につれかへ

らずば吾ふたりの子を殺せ彼をわが手

にわたせ我之をなんぢにつれかへらん

38ヤコブいひけるはわが子はなんぢら

とともに下るべからず彼の兄は死て彼

ひとり遺たればなり若なんぢらが行と

ころの途にて災難かれの身におよばば

汝等はわが白髮をして悲みて墓にくだ

らしむるにいたらん (Sheol h7585)

43饑饉その地にはげしかりき 2茲に

彼等エジプトよりもちきたりし穀

物を食つくせし時父かられらに再びゆ

きて少許の糧食を買きたれといひけれ

ば 3ユダ父にかたりていひけるは彼人

かたく我等をいましめていふ汝らの弟

汝らとともにあるにあらざれば汝らは

わが面をみるべからずと 4汝もし弟を

われらとともに遣さば我等下て汝のた

めに糧食を買ふべし 5されど汝もし彼

をつかはさずば我等くだらざるべし其

はかの人われらにむかひ汝等の弟なん

ぢらとともにあるにあらざれば汝ら吾

面をみるべからずといひたればなりと

6イスラエルいひけるは汝等なにゆゑ

に汝等に尚弟のあることを彼人につげ

て我を惡くなすや 7彼等いふ其人われ

らの模樣とわれらの親族を問ただして

汝らの父は尚生存へをるや汝等は弟を

もつやといひしにより其言の條々にし

たがひて彼につげたるなり我等いかで

か彼が汝等の弟をつれくだれといふな

らんとしるをえん 8ユダ父イスラエル

にいひけるは童子をわれとともに遣は

せ我等たちて往ん然らば我儕と汝およ

びわれらの子女生ることを得て死をま

ぬかるべし 9我彼の身を保はん汝わが

手にかれを問へ我もし彼を汝につれか

へりて汝のまへに置ずば我永遠に罪を

おはん 10我儕もし濡滯ことなかりし

ならば必ずすでにゆきて再びかへりし
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ならん 11父イスラエル彼等にいひけ

るは然ば斯なせ汝等國の名物を器にい

れ携へくだりて彼人に禮物とせよ乳香

少許、蜜少許、香物、沒藥、胡桃およ

び巴旦杏 12又手に一倍の金を取りゆ

け汝等の嚢の口に返してありし彼金を

再び手にたづさへ行べし恐くは差謬に

てありしならん 13且また汝らの弟を

挈へ起てふたたたび其人の所にゆけ 14

ねがはくは全能の神その人のまへにて

汝等を矜恤みその人をして汝等の他の

兄弟とベニヤミンを放ちかへさしめた

まはんことを若われ子に別るべくあら

ば別れんと 15是に於てかの人々その

禮物を執り一倍の金を手に執りベニヤ

ミンを携へて起てエジプトにくだりヨ

セフの前に立つ 16ヨセフ、ベニヤミ

ンの彼らと偕なるを見てその家宰にい

ひけるはこの人々を家に導き畜を屠り

て備へよこの人々卓午に我とともに食

をなすべければなり 17其人ヨセフの

いひしごとくなし其人この人々をヨセ

フの家に導けり 18人々ヨセフの家に

導かれたるによりて懼れいひけるは初

めにわれらの嚢にかへりてありし金の

事のために我等はひきいれらる是われ

らを抑留へて我等にせまり執へて奴隸

となし且われらの驢馬を取んとするな

りと 19彼等すなはちヨセフの家宰に

進みよりて家の入口にて之にかたりて

20いひけるは主よ我等實に最初くだり

て糧食を買たり 21しかるに我等旅邸

に至りて嚢を啓き見るに各人の金その

嚢の口にありて其金の量全かりし然ば

我等これを手にもちかへれり 22又糧

食を買ふ他の金をも手にもちくだる我

等の金を嚢にいれたる者は誰なるかわ

れらは知ざるなり 23彼いひけるは汝

ら安ぜよ懼るなかれ汝らの神汝らの父

の神財寶を汝等の嚢におきて汝らに賜

ひしなり汝らの金は我にとどけりと遂

にシメオンを彼等の所にたづさへいだ

せり 24かくて其人この人々をヨセフ

の家に導き水をあたへてその足を濯は

しめ又その驢馬に飼草をあたふ 25彼

等其處にて食をなすなりと聞しかば禮

物を調へてヨセフの日午に來るをまつ

26茲にヨセフ家にかへりしかば彼等そ

の手の禮物を家にもちきたりてヨセフ

の許にいたり地に伏てこれを拜す 27

ヨセフかれらの安否をとふていふ汝等

の父汝らが初にかたりしその老人は恙

なきや尚いきながらへをるや 28彼等

こたへてわれらの父汝の僕は恙なくし

てなほ生ながらへをるといひ身をかが

め禮をなす 29ヨセフ目をあげてその

母の子なる己の弟ベニヤミンを見てい

ひけるは是は汝らが初に我にかたりし

汝らの若き兄弟なるや又いふわが子よ

願はくは神汝をめぐみたまはんことを

と 30ヨセフその弟のために心焚るが

ごとくなりしかば急ぎてその泣べきと

ころを尋ね室にいりて其處に泣り 31

而して面をあらひて出で自から抑へて

食をそなへよといふ 32すなはちヨセ

フはヨセフ彼等は彼等陪食するエジプ

ト人はエジプト人と別々に之を供ふ是

はエジプト人ヘブル人と共に食するこ

とをえざるによる其事エジプト人の穢

はしとするところなればなり 33かく

て彼等ヨセフの前に坐るに長子をばそ

の長たるにしたがひて坐らせ若き者を

ばその幼少にしたがひてすわらせけれ

ばその人々駭きあへり 34ヨセフ己の

前より皿を彼等に供ふベニヤミンの皿
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は他の人のよりも五倍おほかりきかれ

ら飮てヨセフとともに樂めり

44茲にヨセフその家宰に命じていふ
この人々の嚢にその負うるほど糧

食を充せ各人の金をその嚢の口に置れ

2またわが杯すなはち銀の杯を彼の少

き者の嚢の口に置てその穀物の金子と

ともにあらしめよと彼がヨセフがいひ

し言のごとくなせり 3かくて夜のあく

るにおよびてその人々と驢馬をかへし

けるが 4かれら城邑をいでてなほ程と

ほからぬにヨセフ家宰にいひけるは起

てかの人々の後を追ひおひつきし時之

にいふべし汝らなんぞ惡をもて善にむ

くゆるや 5其はわが主がもちひて飮み

又用ひて常に卜ふ者にあらずや汝らか

くなすは惡しと 6是に於て家宰かれら

におひつきてこの言をかれらにいひけ

れば 7かれら之にいふ主なにゆゑに是

事をいひたまふや僕等きはめてこの事

をなさず 8視よ我らの嚢の口にありし

金はカナンの地より汝の所にもちかへ

れり然ば我等いかで汝の主の家より金

銀をぬすまんや 9僕等の中誰の手に見

あたるも其者は死べし我等またわが主

の奴隸となるべし 10彼いひけるはさ

らば汝らの言のごとくせん其の見あた

りし者はわが奴隸となるべし汝等は咎

なしと 11是において彼等急ぎて各そ

の嚢を地におろし各その嚢をひらきし

かば 12彼すなはち索し長者よりはじ

めて少者にをはるに杯はベニヤミンの

嚢にありき 13斯有しかば彼等その衣

を裂きおのおのその驢馬に荷を負せて

邑にかへる 14しかしてユダとその兄

弟等ヨセフの家にいたるにヨセフなほ

其處にをりしかばその前に地に伏す 15

ヨセフかれらにいひけるは汝等がなし

たるこの事は何ぞや我のごとき人は善

く卜ひうる者なるをしらざるや 16ユ

ダいひけるは我等主に何をいはんや何

をのべんや如何にしてわれらの正直を

あらはさんや神僕等の罪を摘發したま

へり然ば我等およびこの杯の見あたり

し者倶に主の奴隸となるべし 17ヨセ

フいひけるはきはめて然せじ杯の手に

見あたりし人はわが奴隸となるべし汝

等は安然に父にかへりのぼるべし 18

時にユダかれに近よりていひけるはわ

が主よ請ふ僕をして主の耳に一言いふ

をえせしめよ僕にむかひて怒を發した

まふなかれ汝はパロのごとくにいます

なり 19昔にわが主僕等に問て汝等は

父あるや弟あるやといひたまひしかば

20我等主にいへり我等にわが父あり老

人なり又その老年子なる少者ありその

兄は死てその母の遺せるは只是のみ故

に父これを愛すと 21汝また僕等にい

ひたまはく彼を我許につれくだり我を

して之に目をつくることをえせしめよ

と 22われら主にいへり童子父を離る

をえず若父をはなるるならば父死べし

と 23汝また僕等にいひたまはく汝ら

の季の弟汝等とともに下るにあらざれ

ば汝等ふたたたびわが面を見るべから

ずと 24我等すなはちなんぢの僕わが

父の所にかへりのぼりて主の言をこれ

に告たり 25我らの父再びゆきて少許

の糧食を買きたれといひければ 26我

らいふ我らくだりゆくことをえずわれ

らの季の弟われらと共にあらば下りゆ

くべし其は季の弟われらと共にあるに

あらざれば彼人の面をみるをえざれば

なりと 27なんぢの僕わが父われらに

いふ汝らのしるごとく吾妻われに二人

を生しが 28その一人出てわれをはな
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れたれば必ず裂ころされしならんと思

へり我今にいたるまで彼を見ず 29な

んぢら是をも我側より取ゆかんに若災

害是の身におよぶあらば遂にわが白髮

をして悲みて墓にくだらしむるにいた

らんと (Sheol h7585) 30抑父の生命と童子

の生命とは相結びてあれば我なんぢの

僕わが父に歸りいたらん時に童子もし

われらと共に在ずば如何ぞや 31父童

子の在ざるを見ば死るにいたらん然れ

ば僕等なんぢの僕われらの父の白髮を

して悲みて墓にくだらしむるなり (Sheol

h7585) 32僕わが父に童子の事を保ひて

我もし是を汝につれかへらずば永久に

罪を父に負んといへり 33されば請ふ

僕をして童子にかはりをりて主の奴隸

とならしめ童子をしてその兄弟ととも

に歸りのぼらしめたまへ 34我いかで

か童子を伴はずして父の許に上りゆく

べけん恐くは災害の父におよぶを見ん

45茲にヨセフその側にたてる人々の
まへに自ら禁ぶあたはざるに至り

ければ人皆われを離ていでよと呼はれ

り是をもてヨセフが己を兄弟にあかし

たる時一人も之とともにたつものなか

りき 2ヨセフ聲をあげて泣りエジプト

人これを聞きパロの家またこれを聞く

3ヨセフすなはちその兄弟にいひける

は我はヨセフなりわが父はなほ生なが

らへをるやと兄弟等その前に愕き懼れ

て之にこたふるをえざりき 4ヨセフ兄

弟にいひけるは請ふ我にちかよれとか

れらすなはち近よりければ言ふ我はな

んぢらの弟ヨセフなんぢらがエジプト

にうりたる者なり 5されど汝等我をこ

こに賣しをもて憂ふるなかれ身を恨る

なかれ神生命をすくはしめんとて我を

汝等の前につかはしたまへるなり 6こ

の二年のあひだ饑饉國の中にありしが

尚五年の間耕すことも穫こともなかる

べし 7神汝等の後を地につたへんため

又大なる救をもて汝らの生命を救はん

ために我を汝等の前に遣したまへり 8

然ば我を此につかはしたる者は汝等に

はあらず神なり神われをもてパロの父

となしその全家の主となしエジプト全

國の宰となしたまへり 9汝等いそぎ父

の許にのぼりゆきて之にいへ汝の子ヨ

セフかく言ふ神われをエジプト全國の

主となしたまへりわが所にくだれ遲疑

なかれ 10汝ゴセンの地に住べし斯汝

と汝の子と汝の子の子およびなんぢの

羊と牛並に汝のすべて有ところの者わ

れの近方にあるべし 11なほ五年の饑

饉あるにより我其處にてなんぢを養は

ん恐くは汝となんぢの家族およびなん

ぢの凡て有ところの者匱乏ならん 12

汝等の目とわが弟ベニヤミンの目の視

るごとく汝等にこれをいふ者はわが口

なり 13汝等わがエジプトにて亨る顯

榮となんぢらが見たる所とを皆悉く父

につげよ汝ら急ぎて父を此にみちびき

下るべし 14而してヨセフその弟ベニ

ヤミンの頸を抱へて哭にベニヤミンも

ヨセフの頸をかかへて哭く 15ヨセフ

亦その諸の兄弟に接吻し之をいだきて

哭く是のち兄弟等ヨセフと言ふ 16茲

にヨセフの兄弟等きたれりといふ聲パ

ロの家にきこえければパロとその臣僕

これを悦ぶ 17パロすなはちヨセフに

いひけるは汝の兄弟に言べし汝等かく

爲せ汝等の畜に物を負せ往てカナンの

地に至り 18なんぢらの父となんぢら

の家族を携へて我にきたれ我なんぢら

にエジプトの地の嘉物をあたへん汝等

國の膏腴を食ふことをうべしと 19今
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汝命をうく汝等かく爲せ汝等エジプト

の地より車を取ゆきてなんぢらの子女

と妻等を載せ汝等の父を導きて來れ 20

また汝等の器を惜み視るなかれエジプ

ト全國の嘉物は汝らの所屬なればなり

21イスラエルの子等すなはち斯なせり

ヨセフ、パロの命にしたがひて彼等に

車をあたへかつ途の餱糧をかれらにあ

たへたり 22又かれらに皆おのおの衣

一襲を與へたりしがベニヤミンには銀

三百と衣五襲をあたへたり 23彼また

斯のごとく父に餽れり即ち驢馬十疋に

エジプトの嘉物をおはせ牝の驢馬十疋

に父の途の用に供ふる穀物と糧と肉を

おはせて餽れり 24斯して兄弟をかへ

して去しめ之にいふ汝等途にて相あら

そふなかれと 25かれらエジプトより

上りてカナンの地にゆきその父ヤコブ

にいたり 26之につげてヨセフは尚い

きてをりエジプト全國の宰となりをる

といふしかるにヤコブの心なほ寒冷な

りき其はこれを信ぜざればなり 27彼

等またヨセフの己にいひたる言をこと

ごとく之につげたりその父ヤコブ、ヨ

セフがおのれを載んとておくりし車を

みるにおよびて其氣おのれにかへれり

28イスラエルすなはちいふ足りわが子

ヨセフなほ生をるわれ死ざるまへに往

て之を視ん

46イスラエルその己につける諸の者
とともに出たちベエルシバにいた

りてその父イサクの神に犧牲をささぐ

2神夜の異象にイスラエルにかたりて

ヤコブよヤコブよといひたまふ 3ヤコ

ブわれ此にありといひければ神いひた

まふ我は神なり汝の父の神なりエジプ

トにくだることを懼るなかれわれ彼處

にて汝を大なる國民となさん 4我汝と

共にエジプトに下るべし亦かならず汝

を導のぼるべしヨセフ手をなんぢの目

の上におかんと 5かくてヤコブ、ベエ

ルシバをたちいでたりイスラエルの子

等すなはちパロの載んとておくりたる

車に父ヤコブと己の子女と妻等を載せ

6その家畜とカナンの地にてえたる貨

財をたづさへ斯してヤコブとその子孫

皆ともにエジプトにいたれり 7ヤコブ

かくその子と子の子およびその女と子

の女すなはちその子孫を皆ともなひて

エジプトににつれゆけり 8イスラエル

の子のエジプトにくだれる者の名は左

のごとしヤコブとその子等ヤコブの長

子はルベン 9ルベンの子はヘノク、パ

ル、ヘヅロン、カルミ 10シメオンの

子はヱムエル、ヤミン、オハデ、ヤキ

ン、ゾハルおよびカナンの婦のうめる

子シヤウル 11レビの子はゲルシヨン

、コハテ、メラリ 12ユダの子エル、

オナン、シラ、ペレヅ、ゼラ但しエル

とオナンはカナンの地に死たりペレヅ

の子はヘヅロンおよびハムルなり 13

イツサカルの子はトラ、プワ、ヨブ、

シムロン 14ゼブルンの子はセレデ、

エロン、ヤリエルなり 15是等および

女子デナはレアがパダンアラムにてヤ

コブにうみたる者なりその男子女子あ

はせて三十三人なりき 16ガドの子は

ゼボン、ハギ、シユニ、エヅポン、エ

リ、アロデ、アレリ 17アセルの子は

ヱムナ、イシワ、イスイ、ベリアおよ

びその妹サラ並にベリアの子ヘベルと

マルキエルなり 18是等はラバンがそ

の女レアにあたへたるジルパの子なり

彼是等をヤコブにうめり都合十六人 19

ヤコブの妻ラケルの子はヨセフとベニ

ヤミンなり 20エジプトの國にてヨセ
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フにマナセとエフライムうまれたり是

はオンの祭司ポテパルの女アセナテが

生たる者なり 21ベニヤミンの子はベ

ラ、ベケル、アシベル、ゲラ、ナアマ

ン、エヒ、ロシ、ムツピム、ホパム、

アルデ 22是等はラケルの子にしてヤ

コブにうまれたる者なり都合十四人 23

ダンの子はホシム 24ナフタリの子は

ヤジエル、グニ、ヱゼル、シレム 25

是等はラバンがその女ラケルにあたへ

たるビルハの子なり彼これらをヤコブ

にうめり都合七人 26ヤコブとともに

エジプトにいたりし者はヤコブの子の

妻をのぞきて六十六人なりき是皆ヤコ

ブの身よりいでたる者なり 27エジプ

トにてヨセフにうまれたる子二人あり

ヤコブの家の人のエジプトにいたりし

者はあはせて七十人なりき 28ヤコブ

預じめユダをヨセフにつかはしおのれ

をゴセンにみちびかしむ而して皆ゴセ

ンの地にいたる 29ヨセフその車を整

へゴセンにのぼりて父イスラエルを迓

へ之にまみえてその頸を抱き頸をかか

へて久く啼く 30イスラエル、ヨセフ

にいふ汝なほ生てをり我汝の面を見る

ことをえたれば今は死るも可しと 31

ヨセフその兄弟等と父の家族とにいひ

けるは我のぼりてパロにつげて之にい

ふべしわが兄弟等とわが父の家族カナ

ンの地にをりし者我のところに來れり

32その人々は牧者にして牧畜の人なり

彼等その羊と牛およびその有る諸の物

をたづさへ來れりと 33パロもし汝等

を召て汝等の業は何なるやと問ことあ

らば 34僕等は幼少より今に至るまで

牧畜の人なり我儕も先祖等もともにし

かりといへしからばなんぢらゴセンの

地にすむことをえん牧者は皆エジプト

人の穢はしとするものなればなり

47茲にヨセフゆきてパロにつげてい
ひけるはわが父と兄弟およびその

羊と牛と諸の所有物カナンの地よりい

たれり彼らはゴセンの地にをると 2そ

の兄弟の中より五人をとりてこれをパ

ロにまみえしむ 3パロ、ヨセフの兄弟

等にいひけるは汝らの業は何なるか彼

等パロにいふ僕等は牧者なりわれらも

先祖等もともにしかりと 4かれら又パ

ロにいひけるは此國に寓らんとて我等

はきたる其はカナンの地に饑饉はげし

くして僕等の群をやしなふ牧場なけれ

ばなりされば請ふ僕等をしてゴセンの

地にすましめたまへ 5パロ、ヨセフに

かたりていふ汝の父と兄弟汝の所にき

たれり 6エジプトの地はなんぢの前に

あり地の善き處に汝の父と兄弟をすま

しめよすなはちゴセンの地にかれらを

すましめよ汝もし彼等の中に才能ある

者あるをしらば其人々をしてわが家畜

をつかさどらしめよ 7ヨセフまた父ヤ

コブを引ていりパロの前にたたしむヤ

コブ、パロを祝す 8パロ、ヤコブにい

ふ汝の齡の日は幾何なるか 9ヤコブ、

パロにいひけるはわが旅路の年月は百

三十年にいたる我が齡の日は僅少にし

て且惡かり未だわが先祖等の齡の日と

旅路の日にはおよばざるなり 10ヤコ

ブ、パロを祝しパロのまへよりいでさ

りぬ 11ヨセフ、パロの命ぜしごとくそ

の父と兄弟に居所を與へエジプトの國

の中の善き地即ちラメセスの地をかれ

らにあたへて所有となさしむ 12ヨセ

フその父と兄弟と父の全家にその子の

數にしたがひて食物をあたへて養へり

13却説饑饉ははなはだはげしくして全
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國に食物なくエジプトの國とカナンの

國饑饉のために弱れり 14ヨセフ穀物

を賣あたへてエジプトの地とカナンの

地にありし金をことごとく斂む而して

ヨセフその金をパロの家にもちきたる

15エジプトの國とカナンの國に金つき

たればエジプト人みなヨセフにいたり

ていふ我等に食物をあたへよ如何ぞな

んぢの前に死べけんや金すでにたえた

り 16ヨセフいひけるは汝等の家畜を

いだせ金もしたえたらば我なんぢらの

家畜にかへて與ふべしと 17かれら乃

ちその家畜をヨセフにひききたりけれ

ばヨセフその馬と羊の群と牛の群およ

び驢馬にかへて食物をかれらにあたへ

そのすべての家畜のために其年のあひ

だ食物をあたへてこれをやしなふ 18

かくてその年暮けるが明年にいたりて

人衆またヨセフにきたりて之にいふ我

等主に隱すところなしわれらの金は竭

たりまたわれらの畜の群は主に皈す主

のまへにいだすべき者は何ものこりを

らず唯われらの身體と田地あるのみ 19

われらいかんぞわれらの田地とともに

汝の目のまへに死亡ぶべけんや我等と

われらの田地を食物に易て買とれ我等

田地とともにパロの僕とならんまた我

等に種をあたへよ然らばわれら生るを

えて死るにいたらず田地も荒蕪にいた

らじ 20是に於てヨセフ、エジプトの

田地をことごとく購とりてパロに納る

其はエジプト人饑饉にせまりて各人そ

の田圃を賣たればなり是によりて地は

パロの所有となれり 21また民はエジ

プトのこの境の極よりかの堺の極の者

までヨセフこれを邑々にうつせり 22

但祭司の田地は購とらざりき祭司はパ

ロより祿をたまはりをればパロの與る

祿を食たるによりてその田地を賣ざれ

ばなり 23茲にヨセフ民にいひけるは

視よ我今日汝等となんぢらの田地をか

ひてパロに納る視よこの種子を汝らに

與ふ地に播べし 24しかして收穫の五

分の一をパロに輸し四分をなんぢらに

取て田圃の種としなんぢらの食としな

んぢらの家族と子女の食とせよ 25人

衆いひけるは汝われらの生命を拯ひた

まへりわれら主のまへに恩をえんこと

をねがふ我等パロの僕となるべしと 26

ヨセフ、エジプトの田地に法をたてそ

の五分の一をパロにをさめしむその事

今日にいたる唯祭司の田地のみパロの

有とならざりき 27イスラエル、エジ

プトの國に於てゴセンの地にすみ彼處

に産業を獲その數増して大に殖たり 28

ヤコブ、エジプトの國に十七年いきな

がらへたりヤコブの年齒の日は合て百

四十七年なりき 29イスラエル死る日

ちかよりければその子ヨセフをよびて

之にいひけるは我もし汝のまへに恩を

得るならば請ふなんぢの手をわが髀の

下にいれ懇に眞實をもて我をあつかへ

我をエジプトに葬るなかれ 30我は先

祖等とともに偃んことをねがふ汝われ

をエジプトよ舁いだして先祖等の墓場

にはうむれヨセフいふ我なんぢが言る

ごとくなすべしと 31ヤコブまた我に

誓へといひければすなはち誓へりイス

ラエル床の頭にて拜をなせり

48是等の事の後汝の父病にかかると
ヨセフに告る者ありければヨセフ

二人の子マナセとエフライムをともな

ひて至る 2人ヤコブに告て汝の子ヨセ

フなんぢの許にきたるといひければイ

スラエル強て床に坐す 3しかしてヤコ

ブ、ヨセフにいひけるは昔に全能の神



創世記 50

カナンの地のルズにて我にあらはれて

我を祝し 4我にいひたまひけらく我な

んぢをして多く子をえせしめ汝をふや

し汝を衆多の民となさん我この地を汝

の後の子孫にあたへて永久の所有とな

さしめんと 5わがエジプトにきたりて

汝に就まへにエジプトにて汝に生れた

る二人の子エフライムとマナセ是等は

わが子となるべしルベンとシメオンの

ごとく是等はわが子とならん 6是等の

後になんぢが得たる子は汝のものとす

べし又その産業はその兄弟の名をもて

稱らるべし 7我事をいはんに我昔パダ

ンより來れる時ラケル我にしたがひを

りて途にてカナンの地に死り其處はエ

フラタまで尚途の隔あるところなりわ

れ彼處にて彼をエフラタの途にはうむ

れり（エフラタはすなはちベテレヘム

なり） 8斯てイスラエル、ヨセフの子

等を見て是等は誰なるやといひければ

9ヨセフ父にいふ是は神の此にて我に

たまひし子等なりと父すなはちいふ請

ふ彼らを我所につれきたれ我これを祝

せんと 10イスラエルの目は年壽のた

めに眯て見るをえざりしがヨセフかれ

らをその許につれきたりければ之に接

吻してこれを抱けり 11しかしてイス

ラエル、ヨセフにいひけるは我なんぢ

の面を見るあらんとは思はざりしに視

よ神なんぢの子をもわれにしめしたま

ふと 12ヨセフかれらをその膝の間よ

りいだし地に俯て拜せり 13しかして

ヨセフ、エフライムを右の手に執てヤ

コブに左の手にむかはしめマナセを左

の手に執てヤコブの右の手にむかはし

め二人をみちびきてかれに就ければ 14

イスラエル右の手をのべて季子エフラ

イムの頭に按き左の手をのべてマナセ

の頭におけりマナセは長子なれども故

にかくその手をおけるなり 15斯して

ヨセフを祝していふわが父アブラハム

、イサクの事へし神わが生れてより今

日まで我をやしなひたまひし神 16我

をして諸の災禍を贖はしめたまひし天

使ねがはくは是童子等を祝たまへねが

はくは是等の者わが名とわが父アブラ

ハム、イサクの名をもて稱られんこと

をねがはくは是等地の中に繁殖がるに

いたれ 17ヨセフ父が右の手をエフラ

イムの頭に按るを見てよろこばず父の

手をあげて之をエフライムの頭よりマ

ナセの頭にうつさんとす 18ヨセフす

なはち父にいひけるは然にあらず父よ

是長子なれば右の手をその頭に按たま

へ 19父こばみていひけるは我知るわ

が子よわれしる彼も一の民となり彼も

大なる者とならん然れどもその弟は彼

よりも大なる者となりてその子孫は多

衆の國民となるべしと 20此日彼等を

祝していふイスラエル汝を指て人を祝

し願くは神汝をしてエフライムのごと

くマナセのごとくならしめたまへとい

ふにいたらんとすなはちエフライムを

マナセの先にたてたり 21イスラエル

またヨセフにいひけるは視よわれは死

んされど神なんぢらとともにいまして

汝等を先祖等の國にみちびきかへりた

まふべし 22且われ一の分をなんぢの

兄弟よりもおほく汝にあたふ是わが刀

と弓を以てアモリ人の手より取たる者

なり

49ヤコブその子等を呼ていひけるは
汝らあつまれ我後の日に汝らが遇

んところの事を汝等につげん 2汝等つ

どひて聽けヤコブの子等よ汝らの父イ

スラエルに聽け 3ルベン汝はわが冢子
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わが勢わが力の始威光の卓越たる者權

威の卓越たる者なり 4汝は水の沸あが

るがごとき者なれば卓越を得ざるべし

汝父の床にのぼりて浼したればなり嗚

呼彼はわが寢牀にのぼれり 5シメオン

、レビは兄弟なりその劍は暴逆の器な

り 6我魂よかれらの席にのぞむなかれ

我寶よかれらの集會につらなるなかれ

其は彼等その怒にまかせて人をころし

その意にまかせて牛を筋截たればなり

7その怒は烈しかれば詛ふべしその憤

は暴あれば詛ふべし我彼らをヤコブの

中に分ちイスラエルの中に散さん 8ユ

ダよ汝は兄弟の讚る者なり汝の手はな

んぢの敵の頸を抑へんなんぢの父の子

等なんぢの前に鞠ん 9ユダは獅子の子

の如しわが子よ汝は所掠物をさきてか

へりのぼる彼は牡獅子のごとく伏し牝

獅のごとく蹲まる誰か之をおこすこと

をせん 10杖ユダを離れず法を立る者

その足の間をはなるることなくしてシ

ロの來る時にまでおよばん彼に諸の民

したがふべし 11彼その驢馬を葡萄の

樹に繋ぎその牝驢馬の子を葡萄の蔓に

繋がん又その衣を酒にあらひ其服を葡

萄の汁にあらふべし 12その目は酒に

よりて紅くその齒は乳によりて白し 13

ゼブルンは海邊にすみ舟の泊る海邊に

住はんその界はシドンにおよぶべし 14

イッサカルは羊の牢の間に伏す健き驢

馬の如し 15彼みて安泰を善としその

國を樂とし肩をさげて負ひ租税をいだ

して僕となるべし 16ダンはイスラエ

ルの他の支派の如く其民を鞫かん 17

ダンは路の旁の蛇のごとく途邊にある

蝮のごとし馬の踵を噛てその騎者をし

て後に落しむ 18ヱホバよわれ汝の拯

救を待り 19ガドは軍勢これにせまら

んされど彼返てその後にせまらん 20

アセルよりいづる食物は美るべし彼王

の食ふ美味をいださん 21ナフタリは

釋れたる麀のごとし彼美言をいだすな

り 22ヨセフは實を結ぶ樹の芽のごと

し即ち泉の傍にある實をむすぶ樹の芽

のごとしその枝つひに垣を踰ゆ 23射

者彼をなやまし彼を射かれを惡めり 24

然どかれの弓はなほ勁くあり彼の手の

臂は力あり是ヤコブの全能者の手によ

りてなり其よりイスラエルの磐なる牧

者いづ 25汝の父の神による彼なんぢ

を助けん全能者による彼なんぢを祝ま

ん上なる天の福、下によこたはる淵の

福、乳哺の福、胎の福、汝にきたるべ

し 26父の汝を祝することはわが父祖

の祝したる所に勝て恒久の山の限極に

までおよばん是等の祝福はヨセフの首

に歸しその兄弟と別になりたる者の頭

頂に歸すべし 27ベニヤミンは物を噛

む狼なり朝にその所掠物を啖ひ夕にそ

の所攫物をわかたん 28是等はイスラ

エルの十二の支派なり斯その父彼らに

語り彼等を祝せりすなはちその祝すべ

き所にしたがひて彼等諸人を祝せり 29

ヤコブまた彼等に命じて之にいひける

は我はわが民にくははらんとすヘテ人

エフロンの田にある洞穴にわが先祖等

とともに我をはうむれ 30その洞穴は

カナンの地にてマムレのまへなるマク

ペラの田にあり是はアブラハムがヘテ

人エフロンより田とともに購て所有の

墓所となせし者なり 31アブラハムと

その妻サラ彼處にはうむられイサクと

その妻リベカ彼處に葬られたり我また

かしこにレアを葬れり 32彼田とその

中の洞穴はヘテの子孫より購たる者な

り 33ヤコブその子に命ずることを終
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し時足を床に斂めて氣たえてその民に

くははる

50ヨセフ父の面に俯し之をいだきて
哭き之に接吻す 2而してヨセフそ

の僕なる醫者に命じてその父に釁らし

む醫者イスラエルに釁れり 3すなはち

之がために四十日を用ふ其は尸に釁る

にはこの日數を用ふべければなりエジ

プト人七十日の間之がために哭けり 4

哀哭の日すぎし時ヨセフ、パロの家に

かたりていひけるは我もし汝等の前に

恩惠を得るならば請ふパロの耳にまう

して言へ 5わが父我死ばカナンの地に

わが掘おきたる墓に我をはうむれとい

ひて我を誓はしめたり然ば請ふわれを

して上りて父を葬らしめたまへまた歸

りきたらんと 6パロいひけるは汝の父

汝をちかはせしごとくのぼりて之を葬

るべし 7是に於てヨセフ父を葬らんと

て上るパロの諸の臣パロの家の長老等

エジプトの地の長老等 8およびヨセフ

の全家とその兄弟等およびその父の家

之とともに上る只その子女と羊と牛は

ゴセンの地にのこせり 9また車と騎兵

ヨセフにしたがひてのぼり其隊ははな

はだ大なりき 10彼等つひにヨルダン

の外なるアタデの禾場に到り彼にて大

に泣き痛く哀しむヨセフすなはち七日

父のために哭きぬ 11その國の居人な

るカナン人等アタデの禾場の哀哭を見

て是はエジプト人の痛くなげくなりと

いへり是によりて其處の名をアベルミ

ツライム（エジプト人の哀哭）と稱ふ

ヨルダンの外にあり 12ヤコブの子等

その命ぜられたるごとく之になせり 13

すなはちヤコブの子等彼をカナンの地

に舁ゆきて之をマクペラの田の洞穴に

はうむれり是はアブラハムがヘテ人エ

フロンより田とともに購とりて所有の

墓所となせし者にてマムレの前にあり

14ヨセフ父を葬りてのち其兄弟および

凡て己とともにのぼりて父をはうむれ

る者とともにエジプトにかへりぬ 15

ヨセフの兄弟等その父の死たるを見て

いひけるはヨセフあるいはわれらを恨

むることあらん又かならずわれらが彼

になしたる諸の惡にむくゆるならんと

16すなはちヨセフにいひおくりけるは

なんぢの父死るまへに命じて言けらく

17汝ら斯ヨセフにいふべし汝の兄弟汝

に惡をなしたれども冀はくはその罪咎

をゆるせと然ば請ふ汝の父の神の僕等

の咎をゆるせとヨセフその言を聞て啼

泣り 18兄弟等もまた自らきたりヨセ

フの面の前に俯し我儕は汝の僕となら

んといふ 19ヨセフかれらに曰けるは

懼るなかれ我あに神にかはらんや 20

汝等は我を害せんとおもひたれども神

はそれを善にかはらせ今日のごとく多

の民の生命を救ふにいたらしめんとお

もひたまへり 21故に汝らおそるるな

かれ我なんぢらと汝らの子女をやしな

はんと彼等をなぐさめ懇に之にかたれ

り 22ヨセフ父の家族とともにエジプ

トにすめりヨセフは百十歳いきながら

へたり 23ヨセフ、エフライムの三世

の子女をみるにいたれりマナセの子マ

キルの子マキルの子女もうまれてヨセ

フの膝にありき 24ヨセフその兄弟等

にいひけるは我死ん神かならず汝等を

眷顧みなんぢらを此地よりいだしてそ

のアブラハム、イサク、ヤコブに誓ひ

し地にいたらしめたまはんと 25ヨセ

フ神かならず汝等をかへりみたまはん

汝らわが骨をここよりたづさへのぼる

べしといひてイスラエルの子孫を誓は
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しむ 26ヨセフ百十歳にして死たれば

之に釁りて櫃にをさめてエジプトにお

けり
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士師記

1ヨシユアの死にたるのちイスラエル
の子孫ヱホバに問ひていひけるはわ

れらの中孰か先に攻め登りてカナン人

と戰ふべきや 2ヱホバいひたまひける

はユダ上るべし視よ我此國を其の手に

付すと 3ユダその兄弟シメオンに言け

るは我と共にわが領地にのぼりてカナ

ン人と戰へわれもまた偕に汝の領地に

往べしとここにおいてシメオンかれと

ともにゆけり 4ユダすなはち上りゆき

けるにヱホバその手にカナン人とペリ

ジ人とを付したまひたればベゼクにて

彼ら一萬人を殺し 5またベゼクにおい

てアドニベゼクにゆき逢ひこれと戰ひ

てカナン人とペリジ人を殺せり 6しか

るにアドニベゼク逃れ去りしかばその

あとを追ひてこれを執へその手足の巨

擘を斫りはなちたれば 7アドニベゼク

いひけるは七十人の王たちかつてその

手足の巨擘を斫られて我が食几のした

に屑を拾へり神わが曾て行ひしところ

をもてわれに報いたまへるなりと衆之

を曳てエルサレムに至りしが其處にし

ねり 8ユダの子孫エルサレムを攻めて

これを取り刃をもてこれを撃ち邑に火

をかけたり 9かくてのちユダの子孫山

と南方の方および平地に住めるカナン

人と戰はんとて下りしが 10ユダまづ

ヘブロンに住るカナン人を攻めてセシ

ヤイ、アヒマンおよびタルマイを殺せ

り〔ヘブロンの舊の名はキリアテアル

バなり〕 11またそこより進みてデビ

ルに住るものを攻む〔デビルの舊の名

はキリアテセペルなり〕 12時にカレ

ブいひけるはキリアテセペルをうちて

これを取るものにはわが女アクサをあ

たへて妻となさんと 13カレブの舍弟

ケナズの子オテニエルこれを取ければ

すなはちその女アクサをこれが妻にあ

たふ 14アクサ往くときおのれの父に

田圃を求めんことを夫にすすめたりし

がつひにアクサ驢馬より下りければカ

レブこれは何事ぞやといふに 15答へ

けるはわれに惠賜をあたへよなんぢ南

の地をわれにあたへたればねがはくは

源泉をもわれにあたへよとここにおい

てカレブ上の源泉と下の源泉とをこれ

にあたふ 16モーセの外舅ケニの子孫

ユダの子孫と偕に棕櫚の邑よりアラド

の南なるユダの野にのぼり來りて民の

うちに住居せり 17茲にユダその兄弟

シメオンとともに往きてゼバテに住る

カナン人を撃ちて盡くこれを滅ぼせり

是をもてその邑の名をホルマと呼ぶ 18

ユダまたガザと其の境アシケロンとそ

の境およびエクロンとその境を取り 19

ヱホバ、ユダとともに在したればかれ

つひに山地を手に入れたりしが谷に住

る民は鐵の戰車をもちたるが故にこれ

を遂出すこと能はざりき 20衆モーセ

のかつていひし如くヘブロンをカレブ

に與ふカレブそのところよりアナクの

三人の子をおひ出せり 21ベニヤミン

の子孫はエルサレムに住るエブス人を

追出さざりしりかばエブス人は今日に

至るまでベニヤミンの子孫とともにエ

ルサレムに住ふ 22茲にヨセフの族ま

たベテルをさして攻め上るヱホバこれ

と偕に在しき 23ヨセフの族すなはち

ベテルを窺察しむ〔此邑の舊の名はル

ズなり〕 24その間者邑より人の出來

るを見てこれにいひけるは請ふわれら

に邑の入口を示せさらば汝に恩慈を施

さんと 25彼邑の入口を示したればす

なはち刃をもて邑を撃てり然ど彼の人
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と其家族をばみな縱ち遣りぬ 26その

人ヘテ人の地にゆき邑を建てルズと名

けたり今日にいたるまでこれを其名と

なす 27マナセはベテシヤンとその村

里の民タアナクとその村里の民ドルと

その村里の民イプレアムとその村里の

民メギドンとその村里の民を逐ひ出さ

ざりきカナン人はなほその地に住ひ居

る 28イスラエルはその強なりしとき

カナン人をして貢を納れしめたりしが

之を全く追ひいだすことは爲さざりき

29エフライムはゲゼルに住るカナン人

を遂ひいださざりきカナン人はゲゼル

においてかれらのうちに住み居たり 30

ゼブルンはまたキテロンの民およびナ

ハラルの民を遂ひいださざりきカナン

人かれらのうちに住て貢ををさむるも

のとなりぬ 31アセルはアツコの民お

よびシドン、アヘラブ、アクジブ、ヘ

ルバ、アピク、レホブの民を遂ひ出さ

ざりき 32アセル人は其地の民なるカ

ナン人のうちに住み居たりそはこれを

遂ひ出さざりしゆゑなり 33ナフタリ

はベテシメシの民およびベテアナテの

民を遂ひ出さずその地の民なるカナン

人のうちに住み居たりベテシメシとベ

テアナテの民はつひにかれらに貢を納

むるものとなりぬ 34アモリ人ダンの

子孫を山におひこみ谷に下ることを得

させざりき 35アモリ人はなほヘレス

山アヤロン、シヤラビムに住ひ居りし

がヨセフの家の手力勝りたれば終に貢

を納むるものとなりぬ 36アモリ人の

界はアクラビムの阪よりセラを經て上

に至れり

2ヱホバの使者ギルガルよりボキムに
上りていひけるは我汝等をエジプト

より上らしめわが汝らの先祖に誓ひた

る地に携へ來れりまた我いひけらくわ

れ汝らと締べる契約を絶てやぶること

あらじ 2汝らはこの國の民と契約を締

ぶべからずかれらの祭壇を毀つべしと

しかるに汝らはわが聲に從はざりき汝

ら如何なれば斯ることをなせしや 3我

またいひけらくわれ汝らの前より彼ら

を追ふべからずかれら反て汝等の肋を

刺す荊棘とならんまた彼らの神々は汝

等の罟となるべし 4ヱホバの使これら

の言をイスラエルのすべての子孫に語

しかば民聲をあげて哭ぬ 5故に其所の

名をボキム（哭者）と呼ぶかれら彼所

にてヱホバに祭物を獻げたり 6ヨシユ

ア民を去しめたればイスラエルの子孫

おのおのその領地におもむきて地を獲

たり 7ヨシユアの世にありし間またヨ

シユアより後に生きのこりたる長老等

の世にありしあひだ民はヱホバに事へ

たりこの長老等はヱホバのかつてイス

ラエルのために成したまひし諸の大な

る行爲を見しものなり 8ヱホバの僕ヌ

ンの子ヨシユア百十歳にて死り 9衆人

エフライムの山のテムナテヘレスにあ

るかれらの産業の地においてガアシ山

の北にこれを葬れり 10かくてまたそ

の時代のものことごとくその先祖のも

とにあつめられその後に至りて他の時

代おこりしが是はヱホバを識ずまたそ

のイスラエルのために爲したまひし行

爲をも識ざりき 11イスラエルの子孫

ヱホバのまへに惡きことを作してバア

リムにつかへ 12かつてエジプトの地

よりかれらを出したまひしその先祖の

神ヱホバを棄てて他の神すなはちその

四周なる國民の神にしたがひ之に跪づ

きてヱホバの怒を惹起せり 13即ちか

れらヱホバをすててバアルとアシタロ
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テに事へたれば 14ヱホバはげしくイ

スラエルを怒りたまひ掠むるものの手

にわたして之を掠めしめかつ四周なる

もろもろの敵の手にこれを賣りたまひ

しかばかれらふたたびその敵の前に立

つことを得ざりき 15かれらいづこに

往くもヱホバの手これに災をなしぬ是

はヱホバのいひたまひしごとくヱホバ

のこれに誓ひたまひしごとしここにお

いてかれら惱むこと甚だしかりしが 16

ヱホバ士師を立てたまひたればかれら

これを掠むるものの手よりすくひ出し

たり 17然るにかれらその士師にもし

たがはず反りて他の神を慕て之と淫を

おこなひ之に跪き先祖がヱホバの命令

に從がひて歩みたることろの道を頓に

離れ去りてその如くには行はざりき 18

かれらのためにヱホバ士師を立てたま

ひし時に方りてはヱホバつねにその士

師とともに在しその士師の世に在る間

はヱホバかれらを敵の手よりすくひ出

したまへり此はかれらおのれを虐げく

るしむるものありしを呻きかなしめる

によりてヱホバ之を哀れみたまひたれ

ばなり 19されどその士師の死しのち

また戻きて先祖よりも甚だしく邪曲を

行ひ他の神にしたがひてこれに事へ之

に跪きておのれの行爲を息めずその頑

固なる路を離れざりき 20是をもてヱ

ホバはげしくイスラエルをいかりてい

ひたまはく此民はわがかつてその列祖

に命じたる契約を犯し吾聲に從がはざ

るがゆゑに 21我もまたいまよりはヨ

シユアがその死しときに存しおけるい

づれの國民をもかれらのまへより遂ひ

はらはざるべし 22此は我イスラエル

がその先祖の守りしごとくヱホバの道

を守りてこれに歩むやいなやを試みん

がためなりと 23ヱホバはこれらの國

民を遂はらふことを速にせずして之を

遺しおきてヨシユアの手に付したまは

ざりしなり

3ヱホバが凡てカナンの諸の戰爭を知
ざるイスラエルの者どもをこころみ

んとて遺しおきたまへる國民は左のご

とし 2（こはただイスラエルの代々の

子孫特にいまだ戰爭を知ざるものにこ

れををしへ知らしめんがためなり） 3

即ちペリシテ人の五人の伯すべてのカ

ナン人シドン人およびレバノン山に住

みてバアルヘルモンの山よりハマテに

入るところまでを占めたるヒビ人是な

り 4これらをもてイスラエルをこころ

みかれらがヱホバのモーセによりてそ

の先祖に命じたまひし命令に遵ふや否

やを可知りしなり 5イスラエルの子孫

はカナン人ヘテ人アモリ人 6ペリジ人

ヒビ人エブス人のうちに住みかれらの

女を妻に娶りまたおのれの女をかれら

の子に與へかつかれらの神に事へたり

7斯くイスラエルの子孫ヱホバのまへ

に惡をおこなひ己れの神なるヱホバを

わすれてバアリムおよびアシラに事へ

たり 8是においてヱホバはげしくイス

ラエルを怒りてこれをメソポタミヤの

王クシヤンリシヤタイムの手に賣り付

したまひしかばイスラエルの子孫はお

よそ八年のあひだクシヤンリシヤタイ

ムにつかへたり 9茲にイスラエルの子

孫ヱホバによばはりしかばヱホバはイ

スラエルの子孫の爲にひとりの救者を

起して之を救はしめ給ふすなはちカレ

ブの舍弟ケナズの子オテニエル是なり

10ヱホバの靈オテニエルにのぞみたれ

ば彼イスラエルを治め戰に出づヱホバ

、メソポタミヤの王クシヤンリシヤタ
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イムをその手に付したまひたればオテ

ニエルの手クシヤンリシヤタイムに勝

ことを得たり 11かくて國は四十年の

あひだ太平なりきケナズの子オテニエ

ルつひに死り 12イスラエルの子孫復

ヱホバの眼のまへに惡をおこなふヱホ

バかれらがヱホバのまへに惡をおこな

ふによりてモアブの王エグロンをつよ

くなしてイスラエルに敵せしめたまへ

り 13エグロンすなはちアンモンおよ

びアマレクの子孫を招き聚め往きてイ

スラエルを撃ち棕櫚の邑を取り 14こ

こにおいてイスラエルの子孫は十八年

のあひだモアブの王エグロンに事へた

りしが 15イスラエルの子孫ヱホバに

呼はりけるときヱホバかれらの爲に一

個の救者を起したまふすなはちベニヤ

ミン人ゲラの子なる左手利捷のエホデ

是なりイスラエルの子孫かれを以てモ

アブの王エグロンに餽物せり 16エホ

デ長一キユビトなる兩刃の劍を作らせ

これを衣のしたに右の股のあたりにお

び 17餽物を齎してモアブの王エグロ

ンのもとに詣るエグロンは甚だ肥たる

人なりき 18さて餽物を獻ぐることを

はりしかば彼餽物を負ひ來りしものを

かへし去らしめ 19自らはギルガルの

傍なる石像の在る所より引き回してい

ひけるは王よ我爾に告ぐべき密事あり

と王人拂を命じたればその旁に立つも

のみな出で去りぬ 20エホデすなはち

王のところに入來れり時に王はひとり

上なる涼殿に坐し居たりしがエホデ我

神の命に由りて爾に傳ふべきことあり

といひければ王すなはち座より起に 21

エホデ左の手を出し右の股より劍を取

りてその腹を刺せり 22抦もまた刃と

ともに入りたりしが脂肉刃を塞ぎて之

を腹より拔き出すことあたはずその鋒

鋩うしろに出づ 23エホデすなはち廊

をとほりてその後に樓の戸を閉てこれ

を鎖せり 24その出でしのち王の僕來

りて樓の戸の鎖したるを見いひけるは

王はかならず涼殿の間に足を蔽ひ居る

ならんと 25僕ども耻るまでに俟居た

れど王樓の戸をひらかざれば鑰をとり

て之を開き見るにその君は地に仆れて

死をる 26エホデは彼等の猶豫ふ間に

逃れて石像の在るところを過りセイラ

テに遁げゆけり 27かれ既に至りエフ

ライムの山に箛を吹きければイスラエ

ルの子孫これとともに山より下るエホ

デこれを導けり 28かれ人衆にいひけ

るは我に續て來れヱホバ汝等の敵モア

ブ人を汝等の手に付したまふなりここ

において彼らエホデにしたがひて下り

モアブにおもむくところのヨルダンの

津を取りて一人も渡ることを允さざり

き 29そのとき彼らモアブ人およそ一

萬人を殺せり是皆肥太たる勇士なりそ

のうち一人も脱れたるものなし 30モ

アブはその日イスラエルの手に服せり

而して國は八十年の間太平なりき 31

エホデの後にアナテの子シヤムガルと

いふものあり牛の策をもてペリシテ人

六百人を殺せり此人もまたイスラエル

を救へり

4エホデの死たるのちイスラエルの子
孫復ヱホバの目前に惡を行しかば 2

ヱホバ、ハゾルにて世を治むるカナン

の王ヤビンの手に之を賣たまふヤビン

の軍勢の長はシセラといふ彼異邦人の

ハロセテに住居り 3鐵の戰車九百輌を

有居て二十年の間イスラエルの子孫を

甚だしく虐げしかばイスラエルの子孫

ヱホバに呼はれり 4當時ラピドテの妻
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なる預言者デボラ、イスラエルの士師

なりき 5彼エフライムの山のラマとベ

テルの間に在るデボラの棕櫚の樹の下

に坐せりイスラエルの子孫はその許に

上りて審判を受く 6デボラ人をつかは

してケデシ、ナフタリよりアビノアム

の子バラクを招きこれにいひけるはイ

スラエルの神ヱホバ汝に斯く命じたま

ふにあらずやいはく汝ナフタリの子孫

とゼブルンの子孫とを一萬人ひきゐゆ

きてタボル山におもむけ 7我ヤビンの

軍勢の長シセラおよびその戰車とその

群衆とをキシオン河に引き寄せて汝の

もとに至らせ之を汝の手に付すべし 8

バラク之にいひけるは汝もし我ととも

にゆかば我往べし然ど汝もし我ととも

に行ずば我行ざるべし 9デボラいひけ

るは我かならず汝とともに往くべし然

ど汝は今往くところの途にては榮譽を

得ることなからんヱホバ婦人の手にシ

セラを賣りたまふべければなりとデボ

ラすなはち起ちてバラクと共にケデシ

に往けり 10バラク、ゼブルンとナフ

タリをケデシに招き一萬人を從へて上

るデボラもまた之とともに上れり 11

ここにケニ人ヘベルといふ者あり彼は

モーセの外舅ホバブの裔なるがケニを

離れてケデシの邊なるザアナイムの橡

の樹のかたはらにその天幕を張り居た

り 12衆アビノアムの子バラクがタボ

ル山に上れるよしをシセラに告げたり

ければ 13シセラそのすべての戰車す

なはち鐵の戰車九百輌およびおのれと

ともに在るすべての民を異邦人のハロ

セテよりキシオン河に招き集へたり 14

デボラ、バラクにいひけるは起よ是ヱ

ホバがシセラを汝の手に付したまふ日

なりヱホバ汝に先き立ちて出でたまひ

しにあらずやとバラクすなはち一萬人

をしたがへてタボル山より下る 15ヱ

ホバ刃をもてシセラとその諸の戰車お

よびその全軍をバラクの前に打敗りた

まひたればシセラ戰車より飛び下り徒

歩になりて遁れ走れり 16バラク戰車

と軍勢とを追ひ撃て異邦人のハロセテ

に至れりシセラの軍勢は悉く刃にたふ

れて殘れるもの一人もなかりしが 17

シセラは徒歩にて奔りケニ人ヘベルの

妻ヤエルの天幕に來れり是はハゾルの

王ヤビンとケニ人ヘベルの家とは互ひ

に睦じかりしゆゑなり 18ヤエル出來

りてシセラを迎へ之にいひけるは來れ

わが主よ入り來れ怖るるなかれとシセ

ラその天幕に入たればヤエル被をもて

これを覆へり 19シセラ之にいひける

はねがはくは少しの水をわれに飮ませ

よ我渇けりとヤエルすなはち乳嚢を啓

きて之に飮ませまた之を覆へり 20シ

セラまた之にいひけるは天幕の門邊に

立て居れもし人來り汝にとふて誰かこ

こに居るやといはば否と答ふべしと 21

彼疲れて熟睡せしかばヘベルの妻ヤエ

ル天幕の釘子を取り手に鎚を携へてそ

のかたはらに忍び寄り鬢のあたりに釘

子をうちこみて地に刺し通したればシ

セラすなはち死たり 22バラク、シセ

ラを追ひ來りしときヤエル之を出でむ

かへていひけるは來れ我汝の索るとこ

ろの人を示さんとかれそのところに入

て見にシセラ鬢のあたりに釘子うたれ

て死たふれをる 23その日に神カナン

の王ヤビンをイスラエルの子孫のまへ

に打敗りたまへり 24かくてイスラエ

ルの子孫の手ますます強くなりてカナ

ンの王ヤビンに勝ちつひにカナンの王

ヤビンを亡ぼすに至れり
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5その日デボラとアビノアムの子バラ
ク謳ひていはく 2イスラエルの首長

みちびきをなし民また好んで出でたれ

ばヱホバを頌美よ 3もろもろの王よ聽

けもろもろの伯よ耳をかたぶけよ我は

そのヱホバに謳はん我はイスラエルの

神ヱホバを讚へん 4ああヱホバよ汝セ

イルより出でエドムの野より進みたま

ひしとき地震ひ天また滴りて雲水を滴

らせたり 5もろもろの山はヱホバのま

へに撼動ぎ彼のシナイもイスラエルの

神ヱホバのまへに撼動げり 6アナテの

子シヤムガルのときまたヤエルの時に

は大路は通行る者なく途行く人は徑を

歩み 7イスラエルの村莊には住者なく

住む者あらずなりけるがつひに我デボ

ラ起れり我起りてイスラエルに母とな

る 8人々新しき神を選みければ戰鬪門

におよべりイスラエルの四萬人のうち

に盾或は鎗の見しことあらんや 9吾が

心は民のうちに好んでいでたるイスラ

エルの有司等に傾けり汝らヱホバを頌

美よ 10しろき驢馬に乗るもの毛氈に

坐するものおよび路歩む人よ汝ら謳ふ

べし 11矢叫の聲に遠かり水汲むとこ

ろにおいてヱホバの義しき所爲をとな

へそのイスラエルを治理めたまふ義し

き所爲を唱へよその時ヱホバの民は門

に下れり 12興よ起よデボラ興よ起よ

歌を謳ふべし起てよバラク汝の俘虜を

擄へきたれアビノアムの子よ 13其時

民の首長等の殘餘者くだり來るヱホバ

勇士の中にいまして我にくだりたまふ

14エフライムより出る者ありその根ア

マレクにありベニヤミン汝のあとにつ

きて汝の民の中にありマキルよりは牧

伯下りゼブルンよりは采配を執るもの

いたる 15イッサカルの伯たちはデボ

ラとともに居るイッサカルはバラクと

おなじく足の進みて平地に至るルベン

の河邊にて大に心にはかる事あり 16

何故に汝は圈のうちに止まりて羊の群

に笛吹くを聽くやルベンの河邊にて大

に心に考ふることあり 17ギレアデは

ヨルダンの彼方に臥し居る何故にダン

は舟のかたはらに止まりしやアセルは

濱邊に坐してその港に臥し居る 18ゼ

ブルンは生命を捐て死を冐せる民なり

野の高きところに居るナフタリまた是

の如し 19もろもろの王來りて戰へる

時にカナンのもろもろの王メギドンの

水の邊においてタアナクに戰へり彼ら

一片の貨幣をも獲ざりき 20天よりこ

れを攻るものありもろもろの星其の道

を離れてシセラを攻む 21キシオンの

河之を押し流しぬ是彼の古への河キシ

オンの河なりわが靈魂よ汝ますます勇

みて進め 22その時馬の蹄は強きもも

の馳に馳るに由りて地を踏鳴せり 23

ヱホバの使いひけるはメロズを詛ふべ

し汝ら重ね重ねその民を詛ふべきなり

彼等來りてヱホバを助けずヱホバを助

けて猛者を攻めざればなり 24ケニ人

ヘベルの妻ヤエルは婦女のうちの最も

頌むべき者なり彼は天幕に居る婦女の

うち最も頌むべきものなり 25シセラ

水を乞ふにヤエル乳を與ふ即ち貴き盤

に乳の油を盛てささぐ 26ヤエル釘子

に手をかけ右の手に重き椎をとりてシ

セラを打ちその頭を碎きその鬢のあた

りをうちて貫ぬく 27シセラ、ヤエル

の足の間に屈みて仆れ偃しその足のあ

はひに屈みて仆れその屈みたる所にて

仆れ亡ぬ 28シセラの母窓より望み格

子のうちより叫びて言ふ彼が車のきた

ること何て遲きや彼が馬の歩何てはか
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どらざるやと 29その賢き侍女こたへ

をなす（母また獨語して斯いへり） 30

かれら獲ものしてこれを分たざらんや

人ごとに一人二人の女子を獲んシセラ

の獲るものは彩る衣ならんその獲る者

は彩る衣にして文繍を施せる者ならん

即ち彩りて兩面に文繍をほどこせる衣

をえてその頸にまとはんと 31ヱホバ

よ汝の敵みな是のごとくに亡びよかし

またヱホバを愛するものは日の眞盛に

昇るが如くなれよかしとかくて後國は

四十年のあひだ太平なりき

6イスラエルの子孫またヱホバの目の
まへに惡を行ひたればヱホバ七年の

間之をミデアン人の手に付したまふ 2

ミデアン人の手イスラエルにかてりイ

スラエルの子孫はミデアン人の故をも

て山にある窟と洞穴と要害とをおのれ

のために造れり 3イスラエル人蒔種し

てありける時しもミデアン人アマレキ

人及び東方の民上り來りて押寄せ 4イ

スラエル人に向ひて陣を取り地の産物

を荒してガザにまで至りイスラエルの

うちに生命を維ぐべき物を遺さず羊も

驢馬も遺ざりき 5夫この衆人は家畜と

天幕を携へ上り蝗蟲の如くに數多く來

れりその人と駱駝は數ふるに勝ず彼ら

國を荒さんとて入きたる 6かかりしか

ばイスラエルはミデアン人のために大

いに衰へイスラエルの子孫ヱホバに呼

れり 7イスラエルの子孫ミデアン人の

故をもてヱホバに呼はりしかば 8ヱホ

バひとりの預言者をイスラエルの子孫

に遣りて言はしめたまひけるはイスラ

エルの神ヱホバ斯くいひたまふ我かつ

て汝らをエジプトより上らせ汝らを奴

隸たるの家より出し 9エジプト人の手

およびすべて汝らを虐ぐるものの手よ

り汝らを拯ひいだし汝らの前より彼ら

を追ひはらひてその邦土を汝らに與へ

たり 10我また汝らに言り我は汝らの

神ヱホバなり汝らが住ひ居るアモリ人

の國の神を懼るるなかれとしかるに汝

らは我が聲に從はざりき 11茲にヱホ

バの使者來りてアビエゼル人ヨアシの

所有なるオフラの橡の樹のしたに坐す

時にヨアシの子ギデオン、ミデアン人

に奪はれざらんために酒榨のなかに麥

を打ち居たりしが 12ヱホバの使之に

現れて剛勇丈夫よヱホバ汝とともに在

すといひたれば 13ギデオン之にいひ

けるはああ吾が主よヱホバ我らと偕に

いまさばなどてこれらのことわれらの

上に及びたるやわれらの先祖がヱホバ

は我らをエジプトより上らしめたまひ

しにあらずやといひて我らに告たりし

その諸の不思議なる行爲は何處にある

や今はヱホバわれらを棄てミデアン人

の手に付したまへり 14ヱホバ之を顧

みていひたまひけるは汝此汝の力をも

て行きミデアン人の手よりイスラエル

を拯ひいだすべし我汝を遣すにあらず

や 15ギデオン之にいひけるはああ主

よ我何をもてかイスラエルを拯ふべき

視よわが家はマナセのうちの最も弱き

もの我はまた父の家の最も卑賤きもの

なり 16ヱホバ之にいひたまひけるは

我かならず汝とともに在ん汝は一人を

撃がごとくにミデアン人を撃つことを

得ん 17ギデオン之にいひけるは我も

し汝のまへに恩を蒙るならば請ふ我と

語る者の汝なる證據を見せたまへ 18

ねがはくは我復び汝に來りわが祭物を

たづさへて之を汝のまへに供ふるまで

ここを去たまふなかれ彼いひたまひけ

るは我汝の還るまで待つべし 19ギデ
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オンすなはち往て山羊の羔を調へ粉一

エパをもて無酵パンをつくり肉を筺に

いれ羹を壺に盛り橡樹の下にもち出て

之を供へたれば 20神の使之にいひた

まひけるは肉と無酵パンをとりて此巖

のうへに置き之に羹を斟げとすなはち

そのごとくに行ふ 21ヱホバの使手に

もてる杖の末端を出して肉と無酵パン

に觸れたりしかば巖より火燃えあがり

肉と無酵パンを燒き盡せりかくてヱホ

バの使去てその目に見ずなりぬ 22ギ

デオン是において彼がヱホバの使者な

りしを覺りギデオンいひけるはああ神

ヱホバよ我面を合せてヱホバの使者を

見たれば將如何せん 23ヱホバ之にい

ひたまひけるは心安かれ怖るる勿れ汝

死ぬることあらじ 24ここにおいてギ

デオン彼所にヱホバのために祭壇を築

き之をヱホバシヤロムと名けたり是は

今日に至るまでアビエゼル人のオフラ

に存る 25其夜ヱホバ、ギデオンにい

ひ給ひけるは汝の父の少き牡牛および

七歳なる第二の牛を取り汝の父のもて

るバアルの祭壇を毀ち其上なるアシラ

の像を斫り仆し 26汝の神ヱホバのた

めにこの堡砦の頂において次序をただ

しくし祭壇を築き第二の牛を取りて汝

が斫り倒せるアシラの木をもて燔祭を

供ぐべし 27ギデオンすなはちその僕

十人を携へてヱホバのいひたまひしご

とく行へりされど父の家のものどもお

よび邑の人を怖れたれば晝之をなすこ

とを得ず夜に入りて之を爲り 28邑の

衆朝興出て視にバアルの祭壇は摧け其

の上なるアシラの像は斫仆されて居り

新に築る祭壇に第二の牛の供へてあり

しかば 29たがひに此は誰が所爲ぞや

と言ひつつ尋ね問ひけるに此はヨアシ

の子ギデオンの所爲なりといふものあ

りたれば 30邑の人々ヨアシにむかひ

汝の子を曳き出して死なしめよそは彼

バアルの祭壇を摧き其上に在しアシラ

の像を斫仆したればなりといふ 31ヨ

アシおのれの周圍に立るすべてのもの

にいひけるは汝らはバアルの爲に爭論

ふや汝らは之を救はんとするや之が爲

に爭論ふ者は朝の中に死べしバアルも

し神ならば人其祭壇を摧きたれば自ら

爭論ふ可なりと 32是をもて人衆ギデ

オンその祭壇を摧きたればバアル自ら

之といひあらそはんといひて此日かれ

をヱルバアル（バアルいひあらそはん

）と呼なせり 33茲にミデアン人アマ

レク人および東方の民相集まりて河を

濟りヱズレルの谷に陣を取しが 34ヱ

ホバの靈ギデオンに臨みてギデオン箛

を吹たればアビエゼル人集りて之に從

ふ 35ギデオン徧くマナセに使者を遣

りしかばマナセ人また集りて之に從ふ

彼またアセル、ゼブルン及びナフタリ

に使者を遣りしにその人々も上りて之

を迎ふ 36ギデオン神にいひけるは汝

かつていひたまひしごとくわが手をも

てイスラエルを救はんとしたまはば 37

視よ我一箇の羊の毛を禾塲におかん露

もし羊毛にのみおきて地はすべて燥き

をらば我之れによりて汝がかつて言た

まひし如く吾が手をもてイスラエルを

救ひたまふを知んと 38すなはち斯あ

りぬ彼明る朝早く興きいで羊毛をかき

寄てその毛より露を搾りしに鉢に滿つ

るほどの水いできたる 39ギデオン神

にいひけるは我にむかひて怒を發した

まふなかれ我をしていま一回いはしめ

たまへねがはくは我をして羊の毛をも

ていま一回試さしめたまへねがはくは



士師記 62

羊毛のみを燥して地には悉く露あらし

めたまへと 40その夜神かくの如くに

爲したまふすなはち羊毛のみ燥きて地

には凡て露ありき

7斯てヱルバアルと呼るるギデオンお
よび之とともにあるすべての民朝夙

に興きいでてハロデの井のほとりに陣

を取るミデアン人の陣はかれらの北の

方にあたりモレの山に沿ひ谷のうちに

ありき 2ヱホバ、ギデオンにいひたま

ひけるは汝とともに在る民は餘りに多

ければ我その手にミデアン人を付さじ

おそらくはイスラエル我に向ひ自ら誇

りていはん我わが手をもて己を救へり

と 3されば民の耳に告示していふべし

誰にても懼れ慄くものはギレアデ山よ

り歸り去るべしとここにおいて民のか

へりしもの二萬二千人あり殘しものは

一萬人なりき 4ヱホバまたギデオンに

いひたまひけるは民なほ多し之を導き

て水際に下れ我かしこにて汝のために

彼らを試みんおほよそ我が汝に告て此

人は汝とともに行くべしといはんもの

はすなはち汝とともに行くべしまたお

ほよそ我汝に告て此人は汝とともに行

くべからずといはんものはすなはち行

くべからざるなり 5ギデオン民をみち

びきて水際に下りしにヱホバ之にいひ

たまひけるはおほよそ犬の餂るがごと

くその舌をもて水を餂るものは汝之を

別けおくべしまたおほよそ其の膝を折

り屈みて水を飮むものをも然すべしと

6手を口にあてて水を餂しものの數は

三百人なり餘の民は盡くその膝を折り

屈みて水を飮り 7ヱホバ、ギデオンに

いひたまひけるは我水を餂たる三百人

の者をもて汝らを救ひミデアン人を汝

の手に付さん餘の民はおのおの其所に

歸るべしと 8ここにおいて彼ら民の兵

粮とその箛を手にうけとれりギデオン

すなはちすべてのイスラエル人を各自

その天幕に歸らせ彼の三百人を留めお

けり時にミデアン人の陣はその下の谷

のなかにありき 9その夜ヱホバ、ギデ

オンにいひたまはく起よ下りて敵陣に

入るべし我之を汝の手に付すなり 10

されど汝もし下ることを怖れなば汝の

僕フラを伴ひ陣所に下りて 11彼らの

いふ所を聞べし然せば汝の手強くなり

て汝敵陣にくだることを得んとギデオ

ンすなはち僕フラとともに下りて陣中

にある隊伍のほとりに至るに 12ミデ

アン人アマレク人およびすべて東方の

民は蝗蟲のごとくに數衆く谷のうちに

堰しをりその駱駝は濱の砂の多きがご

とくにして數ふるに勝ず 13ギデオン

其處に至りしに或人その伴侶に夢を語

りて居りすなはちいふ我夢を見たりし

が夢に大麥のパンひとつミデアンの陣

中に轉びいりて天幕に至り之をうち仆

し覆したれば天幕倒れ臥せり 14其の

伴侶答へていふ是イスラエルの人ヨア

シの子ギデオンの劍に外ならず神ミデ

アンとすべての陣營を之が手に付した

まふなりと 15ギデオン夢の説話とそ

の解釋を聞しかば拜をなしてイスラエ

ルの陣所にかへりいひけるは起よヱホ

バ汝らの手にミデアンの陣をわたした

まふと 16かくて三百人を三隊にわか

ち手に手に箛および空瓶を取せその瓶

のなかに燈火をおかしめ 17これにい

ひけるは我を視てわが爲すところにな

らへ我が敵陣の邊に至らんときに爲す

ごとく汝らも爲すべし 18我およびわ

れとともに在るものすべて箛を吹ば汝

らもまたすべて陣營の四方にて箛を吹
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き此ヱホバのためなりギデオンのため

なりといへと 19而してギデオンおよ

び之とともなる百人中更の初に陣營の

邊に至るにをりしも番兵を更代たると

きなりければ箛を吹き手に携へたる瓶

をうちくだけり 20即ち三隊の兵隊箛

を吹き瓶をうちくだき左の手には燈火

を執り右の手には箛をもちて之を吹き

ヱホバの劍ギデオンの劍なるぞと叫べ

り 21かくておのおのその持塲に立ち

陣營を取り圍みたれば敵軍みな走り叫

びてにげゆけり 22三百人のもの箛を

吹くにあたりヱホバ敵軍をしてみなた

がひに同士撃せしめたまひければ敵軍

にげはしりてゼレラのベテシツダ、ア

ベルメホラの境およびタバテに至る 23

イスラエルの人々すなはちナフタリ、

アセルおよびマナセ中より集ひ來りて

ミデアン人を追撃り 24ギデオン使者

をあまねくエフライムの山に遣してい

はせけるは下りてミデアン人を攻めベ

タバラにいたる渡口およびヨルダンを

遮斷るべしと是においてエフライムの

人盡く集ひ來りてベタバラにいたる渡

口およびヨルダンを取り 25ミデアン

人の君主オレブとゼエブの二人を俘へ

てオレブをばオレブ砦の上に殺しゼエ

ブをばゼエブの酒搾のほとりに殺しま

たミデアン人を追撃ちオレブとゼエブ

の首を携へてヨルダンの彼方よりギデ

オンの許にいたる

8エフライムの人々ギデオンにむかひ
汝ミデアン人と戰はんとて往る時わ

れらを召ざりしが斯ることを我らにな

すは何故ぞといひていたく之を詰りた

り 2ギデオン之にいひけるは今吾が成

るところは汝らのなせる所に比ぶべけ

んやエフライムの拾ひ得し遺餘の葡萄

はアビエゼルの收穫し葡萄にも勝れる

ならずや 3神はミデアンの群伯オレブ

とゼエブを汝等の手に付したまへりわ

が成えたるところは汝らの成る所に比

ぶべけんやとギデオン此の語をのべし

かば彼らの憤解たり 4ギデオン自己に

從がへる三百人とともにヨルダンに至

りて之を濟り疲れながらも仍追撃しけ

るが 5遂にスコテの人々に言けるは願

くは我にしたがへる民に食を與へよ彼

等疲れをるに我ミデアンの王ゼバとザ

ルムンナを追行なりと 6スコテの群伯

等いひけるはゼバとザルムンナの手す

でに汝の手のうちに在るや我らなんぞ

汝の軍勢に食を與ふべけんや 7ギデオ

ンいひけるは然らばヱホバの吾が手に

ゼバをザルムンナを付したまふときに

我野の荊と棘とをもて汝の肉を打つべ

しと 8かくて其所よりペヌエルにのぼ

りおなじことを彼らにのべたるにペヌ

エルの人もスコテの人の答へしごとく

に答へしかば 9またペヌエルの人につ

げていひけるは我平康に歸るときに此

の城樓を毀つべしと 10偖ゼバとザル

ムンナはその軍勢おほよそ一萬五千人

をひきゐてカルコルに居る是皆東方の

人の全軍の中の生殘れるものなり戰死

せし者は劍を拔ところのもの十二萬人

ありき 11ギデオンすなはちノバとヨ

グベバの東にて天幕にすめるものの路

より上りて敵軍の慮りなく居るを撃り

12ここにおいてゼバとザルムンナにげ

走りたればギデオン之を追撃ちミデア

ンの二人の王ゼバとザルムンナを生捕

て悉くその軍勢を敗れり 13斯てヨア

シの子ギデオン、ヘレシの阪よりして

戰陣よりかへり 14スコテの人の少壯

者一人を執へて之に尋ねたれば即ちス
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コテの群伯およびその長老等七十七人

をこれがために書き録せり 15ギデオ

ン、スコテの人の所に詣りていひける

は汝らが曾て我を罵りゼバとザルムン

ナの手すでに汝の手のうちにあるや我

ら何ぞ汝の疲れたる人に食をあたふべ

けんやと言たりしそのゼバとザルムン

ナを見よと 16すなはちその邑の長老

等を執へ野の荊と棘を取り之をもちて

スコテの人を懲し 17またペヌヘルの

城樓を毀ちて邑の人を殺せり 18かく

てギデオン、ゼバとザルムンナにいひ

けるは汝らがタボルにて殺せしものは

如何なるものなりしや答へていふ彼ら

は汝に似てみな王子の如くに見えたり

19ギデオンいひけるは彼らは我が兄弟

我が母の子なりヱホバは活く汝らもし

彼らを生し置たらば我汝らを殺すまじ

きをと 20すなはちその長子ヱテルに

起て彼らを殺せといひたりしが彼の少

者は年尚わかかりしかば懼れて劍を拔

ざりき 21ここにおいてゼバとザルム

ンナいひけるは汝みづから起て我らを

撃よ人の如何によりてその力量異る者

なりとギデオンすなはち起てゼバとザ

ルムンナを殺しその駱駝の頸にかけた

る半月の飾を取り 22茲にイスラエル

の衆ギデオンにいひけるは汝ミデアン

の手より我らを救ひたれば汝と汝の子

及び汝の孫我らを治めよ 23ギデオン

之にいひけるは我汝らを治むることを

せじまた我が子も汝らを治むべからず

ヱホバ汝らを治めたまふべし 24ギデ

オンまた之にいひけるは我汝らにひと

つの願ふべきことあり汝らおのおの掠

取の環を我にあたへよと是は彼らイシ

マエル人なるをもて金の環を着けたる

に由る 25衆答へけるは我ら悦んで之

を與へんとて衣を布きおのおの掠取の

環を其うちに投げいれたり 26ギデオ

ンが求め得たる金の環の重量は金一千

七百シケルなり外に半月の飾および耳

環とミデアンの王たちの着たる紫のこ

ろもおよび駱駝の頸にかけたる鏈など

もありき 27ギデオン之をもて一箇の

エポデを造り之をおのれの郷里オフラ

に藏むイスラエルみなこれを慕ひてこ

れと淫をおこなふこの物ギデオンと其

家を陷るる罟となりぬ 28ミデアン人

は是の如くイスラエルの子孫に攻ふせ

られてふたたびその頭を擡ることを得

ざりきかくて國はギデオンの世にある

中四十年の間平穩にてありき 29ヨア

シの子ヱルバアル往ておのれの家に住

り 30ギデオンは妻を多く有ちたれば

其身より出たる子七十人ありき 31シ

ケムに居しその妾またひとりの子を産

たれば之をアビメレクと名けたり 32

ヨアシの子ギデオン妙齡に邁みて死に

アビエゼル人のオフラに在るその父ヨ

アシの墓に葬られたり 33ギデオンの

死るに及びてイスラエルの子孫復ひる

がへりてバアルを慕ひて之と淫をおこ

なひバアルベリテをおのれの神と爲り

34イスラエルの子孫その四周のもろも

ろの敵の手よりおのれを救ひ出したま

ひし神ヱホバを記憶えず 35またヱル

バアルといふギデオンがイスラエルに

なせし諸の善行にしたがひて彼の家を

厚く待ふことをせざりき

9ヱルバアルの子アビメレク、シケム
に往きその母の兄弟のもとに至りて

彼らおよびすべて其母の父の家の一族

に語りて云ひけるは 2ねがはくはシケ

ムのすべての民の耳に斯く告よヱルバ

アルのすべての子七十人して汝らを治
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むると一人して汝らを治むると孰れか

汝らのためによきやまた我は汝らの骨

肉なるを記えよと 3その母の兄弟アビ

メレクのことにつきて此等の言をこと

ごとくシケムの人々の耳に語りしに是

はわれらの兄弟なりといひて心をアビ

メレクに傾むけ 4バアルベリテの社よ

り銀七十をとりて之に與ふアビメレク

これをもて遊蕩にして輕躁なる者等を

傭ひておのれに從はせ 5オフラに在る

父の家に往きてヱルバアルの子なるそ

の兄弟七十人を一つの石の上に殺せり

但しヱルバアルの季の子ヨタムは身を

潜めしに由て遺されたり 6ここにおい

てシケムのすべての民およびミロの諸

の人集り往てシケムの碑の旁なる橡樹

の邊にてアビメレクを立て王となしけ

るが 7ヨタムにかくと告るものありけ

れば往てゲリジム山の巓に立ち聲を揚

て號びかれらにいひけるはシケムの民

よ我に聽よ神また汝らに聽たまはん 8

樹木出ておのれのうへに王を立んとし

橄欖の樹に汝われらの王となれよとい

ひけるに 9橄欖の樹之にいふ我いかで

人の我に取て神と人とを崇むるところ

のそのわが油を棄て往て樹木の上に戰

ぐべけんやと 10樹木また無花果樹に

汝來りて我らの王となれといひけるに

11無花果樹之にいひけらく我いかでわ

が甜美とわが善き果を棄て往きて樹木

の上に戰ぐべけんやと 12樹木また葡

萄の樹に汝來りて我らの王となれよと

いふに 13葡萄の樹之にいひけるは我

いかで神と人を悦こばしむるわが葡萄

酒を棄て往て樹木の上に戰ぐべけんや

と 14ここにおいてすべての樹木荊に

汝來りて我らの王となれよといひけれ

ば 15荊樹木にいふ汝らまことに我を

立て汝らの王と爲さば來りて我が庇蔭

に托れ然せずば荊より火出てレバノン

の香柏を燒き殫すべしと 16抑汝らが

アビメレクを立て王となせしは眞實と

誠意をもて爲しことなるや汝等はヱル

バアルと其家を善く待ひかれの手のな

せし所に循ひて之にむくいしや 17夫

わが父は汝らのため戰ひ生命を惜まず

して汝らをミデアンの手より救ひ出し

たるに 18汝ら今日おこりてわが父の

家を攻めその子七十人を一つの石の上

に殺しその侍妾の子アビメレクは汝ら

の兄弟なるをもて之を立てシケムの民

の王となせり 19汝らが今日ヱルバア

ルとその家になせしこと眞實と誠意を

もてなせし者ならば汝らアビメレクの

ために悦べ彼も汝らのために悦ぶべし

20若し然らずばアビメレクより火いで

てシケムの民とミロの家を燬つくさん

またシケムの民とミロの家よりも火い

でてアビメレクを燬つくすべしと 21

かくてヨタム走り遁れてベエルに往き

その兄弟アビメレクの面を避て彼所に

住めり 22アビメレク三年の間イスラ

エルを治めたりしが 23神アビメレク

とシケムの民のあひだに惡鬼をおくり

たまひたればシケムの民アビメレクを

欺くにいたる 24是ヱルバアルの七十

人の子が受たる殘忍と彼らの血のこれ

を殺せしその兄弟アビメレクおよび彼

の手に力をそへてその兄弟を殺さしめ

たるシケムの人々に報い來るなり 25

シケムの人伏兵を山の巓に置て彼を窺

はしめ其途を經て傍を過る者を凡て褫

しめたり或人之をアビメレクに告ぐ 26

ここにエベデの子ガアル其の兄弟とと

もにシケムに越ゆきたりしかばシケム

の民かれを恃めり 27民田野に出て葡
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萄を收穫れこれを踐み絞りて祭禮をな

しその神の社に入り食ひかつ飮みてア

ビメレクを詛ふ 28エベデの子ガアル

いひけるはアビメレクは如何なるもの

シケムは如何なるものなればか我ら彼

に從ふべき彼はヱルバアルの子に非ず

やゼブルその輔佐なるにあらずやむし

ろシケムの父ハモルの一族に事ふべし

我らなんぞ彼に事ふべけんや 29嗚呼

此の民を吾が手に屬しむるものもがな

然ば我アビメレクを除かんと而してガ

アル、アビメレクに汝の軍勢を益て出

きたれよと言り 30邑の宰ゼブル、エ

ベデの子ガアルの言をききて怒を發し

31私かに使者をアビメレクに遣りてい

ひけるはエベデの子ガアル及びその兄

弟シケムに來り邑をさわがして汝に敵

せしめんとす 32然ば汝及び汝と共な

る民夜の中に興て野に身を伏よ 33而

て朝に至り日の昇る時汝夙く興出て邑

に攻かかれガアル及び之とともなる民

出て汝に當らん汝機を見てこれに事を

なすべし 34アビメレクおよび之とと

もなるすべての民夜の中に興出て四隊

に分れ身を伏てシケムを伺ふ 35エベ

デの子ガアル出て邑の門の口に立るに

アビメレク及び之とともなる民その伏

たるところより起りしかば 36ガアル

民を見てゼブルにいひけるは視よ民山

の峰々より下るとゼブル之に答へて汝

山の影を見て人と做すのみといふ 37

ガアルふたたび語りていひけるは視よ

民地の高處より下りまた一隊は法術士

の橡樹の途より來ると 38ゼブル之に

いひけるは汝がかつてアビメレクは何

者なればか我ら之に事ふべきといひし

その汝の口今いづこに在るや是汝が侮

りたる民にあらずや今乞ふ出て之と戰

へよと 39ここにおいてガアル、シケ

ム人を率ゐ往てアビメレクと戰ひしが

40アビメレク之を追くづしたればガア

ル其まへより逃走れりかくて殺されて

斃るるもの多くして邑の門の口までに

及ぶ 41かくてアビメレクはアルマに

居しがゼブルはガアルおよびその兄弟

等を遂いだしてシケムに居ることを得

ざらしむ 42あくる日民田畑に出しに

人之をアビメレクに告げしかば 43ア

ビメレクおのれの民を率ゐてこれを三

隊に分ち野に埋伏して伺ふに民邑より

出來りたればすなはち起りて之を撃り

44アビメレクおよび之とともに在る隊

の者は襲ひゆきて邑の門の入口に立ち

餘の二隊は野に在るすべてのものをお

そふて之を殺せり 45アビメレク其日

終日邑を攻めつひに邑を取りてそのう

ちの民を殺し邑を破却ちて鹽を撒布ぬ

46シケムの櫓の人みな之を聞てベリテ

神の廟の塔に入たりしが 47シケムの

櫓の人のことごとく集れるよしアビメ

レクに聞えければ 48アビメレク己と

ともなる民をことごとく率ゐてザルモ

ン山に上りアビメレク手に斧を取り木

の枝を斫落し之をおのれの肩に載せ偕

に居る民にむかひて汝ら吾が爲ところ

を見る急ぎてわがごとく爲せよといひ

しかば 49民もまた皆おのおのその枝

を斫りおとしアビメレクに從ひて枝を

塔に倚せかけ塔に火をかけて彼等を攻

むここにおいてシケムの櫓の人もまた

悉く死り男女およそ一千人なりき 50

茲にアビメレク、テベツに赴きテベツ

に對て陣を張て之を取しが 51邑のな

かに一の堅固なる櫓ありてすべての男

女および邑の民みな其所に遁れ往き後

を鎖して櫓の頂に上りたれば 52アビ



士師記67

メレクすなはち櫓のもとに押寄て之を

攻め櫓の口に近きて火をもて之を焚ん

とせしに 53一人の婦アビメレクの頭

に磨石の上層石を投げてその腦骨を碎

けり 54アビメレクおのれの武器を執

る少者を急ぎ召て之にいひけるは汝の

劍を拔て我を殺せおそらくは人吾をさ

して婦に殺されたりといはんと其少者

之を刺し通したればすなはち死り 55

イスラエルの人々はアビメレクの死た

るを見ておのおのおのれの處に歸り去

りぬ 56神はアビメレクがその七十人

の兄弟を殺しておのれの父になしたる

惡に斯く報いたまへり 57またシケム

の民のすべての惡き事をも神は彼等の

頭に報いたまへりすなはちヱルバアル

の子ヨタムの詛彼らの上に及べるなり

10アビメレクの後イッサカルの人に
てドドの子なるプワの子トラ起り

てイスラエルを救ふ彼エフライムの山

のシヤミルに住み 2二十三年の間イス

ラエルを審判しがつひに死てシヤミル

に葬らる 3彼の後にギレアデ人ヤイル

起りて二十二年の間イスラエルを審判

たり 4彼に子三十人ありて三十の驢馬

に乗る彼等三十の邑を有りギレアデの

地において今日までヤイルの村ととな

ふるものすなはち是なり 5ヤイル死て

カモンに葬らる 6イスラエルの子孫ふ

たたびヱホバの目のまへに惡を爲しバ

アルとアシタロテ及びスリヤの神シド

ンの神モアブの神アンモンの子孫の神

ペリシテ人の神に事へヱホバを棄て之

に事へざりき 7ヱホバ烈しくイスラエ

ルを怒りて之をペリシテ人及びアンモ

ンの子孫の手に賣付したまへり 8其年

に彼らイスラエルの子孫を虐げ難せり

ヨルダンの彼方においてギレアデにあ

るところのアモリ人の地に居るイスラ

エルの子孫十八年の間斯せられたりき

9アンモンの子孫またユダとベニヤミ

ンとエフライムの族とを攻んとてヨル

ダンを渡りしかばイスラエル太く苦め

り 10ここにおいてイスラエルの子孫

ヱホバに呼りていひけるは我らおのれ

の神を棄てバアルに事へて汝に罪を犯

したりと 11ヱホバ、イスラエルの子

孫にいひたまひけるは我かつてエジプ

ト人アモリ人アンモンの子孫ペリシテ

人より汝らを救ひ出せしにあらずや 12

又シドン人アマレク人及びマオン人の

汝らを困しめしとき汝ら我に呼りしか

ば我汝らを彼らの手より救ひ出せり 13

然るに汝ら我を棄て他の神に事ふれば

我かさねて汝らを救はざるべし 14汝

らが擇める神々に往て呼れ汝らの艱難

のときに之をして汝らを救はしめよ 15

イスラエルの子孫ヱホバに言けるは我

ら罪を犯せりすべて汝の目に善と見る

ところを我らになしたまへねがはくは

唯今日我らを救ひたまへと 16而して

民おのれの中より異なる神々を取除き

てヱホバに事へたりヱホバの心イスラ

エルの艱難を見るに忍びずなりぬ 17

茲にアンモンの子孫集てギレアデに陣

を取りしがイスラエルの子孫は聚りて

ミヅパに陣を取り 18時に民ギレアデ

の群伯たがひにいひけるは誰かアンモ

ンの子孫に打ちむかひて戰を始むべき

人ぞ其人をギレアデのすべての民の首

となすべしと

11ギレアデ人ヱフタはたけき勇士に
して妓婦の子なりギレアデ、ヱフ

タをうましめしなり 2ギレアデの妻子

等をうみしが妻の子等成長におよびて

ヱフタをおひいだしてこれにいひける
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は汝は他の婦の子なればわれらが父の

家を嗣べきにあらずと 3ヱフタ其の兄

弟の許より逃さりてトブの地に住ける

に遊蕩者ヱフタのもとに集ひ來りて之

とともに出ることをなせり 4程經ての

ちアンモンの子孫イスラエルとたたか

ふに至りしが 5アンモンの子孫のイス

ラエルとたたかへるときにギレアデの

長老等ゆきてヱフタをトブの地より携

來らんとし 6ヱフタにいひけるは汝來

りて吾らの大將となれ我らアンモンの

子孫とたたかはん 7ヱフタ、ギレアデ

の長老等にいひけるは汝らは我を惡み

てわが父の家より遂いだしたるにあら

ずやしかるに今汝らが艱める時に至り

て何ぞ我に來るや 8ギレアデの長老等

ヱフタにこたへけるは其がために我ら

今汝にかへる汝われらとともにゆきて

アンモンの子孫とたたかはばすべて我

等ギレアデにすめるものの首領となす

べしと 9ヱフタ、ギレアデの長老等に

いひけるは汝らもし我をたづさへかへ

りてアンモンの子孫とたたかはしめん

にヱホバ之を我に付したまはば我は汝

らの首となるべし 10ギレアデの長老

等ヱフタにいひけるはヱホバ汝と我と

の間の證者たり我ら誓つて汝の言のご

とくになすべし 11是に於てヱフタ、

ギレアデの長老等とともに往くに民之

を立ておのれの首領となし大將となせ

りヱフタ即ちミヅパにおいてヱホバの

まへにこの言をことごとく陳たり 12

かくてヱフタ、アンモンの子孫の王に

使者をつかはしていひけるは汝と我の

間に何事ありてか汝われに攻めきたり

てわが地に戰はんとする 13アンモン

の子孫の王ヱフタの使者に答へけるは

むかしイスラエル、エジプトより上り

きたりし時にアルノンよりヤボクにい

たりヨルダンに至るまで吾が土地を奪

ひしが故なり然ば今穩便に之を復すべ

し 14ヱフタまた使者をアンモンの子

孫の王に遣りて之にいはせけるは 15

ヱフタ斯いへりイスラエルはモアブの

地を取ずまたアンモンの子孫の地をも

取ざりしなり 16夫イスラエルはエジ

プトより上りきたれる時に曠野を經て

紅海に到りカデシに來れり 17而して

イスラエル使者をエドムの王に遣して

言けるはねがはくは我をして汝の土地

を經過しめよと然るにエドムの王之を

うけがはずまたおなじく人をモアブの

王に遣したれども是もうべなはざりし

かばイスラエルはカデシに留まりしが

18遂にイスラエル曠野を經てエドムの

地およびモアブの地を繞りモアブの地

の東の方に出てアルノンの彼方に陣を

取り然どモアブの界には入らざりきア

ルノンはモアブの界なればなり 19か

くてイスラエル、ヘシボンに王たりし

アモリ人の王シホンに使者を遣せりす

なはちイスラエル之にいひけらくねが

はくは我らをして汝の土地を經過てわ

がところにいたらしめよと 20然るに

シホン、イスラエルを信ぜずしてその

界をとほらしめずかへつてそのすべて

の民を集めてヤハヅに陣しイスラエル

とたたかひしが 21イスラエルの神ヱ

ホバ、シホンとそのすべての民をイス

ラエルの手に付したまひたればイスラ

エル之を撃敗りてその土地にすめるア

モリ人の地を悉く手に入れ 22アルノ

ンよりヤボクに至るまでまた曠野より

ヨルダンに至るまですべてアモリ人の

土地を手に入たり 23斯のごとくイス

ラエルの神ヱホバは其の民イスラエル
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のまへよりアモリ人を遂しりぞけたま

ひしに汝なほ之を取んとする乎 24汝

は汝の神ケモシが汝に取しむるものを

取ざらんやわれらは我らの神ヱホバが

我らに取しむる物を取ん 25汝は誠に

モアブの王チツポルの子バラクにまさ

れる處ありとするかバラク曾てイスラ

エルとあらそひしことありや曾て之と

たたかひしことありや 26イスラエル

がヘシボンとその村里アロエルとその

村里およびアルノンの岸に沿ひたるす

べての邑々に住ること三百年なりしに

汝などてかその間に之を回復さざりし

や 27我は汝に罪を犯せしことなきに

汝はわれとたたかひて我に害をくはへ

んとす願くは審判をなしたまふヱホバ

今日イスラエルの子孫とアンモンの子

孫との間を鞫きたまへと 28しかれど

もアンモンの子孫の王はヱフタのいひ

つかはせる言を聴いれざりき 29ここ

にヱホバの靈ヱフタに臨みしかばヱフ

タすなはちギレアデおよびマナセを經

過りギレアデのミヅパにいたりギレア

デのミヅパよりすすみてアンモンの子

孫に向ふ 30ヱフタ、ヱホバに誓願を

立ていひけるは汝誠にアンモンの子孫

をわが手に付したまはば 31我がアン

モンの子孫の所より安然かに歸らんと

きに我家の戸より出きたりて我を迎ふ

るもの必ずヱホバの所有となるべし我

之を燔祭となしてささげんと 32ヱフ

タすなはちアンモンの子孫の所に進み

ゆきて之と戰ひしにヱホバかれらをそ

の手に付したまひしかば 33アロエル

よりミンニテにまで至りこれが二十の

邑を打敗りてアベルケラミムにいたり

甚だ多の人をころせりかくアンモンの

子孫はイスラエルの子孫に攻伏られた

り 34かくてヱフタ、ミヅパに來りて

おのが家にいたるに其女鼓を執り舞ひ

踊りて之を出で迎ふ是彼が獨子にて其

のほかには男子もなくまた女子も有ざ

りき 35ヱフタ之を視てその衣を裂て

いひけるはああ吾が女よ汝實に我を傷

しむ汝は我を惱すものなり其は我ヱホ

バにむかひて口を開きしによりて改む

ることあたはざればなり 36女之にい

ひけるはわが父よ汝ヱホバにむかひて

口をひらきたれば汝の口より言出せし

ごとく我になせよ其はヱホバ汝のため

に汝の敵なるアンモンの子孫に仇を復

したまひたればなり 37女またその父

にいひけるはねがはくは此事をわれに

允せすなはち二月の間我をゆるし我を

してわが友等とともに往て山にくだり

てわが處女たることを歎かしめよと 38

ヱフタすなはち往けといひて之を二月

のあひだ出し遣ぬ女その友等とともに

往き山の上にておのれの處女たるを歎

きしが 39二月滿てその父に歸り來り

たれば父その誓ひし誓願のごとくに之

に行へり女は終に男を知ことなかりき

40是よりして年々にイスラエルの女子

等往て年に四日ほどギレアデ人ヱフタ

の女のために哀哭ことをなす是イスラ

エルの規矩となれり

12エフライムの人々つどひて北にゆ
きヱフタにいひけるは汝何故に往

きてアンモンの子孫と戰ひながらわれ

らをまねきて汝とともに行せざりしや

我ら火をもて汝の家を汝とともに焚く

べしと 2ヱフタ之にいひけるは我とわ

が民の曾てアンモンの子孫と大に爭ひ

しときに我汝らをよびしに汝らかれら

の手より我を救ふことをせざりき 3我

汝らが我を救はざるを見たればわが命
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をかけてアンモンの子孫の所に攻ゆき

しにヱホバかれらを我が手に付したま

へり然ば汝らなんぞ今日我が許に上り

來りて我とたたかはんとするやと 4ヱ

フタここにおいてギレアデの人をこと

ごとくつどへてエフライムとたたかひ

しがギレアデの人々エフライムを撃破

れり是はエフライム汝らギレアデ人は

エフライムの逃亡者にしてエフライム

とマナセの中にをるなりと言しに由る

5而してギレアデ人エフライムにおも

むくところのヨルダンの津をとりきり

しがエフライム人の逃れ來る者ありて

我を渡らせよといへばギレアデの人之

に汝はエフライム人なるかと問ひ彼も

し然らずと言ときは 6また之に請ふシ

ボレテといへといふに彼その音を正し

くいひ得ずしてセボレテと言ばすなは

ち之を引捕へてヨルダンの津に屠せり

その時にエフライム人のたふれし者四

萬二千人なりき 7ヱフタ六年のあひだ

イスラエルを審きたりギレアデ人ヱフ

タつひに死てギレアデのある邑に葬む

らる 8彼の後にベテレヘムのイブザン

、イスラエルを審きたり 9彼に三十人

の男子ありまた三十人の女子ありしが

これをば外に嫁がしめてその子息等の

ために三十人の女を外より娶れり彼七

年のあひだイスラエルを審きたり 10

イブザンつひに死てベテレヘムに葬む

らる 11彼の後にゼブルン人エロン、

イスラエルを審きたりゼブルン人エロ

ン十年のあひだイスラエルを審きたり

12ゼブルン人エロンつひに死てゼブル

ンの地のアヤロンに葬むらる 13彼の

後にピラトン人ヒレルの子アブドン、

イスラエルを審きたり 14彼に四十人

の男子および三十人の孫ありて七十の

驢馬に乗る彼八年のあひだイスラエル

を審けり 15ピラトン人ヒレルの子ア

ブドンつひに死てエフライムの地のピ

ラトンに葬むらる是はアマレク人の山

にあり

13イスラエルの子孫またヱホバのま
へにて惡を行ひしかばヱホバこれ

を四十年の間ペリシテ人の手にわたし

たまへり 2ここにダン人の族にて名を

マノアとよべるゾラ人あり其の妻は石

婦にして子を生みしことなし 3ヱホバ

の使その女に現れて之にいひけるは汝

は石婦にして子を生しことあらず然ど

汝孕みて子をうまん 4されば汝つつし

みて葡萄酒および濃き酒を飮むことな

かれまたすべて穢たるものを食ふなか

れ 5視よ汝孕みて子を産ん其の頭には

剃刀をあつべからずその兒は胎を出る

よりして神のナザレ人［神に身を獻げ

し者］たるべし彼ペリシテ人の手より

イスラエルを拯ひ始めんと 6その婦人

來りて夫に告て曰けるは神の人我にの

ぞめりその容貌は神の使の容貌のごと

くにして甚おそろしかりしが我其のい

づれより來れるやを問ず彼また其の名

を我に告ざりき 7彼我にいひけるは視

よ汝孕みて子を産まん然ば葡萄酒およ

び濃き酒を飮むなかれまたすべてけが

れたるものを食ふなかれその兒は胎を

出るより其の死る日まで神のナザレ人

たるべしと 8マノア、ヱホバにこひ求

めていひけるはああわが主よ汝がさき

に遣はしたまひし神の人をふたたび我

らにのぞませ之をして我らがその産る

る兒になすべき事を教へしめたまへ 9

神マノアの聲をききいれたまひて神の

使者婦人の田野に坐しをる時に復之に

のぞめり時に夫マノアは共にをらざり
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き 10是において婦いそぎ走りて夫の

告て之にいひけるは先頃我にのぞみし

人また我に現はれたりと 11マノアす

なはち起て妻のあとに付て行き其人の

もとに至りて之に汝はかつて此婦に語

言し人なるかといふに然りとこたふ 12

マノアいひけるは汝の言のごとく成ん

時は其兒の養育方および之になすべき

事は如何 13ヱホバの使者マノアにい

ひけるはわがさきに婦に言しところの

ことどもは婦之をつつしむべきなり 14

すなはち葡萄樹よりいづる者は凡て食

ふべからず葡萄酒と濃き酒を飮ずまた

すべて穢たるものを食ふべからずすべ

てわが彼に命じたることどもを彼守る

べきなり 15マノア、ヱホバの使者に

いひけるは請我らをして汝を款留しめ

汝のまへに山羊羔を備へしめよ 16ヱ

ホバの使者マノアにいひける汝我を款

留るも我は汝の食物をくらはじまた汝

燔祭をそなへんとならばヱホバにこれ

をそなふべしとマノアは彼がヱホバの

使者なるを知ざりしなり 17マノア、

ヱホバの使者にいひけるは汝の名はな

にぞ汝の言の効驗あらんときは我ら汝

を崇ん 18ヱホバの使者之にいひける

は我が名は不思議なり汝何故に之をた

づぬるやと 19マノア山羊羔と素祭物

とをとり磐のうへにて之をヱホバにさ

さぐ使者すなはち不思議なる事をなせ

りマノアとその妻之を視る 20すなは

ち火燄壇より天にあがれるときヱホバ

の使者壇の火燄のうちにありて昇れり

マノアと其の妻これを視をりて地にひ

れふせり 21ヱホバの使者そののち重

ねてマノアと其の妻に現はれざりきマ

ノアつひに彼がヱホバの使者たりしを

暁れり 22茲にマノアその妻にむかひ

我ら神を視たれば必ず死ぬるならんと

いふに 23其の妻之にいひけるはヱホ

バもし我らを殺さんとおもひたまはば

われらの手より燔祭及び素祭をうけた

まはざりしならんまたこれらの諸のこ

とを我らに示すことをなしこたびのご

とく我らに斯ることを告たまはざりし

なるべしと 24かくて婦子を産てその

名をサムソンと呼べりその子育ち行く

ヱホバこれを惠みたまふ 25ヱホバの

靈ゾラとエシタオルのあひだなるマハ

ネダンにて始て感動す

14サムソン、テムナテに下り、ペリ
シテ人の女にてテムナテに住る一

人の婦を見 2歸り上りておのが父母に

語ていひけるは我ペリシテ人の女にて

テムナテに住るひとりの婦を見たりさ

れば今之をめとりてわが妻とせよと 3

その父母之にいひけるは汝ゆきて割禮

を受けざるペリシテ人のうちより妻を

迎んとするは汝が兄弟等の女のうちも

しくはわがすべての民のうちに婦女無

が故なるかとしかるにサムソン父にむ

かひ彼婦わがこころに適へば之をわが

ために娶れと言り 4その父母はこの事

のヱホバより出しなるを知ざりきサム

ソンはペリシテ人を攻んと釁をうかが

ひしなりそは其のころペリシテ人イス

ラエルを轄め居たればなり 5サムソン

父母とともにテムナテに下りてテムナ

テの葡萄園にいたるに稚き獅子咆吼り

て彼に向ひしが 6ヱホバの靈彼にのぞ

みたれば山羊羔を裂がごとくに之を裂

たりしが手には何の武器も持ざりきさ

れどサムソンはその爲せしことを父に

も母にも告ずしてありぬ 7サムソンつ

ひに下りて婦とうちかたらひしが婦そ

の心にかなへり 8かくて日を經て後サ
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ムソンかれを娶らんとて立かへりしが

身を轉して彼の獅子の屍を見るに獅子

の體に蜂の群と蜜とありければ 9すな

はちその蜜を手にとりて歩みつつ食ひ

父母の許にいたりて之を與へけるに彼

ら之を食へりされど獅子の體よりその

蜜を取來れることをば彼らにかたらざ

りき 10斯て其の父下りて婦のもとに

至りしかばサムソン少年の習例にした

がひてそこに饗宴をまうけたるに 11

サムソンを見て三十人の者をつれ來り

て之が伴侶とならしむ 12サムソンか

れらにいひけるは我汝らにひとつの隱

語をかけん汝ら七日の筵宴の内に之を

解てあきらかに之を我に告なば我汝ら

に裏衣三十と衣三十襲をあたふべし 13

然どもし之をわれに告得ずば汝ら我に

裏衣三十と衣三十襲を與ふべしと彼等

之にいひけるは汝の隱語をかけて我ら

に聽しめよ 14サムソン之にいひける

は食ふ者より食物出で強き者より甘き

物出でたりと彼ら三日の中に之を解こ

とあたはざりしかば 15第七日にいた

りてサムソンの妻にいひけるは汝の夫

を説すすめて隱語を我らに明さしめよ

然せずば火をもて汝と汝の父の家を焚

ん汝らはわれらの物をとらんとてわれ

らを招けるなるか然るにあらずやと 16

是においてサムソンの妻サムソンのま

へに泣ていひけるは汝はわれを惡む而

巳われを愛せざるなり汝わが民の子孫

に隱語をかけて之をわれに説あかさず

とサムソン之にいふ我これをわが父や

母にも説あかさざればいかで汝に説あ

かすべけんやと 17婦七日の筵宴のあ

ひだ彼のまへに泣き居りしが第七日に

至りてサムソンつひに之を彼に説あか

せり其は太く強たればなり婦すなはち

隱語をおのが民の子孫に明せり 18是

において第七日に及びて日の沒るまへ

に邑の人々サムソンにいひけるは何も

のか蜜よりあまからん何ものか獅子よ

り強からんとサムソン之にいひけるは

汝らわが牝犢をもて耕さざりしならば

わが隱語を解得ざるなりと 19茲にヱ

ホバの靈サムソンに臨みしかばサムソ

ン、アシケロンに下りてかしこの者三

十人を殺しその物を奪ひ彼の隱語を解

し者等にその衣服を與へはげしく怒り

て其父の家にかへり上れり 20サムソ

ンの妻はサムソンの友となり居たるそ

の伴侶の妻となりぬ

15日を經てのち麥秋の時にサムソン
山羊羔をたづさへて妻のもとを訪

ていひけるは我室に入てわが妻に會ん

と然るに妻の父其の入ことをゆるさず

2其父すなはちいひけるはわれまこと

に汝は彼の婦を嫌ひたりと意ひしがゆ

ゑに彼を汝の伴侶たりし者に與へたり

彼が妹は彼よりも善にあらずやねがは

くは彼に代て之を汝のものとせよ 3サ

ムソン彼らにいひけるは今回はわれペ

リシテ人に害を加ふるとも彼らに對し

て罪なかるべしと 4サムソンすなはち

往て山犬三百をとらへ火炬をとり尾と

尾をあはせてその二つの尾の間に一つ

の火炬を結ひつけ 5火炬に火をつけて

ペリシテ人のいまだ刈ざる麥のなかに

これを放ち入れその束ね積たるものと

いまだ刈ざるものを焚き橄欖の園にま

で及ぼせり 6ペリシテ人いひけるは是

は誰の行爲なるやこたへて言ふテムナ

テ人の婿サムソンなりそは彼サムソン

の妻をとりて其伴侶なりし者に與へた

ればなりとここにおいてペリシテ人上

りきたりて彼の婦とその父とを火にて
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燒きうしなへり 7サムソンかれらに言

ふ汝ら斯おこなへば我汝らに仇をむく

はでは止じと 8すなはち脛に腿に彼ら

を撃て大いに之を殺せりかくてサムソ

ンは下りてエタムの巖間に居る 9ここ

においてペリシテ人上り來りてユダに

陣を取りレヒに布き備へたれば 10ユ

ダの人々いひけるは汝ら何の故にわれ

らに攻めのぼりたるやとかれらこたへ

けるはサムソンをしばりて彼がわれら

に爲しごとくかれに爲んとてのぼれる

なりと 11是をもてユダの人三千人エ

タムの巖間にくだりてサムソンにいふ

汝ペリシテ人はわれらを轄るものなる

を知らざるや汝などてかわれらに斯る

事をなせしやサムソンかれらにいひけ

るは我は彼らが我に爲しごとく彼らに

爲しなりと 12かれらまたサムソンに

いひけるは我らは汝をしばりてペリシ

テ人の手にわたさんとて下りきたれり

サムソンかれらにいひけるは汝らの自

われを害すまじきことを我に誓へ 13

彼ら之にかたりていふいなわれらはた

だ汝を縛りいましめてペリシテ人の手

にわたさんのみわれらは必らず汝を殺

さざるべしとすなはち二條の新しき索

をもてかれをいましめて巖より之を携

かへれり 14サムソン、レヒにいたれ

るときペリシテ人聲を揚てかれに近づ

きしが時しもヱホバの靈彼にのぞみた

ればその腕にかかれる索は火に焚たる

麻のごとくになりて手のいましめ解は

なれたり 15サムソンすなはち驢馬の

あたらしき腮骨ひとつを見出し手をの

べて之を取り其をもて一千人を殺し 16

而して言ふ驢馬の腮骨をもて山をきづ

き山をつくる驢馬の腮骨をもて我一千

人を撃殺せりと 17かく言終りてその

手より腮骨をうちすて其處をラマテレ

ヒと名けたり 18時に彼渇をおぼゆる

こと甚だしかりしかばヱホバによばは

りていふ汝のしもべの手をもて汝この

大なる拯をほどこしたまへるにわれ今

渇きて死に割禮を受けざるものの手に

おちいらんとすと 19ここにおいて神

レヒに在るくぼめる所を裂きたまひし

かば水そこより流れいでしがサムソン

之を飮たれば精神舊に返りてふたたび

爽になりぬ故に其名をエンハッコレ（

呼はれるものの泉）と呼ぶ是今日にい

たるまでレヒに在り 20サムソンはペ

リシテ人の治世の時に二十年イスラエ

ルをさばけり

16サムソン、ガザに往きかしこにて
一人の妓を見てそれの處に入りし

に 2サムソンここに來れりとガザ人に

つぐるものありければすなはち之を取

り圍みよもすがら邑の門に埋伏し詰朝

におよび夜の明たる時に之をころすべ

しといひてよもすがら靜まりかへりて

居る 3サムソン夜半までいね夜半にい

たりて興き邑の門の扉とふたつの柱に

手をかけて楗もろともに之をひきぬき

肩に載てヘブロンの向ひなる山の巓に

負のぼれり 4こののちサムソン、ソレ

クの谷に居る名はデリラと言ふ婦人を

愛す 5ペリシテ人の群伯その婦のもと

に上り來て之にいひけるは汝サムソン

を説すすめてその大いなる力は何に在

るかまたわれら如何にせば之に勝て之

を縛りくるしむるを得べきかを見出せ

然すればわれらおのおの銀千百枚づつ

をなんぢに與ふべし 6ここにおいてデ

リラ、サムソンにいひけるは汝の大な

る力は何にあるかまた如何せば汝を縛

りて苦むることを得るや請ふ之をわれ
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につげよ 7サムソン之にいひけるは人

もし乾きしことなき七條の新しき繩を

もてわれを縛るときはわれ弱くなりて

別の人のごとくならんと 8ここに於て

ペリシテ人の群伯乾きしことなき七條

の新しき繩を婦にもち來りければ婦之

を以てサムソンをしばりしが 9かねて

室のうちに人しのび居て己とともにあ

りたれば斯してサムソンにむかひサム

ソンよペリシテ人汝に及ぶと言にサム

ソンすなはちその索を絶りあたかも麻

絲の火にあひて斷るるがごとし斯其の

力の原由知れざりき 10デリラ、サム

ソンにいひけるは視よ汝われを欺きて

われに謊を告たり請ふ何をもてせば汝

を縛ることをうるや今我に告よ 11彼

之にいひけるはもし人用ひたることな

き新しき索をもてわれを縛りいましめ

なばわれ弱くなりて別の人のごとくな

らんと 12是をもてデリラあたらしき

索をとり其をもて彼を縛りしかして彼

にいふサムソンよペリシテ人汝におよ

ぶと時に室のうちに人しのび居たりし

がサムソン絲の如くにその索を腕より

絶おとせり 13デリラ、サムソンにい

ひけるに今までは汝われを欺きて我に

謊をつげたるが何をもてせば汝をしば

ることをうるやわれに告よと彼之にい

ひけるは汝もしわが髮毛七繚を機の緯

線とともに織ばすなはち可しと 14婦

すなはち釘をもて之をとめおきて彼に

いひけるはサムソンよペリシテ人汝に

およぶとサムソンすなはちその寢をさ

まし織機の釘と緯線とを曳拔り 15婦

ここにおいてサムソンにいひけるは汝

の心われに居ざるに汝いかでわれを愛

すといふや汝すでに三次われをあざむ

きて汝が大なる力の何にあるかをわれ

に告ずと 16日々にその言をもて之に

せまりうながして彼の心を死るばかり

に苦ませたれば 17彼つひにその心を

ことごとく打明して之にいひけるはわ

が頭にはいまだかつて剃刀を當しこと

あらずそはわれ母の胎を出るよりして

神のナザレ人たればなりもしわれ髮を

そりおとされなばわが力われをはなれ

われは弱くなりて別の人のごとくなら

んと 18デリラ、サムソンがことごと

く其のこころを明したるを見人をつか

はしてペリシテ人の群伯を召ていひけ

るはサムソンことごとくその心をわれ

に明したれば今ひとたび上り來るべし

とここにおいてペリシテ人の群伯かの

銀を携へて婦のもとにいたる 19婦お

のが膝のうへにサムソンをねむらせ人

をよびてその頭髮七繚をきりおとさし

め之を苦めはじめたるにその力すでに

うせさりてあり 20婦ここにおいてサ

ムソンよペリシテ人汝におよぶといひ

ければ彼睡眠をさましていひけるはわ

れ毎のごとく出て身を振はさんと彼は

ヱホバのおのれをはなれたまひしを覺

らざりき 21ペリシテ人すなはち彼を

執へ眼を抉りて之をガザにひき下り銅

の鏈をもて之を繋げりかくてサムソン

は囚獄のうちに磨を挽居たりしが 22

その髮の毛剃りおとされてのち復長は

じめたり 23茲にペリシテ人の群伯共

にあつまりてその神ダゴンに大なる祭

物をささげて祝をなさんとしすなはち

言ふわれらの神はわれらの敵サムソン

をわれらの手に付したりと 24民サム

ソンを見ておのれの神をほめたたへて

言ふわれらの神はわれらの敵たる者わ

れらの地を荒せしものわれらを數多殺

せしものをわれらの手に付したりと 25
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その心に喜びていひけるはサムソンを

召てわれらのために戲技をなさしめよ

とて囚獄よりサムソンを召いだせしか

ばサムソン之がために戲技をなせり彼

等サムソンを柱の間に立しめしに 26

サムソンおのが手をひきをる少者にい

ひけるはわれをはなして此家の倚て立

ところの柱をさぐりて之に倚しめよと

27その家には男女充ちペリシテ人の群

伯もまたみな其處に居る又屋蓋のうへ

には三千ばかりの男女をりてサムソン

の戲技をなすを觀てありき 28時にサ

ムソン、ヱホバに呼はりいひけるはあ

あ主ヱホバよねがはくは我を記念えた

まへ嗚呼神よ願くは唯今一度われを強

くしてわがふたつの眼のひとつのため

にだにもペリシテ人に仇をむくいしめ

たまへと 29サムソンすなはちその家

の倚てたつところの兩箇の中柱のひと

つを右の手ひとつを左の手にかかへて

身をこれによせたりしが 30サムソン

我はペリシテ人とともに死なんといひ

て力をきはめて身をかがめたれば家は

そのなかに居る群伯とすべての民のう

へに倒れたりかくサムソンが死るとき

に殺せしものは生けるときに殺せし者

よりもおほかりき 31こののちサムソ

ンの兄弟およびその父の家族ことごと

く下りて之を取り携へのぼりてゾラと

エシタオルのあひだなる其の父マノア

の墓にはうむれりサムソンがイスラエ

ルをさばきしは二十年なりき

17ここにエフライムの山の人にて名
をミカとよべるものありしが 2そ

の母に言けるは汝かつてその千百枚の

銀を取れしことを吾が聞ところにて詛

ひて語りしが視よその銀はわが手に在

り我之を取るなりと母すなはちわが子

よねがはくはヱホバ汝に祝福をたまへ

と言り 3彼千百枚の銀をその母にかへ

せしかば母いひけらくわれわが子のた

めにひとつの像を雕みひとつの像を鑄

んためにその銀をわが手よりヱホバに

納む然ばわれ今之を汝にかへすべしと

4ミカその銀を母にかへせしかば母そ

の銀二百枚をとりて之を鑄物師にあた

へてひとつの像をきざませひとつの像

を鑄させたり其像はミカの家に在り 5

このミカといふ人神の殿をもちをりエ

ポデおよびテラピムを造りひとりの子

を立ておのが祭司となせり 6此ときに

はイスラエルに王なかりければ人々お

のれの目に是とみゆることをおこなへ

り 7ここにひとりの少者ありてベテレ

ヘムユダに於てユダの族の中にをる彼

はレビ人にしてかしこに寓居るなり 8

この人居べきところをたづねてその邑

ベテレヘムユダを去しが遂に旅してエ

フライムの山にゆきてミカの家にいた

りしに 9ミカ之にいひけるは汝いづこ

よ來れるやと彼之にいふ我はベテレヘ

ムユダのレビ人なるが居べきところを

たづねに往くものなり 10ミカ之に言

けるは汝われと偕に居りわがために父

とも祭司ともなれよ然ばわれ年に銀十

枚および衣服食物を汝にあたへんとレ

ビ人すなはち入しが 11レビ人つひに

その人と偕に居んことを肯ふ是におい

てその少者はかれの子の一人のごとく

なりぬ 12ミカ、レビ人なるこの少者

をたてて祭司となしたればすなはちミ

カの家に居る 13ミカここにおいて言

ふ今われ知るヱホバわれに恩惠をたま

はんそはこのレビ人われの祭司となれ

ばなり
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18當時イスラエルには王なかりしが
ダン人の支派其頃住むべき地を求

めたり是は彼らイスラエルの支派の中

にありて其日まで未だ産業の地を得ざ

りしが故なり 2ダンの子孫すなはちゾ

ラとエシタオルよりして自己の族の勇

者五人を遣はしその境を出て土地を窺

ひ探らしむ即ち彼等に言ふ往て土地を

探れと彼等エフライムの山にいたりミ

カの家につきて其處に宿れり 3かれら

ミカの家の傍にある時レビ人なる少者

の聲を聞認たれば身をめぐらして其處

にいりて之に言ふ誰が汝を此に携きた

りしや汝此處にて何をなすや此に何の

用あるや 4其人かれらに言けるはミカ

斯々我を待ひ我を雇ひて我その祭司と

なれりと 5彼等これに言ふ請ふ神に問

ひ我等が往くところの途に利逹あるや

否を我等にしらしめよ 6その祭司かれ

らに言けるは安んじて往よ汝らが往と

ころの途はヱホバの前にあるなりと 7

是に於て五人の者往てライシに至り其

處に住る人民を視るに顧慮なく住ひを

り其安穩にして安固なることシドン人

のごとし此國には政權を握りて人を煩

はす者絶てあらず其シドン人と隔たる

こと遠くまた他の人民と交ることなし

8斯て彼等ゾラとエシタオルに返りて

その兄弟等にいたるに兄弟等如何なり

しやと彼等に問ければ 9答て言ふ起よ

彼等の所に攻のぼらん我等その地を見

るに甚だ善し汝等は安んじをるなり進

みいたりてその地を取ることを怠るな

かれ 10汝等往ば安固なる人民の所に

至らんその地は堅横ともに廣し神これ

を汝らの手に與へたまふなり此處には

世にある物一箇も缺ることあらず 11

是に於てダン人の族の者六百人武器を

帶てゾラとエシタオルより出ゆき 12

上りてユダのキリヤテヤリムに陣を張

り是をもてその處をマハネダンと名け

しがその名今日に存る是はキリヤテヤ

リムの後にあり 13彼等其處よりエフ

ライム山に進みミカの家に至りけるに

14夫のライシの國を窺ひに往たりし五

人の者その兄弟等に告て言けるは是等

の家にはエポデ、テラピムおよび雕め

る像と鑄たる像あるを汝等知や然ば汝

ら今その爲べきことを考へよと 15乃

ち其方に身をめぐらして夫のレビ人の

少者の家なるミカの家に至りてその安

否を問けるが 16武器を帶たる六百人

のダンの子孫は門の入口に立り 17夫

の土地を窺ひに往たりし五人の者上り

て其處にいりその雕める像とエポデと

テラピムおよび鑄たる像を取けるが祭

司は武器を帶たる六百人の者とともに

門の入口に立ゐたり 18此人々ミカの

家にいりて其雕める像とエポデとテラ

ピムと鑄たる像とを取しかば祭司かれ

らに汝ら何をなすやと言ふに 19彼等

これに言けるは汝默せよ汝手を口にあ

てて我らとともに來り我らの父とも祭

司ともなれよかし一人の家の祭司たる

とイスラエルの一の支派一の族の祭司

たるとは何か好や 20祭司すなはち心

に悦びてエポデとテラピムと雕める像

とを取て民の中に入る 21斯てかれら

身をめぐらしその子女と家畜と財寳を

前にたてて進みしが 22ミカの家を遙

かに離れし時ミカの家に近きところの

家の人々呼はり集てダンの子孫に追ひ

つき 23ダンの子孫を呼たれば彼等回

顧てミカに言ふ汝何事ありて集りしや

24かれら言けるは汝らはわが造れる神

々および祭司を奪ひさりたれば我尚何
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かあらん然るに汝等何ぞ我にむかひて

何事ぞやと言や 25ダンの子孫かれに

言けるは汝の聲を我らの中に聞えしむ

るなかれ恐くは心の荒き人々汝に撃か

かるありて汝おのれの生命と家族の生

命とを失ふにいたらんと 26而してダ

ンの子孫進みゆきけるがミカは彼らが

己よりも強きを見て身をめぐらして家

に返れり 27彼等ミカが造りし者とそ

の有し祭司をとりてライシにおもむき

平穩にして安樂なる民の所にいたり刃

をもて之を撃ち火をもてその邑を燬た

りしが 28其シドンと隔たること遠き

が上に他の人民と交際ざりしによりて

之を救ふ者なかりきその邑はベテレホ

ブの邊の谷にあり彼ら邑を建なほして

其處に住み 29イスラエルの生たるそ

の先祖ダンの名にしたがひて其邑の名

をダンと名けたりその邑の名は本はラ

イシなりき 30斯てダンの子孫その雕

める像を安置りモーセの子なるゲルシ

ヨムの子ヨナタンとその子孫ダンの支

派の祭司となりて國の奪はるる時にま

でおよべり 31神の家のシロにありし

間恒に彼等はミカが造りしかの雕める

像を安置おきぬ

19其頃イスラエルに王なかりし時に
あたりてエフライムの山の奧に一

人のレビ人寄寓をりベテレヘムユダよ

り一人の婦人をとりて妾となしたるに

2その妾彼に背きて姦淫を爲し去てベ

テレヘムユダなるその父の家にかへり

其所に四月といふ日をおくれり 3是に

於てその夫彼をなだめて携かへらんと

てその僕と二頭の驢馬をしたがへ起て

かれの後をしたひゆきければその父の

家に之を導きいたりしに女の父これを

見て之に遇ことを悦こべり 4而してそ

の女の父なる外舅彼をひきとめたれば

則ち三日これと共に居り皆食飮して其

所に宿りしが 5四日におよびて朝早く

起あがり彼たちて去んとしければ女の

父その婿に言ふ少許の食物をもて汝の

心を強くして然る後に去れよと 6二人

すなはち坐りて共に食飮しけるが女の

父その人にいひけるは請ふ幸に今一夜

を明し汝の心を樂ましめよと 7其人起

て去んとしけるに外舅これを強たれば

遂に復其所に宿り 8五日におよびて朝

はやく起いでて去んとしたるに女の父

これに言けるは請ふ汝の心を強くせよ

と是をもて日の昃るまでとどまりて共

に食をなしけるが 9其人つひに妾およ

び僕とともに去んとて起あがりければ

女の父彼に言ふ視よ今は日暮なんとす

請ふ今一夜を明されよ視よ日昃たり汝

此にやどりて汝の心をたのしませ明日

蚤く起て出たち汝の家にいたれよと 10

然るに其人止宿ることを肯はずして起

て去りヱブスの對面に至れり是はエル

サレムなり鞍おける二の驢馬彼ととも

にあり妾も彼とともなりき 11彼らヱ

ブスの近傍にをる時日はや沒んとしけ

れば僕その主人にいひけるは請ふ來れ

我等身をめぐらしてヱブス人の此邑に

いりて其所に宿らんと 12その主人こ

れに言けるは我等は彼所に身をめぐら

してイスラエルの子孫の邑ならざる外

國の人の邑にいるべからずギベアに進

みゆかんと 13すなはちその僕にいひ

けるは來れ我らギベアかラマか是等の

處の一に就て止宿んと 14皆すすみ往

きけるがベニヤミンのギベアの近邊に

て日暮たれば 15ギベアにゆきて宿ら

んとて其所に身をめぐらし入て邑の衢

に坐しけるに誰も彼を家に接て宿らし
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むる者なかりき 16時に一人の老人日

暮に田野の働作をやめて歸りきたる此

人はエフライム山の者にしてギベアに

寄寓れるなり但し此處の人はベニヤミ

ン人なり 17彼目をあげて旅人の邑の

衢にをるを見たり老人すなはちいひけ

るは汝は何所にゆくなるや何所より來

れるやと 18その人これにいひけるは

我らはベテレヘムユダよりエフライム

山の奧におもむく者なり我は彼所の者

にて既にベテレヘムユダにゆき今ヱホ

バの室に詣らんとするなるが誰もわれ

を家に接ものあらず 19然ど驢馬の藁

も飼蒭もあり又我と汝の婢および僕等

とともなる少者の用ふべき食物も酒も

在て何も事缺るところなし 20老人い

ひけるは願くは汝安かれ汝が需むる者

は我そなへん唯衢に宿るなかれと 21

かれをその家に携れ驢馬に飼ふ彼らす

なはち足をあらひて食飮せしが 22そ

の心を樂ませをる時にあたりて邑の人

々の邪なる者その家をとりかこみ戸を

打たたきて家の主人なる老人に言ふ汝

の家にきたれる人をひき出せ我らこれ

を犯さんと 23是に於て家の主人なる

人かれらの所にいでゆきてこれに言け

るは否わが兄弟よ惡をなす勿れ此人す

でにわが家にいりたればこの愚なる事

をなすなかれ 24我が處女なる女と此

人の妾とあるにより我これを今つれい

だすべければ汝らかれらを辱しめ汝等

の好むところをこれに爲せ唯この人に

は斯る愚なる事を爲すなかれと 25然

るにその人々これを聽いれざるにより

其人その妾をとりてこれを彼らの所に

いだしやりければすなはちこれを犯し

て朝にいたるまで終夜これを辱しめ日

のいづる頃にいたりて釋てり 26是を

もて婦黎明にきたりてその夫のをる彼

人の家の門に仆れ夜のあくるまで其處

に臥をる 27その主朝におよびておき

いで家の戸をひらきて出去んとせしが

その妾の婦の家の門にたふれをりて手

を閾の上におくを見ければ 28これに

むかひ起よ我ら出往んと言たれども何

の答もあらざりき是によりてその人こ

れを驢馬にのせたちて己の所におもむ

きしが 29家にいたるにおよびて刀を

とり其妾を執へて骨ぐるみこれを十二

分にたちわりて之をイスラエルの四方

の境におくりければ 30之を見る者皆

いふイスラエルの子孫がエジプトの地

より出のぼりし日より今日にいたるま

で斯のごとき事は行はれしことなく見

えしことなし思をめぐらし相議りて言

ふことをせよ

20是に於てイスラエルの子孫ダンよ
りベエルシバにいたりギレアデの

地にいたるまで皆出きたり其會衆一人

のごとくにしてミヅパに於てヱホバの

前に集り 2衆民の長たる者すなはちイ

スラエルの諸の支派の長等みづから神

の民の集會に出づ劍をぬくところの歩

兵四十萬人ありき 3ベニヤミンの子孫

はイスラエルの子孫がミヅパにのぼれ

ることを聞り斯てイスラエルの子孫此

惡事の樣を語れと言ければ 4彼殺され

し婦の夫なるレビの人こたへていふ我

わが妾とともにベニヤミンのギベアに

宿らんとて往たるに 5ギベアの人起り

たちて我をせめ夜の間に我がをる家を

とりかこみて我を殺さんと企て遂にわ

が妾を辱しめてこれを死しめたれば 6

我わが妾をとらへてこれをたちわり是

をイスラエルの産業なる全地に遣れり

是は彼らイスラエルにおいて淫事をな
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し愚なる事をなしたればなり 7汝等は

皆イスラエルの子孫なり今汝らの意見

と思考をのべよ 8民みな一人のごとく

に起ていひけるは我らは誰もおのれの

天幕にゆかずまた誰もおのれの家にお

もむかじ 9我らがギベアになさんとこ

ろの事は是なりすなはち鬮にしたがひ

て之を攻ん 10我らイスラエルの諸の

支派の中に於て百人より十人千人より

百人萬人より千人を取りて民の糧食を

執せ之をしてベニヤミンのギベアにい

たり彼らがイスラエルにおこなひたる

その愚なる事にしたがひて事をなさし

むべしと 11斯イスラエルの人々皆あ

つまりて此邑を攻んとせしが其相結べ

ること一人のごとくなりき 12イスラ

エルの諸の支派遍く人をベニヤミンの

支派の中に遣して言しめけるは汝らの

中に此惡事のおこなはれしは何事ぞや

13然ばギベアにをるかの邪なる人々を

わたせ我らこれを誅して惡をイスラエ

ルに絶べしと然るにベニヤミンの子孫

はその兄弟なるイスラエルの子孫の言

を聽いれざりき 14却てベニヤミンの

子孫は邑々よりギベアにあつまりて出

てイスラエルの子孫と戰はんとす 15

その時邑々より出たるベニヤミンの子

孫を數ふるに劍をぬく所の人二萬六千

あり外にまたギベアの居民ありて之を

かぞふるに精兵七百人ありき 16この

諸の民の中に左手利の精兵七百人あり

皆能く投石器をもて石を投るに毫末も

たがふことなし 17イスラエルの人を

數ふるにベニヤミンを除きて劍をぬく

ところの者四十萬人ありき是みな軍人

なり 18爰にイスラエルの子孫起あが

りてベテルにのぼり神に問て我等の中

孰か最初にのぼりてベニヤミンの子孫

と戰ふべきやと言ふにヱホバ、ユダ最

初にと言たまふ 19イスラエルの子孫

すなはち朝おきてギベアにむかひて陣

をとりけるが 20イスラエルの人々ベ

ニヤミンと戰はんとて出でゆきイスラ

エルの人々行伍をたててギベアにて彼

らと戰はんとしければ 21ベニヤミン

の子孫ギベアより進みいで其日イスラ

エル人二萬二千を地に撃仆せり 22然

るにイスラエルの民の人々みづから奮

ひその初の日に行伍をたてし所にまた

行伍をたてたり 23而してイスラエル

の子孫上りゆきてヱホバの前に夕暮ま

で哭きヱホバに問て言ふ我復進みより

て吾兄弟なるベニヤミンの子孫とたた

かふべきやとヱホバ彼に攻のぼれと言

たまへり 24是に於てイスラエルの子

孫次の日またベニヤミンの子孫の所に

攻よするに 25ベニヤミンまた次の日

ギベアより進みて之にいであい再びイ

スラエルの子孫一萬八千人を地に撃仆

せり是みな劍をぬくところの者なりき

26斯在しかばイスラエルの子孫と民み

な上りてベテルにいたりて哭き其處に

てヱホバの前に坐りその日の夕暮まで

食を斷ち燔祭と酬恩祭をヱホバの前に

獻げ 27而してイスラエルの子孫ヱホ

バにとへり（その頃は神の契約の櫃彼

處にありて 28アロンの子エレアザル

の子なるピネハス當時これに事へたり

）即ち言けるは我またも出てわが兄弟

なるベニヤミンの子孫とたたかふべき

や或は息べきやヱホバ言たまふ上れよ

明日はわれ汝の手にかれらを付すべし

と 29イスラエル是に於てギベアの周

圍に伏兵を置き 30而してイスラエル

の子孫三日目にまたベニヤミンの子孫

の所に攻のぼり前のごとくにギベアに
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むかひて行伍をたてたれば 31ベニヤ

ミンの子孫民に出あひしが遂に邑より

誘出されたり彼等始は民を撃ち大路に

て前のごとくイスラエルの人三千人許

を殺せりその大路は一筋はベテルにい

たり一筋は野のギベアに至る 32ベニ

ヤミンの子孫すなはち言ふ彼らは初の

ごとく我らに撃破らると然るにイスラ

エルの人は云ふ我等逃て彼らを邑より

大路に誘き出さんと 33イスラエルの

人々みなその所を起て去りバアルタマ

ルに行伍をたてたり而して伏兵その處

より即ちギベアの野原より起れり 34

イスラエルの全軍の中より選拔たる兵

一萬來りてギベアを襲ひ其戰鬪はげし

かりしがベニヤミン人は葘害の己にの

ぞむを知ざりき 35ヱホバ、イスラエ

ルのまへにベニヤミンを撃敗りたまひ

しかばイスラエルの子孫その日ベニヤ

ミン人二萬五千一百人を殺せり是みな

劍をぬくところの者なり 36ベニヤミ

ンの子孫すなはち己の撃敗らるるを見

たり偖イスラエルの人々そのギベアに

むかひて設けたる所の伏兵を恃てベニ

ヤミン人を避て退きけるが 37伏兵急

ぎてギベアに突いり伏兵進みて刃をも

て邑を盡く撃り 38イスラエルの人々

とその伏兵との間に定めたる合圖は邑

より大なる黒烟をあげんとの事なりき

39イスラエルの人々戰陣より引き退ぞ

くベニヤミン初が程はイスラエルの人

々を撃ちて三千人許を殺し乃ち言ふ彼

等はまことに最初の戰のごとく我等に

撃やぶらると 40然るに火焔烟の柱な

して邑より上りはじめしかばベニヤミ

ン人後を見かへりしに邑は皆烟となり

て空にのぼる 41時にイスラエルの人

々ふりかへりしかばベニヤミンの人々

葘害のおのれに迫るを見て狼狽へ 42

イスラエルの人々の前より身をめぐら

して野の途におもむきけるが戰鬪これ

に追せまりて遂にその邑々よりいでた

る者どもその中に戰死す 43イスラエ

ルの人すなはちベニヤミン人をとりま

きて之を追うち容易くこれを踏たふし

て東の方ギベアの對面にまでおよべり

44ベニヤミンの仆るる者一萬八千人是

みな勇士なり 45茲に彼等身をめぐら

して野の方ににげリンモンの磐にいた

れりイスラエルの人大路にて彼等五千

人を伐とり尚もこれを追うちてギドム

にいたりその二千人を殺せり 46是を

もて其日ベニヤミンの仆れし者は劍を

ぬくところの人あはせて二萬五千なり

き是みな勇士なり 47但六百人の者身

をめぐらして野の方にのがれリンモン

の磐にいたりて四月があひだリンモン

の磐にをる 48是に於てイスラエルの

人々また身をかへしてベニヤミンの子

孫をせめ刃をもて邑の人より畜にいた

るまで凡て目にあたる者を撃ち亦その

至るところの邑々に火をかけたり

21イスラエルの人々曾てミヅパにて
誓ひ曰ひけるは我等の中一人もそ

の女をベニヤミンの妻にあたふる者あ

るべからずと 2茲に民ベテルに至り彼

處にて夕暮まで神の前に坐り聲を放ち

て痛く哭き 3言けるはイスラエルの神

ヱホバよなんぞイスラエルに斯ること

起り今日イスラエルに一の支派の缺る

にいたりしやと 4而して翌日民蚤に起

て其處に壇を築き燔祭と酬恩祭をささ

げたり 5茲にイスラエルの子孫いひけ

るはイスラエルの支派の中に誰か會衆

とともに上りてヱホバにいたらざる者

あらんと其は彼らミヅパに來りてヱホ
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バにいたらざる者の事につきて大なる

誓をたてて其人をばかならず死しむべ

しと言たればなり 6イスラエルの子孫

すなはち其兄弟ベニヤミンの事を憫然

におもひて言ふ今日イスラエルに一の

支派絶ゆ 7我等ヱホバをさして我らの

女をかれらの妻にあたへじと誓ひたれ

ば彼の遺る者等に妻をめとらしめんに

は如何にすべきや 8又言ふイスラエル

の支派の中孰の者かミヅパにのぼりて

ヱホバにいたらざると而して視るにヤ

ベシギレアデよりは一人も陣營にきた

り集會に臨める者なし 9即ち民をかぞ

ふるにヤベシギレアデの居民は一人も

其處にをらざりき 10是に於て會衆勇

士一萬二千を彼處に遣し之に命じて言

ふ往て刃をもてヤベシギレアデの居民

を撃て婦女兒女をも餘すなかれ 11汝

ら斯おこなふべし即ち汝等男人および

男と寢たる婦人をば悉く滅し盡すべし

と 12彼等ヤベシギレアデの居民の中

にて四百人の若き處女を獲たり是は未

だ男と寢て男しりしことあらざる者な

り彼らすなはち之をシロの陣營に曳き

たる是はカナンの地にあり 13斯て全

會衆人をやりてリンモンの磐にをるベ

ニヤミン人と語はしめ和睦をこれに宣

べしめたれば 14ベニヤミンすなはち

其時に歸りきたれり是において彼らヤ

ベシギレアデの婦人の中より生しおき

たるところの女子を之にあたへけるが

尚足ざりき 15ヱホバ、イスラエルの

支派の中に缺を生ぜしめ給ひしに因て

民ベニヤミンの事を憫然におもへり 16

會衆の長老等いひけるはベニヤミンの

婦女絶たれば彼の遺れる者等に妻をめ

とらせんには如何すべきや 17又言け

るはベニヤミンの中の逃れたる者等に

産業あらしめん然らばイスラエルに一

の支派の消ることなかるべし 18然な

がら我等は我等の女子を彼らの妻にあ

たふべからず其はイスラエルの子孫誓

をなしベニヤミンに妻を與ふる者は詛

はれんと言たればなりと 19而して言

ふ歳々シロにヱホバの祭ありと其處は

ベテルの北にあたりてベテルよりシケ

ムにのぼるところの大路の東レバナの

南にあり 20是に於てかれらベニヤミ

ンの子孫に命じて言ふ汝らゆきて葡萄

園に伏して窺ひ 21若シロの女等舞を

どらんと出きたらば葡萄園より出でシ

ロの女の中より各人妻を執てベニヤミ

ンの地に往け 22若その父あるひは兄

弟來りて我らに愬へなば我らこれに言

ふべし請ふ幸に彼らを我らに取せよ我

等戰爭の時に皆ことごとくその妻をと

りしにあらざればなり汝等今かれらに

與へしにあらざれば汝等は罪なしと 23

ベニヤミンの子孫すなはちかく行なひ

その踊れる者等を執へてその中より己

の數にしたがひて妻を取り往てその地

にかへり邑々を建なほして其處に住り

24斯てイスラエルの子孫その時に其處

を去て各人その支派に往きその族にい

たれり即ち其處より出て各人その地に

いたりぬ 25當時はイスラエルに王な

かりしかば各人その目に善と見るとこ

ろを爲り
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ルツ記

1士師の世ををさむる時にあたりて國
に饑饉ありければ一箇の人その妻と

二人の男子をひきつれてベテレヘムユ

ダを去りモアブの地にゆきて寄寓る 2

その人の名はエリメレクその妻の名は

ナオミその二人の男子の名はマロンお

よびキリオンといふベテレヘムユダの

エフラテ人なり彼等モアブの地にいた

りて其處にをりしが 3ナオミの夫エリ

メレク死てナオミとその二人の男子の

こさる 4彼等おのおのモアブの婦人を

妻にめとるその一人の名はオルパとい

ひ一人の名はルツといふ彼處にすむこ

と十年許にして 5マロンとキリオンの

二人もまた死り斯ナオミは二人の男子

と夫に後れしが 6モアブの地にて彼ヱ

ホバその民を眷みて食物を之にたまふ

と聞ければその媳とともに起ちてモア

ブの地より歸らんとし 7その在ところ

を出たりその二人の媳これとともにあ

り彼等ユダの地にかへらんと途にすす

む 8爰にナオミその二人の媳にいひけ

るは汝らはゆきておのおの母の家にか

へれ汝らがかの死たる者と我とを善く

待ひしごとくにねがはくはヱホバまた

なんぢらを善くあつかひたまへ 9ねが

はくはヱホバなんぢらをして各その夫

の家にて安身處をえせしめたまへと乃

ちかれらに接吻しければ彼等聲をあげ

て哭き 10之にいひけるは我ら汝とと

もに汝の民にかへらんと 11ナオミい

ひけるは女子よ返れ汝らなんぞ我と共

に往くべけんや汝らの夫となるべき子

猶わが胎にあらんや 12女子よかへり

ゆけ我は老たれば夫をもつをえざるな

り假設われ指望ありといふとも今夜夫

を有つとも而してまた子を生むとも 13

汝等これがために其子の生長までまち

をるべけんや之がために夫をもたずし

てひきこもりをるべけんや女子よ然す

べきにあらず我はヱホバの手ののぞみ

てわれを攻しことを汝らのために痛く

うれふるなり 14彼等また聲をあげて

哭く而してオルパはその姑に接吻せし

がルツは之を離れず 15是によりてナ

オミまたいひけるは視よ汝の妯娌はそ

の民とその神にかへり往く汝も妯娌に

したがひてかへるべし 16ルツいひけ

るは汝を棄て汝をはなれて歸ることを

我に催すなかれ我は汝のゆくところに

往き汝の宿るところにやどらん汝の民

はわが民汝の神はわが神なり 17汝の

死る所に我は死にて其處に葬らるべし

若死別にあらずして我なんぢとわかれ

なばヱホバわれにかくなし又かさねて

かくなしたまへ 18彼媳が固く心をさ

だめて己とともに來らんとするを見し

かば之に言ふことを止たり 19かくて

彼等二人ゆきて終にベテレヘムにいた

りしがベテレヘムにいたれる時邑こぞ

りて之がためにさわぎたち婦女等是は

ナオミなるやといふ 20ナオミかれら

にいひけるは我をナオミ（樂し）と呼

なかれマラ（苦し）とよぶべし全能

者痛く我を苦しめ給ひたればなり 21

我盈足て出でたるにヱホバ我をして空

くなりて歸しめたまふヱホバ我を攻め

全能者われをなやましたまふに汝等な

んぞ我をナオミと呼や 22斯ナオミそ

のモアブの地より歸れる媳モアブの女

ルツとともに歸り來れり即ち彼ら大麥

刈の初にベテレヘムにいたる

2ナオミにその夫の知己あり即ちエリ
メレクの族にして大なる力の人なり

その名をボアズといふ 2茲にモアブの



ルツ記83

女ルツ、ナオミにいひけるは請ふわれ

をして田にゆかしめよ我何人かの目の

まへに恩をうることあらばその人の後

にしたがひて穗を拾はんとナオミ彼に

女子よ往べしといひければ 3乃ち往き

遂に至りて刈者の後にしたがひ田にて

穗を拾ふ彼意はずもエリメレクの族

なるボアズの田の中にいたれり 4時に

ボアズ、ベテレヘムより來りその刈者

等刈者等に言ふねがはくはヱホバ汝等

とともに在せと彼等すなはち答てねが

はくはヱホバ汝を祝たまへといふ 5ボ

アズその刈者を督る僕にいひけるは此

は誰の女なるや 6刈者を督る人こたへ

て言ふ是はモアブの女にしてモアブの

地よりナオミとともに還りし者なるが

7いふ請ふ我をして刈者の後にしたが

ひて禾束の間に穗をひろひあつめしめ

よと而して來りて朝より今にいたるま

で此にあり其家にやすみし間は暫時の

み 8ボアズ、ルツにいひけるは女子よ

聽け他の田に穗をひろひにゆくなかれ

又此よりいづるなかれわが婢等に離ず

して此にをるべし 9人々の刈ところの

田に目をとめてその後にしたがひゆけ

我少者等に汝にさはるなかれと命ぜし

にあらずや汝渇く時は器の所にゆきて

少者の汲るを飮めと 10彼すなはち伏

して地に拜し之にいひけるは我如何し

て汝の目の前に恩惠を得たるかなんぢ

異邦人なる我を顧みると 11ボアズこ

たへて彼にいひけるは汝が夫の死にた

るより巳來姑に盡したる事汝がその父

母および生れたる國を離れて見ず識ず

の民に來りし事皆われに聞えたり 12

ねがはくはヱホバ汝の行爲に報いたま

へねがはくはイスラエルの神ヱホバ即

ち汝がその翼の下に身を寄んとて來れ

る者汝に十分の報施をたまはんことを

13彼いひけるは主よ我をして汝の目の

前に恩をえせしめたまへ我は汝の仕女

の一人にも及ざるに汝かく我を慰め斯

仕女に懇切に語りたまふ 14ボアズか

れにいひけるは食事の時は此にきたり

てこのパンを食ひ且汝の食物をこの醋

に濡せよと彼すなはち刈者の傍に坐し

ければボアズ烘麥をかれに與ふ彼くら

ひて飽き其餘を懷む 15かくて彼また

穗をひろはんとて起あがりければボア

ズその少者に命じていふ彼をして禾束

の間にても穗をひろはしめよかれを羞

しむるなかれ 16且手の穗を故に彼が

ために抽落しおきて彼に拾はしめよ叱

るなかれ 17彼かく薄暮まで田に穗を

拾ひてその拾ひし者を撲しに大麥一斗

許ありき 18彼すなはち之を携へて邑

にいり姑にその拾ひし者を看せ且その

飽きたる後に懷めおきたる者を取出し

て之にあたふ 19姑かれにいひけるは

汝今日何處にて穗をひろひしや何の處

にて工作しや願くは汝を眷顧たる者に

福祉あれ彼すなはち姑にその誰の所に

工作しかを告げていふ今日われに工作

をなさしめたる人の名はボアズといふ

20ナオミ媳にいひけるは願はヱホバの

恩かれに至れ彼は生ける者と死る者と

を棄ずして恩をほどこすナオミまた彼

にいひけるは其人は我等に縁ある者に

して我等の贖業者の一人なり 21モア

ブの女ルツいひけるは彼また我にかた

りて汝わが穫刈の盡く終るまでわが少

者の傍をはなるるなかれといへりと 22

ナオミその媳ルツにいひけるは女子よ

汝かれの婢等とともに出るは善し然れ

ば他の田にて人に見らるることを免か

れん 23是によりて彼ボアズの婢等の
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傍を離れずして穗をひろひ大麥刈と小

麥刈の終にまでおよぶ彼その姑ととも

にをる

3爰に姑ナオミ彼にいひけるは女子よ
我汝の安身所を求めて汝を幸ならし

むべきにあらずや 2夫汝が偕にありし

婢等を有る彼ボアズは我等の知己なる

にあらずや視よ彼は今夜禾塲にて大

麥を簸る 3然ば汝の身を洗て膏をぬり

衣服をまとひて禾塲に下り汝をその人

にしらせずしてその食飮を終るを待て

4而て彼が臥す時に汝その臥す所を見

とめおき入てその脚を掀開りて其處に

臥せよ彼なんぢの爲べきことを汝につ

げんと 5ルツ姑にいひけるは汝が我に

言ところは我皆なすべしと 6即ち禾塲

に下り凡てその姑の命ぜし如くなせり

7偖ボアズは食飮をなしてその心をた

のしませ往て麥を積る所の傍に臥す是

に於て彼潜にゆきその足を掀開て其處

に臥す 8夜半に及びて其人畏懼をおこ

し起かへりて見るに一人の婦その足の

方に臥ゐたれば 9汝は誰なるやといふ

に婦こたへて我は汝の婢ルツなり汝の

裾をもて婢を覆ひたまへ汝は贖業者な

ればなり 10ボアズいひけるは女子よ

願くはヱホバの恩典なんぢにいたれ汝

の後の誠實は前のよりも勝る其は汝貧

きと富とを論ず少き人に從ふことをせ

ざればなり 11されば女子よ懼る勿れ

汝が言ふところの事は皆われ汝のため

になすべし其はわが邑の人皆なんぢの

賢き女なるをしればなり 12我はまこ

とに贖業者なりと雖も我よりも近き贖

業者あり 13今夜は此に住宿れ朝にお

よびて彼もし汝のために贖ふならば善

し彼に贖はしめよ然ど彼もし汝のため

に贖ふことを好まずばヱホバは活く我

汝のために贖はん朝まで此に臥せよと

14ルツ朝までその足の方に臥て誰彼の

辨がたき頃に起あがるボアズ此女の禾

塲に來りしことを人にしらしむべから

ずといへり 15而していひけるは汝の

著る袿衣を將きたりて其を開げよと即

ち開げければ大麥六升を量りて之に負

せたり斯して彼邑にいたりぬ 16爰に

ルツその姑の許に至るに姑いふ女子よ

如何ありしやと彼すなはち其人の己に

なしたる事をことごとく之につげて 17

而していひけるは彼空手にて汝の姑の

許に往くなかれといひて此六升の大麥

を我にあたへたり 18姑いひけるは女

子よ坐して待ち事の如何になりゆくか

を見よ彼人今日その事を爲終ずば安ん

ぜざるべければなり

4爰にボアズ門の所にのぼり往て其處
に坐しけるに前にボアズの言たる贖

業者過りければ之に言ふ某よ來りて此

に坐せよと即ち來りて坐す 2ボアズま

た邑の長老十人を招き汝等此に坐せよ

といひければ則ち坐す 3時に彼その贖

業人にいひけるはモアブの地より還り

しナオミ我等の兄弟エリメレクの地を

賣る 4我汝につげしらせて此に坐する

人々の前わが民の長老の前にて之を買

へと言んと想へり汝もし之を贖はんと

思はば贖ふべし然どもし之を贖はずば

吾に告げてしらしめよ汝の外に贖ふ者

なければなり我はなんぢの次なりと彼

我これを贖はんといひければ 5ボアズ

いふ汝ナオミの手よりその地を買ふ日

には死る者の妻なりしモアブの女ルツ

をも買て死る者の名をその産業に存す

べきなり 6贖業人いひけるは我はみづ

から贖ふあたはず恐くはわが産業を壞

はん汝みづから我にかはりてあがなへ
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我あがなふことあたはざればなりと 7

昔イスラエルにて物を贖ひ或は交易ん

とする事につきて萬事を定めたる慣例

は斯のごとし即ち此人鞋を脱ぎて彼人

にわたせり是イスラエルの中の證なり

き 8是によりてその贖業人ボアズにむ

かひ汝みづから買ふべしといひて其鞋

を脱たり 9ボアズ長老および諸の民に

いひけるは汝等今日見證をなす我エ

リメレクの凡の所有及びキリオンとマ

ロンの凡の所有をナオミの手より買た

り 10我またマロンの妻なりしモアブ

の女ルツを買て妻となし彼死る者の名

をその産業に存すべし是かの死る者の

名を其兄弟の中とその處の門に絶ざら

しめんためなり汝等今日證をなす 11

門にをる人々および長老等いひけるは

われら證をなす願くはヱホバ汝の家に

いるところの婦人をして彼イスラエル

の家を造りなしたるラケルとレアの二

人のごとくならしめたまはんことを願

くは汝エフラタにて能を得ベテレヘム

にて名をあげよ 12ねがはくはヱホバ

が此若き婦よりして汝にたまはんとこ

ろの子に由て汝の家かのタマルがユダ

に生たるペレズの家のごとくなるにい

たれ 13斯てボアズ、ルツを娶りて妻

となし彼の所にいりければヱホバ彼を

孕ましめたまひて彼男子を生り 14婦

女等ナオミにいひけるはヱホバは讚べ

きかな汝を遺ずして今日汝に贖業人あ

らしめたまふその名イスラエルに揚れ

15彼は汝の心をなぐさむる者 汝の老を

養ふ者とならん汝を愛する汝の媳即ち

七人の子よりも汝に善もの之をうみた

り 16ナオミその子をとりて之を懷に

置き之が養育者となる 17その隣人な

る婦女等これに名をつけて云ふナオミ

に男子うまれたりとその名をオベデと

稱り彼はダビデの父なるヱサイの父な

り 18偖ペレヅの系圖は左のごとしペ

レヅ、ヘヅロンを生み 19ヘヅロン、

ラムを生みラム、アミナダブを生み

20アミナダブ、ナシヨンを生み ナシヨ

ン、サルモンを生み 21サルモン、ボ

アズを生みボアズ、オベデを生み 22

オベデ、ヱサイを生みヱサイ、ダビデ

を生り
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エズラ記

1ペルシヤ王クロスの元年に當りヱホ
バ曩にエレミヤの口によりて傳へた

まひしその聖言を成んとてペルシヤ王

クロスの心を感動したまひければ王す

なはち宣命をつたへ詔書を出して徧く

國中に告示して云く 2ペルシヤ王クロ

スかく言ふ天の神ヱホバ地上の諸國を

我に賜へりその家をユダのヱルサレム

に建ることを我に命ず 3凡そ汝らの中

もしその民たる者あらばその神の助を

得てユダのヱルサレムに上りゆきヱル

サレムなるイスラエルの神ヱホバの室

を建ることをせよ彼は神にましませり

4その民にして生存れる者等の寓りを

る處の人々は之に金銀貨財家畜を予へ

て助くべしその外にまたヱルサレムな

る神の室のために物を誠意よりささぐ

べしと 5是にユダとベニヤミンの宗家

の長祭司レビ人など凡て神にその心を

感動せられし者等ヱルサレムなるヱホ

バの室を建んとて起おこれり 6その周

圍の人々みな銀の器黄金貨財家畜およ

び寳物を予へて之に力をそへこの外に

また各種の物を誠意より獻げたり 7ク

ロス王またネブカデネザルが前にヱル

サレムより携へ出して己の神の室に納

めたりしヱホバの室の器皿を取いだせ

り 8即ちペルシヤ王クロス庫官ミテレ

ダテの手をもて之を取いだしてユダの

牧伯セシバザルに數へ交付せり 9その

數は是のごとし金の盤三十銀の盤一

千小刀二十九 10金の大斝三十、二等

の銀の大斝四百十その他の器具一千

11金銀の器皿は合せて五千四百ありし

がセシバザル俘擄人等をバビロンより

ヱルサレムに將て上りし時に之をこと

ごとく携へ上れり

2往昔バビロンの王ネブカデネザルに
擄へられバビロンに遷されたる者の

うち俘囚をゆるされてヱルサレムおよ

びユダに上りおのおの己の邑に歸りし

此州の者は左の如し 2是皆ゼルバベル

、ヱシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエ

ラヤ、モルデカイ、ビルシヤン、ミス

パル、ビグワイ、レホム、バアナ等に

隨ひ來れり其イスラエルの民の人數は

是のごとし 3パロシの子孫二千百七十

二人 4シパテヤの子孫三百七十二人 5

アラの子孫七百七十五人 6ヱシュアと

ヨアブの族たるパハテモアブの子孫二

千八百十二人 7エラムの子孫千二百五

十四人 8ザットの子孫九百四十五人 9

ザッカイの子孫七百六十人 10バニの

子孫六百四十二人 11ベバイの子孫六

百二十三人 12アズガデの子孫千二百

二十二人 13アドニカムの子孫六百六

十六人 14ビグワイの子孫二千五十六

人 15アデンの子孫四百五十四人 16ヒ

ゼキヤの家のアテルの子孫九十八人 17

ベザイの子孫三百二十三人 18ヨラの

子孫百十二人 19ハシユムの子孫二百

二十三人 20ギバルの子孫九十五人 21

ベテレヘムの子孫百二十三人 22ネト

パの人五十六人 23アナトテの人百二

十八人 24アズマウテの民四十二人 25

キリアテヤリム、ケピラおよびベエロ

テの民七百四十三人 26ラマおよびゲ

バの民六百二十一人 27ミクマシの人

百二十二人 28ベテルおよびアイの人

二百二十三人 29ネボの民五十二人 30

マグビシの民百五十六人 31他のエラ

ムの民千二百五十四人 32ハリムの民

三百二十人 33ロド、ハデデおよびオ

ノの民七百二十五人 34ヱリコの民三

百四十五人 35セナアの民三千六百三
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十人 36祭司はヱシュアの家のヱダヤ

の子孫九百七十三人 37インメルの子

孫千五十二人 38パシュルの子孫千二

百四十七人 39ハリムの子孫千十七人

40レビ人はホダヤの子等ヱシュアとカ

デミエルの子孫七十四人 41謳歌者は

アサフの子孫百二十八人 42門を守る

者の子孫はシヤルムの子孫アテルの子

孫タルモンの子孫アックブの子孫ハテ

タの子孫シヨバイの子孫合せて百三十

九人 43ネテニ人はヂハの子孫ハスパ

の子孫タバオテの子孫 44ケロスの子

孫シアハの子孫パドンの子孫 45レバ

ナの子孫ハガバの子孫アックブの子孫

46ハガブの子孫シヤルマイの子孫ハナ

ンの子孫 47ギデルの子孫ガハルの子

孫レアヤの子孫 48レヂンの子孫ネコ

ダの子孫ガザムの子孫 49ウザの子孫

パセアの子孫ベサイの子孫 50アスナ

の子孫メウニムの子孫ネフシムの子孫

51バクブクの子孫ハクパの子孫ハルホ

ルの子孫 52バヅリテの子孫メヒダの

子孫ハルシヤの子孫 53バルコスの子

孫シセラの子孫テマの子孫 54ネヂア

の子孫ハテパの子孫等なり 55ソロモ

ンの僕たりし者等の子孫すなはちソタ

イの子孫ハッソペレテの子孫ペリダの

子孫 56ヤアラの子孫ダルコンの子孫

ギデルの子孫 57シパテヤの子孫ハッ

テルの子孫ポケレテハツゼバイムの子

孫アミの子孫 58ネテニ人とソロモン

の僕たりし者等の子孫とは合せて三百

九十二人 59またテルメラ、テルハレ

サ、ケルブ、アダンおよびインメルよ

り上り來れる者ありしがその宗家の長

とその血統とを示してイスラエルの者

なるを明かにすることを得ざりき 60

是すなはちデラヤの子孫トビヤの子孫

ネコダの子孫にして合せて六百五十二

人 61祭司の子孫たる者の中にハバヤ

の子孫ハッコヅの子孫バルジライの子

孫ありバルジライはギレアデ人バルジ

ライの女を妻に娶りてその名を名りし

なり 62是等の者譜系に載たる者等の

中におのが名を尋ねたれども在ざりき

是の故に汚れたる者として祭司の中よ

り除かれたり 63テルシヤタは之に告

てウリムとトンミムを帶る祭司の興る

までは至聖物を食ふべからずと言り 64

會衆あはせて四萬二千三百六十人 65

この外にその僕婢七千三百三十七人謳

歌男女二百人あり 66その馬七百三十

六匹その騾二百四十五匹 67その駱駝

四百三十五匹驢馬六千七百二十匹 68

宗家の長數人ヱルサレムなるヱホバの

室にいたるにおよびてヱホバの室をそ

の本の處に建んとて物を誠意より獻げ

たり 69即ちその力にしたがひて工事

のために庫を納めし者は金六萬一千ダ

リク銀五千斤祭司の衣服百襲なりき 70

祭司レビ人民等謳歌者門を守る者およ

びネテニ人等その邑々に住み一切のイ

スラエル人その邑々に住り

3イスラエルの子孫かくその邑々に住
居しが七月に至りて民一人のごとく

にヱルサレムに集まれり 2是に於てヨ

ザダクの子ヱシュアとその兄弟なる祭

司等およびシャルテルの子ゼルバベル

とその兄弟等立おこりてイスラエルの

神の壇を築けり是神の人モーセの律法

に記されたる所に循ひてその上に燔祭

を獻げんとてなりき 3彼等は壇をその

本の處に設けたり是國々の民を懼れし

が故なり而してその上にて燔祭をヱホ

バに獻げ朝夕にこれを獻ぐ 4またその

録されたる所に循ひて結茅節を行ひ毎
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日の分を按へて例に照し數のごとくに

日々の燔祭を獻げたり 5是より後は常

の燔祭および月朔とヱホバの一切のき

よき節會とに用ゐる供物ならびに人の

誠意よりヱホバにたてまつる供物を獻

ぐることをす 6即ち七月の一日よりし

て燔祭をヱホバに獻ぐることを始めけ

るがヱホバの殿の基礎は未だ置ざりき

7是において石工と木工に金を交付し

またシドンとツロの者に食物飮物およ

び油を與へてペルシヤの王クロスの允

准にしたがひてレバノンよりヨッパの

海に香柏を運ばしめたり 8斯てヱルサ

レムより神の室に歸りたる次の年の二

月にシャルテルの子ゼルバベル、ヨザ

ダクの子ヱシュアおよびその兄弟たる

他の祭司レビ人など凡て俘囚をゆるさ

れてヱルサレムに歸りし者等を始め二

十歳以上のレビ人を立てヱホバの室の

工事を監督せしむ 9是に於てユダの子

等なるヱシュアとその子等および兄弟

カデミエルとその子等齊しく立て神の

家の工人を監督せりヘナダデの子等お

よびその子等と兄弟等のレビ人も然り

10かくて建築者ヱホバの殿の基礎を置

る時祭司等禮服を衣て喇叭を執りアサ

フの子孫たるレビ人鐃鈸を執りイスラ

エルの王ダビデの例に循ひてヱホバを

讃美す 11彼等班列にしたがひて諸共

に歌を謠ひてヱホバを讃めかつ頌へヱ

ホバは恩ふかく其矜恤は永遠にたゆる

ことなければなりと言りそのヱホバを

讃美する時に民みな大聲をあげて呼は

れりヱホバの室の基礎を据ればなり

12されど祭司レビ人宗家の長の中に以

前の室を見たりし老人ありけるが今こ

の室の基礎をその目の前に置るを見て

多く聲を放ちて泣りまた喜悦のために

聲をあげて呼はる者も多かりき 13是

をもて人衆民の歡こびて呼はる聲と民

の泣く聲とを聞きわくることを得ざり

きそは民大聲に呼はり叫びければその

聲遠くまで聞えわたりたればなり

4茲にユダとベニヤミンの敵たる者等
夫俘囚より歸り來りし人々イスラエ

ルの神ヱホバのために殿を建ると聞き

2乃ちゼルバベルと宗家の長等の許に

至りて之に言けるは我儕をして汝等と

共に之を建てしめよ我らは汝らと同じ

く汝らの神を求むアッスリヤの王エサ

ルハドンが我儕を此に携へのぼりし日

より以來我らはこれに犠牲を獻ぐるな

りと 3然るにゼルバベル、ヱシュアお

よびその餘のイスラエルの宗家の長等

これに言ふ汝らは我らの神に室を建る

ことに與るべからず我儕獨りみづから

イスラエルの神ヱホバのために建るこ

とを爲べし是ペルシヤの王クロス王の

我らに命ぜし所なりと 4是に於てその

地の民ユダの民の手を弱らせてその建

築を妨げ 5之が計る所を敗らんために

議官に賄賂して之に敵せしむペルシヤ

王クロスの世にある日よりペルシヤ王

ダリヨスの治世まで常に然り 6アハシ

ユエロスの治世すなはち其治世の初に

彼ら表を上りてユダとヱルサレムの民

を誣訟へたり 7またアルタシヤスタの

世にビシラム、ミテレダテ、タビエル

およびその餘の同僚同じく表をペルシ

ヤの王アルタシヤスタに上つれりその

書の文はスリヤの文字にて書きスリヤ

語にて陳述たる者なりき 8方伯レホム

書記官シムシヤイ書をアルタシヤスタ

王に書おくりてヱルサレムを誣ゆ左の

ごとし 9即ち方伯レホム書記官シムシ

ヤイおよびその餘の同僚デナ人アパル
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サテカイ人タルペライ人アパルサイ人

アルケロイ人バビロン人シユシヤン人

デハウ人エラマイ人 10ならびに其他

の民すなはち大臣オスナパルが移して

サマリアの邑および河外ふのその他の

地に置し者等云々 11其アルタシヤス

タ王に上りし書の稿は是なく云く河外

ふの汝の僕等云々 12王知たまへ汝の

所より上り來りしユダヤ人ヱルサレム

に到りてわれらの中にいりかの背き悖

る惡き邑を建なほし石垣を築きあげそ

の基礎を固うせり 13然ば王いま知り

たまへ若この邑を建て石垣を築きあげ

なば彼ら必ず貢賦租税税金などを納じ

然すれば終に王等の不利とならん 14

そもそも我らは王の鹽を食む者なれば

王の輕んぜらるるを見るに忍びず茲に

人を遣はし王に奏聞す 15列祖の記録

の書を稽へたまへ必ずその記録の書の

中において此邑は背き悖る邑にして諸

王と諸州とに害を加へし者なるを見そ

の中に古來叛逆の事ありしを知たまふ

べし此邑の滅ぼされしは此故に縁るな

り 16我ら王に奏聞す若この邑を建て

石垣を築きあげなばなんぢは之がため

に河外ふの領分をうしなふなるべしと

17王すなはち方伯レホム書記官シムシ

ヤイこの餘サマリアおよび河外ふのほ

かの處に住る同僚に答書をおくりて云

く平安あれ云々 18汝らが我儕におく

りし書をば我前に讀解しめたり 19我

やがて詔書を下して稽考しめしに此邑

の古來起りて諸王に背きし事その中に

反乱謀叛のありし事など詳悉なり 20

またヱルサレムには在昔大なる王等あ

りて河外ふをことごとく治め貢賦租税

税金などを己に納しめたる事あり 21

然ば汝ら詔言を傳へて其人々を止め我

が詔言を下すまで此邑を建ること無ら

しめよ 22汝ら愼め之を爲ことを忽に

する勿れ何ぞ損害を増て王に害を及ぼ

すべけんやと 23アルタシヤスタ王の

書の稿をレホム及び書記官シムシヤイ

とその同僚の前に讀あげければ彼等す

なはちヱルサレムに奔ゆきてユダヤ人

に就き腕力と權威とをもて之を止めた

り 24此をもてヱルサレムなる神の室

の工事止みぬ即ちペルシヤ王ダリヨス

の治世の二年まで止みたりき

5爰に預言者ハガイおよびイドの子ゼ
カリヤの二人の預言者ユダとヱルサ

レムに居るユダヤ人に向ひてイスラエ

ルの神の名をもて預言する所ありけれ

ば 2シヤルテルの子ゼルバベルおよび

ヨザダクの子ヱシュア起あがりてヱル

サレムなる神の室を建ることを始む神

の預言者等これと共に在て之を助く 3

その時に河外の總督タテナイといふ者

セタルボズナイおよびその同僚ととも

にその所に來り誰が汝らに此室を建て

此石垣を築きあぐることを命ぜしやと

斯言ひ 4また此建物を建る人々の名は

何といふやと斯これに問り 5然るにユ

ダヤ人の長老等の上にはその神の目そ

そぎゐたれば彼等これを止むること能

はずして遂にその事をダリヨスに奏し

てその返答の來るを待り 6河外ふの總

督タテナイおよびセタルボズナイとそ

の同僚なる河外ふのアパルサカイ人が

ダリヨス王に上まつりし書の稿は左の

ごとし 7即ち其上まつりし書の中に書

しるしたる所は是のごとし云く願くは

ダリヨス王に大なる平安あれ 8王知り

たまへ我儕ユダヤ州に往てかの大神の

室に至り視しに巨石をもて之を建て材

木を組て壁を作り居り其工事おほいに
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捗りてその手を下すところ成ざる無し

9是に於て我儕その長老等に問てこれ

に斯いへり誰が汝らに此室を建てこの

石垣を築きあぐることを命ぜしやと 10

我儕またその首長たる人々の名を書し

るして汝に奏聞せんがためにその名を

問り 11時に彼等かく我らに答へて言

り我儕は天地の神の僕にして年久しき

昔に建おかれし殿を再び建るなり是は

素イスラエルの大なる王某の建築きた

る者なしりが 12我らの父等天の神の

震怒を惹起せしに縁てつひに之をカル

デヤ人バビロンの王ネブカデネザルの

手に付したまひければ彼この殿を毀ち

民をバビロンに擄へゆけり 13然るに

バビロンの王クロスの元年にクロス王

神のこの室を建べしとの詔言を下した

まへり 14然のみならずヱルサレムの

殿よりネブカデネザルが取いだしてバ

ビロンの殿に携へいれし神の室の金銀

の器皿もクロス王これをバビロンの殿

より取いだし其立たる總督セシバザル

と名くる者に之を付し 15而して彼に

言けらく是等の器皿を取り往て之をヱ

ルサレムの殿に携へいれ神の室をその

本の處に建よと 16是において其セシ

バザル來りてヱルサレムなる神の室の

石礎を置たりき其時よりして今に至る

まで之を建つつありしが猶いまだ竣ら

ざるなりと 17然ば今王もし善となさ

れなば請ふ御膝下バビロンにある所の

王の寳蔵を査べたまひて神のこの室を

建べしとの詔言のクロス王より出しや

否を稽へ而して王此事につきて御旨を

我らに諭したまえ

6是に於てダリヨス王詔言を出しバビ
ロンにて寳物を蔵むる所の文庫に就

て査べ稽しめしに 2メデア州の都城ア

クメタにて一の卷物を得たりその内に

書しるせる記録は是のごとし 3クロス

王の元年にクロス王詔言を出せり云

くヱルサレムなる神の室の事につきて

諭すその犠牲を獻ぐる所なる殿を建て

その石礎を堅く置ゑ其室の高を六十キ

ュビトにし其濶を六十キュビトにし 4

巨石三行新木一行を以せよ其費用は王

の家より授くべし 5またネブカデネザ

ルがヱルサレムの殿より取いだしてバ

ビロンに携へきたりし神の室の金銀の

器皿は之を還してヱルサレムの殿に持

ゆかしめ神の室に置てその故の所にあ

らしむべしと 6然ば河外ふの總督タテ

ナイおよびセタルボズナイとその同僚

なる河外ふのアパルサカイ人汝等これ

に遠ざかるべし 7神のその室の工事を

妨ぐる勿れユダヤ人の牧伯とユダヤ人

の長老等に神のその家を故の處に建し

めよ 8我また詔言を出し其神の家を建

ることにつきて汝らが此ユダヤ人の長

老等に爲べきことを示す王の財寳の中

すなはち河外ふの租税の中より迅速に

費用をその人々に與へよその工事を滯

ほらしむる勿れ 9又その需むる物即ち

天の神にたてまつる燔祭の小牛牡羊お

よび羔羊ならびに麥鹽酒油など凡てヱ

ルサレムにをる祭司の定むる所に循ひ

て日々に怠慢なく彼等に與へ 10彼ら

をして馨しき香の犠牲を天の神に獻ぐ

ることを得せしめ王とその子女の生命

のために祈ることを得せしめよ 11か

つ我詔言を出す誰にもせよ此言を易る

者あらば其家の梁を抜きとり彼を擧て

之に釘んその家はまた之がために厠に

せらるべし 12凡そ之を易へまたヱル

サレムなるその神の室を毀たんとて手

を出す王あるひは民は彼處にその名を
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留め給ふ神ねがはくはこれを倒したま

へ我ダリヨス詔言を出せり迅速に之

を行なへ 13ダリヨス王かく諭しけれ

ば河外ふの總督タテナイおよびセタル

ボズナイとその同僚迅速に之を行なへ

り 14ユダヤ人の長老等すなはち之を

建て預言者ハガイおよびイドの子ゼカ

リヤの預言に由て之を成就たり彼等イ

スラエルの神の命に循ひクロス、ダリ

ヨスおよびペルシヤ王アルタシヤスタ

の詔言に依て之を建竣ぬ 15ダリヨス

王の治世の六年アダルの月の三日にこ

の室成り 16是に於てイスラエルの子

孫祭司レビ人およびその餘の俘擄人よ

ろこびて神のこの室の落成禮を行なへ

り 17即ち神のこの室の落成禮におい

て牡牛一百牡羊二百羔羊四百を獻げ

またイスラエルの支派の數にしたがひ

て牡山羊十二を獻げてイスラエル全體

のために罪祭となし 18祭司をその分

別にしたがひて立てレビ人をその班列

にしたがひて立てヱルサレムに於て神

に事へしむ凡てモーセの書に書しるし

たるが如し 19斯て俘囚より歸り來り

し人々正月の十四日に逾越節を行へり

20即ち祭司レビ人共に身を潔めて皆潔

くなり一切俘囚より歸り來りし人々の

ため其兄弟たる祭司等のため又自己の

ために逾越の物を宰れり 21擄はれゆ

きて歸り來しイスラエルの子孫および

其國の異邦人の汚穢を棄て是等に附て

イスラエルの神ヱホバを求むる者等す

べて之を食ひ 22喜びて七日の間酵い

れぬパンの節を行へり是はヱホバかれ

らを喜ばせアッスリヤの王の心を彼ら

に向はせ彼をしてイスラエルの神にま

します神の家の工事を助けさせたまひ

しが故なり

7是等の事の後ペルシヤ王アルタシヤ
スタの治世にエズラといふ者ありエ

ズラはセラヤの子セラヤはアザリヤの

子アザリヤはヒルキヤの子 2ヒルキヤ

はシヤルムの子シヤルムはザドクの子

ザドクはアヒトブの子 3アヒトブはア

マリヤの子アマリヤはアザリヤの子ア

ザリヤはメラヨテの子 4メラヨテはゼ

ラヒヤの子ゼラヒヤはウジの子ウジは

ブッキの子 5ブッキはアビシュアの子

アビシュアはピネハスの子ピネハスは

エレアザルの子エレアザルは祭司の長

アロンの子なり 6此エズラ、バビロン

より上り來れり彼はイスラエルの神ヱ

ホバの授けたまひしモーセの律法に精

しき學士なりき其神ヱホバの手これが

上にありしに因てその求むる所を王こ

とごとく許せり 7アルタシヤスタ王の

七年にイスラエルの子孫および祭司レ

ビ人謳歌者門を守る者ネテニ人など多

くヱルサレムに上れり 8王の七年の五

月にエズラ、ヱルサレムに到れり 9即

ち正月の一日にバビロンを出たちて五

月の一日にヱルサレムに至る其神のよ

き手これが上にありしに因てなり 10

エズラは心をこめてヱホバの律法を求

め之を行ひてイスラエルの中に法度と

例規とを教へたりき 11ヱホバの誡命

の言に精しく且つイスラエルに賜ひし

法度に明かなる學士にて祭司たるエズ

ラにアルタシヤスタ王の與へし書の言

は是のごとし 12諸王の王アルタシヤ

スタ天の神の律法の學士なる祭司エズ

ラに諭す願くは全云々 13我詔言を出

す我國の内にをるイスラエルの民およ

びその祭司レビ人の中凡てヱルサレム

に往んと志す者は皆なんぢと偕に往べ

し 14汝はおのが手にある汝の神の律
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法に照してユダとヱルサレムの模樣と

を察せんために王および七人の議官に

遣はされて往くなり 15且汝は王とそ

の議官がヱルサレムに宮居するところ

のイスラエルの神のために誠意よりさ

さぐる金銀を携へ 16またバビロン全

州にて汝が獲る一切の金銀および民と

祭司とがヱルサレムなる其神の室のた

めに誠意よりする禮物を携さふ 17然

ば汝その金をもて牡牛牡羊羔羊および

その素祭と灌祭の品を速に買ひヱルサ

レムにある汝らの神の室の壇の上にこ

れを獻ぐべし 18また汝と汝の兄弟等

その餘れる金銀をもて爲んと欲する所

あらば汝らの神の旨にしたがひて之を

爲せ 19また汝の神の室の奉事のため

に汝が賜はりし器皿は汝これをヱルサ

レムの神の前に納めよ 20その外汝の

神の室のために需むる所あらば汝の用

ひんとする所の者をことごとく王の府

庫より取て用ふべし 21我や我アルタ

シヤスタ王河外ふの一切の庫官に詔言

を下して云ふ天の神の律法の學士祭司

エズラが汝らに需むる所は凡てこれを

迅速に爲べし 22即ち銀は百タラント

小麥は百石酒は百バテ油は百バテ鹽は

量なかるべし 23天の神の室のために

天の神の命ずる所は凡て謹んで之を行

なへしからずば王とその子等との國に

恐くは震怒のぞまん 24かつ我儕なん

ぢらに諭す祭司レビ人謳歌者門を守る

者ネテニ人および神のその室の役者な

どには貢賦租税税金などを課すべから

ず 25汝エズラ汝の手にある汝の神の

智慧にしたがひて有司および裁判人を

立て河外ふの一切の民すなはち汝の神

の律法を知る者等を盡く裁判しめよ汝

らまた之を知ざる者を教へよ 26凡そ

汝の神の律法および王の律法を行はざ

る者をば迅速にその罪を定めて或は殺

し或は追放ち或はその貨財を沒収し或

は獄に繋ぐべし 27我らの先祖の神ヱ

ホバは讃べき哉斯王の心にヱルサレム

なるヱホバの室を飾る意を起させ 28

また王の前とその議官の前と王の大臣

の前にて我に矜恤を得させたまへり我

神ヱホバの手わが上にありしに因て我

は力を得イスラエルの中より首領たる

人々を集めて我とともに上らしむ

8アルタシヤスタ王の治世に我ととも
にバビロンより上り來りし者等の宗

家の長およびその系譜は左のごとし 2

ピネハスの子孫の中にてはゲルシヨム

、イタマルの子孫の中にてはダニエル

、ダビデの子孫の中にてはハットシ 3

シカニヤの子孫の中パロシの子孫の中

にてはゼカリヤ彼と偕にありて名簿に

載られたる男子百五十人 4パハテモア

ブの子孫の中にてはゼラヒヤの子エリ

ヨエナイ彼と偕なる男二百人 5シカニ

ヤの子孫の中にてはヤハジエルの子彼

と偕なる男三百人 6アデンの子孫の中

にてはヨナタンの子エベデ彼とともな

る男五十人 7エラムの子孫の中にては

アタリヤの子ヱサヤ彼と偕なる男七十

人 8シパテヤの子孫の中にてはミカエ

ルの子ゼバデヤ彼とともなる男八十人

9ヨハブの子孫の中にてはヱヒエルの

子オバデヤ彼とともなる男二百十八人

10シロミテの子孫の中にてはヨシピア

の子彼とともなる男百六十人 11ベバ

イの子孫の中にてはベバイの子ゼカリ

ヤ彼と偕なる男二十八人 12アズガデ

の子孫の中にてはハッカタンの子ヨハ

ナン彼とともなる男百十人 13アドニ

カムの子孫の中の後なる者等あり其名
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をエリペレテ、ユエル、シマヤといふ

彼らと偕なる男六十人 14ビグワイの

子孫の中にてはウタイおよびザブデ彼

等とともなる男七十人 15我かれらを

アハワに流るる所の河の邊に集めて三

日が間かしこに天幕を張居たりしが我

民と祭司とを閲せしにレビの子孫一人

も其處に居ざりければ 16すなはち人

を遣てエリエゼル、アリエル、シマヤ

、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、

ナタン、ゼカリヤ、メシユラムなどい

ふ長たる人々を招きまた教晦を施こす

所のヨヤリブおよびエルナタンを招け

り 17而して我カシピアといふ處の長

イドの許に彼らを出し遣せり即ち我カ

シピアといふ處にをるイドとその兄弟

なるネテニ人に告ぐべき詞を之が口に

授け我等の神の室のために役者を我儕

に携へ來れと言けるが 18我らの神よ

く我儕を助けたまひて彼等つひにイス

ラエルの子レビの子マヘリの子孫イシ

ケセルを我らに携さへ來り又セレビヤ

といふ者およびその子等と兄弟十八人

19ハシヤビヤならびにメラリの子孫の

ヱサヤおよびその兄弟とその子等二十

人を携へ 20またネテニ人すなはちダ

ビデとその牧伯等がレビ人に事へしむ

るために設けたりしネテニ人二百二十

人を携へ來れり此等の者は皆その名を

掲げられたり 21斯て我かしこなるア

ハワの河の邊にて斷食を宣傳へ我儕の

神の前にて我儕身を卑し我らと我らの

小き者と我らの諸の所有のために正し

き途を示されんことを之に求む 22其

は我儕さきに王に告て我らの神は己を

求むる者を凡て善く助けまた己を棄る

者にはその權能と震怒とをあらはした

まふと言しに因て我道路の敵を防ぎて

我儕を護るべき歩兵と騎兵とを王に請

ふを羞ぢたればなり 23かくてこのこ

とを我ら斷食して我儕の神に求めける

に其祈禱を容れたまへり 24時に我祭

司の長十二人即ちセレビヤ、ハシヤビ

ヤおよびその兄弟十人を之とともに擇

び 25金銀および器皿すなはち王とそ

の議官とその牧伯と彼處の一切のイス

ラエル人とが我らの神の室のために獻

げたる奉納物を量りて彼らに付せり 26

その量りて彼らの手に付せし者は銀六

百五十タラント銀の器百タラント金百

タラントなりき 27また金の大斝二十

あり一千ダリクに當るまた光り輝く精

銅の器二箇ありその貴きこと金のごと

し 28而して我かれらに言り汝等はヱ

ホバの聖者なり此器皿もまた聖し又こ

の金銀は汝らの先祖の神ヱホバに奉ま

つりし誠意よりの禮物なり 29汝等ヱ

ルサレムに至りてヱホバの家の室に於

て祭司レビ人の長等およびイスラエル

の宗家の首等の前に量るまで之を伺ひ

守るべしと 30是に於て祭司およびレ

ビ人その金銀および器皿をヱルサレム

なる我らの神の室に携へゆかんとて其

重にしたがひて之を受取れり 31我ら

正月の十二日にアハワの河邊を出たち

てヱルサレム赴きけるが我らの神その

手を我らの上におき我らを救ひて敵の

手また路に伏て窺ふ者の手に陷らしめ

たまはざりき 32我儕すなはちヱルサ

レムに至りて三日かしこに居しが 33

四日にいたりて我らの神の室において

その金銀および器皿をウリヤの子祭司

メレモテの手に量り付せりピネハスの

子エレアザル彼に副ふ又ヱシュアの子

ヨザバデおよびビンヌイの子ノアデヤ

の二人のレビ人かれらに副ふ 34即ち
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その一々の重と數を査べ其重をことご

とく其時かきとめたり 35俘囚の人々

のその俘囚をゆるされて歸り來し者イ

スラエルの神に燔祭を獻げたり即ちイ

スラエル全體にあたる牡牛十二を獻げ

また牡羊九十六羔羊七十七罪祭の牡山

羊十二を獻げたり是みなヱホバにたて

まつりし燔祭なり 36彼等王の勅諭を

王の代官と河外ふの總督等に示しけれ

ばその人々民を助けて神の室を建しむ

9是等の事の成し後牧伯等我許にきた
りて言ふイスラエルの民祭司および

レビ人は諸國の民とはなれずしてカナ

ン人ヘテ人ペリジ人エビス人アンモニ

人モアブ人エジプト人アモリ人などの

中なる憎むべき事を行へり 2即ち彼等

の女子を自ら娶りまたその男子に娶れ

ば聖種諸國の民と相雜れり牧伯たる者

長たる者さきだちてこの愆を犯せりと

3我この事を聞て我衣と袍を裂き頭髪

と鬚を抜き驚き呆れて坐せり 4イスラ

エルの神の言を戰慄おそるる者はみな

俘囚より歸り來し者等の愆の故をもて

我許に集まりしが我は晩の供物の時ま

で驚きつつ茫然として坐しぬ 5晩の供

物の時にいたり我その苦行より起て衣

と袍とを裂たるまま膝を屈めてわが神

ヱホバにむかひ手を舒て 6言けるは我

神よ我はわが神に向ひて面を擧るを羞

て赧らむ其は我らの罪積りて頭の上に

出で我らの愆重りて天に達すればなり

7我らの先祖の日より今日にいたるま

で我らは大なる愆を身に負り我らの罪

の故によりて我儕と我らの王等および

祭司たちは國々の王等の手に付され劍

にかけられ擄へゆかれ掠められ面に恥

をかうぶれり今日のごとし 8然るに今

われらの神ヱホバ暫く恩典を施こして

逃れ存すべき者を我らの中に殘し我ら

をしてその聖所にうちし釘のごとくな

らしめ斯して我らの神われらの目を明

にし我らをして奴隷の中にありて少く

生る心地せしめたまへり 9そもそも我

らは奴隷の身なるがその奴隷たる時に

も我らの神われらを忘れず反てペルシ

ヤの王等の目の前にて我らに憐憫を施

こして我らに活る心地せしめ我らの神

の室を建しめ其破壞を修理はしめユダ

とヱルサレムにて我らに石垣をたまふ

10我らの神よ已に是のごとくなれば我

ら今何と言のべんや我儕はやくも汝の

命令を棄たればなり 11汝かつて汝の

僕なる預言者等によりて命じて宣へり

云く汝らが往て獲んとする地はその各

地の民の汚穢により其憎むべき事によ

りて汚れたる地にして此極より彼極ま

でその汚穢盈わたるなり 12然ば汝ら

の女子を彼らの男子に與ふる勿れ彼ら

の女子をなんぢらの男子に娶る勿れ又

何時までもかれらの爲に平安をも福祿

をも求むべからず然すれば汝ら旺盛に

してその地の佳物を食ふことを得永く

これを汝らの子孫に傳へて産業となさ

しむることを得んと 13我らの惡き行

により我らの大なる愆によりて此事す

べて我儕に臨みたりしが汝我らの神は

われらの罪よりも輕く我らを罰して我

らの中に是のごとく人を遺したまひた

れば 14我儕再び汝の命令を破りて是

等の憎むべき行ある民と縁を結ぶべけ

んや汝我らを怒りて終に滅ぼし盡し遺

る者も逃るる者も無にいたらしめたま

はざらんや 15イスラエルの神ヱホバ

よ汝は義し即ち我ら逃れて遺ること今

日のごとし今我ら罪にまとはれて汝の
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前にあり是がために一人として汝の前

に立ことを得る者なきなり

10エズラ神の室の前に泣伏して禱り
かつ懺悔しをる時に男女および兒

女はなはだし多くイスラエルの中より

集ひて彼の許に聚り來れりすべての民

はいたく泣かなしめり 2時にエラムの

子ヱヒエルの子シカニヤ答へてエズラ

に言ふ我らはわれらの神に對ひて罪を

犯し此地の民なる異邦人の婦女を娶れ

り然ながら此事につきてはイスラエル

に今なほ望あり 3然ば我儕わが主の教

晦にしたがひ又我らの神の命令に戰慄

く人々の教晦にしたがひて斯る妻をこ

とごとく出し之が産たる者を去んとい

ふ契約を今われらの神に立てん而して

律法にしたがひて之を爲べし 4起よ是

事は汝の主どる所なり我ら汝を助くべ

し心を強くして之を爲せと 5エズラや

がて起あがり祭司の長等レビ人および

イスラエルの人衆をして此言のごとく

爲んと誓はしめたり彼ら乃ち誓へり 6

かくてエズラ神の家の前より起いでて

エリアシブの子ヨハナンの室に入しが

彼處に至りてもパンを食ず水を飮ざり

き是は俘囚より歸り來りし者の愆を憂

へたればなり 7斯てユダおよびヱルサ

レムに遍ねく宣て俘囚の人々に盡く示

して云ふ汝ら皆ヱルサレムに集まるべ

し 8凡そ牧伯等と長老等の諭言にした

がひて三日の内に來らざる者は皆その

一切の所有を取あげられ俘擄人の會よ

り黜けらるべしと 9是においてユダと

ベニヤミンの人々みな三日の内にヱル

サレムに集まれり是は九月にして恰も

その月の廿日なりき民みな神の室の前

なる廣塲に坐して此事のためまた大雨

のために震ひ慄けり 10時に祭司エズ

ラ起て之に言けるは汝らは罪を犯し異

邦の婦人を娶りてイスラエルの愆を増

り 11然ば今なんぢらのの先祖の神ヱ

ホバに懺悔してその御旨を行へ即ち汝

等この地の民等および異邦の婦人とは

なるべしと 12會衆みな聲をあげて答

へて言ふ汝が我らに諭せるごとく我儕

かならず爲べし 13然ど民は衆し又今

は大雨の候なれば我儕外に立こと能は

ず且これは一日二日の事業にあらず

其は我らこの事について大に罪を犯し

たればなり 14然ば我らの牧伯等この

全會衆のために立れよ凡そ我儕の邑の

内にもし異邦の婦人を娶りし者あらば

皆定むる時に來るべし又その各々の邑

の長老および裁判人これに伴ふべし斯

して此事を成ば我らの神の烈しき怒つ

ひに我らを離るるあらんと 15その時

立てこれに逆ひし者はアサヘルの子ヨ

ナタンおよびテクワの子ヤハジア而已

メシユラムおよびレビ人シヤベタイこ

れを贊く 16俘囚より歸り來りし者つ

ひに然なし祭司エズラおよび宗家の長

數人その宗家にしたがひて名指して撰

ばれ十月の一日より共に坐してこの事

を査べ 17正月の一日に至りてやうや

く異邦の婦人を娶りし人々を盡く査べ

畢れり 18祭司の徒の中にて異邦の婦

人を娶りし者は即ちヨザダクの子ヱシ

ュアの子等およびその兄弟マアセヤ、

エリエゼル、ヤリブ、ゲダリヤ 19彼

らはその妻を出さんといふ誓をなし已

に愆を獲たればとて牡羊一匹をその愆

のために獻げたり 20インメルの子孫

ハナニおよびゼバデヤ 21ハリムの子

孫マアセヤ、エリヤ、シマヤ、ヱヒエ

ル、ウジヤ 22パシユルの子孫エリオ

エナイ、マアセヤ、イシマエル、ネタ



エズラ記 96

ンエル、ヨザバデ、エラサ 23レビ人

の中にてはヨザバデ、シメイ、ケラヤ

（即ちケリタ）ペタヒヤ、ユダ、エリ

エゼル 24謳歌者の中にてはエリアシ

ブ門を守る者の中にてはシヤルム、テ

レムおよびウリ 25イスラエルの中に

てはパロシの子孫ラミヤ、エジア、マ

ルキヤ、ミヤミン、エレアザル、マル

キヤ、ベナヤ 26エラムの子孫マッタ

ニヤ、ゼカリヤ、ヱヒエル、アブデ、

ヱレモテ、エリヤ 27ザットの子孫エ

リオエナイ、エリアシブ、マッタニヤ

、ヱレモテ、ザバデ、アジザ 28ベバ

イの子孫ヨハナン、ハナニヤ、ザバイ

、アテライ 29バニの子孫メシユラム

、マルク、アダヤ、ヤシュブ、シヤル

、ヱレモテ 30パハテモアブの子孫ア

デナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ、マ

ッタニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マナ

セ 31ハリムの子孫エリエゼル、ヱシ

ヤ、マルキヤ、シマヤ、シメオン 32

ベニヤミン、マルク、シマリヤ 33ハ

シュムの子孫マッテナイ、マツタタ、

ザバデ、エリパレテ、ヱレマイ、マナ

セ、シメイ 34バニの子孫マアダイ、

アムラム、ウエル 35ベナヤ、ベデヤ

、ケルヒ 36ワニヤ、メレモテ、エリ

アシブ 37マッタニヤ、マッテナイ、

ヤアス 38バニ、ビンヌイ、シメイ 39

シレミヤ、ナタン、アダヤ 40マクナ

デバイ、シヤシヤイ、シヤライ 41ア

ザリエル、シレミヤ、シマリヤ 42シ

ヤルム、アマリヤ、ヨセフ 43ネボの

子孫ヱイエル、マッタテヤ、ザバデ、

ゼビナ、イド、ヨエル、ベナヤ 44是

みな異邦の婦人を娶りし者なりその婦

人の中には子女を産し者もありき
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ネヘミヤ記

1カリヤの子ネヘミヤの言詞第二十年
キスレウの月我シユシヤンの都にあ

りける時 2わが兄弟の一人なるハナニ

數人の者とともにユダより來りしかば

我俘虜人の遺餘なる夫の逃れかへりし

ユダヤ人の事およびヱルサレムり事を

問たづねしに 3彼ら我に言けるは俘虜

人の遺餘なる夫の州内の民は大なる患

難に遭ひ凌辱に遭ふ又ヱルサレムの石

垣は打崩され其門は火に焚たりと 4我

この言を聞坐りて泣き數日の間哀しみ

断食し天の神に祈りて言ふ 5天の神ヱ

ホバ大なる畏るべき神己を愛し己の誡

命を守る者にむかひて契約を保ち恩恵

を施こしたまふ者よ 6ねがはくは耳を

傾むけ目を開きて僕の祈祷を聴いれた

まへ我いま汝の僕なるイスラエルの子

孫のために日夜なんぢの前に祈り我儕

イスラエルの子孫が汝にむかひて犯せ

し罪を懺悔す誠に我も我父の家も罪を

犯せり 7我らは汝にむかひて大に惡き

事を行ひ汝の僕モーセに汝の命じたま

ひし誡命をも法度をも例規をも守らざ

りき 8請ふ汝の僕モーセに命じたまひ

し言を憶ひたまへ其言に云く汝ら若罪

を犯さば我汝らを國々に散さん 9然れ

ども汝らもし我にたちかへり我誡命を

守りてこれを行なはば暇令逐れゆきて

天の涯にをるとも我そこより汝等をあ

つめ我名を住はせんとて撰びし處にき

たらしめんと 10そもそも是等の者は

汝が大なる能力と強き手をもて贖ひた

まひし汝の僕なんぢの民なり 11主よ

請ふ僕の祈祷および汝の名を畏むこと

を悦こぶ汝の僕等の祈祷に耳を傾けた

まへ願くは今日僕を助けて此人の目の

前に隣憫を得させたまへこの時我は王

の洒人なりき

2茲にアルタシヤスタ王の二十年ニサ
ンの月王の前に酒のいでし時我酒を

つぎて王にたてまつれり我は今まで王

の前にて憂色を帯しこと有ざりき 2王

われに言けるは汝は疾病も有ざるに何

とて面に憂色を帯るや是他ならず心に

憂ふる所あるなりと是において我甚だ

大に懼れたりしが 3遂に王に奏して曰

ふ願くは王長壽かれ我が先胆の墓の地

たるその邑は荒蕪その門は火にて焚た

れば我いかで顔に憂色を帯ざるを得ん

やと 4王われに向ひて然らば汝何をな

さんと願ふやと言ければ我すなはち天

の神に祈りて 5王に言けるは王もし之

を善としたまひ我もし汝の前に恩を得

たる者なりせば願くはユダにあるわが

先祖の墓の邑に我を遣はして我にこれ

を建起さしめたまへと 6時に后妃も傍

に坐しをりしが王われに言けるは汝が

往てをる間は何程なるべきや何時頃歸

りきたるやと王かく我を遣はすことを

善としければ我期を定めて奏せり 7而

して我また王に言けるは王もし善とし

たまはば請ふ河外ふの総督等に與ふる

書を我に賜ひ彼らをして我をユダまで

通さしめたまへ 8また王の山林を守る

アサフに與ふる書をも賜ひ彼をして殿

に属する城の門を作り邑の石垣および

我が入べき家に用ふる材木を我に授け

しめたまへと我神善く我を助けたまひ

しに因て王これを我に允せり 9是に於

て我河外ふの総督等に詣りて王の書を

これに付せり王は軍長數人に騎兵をそ

へて我に件なはせたり 10時にホロニ

人サンバラテおよびアンモニ人奴隷ト

ビヤこれを聞きイスラエルの子孫の安
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寧を求むる人來れりとて大に憂ふ 11

我ついにヱルサレムに到りて彼處に三

日居りける後 12夜中に起いでたり數

人の者われに伴なふ我はわが神がヱル

サレムのために爲せんとて我心に入た

まひし所の事を何人にも告しらせず亦

我が乗る一匹の畜の外には畜を引つれ

ざりき 13我すなはち夜中に立いで谷

の門を通り龍井の對面を経糞門に至り

てヱルサレムの石垣を閲せしにその石

垣は頽れをりその門は已に火に焚てあ

りき 14かくて又前みて泉の門にゆき

王の池にいたりしに我が乗る畜の通る

べき處なかりき 15我亦その夜の中に

渓川に沿て進みのぼりて石垣を観めぐ

り頓て身を反して谷の門より歸りいり

ぬ 16然るに牧伯等は我が何處に往し

か何を爲しかを知ざりき我また未だこ

れをユダヤ人にも祭司にも貴き人にも

方伯等にも其他の役人にも告しらせざ

りしが 17遂に披らに言けるは汝らの

見るごとく我儕の境遇は惡くヱルサレ

ムは荒はてその門は火に焚たり來れ我

儕ヱルサレムの石垣を築きあげて再び

世の凌辱をうくることなからんと 18

而して我わが神の善われを助けたまひ

し事を彼らに告げまた王の我に語りし

言詞をも告しらせけれぱ去來起て築か

んと言ひ皆奮ひてこの美事を認んとす

19時にホロニ人サンバラテ、アンモニ

人奴隷トビヤおよびアラビヤ人ガシム

これを聞て我らを嘲けり我儕を悔りて

言ふ汝ら何事をなすや王に叛かんとす

るなるかと 20我すなはち答へて彼ら

に言ふ天の神われらをして志を得させ

たまはん故に其僕たる我儕起て築くべ

し然ど汝らはヱルサレムに何の分もな

く權理もなく記念もなしと

3茲に祭司の長ヱリアシブその兄弟の
祭司等とともに起て羊の門を建て之

を聖別てその扉を設け尚も之を聖別て

ハンメアの戌樓に及ぼし又ハナネルの

戌樓に及ぼせり 2その次にはヱリコの

人々を築き建て其次にはイムリの子ザ

ツクル築き建たり 3魚の門はハツセナ

アの子等これを建構へその扉を設けて

之に鎖と閂を施こせり 4その次にはハ

ツコヅの子ウリヤの子メレモタ修繕を

なし其次にはメシザベルの子ベレキヤ

の子メシユラム修繕をなしその次には

バアナの子ザドク修繕をなし 5その次

にはテコア人等修繕をなせり但しその

貴き族はその主の工事に服せざりき 6

古門はパセアの子ヨイアダおよびベソ

デヤの子メシユラムこれを修繕ひ構へ

その扉を設けて之に鎖と閂を施せり 7

その次にはギベオン人メラテヤ、メロ

ノテ人ヤドン河外ふの総督の管轄に属

するギベオンとミヅパの人々等修繕を

なせり 8その次にはハルハヤの子ウジ

エルなどの金工修繕をなし其次には製

香者ハナニヤなど修繕をなしヱルサレ

ムを堅うして石垣の廣き處にまで及べ

り 9その次にはエルサレムの郡の半の

知事ホルの子レパヤ修繕をなせり 10

その次にはハルマフの子ヱダヤ己の家

と相對ふ處を修繕りその次にはハシヤ

ブニヤの子ハツトシ修繕をなせり 11

ハリムの子マルキヤおよびバハテモア

ブの子ハシユブも一方を修繕ひまた爐

戍樓を修繕へり 12その次にはヱルサ

レムの郡の半の知事ハロヘシの子シヤ

ルムその女子等とともに修繕をなせり

13谷の門はハヌン、ザノアの民と偕に

之を修繕ひ之を建なほしてその扉を設

け之に鎖と閂を施しまた糞の門までの
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石垣一千キユビトを修繕り 14糞の門

はベテハケレムの郡の半の知事レカブ

の子マルキヤこれを修繕ひ之を建なほ

してその扉を設け之に鎖と閂を施こせ

り 15泉の門はミヅパの郡の知事コロ

ホゼの子シヤルンこれを修繕ひ之を建

なほして覆ひその扉を設け之に鎖と閂

を施こしまた王の園の辺なるシラの池

に沿る石垣を修繕てダビデの邑より下

るところの階級にまで及ぼせり 16そ

の後にはベテズルの郡の半の知事アズ

ブクの子ネヘミヤ修繕をなしてダビデ

の墓に對ふ處にまで及ぼし堀池に至り

勇士宅に至れり 17その後にはバニの

子レホムなどのレビ人修繕をなし其次

にはケイラの郡の半の知事ハシヤビヤ

その郡の爲に修繕をなせり 18その後

にはケイラの郡の半の知事ヘナダデの

子バワイなどいふ其兄弟修繕をなし 19

その次にはヱシユアの子ミヅパの知事

エゼル石垣の彎にある武器庫に上る所

に對へる部分を修繕ひ 20その後には

ザバイの子バルク力を竭して石垣の彎

より祭司の長エリアシブの家の門まで

の部分を修繕ひ 21その次にはハツコ

ヅの子ウリヤの子メレモテ、エリアシ

ブの家の門よりエジアシブの家の極ま

での部分を修繕ひ 22その次には窪地

の人なる祭司等修繕をなし 23その次

にはベニヤミンおよびハシユブ己の家

と相対ふ處を修繕ひ其次にはアナニヤ

の子マアセヤの子アザリヤ己の家に近

き處を修繕ひ 24その次にはヘナダデ

の子ビンヌイ、アザリヤの家より石垣

の彎角までの部分を修繕へり 25ウザ

イの子パラルは石垣の彎に對ふ處およ

び王の上の家より聳え出たる戍樓に對

ふ處を修繕り是は侍衛の廳に近し其次

にはパロシの子ペダヤ修繕をなせり 26

時にネテニ人オペルに住をりて東の方

水の門に對ふ處および聳え出たる戍樓

に對ふ處まで及べり 27その次にはテ

コア人聳出たる大戍樓に對ふところの

部分を修繕てオペルの石垣に及ぼせり

28馬の門より上は祭司等おのおのその

己の家と相對ふ處を修繕り 29その次

にはインメルの子ザドク己の家と相對

ふ處を修繕ひ其次にはシカニヤの子シ

マヤといふ東の門を守る者修繕をなし

30その次にはシレミヤの子ハナニヤお

よびザラフの第六の子ハヌン一方を修

繕ひその後にはベレキヤの子メシユラ

ム己の室と相對ふ處を修繕へり 31そ

の次には金工の一人マルキヤといふ者

ハンミフカデの門と相對ふ處を修繕ひ

て隅の昇ロに至りネテニ人および商人

の家に及ぼせり 32また隅の昇口と羊

の門の間は金工および商人等これを修

繕へり

4茲にサンバラテわれらが石垣を築く
を聞て怒り大に憤ほりてユダヤ人を

罵れり 2即ち彼その兄弟等およびサマ

リアの軍兵の前に語りて言ふ此軟弱し

きユダヤ人何を爲や自ら強くせんとす

るか獻祭をなさんとするか一日に事を

終んとするか塵堆の中の石は既に燬た

るに之を取出して活さんとするかと 3

時にアンモニ人トビヤその傍にありて

また言ふ彼らの築く石垣は狐上るも圮

るべしと 4我らの神よ聴たまへ我らは

侮らる願くは彼らの出す凌辱をその身

の首に歸し彼らを他國に擄はれしめ掠

られしめたまへ 5彼らの愆を蔽ひたま

ふ勿れ彼らの罪を汝の前より消去しめ

たまはざれ其は彼ら築建者の前にて汝

の怒を惹おこしたればなり 6斯われら
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石垣を築きけるが石垣はみな已に相連

なりてその高さの半にまで及べり其は

民心をこめて操作たればなり 7然るに

サンバラテ、トビヤ、アラビヤ人アン

モニ人アシドド人等ヱルサレムの石垣

改修れ其破壊も次第に塞がると聞て大

に怒り 8皆ともに相結びてヱルサレム

に攻來らんとしその中に擾亂をおこさ

んとせり 9是において我ら神に祈祷を

なしかれらのために日夜守望者を置て

之に備ふ 10ユダ人は言り荷を負ふ者

の力衰へしが上に灰土おびただしくし

て我ら石垣を築くこと能はずと 11我

らの敵は言り彼等が知ずまた見ざる間

に我ら其中に入り之を殺してその工事

を止めんと 12又彼らの辺に住るユダ

ヤ人來る時は我らに告て言ふ汝ら我ら

の所に歸らざるべからずと其事十次に

も及べり 13是に因て我石垣の後の顕

露なる低き處に民を置き劍鎗または弓

を持せてその宗族にしたがひて之をそ

なふ 14我観めぐり起て貴き人々およ

び牧伯等ならびにその餘の民に告て云

ふ汝ら彼等のために懼るる勿れ主の大

にして畏るべきを憶ひ汝らの兄弟のた

め男子女子のため妻および家のために

戦かへよと 15我らの敵おのが事の我

らに知れたるをききておのが謀計を神

に破られたるを聞しによりて我ら皆石

垣に歸り各々その工事をなせり 16其

時より後わが僕半は工事に操作き半は

鎗楯弓などを持て鎧を着たり牧伯等は

ユダの全家の後にありき 17石垣を築

く者および荷を負ひはこぶ者は各々片

手もて工事を爲し片手に武器を執り 18

築建者はおのおのその腰に劍を帯て築

き建つ又喇叭を吹く者は我傍あり 19

我貴き人々および牧伯等ならびにその

餘の民に告て云ふ此工事は大にして廣

ければ我儕石垣にありて彼此に相離る

こと遠し 20何處にもあれ汝ら喇叭の

音のきこゆるを聞ば其處に奔あつまり

て我らに就け我らの神われらのために

戦ひたまふべしと 21我ら斯して工事

をなしけるが半の者は東雲の出るより

星の現はるるまで鎗を持をれり 22當

時われ亦民に言らく皆おのおのその僕

とともにヱルサレムの中に宿り夜は我

らの防守となり昼は工事をつとむべし

と 23而して我もわが兄弟等もわが僕

も我に從がふ防守の人々もその衣服を

脱す水を汲に出るにも皆武器を執れり

5茲に民その妻とともにその兄弟なる
ユダヤ人にむかひて大に叫べり 2或

人言ふ我儕および我らの男子女子は多

し我ら穀物を得食ふて生ざるべからず

3或人は言ふ我らは我らの田畑葡萄園

および家をも質となすなり既に飢に迫

れば我らに穀物を獲させよ 4或は言ふ

我らは我らの田畝および葡萄園をもて

金を貸て王の租税を納む 5然ど我らの

肉も我らの兄弟の肉と同じく我らの子

女も彼らの子女と同じ視よ我らは男子

女子を人に伏從はせて奴隷となす我ら

の女子の中すでに人に伏從せし者もあ

り如何とも爲ん方法なし其は我らの田

畝および葡萄園は別の人の有となりた

ればなりと 6我は彼らの叫および是等

の言を聞て大に怒れり 7是において我

心に思ひ計り貴き人々および牧伯等を

責てこれに言けるは汝らは各々その兄

弟より利息を取るなりと而して我かれ

らの事につきて大會を開き 8彼らに言

けるは我らは異邦人の手に売れたる我

らの兄弟ユダヤ人を我らの力にしたが

ひて贖へり然るにまた汝等は己の兄弟
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を売んとするやいかで之をわれらの手

に売るべけんやと彼らは黙して言なか

りき 9我また言けるは汝らの爲すとこ

ろ善らず汝らは我らの敵たる異邦人の

誹膀をおもひて我儕の神を畏れつつ事

をなすべきに非ずや 10我もわが兄弟

および僕等も同じく金と穀物とを貸て

利息を取ことをなす願くは我らこの利

息を廃ん 11請ふ汝ら今日にも彼らの

田畝葡萄園橄欖園および家を彼らに還

しまた彼らに貸あたへて金穀物および

酒油などの百分の一を取ることを廃よ

と 12彼ら即ち言けるは我ら之を還す

べし彼らに何をも要めざらん汝の言る

ごとく我ら然なすべしと是に於て我祭

司を呼び彼らをして此言のごとく行な

ふといふ誓を立しめたり 13而して我

わが胸懐を打拂ひて言ふ是言を行はざ

る者をば臨くは神是のごとく凡て打拂

ひてその家およびその業を離れさせた

まへ即ちその人は斯打拂はれて空しく

なれかしと時に會衆みなアーメンと言

てヱホバを讃美せり而して民はこの言

のごとくに行へり 14且また我がユダ

の地の総督に任ぜられし時より即ちア

ルタシヤユタ王の二十年より三十二年

まで十二年の間は我もわが兄弟も総督

の受べき禄を食ざりき 15わが以前に

ありし旧の総督等は民に重荷を負せて

パンと酒とを是より取り其外にまた銀

四十シケルを取れり然のみならずその

僕等も亦民を圧せり然ども我は神を畏

るるに因て然せざりき 16我は反てこ

の石垣の工事に身を委ね我儕は何の田

地をも買しこと無し我僕は皆かしこに

集りて工事をなせり 17且また我席に

はユダヤ人および牧伯等百五十人あり

其外にまた我らの周圍の異邦人の中よ

り我らに來れる者等もありき 18是を

もて一日に牛一匹肥たる羊六匹を備へ

亦鶏をも許多備へ十日に一回種々の酒

を多く備へたり是ありしかどもこの民

の役おもきに因て我は総督の受くべき

禄を要めざりき 19わが神よ我が此民

のために爲る一切の事を憶ひ仁慈をも

て我をあしらひ給へ

6サンバラテ、トビヤおよびアラビヤ
人ガシムならびにその餘の我らの敵

我が石垣を築き終りて一の破壊も遺ら

ずと聞り（然どその時は未だ門に扉を

設けざりしなり） 2是においてサンバ

ラテとガシム我に言つかはしけるは來

れ我らオノの平野なる某の村にて相會

せんとその實は我を害せんと思ひしな

り 3我すなはち使者を彼らに遣はして

言らく我は大なる工事をなし居れば下

りゆくことを得ずなんぞ工事を離れ汝

らの所に下りゆきてその間工事を休ま

すべけんやと 4彼ら四次まで是のごと

く我に言遣はしけるが我は何時もかく

のごとく之に答へたり 5是においてサ

ンバラテまた五次目にその僕を前のご

とく我に遣はせり其手には封ぜざる書

を携さふ 6その文に云く國々にて言博

ふガシムもまた然いふ汝はユダヤ人と

ともに叛かんとして之がために石垣を

築けり而して汝はその王とならんとす

とその言ところ是のごとし 7また汝は

預言者を設けて汝の事をヱルサレムに

宣しめユダに王ありと言しむといひ傳

ふ恐くはその事この言のごとく王に聞

えん然ば汝いま來れ我ら共に相議らん

と 8我すなはち彼に言つかはしけるは

汝が言るごとき事を爲し事なし惟なん

ぢ之を己の心より作りいだせるなりと

9彼らは皆われらを懼れしめんとせり
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彼ら謂らく斯なさば彼ら手弱りて工事

を息べければ工事成ざるべしと今ねが

はくは我手を強くしたまへ 10かくて

後我メヘタベルの子デラヤの子シマヤ

の家に往しに彼閉こもり居て言らく我

ら神の室に到りて神殿の内に相會し神

殿の戸を閉おかん彼ら汝を殺さんとて

來るべければなり必ず夜のうちに汝を

殺さんとて來るべしと 11我言けるは

我ごとき人いかで逃べけんや我ごとき

身にして誰か神殿に入て生命を全うす

ることを爲んや我は入じと 12我暁れ

るに神かれを遣はしたまひしに非ず彼

が我にむかひて此預言を説しはトビヤ

とサンバラテ彼に賄賂したればなり 13

彼に賄賂せしは此事のためなり即ち我

をして懼れて然なして罪を犯さしめ惡

き名を我に負する種を得て我を辱しめ

んとてなりき 14わが神よトビヤ、サ

ンバラテおよび女預言者ノアデヤなら

びにその他の預言者など凡て我を懼れ

しめんとする者等を憶えてその行爲に

報をなしたまへ 15石垣は五十二日を

歴てエルルの月の二十五日に成就せり

16我らの敵皆これを聞ければ我らの周

圍の異邦人は凡て怖れ大に面目をうし

なへり其は彼等この工事は我らの神の

爲たまひし者なりと暁りたればなり 17

其頃ユダの貴き人々しばしば書をトビ

ヤにおくれりトビヤの書もまた彼らに

來れり 18トビヤはアラの子シカニヤ

の婿なるをもてユダの中に彼と盟を結

べる者多かりしが故なりトビヤの子ヨ

ハナンも亦ベレキヤの子メシユラムの

女子を妻に娶りたり 19彼らはトビヤ

の善行を我前に語りまた我言を彼に通

ぜりトビヤは常に書をおくりて我を懼

れしめんとせり

7石垣を築き扉を設け門を守る者謳歌
者およびレビ人を立るにおよびて 2

我わが兄弟ハナニおよび城の宰ハナニ

ヤをしてヱルサレムを治めしむ彼は忠

信なる人にして衆多の者に超りて神を

畏るる者なり 3我かれらに言ふ日の熱

くなるまではヱルサレムの門を啓くべ

からず人々の立て守りをる間に門を閉

させて汝らこれを堅うせよ汝らヱルサ

レムの民を番兵に立て各々にその所を

守らしめ各々にその家と相對ふ處を守

らしめよと 4邑は廣くして大なりしか

どもその内の民は寡くして家は未だ建

ざりき 5我神はわが心に貴き人々牧伯

等および民を集めてその名簿をしらぶ

る思念を起さしめたまへり我最先に上

り來りし者等の系図の書を得て見にそ

の中に書しるして曰く 6往昔バビロン

の王ネブカデネザルに擄へられバビロ

ンに遷されたる者のうち俘囚をゆるさ

れてヱルサレムおよびユダに上りおの

おの己の邑に歸りし此州の者は左の如

し是皆ゼルバベル、ヱシユア、ネヘミ

ヤ、アザリヤ、ラアミヤ、ナハマニ、

モルデカイ、ビルシヤン、ミスペレテ

、ビグワイ、ネホム、バアナ等に隨ひ

來れり 7そのイスラエルの民の人數は

是のごとし 8パロシの子孫二千百七十

二人 9シパテヤの子孫三百七十二人 10

アラの子孫六百五十二人 11ヱシユア

とヨアブの族たるパハテモアブの子孫

二千八百十八人 12エラムの子孫千二

百五十四人 13ザツトの子孫八百四十

五人 14ザツカイの子孫七百六十人 15

ビンヌイの子孫六百四十八人 16ベバ

イの子孫六百二十八人 17アズガデの

子孫二千三百二十二人 18アドニカム

の子孫六百六十七人 19ビグワイの子
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孫二千六十七人 20アデンの子孫六百

五十五人 21ヒゼキヤの家のアテルの

子孫九十八人 22ハシユムの子孫三百

二十八人 23ベザイの子孫三百二十四

人 24ハリフの子孫百十二人 25ギベオ

ンの子孫九十五人 26ベテレヘムおよ

びネトパの人百八十八人 27アナトテ

の人百二十八人 28ベテアズマウテの

人四十二人 29キリアテヤリム、ケピ

ラおよびベエロテの人七百四十三人 30

ラマおよびゲバの人六百二十一人 31

ミクマシの人百二十二人 32ベテルお

よびアイの人百二十三人 33他のネボ

の人五十二人 34他のエラムの民千二

一百五十四人 35ハリムの民三百二十

人 36ヱリコの民三百四十五人 37ロド

、ハデデおよびオノの民七百二十一人

38セナアの子孫三千九百三十人 39祭

司はヱシユアの家のヱダヤの子孫九百

七十三人 40インメルの子孫千五十二

人 41パシユルの子孫一千二百四十七

人 42ハリムの子孫一千十七人 43レビ

人はホデワの子等ヱシユアとカデミエ

ルの子孫七十四人 44謳歌者はアサフ

の子孫百四十八人 45門を守る者はシ

ヤルムの子孫アテルの子孫タルモンの

子孫アツクブの子孫ハテタの子孫シヨ

バイの子孫百三十八人 46ネテニ人は

ジハの子孫ハスパの子孫タバオテの子

孫 47ケロスの子孫シアの子孫パドン

の子孫 48レバナの子孫ハガバの子孫

サルマイの子孫 49ハナンの子孫ギデ

ルの子孫ガハルの子孫 50レアヤの子

孫レヂンの子孫ネコダの子孫 51ガザ

ムの子孫ウザの子孫パセアの子孫 52

ベサイの子孫メウニムの子孫ネフセシ

ムの子孫 53バクブクの子孫ハクパの

子孫ハルホルの子孫 54バヅリテの子

孫メヒダの子孫ハルシヤの子孫 55バ

ルコスの子孫シセラの子孫テマの子孫

56ネヂアの子孫ハテパの子孫等なり 57

ソロモンの僕たりし者等の子孫は即ち

ソタイの子孫ソペレテの子孫ペリダの

子孫 58ヤアラの子孫ダルコンの子孫

ギデルの子孫 59シパテヤの子孫ハツ

テルの子孫ポケレテハツゼバイムの子

孫アモンの子孫 60ネテニ人とソロモ

ンの僕たりし者等の子孫とは合せて三

百九十二人 61またテルメラ、テルハ

レサ、ケルブ、アドンおよびインメル

より上り來れる者ありしがその宗家と

その血統とを示してイスラエルの者な

るを明かにすることを得ざりき 62是

すなはちデラヤの子孫トビヤの子孫ネ

コダの子孫にして合せて六百四十二人

63祭司の中にホバヤの子孫ハツコヅの

子孫バルジライの子孫ありバルジライ

はギレアデ人バルジライの女を妻に娶

りてその名を名りしなり 64是等の者

系圖に載る者等の中にその籍を尋ねた

れども在ざりき是故に汚れたる者とし

て祭司の中より除かれたり 65テルシ

ヤタ即ち之に告てウリムとトンミムを

帯る祭司の興るまでは至聖物を食ふべ

からずと言り 66會衆あはせて四萬二

千三百六十人 67この外にその僕婢七

千三百三十七人謳歌男女二百四十五人

あり 68その馬七百三十六匹その騾二

百四十五匹 69駱駝四百三十五匹驢馬

六千七百二十匹 70宗家の長の中工事

のためにを納めし人々ありテルシヤタ

は光一千ダリク鉢五十祭司の衣服五百

三十襲を施して庫に納む 71また宗家

の長數人は金二萬ダリク銀二千二百斤

を工事のために庫に納む 72その餘の

民の納めし者は金二萬ダリク銀二千斤
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祭司の衣服六十七襲なりき 73かくて

祭司レビ人門を守る者謳歌者民等ネテ

ニ人およびイスラエル人すべてその邑

々に住りイスラエルの子孫かくてその

邑々に住みをりて七月にいたりぬ

8茲に民みな一人のごとくになりて水
の門の前なる廣場に集り學士エズラ

に請てヱホバのイスラエルに命じたま

ひしモーセの律法の書を携へきたらん

ことを求めたり 2この日すなはち七月

一日祭司エズラ律法を携へ來りてその

集りをる男女および凡て聴て了ること

を得るところの人々の前に至り 3水の

門の前なる廣場にて曙より日中まで男

女および了り得る者等の前にこれを誦

めり民みな律法の書に耳を傾く 4學士

エズラこの事のために預て設けたる木

の台の上に立たりしがその傍には右の

方にマツタテヤ、シマ、アナヤ、ウリ

ヤ、ヒルキヤおよびマアセヤ立をり左

の方にペダヤ、ミサエル、マルキヤ、

ハシユム、ハシバダナ、ゼカリヤおよ

びメシユラム立をる 5エズラ一切の民

の目の前にその書を開けり（彼一切の

民より高きところに立たり）かれが開

きたる時に民みな起あがれり 6エズラ

すなはち大神ヱホバを祝しければ民み

なその手を挙て應へてアーメン、アー

メンと言ひ首を下げ地に俯伏てヱホバ

を拝めり 7ヱシユア、バニ、セレビヤ

、ヤミン、アツクブ、シヤベタイ、ホ

デヤ、マアセヤ、ケリタ、アザリヤ、

ヨザバテ、ハナン、ペラヤおよびレビ

人等民に律法を了らしめたり民はその

所に立をる 8彼等その書に就て神の律

法を朗かに誦み且その意を解あかして

その誦ところを之に了らしむ 9時にテ

ルシヤタたるネヘミヤ祭司たる學士エ

ズラおよび民を教ふるレビ人等一切の

民にむかひて此日は汝らの神ヱホバの

聖日なり哭くなかれ泣なかれと言り其

は民みな律法の言を聴て泣たればなり

10而して彼らに言けるは汝ら去て肥た

る者を食ひ甘き者を飮め而してその備

をなし得ざる者に之を分ちおくれ此日

は我らの主の聖日なり汝ら憂ふること

をせざれヱホバを喜ぶ事は汝らの力な

るぞかしと 11レビ人も亦一切の民を

静めて言ふ汝ら黙せよ此日は聖きぞか

し憂ふる勿れと 12一切の民すなはち

去りて食ひかつ飮み又人に分ちおくり

て大なる喜悦をなせり是はその誦きか

されし言を了りしが故なり 13その翌

日一切の民の族長等祭司およびレビ人

等律法の語を學ばんとて學士エズラの

許に集り來り 14律法を視るにヱホバ

のモーセによりて命じたまひし所を録

して云く七月の節會にはイスラエルの

子孫茅廬に居るべしと 15又云く一切

の邑々及びヱルサレムに布傅へて言べ

し汝ら山に出ゆき橄欖の枝油木の枝烏

拈の枝棕櫚の枝および茂れる木の枝を

取きたりて録されたるごとくに茅廬を

造れと 16是において民出ゆきて之を

取きたり各々その家の屋背の上あるひ

はその庭あるひは神の室の庭あるひは

水の門の廣場あるひはエフライムの門

の廣場に茅廬を造れり 17擄はれゆき

て歸り來りし會衆みな斯茅廬を造りて

茅廬に居りヌンの子ヨシユアの日より

彼日までにイスラエルの子孫斯おこな

ひし事なし是をもてその喜悦はなはだ

大なりき 18初の日より終の日までエ

ズラ日々に神の律法の書を誦り人衆七

日の間節筵をおこなひ第八日にいたり

例にしたがひて聖會を開けり



ネヘミヤ記105

9その月の二十四日にイスラエルの子
孫あつまりて断食し麻布を纒ひ土を

蒙れり 2イスラエルの裔たる者一切の

異邦人とはなれ而して立て己の罪と先

組の愆とを殲悔し 3皆おのおのがその

處に立てこの日の四分の一をもてその

神ヱホバの律法の書を誦み他の四分の

一をもて懺悔をなしその神ヱホバを拝

めり 4時にヱシユア、バニ、カデミエ

ル、シバニヤ、ブンニ、セレビヤ、バ

ニ、ケナニ等レビ人の台に立ち大聲を

挙てその神ヱホバに呼はれり 5斯てま

たヱシユア、カデミエル、バニ、ハシ

ヤブニヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバニ

ヤ、ペタヒヤなどのレビ人言けらく汝

ら起あがり永遠より永遠にわたりて在

す汝らの神ヱホバを讃よ汝の尊き御名

は讃べきかな是は一切の讃にも崇にも

遠く超るなり 6汝は唯なんぢのみヱホ

バにまします汝は天と諸天の天および

その萬象地とその上の一切の物ならび

に海とその中の一切の物を造り之をこ

とごとく保存せたまふなり天軍なんぢ

を拝す 7汝はヱホバ神にまします汝は

在昔アブラムを撰みてカルデヤのウル

より之を導きいだしアブラハムといふ

名をこれにつけ 8その心の汝の前に忠

信なるを観そなはし之に契約を立てカ

ナン人ヘテ人アモリ人ペリジ人ヱブス

人およびギルガシ人の地をこれに與へ

その子孫に授けんと宣まひて終に汝の

言を成たまへり汝は實に義し 9汝は我

らの先祖がエジプトにて艱難を受るを

鑒みその紅海の邊にて呼はり叫ぶを聴

いれ 10異兆と奇蹟とをあらはしてパ

ロとその諸臣とその國の庶民とを攻た

まへりそはかれらは傲りて我らの先祖

等を攻しことを知たまへばなり而して

汝の名を揚たまへること尚今日のごと

し 11汝はまた彼らの前にあたりて海を

分ち彼らをして旱ける地を踏て海の中

を通らしめ彼らを追ふ者をば石を大水

に投いるるごとくに淵に投いれたまひ

12また昼は雲の柱をもて彼らを導き夜

は火の柱をもて其往べき路を照したま

ひき 13汝はまたシナイ山の上に降り

天より彼らと語ひ正しき例規および眞

の律法善き法度および誡命を之に授け

14汝の聖安息日を之に示し汝の僕モー

セの手によりて誡命と法度と律法を之

に命じ 15天より食物を之に與へてそ

の餓をとどめ磐より水を之がために出

してその渇を濕し且この國をなんぢら

に與へんと手を挙て誓ひ給ひしその國

に入これを獲べきことをかれらに命じ

たまへり 16然るに彼等すなはち我ら

の先祖みづから傲りその項を強くして

汝の賊命に聴したがはず 17聴從ふこ

とを拒み亦なんぢが其中にて行ひたま

ひし奇蹟を憶はず還てその項を強くし

悖りて自ら一人の首領を立てその奴隷

たりし處に歸らんとせり然りと雖も汝

は罪を赦す神にして恩恵あり憐憫あり

怒ること遅く慈悲厚くましまして彼ら

を棄たまはざりき 18また彼ら自ら一

箇の犢を鋳造りて是は汝をエジプトよ

り導き上りし汝の神なりと言て大に震

怒をひきおこす事を行ひし時にすら 19

汝は重々も憐憫を垂て彼らを荒野に棄

たまはず昼は雲の柱その上を離れずし

て之を途に導き夜は火の柱離れずして

之を照しその行べき路を示したりき 20

汝はまた汝の善霊を賜ひて彼らを訓へ

汝のマナを常に彼らの口にあたへまた

水を彼らに與へてその渇をとどめ 21

四十年の間かれらを荒野に養ひたまた
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れば彼らは何の缺る所もなくその衣服

も古びずその足も腫ざりき 22而して

汝諸國諸民を彼らにあたへて之を各々

に分ち取しめ給へりかれらはシホンの

地ヘシボンの王の地およびバシヤンの

王オグの地を獲たり 23斯てまた汝は

彼らの子孫を増て空の星のごなくなら

しめ前にその先祖等に入て獲よと宣ま

ひたる地に之を導きいりたまひしかば

24則ちその子孫入てこの地を獲たり期

て汝この地にすめるカナン人をかれら

の前に打伏せその王等およびその國の

民をかれらの手に付して意のままに之

を待はしめたまひき 25斯りしかば彼

ら堅固なる邑々および膏腴なる地を取

り各種の美物の充る家鑿井葡萄園橄欖

園および許多の菓の樹を獲乃はち食ひ

て飽き肥太り汝の大なる恩恵に沾ひて

樂みたりしが 26尚も悖りて汝に叛き

汝の律法を後に抛擲ち己を戒しめて汝

に歸らせんとしたる預言者等を殺し大

に震怒を惹おこす事を行なへり 27是

に因て汝かれらをその敵の手に付して

窘しめさせたまひしが彼らその艱難の

時に汝に呼はりければ汝天より之を聴

て重々も憐憫を加へ彼らに救ふ者を多

く與へて彼らをその敵の手より救はせ

たまへり 28然るに彼らは安を獲の後

復も汝の前に惡き事を行ひしかば汝か

れらをその敵の手に棄おきて敵にこれ

を治めしめたまひけるが彼ら復立歸り

て汝に呼はりたれば汝天よりこれを聴

き憐憫を加へてしばしば彼らを助け 29

彼らを汝の律法に引もどさんとして戒

しめたまへり然りと雖も彼らは自ら傲

りて汝の誡命に聴したがはず汝の例規

（人のこれを行はば之によりて生べし

といふ者）を犯し肩を聳かし項を強く

して聴ことをせざりき 30斯りしかど

汝は年ひさしく彼らを容しおき汝の預

言者等に由て汝の霊をもて彼らを戒め

たまひしが彼等つひに耳を傾けざりし

に因て彼らを國々の民等の手に付した

まへり 31されど汝は憐憫おほくして

彼らを全くは絶さず亦彼らを棄たまふ

ことをも爲たまはざりき汝は恩恵あり

憐憫ある神にましませばなり 32然ば

我らの神大にして力強く且畏るべくし

て契約を保ち恩恵を施こしたまふ御神

ねがはくはアツスリヤの王等の日より

今日にいたるまで我儕の王等牧伯等祭

司預言者我らの先祖汝の一切の民等に

臨みし諸の苦難を小き事と観たまはざ

れ 33我らに臨みし諸の事につきては

汝義く在せり汝の爲たまひし所は誠實

にして我らの爲しところは惡かりしな

り 34我らの王等牧伯等祭司父祖等は

汝の律法を行はず汝が用ひて彼らを戒

しめたまひしその誡命と證詞に聴從は

ざりき 35即ち彼らは己の國に居り汝

の賜ふ大なる恩恵に沾ひ汝が與へてそ

の前に置たまひし廣き膏腴なる地にあ

りける時に汝に事ふることを爲ず又ひ

るがへりて自己の惡き業をやむる事も

せざりしなり 36鳴呼われらは今日奴

隷たり汝が我らの先祖に與へてその中

の産出物およびその中の佳物を食はせ

んとしたまひし地にて我らは奴隷とな

りをるこそはかなけれ 37この地は汝

が我らの罪の故によりて我らの上に立

たまひし王等のために衆多の産物を出

すなり且また彼らは我らの身をも我ら

の家畜をも意のままに左右することを

得れば我らは大難の中にあるなり此も

ろもろの事のために我ら今堅き契約を
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立てこれを書しるし我らの牧伯等我ら

のレビ人我らの祭司これに印す

10印を捺る者はハカリヤの子テルシ
ヤタ、ネヘミヤおよびゼデキヤ 2

セラヤ、アザリヤ、ヱレミヤ 3パシユ

ル、アマリヤ、マルキヤ、 4ハツトシ

、シバニヤ、マルク 5ハリム、メレモ

テ、オバデヤ 6ダニエル、ギンネトン

、バルク 7メシユラム、アビヤ、ミヤ

ミン 8マアジア、ビルガ、シマヤ是等

は祭司たり 9レビ人は即ちアザニヤの

子ヱシユア、ヘナダデの子ビンヌイ、

カデミエル 10ならびに其兄弟シバ二

ヤ、ホデヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナン

11ミカ、レホブ、ハシヤビヤ 12ザツク

ル、セレビヤ、シバ二ヤ 13ホデヤ、

バニ、ベニヌ 14民の長たる者はパロ

シ、パハテモアブ、エラム、ザツト、

バニ 15ブンニ、アズカデ、ベバイ 16

アドニヤ、ビグワイ、アデン 17アテ

ル、ヒゼキヤ、アズル 18ホデヤ、ハ

シユム、ベザイ 19ハリフ、アナトテ

、ノバイ 20マグピアシ、メシユラム

、ヘジル 21メシザベル、ザドク、ヤ

ドア 22ペラテヤ、ハナン、アナニヤ

23ホセア、ハナニヤ、ハシユブ 24ハロ

ヘシ、ピルハ、シヨベク 25レホム、

ハシヤブナ、マアセヤ 26アヒヤ、ハ

ナン、アナン 27マルク、ハリム、バ

アナ 28その餘の民祭司レビ人門をま

もる者謳歌者ネテニ人ならびに都て國

々の民等と離れて神の律法に附る者お

よびその妻その男子女子など凡そ事を

知り辨まふる者は 29皆その兄弟たる

貴き人々に附したがひ呪胆に加はり誓

を立て云く我ら神の僕モーセによりて

傳はりし神の律法に歩み我らの主ヱホ

バの一切の誡命およびその例規と法度

を守り行はん 30我らは此地の民等に

我らの女子を與へじ亦われらの男子の

ために彼らの女子を娶らじ 31比地の

民等たとひ貨物あるひは食物を安息日

に携へ來りて売んとするとも安息日ま

たは聖日には我儕これを取じ又七年ご

とに耕作を廃め一切の負債を免さんと

32我らまた自ら例を設けて年々にシケ

ルの三分の一を出して我らの神の室の

用となし 33供物のパン常素祭常燔祭

のため安息日月朔および節会の祭物の

ため聖物のためイスラエルの贖をなす

罪祭および我らの神の家の諸の工のた

めに之を用ゐることを定む 34また我

ら祭司レビ人および民籤を掣き律法に

記されたるごとく我らの神ヱホバの壇

の上に焚べき薪水の禮物を年々定まれ

る時にわれらの宗家にしたがひて我ら

の神の室に納むる者を定め 35かつ誓

ひて云ふ我らの産物の初および各種の

樹の果の初を年々ヱホバの室に携へき

たらん 36また我らの子等および我ら

の獣畜の首出および我らの牛羊の首出

を律法に記されたるごとく我らの神の

室に携へ來りて我らの神の室に事ふる

祭司に交し 37我らの麥粉の初われら

の挙祭の物各種の樹の果および洒油を

祭司の許に携へ到りて我らの神の家の

室に納め我らの産物の什一をレビ人に

與へんレビ人は我らの一切の農作の邑

においてその什一を受べき者なればな

り 38レビ人什一を受る時にはアロン

の子孫たる祭司一人そのレビ人と偕に

あるべし而してまたレビ人はその什一

の十分の一を我らの神の家に携へ上り

て府庫の諸室に納むべし 39即ちイス

ラエルの子孫およびレビの子孫は穀物

および酒油の挙祭を携さへいたり聖所
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の器皿および奉事をする祭司門を守る

者謳歌者などが在るところの室に之を

納むべし我らは我らの神の家を棄じ

11民の牧伯等はヱルサレムに住りそ
の餘の民もまた籤を掣き十人の中

よりして一人宛を聖邑ヱルサレムに來

りて住しめその九人を他の邑々に住し

めたり 2又すべて自ら進でヱルサレム

に住んと言ふ人々は民これを祝せり 3

イスラエル祭司レビ人ネテニ人および

ソロモンの臣僕たりし者等の子孫すべ

てユダの邑々にありておのおのその邑

々なる自己の所有地に住をれり此州の

貴き人々のヱルサレムに住をりし者は

左のごとし 4即ちユダの子孫およびベ

ニヤミンの子孫のヱルサレムに住る者

は是なりユダの子孫はウジヤの子アタ

ヤ、ウジヤはゼカリヤの子ゼカリヤは

アマリヤの子アマリヤはシパテヤの子

シパテヤはマハラレルの子是はペレズ

の子孫なり 5又バルクの子マアセヤと

いふ者ありバルクはコロホゼの子コロ

ホゼはハザヤの子ハザヤはアダヤの子

アダヤはヨヤリブの子ヨヤリプはゼカ

リヤの子ゼカリヤはシロニ人の子なり

6ペレズの子孫のヱルサレムに住る者

は合せて四百六十八人にして皆勇士な

り 7ベニヤミンの子孫は左のごとしメ

シユラムの子サル、メシユラムはヨエ

デの子ヨエデはペダヤの子ペダヤはコ

ラヤの子コラヤはマアセヤの子マアセ

ヤはイテエルの子イテエルはヱサヤの

子なり 8その次はガバイおよびサライ

などにして合せて九百二十八人 9ジク

リの子ヨエルかれらの監督たりハツセ

ヌアの子ユダこれに副ふて邑を治む 10

祭司はヨヤリブの子ヱダヤ、ヤキン 11

および神の室の宰セラヤ、セラヤはヒ

ルヤキの子ヒルキヤはメシユラムの子

メシユラムはザドクの子ザドクはメラ

ヨテの子メラヨテはアヒトブの子なり

12殿の職事をするその兄弟八百二十二

人あり又アダヤといふ者ありアダヤは

ヱロハムの子ヱロハムはペラリヤの子

ペラリヤはアムジの子アムジはゼカリ

ヤの子ゼカリヤはパシホルの子パシホ

ルはマルキヤの子なり 13アダヤの兄

弟たる宗家の長二百四十二人あり又ア

マシサイといふ者ありアマシサイはア

ザリエルの子アザリエルはアハザイの

子アハザイはメシレモテの子メシレモ

テはイシメルの子なり 14その兄弟た

る勇士百二十八人ありハツゲドリムの

子ザブデエル彼らの監督たり 15レビ

人はハシユブの子シマヤ、ハシユブは

アズリカムの子アズリカムはハシヤビ

ヤの子ハシヤビヤはブンニの子なり 16

またシヤベタイおよびヨザバデあり是

等はレビ人の長にして神の室の外の事

を掌どれり 17またマツタニヤといふ

者ありマツタニヤはミカの子ミカはザ

ブデの子ザブデはアサフの子なりマツ

タニヤは祈祷の時に感謝の詞を唱へは

じむる者なり彼の兄弟の中にてバクブ

キヤといふ者かれに次り又アブダとい

ふ者ありアブダはシヤンマの子シヤン

マはガラルの子ガラルはヱドトンの子

なり 18聖邑にあるレビ人は合せて二

百八十四人 19門を守る者アツクブ、

タルモンおよびその兄弟等合せて百七

十二人あり皆門々にありて伺守ること

をせり 20その餘のイスラエル人祭司

およびレビ人は皆ユダの一切の邑々に

ありて各々おのれの産業に居り 21但

しネテニ人はオぺルに居りヂハ及びギ

シパ、ネタニ人を統ぶ 22ヱルサレム
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にをるレビ人の監督はウジといふ者な

りウジはバニの子バニはハシヤビヤの

子ハシヤビヤはマツタニヤの子マツタ

ニヤはミカの子なり是は謳歌者なるア

サフの子孫なりその職務は神の室の事

にかかはる 23王より命令ありて是ら

の事を定め謳歌者に日々の定まれる分

を與へしむ 24ユダの子ゼラの子孫メ

シザベルの子ぺタヒヤといふ者王の手

に属して民に関る一切の事を取あつか

へり 25又村荘とその田圃につきては

ユダの子孫の者キリアテアルバとその

郷里デボンとその郷里およびヱカブジ

エルとその村荘に住み 26ヱシユア、

モラダおよびベテぺレテに住み 27ハ

ザルシユアルおよびベエルシバとその

郷里に住み 28ヂクラグおよびメコナ

とその郷里に住み 29エンリンモン、

ザレア、ヤルムテに住み 30ザノア、

アドラムおよび其等の村荘ラキシとそ

の田野およびアゼカとその郷里に住り

斯かれらはベエルシバよりヒンノムの

谷までに天幕を張り 31ベニヤミンの

子孫はまたゲバよりしてミクマシ、ア

ヤおよびベテルとその郷里に住み 32

アナトテ、ノブ、アナニヤ 33ハゾル

、ラマ、ギツタイム 34ハデデ、ゼボ

イム、ネバラテ 35ロド、オノ工匠谷

に住り 36レビ人の班列のユダにある

者の中ベニヤミンに合せし者もありき

12シヤルテルの子ゼルバベルおよび
ヱシユアと偕に上りきたりし祭司

とレビ人は左のごとしセラヤ、ヱレミ

ヤ、エズラ 2アマリヤ、マルク、ハツ

トシ 3シカニヤ、レホム、メレモテ 4

イド、ギンネトイ、アビヤ 5ミヤミン

、マアデヤ、ビルガ 6シマヤ、ヨヤリ

ブ、ヱダヤ 7サライ、アモク、ヒルキ

ヤ、ヱダヤ是等の者はヱシユアの世に

祭司およびその兄弟等の長たりき 8ま

たレビ人はヱシユア、ビンヌイ、カデ

ミエル、セレビヤ、ユダ、マツタニヤ

、マツタニヤはその兄弟とともに感謝

の事を掌どれり 9またその兄弟バクブ

キヤおよびウンノ之と相對ひて職務を

なせり 10ヱシユア、ヨアキムを生み

ヨアキム、エリアシブを生みエリアシ

ブ、ヨイアダを生み 11ヨイアダ、ヨ

ナタンを生みヨナタン、ヤドアを生り

12ヨアキムの日に祭司等の宗家の長た

りし者はセラヤの族にてはメラヤ、ヱ

レミヤの族にてはハナニヤ 13エズラ

の族にてはメシユラム、アマリヤの族

にてはヨハナン 14マルキの族にては

ヨナタンシ、シバニヤの族にてはヨセ

フ 15ハリムの族にてはアデナ、メラ

ヨテの族にてはヘルカイ 16イドの族

にではゼカリヤ、ギンネトン膳良にて

はメシユラム 17アビヤの族にてはジ

クリ、ミニヤミンの族モアデヤの族に

てはピルタイ 18ビルガの族にてはシ

ヤンマ、シマヤの族にてはヨナタン 19

ヨヤリブの族にてはマツテナイ、ヱダ

ヤの族にてはウジ 20サライの族にて

はカライ、アモクの族にてはエベル 21

ヒルキヤの族にてはハシヤビヤ、ヱダ

ヤの族にてはネタンエル 22エリアシ

ブ、ヨイアダ、ヨハナンおよびヤドア

の日にレビ人の宗家の長等冊に録さる

亦ペルシヤ王ダリヨスの治世に祭司等

も然せらる 23宗家の長たるレビ人は

エリアシブの子ヨハナンの日まで凡て

歴代志の書に記さる 24レビ人の長は

ハシヤビヤ、セレビヤおよびカデミエ

ルの子ヱシユアなりその兄弟等これと

相對ひて居る即ち彼らは班列と班列と
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あひむかひ居り神の人ダビデの命令に

本づきて讃美と感謝とをつとむ 25マ

ツタニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メ

シユラム、タルモン、アツクブは門を

守る者にして門の内の府庫を伺ひ守れ

り 26是等はヨザダクの子ヱシユアの

子ヨアキムの日に在り総督ネヘミヤお

よび學士たる祭司エズラの日に在りし

者なり 27ヱルサレムの石垣の落成せ

し節會に当りてレビ人をその一切の處

より招きてヱルサレムに來らせ感附と

歌と鐃鈸と瑟と琴とをもて歓喜を盡し

てその落成の節會を行はんとす 28是

において謳歌ふ徒輩ヱルサレムの周圍

の窪地およびネトパ人の村々より集り

來り 29またベテギルガルおよびゲバ

とアズマウテとの野より集り來れりこ

の謳歌者等はヱルサレムの周圍に己の

村々を建たりき 30茲に祭司およびレ

ビ人身を潔めまた民および諸の門と石

垣とを潔めければ 31我すなはちユダ

の牧伯等をして石垣の上に上らしめ又

二の大なる隊を作り設けて之に感謝の

詞を唱へて並進ましむ即ちその一は糞

の門を指て石垣の上を右に進めり 32

その後につきて進める者はホシヤヤお

よびユダの牧伯の半 33ならびにアザ

リヤ、エズラ、メシユラム 34ユダ、

ベニヤミン、シマヤ、ヱレミヤなりき

35又祭司の徒數人喇叭を吹て伴ふあり

即ちヨナタンの子ゼカリヤ、ヨナタン

はシマヤの子シマヤはマツタニヤの子

マツタニヤはミカヤの子ミカヤはザツ

クルの子ザツクルはアサフの子なり 36

またゼカリヤの兄弟シマヤ、アザリエ

ル、ミラライ、ギラライ、マアイ、ネ

タンエル、ユダ、ハナニ等ありて神の

人ダビデの樂器を執り學士エズラこれ

に先だつ 37而して彼ら泉の門を経た

だちに進みて石垣の上口に於てダビデ

の城の段階より登りダビデの家の土を

過て東の方水の門に至れり 38また今

一隊の感謝する者は彼らに対ひて進み

我は民の半とともにその後に從がへり

而して皆石垣の上を行き爐戌樓の上を

過て石垣の廣き處にいたり 39エフラ

イムの門の上を通り舊門を過ぎ魚の門

およびハナニエルの戌樓とハンメアの

戌樓を過て羊の門に至り牢の門に立ど

まれり 40かくて二隊の感謝する者神

の室にいりて立り我もそこにたち牧伯

等の半われと偕にありき 41また祭司

エリアキム、マアセヤ、ミニヤミン、

ミカヤ、エリヨエナイ、ゼカリヤ、ハ

ナニヤ等喇叭を執て居り 42マアセヤ

、シマヤ、エレアザル、ウジ、ヨナハ

ン、マルキヤ、エラム、エゼル之と偕

にあり謳歌ふ者聲高くうたへりヱズラ

ヒヤはその監督なりき 43斯してその

日みな大なる犠牲を献げて喜悦を盡せ

り其は神かれらをして大に喜こび樂ま

せたまひたればなり婦女小兒までも喜

悦り是をもてヱルサレムの喜悦の聲と

ほくまで聞えわたりぬ 44その日府庫

のすべての室を掌どるべき人々を撰び

て挙祭の品初物および什一など律法に

定むるところの祭司とレビ人との分を

邑々の田圃に准ひて取あつめてすべて

の室にいるることを掌どらしむ是は祭

司およびレビ人の立て奉ふるをユダ人

喜こびたればなり 45彼らは神の職守

および潔齋の職守を勤む謳歌者および

門を守る者も然り皆ダビデとその子ソ

ロモンの命令に依る 46在昔ダビデお

よびアサフの日には謳歌者の長一人あ

りて神に讃美感謝をたてまつる事あり
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き 47またゼルバベルの日およびネヘ

ミヤの日にはイスラエル人みな謳歌者

と門を守る者に日々の分を與へまたレ

ビ人に物を聖別て與ヘレビ人またこれ

を聖別てアロンの子孫に與ふ

13その日モーセの書を読て民に聴し
めけるに其中に録して云ふアンモ

ニ人およびモアブ人は何時までも神の

會に入べからず 2是は彼らパンと水と

をもてイスラエルの子孫を迎へずして

還て之を詛はせんとてバラムを傭ひた

りしが故なり斯りしかども我らの神は

その呪詛を變て祝福となしたまへりと

3衆人この律法を聞てのち雑りたる民

を盡くイスラエルより分ち離てり 4是

より先我らの神の家の室を掌れる祭司

エリアシブといふ者トビヤと近くなり

たれば 5彼のために大なる室を備ふ其

室は元來素祭の物乳香器皿および例に

よりてレビ人謳歌者門を守る者等に與

ふる穀物酒油の什一ならびに祭司に與

る挙祭の物を置し處なり 6常時は我ヱ

ルサレムに居ざりき我はバビロンの王

アルタシヤスタの三十二年に王の所に

往たりしが數日の後王に暇を乞て 7エ

ルサレムに來りエリアシブがトビヤの

ために爲たる惡事すなはちかれがため

に神の家の庭に一の室を備へし事を詳

悉にせり 8我はなはだこれを憂ひてト

ビヤの家の器皿をことごとくその室よ

り投いだし 9頓て命じてすべての室を

潔めさせ而して神の家の器皿および素

祭乳香などを再び其處に携へいれたり

10我また査べ観しにレビ人そのうくべ

き分を與へられざりきこの故に其職務

をなす所のレビ人および謳歌者等各々

おのれの田に奔り歸りぬ 11是におい

て我何故に神の室を棄させしやと言て

牧伯等を詰り頓てまたレビ人を招き集

めてその故の所に立しめたり 12斯り

しかばユダ人みな穀物酒油の什一を府

庫に携へ來れり 13その時我祭司シレ

ミヤ學士ザドクおよびレビ人ペダヤを

府庫の有司とし之にマツタニヤの子ザ

ツクルの子ハナンを副て庫をつかさど

らしむ彼らは忠信なる者と思はれたれ

ばなり其職は兄弟等に分配るの事なり

き 14わが神よ此事のために我を記念

たまへ我神の室とその職事のために我

が行ひし善事を拭ひ去たまはざれ 15

當時われ観しにユダの中にて安息日に

酒榨を踏む者あり麥束を持きたりて驢

馬に負するあり亦酒葡萄無花果および

各種の荷を安息日にヱルサレムに携へ

いるるあり我かれらが食物を鬻ぎをる

日に彼らを戒しめたり 16彼處にまた

ツロの人々も住をりしが魚および各種

の貨物を携へいりて安息日にユダの人

々に之を鬻ぎかつヱルサレムにて商賣

せり 17是において我ユダの貴き人々

を詰りて之に言ふ汝ら何ぞ此惡き事を

なして安息日を涜すや 18汝らの先祖

等も斯おこなはざりしや我らの神これ

が爲にこの一切の災禍を我らとこの邑

とに降したまひしにあらずや然るに汝

らは安息日を涜して更に大なる震怒を

イスラエルに招くなりと 19而して安

息日の前の日ヱルサレムの門々暗くな

らんとする頃ほひに我命じてその扉を

閉させ安息日の過さるまで之を開くべ

からずと命じ我僕數人を門々に置て安

息日に荷を携へいるる事なからしめた

り 20斯りしかば商賣および各種の品

を賣る者等一二回ヱルサレムの外に宿

れり 21我これを戒めてこれに言ふ汝

ら石垣の前に宿るは何ぞや汝等もし重
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ねて然なさば我なんぢらに手をかけん

と其時より後は彼ら安息日には來らざ

りき 22我またレビ人に命じてその身

を潔めさせ來りて門を守らしめて安息

日を聖くす我神よ我ために此事を記念

し汝の大なる仁慈をもて我を憫みたま

へ 23富時われアシドド、アンモン、

モアブなどの婦女を娶りしユダヤ人を

見しに 24その子女はアシドドの言語

を半雑へて言ひユダヤの言語を言こと

あたはず各國の言語を雑へ用ふ 25我

彼等を詰りまた詬りその中の數人を撻

ちその毛を抜き神を指て誓はしめて言

ふ汝らは彼らの男子におのが女子を與

ふべからず又なんぢらの男子あるひは

おのれ自身のために彼らの女子を娶る

べからず 26是らの事についてイスラ

エルの王ソロモンは罪を獲たるに非ず

や彼がごとき王は衆多の國民の中にも

あらずして神に愛せられし者なり神か

れをイスラエル全國の王となしたまへ

り然るに尚ほ異邦の婦女等はこれに罪

を犯さしめたり 27然ば汝らが異邦の

婦女を娶りこの一切の大惡をなして我

らの神に罪を犯すを我儕聴し置べけん

や 28祭司の長エリアシブの子ヨイア

ダの一人の子はホロニ人サンバラテの

婿なりけれぱ我これを逐出して我を離

れしむ 29わが神よ彼らは祭司の職を

汚し祭司およびレビ人の契約に背きた

り彼らのことを忘れたまふ勿れ 30我

かく人衆を潔めて異邦の物を盡く棄し

め祭司およびいビ人の班列を立て各々

その職務に服せしめ 31また人衆をし

て薪柴の禮物をその定まる期に献げし

めかつ初物を奉つらしむ我神よ我を憶

ひ仁慈をもて我を待ひたまへ
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エステル記

1アハシユエロスすなはち印度よりエ
テオピヤまで百二十七州を治めたる

アハシユエロスの世 2アハシユエロス

王シユシヤンの城にてその國の祚に坐

しをりける当時 3その治世の第三年に

その牧伯等および臣僕等のために酒宴

を設けたりペルシヤとメデアの武士お

よび貴族と讃州の牧伯等その前にあり

き 4時に王その盛なる國の富有とその

大なる威の榮を示して衆多の日をわた

り百八十日に及びぬ 5これらの日のを

はりし時王また王の宮の園の庭にてシ

ユシヤンに居る大小のすべての民のた

めに七日の間酒宴を設けたり 6白緑青

の帳幔ありて細布と紫色の紐にて銀の

環および蝋石の柱に繋がるまた牀榻は

金銀にして赤白黄黒の蝋石の上に居ら

る 7金の酒盃にて酒を賜ふその酒盃は

此と彼おのおの異なり王の用ゐる酒を

たまふこと夥だし王の富有に適へり 8

その飮むことは法にかなひて誰も強る

ことを爲ず其は王人として各々おのれ

の好むごとく爲しむべしとその宮内の

すべての有司に命じたればなり 9后ワ

シテもまたアハシユエロス王に属する

王宮の内にて婦女のために酒宴をまう

けたり 10第七日にアハシユエロス王

酒のために心樂み王の前に事ふる七人

の侍從メホマン、ビスタ、ハルボナ、

ビグタ、アバグタ、セタルおよびカル

カスに命じ 11后ワシテをして后の冠

冕をかぶりて王の前に來らしめよと言

り是は彼観に美しければその美麗を民

等と牧伯等に見さんとてなりき 12し

かるに后ワシテ侍從が傅へし王の命に

從ひて來ることを肯はざりしかば王お

ほいに憤ほりて震怒その衷に燃ゆ 13

是において王時を知る智者にむかひて

言ふ(王はすべて法律と審理に明かな

る者にむかひて是の如くするを常とせ

り 14時に彼の次になりし者はペルシ

ヤおよびメデアの七人の牧伯カルシナ

、セタル、アデマタ、タルシシ、メレ

ス、マルセナ、メムカンなりき是みな

王の面を見る者にして國の第一に位せ

り) 15后ワシテ、アハシユエロス王が

侍從をもて傅へし命を爲されば法律に

したがひて如何に彼になすべきや 16

メムカン王と牧伯たちの前に答へて曰

ふ后ワシテは唯王にむかひて惡き事を

なしたる而已ならず一切の牧伯たちお

よびアハシユエロス王の各州のもろも

ろの民にむかひてもまた之を爲るなり

17后のこの事あまねく一切の婦女に聞

えて彼らつひにその夫を藐め観て言ん

アハシユエロス王后ワシテに已のまへ

に來れと命じたりしに來らざりしと 18

而して后の此所行を聞るペルシヤとメ

デアの諸夫人もまた今日王のすべての

牧伯等に是のごとく言ん然すれば必ら

ず藐視と忿怒多く起るべし 19王もし

之を善としたまはばワシテは此後ふた

たびアハシユエロス王の前に來るべか

らずといふ王命を下し之をペルシヤと

メデアの律法の中に書いれて更ること

無らしめ而してその后の位を彼に勝れ

る他の者に與へたまへ 20王の下した

まはん御詔この大なる御國に徧ねく聞

えわたる時は妻たる者ことごとくその

夫を大小となく共に敬まふべしと 21

王と牧伯等この言を善としければ王メ

ムカンの言のごとく爲たり 22かくて

王の諸州に徧ねく書をおくりもろもろ

の州にその文字にしたがひて書おくり

もろもろの民にその言語にしたがひて
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書おくり凡て男子たる者はその家の主

となるべくまたおのれの民の言を用ひ

てものいふべしと諭しぬ

2これらの事の後アハシユエロス王忿
怒とけてワシテおよび彼が爲たる所

またその彼にむかひて議定めしところ

の事を憶ひおこせり 2ここに王の前に

事ふる僕等いひけるは請ふ美しき少き

處女等を王のために尋もとめん 3願は

くは王御國の各州において官吏を択び

之をして美はしき處女をことごとくシ

ユシヤンの城に集めしめ婦人を管理る

王の侍從ヘガイの手にわたして婦人の

局に入らしめ而して潔浄の物をこれに

與へたまへ 4斯して王の御意に適ふ女

子を取りワシテに代りて后とならしめ

たまへと王この事を善として然なしぬ

5茲にシユシヤンの城に一人のユダヤ

人ありその名をモルデカイと日ひキシ

の曾孫シメイの孫ヤイルの子にしてベ

ニヤミン人なり 6かれはバビロンの王

ネブカデネザルが擄へゆきしユダのヱ

コニヤとともに擄はれ往る俘囚の中に

ありてヱサレムより移されたる者なり

7かれその叔父の女ハダツサすなはち

エステルを養ひ育てたり是は父も母も

なかりければなりこの女子顔貌勝れて

うるはしかりしがその父母の死たる後

モルデカイこれを取ておのれの女とな

せるなり 8王の命令と詔言の聞え伝は

り衆多の女子シユシヤンの城にあつめ

られてヘガイの手にわたさにし時エス

テルも亦王の家に携へられてゆき婦人

を管理るヘガイの手に交されしが 9こ

の女子ヘガイの意にかなひて之が恵を

受たり即はちヘガイすみやかに之に潔

浄の物およびその分を與へまた王の家

の中より七人の侍女を挙てこれに附そ

はしめ彼とその侍女等を婦人の局の中

なる最も佳き處に移しぬ 10エステル

はおのれの民をもおのれの宗族をも顧

はさざりき其はモルデカイこれを顕は

すなかれと彼に言ふくめたればなり 11

またモルデカイはエステルの模様およ

びその如何になれるかを知んため日々

に婦人の局の庭の前をあゆめり 12女

子はおのおの婦人の則にしたがひて十

二ケ月を経しかる後順番にいりてアハ

シユエロス王にいたる是その潔浄の日

を終るはかくのごとくなるが故なり既

ち没薬の油を用ふること六ヶ月また各

種の薫物および婦人の潔浄ごとにあつ

る物等を用ふること六ヶ月 13女子の

王にいたるは是のごとしその婦人の局

より出て王の家にゆく時には凡てその

望む物をことごとく與へらる 14而し

て夕に往き朝におよびて婦人の第二の

局に還り妃嬪をつかさどる王の侍從シ

ヤシガスの手に属す王これを喜こびて

名をさして召すにあらざれぼ重ねて王

にいたることなし 15ここにモルデカ

イの叔父アビハイルの女すなはちモル

デカイが取ておのれの女となしたるエ

ステル入て王にいたるべき順番にあた

りけるが彼は婦人をつかさどる王の侍

從ヘガイが言きかせたる事の外には何

をももとめざりきエステルは凡て彼を

見る者によろこばれたり 16かくエス

テルは王の家に召いれられてアハシユ

エロス王にいたれり是その治世の第七

年十月即ちテベテの月なり 17王一切

の婦人に超てエステルを愛しければエ

ステルはすべての處女にまさりて王の

前に恩寵と厚情を得たり王つひに后の

冕をかれの首に戴かせ彼をしてワシテ

にかはりて后とならしむ 18ここにお
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いて王おほいなる酒宴を設けてそのも

ろもろの牧伯と臣僕を饗すこれをエス

テルの酒宴と稱ふまた諸州に租税をゆ

るし王の富有にかなひて物を賜ふ 19

再度處女の集められし時モルデカイは

王の門に坐しをりぬ 20エステルはモ

ルデカイがかれに言ふくめたる如くし

て未だおのれの宗族をもおのれの民を

も顕はさざりきエステタはモルデカイ

の言語にしたがふことその彼に養なひ

育てられし時と異ならざりき 21常時

モルデカイ王の門に坐し居ける時王の

侍從にて戸を守る者の中ビグタンおよ

びテレシの二人怨むる事ありてアハシ

ユエロス王を弑せんともとめたりしが

22その事モルデカイに知れければモル

デカイこれを后エステルに告げエステ

ルまたモルデカイの名をもてこれを王

に告げたり 23ここにおいて此事をし

らべさせしにその然ること顕はれけれ

ば彼ら二人は木にかけられその事は王

の前なる日誌の書にかきしるさる

3これらの事の後アハシユエロス王ア
ガグ人ハンメダタの子ハマンを貴び

これを高くして己とともにある一切の

牧伯の上にその席を定めしむ 2王の門

にある主の諸臣みな跪づきてハマンを

拝せり是は王斯かれになすことを命じ

たれぱなり然れどもモルデカイは跪づ

かず又これを拝せざりき 3ここをもて

王の門にある王の諧臣モデカイにむか

ひて言ふ汝いかなれば王の命に背くや

と 4かれらモデカイに日々かく言ふと

いへども聴ざりければその事の爲をふ

さるべきか否を見んとてハマンにこれ

を告たり其はモルデカイおのれのユダ

ヤ人なることを語りたればなり 5ハマ

ン、モルデカイの跪づかずまた己を拝

せざるを見たればハマン忿怒にたへざ

りしが 6ただモルデカイ一人を殺すは

事小さしと思へり彼らモルデカイの属

する民をハマンに顕はしければハマン

はアハシユエロスの國の中にある一切

のユダヤ人すなはちモルデカイの属す

る民をことごとく殺さんと謀れり 7ア

ハシユエロス王の十二年正月即ちニサ

ンの月にハマンの前にて十二月すなは

ちアダルの月まで一日一日のため一月

一月のためにプルを投しむプルは即ち

籤なり 8ハマンかくてアハシユエロス

王に言けるは御國の各州にある諸民の

中に散されて別れ別れになりをる一の

民ありその律法は一切の民と異りまた

王の法律を守らずこの故にこれを容し

おくは王の益にあらず 9王もしこれを

善としたまはば願くは彼らを滅ぼせと

書くだしたまへさらば我王の事をつか

さどる者等の手に銀一萬タラントを秤

り交して王の府庫に人しめん 10王す

なはち指環をその手より取はづしアガ

グ人ハンメダタの子ハマンすなはちユ

ダヤ人の敵たる者に交し 11しかして

ハマンに言けるはその銀はなんぢに與

ふその民もまた汝にあたふれば汝に善

と見ゆるごとく爲よ 12ここにおいて

正月の十三日に王の書記官を召あつめ

王に属する州牧各州の方伯およびもろ

もろの民の牧伯にハマンが命ぜんとす

る所をことごとく書しるさしむ即ちも

ろもろの州におくるものは其文字をも

ちひもろもろの民におくるものはその

言語をもちひおのおのアハシユエロス

王の名をもてこれを書き王の指環をも

てこれに印したり 13しかして驛卒を

もて書を王の諸州におくり十二月すな

はちアダルの月の十三日において一日
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の内に一切のユダヤ人を若き者老たる

者小児婦人の差別なくことごとく滅ぼ

し殺し絶しかつその所有物を奪ふべし

と諭しぬ 14この詔旨を諸州に傅へて

かの日のために準備をなさしめんとて

その書る物の寫本を一切の民に開きて

示せり 15驛卒王の命によりて急ぎて

出ゆきぬこの詔書はシユシヤンの城に

於て出されたりかくて王とハマンは坐

して酒飮ゐたりしがシユシヤンの邑は

惑ひわづらへり

4モルデカイ凡てこの爲れたる事を知
しかばモルデカイ衣服を裂き麻布を

纒ひ灰をかぷり邑の中に行て大に哭き

痛く號び 2王の門の前までも斯して來

れり其は麻布をまとふては王の門の内

に入ること能はざればなり 3すべて王

の命とその詔書と到れる諸州にてはユ

ダヤ人の中におほいなる哀みあり断食

哭泣號呼おこれりまた麻布をまとふて

灰の上に坐する者おほかりき 4ここに

エステルの侍女およびその侍從等きた

りてこれを告ければ后はなはだしく憂

ひ衣服をおくり之をモルデカイにきせ

てその麻布を脱しめんとしたりしがう

けざりき 5ここをもてエステルは王の

侍從の一人すなはち王の命じて己に侍

らしむるハタクといふ者を召しモルデ

カイの許に往きてその何事なるか何故

なるかを知きたれと命ぜり 6ハタクい

でて王の門の前なる邑の廣場にをるモ

ルデカイにいたりしに 7モルデカイお

のれの遇たるところを具にこれに語り

かつハマンがユダヤ人を滅ぼす事のた

めに王の府庫に秤りいれんと約したる

銀の額を告げ 8またその彼等をほろぼ

さしむるためにシユシヤンにおいて書

て與へられし詔書の写を彼にわたし之

をエステルに見せかつ解あかしまた彼

に王の許にゆきてその民のためにこれ

に衿恤を請ひその前に順ふことを爲べ

しと言つたへよと言り 9ハタクかへり

來りてモルデカイの言詞をエステルに

告ければ 10エステル、ハタクに命じ

モルデカイに言をつたへしむ云く 11

王の諸臣がよび王の諸州の民みな知る

男にもあれ女にもあれ凡て召れずして

内庭に入て王にいたる者は必ず殺さる

べき一の法律ありされど王これに金圭

を伸れば生るを得べしかくて我此三十

日は王にいたるべき召をかうむらざる

なり 12エステルの言をモルデカイに

告げけるに 13モルデカイ命じてエス

テルに答へしめて曰く汝王の家にあれ

ば一切のユダヤ人の如くならずして免

かるべしと思ふなかれ 14なんぢ若こ

の時にあたりて黙して言ずば他の處よ

りして助援と拯救ユダヤ人に興らんさ

れど汝どなんぢの父の家は亡ぶべし汝

が后の位を得たるは此のごとき時のた

めなりしやも知るべからず 15エステ

ルまたモルデカイに答へしめて曰く 16

なんぢ往きシユシヤンにをるユダヤ人

をことごとく集めてわがために断食せ

よ三日の間夜昼とも食ふことも飮むこ

ともするなかれ我とわが侍女等もおな

じく断食せんしかして我法律にそむく

事なれども王にいたらん我もし死べく

ば死べし 17ここにおいてモルデカイ

往てエステルが凡ておのれに命じたる

ごとく行なへり

5第三日にエステル后の服を着王の家
の内庭にいり王の家にむかひて立つ

王は王宮玉座に坐して王宮の戸口にむ

かひをりしが 2王后エステルが庭にた

ちをるを見てこれに恩をくはへ其手に
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ある金圭をエステルの方に伸しければ

エステルすすみよりてその圭の頭にさ

はれり 3王かれに言けるは后エステル

なんぢ何をもとむるやなんぢの願意は

何なるや國の半分にいたるとも汝にあ

たふべし 4エステルいひけるは王もし

善としたまはば願くは今日わが王のた

めに設けたる酒宴に王とハマンと臨み

たまへ 5ここに於て王ハマンを急がし

めてエステルの言るごとくならしめよ

と命じ王とハマンやがてエステルが設

けたる酒宴に臨めり 6酒宴の時王また

エステルに言けるは汝の所求は何なる

やかならずゆるさるべしなんぢの願意

は何なるや固の半分にいたるとも成就

らるべし 7エステル言けるは我が所求

わが願意は是なり 8われもし王の目の

前に恩を得王もしわが所求をゆるしわ

が願意を成就しむることを善としたま

はば願くは玉とハマンまたわが設けん

とする酒宴に臨みたまへわれ明日王の

宜まへる言にしたがはん 9かくてハマ

ンはその日よろこび心たのしみて出き

たりけるがハマン、モルデカイが王の

門に居て己にむかひて起もあがらず身

動もせざるを見しかば痛くモルデカイ

を怒れり 10されどもハマン耐忍びて

家にかへりその朋友等および妻ゼレシ

をまねき來らしめ 11而してハマンそ

の富の榮耀とその子の衆多ことと凡て

王の己を貴とびし事また己をたかくし

て王の牧伯および臣僕の上にあらしむ

ることを之に語れり 12しかしてハマ

ンまた言けらく后エステル酒宴を設け

たりしが我のほかは何人をも王ととも

に之に臨ましめず明日もまた我は玉と

ともに后に招かれをるなり 13然れど

ユダヤ人モルデカイが王の門に坐しを

るを見る間は是らの事も快樂からず 14

時にその妻ゼレシとその一切の朋友か

れに言けるは請ふ高五十キユビトの木

を立しめ明日の朝モルデカイをその上

に懸んことを王に奏せ而して王ととも

に樂しみてその酒宴におもむけとハマ

ンこの事を善としてその木を立しめた

り

6その夜王ねむること能はざりければ
命じて日々の事を記せる記録の書を

持きたらしめ王の前にこれを読しめけ

るに 2モルデカイ曾て王の侍從の二人

戸を守る者なるビグタンとテレシがア

ハシユエロス王を殺さんと謀れるを告

たりと記せるに遇ふ 3王すなはち言け

るは之がために何の榮誉と爵位をモル

デカイにあたへしや王に事ふる臣僕等

こたへて何をも彼にあたへしこと無し

といへり 4ここにおいて王誰ぞ庭にあ

るやと問ふこの時ハマンは己がモルデ

カイのために設けたる木にモルデカイ

を懸ることを王に奏せんとして已に王

の家の外庭に來りて居る 5王の臣僕等

王につげてハマン庭に立をると言けれ

ば王かれをして入來らしめよと言ふ 6

ハマンやがて入きたりしに王かれにい

ひけるは王の尊とばんと欲する人には

如何になさば善らんかとマン心におも

ひけるは王の尊ばんとずる者は我にあ

らずして誰ぞやと 7ハマンすなはち王

にいひけるは王の尊ばんと欲する人の

ためには 8王の着たまへる衣服を携さ

へ來らしめかつ王の乗たまへる馬即ち

その頭に王の冠冕を戴ける馬をひき來

らしめ 9これを王の最も貴とき一人の

牧伯の手にわたし王の尊ばんとする人

に其衣服を衣せしめこれを馬にのせて

邑の街衢をみちびき通り王の尊とばん
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と欲する人には是のごとくなすべしと

呼はらしむべし 10王ハマンに言ける

は急ぎなんぢが言しごとくその衣服と

馬とを取り王の門に坐するユダヤ人モ

ルデカイに斯なせよなんぢが言しとこ

ろを一も欠こと無らしめよ 11ここにお

いてハマン衣服と馬とを取りモルデカ

イにその衣服を着せ彼をして邑の街衢

を乗とほらしめその前に呼はりて云ふ

王の尊ばんと欲する人には是のごとく

なすべしと 12かくてモルデカイは王

の門にかへりたりしがハマンは愁へな

やみ首をおほふておのれの家にはしり

ゆき 13しかしてハマンおのが邁る事

をことごとくその妻ゼレシとその朋友

等に告げるにその智者等およびその妻

ゼレシかれに言けるは彼のモルデカイ

すなはちなんぢがその前に敗れはじめ

たる者もしユダヤ人ならば汝これに勝

ことを得じ必らずその前にやぶれんと

14かれら尚ハマンとものいひをる間に

王の侍從きたりてハマンをうながしエ

ステルが設けたる酒宴にのぞましむ

7王またハマンとともに后エステルと
酒宴せんとて來れり 2この第二の酒

宴の日に王またエステルに言けるは后

エステルよなんぢのもとめは何なるや

かならず許さるべし汝のねがひは何な

るや國の半分にいたるとも成就らるべ

し 3后エステルこたへて言けるは王よ

我もし王の御目の前に恩を得王もし善

と見たまはばわがもとめにしたがりこ

わが生命をわれに賜へまたわが願にし

たがひてわが民を我に賜へ 4我とわが

民は売れて滅ぼされ殺され絶されんと

す我らもし奴婢に売れたるならんには

我黙してはべらん敵人は王の損害を償

なふ事能はざるなり 5アハシユエロス

王后エステルにこたへて言けるは之を

なさんと心にたくめる者は誰また何處

にをるや 6エステルいひけるはその敵

その仇人は即ちこの惡きハマンなりと

是によりてハマンは王と后の前にあり

て懼れたり 7王怒り酒宴の席をたちて

宮殿の園に往きければハマンたちあが

りて后エステルに生命を乞り其はかれ

王のおのれに禍災をなさんと決めしを

見たればなり 8王宮殿の園より歸りて

酒宴の場にいたりしにエステルのをる

牀榻の上にハマン俯伏ゐたれば王いひ

けるは彼はまた家の内にてわが前に后

を辱しめんとするかと此ことば王の口

より出るや人々ハマンの面をおほへり

9時に王の前にある一人の侍從ハルボ

ナいひけるは王の爲に善き事を言たり

しかのモルデカイを懸んとてハマンが

作りたる五十キユビトのり木ハマンの

家に立をるなりと王いひけるは彼をそ

の上に懸よ 10人々ハマンを其モルデ

カイをかけんとて設けし本の上に懸た

り王の震怒つひに解く

8その日アハシユエロス王ユダヤ人の
敵ハマン一家を后エステルに賜ふモ

ダカイもまた王の前に來れり是はエス

テル彼が己と何なる係りなるかを告た

ればなり 2王ハマンより取かへせし己

の指環をはづしてモルデカイに與ふ而

してエステル、モルデカイをしてハマ

ンの家をつかさどらしむ 3エステルふ

たたび王の前に奏してその足下にひれ

ふしアガグ人ハマンがユダヤ人を害せ

んと謀りしその謀計を除かんことを涙

ながらに乞求めたり 4王エステルにむ

かひて金圭を伸ければステル起て王の

前に立ち 5言けるは王もし之を善とし

たまひ我もし王の前に恩を得この事も
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し王に正と見え我もし御目にかなひた

らばアガグ人ハンメダタの子ハマンが

王の諸州にあるユダヤ人をほろぼさん

と謀りて書おくりたる書をとりけすべ

き旨を書くだしたまへ 6われ豈わが民

に臨まんとずる禍害を見るに忍びんや

豈わが宗族のほろぶるを見るにしのび

んや 7アハシユエロス王后エステルと

ユダヤ人モルデカイにいひけるはハマ

ン、ユダヤ人を殺さんとしたれば我す

でにハマンの家をエステルに與へまた

ハマンを木にかけたり 8なんぢらも亦

おのれの好むごとく王の名をもて書を

つくり王の指環をもてこれに印してユ

ダヤ人につたへよ王の名をもて書き王

の指環をもて印したる答は誰もとりけ

すこと能はざればなり 9ここをもてそ

の時また王の書記官を召あつむ是三月

すなはちシワンの月の二十三日なりき

しかして印度よりエテオピアまでの百

二十七州のユダヤ人州牧諸州の方伯牧

伯等にモルデカイが命ぜんとするとこ

ろを盡く書しるさしむ即ちもろもろの

州におくるものはその文字をもちひ諸

の民におくるものはその言語をもちひ

ひ書おくりユダヤ人におくるものはそ

の文字と言語をもちふ 10かれアハシ

ユエロス王の名をもてこれをかき王の

指環をもてこれに印し驛卒をして御厩

にてそだてたる逸足の御用馬にのりて

その書をおくりつたへしむ 11その中

に云ふ王すべての邑にあるユダヤ人に

許す彼らあひ集まり立ておのれの生命

を保護しおのれを襲ふ諸國諸州の一切

の兵民をその妻子もろともにほろぼし

殺し絶し且その所有物を奪ふべし 12

アハシユエロス王の諸州におて十二月

すなはちアダルの月の十三日一日の内

かくのごとくするを許さる 13この詔

旨を諸州につたへんがためまたユダヤ

人をしてかの日のために準備してその

敵に仇をかへさしめんがためにその書

る物の写本を一切の民に開きて示せり

14驛卒逸足の御用馬にのり王の命によ

りて急がせられせきたてられて出ゆけ

りこの詔書はシユシヤンの城において

出されたり 15かくてモルデカイは藍

と白の朝服を着大なる金の冠を戴き紫

色の細布の外衣をまとひて王の前より

いできたれりシユシヤンの邑中聲をあ

げて喜びぬ 16ユダヤ人には光輝あり

喜悦あり快樂あり尊榮ありき 17いづ

れの州にても何の邑にても凡て王の命

令と詔書のいたるところにてはユダヤ

人よろこぴ樂しみ酒宴をひらきて此日

を吉日となせりしかして國の民おほく

ユダヤ人となれり是はユダヤ人を畏る

る心おこりたればなり

9十二月すなはちアダルの月の十三日
王の命令と詔書のおこなはるべき時

いよいよ近づける時すなはちユダヤ人

の敵ユダヤ人を打伏んとまちかまへた

りしに却てユダヤ人おのれを惡む者を

打ふする事となりける其日に 2ユダヤ

人アハシユエロス王の各州にある己の

邑々に相あつまりおのれを害せんとす

る者どもを殺さんとせり誰も彼らに敵

ることを得る者なかりき其は一切の民

ユダヤ人を畏れたればなり 3諸州の牧

伯州牧方伯など凡て王の事を辨理ふ者

は皆ユダヤ人をたすけたり是モルデカ

イを畏るるによりてたり 4モルデカイ

は王の家にて大なる者となりその名各

州にきこえわたれり斯その人モルデカ

イはますます大になりゆきぬ 5ユダヤ

人すなはち刀刃をもてその一切の敵を
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撃て殺し減ぼしおのれを惡む者を意の

ままに爲したり 6ユダヤ人またシユシ

ヤンの城においても五百人を殺しほろ

ぼせり 7パルシヤンダタ、ダルポン、

アスパタ 8ポラタ、アダリヤ、アリダ

タ 9パルマシタ、アリサイ、アリダイ

、ワエザタ 10これらの者すなはちハ

ンメダタの子ユダヤ入の敵たるハマン

の十人の子をも彼ら殺せりされどその

所有物には手をかけざりき 11シユシ

ヤンの城の内にて殺されし者の數をそ

の日王にまうしあげければ 12王きさ

きエステルにいひけるはユダヤ人シユ

シヤンの城の内にて五百人を殺しまた

ハマンの十人の子をころせり王のその

余の諸州においては幾何なりしぞや汝

また何か求むるところあるやかならず

許さるべし尚何かねがふところあるや

必らず成就らるべし 13エステルいひ

けるは王もし之を善としたまはば願く

はシユシヤンにあるユダヤ人に允して

明日も今日の詔旨のごとくなさしめ且

ハマンの十人の子を木に懸しめたまへ

14王かく爲せと命じシユシヤンにおい

て詔旨を出せりマンの十人の子は木に

懸らる 15アダルの月の十四日にシユ

シヤンのユダヤ人また集まりシユシヤ

ンの内にて三百人をころせり然れども

その所有物には手をかけざりき 16王

の諸州にあるその余のユダヤ人もまた

相あつまり立ておのれの生命を保護し

その敵に勝て安んじおのれを惡む者七

萬五千人をころせり然れどもその所有

には手をかけざりき 17アダルの月の

十三日にこの事をおこなひ十四日にや

すみてその日に酒宴をなして喜こべり

18されどシユシヤンにをるユダヤ人は

その十三日と十四日とにあひ集まり十

五日にやすみてその日に酒宴をなして

喜こべり 19これによりて村々のユダ

ヤ人すなはち石垣なき邑々にすめる者

はアダルの月の十四日をもて喜樂の日

酒宴の日吉日となして互に物をやりと

りす 20モルデカイこれらの事を書し

るしてアハシユエロス王の諸州にをる

ユダヤ人に遠きにも近きにも書をおく

り 21アダルの月の十四日と十五日を

年々にいはふことを命じ 22この兩の

日にユダヤ人その敵に勝て休みこの月

は彼のために憂愁より喜樂にかはり悲

哀より吉日にかはりたれば是らの日に

酒宴をなして喜びたがひに物をやりと

りし貧しき者に施與をなすべしと諭し

ぬ 23ここをもてユダヤ人はその已に

はじめたるごとくモルデカイがかれら

に書おくりしごとく行なひつづけたり

24アガグ人ハンメダタの子ハマンすな

はちすべてのユダヤ人の敵たる者ユダ

ヤ人を滅ぼさんと謀りプルすなはち籤

を投てこれを滅ぼし絶さんとしたりし

が 25その事王の前に明かになりし時

王書をおくりて命じハマンがユダヤ人

を害せんとはかりしその惡き謀計をし

てハマンのかうべに歸らしめ彼とその

子等を木に懸しめたり 26このゆゑに

此兩の日をそのプルの名にしたがひて

プリムとなづけたり斯りしかばこの書

のすべての詞によりこの事につきて見

たるところ己の遇たるところに依て 27

ユダヤ人あひ定め年々その書るところ

にしたがひその定めたる時にしたがひ

てこの兩の日をまもり己とおのれの子

孫および凡て已につらなる者これを行

ひつづけて廃すること無く 28この兩

の日をもて代々家々州々邑々において

必ず記念てまもるべき者となしこれら
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のプリムの日をしてユダヤ人の中に廃

せらるること無らしめまたこの記念を

してその子孫の中に絶ること無らしむ

29かくてアビハイルの女なる后エステ

ルとユダヤ人モルデカイおほいなる力

をもてプリムの第二の書を書おくりて

これを堅うす 30すなはちモルデカイ

、アハシユエロスの國の百二十七州に

ある一切のユダヤ人に平和と眞實の言

語をもて書をおくり 31断食と悲哀の

ことにつきてプリムのこれらの日を堅

うしてその定めたる時を守らしむすな

はちユダヤ人モルデカイと后エステル

が曾てかれらに命じたるごとくまたユ

ダヤ人等が曾てみづから己のためおよ

びおのれの子孫のために定めたるがご

とし 32エステルの語プリムにかかは

る是等の事をかたうせり是は書にしる

されたり

10アハシユエロス王國土および海の
島々に貢をたてまつらしむ 2アハ

シユエロス王が權勢と能力をもて爲た

る一切の事業および彼がモルデカイを

高くして大いなる者とならしめたる事

の委き話はメデアとぺルシヤの列王の

日誌の書に記さるるにあらずや 3ユダ

ヤ人モルデカイはアハシユエロス王に

次ぐ者となりユダヤ人の中にありて大

なる者にしてその衆多の兄弟によろこ

ばれたり彼はその民の福祉をもとめそ

の一切の宗族に平和の言をのべたりき



ヨブ記 122

ヨブ記

1ウヅの地にヨブと名くる人あり其人
と爲完全かつ正しくして神を畏れ惡

に遠ざかる 2その生る者は男の子七人

女の子三人 3その所有物は羊七千駱駝

三千牛五百軛牝驢馬五百僕も夥多し

くあり此人は東の人の中にて最も大な

る者なり 4その子等おのおの己の家に

て己の日に宴筵を設くる事を爲しその

三人の姉妹をも招きて與に食飮せしむ

5その宴筵の日はつる毎にヨブかなら

ず彼らを召よせて潔む即ち朝はやく興

き彼ら一切の數にしたがひて燔祭を獻

ぐ是はヨブ我子ら罪を犯し心を神を忘

れたらんも知べからずと謂てなりヨブ

の爲ところ常に是のごとし 6或日神の

子等きたりてヱホバの前に立つサタン

も來りてその中にあり 7ヱホバ、サタ

ンに言たまひけるは汝何處より來りし

やサタン、ヱホバに應へて言けるは地

を行めぐり此彼經あるきて來れり 8ヱ

ホバ、サタンに言たまひけるは汝心を

もちひてわが僕ヨブを觀しや彼のごと

く完全かつ正くして神を畏れ惡に遠ざ

かる人世にあらざるなり 9サタン、ヱ

ホバに應へて言けるはヨブあにもとむ

ることなくして神を畏れんや 10汝彼

とその家およびその一切の所有物の周

圍に藩屏を設けたまふにあらずや汝か

れが手に爲ところを盡く成就せしむる

がゆゑにその所有物地に遍ねし 11然

ど汝の手を伸て彼の一切の所有物を撃

たまへ然ば必ず汝の面にむかひて汝を

詛はん 12ヱホバ、サタンに言たまひ

けるは視よ彼の一切の所有物を汝の手

に任す唯かれの身に汝の手をつくる勿

れサタンすなはちヱホバの前よりいで

ゆけり 13或日ヨブの子女等その第一

の兄の家にて物食ひ酒飮ゐたる時 14

使者ヨブの許に來りて言ふ牛耕しをり

牝驢馬その傍に草食をりしに 15シバ

人襲ひて之を奪ひ刄をもて少者を打殺

せり我ただ一人のがれて汝に告んとて

來れりと 16彼なほ語ひをる中に又一

人きたりて言ふ神の火天より降りて羊

および少者を焚きて滅せり我ただ一人

のがれて汝に告んとて來れりと 17彼

なほ語ひをる中に又一人きたりて言ふ

カルデヤ人三隊に分れ來て駱駝を襲ひ

てこれを奪ひ刄をもて少者を打殺せり

我ただ一人のがれて汝に告んとて來れ

りと 18彼なほ語ひをる中に又一人來

りて言ふ汝の子女等その第一の兄の家

にて物食ひ酒飮みをりしに 19荒野の

方より大風ふき來て家の四隅を撃けれ

ば夫の若き人々の上に潰れおちて皆し

ねり我これを汝に告んとて只一人のが

れ來れりと 20是においてヨブ起あが

り外衣を裂き髮を斬り地に伏して拜し

21言ふ我裸にて母の胎を出たり 又裸に

て彼處に歸らんヱホバ與へヱホバ取り

たまふなりヱホバの御名は讚べきかな

22この事においてヨブは全く罪を犯さ

ず神にむかひて愚なることを言ざりき

2或日神の子等きたりてヱホバの前に
立つサタンも來りその中にありてヱ

ホバの前に立つ 2ヱホバ、サタンに言

たまひけるは汝何處より來りしやサタ

ン、ヱホバに應へて言けるは地を行め

ぐり此彼經あるきて來れり 3ヱホバ、

サタンに言たまひけるは汝心をもちひ

て我僕ヨブを見しや彼のごとく完全か

つ正くして神を畏れ惡に遠ざかる人世

にあらざるなり汝われを勸めて故なき

に彼を打惱さしめしかど彼なほ己を完

うして自ら堅くす 4サタン、ヱホバに
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應へて言けるは皮をもて皮に換るなれ

ば人はその一切の所有物をもて己の生

命に換ふべし 5然ど今なんぢの手を伸

て彼の骨と肉とを撃たまへ然ば必らず

汝の面にむかひて汝を詛はん 6ヱホバ

、サタンに言たまひけるは彼を汝の手

に任す只かれの生命を害ふ勿れと 7サ

タンやがてヱホバの前よりいでゆきヨ

ブを撃てその足の跖より頂までに惡き

腫物を生ぜしむ 8ヨブ土瓦の碎片を取

り其をもて身を掻き灰の中に坐りぬ 9

時にその妻かれに言けるは汝は尚も己

を完うして自ら堅くするや神を詛ひて

死るに如ずと 10然るに彼はこれに言

ふ汝の言ところは愚なる婦の言ところ

に似たり我ら神より福祉を受るなれば

災禍をも亦受ざるを得んやと此事にお

いてはヨブまつたくその唇をもて罪を

犯さざりき 11時にヨブの三人の友こ

の一切の災禍の彼に臨めるを聞き各お

のれの處よりして來れり即ちテマン人

エリパズ、シュヒ人ビルダデおよびマ

アナ人ゾパル是なり彼らヨブを弔りか

つ慰めんとて互に約してきたりしが 12

目を擧て遙に觀しに其ヨブなるを見識

がたき程なりければ齊く聲を擧て泣き

各おのれの外衣を裂き天にむかひて塵

を撒て己の頭の上にちらし 13乃ち七

日七夜かれと偕に地に坐しゐて一言も

彼に言かくる者なかりき彼が苦惱の甚

だ大なるを見たればなり

3斯て後ヨブ口を啓きて自己の日を詛
へり 2ヨブすなはち言詞を出して云

く 3我が生れし日亡びうせよ男子胎に

やどれりと言し夜も亦然あれ 4その日

は暗くなれ神上よりこれを顧みたまは

ざれ光これを照す勿れ 5暗闇および死

蔭これを取りもどせ雲これが上をおほ

え日を暗くする者これを懼しめよ 6そ

の夜は黒暗の執ふる所となれ年の日の

中に加はらざれ月の數に入ざれ 7その

夜は孕むこと有ざれ歡喜の聲その中に

興らざれ 8日を詛ふ者レビヤタンを激

發すに巧なる者これを詛へ 9その夜の

晨星は暗かれその夜には光明を望むも

得ざらしめ又東雲の眼蓋を見ざらしめ

よ 10是は我母の胎の戸を闔ずまた我

目に憂を見ること無らしめざりしによ

る 11何とて我は胎より死て出ざりし

や何とて胎より出し時に氣息たえざり

しや 12如何なれば膝ありてわれを接

しや如何なれば乳房ありてわれを養ひ

しや 13否らずば今は我偃して安んじ

かつ眠らん然ばこの身やすらひをり

14かの荒墟を自己のために築きたりし

世の君等臣等と偕にあり 15かの黄金

を有ち白銀を家に充したりし牧伯等と

偕にあらん 16又人しれず墮る胎兒の

ごとくにして世を出ずまた光を見ざる

赤子のごとくならん 17彼處にては惡

き者虐遇を息め倦憊たる者安息を得

18彼處にては俘囚人みな共に安然に居

りて驅使者の聲を聞ず 19小き者も大

なる者も同じく彼處にあり僕も主の手

を離る 20如何なれば艱難にをる者に

光を賜ひ心苦しむ者に生命をたまひし

や 21斯る者は死を望むなれどもきた

らずこれをもとむるは藏れたる寳を掘

るよりも甚だし 22もし墳墓を尋ねて

獲ば大に喜こび樂しむなり 23その道

かくれ神に取籠られをる人に如何なれ

ば光明を賜ふや 24わが歎息はわが食

物に代り我呻吟は水の流れそそぐに似

たり 25我が戰慄き懼れし者我に臨み

我が怖懼れたる者この身に及べり 26
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我は安然ならず穩ならず安息を得ず唯

艱難のみきたる

4時にテマン人エリパズ答へて曰く 2

人もし汝にむかひて言詞を出さば汝

これを厭ふや然ながら誰か言で忍ぶこ

とを得んや 3さきに汝は衆多の人を誨

へ諭せり手の埀たる者をばこれを強く

し 4つまづく者をば言をもて扶けおこ

し膝の弱りたる者を強くせり 5然るに

今この事汝に臨めば汝悶えこの事なん

ぢに加はれば汝おぢまどふ 6汝は神を

畏こめり是なんぢの依頼む所ならずや

汝はその道を全うせり是なんぢの望な

らずや 7請ふ想ひ見よ誰か罪なくして

亡びし者あらん義者の絶れし事いづく

に在や 8我の觀る所によれば不義を耕

へし惡を播く者はその穫る所も亦是の

ごとし 9みな神の氣吹によりて滅びそ

の鼻の息によりて消うす 10獅子の吼

猛き獅子の聲ともに息み少き獅子の牙

折れ 11大獅子獲物なくして亡び小獅

子散失す 12前に言の密に我に臨める

ありて我その細聲を耳に聞得たり 13

即ち人の熟睡する頃我夜の異象により

て想ひ煩ひをりける時 14身に恐懼を

もよほして戰慄き骨節ことごとく振ふ

15時に靈ありて我面の前を過ければ我

は身の毛よだちたり 16その物立とま

りしが我はその状を見わかつことえざ

りき唯一の物の象わが目の前にあり

時に我しづかなる聲を聞けり云く 17

人いかで神より正義からんや人いかで

その造主より潔からんや 18彼はその

僕をさへに恃みたまはず其使者をも足

ぬ者と見做たまふ 19況んや土の家に

住をりて塵を基とし蜉蝣のごとく亡ぶ

る者をや 20是は朝より夕までの間に

亡びかへりみる者もなくして永く失逝

る 21その魂の緒あに絶ざらんや皆悟

ること無くして死うす

5請ふなんぢ龥びて看よ誰か汝に應ふ
る者ありや聖者の中にて誰に汝むか

はんとするや 2夫愚なる者は憤恨のた

めに身を殺し癡き者は嫉媢のために己

を死しむ 3我みづから愚なる者のその

根を張るを見たりしがすみやかにその

家を詛へり 4その子等は助援を獲るこ

となく門にて惱まさる之を救ふ者な

し 5その穡とれる物は飢たる人これを

食ひ荊棘の籬の中にありてもなほ之を

奪ひいだし羂をその所有物にむかひて

口を張る 6災禍は塵より起らず艱難は

土より出ず 7人の生れて艱難をうくる

は火の子の上に飛がごとし 8もし我な

らんには我は必らず神に告求め我事を

神に任せん 9神は大にして測りがたき

事を行ひたまふ其不思議なる事を爲た

まふこと數しれず 10雨を地の上に降

し水を野に遣り 11卑き者を高く擧げ

憂ふる者を引興して幸福ならしめたま

ふ 12神は狡しき者の謀計を敗り之を

して何事をもその手に成就ること能は

ざらしめ 13慧き者をその自分の詭計

によりて執へ邪なる者の謀計をして敗

れしむ 14彼らは晝も暗黒に遇ひ卓午

にも夜の如くに摸り惑はん 15神は惱

める者を救ひてかれらが口の劍を免か

れしめ強き者の手を免かれしめたまふ

16是をもて弱き者望あり 惡き者口を閉

づ 17神の懲したまふ人は幸福なり然

ば汝全能者の儆責を輕んずる勿れ 18

神は傷け又裹み撃ていため又その手を

もて善醫したまふ 19彼はなんぢを六

の艱難の中にて救ひたまふ七の中にて

も災禍なんぢにのぞまじ 20饑饉の時

にはなんぢを救ひて死を免れしめ戰爭
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の時には劍の手を免れしめたまふ 21

汝は舌にて鞭たるる時にも隱るること

を得壞滅の來る時にも懼るること有じ

22汝は壞滅と饑饉を笑ひ地の獸をも懼

るること無るべし 23田野の石なんぢ

と相結び野の獸なんぢと和がん 24汝

はおのが幕屋の安然なるを知ん汝の住

處を見まはるに缺たる者なからん 25

汝また汝の子等の多くなり汝の裔の地

の草の如くになるを知ん 26汝は遐齡

におよびて墓にいらん宛然麥束を時に

いたりて運びあぐるごとくなるべし 27

視よ我らが尋ね明めし所かくのごとし

汝これを聽て自ら知れよ

6ヨブ應へて曰く 2願はくは我憤恨の

善く權られ我懊惱の之とむかひて天

秤に懸られんことを 3然すれば是は海

の沙よりも重からん斯ればこそ我言躁

妄なりけれ 4それ全能者の箭わが身に

いりわが魂神その毒を飮り神の畏怖我

を襲ひ攻む 5野驢馬あに青草あるに鳴

んや牛あに食物あるに吽らんや 6淡き

物あに鹽なくして食はれんや蛋の白あ

に味あらんや 7わが心の觸るることを

嫌ふ物是は我が厭ふ所の食物のごとし

8願はくは我求むる所を得んことを願

はくは神わが希ふ所の物を我に賜はら

んことを 9願はくは神われを滅ぼすを

善とし御手を伸て我を絶たまはんこと

を 10然るとも我は尚みづから慰むる

所あり烈しき苦痛の中にありて喜ばん

是は我聖者の言に悖りしことなければ

なり 11我何の氣力ありてか尚俟ん我

の終いかなれば我なほ耐へ忍ばんや 12

わが氣力あに石の氣力のごとくならん

や我肉あに銅のごとくならんや 13わ

が助われの中に無にあらずや救拯我よ

り逐はなされしにあらずや 14憂患に

しづむ者はその友これを憐れむべし然

らずは全能者を畏るることを廢ん 15

わが兄弟はわが望を充さざること溪川

のごとく溪川の流のごとくに過さる

16是は氷のために黒くなり 雪その中に

藏るれども 17温暖になる時は消ゆき

熱くなるに及てはその處に絶はつ 18

隊旅客身をめぐらして去り空曠處にい

たりて亡ぶ 19テマの隊旅客これを望

みシバの旅客これを慕ふ 20彼等これ

を望みしによりて愧恥を取り彼處に至

りてその面を赧くす 21かく汝等も今

は虚しき者なり汝らは怖ろしき事を見

れば則ち懼る 22我あに汝等我に予へ

よと言しこと有んや汝らの所有物の中

より物を取て我ために饋れと言しこと

有んや 23また敵人の手より我を救ひ

出せと言しことあらんや虐ぐる者の手

より我を贖へと言しことあらんや 24

我を教へよ然らば我默せん請ふ我の

過てる所を知せよ 25正しき言は如何

に力あるものぞ然ながら汝らの規諫る

所は何の規諫とならんや 26汝らは言

を規正んと想ふや望の絶たる者の語る

所は風のごときなり 27汝らは孤子の

ために籤を掣き汝らの友をも商貨にす

るならん 28今ねがはくは我に向へ我

は汝らの面の前に僞はらず 29請ふ再

びせよ不義あらしむる勿れ請ふ再び

せよ此事においては我正義し 30我舌

に不義あらんや我口惡き物を辨へざら

んや

7それ人の世にあるは戰鬪にあるがご
とくならずや又其日は傭人の日のご

とくなるにあらずや 2奴僕の暮を冀が

ふが如く傭人のその價を望むがごとく

3我は苦しき月を得させられ憂はしき

夜をあたへらる 4我臥ば乃はち言ふ何
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時夜あけて我おきいでんかと曙まで頻

に輾轉ぶ 5わが肉は蟲と土塊とを衣服

となし我皮は愈てまた腐る 6わが日は

機の梭よりも迅速なり我望む所なくし

之を送る 7想ひ見よわが生命が氣息な

る而已我目は再び福祉を見ること有じ

8我を見し者の眼かさねて我を見ざら

ん汝目を我にむくるも我は已に在ざる

べし 9雲の消て逝がごとく陰府に下れ

る者は重ねて上りきたらじ (Sheol h7585)

10彼は再びその家に歸らず 彼の郷里も

最早かれを認めじ 11然ば我はわが口

を禁めず我心の痛によりて語ひわが

神魂の苦しきによりて歎かん 12我あ

に海ならんや鰐ならんや汝なにとて我

を守らせおきたまふぞ 13わが牀われ

を慰めわが寢床わが愁を解んと思ひを

る時に 14汝夢をもて我を驚かし異象

をもて我を懼れしめたまふ 15是をも

て我心は氣息の閉んことを願ひ我この

骨よりも死を冀がふ 16われ生命を厭

ふ我は永く生るをことを願はず我を

捨おきたまへ我日は氣のごときなり

17人を如何なる者として汝これを大に

し之を心に留 18朝ごとに之を看そな

はし時わかず之を試みたまふや 19何

時まで汝われに目を離さず我が津を咽

む間も我を捨おきたまはざるや 20人

を鑒みたまふ者よ我罪を犯したりとて

汝に何をか爲ん何ぞ我を汝の的となし

て我にこの身を厭はしめたまふや 21

汝なんぞ我の愆を赦さず我罪を除きた

まはざるや我いま土の中に睡らん汝

我を尋ねたまふとも我は在ざるべし

8時にシュヒ人ビルダデ答へて曰く 2

何時まで汝かかる事を言や何時まで

汝の口の言語を大風のごとくにするや

3神あに審判を曲たまはんや全能者あ

に公義を曲たまはんや 4汝の子等かれ

に罪を獲たるにや之をその愆の手に付

したまへり 5汝もし神に求め全能者に

祈り 6清くかつ正しうしてあらば必ず

今汝を顧み汝の義き家を榮えしめたま

はん 7然らば汝の始は微小くあるとも

汝の終は甚だ大ならん 8請ふ汝過にし

代の人に問へ彼らの父祖の尋究めしと

ころの事を學べ 9 (我らは昨日より有

しのみにて何をも知ず我らが世にある

日は影のごとし) 10彼等なんぢを教へ

汝を諭し言をその心より出さざらんや

11葦あに泥なくして長んや萩あに水な

くしてそだたんや 12是はその青くし

て未だ刈ざる時にも他の一切の草より

は早く槁る 13神を忘るる者の道は凡

て是のごとく悖る者の望は空しくなる

14その恃む所は絶れ その倚ところは蜘

蛛網のごとし 15その家に倚かからん

とすれば家立ず之に堅くとりすがるも

保たじ 16彼日の前に青緑を呈はしそ

の枝を園に蔓延らせ 17その根を石堆

に盤みて石の屋を眺むれども 18若そ

の處より取のぞかれなばその處これを

認めずして我は汝を見たる事なしと言

ん 19視よその道の喜樂是のごとし而

してまた他の者地より生いでん 20そ

れ神は完全人を棄たまはずまた惡き者

の手を執りたまはず 21遂に哂笑をも

て汝の口に充し歡喜を汝の唇に置たま

はん 22汝を惡む者は羞恥を着せられ

惡き者の住所は無なるべし

9ヨブこたへて言けるは 2我まことに

其事の然るを知り人いかでか神の前

に義かるべけん 3よし人は神と辨爭は

んとするとも千の一も答ふること能は

ざるべし 4神は心慧く力強くまします

なり誰か神に逆ひてその身安からんや
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5彼山を移したまふに山しらず彼震怒

をもて之を飜倒したまふ 6彼地を震ひ

てその所を離れしめたまへばその柱ゆ

るぐ 7日に命じたまへば日いでず又星

辰を封じたまふ 8唯かれ獨天を張り海

の濤を覆たまふ 9また北斗參宿昴宿お

よび南方の密室を造りたまふ 10大な

る事を行ひたまふこと測られず奇しき

業を爲たまふこと數しれず 11視よ彼

わが前を過たまふ然るに我これを見ず

彼すすみゆき賜ふ然るに我之を曉ず 12

彼奪ひ去賜ふ誰か能之を沮まん誰か

之に汝何を爲やと言ことを得爲ん 13

神其震怒を息賜はずラハブを助る者等

之が下に屈む 14然ば我爭か彼に回答

を爲ことを得ん爭われ言を選びて彼と

論ふ事をえんや 15假令われ義かると

も彼に回答をせじ彼は我を審判く者な

れば我彼に哀き求ん 16假令我彼を呼

て彼われに答へたまふともわが言を聽

いれ賜ひしとは我信ぜざるなり 17彼

は大風をもて我を撃碎き故なくして我

に衆多の傷を負せ 18我に息をつかさ

しめず苦き事をもて我身に充せ賜ふ

19強き者の力量を言んか 視よ此にあり

審判の事ならんか誰か我を喚出すこと

を得爲ん 20假令われ義かるとも我口

われを惡しと爲ん假令われ完全かると

も尚われを罪ありとせん 21我は全し

然ども我はわが心を知ず我生命を賤む

22皆同一なり 故に我は言ふ神は完全者

と惡者とを等しく滅ぼしたまふと 23

災禍の俄然に人を誅す如き事あれば彼

は辜なき者の苦痛を笑ひ見たまふ 24

世は惡き者の手に交されてあり彼また

その裁判人の面を蔽ひたまふ若彼なら

ずば是誰の行爲なるや 25わが日は驛

使よりも迅く徒に過さりて福祉を見ず

26其はしること葦舟のごとく 物を攫ま

んとて飛かける鷲のごとし 27たとひ

我わが愁を忘れ面色を改めて笑ひをら

んと思ふとも 28尚この諸の苦痛のた

めに戰慄くなり我思ふに汝われを釋し

放ちたまはざらん 29我は罪ありとせ

らるるなれば何ぞ徒然に勞すべけんや

30われ雪水をもて身を洗ひ 灰汁をもて

手を潔むるとも 31汝われを汚はしき

穴の中に陷いれたまはん而して我衣も

我を厭ふにいたらん 32神は我のごと

く人にあらざれば我かれに答ふべから

ず我ら二箇して共に裁判に臨むべから

ず 33また我らの間には我ら二箇の上

に手を置べき仲保あらず 34願くは彼

その杖を我より取はなしその震怒をも

て我を懼れしめたまはざれ 35然らば

我言語て彼を畏れざらん其は我みづ

から斯る者と思はざればなり

10わが心生命と厭ふ然ば我わが憂愁
を包まず言あらはしわが魂神の苦

きによりて語はん 2われ神に申さん我

を罪ありしとしたまふ勿れ何故に我と

あらそふかを我に示したまへ 3なんぢ

虐遇を爲し汝の手の作を打棄て惡き者

の謀計を照すことを善としたまふや 4

汝は肉眼を有たまふや汝の觀たまふ所

は人の觀るがごとくなるや 5なんぢの

日は人間の日のごとく汝の年は人の日

のごとくなるや 6何とて汝わが愆を尋

ねわが罪をしらべたまふや 7されども

汝はすでに我の罪なきを知たまふまた

汝の手より救ひいだし得る者なし 8汝

の手われをいとなみ我をことごとく作

れり然るに汝今われを滅ぼしたまふな

り 9請ふ記念たまへ汝は土塊をもてす

てるがごとくに我を作りたまへり然る

に復われを塵に歸さんとしたまふや 10
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汝は我を乳のごとく斟ぎ牛酪のごとく

に凝しめたまひしに非ずや 11汝は皮

と肉とを我に着せ骨と筋とをもて我を

編み 12生命と恩惠とをわれに授け我

を眷顧てわが魂神を守りたまへり 13

然はあれど汝これらの事を御心に藏し

おきたまへり我この事汝の心にあるを

知る 14我もし罪を犯さば汝われをみ

とめてわが罪を赦したまはじ 15我も

し行状あしからば禍あらん假令われ義

かるとも我頭を擧じ其は我は衷に羞耻

充ち眼にわが患難を見ればなり 16も

し頭を擧なば獅子のごとくに汝われを

追打ち我身の上に復なんぢの奇しき能

力をあらはしたまはん 17汝はしばし

ば證する者を入かへて我を攻め我にむ

かひて汝の震怒を増し新手に新手を加

へて我を攻めたまふ 18何とて汝われ

を胎より出したまひしや然らずば我は

息絶え目に見らるること無く 19曾て

有ざりし如くならん即ち我は胎より墓

に持ゆかれん 20わが日は幾時も无き

に非ずや願くは彼姑らく息て我を離れ

我をして少しく安んぜしめんことを 21

我が往て復返ることなきその先に斯あ

らしめよ我は暗き地死の蔭の地に往

ん 22この地は暗くして晦冥に等しく

死の蔭にして區分なし彼處にては光明

も黒暗のごとし

11是においてナアマ人ゾパル答へて
言けるは 2言語多からば豈答へざ

るを得んや口おほき人あに義とせられ

んや 3汝も空しき言あに人をして口を

閉しめんや汝嘲らば人なんぢをして羞

しめざらんや 4汝は言ふ我教は正し

我は汝の目の前に潔しと 5願くは神言

を出し汝にむかひて口を開き 6智慧の

祕密をなんぢに示してその知識の相倍

するを顯したまはんことを汝しれ神は

なんぢの罪よりも輕くなんぢを處置し

たまふなり 7なんぢ神の深事を窮むる

を得んや全能者を全く窮むることを得

んや 8その高きことは天のごとし汝な

にを爲し得んや其深きことは陰府のご

とし汝なにを知えんや (Sheol h7585) 9そ

の量は地よりも長く海よりも濶し 10

彼もし行めぐりて人を執へて召集めた

まふ時は誰か能くこれを阻まんや 11

彼は僞る人を善く知りたまふ又惡事は

顧みること無して見知たまふなり 12

虚しき人は悟性なしその生るるよりし

て野驢馬の駒のごとし 13汝もし彼に

むかひて汝の心を定め汝の手を舒べ

14手に罪のあらんには之を遠く去れ 惡

をなんぢの幕屋に留むる勿れ 15然す

れば汝面を擧て玷なかるべく堅く立

て懼るる事なかるべし 16すなはち汝

憂愁を忘れん汝のこれを憶ゆることは

流れ去し水のごとくならん 17なんぢ

の生存らふる日は眞晝よりも輝かん假

令暗き事あるとも是は平旦のごとくな

らん 18なんぢは望あるに因て安んじ

汝の周圍を見めぐりて安然に寐るにい

たらん 19なんぢは何にも懼れさせら

るること無して偃やまん必ず衆多の者

なんぢを悦こばせんと務むべし 20然

ど惡き者は目曚み逃遁處を失なはん其

望は氣の斷ると等しかるべし

12ヨブこたへて言ふ 2なんぢら而已

まことに人なり智慧は汝らと共に

死ん 3我もなんぢらと同じく心あり我

はなんぢらの下に立ず誰か汝らの言し

如き事を知ざらんや 4我は神に龥はり

て聽るる者なるに今その友に嘲らるる

者となれり嗚呼正しくかつ完たき人あ

ざけらる 5安逸なる者は思ふ輕侮は不
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幸なる者に附そひ足のよろめく者を俟

と 6掠奪ふ者の天幕は繁榮え神を怒ら

せ自己の手に神を携ふる者は安泰なり

7今請ふ獸に問へ然ば汝に教へん天空

の鳥に問へ然ばなんぢに語らん 8地に

言へ然ばなんぢに教へん海の魚もまた

汝に述べし 9誰かこの一切の者に依て

ヱホバの手のこれを作りしなるを知ざ

らんや 10一切の生物の生氣および一

切の人の靈魂ともに彼の手の中にあり

11耳は説話を辨へざらんやその状あた

かも口の食物を味ふがごとし 12老た

る者の中には智慧あり壽長者の中には

穎悟あり 13智慧と權能は神に在り智

謀と穎悟も彼に屬す 14視よ彼毀てば

再び建ること能はず彼人を閉こむれば

開き出すことを得ず 15視よ彼水を止

むれば則ち涸れ水を出せば則ち地を滅

ぼす 16權能と穎悟は彼に在り惑はさ

るる者も惑はす者も共に彼に屬す 17

彼は議士を裸體にして擄へゆき審判人

をして愚なる者とならしめ 18王等の

權威を解て反て之が腰に繩をかけ 19

祭司等を裸體にして擄へゆき權力ある

者を滅ぼし 20言爽なる者の言語を取

除き老たる者の了知を奪ひ 21侯伯た

る者等に恥辱を蒙らせ強き者の帶を解

き 22暗中より隱れたる事等を顯し死

の蔭を光明に出し 23國々を大にしま

た之を滅ぼし國々を廣くしまた之を舊

に歸し 24地の民の長たる者等の了知

を奪ひこれを路なき荒野に吟行はしむ

25彼らは光明なき暗にたどる 彼また彼

らを醉る人のごとくによろめかしむ

13視よわが目これを盡く觀 わが耳
これを聞て通逹れり 2 汝らが知

るところは我もこれを知る我は汝ら

に劣らず 3然りと雖ども我は全能者

に物言ん我は神と論ぜんことをのぞ

む 4汝らは只謊言を造り設くる者汝

らは皆無用の醫師なり 5願くは汝ら

全く默せよ然するは汝らの智慧なる

べし 6請ふわが論ずる所を聽き我が

唇にて辨爭そふ所を善く聽け 7神の

ために汝ら惡き事を言や又かれのた

めに虚僞を述るや 8汝ら神の爲に偏

るやまたかれのために爭はんとする

や 9神もし汝らを鑒察たまはば豈善ら

んや汝等人を欺むくごとくに彼を欺む

き得んや 10汝等もし密に私しするあ

らば彼かならず汝らを責ん 11その威

光なんぢらを懼れしめざらんや彼を懼

るる畏懼なんぢらに臨まざらんや 12

なんぢらの諭言は灰に譬ふべしなんぢ

らの城は土の城となる 13默して我に

かかはらざれ我言語んとす何事にも

あれ我に來らば來れ 14我なんぞ我肉

をわが齒の間に置きわが生命をわが手

に置かんや 15彼われを殺すとも我は

彼に依頼まん唯われは吾道を彼の前

に明かにせんとす 16彼また終に我救

拯とならん邪曲なる者は彼の前にい

たること能はざればなり 17なんぢら

聽よ我言を聽け我が述る所をなんぢ

らの耳に入しめよ 18視よ我すでに吾

事を言竝べたり必ず義しとせられん

と自ら知る 19誰か能くわれと辨論ふ

者あらん若あらば我は口を緘て死ん

20惟われに二の事を爲たまはざれ然

ば我なんぢの面をさけて隱れじ 21な

んぢの手を我より離したまへ汝の威

嚴をもて我を懼れしめたまはざれ 22

而して汝われを召したまへ我こたへ

ん又われにも言はしめて汝われに答へ

たまへ 23我の愆われの罪いくばくな

るや我の背反と罪とを我に知しめたま



ヨブ記 130

へ 24何とて御顏を隱し我をもて汝の

敵となしたまふや 25なんぢは吹廻さ

るる木の葉を威し干あがりたる籾殼を

追ひたまふや 26汝は我につきて苦き

事等を書しるし我をして我が幼稚時の

罪を身に負しめ 27わが足を足械には

め我すべての道を伺ひ我足の周圍に限

界をつけたまふ 28我は腐れたる者の

ごとくに朽ゆき蠹に食るる衣服に等

し

14婦の産む人はその日少なくして艱
難多し 2その來ること花のごとく

にして散り其馳ること影のごとくにし

て止まらず 3なんぢ是のごとき者に汝

の目を啓きたまふや汝われを汝の前に

ひきて審判したまふや 4誰か清き物を

汚れたる物の中より出し得る物あらん

一人も無し 5その日既に定まりその月

の數なんぢに由り汝これが區域を立て

越ざらしめたまふなれば 6是に目を離

して安息を得させ之をして傭人のその

日を樂しむがごとくならしめたまへ 7

それ木には望あり假令砍るるとも復芽

を出してその枝絶ず 8たとひ其根地の

中に老い幹土に枯るとも 9水の潤霑に

あへば即ち芽をふき枝を出して若樹に

異ならず 10然ど人は死れば消うす人

氣絶えなば安に在んや 11水は海に竭

き河は涸てかわく 12是のごとく人も

寢臥てまた興ず天の盡るまで目覺ず睡

眠を醒さざるなり 13願はくは汝われ

を陰府に藏し汝の震怒の息むまで我を

掩ひ我ために期を定め而して我を念ひ

たまへ (Sheol h7585) 14人もし死ばまた生

んや我はわが征戰の諸日の間望みをり

て我が變更の來るを待ん 15なんぢ我

を呼びたまはん而して我こたへん汝

かならず汝の手の作を顧みたまはん 16

今なんぢは我に歩履を數へたまふ我罪

を汝うかがひたまはざらんや 17わが

愆は凡て嚢の中に封じてあり汝わが罪

を縫こめたまふ 18それ山も倒れて終

に崩れ巖石も移りてその處を離る 19

水は石を鑿ち浪は地の塵を押流す汝

は人の望を斷たまふ 20なんぢは彼を

永く攻なやまして去ゆかしめ彼の面容

の變らせて逐やりたまふ 21その子尊

貴なるも彼は之を知ず卑賤なるもまた

之を曉らざるなり 22只己みづからそ

の肉に痛苦を覺え己みづからその心に

哀く而已

15テマン人エリパズ答へて曰く 2智

者あに虚しき智識をもて答へんや

豈東風をその腹に充さんや 3あに裨な

き談益なき詞をもて辨論はんや 4まこ

とに汝は神を畏るる事を棄てその前に

祷ることを止む 5なんぢの罪なんぢの

口を教ふ汝はみづから擇びて狡猾人の

舌を用ふ 6なんぢの口みづから汝の罪

を定む我には非ず汝の唇なんぢの惡き

を證す 7汝あに最初に世に生れたる人

ならんや山よりも前に出來しならんや

8神の御謀議を聞しならんや智慧を獨

にて藏めをらんや 9なんぢが知る所は

我らも知ざらんや汝が曉るところは我

らの心にも在ざらんや 10我らの中に

は白髮の人および老たる人ありて汝の

父よりも年高し 11神の慰藉および夫

の柔かき言詞を汝小しとするや 12な

んぢ何ぞかく心狂ふや何ぞかく目をし

ばたたくや 13なんぢ是のごとく神に

對ひて氣をいらだて斯る言詞をなんぢ

の口よりいだすは如何ぞや 14人は如

何なる者ぞ如何してか潔からん婦の

産し者は如何なる者ぞ如何してか義か

らん 15それ神はその聖者にすら信を
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置たまはず諸の天もその目の前には潔

からざるなり 16況んや罪を取ること

水を飮が如くする憎むべき穢れたる人

をや 17我なんぢに語る所あらん聽よ

我見たる所を述ん 18是すなはち智者

等が父祖より受て隱すところなく傳へ

來し者なり 19彼らに而已この地は授

けられて外國人は彼等の中に往來せし

こと無りき 20惡き人はその生る日の

間つねに悶へ苦しむ強暴人の年は數へ

て定めおかる 21その耳には常に懼怖

しき音きこえ平安の時にも滅ぼす者こ

れに臨む 22彼は幽暗を出得るとは信

ぜず目ざされて劒に付さる 23彼食物

は何處にありやと言つつ尋ねありき黒

暗日の備へられて己の側にあるを知る

24患難と苦痛とはかれを懼れしめ 戰鬪

の準備をなせる王のごとくして彼に打

勝ん 25彼は手を伸て神に敵し傲りて

全能者に悖り 26頸を強くし厚き楯の

面を向て之に馳かかり 27面に肉を滿

せ腰に脂を凝し 28荒されたる邑々に

住居を設けて人の住べからざる家石堆

となるべき所に居る 29是故に彼は富

ずその貨物は永く保たずその所有物

は地に蔓延ず 30また自己は黒暗を出

づるに至らず火燄その枝葉を枯さん

而してその身は神の口の氣吹によりて

亡ゆかん 31彼は虚妄を恃みて自ら欺

くべからず其報は虚妄なるべければな

り 32彼の日の來らざる先に其事成べ

し彼の枝は緑ならじ 33彼は葡萄の樹

のその熟せざる果を振落すがごとく橄

欖の樹のその花を落すがごとくなるべ

し 34邪曲なる者の宗族は零落れ賄賂

の家は火に焚ん 35彼等は惡念を孕み

虚妄を生みその胎にて詭計を調ふ

16ヨブ答へて曰く 2斯る事は我おほ

く聞り汝らはみな人を慰めんとし

て却つて人を煩はす者なり 3虚しき言

語あに終極あらんや汝なにに勵まされ

て應答をなすや 4我もまた汝らの如く

に言ことを得もし汝らの身わが身と處

を換なば我は言語を練て汝らを攻め汝

らにむかひて首を搖ことを得 5また口

をもて汝らを強くし唇の慰藉をもて汝

らの憂愁を解ことを得るなり 6たとひ

我言を出すとも我憂愁は解ず默すると

ても何ぞ我身の安くなること有んや 7

彼いま已に我を疲らしむ汝わが宗族を

ことごとく荒せり 8なんぢ我をして皺

らしめたり是われに向ひて見證をなす

なり又わが痩おとろへたる状貌わが面

の前に現はれ立て我を攻む 9かれ怒り

てわれを撕裂きかつ窘しめ我にむかひ

て齒を噛鳴し我敵となり目を鋭して我

を看る 10彼ら我にむかひて口を張り

我を賤しめてわが頬を打ち相集まりて

我を攻む 11神われを邪曲なる者に交

し惡き者の手に擲ちたまへり 12我は

安穩なる身なりしに彼いたく我を打惱

まし頸を執へて我をうちくだき遂に我

を立て鵠となしたまひ 13その射手わ

れを遶り圍めりやがて情もなく我腰を

射透しわが膽を地に流れ出しめたまふ

14彼はわれを打敗りて破壞に破壞を加

へ勇士のごとく我に奔かかりたまふ

15われ麻布をわが肌に縫つけ 我角を塵

にて汚せり 16我面は泣て頳くなり我

目縁には死の蔭あり 17然れども我手

には不義あること無くわが祈祷は清し

18地よ我血を掩ふなかれ 我號呼は休む

處を得ざれ 19視よ今にても我證とな

る者天にありわが眞實を表明す者高き

處にあり 20わが朋友は我を嘲けれど
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も我目は神にむかひて涙を注ぐ 21願

くは彼人のために神と論辨し人の子

のためにこれが朋友と論辨せんことを

22數年すぎさらば我は還らぬ旅路に往

べし

17わが氣息は已にくさり我日すでに
盡なんとし墳墓われを待つ 2まこ

とに嘲弄者等わが傍に在り我目は彼ら

の辨爭ふを常に見ざるを得ず 3願くは

質を賜ふて汝みづから我の保證となり

たまへ誰か他にわが手をうつ者あらん

や 4汝彼らの心を閉て悟るところ無ら

しめたまへり必ず彼らをして愈らしめ

たまはじ 5朋友を交付して掠奪に遭し

むる者は其子等の目潰るべし 6彼われ

を世の民の笑柄とならしめたまふ我は

面に唾せらるべき者となれり 7かつま

た我目は憂愁によりて昏み肢體は凡て

影のごとし 8義しき者は之に驚き無辜

者は邪曲なる者を見て憤ほる 9然なが

ら義しき者はその道を堅く持ち手に潔

淨き者はますます力を得るなり 10請

ふ汝ら皆ふたたび來れ我は汝らの中に

一人も智き者あるを見ざるなり 11わ

が日は已に過ぎわが計る所わが心に冀

ふ所は已に敗れたり 12彼ら夜を晝に

變ふ黒暗の前に光明ちかづく 13我も

し俟つところ有ば是わが家たるべき陰

府なるのみ我は黒暗にわが牀を展ぶ

(Sheol h7585) 14われ朽腐に向ひては汝は

わが父なりと言ひ蛆に向ひては汝は我

母わが姉妹なりと言ふ 15然ばわが望

はいづくにかある我望は誰かこれを見

る者あらん 16是は下りて陰府の關に

到らん之と齊しく我身は塵の中に臥靜

まるべし (Sheol h7585)

18シユヒ人ビルダデこたへて曰く 2

汝等いつまで言語を獵求むること

をするや汝ら先曉るべし然る後われ

ら辨論はん 3われら何ぞ獸畜とおもは

るべけんや何ぞ汝らの目に汚穢たる者

と見らるべけんや 4なんぢ怒りて身を

裂く者よ汝のためとて地あに棄られん

や磐あに其處より移されんや 5惡き者

の光明は滅され其火の焔は照じ 6その

天幕の内なる光明は暗くなり其が上の

燈火は滅さるべし 7またその強き歩履

は狹まり其計るところは自分を陷いる

8すなはち其足に逐れて網に到りまた

陷阱の上を歩むに 9索はその踵に纒り

羂これを執ふ 10索かれを執ふるため

に地に隱しあり羂かれを陷しいるるた

めに路に設けあり 11怖ろしき事四方

において彼を懼れしめ其足にしたがひ

て彼をおふ 12その力は餓ゑ其傍には

災禍そなはり 13その膚の肢は蝕壞ら

る即ち死の初子これが肢を蝕壞るなり

14やがて彼はその恃める天幕より曳離

されて懼怖の王の許に驅やられん 15

彼に屬せざる者かれの天幕に住み硫礦

かれの家の上に降ん 16下にてはその

根枯れ上にてはその枝砍る 17彼の跡

は地に絶え彼の名は街衢に傳はらじ

18彼は光明の中より黒暗に逐やられ 世

の中より驅出されん 19彼は其民の中

に子も無く孫も有じまた彼の住所には

一人も遺る者なからん 20之が日を見

るにおいて後に來る者は駭き先に出し

者は怖おそれん 21かならず惡き人の

住所は是のごとく神を知ざる者の所は

是のごとくなるべし

19ヨブこたへて曰く 2汝ら我心をな

やまし言語をもて我を打くだくこ

と何時までぞや 3なんぢら已に十次も

我を辱しめ我を惡く待ひてなほ愧ると

ころ無し 4假令われ眞に過ちたらんも
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その過は我の身に止れり 5なんぢら眞

に我に向ひて誇り我身に羞べき行爲あ

りと證するならば 6神われを虐げその

網羅をもて我と包みたまへりと知るべ

し 7我虐げらるると叫べども答なく呼

はり求むれども審理なし 8彼わが路の

周圍に垣を結めぐらして逾る能はざら

しめ我が行く途に黒暗を蒙むらしめ 9

わが光榮を褫ぎわが冠冕を首より奪ひ

10四方より我を毀ちて失しめ 我望を樹

のごとくに根より拔き 11我にむかひ

て震怒を燃し我を敵の一人と見たまへ

り 12その軍旅ひとしく進み途を高く

して我に攻寄せわが天幕の周圍に陣を

張り 13彼わが兄弟等をして遠くわれ

を離れしめたまへり我を知る人々は全

く我に疎くなりぬ 14わが親戚は往來

を休めわが朋友はわれを忘れ 15わが

家に寄寓る者およびわが婢等は我を見

て外人のごとくす我かれらの前にては

異國人のごとし 16われわが僕を喚べ

どもこたへず我口をもて彼に請はざる

を得ざるなり 17わが氣息はわが妻に

厭はれわが臭氣はわが同胎の子等に嫌

はる 18童子等さへも我を侮どり我起

あがれば則ち我を嘲ける 19わが親し

き友われを惡みわが愛したる人々ひる

がへりてわが敵となれり 20わが骨は

わが皮と肉とに貼り我は僅に齒の皮を

全うして逃れしのみ 21わが友よ汝等

われを恤れめ神の手われを撃り 22汝

らなにとて神のごとくして我を攻めわ

が肉に饜ことなきや 23望むらくは我

言の書留られんことを望むらくは我言

書に記されんことを 24望むらくは鐡

の筆と鉛とをもて之を永く磐石に鐫つ

けおかんことを 25われ知る我を贖ふ

者は活く後の日に彼かならず地の上に

立ん 26わがこの皮この身の朽はてん

後われ肉を離れて神を見ん 27我みづ

から彼を見たてまつらん我目かれを見

んに識らぬ者のごとくならじ我が心こ

れを望みて焦る 28なんぢら若われら

如何に彼を攻めんかと言ひまた事の根

われに在りと言ば 29劍を懼れよ忿怒

は劍の罰をきたらす斯なんぢら遂に審

判のあるを知ん

20ナアマ人ゾパルこたへて曰く 2こ

れに因てわれ答をなすの思念を起

し心しきりに之がために急る 3我を辱

しむる警語を我聞ざるを得ず然しなが

らわが了知の性われをして答ふること

を得せしむ 4なんぢ知らずや古昔より

地に人の置れしより以來 5惡き人の勝

誇は暫時にして邪曲なる者の歡樂は時

の間のみ 6その高天に逹しその首雲に

及ぶとも 7終には己の糞のごとくに永

く亡絶べし彼を見識る者は言ん彼は何

處にありやと 8彼は夢の如く過さりて

復見るべからず夜の幻のごとく追はら

はれん 9彼を見たる目かさねてかれを

見ることあらず彼の住たる處も再びか

れを見ること無らん 10その子等は貧

しき者に寛待を求めん彼もまたその取

し貨財を手づから償さん 11その骨に

少壯氣勢充り然れどもその氣勢もまた

塵の中に彼とおなじく臥ん 12かれ惡

を口に甘しとして舌の底に藏め 13愛

みて捨ず之を口の中に含みをる 14然

どその食物膓の中にて變り腹の内にて

蝮の毒とならん 15かれ貨財を呑たれ

ども復之を吐いださん神これを彼の腹

より推いだしたまふべし 16かれは蝮

の毒を吸ひ虺の舌に殺されん 17かれ

は蜂蜜と牛酪の湧て流るる河川を視ざ

らん 18その勞苦て獲たる物は之を償
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して自ら食はず又それを求めたる所有

よりは快樂を得じ 19是は彼貧しき者

を虐遇げて之を棄たればなり假令家を

奪ひとるとも之を改め作ることを得ざ

らん 20かれはその腹に飽ことを知ざ

るが故に自己の深く喜ぶ物をも保つこ

と能はじ 21かれが遺して食はざる物

とては一も無し是によりてその福祉は

永く保たじ 22その繁榮の眞盛におい

て彼は艱難に迫られ乏しき者すべて手

をこれが上に置ん 23かれ腹を充さん

とすれば神烈しき震怒をその上に下し

その食する時にこれをその上に降した

まふ 24かれ鐡の器を避れば銅の弓こ

れを射透す 25是に於て之をその身よ

り拔ば閃く鏃その膽より出きたりて畏

懼これに臨む 26各種の黒暗これが寳

物ををほろぼすために蓄へらる又人の

吹おこせしに非る火かれを焚きその天

幕に遺りをる者をも焚ん 27天かれの

罪を顯はし地興りて彼を攻ん 28その

家の儲蓄は亡て神の震怒の日に流れ去

ん 29是すなはち惡き人が神より受る

分神のこれに定めたまへる數なり

21ヨブこたへて曰く 2請ふ汝等わが

言を謹んで聽き之をもて汝らの慰

藉に代よ 3先われに容して言しめよ我

が言る後なんぢ嘲るも可し 4わが怨言

は世の人の上につきて起れる者ならん

や我なんぞ氣をいらだつ可らざらんや

5なんぢら我を視て驚き手を口にあて

よ 6われ思ひまはせば畏しくなりて身

體しきりに戰慄く 7惡き人何とて生な

がらへ老かつ勢力強くなるや 8その子

等はその周圍にありてその前に堅く立

ちその子孫もその目の前に堅く立べし

9またその家は平安にして畏懼なく神

の杖その上に臨まじ 10その牡牛は種

を與へて過らずその牝牛は子を産てそ

こなふ事なし 11彼等はその少き者等

を外に出すこと群のごとしその子等は

舞をどる 12彼等は鼓と琴とをもて歌

ひ笛の音に由て樂み 13その日を幸福

に暮し まばたくまに陰府にくだる

(Sheol h7585) 14然はあれども彼等は神に

言らく我らを離れ賜へ我らは汝の道を

しることを好まず 15全能者は何者な

れば我らこれに事ふべき我儕これに祈

るとも何の益を得んやと 16視よ彼ら

の福祿は彼らの力に由にあらざるなり

惡人の希圖は我に與する所にあらず 17

惡人のその燈火を滅るる事幾度ありし

かその滅亡のこれに臨む事神の怒り

て之に艱苦を蒙らせたまふ事幾度有し

か 18かれら風の前に藁の如く暴風に

吹さらるる籾殼の如くなること幾度有

しか 19神かれの愆を積たくはへてそ

の子孫に報いたまふか之を彼自己の身

に報い知しむるに如ず 20かれをして

自らその滅亡を目に視させかつ全能者

の震怒を飮しめよ 21その月の數すで

に盡るに於ては何ぞその後の家に關は

る所あらん 22神は天にある者等をさ

へ審判きたまふなれば誰か能これに知

識を教へんや 23或人は繁榮を極め全

く平穩にかつ安康にして死に 24その

器に乳充ちその骨の髓は潤ほへり 25

また或人は心を苦しめて死し終に福祉

をあぢはふる事なし 26是等は倶に齊

しく塵に臥して蛆におほはる 27我ま

ことに汝らの思念を知り汝らが我を攻

撃んとするの計略を知る 28なんぢら

は言ふ王侯の家は何に在る惡人の住所

は何にあると 29汝らは路往く人々に

詢ざりしや彼等の證據を曉らざるや

30すなはち滅亡の日に惡人遺され 烈し
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き怒の日に惡人たづさへ出さる 31誰

か能かれに打向ひて彼の行爲を指示さ

んや誰か能彼の爲たる所を彼に報ゆる

ことを爲ん 32彼は舁れて墓に到り塚

の上にて守護ることを爲す 33谷の土

塊も彼には快し一切の人その後に從ふ

其前に行る者も數へがたし 34既に是

の如くなるに汝等なんぞ徒に我を慰さ

めんとするや汝らの答ふる所はただ虚

僞のみ

22是においてテマン人エリパズこた
へて曰く 2人神を益する事をえん

や智人も唯みづから益する而已なるぞ

かし 3なんぢ義かるとも全能者に何の

歡喜かあらんなんぢ行爲を全たふする

とも彼に何の利益かあらん 4彼汝の畏

懼の故によりて汝を責め汝を鞫きたま

はんや 5なんぢの惡大なるにあらずや

汝の罪はきはまり無し 6即ち汝は故な

くその兄弟の物を抑へて質となし裸な

る者の衣服を剥て取り 7渇く者に水を

與へて飮しめず饑る者に食物を施こさ

ず 8力ある者土地を得貴き者その中に

住む 9なんぢは寡婦に手を空しうして

去しむ孤子の腕は折る 10是をもて網

羅なんぢを環り畏懼にはかに汝を擾す

11なんぢ黒暗を見ずや洪水のなんぢを

覆ふを見ずや 12神は天の高に在すな

らずや星辰の巓ああ如何に高きぞや

13是によりて汝は言ふ 神なにをか知し

めさん豈よく黒雲の中より審判するを

得たまはんや 14濃雲かれを蔽へば彼

は見たまふ所なし唯天の蒼穹を歩みた

まふ 15なんぢ古昔の世の道を行なは

んとするや是あしき人の踐たりし者な

らずや 16彼等は時いまだ至らざるに

打絶れその根基は大水に押流されたり

17彼ら神に言けらく我儕を離れたまへ

全能者われらのために何を爲ことを得

んと 18しかるに彼は却つて佳物を彼

らの家に盈したまへり但し惡人の計畫

は我に與する所にあらず 19義しき者

は之を見て喜び無辜者は彼らを笑ふ

20曰く我らの仇は誠に滅ぼされ 其盈餘

れる物は火にて焚つくさる 21請ふ汝

神と和らぎて平安を得よ然らば福祿な

んぢに來らん 22請ふかれの口より教

晦を受けその言語をなんぢの心に藏め

よ 23なんぢもし全能者に歸向り且な

んぢの家より惡を除き去ば汝の身再び

興されん 24なんぢの寳を土の上に置

きオフルの黄金を谿河の石の中に置け

25然れば全能者なんぢの寳となり汝の

ために白銀となりたまふべし 26而し

てなんぢは又全能者を喜び且神にむか

ひて面をあげん 27なんぢ彼に祈らば

彼なんぢに聽きたまはん而して汝その

誓願をつくのひ果さん 28なんぢ事を

爲んと定めなばその事なんぢに成ん汝

の道には光照ん 29其卑く降る時は汝

いふ昇る哉と彼は謙遜者を拯ひたまふ

べし 30かれは罪なきに非ざる者をも

拯ひたまはん汝の手の潔淨によりて斯

る者も拯はるべし

23ヨブこたへて曰く 2我は今日にて

も尚つぶやきて服せずわが禍災は

わが嘆息よりも重し 3ねがはくは神を

たづねて何處にか遇まつるを知り其御

座に參いたらんことを 4我この愁訴を

その御前に陳べ口を極めて辨論はん 5

我その我に答へ給ふ言を知りまた其わ

れに言たまふ所を了らん 6かれ大なる

能をもて我と爭ひたまはんや然らじ反

つて我を眷みたまふべし 7彼處にては

正義人かれと辨爭ふことを得斯せば我

を鞫く者の手を永く免かるべし 8しか
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るに我東に往くも彼いまさず西に往く

も亦見たてまつらず 9北に工作きたま

へども遇まつらず南に隱れ居たまへば

望むべからず 10わが平生の道は彼知

りたまふ彼われを試みたまはば我は金

のごとくして出きたらん 11わが足は

彼の歩履に堅く隨へり我はかれの道を

守りて離れざりき 12我はかれの唇の

命令に違はず我が法よりも彼の口の言

語を重ぜり 13かれは一に居る者にま

します誰か能かれをして意を變しめん

彼はその心に慾する所をかならず爲た

まふ 14然ば我に向ひて定めし事を必

らず成就たまはん是のごとき事を多く

彼は爲たまふなり 15是故に我かれの

前に慄ふ我考ふれば彼を懼る 16神わ

が心を弱くならしめ全能者われをして

懼れしめたまふ 17かく我は暗の來ら

ぬ先わが面を黒暗の覆ふ前に打絶れざ

りき

24なにゆゑに全能者時期を定めおき
たまはざるや何故に彼を知る者そ

の日を見ざるや 2人ありて地界を侵し

群畜を奪ひて牧ひ 3孤子の驢馬を驅去

り寡婦の牛を取て質となし 4貧しき者

を路より推退け世の受難者をして盡く

身を匿さしむ 5視よ彼らは荒野にをる

野驢馬のごとく出て業を爲て食を求め

野原よりその子等のために食物を得 6

圃にて惡き者の麥を刈りまたその葡萄

の遺餘を摘む 7かれらは衣服なく裸に

して夜を明し覆ふて寒氣を禦ぐべき物

なし 8山の暴風に濡れ庇はるるところ

無して岩を抱く 9孤子を母の懷より奪

ふ者あり貧しき者の身につける物を取

て質となす者あり 10貧き者衣服なく

裸にて歩き飢つつ麥束を擔ふ 11人の

垣の内にて油を搾めまた渇きつつ酒醡

を踐む 12邑の中より人々の呻吟たち

のぼり傷つけられたる者の叫喚おこる

然れども神はその怪事を省みたまはず

13また光明に背く者あり 光の道を知ら

ず光の路に止らず 14人を殺す者昧爽

に興いで受難者や貧しき者を殺し夜

は盜賊のごとくす 15姦淫する者は我

を見る目はなからんと言てその目に昏

暮をうかがひ待ち而してその面に覆ふ

物を當つ 16また夜分家を穿つ者あり

彼等は晝は閉こもり居て光明を知らず

17彼らには晨は死の蔭のごとし 是死の

蔭の怖ろしきを知ばなり 18彼は水の

面に疾ながるる物の如しその産業は世

の中に詛はるその身重ねて葡萄圃の路

に向はず 19亢旱および炎熱は雪水を

直に乾涸す陰府が罪を犯せし者におけ

るも亦かくのごとし (Sheol h7585) 20これ

を宿せし腹これを忘れ蛆これを好みて

食ふ彼は最早世におぼえらるること無

くその惡は樹を折るるが如くに折る

21是すなはち孕まず産ざりし婦人をな

やまし寡婦を憐れまざる者なり 22神

はその權能をもて強き人々を保存へさ

せたまふ彼らは生命あらじと思ふ時に

も復興る 23神かれらに安泰を賜へば

彼らは安らかなり而してその目をもて

彼らの道を見そなはしたまふ 24かれ

らは旺盛になり暫時が間に無なり卑く

なりて一切の人のごとくに沒し麥の穗

のごとくに斷る 25すでに是のごとく

なれば誰か我の謬まれるを示してわが

言語を空しくすることを得ん

25時にシユヒ人ビルダデこたへて曰
く 2神は大權を握りたまふ者畏る

べき者にましまし高き處に平和を施し

たまふ 3その軍旅數ふることを得んや

其光明なに物をか照さざらん 4然ば誰
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か神の前に正義かるべき婦人の産し者

いかでか清かるべき 5視よ月も輝かず

星も其目には清明ならず 6いはんや蛆

のごとき人蟲のごとき人の子をや

26ヨブこたへて曰く 2なんぢ能力な

き者を如何に助けしや氣力なきも

のを如何に救ひしや 3智慧なき者を如

何に誨へしや穎悟の道を如何に多く示

ししや 4なんぢ誰にむかひて言語を出

ししやなんぢより出しは誰が靈なるや

5陰靈水またその中に居る者の下に慄

ふ 6かれの御前には陰府も顯露なり滅

亡の坑も蔽ひ匿す所なし (Sheol h7585) 7

彼は北の天を虚空に張り地を物なき所

に懸けたまふ 8水を濃雲の中に包みた

まふてその下の雲裂ず 9御寳座の面を

隱して雲をその上に展べ 10水の面に

界を設けて光と暗とに限を立たまふ 11

かれ叱咤たまへば天の柱震ひかつ怖る

12その權能をもて海を靜めその智慧を

もてラハブを撃碎き 13その氣嘘をも

て天を輝かせ其手をもて逃る蛇を衝と

ほしたまふ 14視よ是等はただその御

工作の端なるのみ我らが聞く所の者は

如何にも微細なる耳語ならずや然どそ

の權能の雷轟に至りては誰かこれを曉

らんや

27ヨブまた語を繼ていはく 2われに

義しき審判を施したまはざる神わ

が心魂をなやまし給ふ全能者此神は活

く 3（わが生命なほ全くわれの衷にあ

り神の氣息なほわが鼻にあり） 4わが

口は惡を言ずわが舌は謊言を語らじ 5

我決めて汝等を是とせじ我に死るまで

我が罪なきを言ことを息じ 6われ堅く

わが正義を持ちて之を棄じ我は今まで

一日も心に責られし事なし 7我に敵す

る者は惡き者と成り我を攻る者は義か

らざる者と成るべし 8邪曲なる者もし

神に絶れその魂神を脱とらるるに於て

は何の望かあらん 9かれ艱難に罹る時

に神その呼號を聽いれたまはんや 10

かれ全能者を喜こばんや常に神を龥ん

や 11われ神の御手を汝等に教へん全

能者の道を汝等に隱さじ 12視よ汝等

もみな自らこれを觀たり然るに何ぞ斯

愚蒙をきはむるや 13惡き人の神に得

る分強暴の人の全能者より受る業は是

なり 14その子等蕃れば劍に殺さるそ

の子孫は食物に飽ず 15その遺れる者

は疫病に斃れて埋められその妻等は哀

哭をなさず 16かれ銀を積むこと塵の

ごとく衣服を備ふること土のごとくな

るとも 17その備ふる者は義き人これ

を着んまたその銀は無辜者これを分ち

取ん 18その建る家は蟲の巣のごとく

また番人の造る茅家のごとし 19彼は

富る身にて寢臥し重ねて興ること無し

また目を開けば即ちその身きえ亡す 20

懼ろしき事大水のごとく彼に追及き夜

の暴風かれを奪ひ去る 21東風かれを

颺げて去り彼をその處より吹はらふ

22神かれを射て恤まず 彼その手より逃

れんともがく 23人かれに對ひて手を

鳴し嘲りわらひてその處をいでゆかし

む

28白銀掘いだす坑あり煉るところの
黄金は出處あり 2鐡は土より取り

銅は石より鎔して獲るなり 3人すなは

ち黒暗を破り極より極まで尋ね窮めて

黒暗および死蔭の石を求む 4その穴を

穿つこと深くして上に住む人と遠く相

離れその上を歩む者まつたく之を覺え

ず是のごとく身を縋下げ遙に人と隔

たりて空に懸る 5地その上は食物を出

し其下は火に覆へさるるがごとく覆へ
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る 6その石の中には碧の玉のある處あ

り黄金の沙またその内にあり 7その逕

は鷙鳥もこれを知ず鷹の目もこれを看

ず 8鷙き獸も未だこれを踐ず猛き獅子

も未だこれを通らず 9人堅き磐に手を

加へまた山を根より倒し 10岩に河を

掘り各種の貴き物を目に見とめ 11水

路を塞ぎて漏ざらしめ隱れたる寳物を

光明に取いだすなり 12然ながら智慧

は何處よりか覓め得ん明哲の在る所は

何處ぞや 13人その價を知ず人のすめ

る地に獲べからず 14淵は言ふ我の内

に在ずと海は言ふ我と偕ならずと 15

精金も之に換るに足ず銀も秤りてその

價となすを得ず 16オフルの金にても

その價を量るべからず貴き青玉も碧玉

もまた然り 17黄金も玻璃もこれに並

ぶ能はず精金の器皿も之に換るに足ず

18珊瑚も水晶も論にたらず 智慧を得る

は眞珠を得るに勝る 19エテオビアよ

り出る黄玉もこれに並ぶあたはず純金

をもてするともその價を量るべからず

20然ば智慧は何處より來るや 明哲の在

る所は何處ぞや 21是は一切の生物の

目に隱れ天空の鳥にも見えず 22滅亡

も死も言ふ我等はその風聲を耳に聞し

而已 23神その道を曉り給ふ彼その所

を知りたまふ 24そは彼は地の極まで

も觀そなはし天が下を看きはめたまへ

ばなり 25風にその重量を與へ水を度

りてその量を定めたまひし時 26雨の

ために法を立て雷霆の光のために途を

設けたまひし時 27智慧を見て之を顯

はし之を立て試みたまへり 28また人

に言たまはく視よ主を畏るるは是智慧

なり惡を離るるは明哲なり

29ヨブまた語をつぎて曰く 2嗚呼過

にし年月のごとくならまほし神の

我を護りたまへる日のごとくならまほ

し 3かの時には彼の燈火わが首の上に

輝やき彼の光明によりて我黒暗を歩め

り 4わが壯なりし日のごとくならまほ

し彼時には神の恩惠わが幕屋の上にあ

りき 5かの時には全能者なほ我ととも

に在しわが子女われの周圍にありき 6

乳ながれてわが足跡を洗ひ我が傍なる

磐油を灌ぎいだせり 7かの時には我い

でて邑の門に上りゆきわが座を街衢に

設けたり 8少き者は我を見て隱れ老た

る者は起あがりて立ち 9牧伯たる者も

言談ずしてその口に手を當て 10貴き

者も聲ををさめてその舌を上顎に貼た

りき 11我事を耳に聞る者は我を幸福

なりと呼び我を目に見たる者はわがた

めに證據をなしぬ 12是は我助力を求

むる貧しき者を拯ひ孤子および助くる

人なき者を拯ひたればなり 13亡びん

とせし者われを祝せり我また寡婦の心

をして喜び歌はしめたり 14われ正義

を衣また正義の衣る所となれり我が公

義は袍のごとく冠冕のごとし 15われ

は盲目の目となり跛者の足となり 16

貧き者の父となり知ざる者の訴訟の由

を究め 17惡き者の牙を折りその齒の

間より獲物を取いだせり 18我すなは

ち言けらく我はわが巣に死ん我が日

は砂の如く多からん 19わが根は水の

邊に蔓り露わが枝に終夜おかん 20わ

が榮光はわが身に新なるべくわが弓は

わが手に何時も強からんと 21人々わ

れに聽き默して我が教を俟ち 22わが

言し後は彼等言を出さず我説ところは

彼等に甘露のごとく 23かれらは我を

望み待つこと雨のごとく口を開きて仰

ぐこと春の雨のごとくなりき 24われ

彼等にむかひて笑ふとも彼等は敢て眞
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實とおもはず我面の光を彼等は除くこ

とをせざりき 25われは彼等のために

道を擇びその首として座を占め軍中

の王のごとくして居りまた哀哭者を慰

さむる人のごとくなりき

30然るに今は我よりも年少き者等わ
れを笑ふ彼等の父は我が賤しめて

群の犬と並べ置くことをもせざりし者

なり 2またかれらの手の力もわれに何

の用をかなさん彼らは其氣力すでに衰

へたる者なり 3かれらは缺乏と饑とに

よりて痩おとろへ荒かつ廢れたる暗き

野にて乾ける地を咬む 4すなはち灌木

の中にて藜を摘み苕の根を食物となす

5彼らは人の中より逐いださる盜賊を

追ふがごとくに人かれらを追ふて呼は

る 6彼等は懼ろしき谷に住み土坑およ

び磐穴に居り 7灌木の中に嘶なき荊棘

の下に偃す 8彼らは愚蠢なる者の子卑

むべき者の子にして國より撃いださる

9しかるに今は我かれらの歌謠に成り

彼らの嘲哢となれり 10かれら我を厭

ふて遠く我を離れまたわが面に唾する

ことを辭まず 11神わが綱を解て我を

なやましたまへば彼等もわが前にその

韁を縱せり 12この輩わが右に起あが

りわが足を推のけ我にむかひて滅亡の

路を築く 13彼らは自ら便なき者なれ

ども尚わが逕を毀ちわが滅亡を促す

14かれらは石垣の大なる崩口より入が

ごとくに進み來り破壞の中にてわが上

に乗かかり 15懼ろしき事わが身に臨

み風のごとくに我が尊榮を吹はらふ

わが福祿は雲のごとくに消失す 16今

はわが心われの衷に鎔て流れ患難の日

かたく我を執ふ 17夜にいれば我骨刺

れて身を離るわが身を噬む者つひに休

むこと無し 18わが疾病の大なる能に

よりてわが衣服は醜き樣に變り裏衣の

襟の如くに我身に固く附く 19神われ

を泥の中に投こみたまひて我は塵灰に

等しくなれり 20われ汝にむかひて呼

はるに汝答へたまはず我立をるに汝

只われをながめ居たまふ 21なんぢは

我にむかひて無情なりたまひ御手の能

力をもて我を攻撃たまふ 22なんぢ我

を擧げ風の上に乗て負去しめ大風の音

とともに消亡しめたまふ 23われ知る

汝はわれを死に歸らしめ一切の生物の

終に集る家に歸らしめたまはん 24か

れは必ず荒垤にむかひて手を舒たまふ

こと有じ假令人滅亡に陷るとも是等の

事のために號呼ぶことをせん 25苦み

て日を送る者のために我哭ざりしや貧

しき者のために我心うれへざりしや 26

われ吉事を望みしに凶事きたり光明を

待しに黒暗きたれり 27わが膓沸かへ

りて安からず患難の日我に追及ぬ 28

われは日の光を蒙らずして哀しみつつ

歩き公會の中に立て助を呼もとむ 29

われは山犬の兄弟となり駝鳥の友とな

れり 30わが皮は黒くなりて剥落ちわ

が骨は熱によりて焚け 31わが琴は哀

の音となりわが笛は哭の聲となれり

31我わが目と約を立たり何ぞ小艾を
慕はんや 2然せば上より神の降し

給ふ分は如何なるべきぞ高處より全能

者の與へ給ふ業は如何なるべきぞ 3惡

き人には滅亡きたらざらんや善らぬ事

を爲す者には常ならぬ災禍あらざらん

や 4彼わが道を見そなはしわが歩履を

ことごとく數へたまはざらんや 5我虚

誕とつれだちて歩みし事ありやわが足

虚僞に奔從がひし事ありや 6請ふ公平

き權衡をもて我を稱れ然ば神われの正

しきを知たまはん 7わが歩履もし道を
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離れわが心もしわが目に隨がひて歩み

わが手にもし汚のつきてあらば 8我が

播たるを人食ふも善しわが産物を根よ

り拔るるも善し 9われもし婦人のため

に心まよへる事あるか又は我もしわが

隣の門にありて伺ひし事あらば 10わ

が妻ほかの人のために臼磨きほかの人

々かれの上に寢るも善し 11其は是は

重き罪にして裁判人に罰せらるべき惡

事なればなり 12是はすなはち滅亡に

までも燬いたる火にしてわが一切の産

をことごとく絶さん 13わが僕あるひ

は婢の我と辯爭ひし時に我もし之が權

理を輕んぜし事あらば 14神の起あが

りたまふ時には如何せんや神の臨みた

まふ時には何と答へまつらんや 15わ

れを胎内に造りし者また彼をも造りた

まひしならずやわれらを腹の内に形造

りたまひし者は唯一の者ならずや 16

我もし貧き者にその願ふところを獲し

めず寡婦をしてその目おとろへしめし

事あるか 17または我獨みづから食物

を啖ひて孤子にこれを啖はしめざりし

こと有るか 18 (却つて彼らは我が若き

時より我に育てられしこと父における

が如し我は胎内を出てより以來寡を導

びく事をせり) 19われ衣服なくして死

んとする者あるひは身を覆ふ物なくし

て居る人を見し時に 20その腰もし我

を祝せずまた彼もしわが羊の毛にて温

まらざりし事あるか 21われを助くる

者の門にをるを見て我みなしごに向ひ

て手を上し事あるか 22然ありしなら

ば肩骨よりしてわが肩おち骨とはなれ

てわが腕折よ 23神より出る災禍は我

これを懼るその威光の前には我能力

なし 24我もし金をわが望となし精金

にむかひて汝わが所頼なりと言しこと

有か 25我もしわが富の大なるとわが

手に物を多く獲たることを喜びしこと

あるか 26われ日の輝くを見または月

の輝わたりて歩むを見し時 27心竊に

まよひて手を口に接しことあるか 28

是もまた裁判人に罪せらるべき惡事な

り我もし斯なせし事あらば上なる神に

背しなり 29我もし我を惡む者の滅亡

るを喜び又は其災禍に罹るによりて自

ら誇りし事あるか 30（我は之が生命

を呪ひ索めて我口に罪を犯さしめし如

き事あらず） 31わが天幕の人は言ず

や彼の肉に飽ざる者いづこにか在んと

32旅人は外に宿らず わが門を我は街衢

にむけて啓けり 33我もしアダムのご

とくわが罪を蔽ひわが惡事を胸に隱せ

しことあるか 34すなはち大衆を懼れ

宗族の輕蔑に怖ぢて口を閉ぢ門を出ざ

りしごとき事あるか 35嗚呼われの言

ところを聽わくる者あらまほし(我が

花押ここに在り願くは全能者われに答

へたまへ)我を訴ふる者みづから訴訟

状を書け 36われ必らず之を肩に負ひ

冠冕のごとくこれを首に結ばん 37我

わが歩履の數を彼に述ん君王たる者の

ごとくして彼に近づかん 38わが田圃

號呼りて我を攻めその阡陌ことごとく

泣さけぶあるか 39若われ金を出さず

してその産物を食ひまたはその所有主

をして生命を失はしめし事あらば 40

小麥の代に蒺藜生いで大麥のかはりに

雜草おひ出るとも善しヨブの詞をはり

ぬ

32ヨブみづから見て己の正義とする
に因て此三人の者之に答ふる事を

止む 2時にラムの族ブジ人バラケルの

子エリフ怒を發せりヨブ神よりも己を

正しとするに因て彼ヨブにむかひて怒
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を發せり 3またヨブの三人の友答ふる

に詞なくして猶ヨブを罪ありとせしに

よりて彼らにむかひて怒を發せり 4エ

リフはヨブに言ふことをひかへて俟を

りぬ是は自己よりも彼等年老たればな

り 5茲にエリフこの三人の口に答ふる

詞の有ざるを見て怒を發せり 6ブジ人

バラケルの子エリフすなはち答へて曰

く我は年少く汝等は年老たり是をもて

我はばかりて我意見をなんぢらに陳る

ことを敢てせざりき 7我意へらく日を

重ねたる者宜しく言を出すべし年を積

たる者宜しく智慧を教ふべしと 8但し

人の衷には靈あり全能者の氣息人に聰

明を與ふ 9大なる人すべて智慧あるに

非ず老たる者すべて道理に明白なるに

非ず 10然ば我言ふ我に聽け我もわが

意見を陳べん 11視よ我は汝らの言語

を俟ちなんぢらの辯論を聽きなんぢ

らが言ふべき言語を尋ね盡すと待り 12

われ細に汝らに聽しが汝らの中にヨブ

を駁折る者一人も無くまた彼の言詞に

答ふる者も無し 13おそらくは汝等い

はん我ら智慧を見得たり彼に勝つ者

は唯神のみ人は能はずと 14彼はその

言語を我に向て發さざりき我はまた汝

らの言ふ所をもて彼に答へじ 15彼ら

は愕きて復答ふる所なく言語かれらの

衷に浮ばず 16彼等ものいはず立とど

まりて重ねて答へざればとて我あに俟

をるべけんや 17我も自らわが分を答

へわが意見を吐露さん 18我には言滿

ちわが衷の心しきりに迫る 19わが腹

は口を啓かざる酒のごとし新しき皮嚢

のごとく今にも裂んとす 20われ説い

だして胸を安んぜんとすわれ口を啓き

て答へん 21かならず我は人に偏らず

人に諂はじ 22我は諂ふことを知ずも

し諂はば我の造化主ただちに我を絶た

まふべし

33然ばヨブよ請ふ我が言ふ事を聽け
わが一切の言語に耳を傾むけよ 2

視よ我口を啓き舌を口の中に動かす 3

わが言ふ所は正義き心より出づわが唇

あきらかにその智識を陳ん 4神の靈わ

れを造り全能者の氣息われを活しむ 5

汝もし能せば我に答へよわが前に言を

いひつらねて立て 6我も汝とおなじく

神の者なり我もまた土より取てつくら

れしなり 7わが威嚴はなんぢを懼れし

めずわが勢はなんぢを壓せず 8汝わが

聽くところにて言談り我なんぢの言語

の聲を聞けり云く 9われは潔淨くして

愆なし我は辜なく惡き事わが身にあら

ず 10視よ彼らわれを攻る釁隙を尋ね

われを己の敵と算へ 11わが脚を桎に

夾めわが一切の擧動に目を着たまふと

12視よ我なんぢに答へん なんぢ此事に

おいて正義からず神は人よりも大なる

者にいませり 13彼その凡て行なふと

ころの理由を示したまはずとて汝かれ

にむかひて辯爭そふは何ぞや 14まこ

とに神は一度二度と告示したまふなれ

ど人これを曉らざるなり 15人熟睡す

る時または床に睡る時に夢あるひは夜

の間の異象の中にて 16かれ人の耳を

ひらきその教ふる所を印して堅うし

17斯して人にその惡き業を離れしめ 傲

慢を人の中より除き 18人の魂靈を護

りて墓に至らしめず人の生命を護りて

劍にほろびざらしめたまふ 19人床に

ありて疼痛に攻られその骨の中に絶ず

戰鬪のあるあり 20その氣食物を厭ひ

その魂靈うまき物をも嫌ふ 21その肉

は痩おちて見えずその骨は見えざりし

者までも顯露になり 22その魂靈は墓
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に近よりその生命は滅ぼす者に近づく

23しかる時にもし彼とともに一箇の使

者あり千の中の一箇にして中保となり

正しき道を人に示さば 24神かれを憫

れみて言給はん彼を救ひて墓にくだる

こと無らしめよ我すでに收贖の物を得

たりと 25その肉は小兒の肉よりも瑞

々しくなりその若き時の形状に歸らん

26かれ若し神に祷らば神かれを顧りみ

彼をしてその御面を喜こび見ることを

得せしめたまはん神は人の正義に報を

なしたまふべし 27かれ人の前に歌ひ

て言ふ我は罪を犯し正しきを抂たり

然ど報を蒙らず 28神わが魂靈を贖ひ

て墓に下らしめずわが生命光明を見ん

29そもそも神は是等のもろもろの事を

しばしば人におこなひ 30その魂靈を

墓より牽かへし生命の光明をもて彼を

照したまふ 31ヨブよ耳を傾むけて我

に聽け請ふ默せよ我かたらん 32なん

ぢもし言ふべきことあらば我にこたへ

よ請ふ語れ我なんぢを義とせんと慾

すればなり 33もし無ば我に聽け請ふ

默せよ我なんぢに智慧を教へん

34エリフまた答へて曰く 2なんぢら

智慧ある者よ我言を聽け智識ある

者よ我に耳を傾むけよ 3口の食物を味

はふごとく耳は言詞を辨まふ 4われら

自ら是非を究めわれらもとともに善惡

を明らかにせん 5それヨブは言ふ我は

義し神われに正しき審判を施こしたま

はず 6われは義しかれども僞る者とせ

らる我は愆なけれどもわが身の矢創愈

がたしと 7何人かヨブのごとくならん

彼は罵言を水のごとくに飮み 8惡き事

を爲す者等と交はり惡人とともに歩む

なり 9すなはち彼いへらく人は神と親

しむとも身に益なしと 10然ばなんぢ

ら心ある人々よ我に聽け神は惡を爲す

ことを決めて無く全能者は不義を行ふ

こと決めて無し 11却つて人の所爲を

その身に報い人をしてその行爲にした

がひて獲るところあらしめたまふ 12

かならず神は惡き事をなしたまはず全

能者は審判を抂たまはざるなり 13た

れかこの地を彼に委ねし者あらん誰か

全世界を定めし者あらん 14神もしそ

の心を己にのみ用ひその靈と氣息とを

己に收回したまはば 15もろもろの血

肉ことごとく亡び人も亦塵にかへるべ

し 16なんぢもし曉ることを得ば請ふ

我に聽けわが言詞の聲に耳を側だてよ

17公義を惡む者あに世ををさむるを得

んやなんぢあに至義き者を惡しとすべ

けんや 18王たる者にむかひて汝は邪

曲なりと言ひ牧伯たる者にむかひて汝

らは惡しといふべけんや 19まして君

王たる者をも偏視ず貧しき者に超て富

る者をかへりみるごとき事をせざる者

にむかひてをや斯爲たまふは彼等みな

同じくその御手の作るところなればな

り 20彼らは瞬く時間に死に民は夜の

間に滅びて消失せ力ある者も人手によ

らずして除かる 21それ神の目は人の

道の上にあり神は人の一切の歩履を見

そなはす 22惡を行なふ者の身を匿す

べき黒暗も無く死蔭も无し 23神は人

をして審判を受けしむるまでに長くそ

の人を窺がふに及ばず 24權勢ある者

をも査ぶることを須ひずして打ほろぼ

し他の人々を立て之に替たまふ 25か

くの如く彼らの所爲を知り夜の間に彼

らを覆がへしたまへば彼らは乃て滅ぶ

26人の觀るところにて彼等を惡人のご

とく撃たまふ 27是は彼ら背きて之に

從はずその道を全たく顧みざるに因る
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28かれら是のごとくして遂に貧しき者

の號呼を彼の許に逹らしめ患難者の號

呼を彼に聽しむ 29かれ平安を賜ふ時

には誰か惡しと言ふことをえんや彼面

をかくしたまふ時には誰かこれを見る

を得んや一國におけるも一人における

も凡て同じ 30かくのごとく邪曲なる

者をして世を治むること無らしめ民の

機檻となることなからしむ 31人は宜

しく神に申すべし我は已に懲しめられ

たり再度惡き事を爲じ 32わが見ざる

所は請ふ我にをしへたまへ我もし惡き

事を爲たるならば重ねて之をなさじと

33かれ豈なんぢの好むごとくに應報を

なしたまはんや然るに汝はこれを咎む

然ばなんぢ自ら之を選ぶべし我は爲じ

汝の知るところを言へ 34心ある人々

は我に言ん我に聽ところの智慧ある人

々は言ん 35ヨブの言ふ所は辨知なし

その言詞は明哲からずと 36ねがはく

はヨブ終まで試みられんことを其は惡

き人のごとくに應答をなせばなり 37

まことに彼は自己の罪に愆を加へわれ

らの中間にありて手を拍ちかつ言詞を

繁くして神に逆らふ

35エリフまた答へて曰く 2 なんぢ

は言ふ我が義しきは神に愈れりと

なんぢ之を正しとおもふや 3すなはち

汝いへらく是は我に何の益あらんや

罪を犯すに較ぶれば何の愈るところか

有んと 4われ言詞をもて汝およびなん

ぢにそへる汝の友等に答へん 5天を仰

ぎて見よ汝の上なる高き空を望め 6な

んぢ罪を犯すとも神に何の害か有ん愆

を熾んにするとも神に何を爲えんや 7

汝正義かるとも神に何を與るを得んや

神なんぢの手より何をか受たまはん 8

なんぢの惡は只なんぢに同じき人を損

ぜん而已なんぢの善は只人の子を益せ

んのみ 9暴虐の甚だしきに因て叫び權

勢ある者の腕に壓れて呼はる人々あり

10然れども一人として我を造れる神は

何處にいますやといふ者なし彼は人を

して夜の中に歌を歌ふに至らしめ 11地

の獸畜よりも善くわれらを教へ空の鳥

よりも我らを智からしめたまふ者なり

12惡き者等の驕傲ぶるに因て斯のごと

く人々叫べども應ふる者あらず 13虚

しき語を神かならず之を聽たまはず全

能者これを顧みたまはじ 14汝は我か

れを見たてまつらずと言といへども審

判は神の前にありこの故に汝彼を待べ

きなり 15今かれ震怒をもて罰するこ

とを爲ず罪愆を深く心に留たまはざる

(が如くなる)に因て 16ヨブ口を啓き

て虚しき事を述べ無知の言語を繁くす

36エリフまた言詞を繼て曰く 2暫ら

く我に容せ我なんぢに示すこと有

ん尚神のために言ふべき事あればなり

3われ廣くわが知識を取り我の造化主

に正義を歸せんとす 4わが言語は眞實

に虚僞ならず知識の完全き者なんぢの

前にあり 5視よ神は權能ある者にまし

ませども何をも藐視めたまはずその了

知の能力は大なり 6惡しき者を生し存

ず艱難者のために審判を行ひたまふ 7

義しき者に目を離さず位にある王等と

ともに永遠に坐せしめて之を貴くした

まふ 8もし彼ら鏈索に繋がれ艱難の繩

にかかる時は 9彼らの所行と愆尤とを

示してその驕れるを知せ 10彼らの耳

を開きて教を容れしめかつ惡を離れて

歸れよと彼らに命じたまふ 11もし彼

ら聽したがひて之に事へなば繁昌てそ

の日を送り樂しくその年を渉らん 12

若かれら聽したがはずば刀劍にて亡び
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知識を得ずして死なん 13しかれども

心の邪曲なる者等は忿怒を蓄はへ神に

縛しめらるるとも祈ることを爲ず 14

かれらは年わかくして死亡せ男娼とそ

の生命をひとしうせん 15神は艱難者

を艱難によりて救ひ之が耳を虐遇によ

りて開きたまふ 16然ば神また汝を狹

きところより出して狹からぬ廣き所に

移したまふあらん而して汝の席に陳ぬ

る物は凡て肥たる物ならん 17今は惡

人の鞫罰なんぢの身に充り審判と公義

となんぢを執ふ 18なんぢ忿怒に誘は

れて嘲笑に陷いらざるやう愼しめよ收

贖の大なるが爲に自ら誤るなかれ 19

なんぢの號叫なんぢを艱難の中より出

さんや如何に力を盡すとも所益あらじ

20世の人のその處より絶る其夜を慕ふ

なかれ 21愼しみて惡に傾くなかれ汝

は艱難よりも寧ろ之を取んとせり 22

それ神はその權能をもて大いなる事を

爲したまふ誰か能く彼のごとくに教晦

を埀んや 23たれか彼のためにその道

を定めし者あらんや誰かなんぢは惡き

事をなせりと言ふことを得ん 24なん

ぢ神の御所爲を讚歎ふることを忘れざ

れこれ世の人の歌ひ崇むる所なり 25

人みな之を仰ぎ觀る遠き方より人これ

を視たてまつるなり 26神は大なる者

にいまして我儕かれを知たてまつらず

その御年の數は計り知るべからず 27

かれ水を細にして引あげたまへば霧の

中に滴り出て雨となるに 28雲これを

降せて人々の上に沛然に灌ぐなり 29

たれか能く雲の舒展る所以またその幕

屋の響く所以を了知んや 30視よ彼そ

の光明を自己の周圍に繞らしまた海の

底をも蔽ひたまひ 31これらをもて民

を鞫きまた是等をもて食物を豐饒に賜

ひ 32電光をもてその兩手を包みその

電光に命じて敵を撃しめたまふ 33そ

の鳴聲かれを顯はし家畜すらも彼の來

ますを知らすなり

37之がためにわが心わななきその處
を動き離る 2神の聲の響およびそ

の口より出る轟聲を善く聽け 3これを

天が下に放ちまたその電光を地の極に

まで至らせたまふ 4その後聲ありて打

響き彼威光の聲を放ちて鳴わたりたま

ふその御聲聞えしむるに當りては電光

を押へおきたまはず 5神奇しくも御聲

を放ちて鳴わたり我儕の知ざる大なる

事を行ひたまふ 6かれ雪にむかひて地

に降れと命じたまふ雨すなはちその權

能の大雨にも亦しかり 7斯かれ一切の

人の手を封じたまふ是すべての人にそ

の御工作を知しめんがためなり 8また

獸は穴にいりてその洞に居る 9南方の

密室より暴風きたり北より寒氣きたる

10神の氣吹によりて氷いできたり 水の

寛狹くせらる 11かれ水をもて雲に搭

載せまた電光の雲を遠く散したまふ 12

是は神の導引によりて週る是は彼の命

ずるところを盡く世界の表面に爲んが

ためなり 13その之を來らせたまふは

或は懲罰のためあるひはその地のため

或は恩惠のためなり 14ヨブよ是を聽

け立ちて神の奇妙き工作を考へよ 15

神いかに是等に命を傳へその雲の光明

をして輝かせたまふか汝これを知るや

16なんぢ雲の平衡知識の全たき者の奇

妙き工作を知るや 17南風によりて地

の穩かになる時なんぢの衣服は熱くな

るなり 18なんぢ彼とともに彼の堅く

して鑄たる鏡のごとくなる蒼穹を張る

ことを能せんや 19われらが彼に言ふ

べき事を我らに教へよ我らは暗昧して
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言詞を列ぬること能はざるなり 20わ

れ語ることありと彼に告ぐべけんや人

あに滅ぼさるることを望まんや 21人

いまは雲霄に輝やく光明を見ること能

はず然れど風きたりて之を吹清む 22

北より黄金いできたる神には畏るべき

威光あり 23全能者はわれら測りきは

むることを得ず彼は能おほいなる者に

いまし審判をも公義をも抂たまはざる

なり 24この故に人々かれを畏る彼は

みづから心に有智とする者をかへりみ

たまはざるなり

38茲にヱホバ大風の中よりヨブに答
へて宣まはく 2無智の言詞をもて

道を暗からしむる此者は誰ぞや 3なん

ぢ腰ひきからげて丈夫のごとくせよ我

なんぢに問ん汝われに答へよ 4地の基

を我が置たりし時なんぢは何處にあり

しや汝もし穎悟あらば言へ 5なんぢ若

知んには誰が度量を定めたりしや誰が

準繩を地の上に張りたりしや 6その基

は何の上に奠れたりしやその隅石は誰

が置たりしや 7かの時には晨星あひと

もに歌ひ神の子等みな歡びて呼はりぬ

8海の水ながれ出で胎内より涌いでし

時誰が戸をもて之を閉こめたりしや 9

かの時我雲をもて之が衣服となし黒暗

をもて之が襁褓となし 10これに我法

度を定め關および門を設けて 11曰く

此までは來るべし此を越べからず汝の

高浪ここに止まるべしと 12なんぢ生

れし日より以來朝にむかひて命を下せ

し事ありやまた黎明にその所を知しめ

13これをして地の縁を取へて惡き者を

その上より振落さしめたりしや 14地

は變りて土に印したるごとくに成り諸

の物は美はしき衣服のごとくに顯る 15

また惡人はその光明を奪はれ高く擧た

る手は折らる 16なんぢ海の泉源にい

たりしことありや淵の底を歩みしこと

ありや 17死の門なんぢのために開け

たりしや汝死蔭の門を見たりしや 18

なんぢ地の廣を看きはめしや若これを

盡く知ば言へ 19光明の在る所に往く

路は孰ぞや黒暗の在る所は何處ぞや

20なんぢ之をその境に導びき得るや そ

の家の路を知をるや 21なんぢ之を知

ならん汝はかの時すでに生れをりまた

汝の經たる日の數も多ければなり 22

なんぢ雪の庫にいりしや雹の庫を見し

や 23これ我が艱難の時にために蓄は

へ戰爭および戰鬪の日のために蓄はへ

置くものなり 24光明の發散る道東風

の地に吹わたる所の路は何處ぞや 25

誰が大雨を灌ぐ水路を開き雷電の光の

過る道を開き 26人なき地にも人なき

荒野にも雨を降し 27荒かつ廢れたる

處々を潤ほしかつ若菜蔬を生出しむる

や 28雨に父ありや露の珠は誰が生る

者なるや 29氷は誰が胎より出るや空

の霜は誰が産むところなるや 30水か

たまりて石のごとくに成り淵の面こほ

る 31なんぢ昴宿の鏈索を結びうるや

參宿の繋繩を解うるや 32なんぢ十二

宮をその時にしたがひて引いだし得る

やまた北斗とその子星を導びき得るや

33なんぢ天の常經を知るや 天をして其

權力を地に施こさしむるや 34なんぢ

聲を雲に擧げ滂沛の水をして汝を掩は

しむるを得るや 35なんぢ閃電を遣は

して往しめなんぢに答へて我儕は此に

ありと言しめ得るや 36胸の中の智慧

は誰が與へし者ぞ心の内の聰明は誰が

授けし者ぞ 37たれか能く智慧をもて

雲を數へんやたれか能く天の瓶を傾む

け 38塵をして一塊に流れあはしめ土
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塊をしてあひかたまらしめんや 39な

んぢ牝獅子のために食物を獵やまた小

獅子の食氣を滿すや 40その洞穴に伏

し森の中に隱れ伺がふ時なんぢこの事

を爲うるや 41また鴉の子神にむかひ

て呼はり食物なくして徘徊る時鴉に

餌を與ふる者は誰ぞや

39なんぢ岩間の山羊が子を産む時を
しるやまた麀鹿の産に臨むを見し

や 2なんぢ是等の在胎の月を數へうる

やまた是等が産む時を知るや 3これら

は身を鞠めて子を産みその痛苦を出す

4またその子は強くなりて野に育ち出

ゆきて再たびその親にかへらず 5誰が

野驢馬を放ちて自由にせしや誰が野驢

馬の繋繩を解しや 6われ野をその家と

なし荒野をその住所となせり 7是は邑

の喧閙を賤しめ馭者の號呼を聽いれず

8山を走まはりて草を食ひ各種の青き

物を尋ぬ 9兕肯て汝に事へなんぢの飼

草槽の傍にとどまらんや 10なんぢ兕

に綱附て阡陌をあるかせ得んや是あに

汝にしたがひて谷に馬鈀を牽んや 11そ

の力おほいなればとて汝これに恃まん

やまたなんぢの工事をこれに任せんや

12なんぢこれにたよりて己が穀物を運

びかへらせ之を打禾塲にあつめしめん

や 13駝鳥は歡然にその翼を皷ふ然ど

もその羽と毛とはあに鶴にしかんや 14

是はその卵を土の中に棄おきこれを砂

の中にて暖たまらしめ 15足にてその

潰さるべきと野の獸のこれを踐むべき

とを思はず 16これはその子に情なく

して宛然おのれの子ならざるが如くし

その劬勞の空しくなるも繋念ところ無

し 17是は神これに智慧を授けず穎悟

を與へざるが故なり 18その身をおこ

して走るにおいては馬をもその騎手を

も嘲るべし 19なんぢ馬に力を與へし

やその頸に勇ましき鬣を粧ひしや 20

なんぢ之を蝗蟲のごとく飛しむるやそ

の嘶なく聲の響は畏るべし 21谷を踋

爬て力に誇り自ら進みて兵士に向ふ

22懼るることを笑ひて驚ろくところ無

く劍にむかふとも退ぞかず 23矢筒そ

の上に鳴り鎗に矛あひきらめく 24猛

りつ狂ひつ地を一呑にし喇叭の聲鳴わ

たるも立どまる事なし 25喇叭の鳴ご

とにハーハーと言ひ遠方より戰鬪を嗅

つけ將帥の大聲および吶喊聲を聞しる

26鷹の飛かけり その羽翼を舒て南に向

ふは豈なんぢの智慧によるならんや 27

鷲の翔のぼり高き處に巣を營なむは豈

なんぢの命令に依んや 28これは岩の

上に住所を構へ岩の尖所または峻險き

所に居り 29其處よりして攫むべき物

をうかがふその目のおよぶところ遠し

30その子等もまた血を吸ふ 凡そ殺され

し者のあるところには是そこに在り

40ヱホバまたヨブに對へて言たまは
く 2非難する者ヱホバと爭はんと

するや神と論ずる者これに答ふべし 3

ヨブ是においてヱホバに答へて曰く 4

嗚呼われは賤しき者なり何となんぢに

答へまつらんや唯手をわが口に當んの

み 5われ已に一度言たり復いはじ已

に再度せり重ねて述じ 6是に於てヱホ

バまた大風の中よりヨブに應へて言た

まはく 7なんぢ腰ひきからげて丈夫の

ごとくせよ我なんぢに問んなんぢ我

にこたへよ 8なんぢ我審判を廢んとす

るや我を非として自身を是とせんとす

るや 9なんぢ神のごとき腕ありや神の

ごとき聲をもて轟きわたらんや 10さ

ればなんぢ威光と尊貴とをもて自ら飾

り榮光と華美とをもて身に纒へ 11な
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んぢの溢るる震怒を洩し高ぶる者を視

とめて之をことごとく卑くせよ 12す

なはち高ぶる者を見てこれを盡く鞠ま

せまた惡人を立所に踐つけ 13これを

塵の中に埋めこれが面を隱れたる處に

閉こめよ 14さらば我もなんぢを讚て

なんぢの右の手なんぢを救ひ得ると爲

ん 15今なんぢ我がなんぢとともに造

りたりし河馬を視よ是は牛のごとく草

を食ふ 16觀よその力は腰にありその

勢力は腹の筋にあり 17その尾の搖く

樣は香柏のごとくその腿の筋は彼此に

盤互ふ 18その骨は銅の管ごとくその

肋骨は鐡の棒のごとし 19これは神の

工の第一なる者にして之を造りし者こ

れに劍を賦けたり 20山もこれがため

に食物を産出しもろもろの野獸そこに

遊ぶ 21これは蓮の樹の下に臥し葦蘆

の中または沼の裏に隱れをる 22蓮の

樹その蔭をもてこれを覆ひまた河の柳

これを環りかこむ 23たとひ河荒くな

るとも驚ろかずヨルダンその口に注ぎ

かかるも惶てず 24その目の前にて誰

か之を執ふるを得ん誰か羂をその鼻に

貫くを得ん

41なんぢ鈎をもて鱷を釣いだすこと
を得んやその舌を糸にひきかくる

ことを得んや 2なんぢ葦の繩をその鼻

に通しまた鈎をその齶に衝とほし得ん

や 3是あに頻になんぢに願ふことをせ

んや柔かになんぢに言談んや 4あに汝

と契約を爲んやなんぢこれを執て永く

僕と爲しおくを得んや 5なんぢ鳥と戲

むるる如くこれとたはむれまた汝の婦

人等のために之を繋ぎおくを得んや 6

また漁夫の社會これを商貨と爲して商

賣人の中間に分たんや 7なんぢ漁叉を

もてその皮に滿し魚矛をもてその頭を

衝とほし得んや 8手をこれに下し見よ

然ばその戰鬪をおぼえて再び之を爲ざ

るべし 9視よその望は虚し之を見てす

ら倒るるに非ずや 10何人も之に激す

る勇氣あるなし然ば誰かわが前に立う

る者あらんや 11誰か先に我に與へし

ところありて我をして之に酬いしめん

とする者あらん普天の下にある者はこ

とごとく我有なり 12我また彼者の肢

體とその著るしき力とその美はしき身

の構造とを言では措じ 13誰かその外

甲を剥ん誰かその雙齶の間に入ん 14

誰かその面の戸を開きえんやその周圍

の齒は畏るべし 15その並列る鱗甲は

之が誇るところその相闔たる樣は堅く

封じたるがごとく 16此と彼とあひ接

きて風もその中間にいるべからず 17

一々あひ連なり堅く膠て離すことを得

ず 18嚔すれば即はち光發すその目は

曙光の眼瞼(を開く)に似たり 19その

口よりは炬火いで火花發し 20その鼻

の孔よりは煙いできたりて宛然葦を焚

く釜のごとし 21その氣息は炭火を爇

し火燄その口より出づ 22力氣その頸

に宿る懼るる者その前に彷徨まよふ

23その肉の片は密に相連なり 堅く身に

着て動かす可らず 24その心の堅硬こ

と石のごとくその堅硬こと下磨のごと

し 25その身を興す時は勇士も戰慄き

恐怖によりて狼狽まどふ 26劍をもて

之を撃とも利ず鎗も矢も漁叉も用ふる

ところ無し 27是は鐡を見ること稿の

ごとくし銅を見ること朽木のごとくす

28弓箭もこれを逃しむること能はず 投

石機の石も稿屑と見做る 29棒も是に

は稿屑と見ゆ鎗の閃めくを是は笑ふ

30その下腹には瓦礫の碎片を連ね 泥の

上に麥打車を引く 31淵をして鼎のご
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とく沸かへらしめ海をして香油の釜の

ごとくならしめ 32己が後に光る道を

遺せば淵は白髮をいただけるかと疑は

る 33地の上には是と並ぶ者なし是は

恐怖なき身に造られたり 34是は一切

の高大なる者を輕視ず誠に諸の誇り高

ぶる者の王たるなり

42ヨブ是に於てヱホバに答へて曰く
2我知る汝は一切の事をなすを得

たまふまた如何なる意志にても成すあ

たはざる無し 3無知をもて道を蔽ふ者

は誰ぞや斯われは自ら了解らざる事を

言ひ自ら知ざる測り難き事を述たり 4

請ふ聽たまへ我言ふところあらん我

なんぢに問まつらん我に答へたまへ 5

われ汝の事を耳にて聞ゐたりしが今は

目をもて汝を見たてまつる 6是をもて

我みづから恨み塵灰の中にて悔ゆ 7ヱ

ホバ是等の言語をヨブに語りたまひて

後エホバ、テマン人エリパズに言たま

ひけるは我なんぢと汝の二人の友を怒

る其はなんぢらが我に關て言述べたる

ところはわが僕ヨブの言たることのご

とく正當からざればなり 8然ば汝ら牡

牛七頭牡羊七頭を取てわが僕ヨブに至

り汝らの身のために燔祭を獻げよわが

僕ヨブなんぢらのために祈らんわれか

れを嘉納べければ之によりて汝らの愚

を罰せざらん汝らの我について言述た

るところは我僕ヨブの言たることのご

とく正當からざればなり 9是において

テマン人エリパズ、シユヒ人ビルダデ

、ナアマ人ゾパル往てヱホバの自己に

宣まひしごとく爲ければヱホバすなは

ちヨブを嘉納たまへり 10ヨブその友

のために祈れる時ヱホバ、ヨブの艱難

をときて舊に復ししかしてヱホバつひ

にヨブの所有物を二倍に増たまへり 11

是において彼の諸の兄弟諸の姉妹およ

びその舊相識れる者等ことごとく來り

て彼とともにその家にて飮食を爲しか

つヱホバの彼に降したまひし一切の災

難につきて彼をいたはり慰さめまた各

金一ケセタと金の環一箇を之に贈れり

12ヱホバかくのごとくヨブをめぐみて

その終を初よりも善したまへり即ち彼

は綿羊一萬四千匹駱駝六千匹牛一千

軛牝驢馬一千匹を有り 13また男子七

人女子三人ありき 14かれその第一の

女をエミマと名け第二をケジアと名け

第三をケレンハツプクと名けたり 15

全國の中にてヨブの女子等ほど美しき

婦人は見えざりきその父之にその兄弟

等とおなじく産業をあたへたり 16こ

の後ヨブは百四十年いきながらへてそ

の子その孫と四代までを見たり 17か

くヨブは年老い日滿て死たりき
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詩篇

1惡きものの謀略にあゆまずつみびと
の途にたたず嘲るものの座にすわら

ぬ者はさいはひなり 2かかる人はヱホ

バの法をよろこびて日も夜もこれをお

もふ 3かかる人は水流のほとりにうゑ

し樹の期にいたりて實をむすび葉もま

た凋まざるごとくその作ところ皆さか

えん 4あしき人はしからず風のふきさ

る粃糠のごとし 5然ばあしきものは審

判にたへず罪人は義きものの會にたつ

ことを得ざるなり 6そはヱホバはただ

しきものの途をしりたまふされど惡き

ものの途はほろびん

2何なればもろもろの國人はさわぎた
ち諸民はむなしきことを謀るや 2地

のもろもろの王はたちかまへ群伯はと

もに議りヱホバとその受膏者とにさか

らひていふ 3われらその械をこぼちそ

の繩をすてんと 4天に坐ずるもの笑ひ

たまはん主かれらを嘲りたまふべし 5

かくて主は忿恚をもてものいひ大なる

怒をもてかれらを怖まどはしめて宣給

ふ 6しかれども我わが王をわがきよき

シオンの山にたてたりと 7われ詔命を

のべんヱホバわれに宜まへりなんぢは

わが子なり今日われなんぢを生り 8わ

れに求めよさらば汝にもろもろの國を

嗣業としてあたへ他の極をなんぢの有

としてあたへん 9汝くろがねの杖をも

て彼等をうちやぶり陶工のうつはもの

のごとくに打砕かんと 10されば汝等

もろもろの王よさとかれ地の審士輩を

しへをうけよ 11畏をもてヱホバにつ

かへ戦慄をもてよろこべ 12子にくち

つけせよおそらくはかれ怒をはなちな

んぢら途にほろびんその忿恚はすみや

かに燃べければなりすべてかれに依頼

むものは福ひなり

3ダビデその子アブサロムを避しとき
のうたヱホバよ我にあたする者のい

かに蔓延れるや我にさからびて起りた

つもの多し 2わが霊魂をあげつらひて

かれは神にすくはるることなしといふ

者ぞおほき (セラ) 3されどヱホバよ

なんぢは我をかこめる盾わが榮わが首

をもたげ給ふものなり 4われ聲をあげ

てヱホバによばはればその聖山より我

にこたへたまふ (セラ) 5われ臥してい

ねまた目さめたりヱホバわれを支へ

たまへばなり 6われをかこみて立かま

へたる干萬の人をも我はおそれじ 7ヱ

ホバよねがはくは起たまへわが神よわ

れを救ひたまへなんぢ曩にわがすべて

の仇の頬骨をうち惡きものの歯ををり

たまへり 8救はヱホバにありねがはく

は恩恵なんぢの民のうへに在んことを

(セラ)

4琴にあはせて伶長にうたはしめたる
ダビデの歌わが義をまもりたまふ神

よねがはくはわが呼るときに答へたま

へわがなやみたる時なんぢ我をくつろ

がせたまへりねがはくは我をあはれみ

わが祈をききたまへ 2人の子よなんぢ

らわが榮をはぢしめて幾何時をへんと

するかなんぢらむなしき事をこのみ虚

偽をしたひていくそのときを経んとす

るか (セラ) 3然どなんぢら知れヱホ

バは神をうやまふ人をわかちて己につ

かしめたまひしことをわれヱホバによ

ばはらば聴たまはん 4なんぢら愼みを

ののきて罪ををかすなかれ臥床にてお

のが心にかたりて黙せ (セラ) 5なんぢ

ら義のそなへものを献てヱホバに依頼

め 6おほくの人はいふたれか嘉事をわ
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れらに見するものあらんやとヱホバよ

ねがはくは聖顔の光をわれらの上にの

ぼらせたまへ 7なんぢのわが心にあた

へたまひし歓喜はかれらの穀物と洒と

の豊かなる時にまさりき 8われ安然に

して臥またねぶらんヱホバよわれを獨

にて坦然にをらしむるものは汝なり

5簫にあはせて伶長にうたはしめたる
ダビデのうたヱホバよねがはくは我

がことばに耳をかたむけわが思にみこ

ころを注たまへ 2わが王よわが神よわ

が號呼のこゑをききたまへわれ汝にい

のればなり 3ヱホバよ朝になんぢわが

聲をききたまはん我あしたになんぢの

爲にそなへして俟望むべし 4なんぢは

惡きことをよろこびたまふ神にあらず

惡人はなんぢの賓客たるを得ざるなり

5たかぶる者はなんぢの目前にたつを

えずなんぢはずべて邪曲をおこなもの

を憎みたまふ 6なんぢは虚偽をいふ者

をほろぼしたまふ血をながすものと詭

計をなすものとはヱホバ憎みたまふな

り 7然どわれは豊かなる仁慈によりて

なんぢの家にいらんわれ汝をおそれつ

つ聖宮にむかひて拝まん 8ヱホバよ願

くはわが仇のゆゑになんぢの義をもて

我をみちびきなんぢの途をわが前にな

ほくしたまへ 9かれらの口には眞實な

くその衷はよこしまその喉はあばけ

る墓その舌はへつらひをいへばなり

10神よねがはくはかれらを刑なひ その

謀略によりてみづから仆れしめその愆

のおほきによりて之をおひいだしたま

へかれらは汝にそむきたればなり 11

されど凡てなんぢに依頼む者をよろこ

ばせ永遠によろこびよばはらぜたまへ

なんぢ斯る人をまもりたまふなり名を

いつくしむ者にもなんぢによりて歓を

えしめたまへ 12ヱホバよなんぢに義

者にさいはひし盾のごとく恩恵をもて

之をかこみたまはん

6八音ある琴にあはせて伶長にうたは
しめたるダビデのうたヱホバよねが

はくは忿恚をもて我をせめ烈しき怒を

もて我をこらしめたまふなかれ 2ヱホ

バよわれを憐みたまへわれ萎みおとろ

ふなりヱホバよ我を醫したまへわが

骨わななきふるふ 3わが霊魂さへも甚

くふるひわななくヱホバよかくて幾何

時をへたまふや 4ヱホバよ歸りたまへ

わがたましひを救ひたまへなんぢの仁

慈の故をもて我をたすけたまへ 5そは

死にありては汝をおもひいづることな

し陰府にありては誰かなんぢに感謝せ

ん (Sheol h7585) 6われ歎息にてつかれた

り我よなよな床をただよはせ涙をもて

わが衾をひたせり 7わが日うれへによ

りておとろへもろもろの仇ゆゑに老ぬ

8なんぢら邪曲をおこなふ者ことごと

く我をはなれよヱホバはわが泣こゑを

ききたまひたり 9ヱホバわが懇求をき

きたまへりヱホバわが祈をうけたまは

ん 10わがもろもろの仇ははぢて大に

おぢまどひあわただしく恥てしりぞき

ぬ

7ベニヤミンの人クシの言につきダビ
デ、ヱホバに對ひてうたへるシガヨ

ンの歌わが神ヱホバよわれ汝によりた

のむ願くはすべての逐せまるものより

我をすくひ我をたすけたまへ 2おそら

くはかれ獅の如くわが霊魂をかきやぶ

り援るものなき間にさきてずたずたに

爲ん 3わが神ヱホバよもしわれ此事を

なししならんにはわが手によこしまの

纏りをらんには 4故なく仇ずるものを

さへ助けしに禍害をもてわが友にむく
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いしならんには 5よし仇人わがたまし

ひを逐とらへわが生命をつちにふみに

じりわが榮を塵におくともその作にま

かせよ (セラ) 6ヱホバよなんぢの怒を

もて起わが仇のいきどほりにむかひて

立たまへわがために目をさましたまへ

なんぢは審判をおほせ出したまへり 7

もろもろの人の會がなんぢのまはりに

集はしめ其上なる高座にかへりたまヘ

8ヱホバはもろもろの民にさばきを行

ひたまふヱホバよわが正義とわが衷な

る完全とにしたがひて我をさばきたま

へ 9ねがはくは惡きものの曲事をたち

て義しきものを堅くしたまへただしき

神は人のこころと腎とをさぐり知たま

ふ 10わが盾をとるものは心のなほき

ものをすくふ神なり 11神はただしき

審士ひごとに忿恚をおこしたまふ神な

り 12人もしかへらずば神はその劍を

とぎその弓をはりてかまヘ 13これに

死の器をそなへその矢に火をそへたま

はん 14視よその人はよこしまを産ん

としてくるしむ残害をはらみ虚偽をう

むなり 15また坑をほりてふかくし己

がつくれるその溝におちいれり 16そ

の残害はおのが首にかへりその強暴は

おのが頭上にくだらん 17われその義

によりてヱホバに感謝しいとたかきヱ

ホバの名をほめうたはん

8ギデトの琴にあはせて伶長にうたは
しめたるダビデの歌われらの主ヱホ

バよなんぢの名は地にあまねくして尊

きかなその榮光を天におきたまへり 2

なんぢは嬰児ちのみごの口により力の

基をおきて敵にそなへたまへりこは仇

人とうらみを報るものを鎭静めんがた

めなり 3我なんぢの指のわざなる天を

観なんぢの設けたまへる月と星とをみ

るに 4世人はいかなるものなればこれ

を聖念にとめたまふや人の子はいかな

るものなればこれを顧みたまふや 5只

すこしく人を神よりも卑つくりて祭と

尊貴とをかうぶらせ 6またこれに手の

わざを治めしめ萬物をその足下におき

たまへり 7すべての羊うしまた野の獣

8そらの鳥うみの魚もろもろの海路を

かよふものをまで皆しかなせり 9われ

らの主ヱホバよなんぢの名は地にあま

ねくして尊きかな

9ムツラベン（調子の名）にあはせて
伶長にうたはしめたるダビデのうた

われ心をつくしてヱホバに感謝しその

もろもろの奇しき事迹をのべつたへん

2われ汝によりてたのしみ且よろこば

ん至上者よなんぢの名をほめうたはん

3わが仇しりぞくとき躓きたふれて御

前にほろぶ 4なんぢわが義とわが訟と

をまもりたまへばなりなんぢはだしき

審判をしつつ寳座にすわりたまへり 5

またもろもろの國をせめ惡きものをほ

ろぼし世々かぎりなくかれらが名をけ

したまへり 6仇はたえはてて世々あれ

すたれたり汝のくつがへしたまへるも

ろもろの邑はうせてその跡だにもなし

7ヱホバはとこしへに聖位にすわりた

まふ審判のためにその寳座をまうけた

まひたり 8ヱホバは公義をもて世をさ

ばき直をもてもろもろの民に審判をお

こなひたまはん 9ヱホバは虐げらるる

ものの城また難みのときの城なり 10

聖名をしるものはなんぢに依頼んそは

ヱホバよなんぢを尋るものの棄られし

こと断てなければなり 11シオンに住

たまふヱホバに対ひてほめうたへその

事迹をもろもろの民のなかにのべつた

へよ 12血を問糺したまふものは苦し
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むものを心にとめてその號呼をわすれ

たまはず 13ヱホバよ我をあはれみた

まへわれを死の門よりすくひいだした

まへる者よねがはくは仇人のわれを難

むるを視たまへ 14さらば我なんぢの

すべての頌美をのぶるを得またシオン

のむすめの門にてなんぢの救をよろこ

ばん 15もろもろの國民はおのがつく

れる阱におちいりそのかくしまうけた

る網におのが足をとらへらる 16ヱホ

バは己をしらしめ審判をおこなひたま

へりあしき人はおのが手のわざなる羂

にかかれりヒガイオン (セラ) 17あし

き人は陰府にかへるべし神をわするる

もろもろの國民もまたしからん (Sheol

h7585) 18貧者はつねに忘らるるにあら

ず苦しむものの望はとこしへに滅ぶる

にあらず 19ヱホバよ起たまへねがは

くは勝を人にえしめたまふなかれ御前

にてもろもろのくにびとに審判をうけ

しめたまヘ 20ヱホバよ願くはかれら

に懼をおこさしめたまへもろもろの國

民におのれただ人なることを知しめた

まヘ (セラ)

10ああヱホバよ何ぞはるかに立たま
ふやなんぞ患難のときに匿れたま

ふや 2惡しき人はたかぶりて苦しむも

のを甚だしくせむかれらをそのくはだ

ての謀略にとらはれしめたまヘ 3あし

きひとは己がこころの欲望をほこり貪

るものを祝してヱホバをかろしむ 4あ

しき人はほこりかにいふ神はさぐりも

とむることをせざるなりと凡てそのお

もひに神なしとせり 5かれの途はつね

に堅くなんぢの審判はその眼よりはな

れてたかし彼はそのもろもろの敵をく

ちさきらにて吹く 6かくて已がこころ

の中にいふ我うごかさるることなく世

々われに禍害なかるべしと 7その口に

はのろひと虚偽としへたげとみちその

舌のしたには残害とよこしまとあり 8

かれは村里のかくれたる處にをり隠や

かなるところにて罪なきものをころす

その眼はひそかに倚仗なきものをうか

がひ 9窟にをる獅のごとく潜みまち苦

しむものをとらへんために伏ねらひ貧

しきものをその網にひきいれてとらふ

10また身をかがめて蹲まるその強勁に

よりて依仗なきものは仆る 11かれ心

のうちにいふ神はわすれたり神はその

面をかくせり神はみることなかるべし

と 12ヱホバよ起たまへ神よ手をあげ

たまへ苦しむものを忘れたまふなかれ

13いかなれば惡きもの神をいやしめて

心中になんぢ探求むることをせじとい

ふや 14なんぢは鍳たまへりその残害

と怨恨とを見てこれに手をくだしたま

へり倚仗なきものは身をなんぢに委ぬ

なんぢは昔しより孤子をたすけたまふ

者なり 15ねがはくは惡きものの臂を

をりたまへあしきものの惡事を一つだ

にのこらぬまでに探究したまヘ 16ヱ

ホバはいやとほながに王なりもろもろ

の國民はほろびて神の固より跡をたち

たり 17ヱホバよ汝はくるしむものの

懇求をききたまへりその心をかたくし

たまはんなんぢは耳をかたぶけてきき

18孤子と虐げらる者とのために審判を

なし地につける人にふたたび恐嚇をも

ちひざらしめ給はん

11うたのかみに謳はしめたるダビデ
のうたわれヱホバに依頼めりなん

ぢら何ぞわが霊魂にむかひて鳥のごと

くなんぢの山にのがれよといふや 2視

よあしきものは暗處にかくれ心なほき

ものを射んとて弓をはり絃に矢をつが
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ふ 3基みなやぶれたらんには義者なに

をなさんや 4ヱホバはその聖宮にいま

すヱホバの寳座は天にありその目はひ

とのこを鑒その眼瞼はかれらをこころ

みたまふ 5ヱホバは義者をこころむそ

のみこころは惡きものと強暴をこのむ

者とをにくみ 6羂をあしきもののうへ

に降したまはん火と硫黄ともゆる風と

はかれらの酒杯にうくべきものなり 7

ヱホバはただしき者にして義きことを

愛したまへばなり直きものはその聖顔

をあふぎみん

12八音にあはせて伶長にうたはしめ
たるダビデのうたああヱホバよ助

けたまへそは紳をうやまふ人はたえ誠

あるものは人の子のなかより消失るな

り 2人はみな虚偽をもてその隣とあひ

かたり滑かなるくちびると貳心とをも

てものいふ 3ヱホバはすべての滑かな

るくちびると大なる言をかたる舌とを

ほろぼし給はん 4かれらはいふわれら

舌をもて勝をえんこの口唇はわがもの

なり誰かわれらに主たらんやと 5ヱホ

バのたまはく苦しむもの掠められ貧し

きもの歎くがゆゑに我いま起てこれを

その慕ひもとむる平安におかん 6ヱホ

バの言はきよきことばなり地にまうけ

たる炉にてねり七次きよめたる白銀の

ごとし 7ヱホバよ汝はかれらをまもり

之をたすけてとこしへにこの類より免

れしめたまはん 8人の子のなかに穢し

きことの崇めらるるときは惡者ここや

かしこにあるくなり

13伶長にうたはしめたるダビデのう
たああヱホバよかくて幾何時を

へたまふや汝とこしへに我をかすれた

まふや聖顔をかくしていくそのときを

歴たまふや 2われ心のうちに終日かな

しみをいだき籌書をたましひに用ひて

幾何時をふべきかわが仇はわがうへに

崇められて幾何時をふべきか 3わが神

ヱホバよ我をかへりみて答をなしたま

へわが目をあきらかにしたまへ恐ら

くはわれ死の睡につかん 4おそらくは

わが仇いはん我かれに勝りとおそら

くはわが敵わがうごかさるるによりて

喜ばん 5されど我はなんぢの憐憫によ

りたのみわが心はなんぢの救によりて

よろこばん 6ヱホバはゆたかに我をあ

しらひたまひたればわれヱホバに對ひ

てうたはん

14うたのかみに謳はしめたるダビデ
のうた愚なるものは心のうちに神

なしといへりかれらは腐れたりかれ

らは憎むべき事をなせり善をおこなふ

者なし 2ヱホバ天より人の子をのぞみ

みて悟るもの神をたづぬる者ありやと

見たまひしに 3みな逆きいでてことご

とく腐れたり善をなすものなし一人だ

になし 4不義をおこなふ者はみな智覚

なきかかれらは物くふごとくわが民を

くらひまたヱホバをよぶことをせざる

なり 5視よかかる時かれらは大におそ

れたり神はただしきものの類のなかに

在せばなり 6なんぢらは苦しめるもの

の謀略をあなどり辱かしむされどヱホ

バはその避所なり 7ねがはくはシオン

よりイスラエルの救のいでんことをヱ

ホバその民のとらはれたるを返したま

ふときヤコブはよろこびイスラエルは

樂まん

15ダビデのうたヱホバよなんぢの帷
幄のうちにやどらん者はたれぞな

んぢの聖山にすまはんものは誰ぞ 2直

くあゆみ義をおこなひそのこころに眞

實をいふものぞその人なる 3かかる人
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は舌をもてそしらずその友をそこなは

ずまたその隣をはぢしむ言をあげもち

ひず 4惡にしづめるものを見ていとひ

かろしめヱホバをおそるるものをたふ

とび誓ひしことはおのれに禍害となる

も変ることなし 5貨をかして過たる利

をむさぼらず賄賂をいれて無辜をそこ

なはざるなり斯ることどもを行ふもの

は永遠にうごかさるることなかるべし

16ダビデがミクタムの歌ヱホバよね
がはくは我を護りたまへ我なんぢ

に依頼む 2われヱホにいへらくなんぢ

はわが主なりなんぢのほかにわが福祉

はなしと 3地にある聖徒はわが極めて

よろこぶ勝れしものなり 4ヱホバにか

へて他神をとるものの悲哀はいやまさ

ん我かれらがささぐる血の御酒をそそ

がずその名を口にとなふることをせじ

5ヱホバはわが嗣業またわが酒杯にう

くべき有なりなんぢはわが所領をまも

りたまはん 6準繩はわがために樂しき

地におちたり宜われよき嗣業をえたる

かな 7われは訓諭をさづけたまふヱホ

バをほめまつらん夜はわが心われをを

しふ 8われ常にヱホバをわが前におけ

りヱホバわが右にいませばわれ動かさ

るることなかるべし 9このゆゑにわが

心はたのしみわが榮はよろこぶわが

身もまた平安にをらん 10そは汝わが

たましひを陰府にすておきたまはずな

んぢの聖者を墓のなかに朽しめたまは

ざる可ればなり (Sheol h7585) 11なんぢ生

命の道をわれに示したまはんなんぢの

前には充足るよろこびありなんぢの右

にはもろもろの快樂とこしへにあり

17ダビデの祈祷ああヱホバよ公義を
ききたまへわが哭聲にみこころを

とめたまへいつはりなき口唇よりいづ

る我がいのりに耳をかたぶけたまへ 2

ねがはくはわが宣告みまへよりいでて

なんぢの目公平をみたまはんことを 3

なんぢわが心をこころみまた夜われに

のぞみたまへり斯てわれを糺したまへ

ど我になにの惡念あるをも見出たまは

ざりきわが口はつみを犯すことなから

ん 4人の行爲のことをいはば我なんぢ

のくちびるの言によりて暴るものの途

をさけたり 5わが歩はかたくなんぢの

途にたちわが足はよるめくことなかり

き 6神よなんぢ我にこたへたまふ我な

んぢをよべりねがはくは汝の耳をかた

ぶけてわが陳るところをききたまへ 7

なんぢに依頼むものを右手をもて仇す

るものより授ひたまふ者よねがはくは

なんぢの妙なる仁慈をあらはしたまへ

8願くはわれを瞳のごとくにまもり汝

のつばさの蔭にかくし 9我をなやむる

あしき者また我をかこみてわが命をそ

こなはんとする仇よりのがれしめ給へ

10かれらはおのが心をふさぎ その口を

もて誇かにものいへり 11いづこにま

れ往ところにてわれらを打囲みわれら

を地にたふさんと目をとむ 12かれは

抓裂んといらだつ獅のごとく隠やかな

るところに潜みまつ壮獅のごとし 13

ヱホバよ起たまへねがはくはかれに立

對ひてこれをたふし御劍をもて惡きも

のよりわが霊魂をすくひたまヘ 14ヱ

ホバよ手をもて人より我をたすけいだ

したまへおのがうくべき有をこの世に

てうけ汝のたからにてその腹をみたさ

るる世人より我をたすけいだし給へか

れらはおほくの子にあきたりその富を

をさなごに遺す 15されどわれは義に

ありて聖顔をみ目さむるとき容光をも

て飽足ることをえん
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18伶長にうたはしめたるヱホバの僕
ダビデの歌、このうたの詞はもろ

もろの仇およびサウルの手より救れし

ときヱホバに對ひてうたへるなり云く

ヱホバわれの力よわれ切になんぢを愛

しむ 2ヱホバはわが巌わが城われを

すくふ者わがよりたのむ神わが堅固

なるいはほわが盾わがすくひの角わ

がたかき櫓なり 3われ讃稱ふべきヱホ

バをよびて仇人よりすくはるることを

えん 4死のつな我をめぐり惡のみなぎ

る流われをおそれしめたり 5陰間のな

は我をかこみ死のわな我にたちむかへ

り (Sheol h7585) 6われ窮苦のうちにあり

てヱホバをよび又わが紳にさけびたり

ヱホバはその官よりわが聲をききたま

ふその前にてわがよびし聲はその耳に

いれり 7このときヱホバ怒りたまひた

れば地はふるひうごき山の基はゆるぎ

うごきたり 8烟その鼻よりたち火その

口よりいでてやきつくし炭はこれがた

めに燃あがれり 9ヱホバは天をたれて

臨りたまふその足の下はくらきこと甚

だし 10かくてケルブに乗りてとび風

のつばさにて翔り 11闇をおほひとな

し水のくらきとそらの密雲とをそのま

はりの幕となしたまへり 12そのみま

への光輝よりくろくもをへて雹ともえ

たる炭とふりきたれり 13ヱホバは天

に雷鳴をとどろかせたまへり至上者の

こゑいでて雹ともえたる炭とふりきた

り 14ヱホバ矢をとばせてかれらを打

ちらし數しげき電光をはなちてかれら

をうち敗りたまへり 15ヱホバよ斯る

ときになんぢの叱咤となんぢの鼻のい

ぶきとによりて水の底みえ地の基あら

はれいでたり 16ヱホバはたかきより

手をのべ我をとりて大水よりひきあげ

17わがつよき仇とわれを憎むものとよ

り我をたすけいだしたまへりかれらは

我にまさりて最強かりき 18かれらは

わが災害の日にせまりきたれり然どヱ

ホバはわが支柱となりたまひき 19ヱ

ホバはわれを悦びたまふがゆゑにわれ

をたづさへ廣處にだして助けたまへり

20ヱホバはわが正義にしたがひて恩賜

をたまひわが手のきよきにしたがひて

報賞をたれたまへり 21われヱホバの

道をまもり惡をなしてわが神よりはな

れしことなければなり 22そのすべて

の審判はわがまへにありてわれその律

法をすてしことなければなり 23われ

神にむかひて缺るところなく己をまも

りて不義をはなれたり 24この故にヱ

ホバはわがただしきとその目前にわが

手のきよきとにしたがひて我にむくい

をなし給へり 25なんぢ憐憫あるもの

には憐みあるものとなり完全ものには

全きものとなり 26きよきものには潔

きものとなり僻むものにはひがむ者と

なりたまふ 27そは汝くるしめる民を

すくひたまへど高ぶる目をひくくした

まふ可ればなり 28なんぢわが燈火を

ともし給ふべければなりわが神ヱホバ

わが暗をてらしたまはん 29我なんぢ

によりて軍の中をはせとほりわが神に

よりて垣ををどりこゆ 30神はしもそ

の途またくヱホバの言はきよしヱホバ

はずべて依頼むものの盾なり 31そは

ヱホバのほかに紳はたれぞやわれらの

紳のほかに巌はたれぞや 32神はちか

らをわれに帯しめわが途を全きものと

なしたまふ 33神はわが足を唐のあし

のごとくし我をわが高處にたたせたま

ふ 34神はわが手をたたかひにならは

せてわが臂に銅弓をひくことを得しめ
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たまふ 35又なんぢの救の盾をわれに

あたへたまへりなんぢの右手われをさ

さへなんぢの謙卑われを大ならしめた

まへり 36なんぢわが歩むところを寛

濶ならしめたまひたればわが足ふるは

ざりき 37われ仇をおひてこれに追及

かれらのほろぶるまでは歸ることをせ

じ 38われかれらを撃てたつことを得

ざらしめんかれらはわが足の下にたふ

るべし 39そはなんぢ戦争のために力

をわれに帯しめわれにさからひておこ

りたつ者をわが下にかがませたまひた

ればなり 40我をにくむ者をわが滅し

えんがために汝またわが仇の背をわれ

にむけしめ給へり 41かれら叫びたれ

ども救ふものなくヱホバに對ひてさけ

びたれども答へたまはざりき 42我か

れらを風のまへの塵のごとくに搗砕き

ちまたの坭のごとくに打棄たり 43な

んぢわれを民のあらそひより助けいだ

し我をたててもろもろの國の長となし

たまへりわがしらざる民われにつかへ

ん 44かれらわが事をききて立刻われ

にしたがひ異邦人はきたりて佞りつか

へん 45ことくにびとは衰へてその城

よりをののきいでん 46ヱホバは活て

いませりわが磐はほむべきかなわが

すくひの神はあがむべきかな 47わが

ために讎をむくい異邦人をわれに服は

せたまふはこの神なり 48神はわれを

仇よりすくひたまふ實になんぢは我に

さからひて起りたつ者のうへに我をあ

げあらぶる人より我をたすけいだし給

ふ 49この故にヱホバよわれもろもろ

の國人のなかにてなんぢに感謝しなん

ぢの名をほめうたはん 50ヱホバはお

ほいなる救をその王にあたへその受膏

者ダビデとその裔とに世々かぎりなく

憐憫をたれたまふ

19うたのかみに謳はしめたるダビデ
のうたもろもろの天は神のえいく

わうをあらはし穹蒼はその手みてのわ

ざをしめす 2この日ことばをかの日に

つたへこのよ知識をかの夜におくる 3

語らずいはずその聲きこえざるに 4そ

のひびきは全地にあまねくそのことば

は地のはてにまでおよぶ神はかしこに

帷幄を日のためにまうけたまへり 5日

は新婿がいはひの殿をいづるごとく勇

士がきそひはしるをよろこぶに似たり

6そのいでたつや天の涯よりしその運

りゆくや天のはてにいたる物としてそ

の和喣をかうぶらざるはなし 7ヱホバ

の法はまたくして霊魂をいきかへらし

めヱホバの證詞はかたくして愚なるも

のを智からしむ 8ヱホバの訓諭はなほ

くして心をよろこばしめヱホバの誡命

はきよくして眼をあきらかならしむ 9

ヱホバを惶かしもみおそるる道はきよ

くして世々にたゆることなくヱホバの

さばきは眞實にしてことごとく正し 10

これを黄金にくらぶるもおほくの純精

金にくらぶるも彌増りてしたふべく

これを蜜にくらぶるも蜂のすの滴瀝に

くらぶるもいやまさりて甘し 11なん

ぢのしもべはこれらによりて儆戒をう

くこれらをまもらばおおいなる報償あ

らん 12たれかおのれの過失あやまち

をしりえんやねがはくは我をかくれた

る愆より解放ちたまへ 13願はくはな

んぢの僕をひきとめて故意なる罪をを

かさしめずそれをわが主たらしめ給ふ

なかれさればわれ玷なきものとなりて

大なる愆とがをまぬかるるをえん 14

ヱホバわが磐わが贖主よわがくちの言
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わがこころの思念なんぢのまへに悦ば

るることを得しめたまへ

20伶長にうたはしめたるダビデのう
たねがはくはヱホバなやみの日に

なんぢにこたヘヤユブのかみの名なん

ぢを高にあげ 2聖所より援助をなんぢ

におくりシオンより能力をなんぢにあ

たへ 3汝のもろもろの献物をみこころ

にとめなんぢの燔祭をうけたまはんこ

とを (セラ) 4ねがはくはなんちがここ

ろの願望をゆるしなんぢの謀略をこと

ごとく遂しめたまはんことを 5我儕な

んぢの救によりて歓びうたひわれらの

神の名によりて旗をたてんねがはくは

ヱホバ汝のもろもろの求をとげしめた

まはんことを 6われ今ヱホバその受膏

者をすくひたまふを知るヱホバそのき

よき天より右の手なるすくひの力にて

かれに應へたまはん 7あるひは車をた

のみあるひは馬をたのみとする者あり

されどわれらはわが神ヱホバの名をと

なへん 8かれらは屈みまた仆るわれら

は起てかたくたてり 9ヱホバよ王をす

くひたまへわれらがよぶとき應へたま

へ

21伶長にうたはしめたるダビデのう
たヱホバよ王はなんぢの力により

てたのしみ汝のすくひによりて奈何に

おほいなる歓喜をなさん 2なんぢ彼が

こころの願望をゆるしそのくちびるの

求をいなみ給はざりき (セラ) 3そはよ

きたまものの恵をもてかれを迎へまじ

りなきこがねの冕弁をもてかれの首に

いただかせ給ひたり 4かれ生命をもと

めしに汝これをあたへてその齢の日を

世々かぎりなからしめ給へり 5なんぢ

の救によりてその榮光おほいなりなん

ぢは尊貴と稜威とをかれに衣せたまふ

6そは之をとこしへに福ひなるものと

なし聖顔のまへの歓喜をもて樂しませ

たまへばなり 7王はヱホバに依頼みい

とたかき者のいつくしみを蒙るがゆゑ

に動かさるることなからん 8なんぢの

手はそのもろもろの仇をたづねいだし

汝のみぎの手はおのれを憎むものを探

ねいだすべし 9なんぢ怒るときは彼等

をもゆる爐のごとくにせんヱホバはげ

しき怒によりてかれらを呑たまはん火

はかれらを食つくさん 10汝かれらの

裔を地よりほろぼしかれらの種を人の

子のなかよりほろぼさん 11かれらは汝

にむかひて惡事をくはだて遂がたき謀

略をおもひまはせばなり 12汝かれら

をして背をむけしめその面にむかひて

弓絃をひかん 13ヱホバよ能力をあら

はしてみづからを高くしたまへ我儕は

なんぢの稜威をうたひ且ほめたたへん

22あけぼのの鹿の調にあはせて伶長
にうたはしめたるダビデの歌わが

神わが神なんぞ我をすてたまふや何な

れば遠くはなれて我をすくはずわが歎

きのこゑをきき給はざるか 2ああわが

神われ昼よばはれども汝こたへたまは

ず夜よばはれどもわれ平安をえず 3然

はあれイスラエルの讃美のなかに住た

まふものよ汝はきよし 4われらの列祖

はなんぢに依頼めりかれら依頼みたれ

ばこれを助けたまへり 5かれら汝をよ

びて援をえ汝によりたのみて恥をおへ

ることなかりき 6然はあれどわれは蟲

にして人にあらず世にそしられ民にい

やしめらる 7すべてわれを見るものは

われをあざみわらひ口唇をそらし首を

ふりていふ 8かれはヱホバによりたの

めりヱホバ助くべしヱホバかれを悦び

たまふが故にたすくべしと 9されど汝
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はわれを胎内よりいだし絵へるものな

りわが母のふところにありしとき既に

なんぢに依頼ましめたまへり 10我う

まれいでしより汝にゆだねられたりわ

が母われを生しときより汝はわが神な

り 11われに遠ざかりたまふなかれ患

難ちかづき又すくふものなければなり

12おほくの牡牛われをめぐりバサンの

力つよき牡牛われをかこめり 13かれ

らは口をあけて我にむかひ物をかきさ

き吼うだく獅のごとし 14われ水のご

とくそそぎいだされわがもろもろの骨

ははづれわが心は蝋のごとくなりて腹

のうちに鎔たり 15わが力はかわきて

陶器のくだけのごとくわが舌は齶にひ

たつけりなんぢわれを死の塵にふさせ

たまへり 16そは犬われをめぐり惡き

ものの群われをかこみてわが手および

わが足をさしつらぬけり 17わが骨は

ことごとく數ふるばかりになりぬ惡き

ものの目をとめて我をみる 18かれら

たがひにわが衣をわかち我がしたぎを

鬮にす 19ヱホバよ遠くはなれ居たま

ふなかれわが力よねがはくは速きたり

てわれを授けたまへ 20わがたましひ

を劍より助けいだしわが生命を犬のた

けきいきほひより脱れしめたまへ 21

われを獅の口また野牛のつのより救ひ

いだしたまへなんぢ我にこたへたまへ

り 22われなんぢの名をわが兄弟にの

べつたへなんぢを會のなかにて讃たた

へん 23ヱホバを懼るるものよヱホバ

をほめたたへよヤコブのもろもろの裔

よヱホバをあがめよイスラエルのもろ

もろのすゑよヱホバを畏め 24ヱホバ

はなやむものの辛苦をかろしめ棄たま

はずこれに聖顔をおほふことなくして

その叫ぶときにききたまへばなり 25

大なる會のなかにてわが汝をほめたた

ふるは汝よりいづるなりわが誓ひしこ

とはヱホバをおそるる者のまへにてこ

とごとく償はん 26謙遜者はくらひて

飽ことをえヱホバをたづねもとむるも

のはヱホバをほめたたへん願くはなん

ぢらの心とこしへに生んことを 27地

のはては皆おもひいだしてヱホバに歸

りもろもろの國の族はみな前にふしを

がむべし 28國はヱホバのものなれば

なりヱホバはもろもろの國人をすべを

さめたまふ 29地のこえたるものは皆

くらひてヱホバををがみ塵にくたるも

のと己がたましひを存ふること能はざ

るものと皆そのみまへに拝脆かん 30

たみの裔のうちにヱホバにつかる者あ

らん主のことは代々にかたりつたへら

るべし 31かれら來りて此はヱホバの

行爲なりとてその義を後にうまるる民

にのべつたへん

23ダビデのうたヱホバは我が牧者な
りわれ乏しきことあらじ 2ヱホバ

は我をみどりの野にふさせいこひの水

濱にともなひたまふ 3ヱホバはわが霊

魂をいかし名のゆゑをもて我をただし

き路にみちびき給ふ 4たとひわれ死の

かげの谷をあゆむとも禍害をおそれじ

なんぢ我とともに在せばなりなんぢの

笞なんぢの杖われを慰む 5なんぢわが

仇のまへに我がために筳をまうけわが

首にあぶらをそそぎたまふわが酒杯は

あふるるなり 6わが世にあらん限りは

かならず恩恵と憐憫とわれにそひきた

らん我はとこしへにヱホバの宮にすま

ん

24ダビデのうた地とそれに充るもの
世界とその中にすむものとは皆ヱ

ホバのものなり 2ヱホバはそのもとゐ
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を大海のうへに置これを大川のうへに

定めたまへり 3ヱホバの山にのぼるべ

きものは誰ぞその聖所にたつべき者は

たれぞ 4手きよく心いさぎよき者その

たましひ虚きことを仰ぎのぞまず偽り

の誓をせざるものぞその人なる 5かか

る人はヱホバより福祉をうけそのすく

ひの神より義をうけん 6斯のごとき者

は神をしたふものの族類なりヤコブの

神よなんぢの聖顔をもとむる者なり

(セラ) 7門よなんぢらの首をあげよと

こしへの戸よあがれ榮光の王いりたま

はん 8えいくわうの王はたれなるかち

からをもちたまふ猛きヱホバなり戦闘

にたけきヱホバなり 9門よなんぢらの

首をあげよとこしへの戸よあがれ榮

光の王いりたまはん 10この榮光の王

はたれなるか萬軍のヱホバ是ぞえいく

わうの王なる (セラ)

25ダビデのうたああヱホバよわが
たましひは汝をあふぎ望む 2わが

神よわれなんぢに依頼めりねがはくは

われに愧をおはしめたまふなかれわが

仇のわれに勝誇ることなからしめたま

へ 3實になんぢを侯望むものははぢし

められず故なくして信をうしなふもの

は愧をうけん 4ヱホバよなんぢの大路

をわれにしめしなんぢの徑をわれにを

しへたまへ 5我をなんぢの眞理にみち

びき我ををしへたまへ汝はわがすくひ

の神なりわれ終日なんぢを侯望む 6な

んぢのあはれみと仁慈とはいにしへよ

り絶ずありヱホバよこれを思ひいだし

たまへ 7わがわかきときの罪とわが愆

とはおもひいでたまふなかれヱホバよ

汝のめぐみの故になんぢの仁慈にした

がひて我をおもひいでたまヘ 8ヱホバ

はめぐみ深くして直くましませり斯る

がゆゑに道をつみびとにをしへ 9謙だ

るものを正義にみちびきたまはんその

道をへりくだる者にしめしたまはん 10

ヱホバのもろもろの道はそのけいやく

と證詞とをまもるものには仁慈なり眞

理なり 11わが不義はおほいなりヱホ

バよ名のために之をゆるしたまヘ 12

ヱホバをおそるる者はたれなるか之に

そのえらぶべき道をしめしたまはん 13

かかる人のたましひは平安にすまひそ

の裔はくにをつぐべし 14ヱホバの親

愛はヱホバをおそるる者とともにあり

ヱホバはその契約をかれらに示したま

はん 15わが目はつねにヱホバにむか

ふヱホバわがあしを網よりとりいだし

たまふ可ればなり 16ねがはくは歸り

きたりて我をあはれみたまへわれ獨わ

びしくまた苦しみをるなり 17願くは

わが心のうれへをゆるめ我をわざはひ

より脱かれしめたまへ 18わが患難わ

が辛苦をかへりみわがすべての罪をゆ

るしたまへ 19わが仇をみたまへかれ

らの數はおほし情なき憾をもてわれを

にくめり 20わがたましひをまもり我

をたすけたまへわれに愧をおはしめた

まふなかれ我なんぢに依頼めばなり

21われなんぢを挨望むねがはくは完全

と正直とわれをまもれかし神よすべて

の憂よりイスラエルを贖ひいだしたま

へ

26ダビデの歌ヱホバよねがはくはわ
れを鞫きたまへわれわが完全によ

りてあゆみたり然のみならず我たゆた

はずヱホバに依頼めり 2ヱホバよわれ

を糺しまた試みたまへわが腎とこころ

とを錬きよめたまへ 3そは汝のいつく

しみわが眼前にあり我はなんぢの眞理

によりてあゆめり 4われは虚しき人と
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ともに座らざりき惡をいつはりかざる

者とともにはゆかじ 5惡をなすものの

會をにくみ惡者とともにすわることを

せじ 6われ手をあらひて罪なきをあら

はすヱホバよ斯てなんぢの祭壇をめぐ

り 7感謝のこゑを聞えしめすべてなん

ぢの奇しき事をのべつたへん 8ヱホバ

よ我なんぢのまします家となんぢが榮

光のとどまる處とをいつくしむ 9願く

はわがたましひを罪人とともにわが生

命を血をながす者とともに取收めたま

ふなかれ 10かかる人の手にはあしき

くはだてありその右の手は賄賂にてみ

つ 11されどわれはわが完全によりて

あゆまん願くはわれをあがなひ我をあ

はれみたまへ 12わがあしは平坦なる

ところにたつわれもろもろの會のなか

にてヱホバを讃まつらん

27ダビデの歌ヱホバはわが光わが救
なりわれ誰をかおそれんヱホバ

はわが生命のちからなりわが懼るべき

ものはたれぞや 2われの敵われの仇な

るあしきもの襲ひきたりてわが肉をく

らはんとせしが蹶きかつ仆れたり 3縦

ひいくさびと営をつらねて我をせむる

ともわが心おそれじたとひ戦ひおこり

て我をせむるとも我になほ恃あり 4わ

れ一事をヱホバにこへり我これをもと

むわれヱホバの美しきを仰ぎその宮を

みんがためにわが世にあらん限りはヱ

ホバの家にすまんとこそ願ふなれ 5ヱ

ホバはなやみの日にその行宮のうちに

我をひそませその幕屋のおくにわれを

かくし巌のうへに我をたかく置たまふ

べければなり 6今わが首はわれをめぐ

れる仇のうへに高くあげらるべしこの

故にわれヱホバのまくやにて歓喜のそ

なへものを献んわれうたひてヱホバを

ほめたたへん 7わが聲をあげてさけぶ

ときヱホバよきき給へまた憐みてわれ

に應へたまへ 8なんぢらわが面をたづ

ねもとめよと(斯る聖言のありしとき

)わが心なんぢにむかひてヱホバよ我

なんぢの聖顔をたづねんといへり 9ね

がはくは御顔をかくしたまふなかれ怒

りてなんぢの僕をとほざけたまふなか

れ汝はわれの助なり噫わがすくひの神

よわれをおひいだし我をすてたまふな

かれ 10わが父母われをすつるともヱ

ホバわれを迎へたまはん 11ヱホバよ

なんぢの途をわれにをしへわが仇のゆ

ゑに我をたひらかなる途にみちびきた

まへ 12いつはりの證をなすもの暴厲

を吐もの我にさからひて起りたてり願

くはわれを仇にわたしてその心のまま

に爲しめたまふなかれ 13われもしヱ

ホバの恩寵をいけるものの地にて見る

の侍なからましかば奈何ぞや 14ヱホ

バを俟望ぞめ雄々しかれ汝のこころを

堅うせよ必ずやヱホバをまちのぞめ

28ダビデの歌ああヱホバよわれ汝を
よばんわが磐よねがはくは我にむ

かひて暗唖となりたまふなかれなんぢ

黙したまはば恐らくはわれ墓にいるも

のとひとしからん 2われ汝にむかひて

さけび聖断の奥にむかひて手をあぐる

ときわが懇求のこゑをききたまへ 3あ

しき人また邪曲をおこなふ者とともに

我をとらへてひきゆき給ふなかれかれ

らはその隣にやはらぎをかたれども心

には残害をいだけり 4その事にしたが

ひそのなす惡にしたがひて彼等にあた

へその手の行爲にしたがひて與ヘこれ

にその受べきものを報いたまへ 5かれ

らはヱホバのもろもろの事とその手の

なしわざとをかへりみずこの故にヱホ
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バかれらを毀ちて建たまふことなから

ん 6ヱホバは讃べきかなわが祈のこゑ

をきいたまひたり 7ヱホバはわが力わ

が盾なりわがこころこれに依頼みたれ

ば我たすけをえたり然るゆゑにわが心

いたくよろこぶわれ歌をもてほめまつ

らん 8ヱホバはその民のちからなりそ

の受膏者のすくひの城なり 9なんぢの

民をすくひなんぢの嗣業をさきはひ且

これをやしなひ之をとこしなへに懐き

たすけたまへ

29ダビデの歌 なんぢら神の子らよ
ヱホバに獻げまつれ榮と能とをヱ

ホバにささげまつれ 2その名にふさは

しき榮光をヱホバにささげ奉れきよき

衣をつけてヱホバを拝みまつれ 3ヱホ

バのみこゑは水のうへにありえいくわ

うの神は雷をとどろかせたまふヱホバ

は大水のうへにいませり 4ヱホバの聲

はちからありヱホバのみこゑは稜威あ

り 5ヱホバのみこゑは香柏ををりくだ

くヱホバ、レバノンのかうはくを折く

だきたまふ 6これを犢のごとくをどら

せレバノンとシリオンとをわかき野牛

のごとくをどらせたまふ 7ヱホバのみ

こゑは火焔をわかつ 8ヱホバのみこゑ

は野をふるはせヱホバはカデシの野を

ふるはせたまふ 9ヱホバのみこゑは鹿

に子をうませまた林木をはだかにす

その宮にあるすべてのもの呼はりて榮

光なるかなといふ 11ヱホバは洪水の

うへに坐したまへりヱホバは寳座にざ

して永遠に王なりヱホバはその民にち

からをあたへたまふ平安をもてその民

をさきはひたまはん

30殿をささぐるときに謳へるダビデ
のうたヱホバよわれ汝をあがめん

なんぢ我をおこしてわが仇のわがこと

によりて喜ぶをゆるし給はざればなり

2わが神ヱホバよわれ汝によばはれば

汝我をいやしたまへり 3ヱホバよ汝わ

がたましひを陰府よりあげ我をながら

へしめて墓にくだらせたまはざりき

(Sheol h7585) 4ヱホバの聖徒よヱホバを

ほめうたへ奉れきよき名に感謝せよ 5

その怒はただしばしにてその恵はいの

ちとともにながし夜はよもすがら泣か

なしむとも朝にはよろこびうたはん 6

われ安けかりしときに謂くとこしへに

動かさるることなからんと 7ヱホバよ

なんぢ恵をもてわが山をかたく立せた

まひき然はあれどなんぢ面をかくした

まひたれば我おぢまどひたり 8ヱホバ

よわれ汝によばはれり我ひたすらヱホ

バにねがへり 9われ墓にくだらばわが

血なにの益あらん塵はなんぢを讃たた

へんやなんぢの眞理をのべつたへんや

10ヱホバよ聴たまへ われを憐みたまヘ

ヱホバよ願くはわが助となりたまへ 11

なんぢ踴躍をもてわが哀哭にかへわが

麁服をとき歓喜をもてわが帯としたま

へり 12われ榮をもてほめうたひつつ

黙すことなからんためなりわが神ヱホ

バよわれ永遠になんぢに感謝せん

31伶長にうたはしめたるダビデの
うたヱホバよわれ汝によりたのむ

願くはいづれの日までも愧をおはしめ

たまふなかれなんぢの義をもてわれを

助けたまへ 2なんぢの耳をかたぶけて

速かにわれをすくひたまへ願くはわが

ためにかたき磐となり我をすくふ保障

の家となりたまへ 3なんぢはわが磐わ

が城なりされば名のゆゑをもてわれを

引われを導きたまへ 4なんぢ我をかれ

らが密かにまうけたる網よりひきいだ

したまへなんぢはわが保砦なり 5われ
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霊魂をなんぢの手にゆだぬヱホバまこ

との神よなんぢはわれを贖ひたまへり

6われはいつはりの虚きことに心をよ

する者をにくむわれは獨ヱホバにより

たのむなり 7我はなんぢの憐憫をよろ

こびたのしまんなんぢわが艱難をかへ

りみわがたましひの禍害をしり 8われ

を仇の手にとぢこめしめたまはずわが

足をひろきところに立たまへばなり 9

われ迫りくるしめりヱホバよ我をあは

れみたまへわが目はうれひによりてお

とろふ霊魂も身もまた衰へぬ 10わが

生命はかなしみによりて消えゆきわが

年華はなげきによりて消ゆけばなりわ

が力はわが不義によりておとろへわが

骨はかれはてたり 11われもろもろの

仇ゆゑにそしらるわが隣にはわけて甚

だし相識ものには忌憚られ衢にてわれ

を見るもの避てのがる 12われは死た

るもののごとく忘られて人のこころに

置れずわれはやぶれたる器もののごと

くなれり 13そは我おほくの人のそし

りをきい到るところに懼ありかれら我

にさからひて互にはかりしがわが生命

をさへとらんと企てたり 14されどヱ

ホバよわれ汝によりたのめりまた汝は

わが神なりといへり 15わが時はすべ

てなんぢの手にありねがはくはわれを

仇の手よりたすけわれに追迫るものよ

り助けいだしたまへ 16なんぢの僕の

うへに聖顔をかがやかせなんぢの仁慈

をもて我をすくひたまヘ 17ヱホバよ

われに愧をおはしめ給ふなかれそは我

なんぢをよべばなり願くはあしきもの

に恥をうけしめ陰府にありて口をつぐ

ましめ給へ (Sheol h7585) 18傲慢と軽侮と

をもて義きものにむかひ妄りにののし

るいつはりの口唇をつぐましめたまへ

19汝をおそるる者のためにたくはへ な

んぢに依頼むもののために人の子のま

へにてほどこしたまへる汝のいつくし

みは大なるかな 20汝かれらを御前な

るひそかなる所にかくして人の謀略よ

りまぬかれしめまた行宮のうちにひそ

ませて舌のあらそひをさけしめたまは

ん 21讃べきかなヱホバは堅固なる城

のなかにて奇しまるるばかりの仁慈を

われに顕したまへり 22われ驚きあわ

てていへらくなんぢの目のまへより絶

れたりと然どわれ汝によびもとめしと

き汝わがねがひの聲をききたまへり 23

なんぢらもろもろの聖徒よヱホバをい

つくしめヱホバは眞實あるものをまも

り傲慢者におもく報をほどこしたまふ

24すべてヱホバを侯望むものよ雄々し

かれなんぢら心をかたうせよ

32ダビデの訓諭のうたその愆をゆる
されその罪をおほはれしものは福

ひなり 2不義をヱホバに負せられざる

もの心にいつはりなき者はさいはひな

り 3我いひあらはさざりしときは終日

かなしみさけびたるが故にわが骨ふる

びおとろへたり 4なんぢの手はよるも

昼もわがうへにありて重しわが身の潤

澤はかはりて夏の旱のごとくなれり

(セラ) 5斯てわれなんぢの前にわが罪

をあらはしわが不義をおほはざりき我

いへらくわが愆をヱホバにいひあらは

さんと斯るときしも汝わがつみの邪曲

をゆるしたまへり (セラ) 6されば神を

うやまふ者はなんぢに遇ことをうべき

間になんぢに祈らん大水あふれ流るる

ともかならずその身におよばじ 7汝は

わがかくるべき所なりなんぢ患難をふ

せぎて我をまもり救のうたをもて我を

かこみたまはん (セラ) 8われ汝ををし
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へ汝をあゆむべき途にみちびきわが目

をなんぢに注てさとさん 9汝等わきま

へなき馬のごとく驢馬のごとくなるな

かれかれらは鑣たづなのごとき具をも

てひきとめずば近づききたることなし

10惡者はかなしみ多かれどヱホバに依

頼むものは憐憫にてかこまれん 11た

だしき者よヱホバを喜びだのしめ凡て

こころの直きものよ喜びよばふべし

33ただしき者よヱホバによりてよろ
こべ讃美はなほきものに適はしき

なり 2琴をもてヱホバに感謝せよ十絃

のことをもてヱホバをほめうたへ 3あ

たらしき歌をヱホバにむかひてうたひ

歓喜の聲をあげてたくみに琴をかきな

らせ 4ヱホバのことばは直くそのすべ

て行ひたまふところ眞實なればなり 5

ヱホバは義と公平とをこのみたまふそ

の仁慈はあまねく地にみつ 6もろもろ

の天はヱホバのみことばによりて成り

てんの萬軍はヱホバの口の氣によりて

つくられたり 7ヱホバはうみの水をあ

つめてうづだかくし深淵を庫にをさめ

たまふ 8全地はヱホバをおそれ世にす

めるもろもろの人はヱホバをおぢかし

こむべし 9そはヱホバ言たまへば成り

おほせたまへば立るがゆゑなり 10ヱ

ホバはもろもろの國のはかりごとを虚

くしもろもろの民のおもひを徒労にし

たまふ 11ヱホバの謀略はとこしへに

立ちそのみこころのおもひは世々にた

つ 12ヱホバをおのが神とするはさい

はひなりヱホバ嗣業にせんとて撰びた

まへるその民はさいはひなり 13ヱホ

バ天よりうかがひてすべての人の子を

見 14その在すところより地にすむも

ろもろの人をみたまふ 15ヱホバはす

べてかれらの心をつくりその作ところ

をことごとく鑒みたまふ 16王者いく

さびと多をもて救をえず勇士ちから大

なるをもて助をえざるなり 17馬はす

くひに益なくその大なるちからも人を

たすくることなからん 18視よヱホバ

の目はヱホバをおそるるもの並その憐

憫をのぞむもののうへにあり 19此は

かれらのたましひを死よりすくひ饑饉

たるときにも世にながらへしめんがた

めなり 20われらのたましひはヱホバ

を侯望めりヱホバはわれらの援われら

の盾なり 21われらはきよき名にりた

のめり斯てぞわれらの心はヱホバにあ

りてよろこばん 22ヱホバよわれら汝

をまちのぞめりこれに循ひて憐憫をわ

れらのうへに垂たまへ

34ダビデ、アビメレクのまへにて狂
へる状をなし逐れていでさりしと

きに作れるうたわれつねにヱホバを祝

ひまつらんその頌詞はわが口にたえじ

2わがたましひはヱホバによりて誇ら

ん謙だるものは之をききてよろこばん

3われとともにヱホバを崇めよわれら

ともにその名をあげたたへん 4われヱ

ホバを尋ねたればヱホバわれにこたへ

我をもろもろの畏懼よりたすけいだし

たまへり 5かれらヱホバを仰ぎのぞみ

て光をかうぶれりかれらの面ははぢあ

からむことなし 6この苦しむもの叫び

たればヱホバこれをききそのすべての

患難よりすくひいだしたまへり 7ヱホ

バの使者はヱホバをおそるる者のまは

りに営をつらねてこれを援く 8なんぢ

らヱホバの恩恵ふかきを嘗ひしれヱホ

バによりたのむ者はさいはひなり 9ヱ

ホバの聖徒よヱホバを畏れよヱホバを

おそるるものには乏しきことなければ

なり 10わかき獅はともしくして饑る
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ことありされどヱホバをたづぬるもの

は嘉物にかくることあらじ 11子よきた

りて我にきけわれヱホバを畏るべきこ

とを汝等にをしへん 12福祉をみんが

ために生命をしたひ存へんことをこの

む者はたれぞや 13なんぢの舌をおさ

へて惡につかしめずなんぢの口唇をお

さへて虚偽をいはざらしめよ 14惡を

はなれて善をおこなひ和睦をもとめて

切にこのことを勉めよ 15ヱホバの目

はただしきものをかへりみその耳はか

れらの号呼にかたぶく 16ヱホバの聖

顔はあくをなす者にむかひてその跡を

地より断滅したまふ 17義者さけびた

れぱヱホバ之をききてそのすべての患

難よりたすけいだしたまへり 18ヱホ

バは心のいたみかなしめる者にちかく

在してたましひの悔頽れたるものをす

くひたまふ 19ただしきものは患難お

ほしされどヱホバはみなその中よりた

すけいだしたまふ 20ヱホバはかれが

すべての骨をまもりたまふその一つだ

に折らるることなし 21惡はあしきも

のをころさん義人をにくむものは刑な

はるべし 22ヱホバはその僕等のたま

しひを贖ひたまふヱホバに依頼むもの

は一人だにつみなはるることなからん

35ダビデのうたヱホバよねがはくは
我にあらそふ者とあらそひ我とた

たかふものと戦ひたまへ 2干と大盾と

をとりてわが援にたちいでたまへ 3戟

をぬきいだしたまひて我におひせまる

ものの途をふさぎ且わが霊魂にわれは

なんぢの救なりといひたまへ 4願くは

わが霊魂をたづぬるものの恥をえてい

やしめられ我をそこなはんと謀るもの

の退けられて惶てためかんことを 5ね

がはくはかれらが風のまへなる粃糠の

ごとくなりヱホバの使者におひやられ

んことを 6願くはかれらの途をくらく

し滑らかにしヱホバの使者にかれらを

追ゆかしめたまはんことを 7かれらは

故なく我をとらへんとて網をあなにふ

せ故なくわが霊魂をそこなはんとて阱

をうがちたればなり 8願くはかれらが

思ひよらぬ間にほろびきたり己がふせ

たる網にとらへられ自らその滅におち

いらんことを 9然ときわが霊魂はヱホ

バによりてよろこびその救をもて樂し

まん 10わがすべての骨はいはんヱホ

バよ汝はくるしむものを之にまさりて

力つよきものより並くるしむもの貧し

きものを掠めうばふ者よりたすけいだ

し給ふ誰かなんぢに比ふべき者あらん

と 11こころあしき證人おこりてわが

知ざることを詰りとふ 12かれらは惡

をもてわが善にむくい我がたましひを

依仗なきものとせり 13然どわれかれ

らが病しときには麁服をつけ糧をたち

てわが霊魂をくるしめたりわが祈はふ

ところにかへれり 14わがかれに作る

ことはわが友わが兄弟にことならず母

の喪にありて痛哭がごとく哀しみうな

たれたり 15然どかれらはわが倒れん

とせしとき喜びつどひわが知ざりしと

き匪類あつまりきたりて我をせめわれ

を裂てやめざりき 16かれらは洒宴に

て穢きことをのぶる嘲笑者のごとく我

にむかひて歯をかみならせり 17主よ

いたづらに見るのみにして幾何時をへ

たまふや願くはわがたましひの彼等に

ほろぼさるるを脱れしめわが生命をわ

かき獅よりまぬかれしめたまへ 18わ

れ大なる會にありてなんぢに感謝しお

ほくの民のなかにて汝をほめたたへん

19虚偽をもてわれに仇するもののわが
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故によろこぶことを容したまなかれ故

なくして我をにくむ者のたがひに眴せ

することなからしめたまへ 20かれら

は平安をかたらずあざむきの言をつく

りまうけて國内におだやかにすまふ者

をそこなはんと謀る 21然のみならず

我にむかひて口をあけひろげああ視よ

や視よやわれらの眼これをみたりとい

へり 22ヱホバよ汝すでにこれを視た

まへりねがはくは黙したまふなかれ主

よわれに遠ざかりたまふなかれ 23わ

が神よわが主よおきたまへ醒たまへ

ねがはくはわがために審判をなしわが

訟ををさめたまへ 24わが神ヱホバよ

なんぢの義にしたがひて我をさばきた

まへわが事によりてかれらに歓喜をえ

しめたまふなかれ 25かれらにその心

裡にてああここちよきかな観よこれわ

が願ひしところなりといはしめたまふ

なかれ又われらかれを呑つくせりとい

はしめたまふなかれ 26願くはわが害

なはるるを喜ぶもの皆はぢて惶てふた

めき我にむかひてはこりかに高ぶるも

のの愧とはづかしめとを衣んことを 27

わが義をよみする者をばよろこび謳は

しめ大なるかなヱホバその僕のさいは

ひを悦びたまふと恒にいはしめたまへ

28わが舌は終日なんぢの義となんぢの

誉とをかたらん

36伶長にうたはしめたるヱホバの僕
ダビデのうたあしきものの愆はわ

が心のうちにかたりてその目のまへに

神をおそるるの畏あることなしといふ

2かれはおのが邪曲のあらはるること

なく憎まるることなからんとて自から

その目にて謟る 3その口のことばは邪

曲と虚偽となり智をこばみ善をおこな

ふことを息たり 4かつその寝床にてよ

こしまなる事をはかりよからぬ途にた

ちとまりて惡をきらはず 5ヱホバよな

んぢの仁慈は天にありなんぢの眞實は

雲にまでおよぶ 6汝のただしきは神の

山のごとくなんぢの審判はおほいなる

淵なりヱホバよなんぢは人とけものと

を護りたまふ 7神よなんぢの仁慈はた

ふときかな人の子はなんぢの翼の蔭に

さけどころを得 8なんぢの屋のゆたか

なるによりてことごとく飽ことをえん

なんぢはその歓樂のかはの水をかれら

に飮しめたまはん 9そはいのちの泉は

なんぢに在りわれらはなんぢの光によ

りて光をみん 10ねがはくはなんぢを

知るものにたえず憐憫をほどこし心な

ほき者にたえず正義をほどこしたまへ

11たかぶるものの足われをふみ惡きも

のの今われを逐去ふをゆるし給ふなか

れ 12邪曲をおこなふ者はかしこに仆

れたりかれら打伏られてまた起ことあ

たはざるべし

37ダビデのうた惡をなすものの故を
もて心をなやめ不義をおこなふ者

にむかひて嫉をおこすなかれ 2かれら

はやがて草のごとくかりとられ青菜の

ごとく打萎るべければなり 3ヱホバに

よりたのみて善をおこなへこの國にと

どまり眞實をもて糧とせよ 4ヱホバに

よりて歓喜をなせヱホバはなんぢが心

のねがひを汝にあたへたまはん 5なん

ぢの途をヱホバにゆだねよ彼によりた

のまば之をなしとげ 6光のごとくなん

ぢの義をあきらかにし午日のごとくな

んぢの訟をあきらかにしたまはん 7な

んぢヱホバのまへに口をつぐみ忍びて

これを埃望めおのが途をあゆみて榮る

ものの故をもてあしき謀略をとぐる人

の故をもて心をなやむるなかれ 8怒を
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やめ忿恚をすてよ心をなやむるなかれ

これ惡をおこなふ方にうつらん 9そは

惡をおこなふものは断滅されヱホバを

埃望むものは國をつぐべければなり 10

あしきものは久しからずしてうせんな

んぢ細密にその處をおもひみるともあ

ることなからん 11されど謙だるもの

は國をつぎまた平安のゆたかなるを樂

まん 12惡きものは義きものにさから

はんとて謀略をめぐらし之にむかひて

切歯す 13主はあしきものを笑ひたま

はんかれが日のきたるを見たまへばな

り 14あしきものは釧をぬき弓をはり

て苦しむものと貧しきものとをたふし

行びなほきものを殺さんとせり 15さ

れどその劍はおのが胸をさしその弓は

をらるべし 16義人のもてるもののす

くなきは多くの惡きものの豊かなるに

まされり 17そは惡きものの臂はをら

るれどヱホバは義きものを扶持たまへ

ばなり 18ヱホバは完全もののもろも

ろの日をしりたまふかれらの嗣業はか

ぎりなく久しからん 19かれらは禍害

にあふとき愧をおはず饑饉の日にもあ

くことを得ん 20あしき者ははろびヱ

ホバのあたは牧場のさかえの枯るがご

とくうせ烟のごとく消ゆかん 21あし

き者はものかりて償はず義きものは恵

ありて施しあたふ 22神のことほぎた

まふ人は國をつぎ神ののろひたまふ人

は断滅さるべし 23人のあゆみはヱホ

バによりて定めらるそのゆく途をヱホ

バよろこびたまへり 24縦ひその人た

ふるることありとも全くうちふせらる

ることなしヱホバかれが手をたすけ支

へたまへぱなり 25われむかし年わか

くして今おいたれど義者のすてられ或

はその裔の糧こひありくを見しことな

し 26ただしきものは終日めぐみあり

て貸あたふその裔はさいはひなり 27

惡をはなれて善をなせ然ばなんぢの住

居とこしへならん 28ヱホバは公平を

このみその聖徒をすてたまはざればな

りかれらは永遠にまもりたすけらるれ

ど惡きもののすゑは断滅さるべし 29

ただしきものは國をつぎその中にすま

ひてとこしへに及ばん 30ただしきも

のの口は智慧をかたりその舌は公平を

のぶ 31かれが神の法はそのこころに

ありそのあゆみは一歩だにすべること

あらじ 32あしきものは義者をひそみ

うかがひて之をころさんとはかる 33

ヱホバは義者をあしきものの手にのこ

しおきたまはず審判のときに罰ひたま

ふことなし 34ヱホバを俟望みてその

途をまもれさらば汝をあげて國をつが

せたまはんなんぢ惡者のたちほろぼさ

るる時にこれをみん 35我あしきもの

の猛くしてはびこれるを見るに生立た

る地にさかえしげれる樹のごとし 36

然れどもかれは逝ゆけり視よたちまち

に無なりぬわれ之をたづねしかど邁こ

とをえざりき 37完人に目をそそぎ直

人をみよ和平なる人には後あれど 38

罪ををかすものらは共にほろぼされ惡

きものの後はかならず断るべければな

り 39ただしきものの救はヱホバより

いづヱホバはかれらが辛苦のときの保

砦なり 40ヱホバはかれらを助けかれ

らを解脱ちたまふヱホバはかれらを惡

者よりときはなちて救ひたまふかれら

はヱホバをその避所とすればなり

38記念のためにつくれるダビデのう
たヱホバよねがはくは忿恚をもて

我をせめはげしき怒をもて我をこらし

め給なかれ 2なんぢの矢われにあたり
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なんぢの手わがうへを壓へたり 3なん

ぢの怒によりてわが肉には全きところ

なくわが罪によりてわが骨には健かな

るところなし 4わが不義は首をすぎて

たかく重荷のごとく負がたけれぱなり

5われ愚なるによりてわが傷あしき臭

をはなちて腐れただれたり 6われ折屈

みていたくなげきうなたれたりわれ終

日かなしみありく 7わが腰はことごと

く焼るがごとく肉に全きところなけれ

ばなり 8我おとろへはて甚くきずつけ

られわが心のやずからざるによりて欷

歔さけべり 9ああ主よわがすべての願

望はなんぢの前にありわが嘆息はなん

ぢに隠るることなし 10わが胸をどり

わが力おとろへわが限のひかりも亦わ

れをはなれたり 11わが女わが親める

ものはわが痍をみて遥にたちわが隣も

また遠かりてたてり 12わが生命をた

づぬるものは羂をまうけ我をそこなは

んとするものは惡言をいひまた終目た

ばかりを謀る 13然はあれどわれは聾

者のごとくきかずわれは口をひらかぬ

唖者のごとし 14如此われはきかざる

人のごとく口にことあげせぬ人のごと

きなり 15ヱホバよ我なんぢを俟望め

り主わが神よなんぢかならず答へたま

ふべければなり 16われ曩にいふおそ

らくはかれらわが事によりて喜びわが

足のすべらんとき我にむかひて誇りか

にたかぶらんと 17われ仆るるばかり

になりぬわが悲哀はたえずわが前にあ

り 18そは我みづから不義をいひあら

はしわが罪のためにかなしめばなり

19わが仇はいきはたらきてたけく故な

くして我をうらむるものおほし 20惡

をもて善にむくゆるものはわれ善事に

したがふが故にわが仇となれり 21ヱ

ホバよねがはくは我をはなれたたまふ

なかれわが神よわれに遠かりたまふな

かれ 22主わがすくひよ速きたりて我

をたすけたまへ

39伶長エドトンにうたはしめたるダ
ビデのうたわれ曩にいへりわれ

舌をもて罪ををかさざらんために我す

べての途をつつしみ惡者のわがまへに

在るあひだはわが口に衝をかけんと 2

われ黙して唖となり善言すらことばに

いださずわが憂なほおこれり 3わが心

わがうちに熱しおもひつづくるほどに

火もえぬればわれ舌をもていへらく 4

ヱホバよ願くはわが終とわが日の數の

いくばくなるとを知しめたまへわが無

常をしらしめたまへ 5観よなんぢわが

すべての日を一掌にすぎさらしめたま

ふわがかいのち主前にてはなきにこと

ならず實にすべての人は皆その盛時だ

にもむなしからざるはなし (セラ) 6人

の世にあるは影にことならずその思ひ

なやむことはむなしからざるなしその

積蓄るものはたが手にをさまるをしら

ず 7主よわれ今なにをかまたんわが望

はなんぢにあり 8ねがはくは我ぞすべ

て愆より助けいだしたまへ愚なるもの

に誹らるることなからしめたまへ 9わ

れは黙して口をひらかず此はなんぢの

成したまふ者なれぱなり 10願くはな

んぢの責をわれよりはなちたまへ我な

んぢの手にうちこらさるるによりて亡

ぶるばかりになりぬ 11なんぢ罪をせ

めて人をこらしその慕ひよろこぶとこ

ろのものを蠧のくらふがごとく消うせ

しめたまふ實にもろもろの人はむなし

からざるなし (セラ) 12ああヱホバよ

ねがはくはわが祈をききわが號呼に耳

をかたぶけたまへわが涙をみて黙した
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まふなかれわれはなんぢに寄る旅客す

べてわが列組のごとく宿れるものなり

13我ここを去てうせざる先になんぢ面

をそむけてわれを爽快ならしめたまへ

40伶長にうたはしめたるダビデのう
た我たへしのびてヱホバを俟望み

たりヱホバ我にむかひてわが號呼をき

きたまへり 2また我をほろびの阱より

泥のなかよりとりいだしてわが足を磐

のうへにおきわが歩をかたくしたまへ

り 3ヱホバはあたらしき歌をわが口に

いれたまへり此はわれらの神にささぐ

る讃美なり多くの人はこれを見ておそ

れかつヱホバによりたのまん 4ヱホバ

をおのが頼となし高るものによらず虚

偽にかたぶく者によらざる人はさいは

ひなり 5わが神ヱホバよなんぢの作た

まへる奇しき迹とわれらにむかふ念と

は甚おほくして汝のみまへにつらねい

ふことあたはず我これをいひのべんと

すれどその數かぞふることあたはず 6

なんぢ犠牲と祭物とをよろこびたまは

ず汝わが耳をひらきたたまへりなんぢ

燔祭と罪祭とをもとめたまはず 7その

とき我いへらく観よわれきたらんわが

ことを書の巻にしるしたり 8わが神よ

われは聖意にしたがふことを樂むなん

ぢの法はわが心のうちにありと 9われ

大なる會にて義をつげしめせり視よわ

れ口唇をとぢずヱホバよなんぢ之をし

りたまふ 10われなんぢの義をわが心

のうちにひめおかずなんぢの眞理とな

んぢの拯救とをのべつたへたり我なん

ぢの仁慈となんぢの眞理とをおほいな

る會にかくさざりき 11ヱホバよなん

ぢ憐憫をわれにをしみたまふなかれ仁

慈と眞理とをもて恒にわれをまもりた

まへ 12そはかぞへがたき禍害われを

かこみわが不義われに追及てあふぎみ

ること能はぬまでになりぬその多きこ

とわが首の髪にもまさりわが心きえう

するばかりなればなり 13ヱホバよ願

くはわれをすくひたまヘヱホバよ急ぎ

きたりて我をたすけたまへ 14願くは

わが霊魂をたづねほろぼさんとするも

のの皆はぢあわてんことをわが害はる

るをよろこぶもののみな後にしりぞき

て恥をおはんことを 15われにむかひ

てああ視よや視よやといふ者おのが恥

によりておどろきおそれんことを 16

願くはなんぢを尋求むるものの皆なん

ぢによりて樂みよろこばんことをなん

ぢの救をしたふものの恒にヱホバは大

なるかなととなへんことを 17われは

くるしみ且ともし主われをねんごろに

念ひたまふなんぢはわが助なりわれ

をすくひたまふ者なりああわが神よね

がはくはためらひたまふなかれ

41うたのかみに謳はしめたるダビデ
のうたよわき人をかへりみる者は

さいはひなりヱホバ斯るものを禍ひの

日にたすけたまはん 2ヱホバ之をまも

り之をながらへしめたまはんかれはこ

の地にありて福祉をえんなんぢ彼をそ

の仇ののぞみにまかせて付したまふな

かれ 3ヱホバは彼がわづらひの床にあ

るをたすけ給はんなんぢかれが病ると

きその衾裯をしきかへたまはん 4我い

へらくヱホバよわれを憐みわがたまし

ひを醫したまへわれ汝にむかひて罪を

をかしたりと 5わが仇われをそしりて

いへり彼いづれのときに死いづれのと

きにその名ほろびんと 6かれ又われを

見んとてきたるときは虚偽をかたり邪

曲をその心にあつめ外にいでてはこれ

を述ぶ 7すべてわれをにくむもの互ひ
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にささやき我をそこなはんとて相謀る

8かつ云かれに一のわざはひつきまと

ひたれば仆れふしてふたたび起ること

なからんと 9わが侍みしところわが糧

をくらひしところのわが親しき友さへ

も我にそむきてその踵をあげたり 10

然はあれどヱホバよ汝ねがはくは我を

あはれみ我をたすけて起したまへされ

ば我かれらに報ることをえん 11わが

仇われに打勝てよろこぶこと能はざる

をもて汝がわれを愛いつくしみたまふ

を我しりぬ 12わが事をいはばなんぢ

我をわが完全うちにてたもち我をとこ

しへに面のまへに置たまふ 13イスラ

エルの神ヱホバはとこしへより永遠ま

でほむべきかなアーメンアーメン

42伶長にうたはしめたるコラの子の
をしへの歌ああ神よしかの渓水を

したひ喘ぐがごとくわが霊魂もなんぢ

をしたひあえぐなり 2わがたましひは

渇けるごとくに神をしたふ活神をぞし

たふ何れのときにか我ゆきて神のみま

へにいでん 3かれらが終日われにむか

ひてなんぢの神はいづくにありやとの

のしる間はただわが涙のみ昼夜そそぎ

てわが糧なりき 4われむかし群をなし

て祭日をまもる衆人とともにゆき歓喜

と讃美のこゑをあげてかれらを神の家

にともなへり今これらのことを追想し

てわが衷よりたましひを注ぎいだすな

り 5ああわが霊魂よなんぢ何ぞうなた

るるやなんぞわが衷におもひみだるる

やなんぢ神をまちのぞめわれに聖顔

のたすけありて我なほわが神をめたた

ふべければなり 6わが神よわがたまし

ひはわが衷にうなたる然ばわれヨルダ

ンの地よりヘルモンよりミザルの山よ

り汝をおもひいづ 7なんぢの大瀑のひ

びきによりて淵々よびこたへなんぢの

波なんぢの猛浪ことごとくわが上をこ

えゆけり 8然はあれど昼はヱホバその

憐憫をほどこしたまふ夜はその歌われ

とともにあり此うたはわがいのちの神

にささぐる祈なり 9われわが磐なる神

にいはんなんぞわれを忘れたまひしや

なんぞわれは仇のしへたげによりて悲

しみありくや 10わが骨もくだくるぼ

かりにわがてきはひねもす我にむかひ

てなんぢの神はいづくに心りやといひ

ののしりつつ我をそしれり 11ああわ

がたましひよ汝なんぞうなたるるや

何ぞわがうちに思ひみだるるやなんぢ

神をまちのぞめわれ尚わがかほの助な

るわが神をほめたたふべければなり

43神よねがはくは我をさばき情しら
ぬ民にむかひてわが訟をあげつら

ひ詭詐おほきよこしまなる人より我を

たすけいだし給へ 2なんぢはわが力の

神なりなんぞ我をすてたまひしや何

ぞわれは仇の暴虐によりてかなしみあ

りくや 3願くはなんぢの光となんぢの

眞理とをはなち我をみちびきてその聖

山とその帷幄とにゆかしめたまへ 4さ

らばわれ神の祭壇にゆき又わがよろこ

びよろこぶ神にゆかんああ神よわが神

よわれ琴をもてなんぢを讃たたへん 5

ああわが霊魂よなんぢなんぞうなたる

るやなんぞわが衷におもひみだるるや

なんぢ神によりて望をいだけ我なほわ

が面のたすけなるわが神をほめたたふ

べければなり

44伶長にうたはしめたるコラの子の
をしへの歌ああ神よむかしわれら

の列組の日になんぢがなしたまひし事

迹をわれら耳にきけり列組われらに語

れり 2なんぢ手をもてもろもろの國人
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をおひしりぞけわれらの列組をうゑ並

もろもろの民をなやましてわれらの列

組をはびこらせたまひき 3かれらはお

のが劍によりて國をえしにあらずおの

が臂によりて勝をえしにあらず只なん

ぢの右の手なんぢの臂なんぢの面のひ

かりによれり汝かれらを恵みたまひた

ればなり 4神よなんぢはわが王なりね

がはくはヤコブのために救をほどこし

たまへ 5われらは汝によりて敵をたふ

しまた我儕にさからひて起りたつもの

をなんぢの名によりて踐壓ふべし 6そ

はわれわが弓によりたのまずわが劍も

また我をすくふことあたはざれぱなり

7なんぢわれらを敵よりすくひまたわ

れらを惡むものを辱かしめたまへり 8

われらはひねもす神によりてほこりわ

れらは永遠になんぢの名に感謝せん

(セラ) 9しかるに今はわれらをすてて

恥をおはせたまへりわれらの軍人とと

もに出ゆきたまはず 10われらを敵の

まへより退かしめたまへりわれらを惡

むものその任意にわれらを掠めうばへ

り 11なんぢわれらを食にそなへらる

る羊のごとくにあたへ斯てわれらをも

ろもろの國人のなかにちらし 12得る

ところなくしてなんぢの民をうりその

價によりてなんぢの富をましたまはざ

りき 13汝われらを隣人にそしらしめ

われらを環るものにあなどらしめ嘲け

らしめたまへり 14又もろもろの國の

なかにわれらを談柄となしもろもろの

民のなかにわれらを頭ふらるる者とな

したまへり 15わが凌辱ひねもす我が

まへにありわがかほの恥われをおほへ

り 16こは我をそしり我をののしるも

のの聲により我にあだし我にうらみを

報るものの故によるなり 17これらの

こと皆われらに臨みきつれどわれらな

ほ汝をわすれずなんぢの契約をいつは

りまもらざりき 18われらの心しりぞ

かずわれらの歩履なんぢの道をはなれ

ず 19然どなんぢは野犬のすみかにて

われらをきずつけ死蔭をもてわれらを

おほひ給へり 20われらもしおのれの

神の名をわすれ或はわれらの手を異神

にのべしことあらんには 21神はこれ

を糺したまはざらんや神はこころの隠

れたることをも知たまふ 22われらは

終日なんぢのために死にわたされ屠ら

れんとする羊の如くせられたり 23主

よさめたまへ何なればねぶりたまふや

起たまへわれらをとこしへに棄たまふ

なかれ 24いかなれば聖顔をかくして

われらがうくる苦難と虐待とをわすれ

たまふや 25われらのたましひはかが

みて塵にふしわれらの腹は土につきた

り 26ねがはくは起てわれらをたすけ

たまへなんぢの仁慈のゆゑをもてわれ

らを贖ひたまへ

45百合花のしらべにあはせて伶長に
うたはしめたるコラの子のをしへ

のうた愛のうたわが心はうるはしき

事にてあふるわれは王のために詠たる

ものをいひいでんわが舌はすみやけく

寫字人の筆なり 2なんぢは人の子輩に

まさりて美しく文雅そのくちびるにそ

そがるこのゆゑに神はとこしへに汝を

さいはひしたまへり 3英雄よなんぢそ

の劍その榮その威をこしに佩べし 4な

んぢ眞理と柔和とただしきとのために

威をたくましくし勝をえて乗すすめな

んぢの右手なんぢに畏るべきことをを

しへん 5なんぢの矢は鋭して王のあた

の胸をつらぬきもろもろの民はなんぢ

の下にたふる 6神よなんぢの寳座はい
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やとほ永くなんぢの國のつゑは公平の

つゑなり 7なんぢは義をいつくしみ惡

をにくむこのゆゑに神なんぢの神はよ

ろこびの膏をなんぢの侶よりまさりて

汝にそそぎたまへり 8なんぢの衣はみ

な没薬蘆薈肉桂のかをりあり琴瑟の昔

ざうげの諸殿よりいでて汝をよろこぱ

しめたり 9なんぢがたふとき婦のなか

にはもろもろの王のむすめあり皇后は

オフルの金をかざりてなんぢの右にた

つ 10女よきけ目をそそげなんぢの耳

をかたぶけよなんぢの民となんぢが父

の家とをわすれよ 11さらば王はなん

ぢの美麗をしたはん王はなんぢの主な

りこれを伏拝め 12ツロの女は贈物を

もてきたり民間のとめるものも亦なん

ぢの恵をこひもとめん 13王のむすめ

は殿のうちにていとど榮えかがやきそ

のころもは金をもて織なせり 14かれ

は鍼繍せる衣をきて王のもとにいざな

はる之にともなへる處女もそのあとに

したがひて汝のもとにみちびかれゆか

ん 15かれらは歓喜と快樂とをもてい

ざなはれ斯して王の殿にいらん 16な

んぢの子らは列組にかはりてたちなん

ぢはこれを全地に君となさん 17我な

んぢの名をよろづ代にしらしめんこの

故にもろもろの民はいやとほ永くなん

ぢに感謝すべし

46女音のしらべにしたがひて伶長に
うたはしめたるコラの子のうた神

はわれらの避所また力なりなやめると

きの最ちかき助なり 2さればたとひ地

はかはり山はうみの中央にうつるとも

我儕はおそれじ 3よしその水はなりと

どろきてさわぐともその溢れきたるに

よりて山はゆるぐとも何かあらん (セ

ラ) 4河ありそのながれは神のみやこ

をよろこばしめ至上者のすみたまふ聖

所をよろこばしむ 5神そのなかにいま

せば都はうごかじ神は朝つとにこれを

助けたまはん 6もろもろの民はさわぎ

たちもろもろの國はうごきたり神そ

の馨をいだしたまへば地はやがてとけ

ぬ 7萬軍のヱホバはわれらとともなり

ヤコブの神はわれらのたかき櫓なり

(セラ) 8きたりてヱホバの事跡をみよ

ヱホバはおほくの懼るべきことを地に

なしたまへり 9ヱホバは他のはてまで

も戦闘をやめしめ弓ををり戈をたち戦

車を火にてやきたまふ 10汝等しづま

りて我の神たるをしれわれはもろもろ

の國のうちに崇められ全地にあがめら

るべし 11萬軍のヱホバはわれらと偕

なりヤコブの神はわれらの高きやぐら

なり (セラ)

47伶長にうたはしめたるコラの子の
うたもろもろのたみよ手をうち歓

喜のこゑをあげ神にむかひてさけべ 2

いとたかきヱホバはおそるべくまた地

をあまねく治しめず大なる王にてまし

ませばなり 3ヱホバはもろもろの民を

われらに服はせもろもろの國をわれら

の足下にまつろはせたまふ 4又そのい

つくしみたまふヤコブが譽とする嗣業

をわれらのために選びたまはん (セラ)

5神はよろこびさけぶ聲とともにのぼ

りヱホバはラッパの聲とともにのぼり

たまへり 6ほめうたへ神をほめうたへ

頌歌へわれらの王をほめうたへ 7かみ

は地にあまねく王なればなり教訓のう

たをうたひてほめよ 8神はもろもろの

國をすべをさめたまふ神はそのきよき

寳座にすわりたまふ 9もろもろのたみ

の諸侯はつどひきたりてアブラハムの
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神の民となれり他のもろもろの盾は神

のものなり神はいとたふとし

48コラの子のうたなり讃美なりヱホ
バは大なりわれらの神の都そのき

よき山のうへにて甚くほめたたへられ

たまふべし 2シオンの山はきたの端た

かくしてうるはしく喜悦を地にあまね

くあたふここは大なる王のみやこなり

3そのもろもろの殿のうちに神はおの

れをたかき櫓としてあらはしたまへり

4みよ王等はつどひあつまりて偕にす

ぎゆきぬ 5かれらは都をみてあやしみ

且おそれて忽ちのがれされり 6戦慄は

かれらにのぞみその苦痛は子をうまん

とする婦のごとし 7なんぢは東風をお

こしてタルシシの舟をやぶりたまふ 8

曩にわれらが聞しごとく今われらは萬

車のヱホバの都われらの神のみやこに

て之をみることをえたり神はこの都を

とこしへまで固くしたまはん (セラ) 9

神よ我らはなんぢの宮のうちにて仁慈

をおもへり 10神よなんぢの譽はその

名のごとく地の極にまでおよべりなん

ぢの右手はただしきにて充り 11なん

ぢのもろもろの審判によりてシオンの

山はよろこびユダの女輩はたのしむべ

し 13シオンの周圍をありき徧くめぐ

りてその櫓をかぞへよその石垣に目を

とめよそのもろもろの殿をみよなん

ぢらこれを後代にかたりつたへんが爲

なり 14そはこの神はいや遠長にわれ

らの神にましましてわれらを死るまで

みちびきたまはん

49伶長にうたはしめたるコラの子の
うた 2もろもろの民よきけ賤きも

貴きも富るも貧きもすべて地にすめる

者よなんぢらともに耳をそばだてよ 3

わが口はかしこきことをかたりわが心

はさときことを思はん 4われ耳を喩言

にかたぶけ琴をならしてわが幽玄なる

語をときあらはさん 5わが踵にちかか

る不義のわれを打圍むわざはひの口も

いかで懼るることあらんや 6おのが富

をたのみ財おほきを誇るもの 7たれ一

人おのが兄弟をあがなふことあたはず

之がために贖價を神にささげ 9之をと

こしへに生存へしめて朽ざらしむるこ

とあたはず（霊魂をあがなふには費い

とおほくして此事をとこしへに捨置ざ

るを得ざればなり） 10そは智きもの

も死おろかものも獣心者もひとしくほ

ろびてその富を他人にのこすことは常

にみるところなり 11かれら竊におも

ふわが家はとこしへに存りわがすまひ

は世々にいたらんとかれらはその地に

おのが名をおはせたり 12されど人は

譽のなかに永くとどまらず亡びうする

獣のごとし 13斯のごときは愚かなる

ものの途なり然はあれど後人はその言

をよしとせん (セラ) 14かれらは羊の

むれのごとくに陰府のものと定めらる

死これが牧者とならん直きもの朝にか

れらををさめんその美容は陰府にほろ

ぼされて宿るところなかるべし (Sheol

h7585) 15されど神われを接たまふべけ

ればわが霊魂をあがなひて陰府のちか

らより脱かれしめたまはん (セラ)

(Sheol h7585) 16人のとみてその家のさか

えくははらんとき汝おそるるなかれ 17

かれの死るときは何一つたづさへゆく

ことあたはずその榮はこれにしたがひ

て下ることをせざればなり 18かかる

人はいきながらふるほどに己がたまし

ひを祝するともみづからを厚うするが

ゆゑに人々なんぢをほむるとも 19な

んぢ列組の世にゆかんかれらはたえて
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光をみざるべし 20尊貴なかにありて

暁らざる人はほろびうする獣のごとし

50アサフのうたぜんのうの神ヱホバ
詔命して日のいづるところより日

のいるところまであまねく地をよびた

まへり 2かみは美麗の極なるシオンよ

り光をはなちたまへり 3われらの神は

きたりて黙したまはじ火その前にもの

をやきつくし暴風その四周にふきあれ

ん 4神はその民をさばかんとて上なる

天および地をよびたまへり 5いはく祭

物をもて我とけいやくをたてしわが聖

徒をわがもとに集めよと 6もろもろの

天は神の義をあらはせり神はみづから

審士たればなり (セラ) 7わが民よきけ

我ものいはんイスラエルよきけ我なん

ぢにむかひて證をなさんわれは神なん

ぢの神なり 8わがなんぢを責るは祭物

のゆゑにあらずなんぢの燔祭はつねに

わが前にあり 9我はなんぢの家より牡

牛をとらずなんぢの牢より牡山羊をと

らず 10林のもろもろのけもの山のう

への千々の牲畜はみなわが有なり 11

われは山のすべての鳥をしる野のたけ

き獣はみなわがものなり 12世界とそ

のなかに充るものとはわが有なれば縦

ひわれ飢るともなんぢに告じ 13われ

いかで牡牛の肉をくらひ牡山羊の血を

のまんや 14感謝のそなへものを神に

ささげよなんぢのちかひを至上者につ

くのへ 15なやみの日にわれをよべ我

なんぢを援けん而してなんぢ我をあが

むべし 17然はあれど神あしきものに

言給くなんぢは教をにくみわが言を

その後にすつるものなるに何のかかは

りありてわが律法をのべわがけいやく

を口にとりしや 18なんぢ盗人をみれ

ば之をよしとし姦淫をおこなふものの

伴侶となれり 19なんぢその口を惡に

わたすなんぢの舌は脆計をくみなせり

20なんぢ坐りて兄弟をそしり己がはは

の子を誣ののしれり 21汝これらの事

をなししをわれ黙しぬればなんぢ我を

おのれに恰にたるものとおもへりされ

ど我なんぢを責めてその罪をなんぢの

目前につらぬべし 22神をわするるも

のよ今このことを念へおそらくは我な

んぢを抓さかんとき助るものあらじ 23

感謝のそなへものを献るものは我をあ

がむおのれの行爲をつつしむ者にはわ

れ神の救をあらはさん

51ダビデがバテセバにかよひしのち
預言者ナタンの來れるときよみて

伶長にうたはしめたる歌ああ神よねが

はくはなんぢの仁慈によりて我をあは

れみなんぢの憐憫のおほきによりてわ

がもろもろの愆をけしたまへ 2わが不

義をことごとくあらひさり我をわが罪

よりきよめたまへ 3われはわが愆をし

るわが罪はつねにわが前にあり 4我は

なんぢにむかひて獨なんぢに罪ををか

し聖前にあしきことを行へりされば汝

ものいふときは義とせられなんぢ鞫く

ときは咎めなしとせられ給ふ 5視よわ

れ邪曲のなかにうまれ罪ありてわが母

われをはらみたりき 6なんぢ眞実をこ

ころの衷にまでのぞみわが隠れたると

ころに智慧をしらしめ給はん 7なんぢ

ヒソブをもて我をきよめたまへさらば

われ浄まらん我をあらひたまへさら

ばわれ雪よりも白からん 8なんぢ我に

よろこびと快樂とをきかせなんぢが砕

きし骨をよろこばせたまへ 9ねがはく

は聖顔をわがすべての罪よりそむけわ

がすべての不義をけしたまへ 10ああ

神よわがために清心をつくりわが衷に
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なほき霊をあらたにおこしたまへ 11

われを聖前より棄たまふなかれ汝のき

よき霊をわれより取りたまふなかれ 12

なんぢの救のよろこびを我にかへし自

由の霊をあたへて我をたもちたまへ 13

さらばわれ愆ををかせる者になんぢの

途ををしへん罪人はなんぢに婦りきた

るべし 14神よわが救のかみよ血をな

がしし罪より我をたすけいだしたまへ

わが舌は聲たからかになんぢの義をう

たはん 15主よわが口唇をひらきたま

へ然ばわが口なんぢの頌美をあらはさ

ん 16なんぢは祭物をこのみたまはず

もし然らずば我これをささげんなんぢ

また燔祭をも悦びたまはず 17神のも

とめたまふ祭物はくだけたる霊魂なり

神よなんぢは砕けたる悔しこころを藐

しめたまふまじ 18ねがはくは聖意に

したがひてシオンにさいはひしヱルサ

レムの石垣をきづきたまへ 19その時

なんぢ義のそなへものと燔祭と全きは

んさいとを悦びたまはんかくて人汝な

んぢの祭壇に牡牛をささぐべし

52エドム人ドエグ、サウルにきたり
てダビデはアビメレクの家にきぬ

と告しときダビデがよみて伶長にうた

はしめたる教訓のうた猛者よなんぢ何

なればあしき企圖をもて自らほこるや

神のあはれみは恒にたえざるなり 2な

んぢの舌はあしきことをはかり利き剃

刀のごとくいつはりをおこなふ 3なん

ぢは善よりも惡をこのみ正義をいふよ

りも虚偽をいふをこのむ (セラ) 4たば

かりの舌よなんぢはすべての物をくひ

ほろぼす言をこのむ 5されば神とこし

へまでも汝をくだきまた汝をとらへて

その幕屋よりぬきいだし生るものの地

よりなんぢの根をたやしたまはん (セ

ラ) 6義者はこれを見ておそれ彼をわ

らひていはん 7神をおのが力となさず

その富のゆたかなるをたのみその惡を

もて己をかたくせんとする人をみよと

8然はあれどわれは神の家にあるあを

き橄欖の樹のごとし我はいやとほなが

に神のあはれみに依頼まん 9なんぢこ

の事をおこなひ給ひしによりて我とこ

しへになんぢに感謝しなんぢの聖徒の

まへにて聖名をまちのぞまんこは宜し

きことなれぱなり

53マハラツ（樂器の名、あるひはい
ふ調べの名）にあはせて伶長にう

たはしめたるダビデの教訓のうた愚か

なるものは心のうちに神なしといへり

かれらは腐れたりかれらは憎むべき不

義をおこなへり善をおこなふ者なし 2

神は天より人の子をのぞみて悟るもの

と神をたづぬる者とありやなしやを見

たまひしに 3みな退ぞきてことごとく

汚れたり善をなすものなし一人だにな

し 4不義をおこなふものは知見なきか

かれらは物くふごとくわが民をくらひ

また神をよばふことをせざるなり 5か

れらは懼るべきことのなきときに大に

おそれたり神はなんぢにむかひて営を

つらぬるものの骨をちらしたまへばな

り神かれらを棄たまひしによりて汝か

れらを辱かしめたり 6願くはシオンよ

りイスラエルの救のいでんことを神そ

の民のとらはれたるを返したまふとき

ヤコブはよろこびイスラエルは樂まん

54ジフ人のサウルにきたりてダビデ
はわれらの處にかくれをるにあら

ずやといひたりしときダビデうたのか

みに琴にてうたはしめたる教訓のうた

神よねがはくは汝の名によりて我をす

くひなんぢの力をもて我をさばきたま
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へ 2神よわ祈をききたまへわが口のこ

とばに耳をかたぶけたまへ 3そは外人

はわれにさからひて起りたち強暴人は

わがたましひを索むるなりかれらは神

をおのが前におかざりき (セラ) 4みよ

神はわれをたすくるものなり主はわが

たましひを保つものとともに在せり 5

主はわが仇にそのあしきことの報をな

したまはん願くはなんぢの眞實により

て彼等をほろぼしたまへ 6我よろこび

て祭物をなんぢに献んヱホバよ我なん

ぢの名にむかひて感謝せんこは宜しき

ことなればなり 7そはヱホバはすべて

の患難より我をすくひたまへりわが目

はわが仇につきての願望をみたり

55ダビデうたのかみに琴にてうたは
しめたる教訓のうた神よねがはく

は耳をわが祈にかたぶけたまへわが懇

求をさけて身をかくしたまふなかれ 2

われに聖意をとめ我にこたへたまへ

われ歎息によりてやすからず悲みうめ

くなり 3これ仇のこゑと惡きものの暴

虐とのゆゑなりそはかれら不義をわれ

に負せいきどほりて我におひせまるな

り 4わが心わがうちに憂ひいたみ死の

もろもろの恐懼わがうへにおちたり 5

おそれと戦慄とわれにのぞみ甚だしき

恐懼われをおほへり 6われ云ねがはく

は鴿のごとく羽翼のあらんことをさら

ば我とびさりて平安をえん 7みよ我は

るかにのがれさりて野にすまん (セラ)

8われ速かにのがれて暴風と狂風とを

はなれん 9われ都のうちに強暴とあら

そひとをみたり主よねがはくは彼等を

ほろぼしたまへかれらの舌をわかれし

めたまへ 10彼等はひるもよるも石垣

のうへをあるきて邑をめぐる邑のうち

には邪曲とあしき企圖とあり 11また

惡きこと邑のうちにありしへたげと欺

詐とはその街衢をはなるることなし 12

われを謗れるものは仇たりしものにあ

らずもし然りしならば尚しのばれしな

るべし我にむかひて己をたかくせし者

はわれを恨みたりしものにあらず若し

かりしならば身をかくして彼をさけし

なるべし 13されどこれ汝なりわれと

おなじきものわが友われと親しきもの

なり 14われら互にしたしき語らひを

なしまた會衆のなかに在てともに神の

家にのぼりたりき 15死は忽然かれら

にのぞみその生るままにて陰府にくだ

らんことをそは惡事その往處にありそ

の中にあればなり (Sheol h7585) 16されど

我はただ神をよばんヱホバわれを救ひ

たまふべし 17夕にあしたに昼にわれ

なげき且かなしみうめかんヱホバわが

聲をききたまふべし 18ヱホバは我を

せむる戦闘よりわが霊魂をあがなひい

だして平安をえしめたまへりそはわれ

を攻るもの多かりければなり 19太古

よりいます者なる神はわが聲をききて

かれらを惱めたまべし(セラ)かれら

には変ることなく神をおそるることな

し 20かの人はおのれと睦みをりしも

のに手をのべてその契約をけがしたり

21その口はなめらかにして乳酥のごと

くなれどもその心はたたかひなりその

言はあぶらに勝りてやはらかなれども

ぬきたる劍にことならず 22なんぢの

荷をヱホバにゆだねよさらば汝をささ

へたまはんただしき人のうごかさるる

ことを常にゆるしたまふまじ 23かく

て神よなんぢはかれらを亡の坑におと

しいれたまはん血をながすものと詭計

おほきものとは生ておのが日の半にも
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いたらざるべし然はあれどわれは汝に

よりたのまん

56ダビデがガテにてペリシテ人にと
らへられしとき詠て「遠きところ

にをる音をたてぬ鴿」のしらべにあは

せて伶長にうたはしめたるミクタムの

歌ああ神よねがはくは我をあはれみた

まへ人いきまきて我をのまんとし終日

たたかひて我をしへたぐ 2わが仇ひね

もす急喘てわれをのまんとす誇りたか

ぶりて我とたたかふものおほし 3われ

おそるるときは汝によりたのまん 4わ

れ神によりてその聖言をほめまつらん

われ神に依頼みたればおそるることあ

らじ肉體われになにをなし得んや 5か

れらは終日わがことばを曲るなりその

思念はことごとくわれにわざはひをな

す 6かれらは群つどひて身をひそめわ

が歩に目をとめてわが霊魂をうかがひ

もとむ 7かれらは不義をもてのがれん

とおもへり神よねがはくは憤ほりても

ろもろの民をたふしたまへ 8汝わがあ

また土の流離をかぞへたまへりなんぢ

の革曩にわが涙をたくはへたまへこは

皆なんぢの冊にしるしあるにあらずや

9わがよびもとむる日にはわが仇しり

ぞかんわれ神のわれを守りたまふこと

を知る 10われ神によりてその聖言を

はめまつらん我ヱホバによりてそのみ

ことばを讃まつらん 11われ神により

たのみたれば懼るることあらじ人はわ

れに何をなしえんや 12神よわがなん

ぢにたてし誓はわれをまとへりわれ感

謝のささげものを汝にささげん 13汝

わがたましひを死よりすくひたまへば

なりなんぢ我をたふさじとわが足をま

もり生命の光のうちにて神のまへに我

をあゆませ給ひしにあらずや

57ダビデが洞にいりてサウルの手を
のがれしとき詠て「ほろぼすなか

れ」にといふ調にあはせて伶長にうた

はしめたるミクタムのうた我をあはれ

みたまへ神よわれをあはれみたまへわ

が霊魂はなんぢを避所とすわれ禍害の

すぎさるまではなんぢの翼のかげを避

所とせん 2我はいとたかき神によばは

んわがために百事をなしをへたまふ神

によばはん 3神はたすけを天よりおく

りて我をのまんとする者のそしるとき

に我を救ひたまはん(セラ)神はその

憐憫その眞實をおくりたまはん 4わが

たましひは群ゐる獅のなかにあり火の

ごとくもゆる者その歯は戈のごとく矢

のごとくその舌はとき劍のごとき人の

子のなかに我ふしぬ 5神よねがはくは

みづからを天よりも高くしみさかえを

全地のうへに挙たまへ 6かれらはわが

足をとらへんとて網をまうくわが霊魂

はうなたるかれらはわがまへに阱をほ

りたり而してみづからその中におちい

れり (セラ) 7わが心さだまれり神よわ

がこころ定まれりわれ謳ひまつらん頌

まつらん 8わが榮よさめよ筝よ琴よさ

めよわれ黎明をよびさまさん 9主よわ

れもろもろの民のなかにてなんぢに感

謝しもろもろの國のなかにて汝をほめ

うたはん 10そは汝のあはれみは大に

して天にまでいたりなんぢの眞實は雲

にまでいたる 11神よねがはくは自か

らを天よりも高くし光榮をあまねく地

のうへに挙たまへ

58ダビデがよみて「ほろぼすなかれ
」といふ調にあはせて伶長にうた

はしめたるミクタムのうたなんぢら黙

しゐて義をのべうるか人の子よなんぢ

らなほき審判をおこなふや 2否なんぢ
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らは心のうちに惡事をおこなひその手

の強暴をこの地にはかりいだすなり 3

あしきものは胎をはなるるより背きと

ほざかり生れいづるより迷ひていつは

りをいふ 5かれらの毒は蛇のどくのご

としかれらは蠱術をおこなふものの甚

たくみにまじなふその聲をだにきかざ

る耳ふさぐ聾ひの蝮のごとし 6神よか

れらの口の歯ををりたまヘヱホバよ壮

獅の牙をぬきくだきたまへ 7願くはか

れらを流れゆく水のごとくに消失しめ

その矢をはなつときは折れたるごとく

なし給はんことを 8また融てきえゆく

蝸牛のごとく婦のときならず産たる目

をみぬ嬰のごとくならしめ給へ 9なん

ぢらの釜いまだ荊蕀の火をうけざるさ

きに青をも燃たるをもともに狂風にて

吹さりたまはん 10義者はかれらが讎

かへさるるを見てよろこびその足をあ

しきものの血のなかにてあらはん 11

かくて人はいふべし實にただしきもの

に報賞あり實にさばきをほどこしたま

ふ神はましますなりと

59サウル、ダビデを殺さんとし人を
おくりてその家をうかがはしめし

時ダビデがよみて「ほろぼすなかれ」

といふ調にあはせて伶長にうたはしめ

たるミクタムの歌わが神よねがはくは

我をわが仇よりたすけいだしわれを高

處におきて我にさからひ起立つものよ

り脱かれしめたまへ 2邪曲をおこなふ

ものより我をたすけいだし血をながす

人より我をすくひたまへ 3視よかれら

は潜みかくれてわが霊魂をうかがひ猛

者むれつどひて我をせむヱホバよ此は

われに愆あるにあらずわれに罪あるに

あらず 4かれら趨りまはりて過失なき

に我をそこなはんとて備をなすねがは

くは我をたすくるために目をさまして

見たまへ 5なんぢヱホバ萬軍の神イス

ラエルの神よねがはくは目をさまして

もろもろの國にのぞみたまへあしき罪

人にあはれみを加へたまふなかれ (セ

ラ) 6かれらは夕にかへりきたり犬の

ごとくほえて邑をへありく 7視よかれ

らは口より惡をはくそのくちびるに劍

ありかれらおもへらく誰ありてこの言

をきかんやと 8されどヱホバよ汝はか

れらをわらひもろもろの國をあざわら

ひたまはん 9わが力よわれ汝をまちの

ぞまん神はわがたかき櫓なり 10憐憫

をたまふ神はわれを迎へたまはん神は

わが仇につきての願望をわれに見させ

たまはん 11願くはかれらを殺したま

ふなかれわが民つひに忘れやはせん

主われらの盾よ大能をもてかれらを散

しまた卑したまへ 12かれらがくちび

るの言はその口のつみなりかれらは詛

と虚偽とをいひいづるによりてその傲

慢のためにとらへられしめたまへ 13

忿恚をもてかれらをほろぼしたまへ再

びながらふることなきまでに彼等をほ

ろぼしたまヘヤコブのなかに神いまし

て統治めたまふことをかれらに知しめ

て地の極にまでおよぼしたまヘ (セラ)

14かれらは夕にかへりきたり犬のごと

くほえて邑をへありくべし 15かれら

はゆききして食物をあさりもし飽こと

なくば終夜とどまれり 16されど我は

なんぢの大能をうたひ清晨にこゑをあ

げてなんぢの憐憫をうたひまつらんな

んぢわが迫りくるしみたる日にたかき

櫓となりわが避所となりたまひたれば

なり 17わがちからよ我なんぢにむか

ひて頌辞をうたひまつらん神はわがた
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かき櫓われにあはれみをたまふ神なれ

ばなり

60ダビデ、ナハライムのアラムおよ
びゾバのアラムとたたかひをりし

がヨアブかへりゆき塩谷にてエドム人

一萬二千をころししとき教訓をなさん

とてダビデがよみて「證詞の百合花」

といふ調にあはせて伶長にうたはしめ

たるミクタムの歌神よなんぢわれらを

棄われらをちらし給へりなんぢは憤ほ

りたまへりねがはくは再びわれらを歸

したまへ 2なんぢ國をふるはせてこれ

を裂たまへりねがはくはその多くの隙

をおぎなひたまへそは國ゆりうごくな

り 3なんぢはその民にたへがたきこと

をしめし人をよろめかする酒をわれら

に飮しめ給へり 4なんぢ眞理のために

挙しめんとて汝をおそるるものに一つ

の旗をあたへたまへり (セラ) 5ねがは

くは右の手をもて救をほどこしわれら

に答をなして愛しみたまふものに助を

えしめたまへ 6神はその聖をもていひ

たまへりわれ甚くよろこばんわれシ

ケムをわかちスコテの谷をはからん 7

ギレアデはわがものマナセはわが有な

りエフライムも亦わが首のまもりなり

ユダはわが杖 8モアブはわが足盥なり

エドムにはわが履をなげんベリシテよ

わが故によりて聲をあげよと 9たれか

われを堅固なる邑にすすましめんや誰

かわれをみちびきてエドムにゆきたる

か 10神よなんぢはわれらを棄たまひ

しにあらずや神よなんぢはわれらの軍

とともにいでゆきたまはず 11ねがは

くは助をわれにあたへて敵にむかはし

めたまへ人のたすけは空しければなり

12われらは神によりて勇しくはたらか

んわれらの敵をみたまふものは神なれ

ばなり

61琴にあはせて伶長にうたはしめた
るダビデのうたああ神よねがはく

はわが哭聲をききたまへわが祈にみこ

ころをとめたまへ 2わが心くづほるる

とき地のはてより汝をよばんなんぢ我

をみちびきてわが及びがたきほどの高

き磐にのぼらせたまへ 3なんぢはわが

避所われを仇よりのがれしむる堅固な

る櫓なればなり 4われ永遠になんぢの

帷幄にすまはん我なんぢの翼の下にの

がれん (セラ) 5神よなんぢはわがもろ

もろの誓をきき名をおそるるものにた

まふ嗣業をわれにあたへたまへり 6な

んぢは王の生命をのばしその年を幾代

にもいたらせたまはん 7王はとこしへ

に神のみまへにとどまらんねがはくは

仁慈と眞實とをそなへて彼をまもりた

まへ 8さらば我とこしへに名をほめう

たひて日ごとにわがもろもろの誓をつ

くのひ果さん

62エドトンの體にしたがひて伶長に
うたはしめたるダビデのうたわが

たましひは黙してただ神をまつわがす

くひは神よりいづるなり 2神こそはわ

が磐わがすくひなれまたわが高き櫓に

しあれば我いたくは動かされじ 3なん

ぢらは何のときまで人におしせまるや

なんぢら相共にかたぶける石垣のごと

く揺ぎうごける籬のごとくに人をたふ

さんとするか 4かれらは人をたふとき

位よりおとさんとのみ謀りいつはりを

よろこびまたその口にてはいはひその

心にてはのろふ (セラ) 5わがたましひ

よ黙してただ神をまてそはわがのぞみ

は神よりいづ 6神こそはわが磐わがす

くひなれ又わがたかき櫓にしあれば我
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はうごかされじ 7わが救とわが榮とは

神にありわがちからの磐わがさけどこ

ろは神にあり 8民よいかなる時にも神

によりたのめその前になんぢらの心を

そそぎいだせ神はわれらの避所なり

(セラ) 9實にひくき人はむなしくたか

き人はいつはりなりすべてかれらを權

衡におかば上にあがりて虚しきものよ

りも軽きなり 10暴虐をもて恃とする

なかれ掠奪ふをもてほこるなかれ富

のましくははる時はこれに心をかくる

なかれ 11ちからは神にあり神ひとた

び之をのたまへりわれ二次これをきけ

り 12ああ主よあはれみも亦なんぢに

ありなんぢは人おのおのの作にしたが

ひて報をなしたまへばなり

63ユダの野にありしときに詠るダビ
デのうたああ神よなんぢはわが神

なりわれ切になんぢをたづねもとむ

水なき燥きおとろへたる地にあるごと

くわが霊魂はかわきて汝をのぞみわが

肉體はなんぢを戀したふ 2曩にも我か

くのごとく大權と榮光とをみんことを

ねがひ聖所にありて目をなんぢより離

れしめざりき 3なんぢの仁慈はいのち

にも勝れるゆゑにわが口唇はなんぢを

讃まつらん 4斯われはわが生るあひだ

汝をいはひ名によりてわが手をあげん

6われ床にありて汝をおもひいで夜の

更るままになんぢを深くおもはん時わ

がたましひは髄と脂とにて饗さるるご

とく飽ことをえわが口はよろこびの口

唇をもてなんぢを讃たたへん 7そはな

んぢわが助となりたまひたれば我なん

ぢの翼のかげに入てよろこびたのしま

ん 8わがたましひはなんぢを慕追ふみ

ぎの手はわれを支ふるなり 9然どわが

たましひを滅さんとて尋ねもとむるも

のは地のふかきところにゆき 10又つ

るぎの刃にわたされ野犬の獲るところ

となるべし 11しかれども王は神をよ

ろこばん神によりて誓をたつるものは

みな誇ることをえん虚偽をいふものの

口はふさがるべければなり

64伶長にうたはしめたるダビデのう
た神よわがなげくときわが聲をき

きたまへわが生命をまもりて仇のおそ

れより脱かれしめたまへ 2ねがはくは

汝われをかくして惡をなすものの陰か

なる謀略よりまぬかれしめ不義をおこ

なふものの喧嘩よりまぬかれしめ給へ

3かれらは劍のごとくおのが舌をとぎ

その弓をはり矢をつがへるごとく苦言

をはなち隠れたるところにて全者を射

んとす俄かにこれを射ておそるること

なし 4また彼此にあしき企圖をはげま

し共にはかりてひそかに羂をまうく斯

ていふ誰かわれらを見んと 5かれらは

さまざまの不義をたづねいだして云わ

れらは懇ろにたづね終れりとおのおの

の衷のおもひと心とはふかし 7然はあ

れど神は矢にてかれらを射たまふべし

かれらは俄かに傷をうけん 8斯てかれ

らの舌は其身にさからふがゆゑに遂に

かれらは蹟かんこれを見るものみな逃

れさるべし 9もろもろの人はおそれん

而して神のみわざをのべつたへその作

たまへることを考ふべし 10義者はヱ

ホバをよろこびて之によりたのまんす

べて心のなほきものは皆ほこることを

得ん

65伶長にうたはしめたる歌ダビデの
讃美なりああ神よさんびはシオン

にて汝をまつ人はみまへにて誓をはた

さん 2祈をききたまふものよ諸人こぞ

りて汝にきたらん 3不義のことば我に
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かてりなんぢ我儕のもろもろの愆をき

よめたまはん 4汝にえらぱれ汝にちか

づけられて大庭にすまふ者はさいはひ

なりわれらはなんぢの家なんぢの宮の

きよき處のめぐみにて飽ことをえん 5

われらが救のかみよ地と海とのもろも

ろの極なるきはめて遠ものの恃とする

なんぢは公義によりて畏るべきことを

もて我儕にこたへたまはん 6かみは大

能をおびその權力によりてもろもろの

山をかたくたたしめ 7海のひびき狂瀾

のひびきもろもろの民のかしがましき

を鎮めたまへり 8されば極遠にすめる

人々もなんぢのくさぐさの豫兆をみて

おそるなんぢ朝夕のいづる處をよろこ

び謳はしめたまふ 9なんぢ地にのぞみ

て漑そぎおほいに之をゆたかにしたま

へり神のかはに水みちたりなんぢ如

此そなへをなして穀物をかれらにあた

へたまへり 10なんぢ畎をおほいにう

るほし畝をたひらにし白雨にてこれを

やはらかにしその萌芽るを祝し 11ま

た恩恵をもて年の冕弁としたまへりな

んぢの途には膏したたれり 12その恩

滴は野の牧場をうるほし小山はみな歎

びにかこまる 13牧場はみな羊のむれ

を衣もろもろの谷は穀物におほはれた

りかれらは皆よろこびてよばはりまた

謳ふ

66伶長にうたはしめたる讃美なり歌
なり全地よ神にむかひて歓びよば

はれ 2その名の榮光をうたへその頌美

をさかえしめよ 3かみに告まつれ汝の

もろもろの功用はおそるべきかな大な

る力によりてなんぢの仇はなんぢに畏

れしたがひ 4全地はなんぢを拝みてう

たひ名をほめうたはんと (セラ) 5來り

て神のみわざをみよ人の子輩にむかひ

て作たまふことはおそるべきかな 6神

はうみをかへて乾ける地となしたまへ

りひとびと歩行にて河をわたりきそ

の處にてわれらは神をよろこべり 7神

はその大能をもてとこしへに統治めそ

の目は諸國をみたまふそむく者みづか

らを崇むべからず (セラ) 8もろもろの

民よわれらの神をほめまつれ神をほめ

たたふる聲をきこえしめよ 9神はわれ

らの霊魂をながらへしめわれらの足の

うごかさるることをゆるしたまはず 10

神よなんぢはわれらを試みて白銀をね

るごとくにわれらを錬たまひたればな

り 11汝われらを網にひきいれわれら

の腰におもき荷をおき 12人々をわれ

らの首のうへに騎こえしめたまひきわ

れらは火のなか水のなかをすぎゆけり

されど汝その中よりわれらをひきいた

し豊盛なる處にいたらしめたまへり 14

われ燔祭をもてなんぢの家にゆかん迫

りくるしみたるときにわが口唇のいひ

いでわが口ののべし誓をなんぢに償は

ん 15われ肥たるものを燔祭とし牡羊

を馨香として汝にささげ牡牛と牡山羊

とをそなへまつらん (セラ) 16神をお

そるる人よみな來りてきけわれ神の

わがたましひのために作たまへること

をのべん 17われわが口をもて神によ

ばはりまた舌をもてあがむ 18然るに

わが心にしれる不義あらば主はわれに

ききたまふまじ 19されどまことに神

はききたまへり聖意をわがいのりの聲

にとめたまへり 20神はほむべきかな

わが祈をしりぞけずその憐憫をわれよ

りとりのぞきたまはざりき

67琴にあはせて伶長にうたはしめた
る歌なり讃美なりねがはくは神

われらをあはれみわれらをさきはひて
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その聖顔をわれらのうへに照したまは

んことを (セラ) 2此はなんぢの途のあ

まねく地にしられなんぢの救のもろも

ろの國のうちに知れんがためなり 3か

みよ庶民はなんぢに感謝しもろもろの

民はみな汝をほめたたへん 4もろもろ

の國はたのしみ又よろこびうたふべし

なんぢ直をもて庶民をさばき地のうへ

なる萬の國ををさめたまべければなり

(セラ) 5神よたみらはなんぢに感謝し

もろもろの民はみな汝をほめたたへん

6地は産物をいだせり神わが神はわれ

らを福ひたまはん 7神われらをさきは

ひたまふべしかくて地のもろもろの極

ことごとく神をおそれん

68伶長にうたはしめたるダビデのう
たなり讃美なりねがはくは神お

きたまへその仇はことごとくちり神

をにくむものは前よりにげさらんこと

を 2烟のおひやらるるごとくかれらを

駆逐たまへ惡きものは火のまへに蝋の

とくるごとく神のみまへにてほろぶべ

し 3されど義きものには歓喜ありかれ

ら神の前にてよろこびをどらん實にた

のしみて喜ぱん 4神のみまへにうたへ

その名をほめたたへよ乗て野をすぐる

者のために大道をきづけかれの名をヤ

ハとよぶその前によろこびをどれ 5き

よき住居にまします神はみなしごの父

やもめの審士なり 6神はよるべなきも

のを家族の中にをらしめ囚人をとき福

祉にみちびきたまふされど悖逆者はう

るほひなき地にすめり 7神よなんぢは

民にさきだちいでて野をすすみゆきた

まひき (セラ) 8そのとき地ふるひ天か

みのみまへに漏るシナイの山すら神イ

スラエルの神の前にふるひうごけり 9

神よなんぢの嗣業の地のつかれおとろ

へたるとき豊かなる雨をふらせて之を

かたくしたまへり 10襄になんぢの公

會はその中にとどまれり神よなんぢは

恵をもて貧きもののために預備をなし

たまひき 11主みことばを賜ふその佳

音をのぶる婦女はおほくして群をなせ

り 12もろもろの軍旅の王たちはにげ

さる逃去りたれば家なる婦女はその掠

物をわかつ 13なんぢら羊の牢のうち

にふすときは鴿のつばさの白銀におほ

はれその毛の黄金におほはるるがごと

し 14全能者かしこにて列王をちらし

給へるときはサルモンの山に雪ふりた

るがごとくなりき 15バシャンのやま

は神の山なりバシャンのやまは峰かさ

なれる山なり 16峰かさなれるもろも

ろの山よなんぢら何なれば神の住所に

えらびたまへる山をねたみ見るや然れ

ヱホバは永遠にこの山にすみたまはん

17神の戦車はよろづに萬をかさね千に

ちぢをくはふ主その中にいませり聖

所にいますがごとくシナイの山にいま

ししがごとし 18なんぢ高處にのぼり

虜者をとりこにしてひきゐ礼物を人の

なかよりも叛逆者のなかよりも受たま

へりヤハの神ここに住たまはんが爲な

り 19日々にわれらの荷をおひたまふ

主われらのすくひの神はほむべきかな

(セラ) 20神はしばしばわれらを助け

たまへる神なり死よりのがれうるは主

ヱホバに由る 21神はその仇のかうべ

を撃やぶりたまはん愆のなかにとどま

るものの髪おほき顱頂をうちやぶりた

まはん 22主いへらく我バシャンより

かれらを携へかへり海のふかき所より

たづさへ歸らん 23斯てなんぢの足を

そのあたの血にひたし之をなんぢの犬

の舌になめしめん 24神よすべての人
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はなんぢの進行きたまふをみたりわが

神わが王の聖所にすすみゆきたまふを

見たり 25鼗うつ童女のなかにありて

謳ふものは前にゆき琴ひくものは後に

したがへり 26なんぢらすべての會に

て神をほめよイスラエルのみなもとよ

り出るなんぢらよ主をほめまつれ 27

彼處にかれらを統るとしわかきベニヤ

ミンありユダの諸侯とその群衆とあり

またゼブルンのきみたちナフタリの諸

侯あり 28なんぢの神はなんぢの力を

たてたまへり神よなんぢ我儕のために

なしたまひし事をかたくしたまヘ 29

ヱルサレムなるなんぢの宮のために列

王なんぢに礼物をささげん 30ねがは

くは葦間の獣むらがれる牯犢のごとき

もろもろの民をいましめてかれらに白

銀をたづさへきたりみづから服ことを

爲しめたまへ神はたたかひを好むもろ

もろの民をちらしたまへり 31諸侯は

エジプトよりきたりエテオピアはあわ

ただしく神にむかひて手をのべん 32

地のもろもろのくによ神のまへにうた

へ主をほめうたヘ (セラ) 33上古より

の天の天にのりたま者にむかひてうた

へみよ主はみこゑを発したまふ勢力あ

る聲をいだしたまふ 34なんぢらちか

らを神に歸せよその稜威はイスラエル

の上にとどまりその大能は雲のなかに

あり 35神のおそるべき状はきよき所

よりあらはるイスラエルの神はその民

にちからと勢カとをあたへたまふ神は

ほむべきかな

69百合花にあはせて伶長にうたはし
めたるダビデのうた神よねがはく

は我をすくひたまへ大水ながれきたり

て我がたましひにまでおよべり 2われ

立止なきふかき泥の中にしづめりわれ

深水におちいるおほみづわが上をあふ

れすぐ 3われ歎息によりてつかれたり

わが喉はかわきわが目はわが神をまち

わびておとろへぬ 4故なくしてわれを

にくむ者わがかしらの髪よりもおほく

謂なくしてわが仇となり我をほろぼさ

んとするものの勢力つよしわれ掠めざ

りしものをも價はせらる 5神よなんぢ

はわが愚なるをしりたまふわがもろも

ろの罪はなんぢにかくれざるなり 6萬

軍のヱホバ主よねがはくは汝をまちの

ぞむ者をわが故によりて辱かしめらる

ることなからしめたまヘイスラエルの

神よねがはくはなんぢを求むる者をわ

が故によりて恥をおはしめらるること

なからしめたまへ 7我はなんぢのため

に謗をおひ恥はわが面をおほひたれば

なり 8われわが兄弟には旅人のごとく

わが母の子には外人のごとくなれり 9

そはなんぢの家をおもふ熱心われをく

らひ汝をそしるものの謗われにおよべ

り 10われ涙をながして食をたちわが

霊魂をなげかすれば反てこれによりて

謗をうく 11われ麁布をころもとなし

しにかれらが諺語となりぬ 12門にす

わる者はわがうへをかたるわれは酔狂

たるものに謳ひはやされたり 13然は

あれどヱホバよわれは恵のときに汝に

いのるねがはくは神よなんぢの憐憫の

おほきによりて汝のすくひの眞實をも

て我にこたへたまへ 14ねがはくは泥

のなかより我をたすけいだして沈まざ

らしめたまへ我をにくむものより深水

よりたすけいだしたまへ 15大水われ

を淹ふことなく淵われをのむことなく

坑その口をわがうへに閉ることなから

しめたまヘ 16ヱホバよねがはくは我

にこたへたまへなんぢの仁慈うるはし
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ければなりなんぢの憐憫はおほしわれ

に歸りきたりたまへ 17面をなんぢの

僕にかくしたまふなかれわれ迫りくる

しめりねがはくは速かに我にこたへた

まへ 18わがたましひに近くよりて之

をあがなひわが仇のゆゑに我をすくひ

たまへ 19汝はわがうくる謗とはぢと

侮辱とをしりたまへりわが敵はみな汝

のみまへにあり 20譭謗わが心をくだ

きぬれば我いたくわづらへり 21われ

憐憫をあたふる者をまちたれど一人だ

になく慰むるものを俟たれど一人をも

みざりきかれら苦草をわがくひものに

あたへわが渇けるときに醋をのませた

り 22ねがはくは彼等のまへなる筳は

網となりそのたのむ安逸はつひに羂と

なれ 23その目をくらくして見しめず

その腰をつねにふるはしめたまへ 24

願くはなんぢの忿恚をかれらのうへに

そそぎ汝のいかりの猛烈をかれらに追

及せたまへ 25かれらの屋をむなしく

せよその幕屋に人をすまはするなかれ

26かれらはなんぢが撃たまひたる者を

せめなんぢが傷けたまひたるものの痛

をかたりふるればなり 27ねがはくは

れらの不義に不義をくはへてなんぢの

義にあづからせ給ふなかれ 28かれら

を生命の册よりけして義きものととも

に記さるることなからしめたまへ 29

斯てわれはくるしみ且うれひあり神よ

ねがはくはなんぢの救われを高處にお

かんことを 30われ歌をもて神の名を

ほめたたへ感謝をもて神をあがめまつ

らん 31此はをうしまたは角と蹄とあ

る力つよき牡牛にまさりてヱホバよろ

こびたまはん 32謙遜者はこれを見て

よろこべり神をしたふ者よなんぢらの

心はいくべし 33ヱホバは乏しきもの

の聲をききその俘囚をかろしめたまは

ざればなり 34天地はヱホバをほめ蒼

海とその中にうごくあらゆるものとは

ヱホバを讃まつるべし 35神はシオン

をすくひユダのもろもろの邑を建たま

ふべけれぱなりかれらは其處にすみ且

これをおのが有とせん 36その僕のす

ゑも亦これを嗣その名をいつくしむ者

その中にすまん

70伶長にうたはしめたるダビデが記
念のうた神よねがはくは我をすく

ひたまヘヱホバよ速きたりて我をたす

けたまへ 2わが霊魂をたづぬるものの

恥あわてんことをわが害はるるをよろ

こぶものの後にしりぞきて恥をおはん

ことを 3ああ視よや視よやといふもの

のおのが恥によりて後にしりぞかんこ

とを 4すべて汝をたづねもとむる者の

なんぢによりて樂みよろこばんことを

なんぢの救をしたふもののつねに神は

大なるかなととなへんことを 5われは

苦しみ且ともし神よいそぎて我にきた

りたまへ汝はわが助われを救ふものな

りヱホバよねがはくは猶豫たまふなか

れ

71ヱホバよ我なんぢに依頼むねがは
くは何の日までも恥うくることな

からしめ給へ 2なんぢの義をもて我を

たすけ我をまぬかれしめたまへなんぢ

の耳をわれに傾けて我をすくひたまへ

3ねがはくは汝わがすまひの磐となり

たまへわれ恒にそのところに往ことを

得んなんぢ我をすくはんとて勅命をい

だしたまへりそは汝はわが磐わが城な

り 4わが神よあしきものの手より不義

残忍なる人のてより我をまぬかれしめ

たまへ 5主ヱホバよなんぢはわが望な

りわが幼少よりの恃なり 6われ胎をは
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なるるより汝にまもられ母の腹にあり

しときより汝にめぐまれたり我つねに

汝をほめたたへん 7我おほくの人にあ

やしまるるごとき者となれり然どなん

ぢはわが堅固なる避所なり 8なんぢの

頌辭となんぢの頌美とは終日わが口に

みちん 9わが年老ぬるとき我をすてた

まふなかれわが力おとろふるとき我を

はなれたまなかれ 10わが仇はわがこ

とを論らひわが霊魂をうかがふ者はた

がひに議ていふ 11神かれを離れたり

彼をたすくる者なしかれを追てとらへ

よと 12神よわれに遠ざかりたまふな

かれわが神よとく來りて我をたすけた

まへ 13わがたましひの敵ははぢ且お

とろへ我をそこなはんとするものは謗

と辱とにおほはれよ 14されど我はた

えず望をいだきていやますます汝をほ

めたたへん 15わが口はひねらす汝の

義となんぢの救とをかたらんわれその

數をしらざればなり 16われは主ヱホ

バの大能の事跡をたづさへゆかんわれ

は只なんぢの義のみをかたらん 17神

よなんぢわれを幼少より教へたまへり

われ今にいたるまで汝のくすしき事跡

をのべつたへたり 18神よねがはくは

われ老て頭髪しろくなるとも我がなん

ぢの力を次代にのべつたへなんぢの大

能を世にうまれいづる凡のものに宜傅

ふるまで我をはなれ給ふなかれ 19神

よなんぢの義もまた甚たかしなんぢは

大なることをなしたまへり神よたれか

汝にひとしき者あらんや 20汝われら

を多のおもき苦難にあはせたまへりな

んぢ再びわれらを活しわれらを地の深

所よりあげたまはん 21ねがはくは我

をいよいよ大ならしめ歸りきたりて我

をなぐさめ給へ 22わが神よさらばわ

れ筝をもて汝をほめなんぢの眞實をほ

めたたへんイスラエルの聖者よわれ琴

をもてなんぢを讃うたはん 23われ聖

前にうたときわが口唇よろこびなんぢ

の贖ひたまへるわが霊魂おほいに喜ば

ん 24わが舌もまた終日なんぢの義を

かたらんわれを害はんとするもの愧惶

つればなり

72ソロモンのうた神よねがはくは汝
のもろもろの審判を王にあたへな

んぢの義をわうの子にあたへたまへ 2

かれは義をもてなんぢの民をさばき公

平をもて苦しむものを鞫かん 3義によ

りて山と岡とは民に平康をあたふべし

4かれは民のくるしむ者のために審判

をなし乏しきものの子輩をすくひ虐ぐ

るものを壊きたまはん 5かれらは日と

月とのあらんかぎり世々おしなべて汝

をおそるべし 6かれは苅とれる牧にふ

る雨のごとく地をうるほす白雨のごと

くのぞまん 7かれの世にただしき者は

さかえ平和は月のうするまで豊かなら

ん 8またその政治は海より海にいたり

河より地のはてにおよぶべし 9野にを

る者はそのまへに屈みそり仇は塵をな

めん 10タルシシおよび島々の王たち

は貢ををさめ之シバとセバの王たちは

礼物をささげん 11もろもろの王はそ

のまへに俯伏しもろもろの國はかれに

つかへん 12かれは乏しき者をその叫

ぶときにすくひ助けなき苦しむ者をた

すけ 13弱きものと乏しき者とをあは

れみ乏しきものの霊魂をすくひ 14か

れらのたましひを暴虐と強暴とよりあ

がなひたまふその血はみまへに貴かる

べし 15かれらは有ふべし人はシバの

黄金をささげてかれのために恒にいの

り終日かれをいははん 16國のうち五
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穀ゆたかにしてその實はレバノンのご

とく山のいただきにそよぎ邑の人々は

地の草のごとく榮ゆべし 17かれの名

はつねにたえずかれの名は日の久しき

ごとくに絶ることなし人はかれにより

て福祉をえんもろもろの國はかれをさ

いはひなる者ととなへん 18ただイス

ラエルの神のみ奇しき事跡をなしたま

へり神ヱホバはほむべきかな 19その

榮光の名はよよにほむべきかな全地は

その榮光にて満べしアーメンアーメン

20ヱッサイの子ダビデの祈はをはりぬ

73アサフのうた神はイスラエルにむ
かひ心のきよきものに對ひてまこ

とに恵あり 2然はあれどわれはわが足

つまづくばかりわが歩すべるばかりに

てありき 3こはわれ惡きものの榮ゆる

を見てその誇れる者をねたみしによる

4かれらは死るに苦しみなくそのちか

らは反てかたし 5かれらは人のごとく

憂にをらず人のごとく患難にあふこと

なし 6このゆゑに倣慢は妝飾のごとく

その頚をめぐり強暴はころものごとく

彼等をおほへり 7かれら肥ふとりてそ

の目とびいで心の欲にまさりて物をう

るなり 8また嘲笑をなし惡をもて暴虐

のことばをいだし高ぶりてものいふ 9

その口を天におきその舌を地にあまね

く往しむ 10このゆゑにかれの民はこ

こにかへり水のみちたる杯をしぼりい

だして 11いへらく神いかで知たまは

んや至上者に知識あらんやと 12観よ

かれらは惡きものなるに常にやすらか

にしてその富ましくははれり 13誠に

我はいたづらに心をきよめ罪ををかさ

ずして手をあらひたり 14そはわれ終

日なやみにあひ朝ごとに責をうけしな

り 15われもし斯ることを述んといひ

しならば我なんぢが子輩の代をあやま

らせしならん 16われこれらの道理を

しらんとして思ひめぐらししにわが眼

いたく痛たり 17われ神の聖所にゆき

てかれらの結局をふかく思へるまでは

然りき 18誠になんぢはかれらを滑か

なるところにおきかれらを滅亡におと

しいれ給ふ 19かれらは瞬間にやぶれ

たるかな彼等は恐怖をもてことごとく

滅びたり 20主よなんぢ目をさまして

かれらが像をかろしめたまはんときは

夢みし人の目さめたるがごとし 21わ

が心はうれへわが腎はさされたり 22

われおろかにして知覺なし聖前にあり

て獣にひとしかりき 23されど我つね

になんぢとともにあり汝わが右手をた

もちたまへり 24なんぢその訓諭をも

て我をみちびき後またわれをうけて榮

光のうちに入たまはん 25汝のほかに

我たれをか天にもたん地にはなんぢの

他にわが慕ふものなし 26わが身とわ

が心とはおとろふされど神はわがここ

ろの磐わがとこしへの嗣業なり 27観

よなんぢに遠きものは滅びん汝をはな

れて姦淫をおこなふ者はみななんぢ之

をほろぼしたまひたり 28神にちかづ

き奉るは我によきことなりわれは主ヱ

ホバを避所としてそのもろもろの事跡

をのべつたへん

74アサフの教訓のうた神よいかなれ
ば汝われらをかぎりなく棄たまひ

しや奈何ばなんぢの草苑の羊にみかい

かりの煙あがれるや 2ねがはくは往昔

なんぢが買求めたまへる公會ゆづりの

支派となさんとて贖ひたまへるものを

思ひいでたまへ又なんぢが住たまふシ

オンの山をおもひいで給へ 3とこしへ

の滅亡の跡にみあしを向たまへ仇は聖
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所にてもろもろの惡きわざをおこなへ

り 4なんぢの敵はなんぢの集のなかに

吼たけびおのが旗をたてて誌とせり 5

かれらは林のしげみにて斧をあぐる人

の状にみゆ 6いま鉞と鎚とをもて聖所

のなかなる彫刻めるものをことごとく

毀ちおとせり 7かれらはなんぢの聖所

に火をかけ名の居所をけがして地にお

としたり 8かれら心のうちにいふわれ

らことごとく之をこぼちあらさんとか

くて國内なる神のもろもろの會堂をや

きつくせり 9われらの誌はみえず預言

者も今はなし斯ていくその時をかふべ

きわれらのうちに知るものなし 10神

よ敵はいくその時をふるまでそしるや

仇はなんぢの名をとこしへに汚すなら

んか 11いかなれば汝その手みぎの手

をひきたまふやねがはくは手をふとこ

ろよりいだしてかれらを滅したまへ 12

神はいにしへよりわが王なりすくひを

世の中におこなひたまへり 13なんぢ

その力をもて海をわかち水のなかなる

龍の首をくだき 14鰐のかうべをうち

くだき野にすめる民にあたへて食とな

したまへり 15なんぢは泉と水流とを

ひらき又もろもろの大河をからしたま

へり 16晝はなんぢのもの夜も又汝の

ものなりなんぢは光と日とをそなへ

17あまねく地のもろもろの界をたて夏

と冬とをつくりたまへり 18エホバよ

仇はなんぢをそしり愚なる民はなんぢ

の名をけがせりこの事をおもひいでた

まへ 19願くはなんぢの鴿のたましひ

を野のあらき獣にわたしたまふなかれ

苦しむものに命をとこしへに忘れたま

ふなかれ 20契約をかへりみたまへ地

のくらきところは強暴の宅にて充たれ

ばなり 21ねがはくは虐げらるるもの

を慚退かしめ給ふなかれ惱るものと苦

しむものとに聖名をほめたたへしめた

まへ 22神よおきてなんぢの訟をあげ

つらひ愚かなるものの終日なんぢを謗

れるをみこころに記たまへ 23なんぢ

の敵の聲をわすれたまふなかれ汝にさ

からひて起りたつ者のかしがましき聲

はたえずあがれり

75「滅すなかれ」といふ調にあはせ
て伶長にうたはしめたるアサフの

歌なり讃美なり神よわれら汝にかんし

やすわれら感謝すなんぢの名はちかく

坐せばなりもろもろの人はなんぢの奇

しき事跡をかたりあへり 2定りたる時

いたらば我なほき審判をなさん 3地と

すべての之にすむものと消去しとき我

そのもろもろの柱をたてたり (セラ) 4

われ誇れるものに誇りかにおこなふな

かれといひ惡きものに角をあぐるなか

れといへり 5なんぢらの角をたかく挙

るなかれ頚をかたくして高りいふなか

れ 6挙ることは東よりにあらず西より

にあらずまた南よりにもあらざるなり

7ただ神のみ審士にましませば此をさ

げ彼をあげたまふ 8ヱホバの手にさか

づきありて酒あわだてりその中にもの

まじりてみつ神これをそそぎいだせり

誠にその滓は地のすべてのあしき者し

ぼりて飮むべし 9されど我はヤコブの

神をのべつたへんとこしへに讃うたは

ん 10われ惡きもののすべての角をき

りはなたん義きものの角はあげらるべ

し

76琴にあはせて伶長にうたはしめた
るアサフの歌なり讃美なり神はユ

ダにしられたまへりその名はイスラエ

ルに大なり 2またサレムの中にその幕

屋ありその居所はシオンにあり 3彼所
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にてかれは弓の火矢ををり盾と劍と戦

陣とをやぶりたまひき (セラ) 4なんぢ

榮光あり掠めうばふ山よりもたふとし

5心のつよきものは掠めらるかれらは

睡にしづみ勇ましきものは皆その手を

見うしなへり 6ヤコブの神よなんぢの

叱咤によりて戦車と馬とともに深睡に

つけり 7神よなんぢこそ懼るべきもの

なれ一たび怒りたまふときは誰かみま

へに立えんや 9なんぢ天より宣告をの

りたまへり地のへりくだる者をみなす

くはんとて神のさばきに立たまへると

き地はおそれて黙したり (セラ) 10實

に人のいかりは汝をほむべし怒のあま

りは汝おのれの帯としたまはん 11な

んぢの神ヱホバにちかひをたてて償へ

そのまはりなるすべての者はおそるべ

きエホバに礼物をささぐべし 12ヱホ

バはもろもろの諸侯のたましひを絶た

まはんヱホバは地の王たちのおそるべ

き者なり

77エドトンの體にしたがひて伶長に
うたはしめたるアサフのうた我わ

がこゑをあげて神によばはんわれ聲を

神にあげなばその耳をわれにかたぶけ

たまはん 2わがなやみの日にわれ主を

たづねまつれり夜わが手をのべてゆる

むることなかりきわがたましひは慰め

らるるをいなみたり 3われ神をおもひ

いでて打なやむわれ思ひなげきてわが

霊魂おとろへぬ (セラ) 4なんぢはわが

眼をささへて閉がしめたまはず我はも

のいふこと能はぬほどに惱みたり 5わ

れむかしの日いにしへの年をおもへり

6われ夜わが歌をむもひいづ我わが心

にてふかくおもひわが霊魂はねもころ

に尋ねもとむ 7主はとこしへに棄たま

ふや再びめぐみを垂たまはざるや 8そ

の憐憫はのこりなく永遠にさりそのち

かひは世々ながく廃れたるや 9神は恩

をほどこすことを忘れたまふや怒をも

てそのあはれみを絨たまふや (セラ)

10斯るときに我いへらく此はただわが

弱きがゆゑのみいで至上者のみぎの手

のもろもろの年をおもひいでん 11わ

れヤハの作爲をのべとなへんわれ往古

よりありし汝がくすしきみわざを思ひ

いたさん 12また我なんぢのすべての

作爲をおもひいで汝のなしたまへるこ

とを深くおもはん 13紳よなんぢの途

はいときよし神のごとく大なる神はた

れぞや 14なんぢは奇きみわざをなし

たまへる神なりもろもろの民のあひだ

にその大能をしめし 15その臂をもて

ヤコブ、ヨセフの子輩なんぢの民をあ

がなひたまへり (セラ) 16かみよ大水

なんぢを見たりおほみづ汝をみてをの

のき淵もまたふるへり 17雲はみづを

そそぎいだし空はひびきをいだしなん

ぢの矢ははしりいでたり 18なんぢの

雷鳴のこゑは暴風のうちにありき電光

は世をてらし地はふるひうごけり 19

なんぢの太道は海のなかにありなんぢ

の徑はおほみづの中にありなんぢの蹤

跡はたづねがたかりき 20なんぢその

民をモーセとアロンとの手によりて羊

の群のごとくみちびきたまへり

78アサフの教訓のうたわが民よわが
教訓をきき、わが口のことばにな

んぢらの耳をかたぶけよ 2われ口をひ

らきて譬喩をまうけいにしへの玄幽な

る語をかたりいでん 3是われらが曩に

ききしところ知しところ又われらが列

祖のかたりつたへし所なり 4われら之

をその子孫にかくさずヱホバのもろも

ろの頌美と能力とそのなしたまへる奇
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しき事跡とをきたらんとする世につげ

ん 5そはヱホバ證詞をヤコブのうちに

たて律法をイスラエルのうちに定めて

その子孫にしらすべきことをわれらの

列祖におほせたまひたればなり 6これ

來らんとする代のちに生るる子孫がこ

れを知みづから起りてそのまた子孫に

つたへ 7かれらをして神によりたのみ

神のみわざを忘れずその誡命をまもら

しめん爲なり 8またその列祖のごとく

頑固にしてそむくものの類となりその

こころ修まらずそのたましひ神に忠な

らざる類とならざらん爲なり 9エフラ

イムのこらは武具ととのへ弓をたづさ

へしに戦ひの日にうしろをそむけたり

10かれら神のちかひをまもらず そのお

きてを履ことをいなみ 11ヱホバのな

したまへることとかれらに示したまへ

る奇しき事跡とをわすれたり 12神は

エジプトの國にてゾアンの野にて妙な

る事をかれらの列祖のまへになしたま

へり 13すなはち海をさきてかれらを

過ぎしめ水をつみて堆かくしたまへり

14ひるは雲をもてかれらをみちびき夜

はよもすがら火の光をもてこれを導き

たまへり 15神はあれのにて磐をさき

大なる淵より汲がごとくにかれらに飮

しめ 16また磐より流をひきて河のご

とくに水をながれしめたまへり 17然

るにかれら尚たえまなく罪ををかして

神にさからひ荒野にて至上者にそむき

18またおのが慾のために食をもとめて

その心のうちに神をこころみたり 19

然のみならずかれらは神にさからひて

いへり神は荒野にて筵をまうけたまふ

を得んや 20みよ神いはを撃たまへば

水ほどばしりいで流あぶれたり糧をも

あたへたまふを得んや神はその民のた

めに肉をそなへたまはんやと 21この

故にヱホバこれを聞ていきどほりたま

ひき火はヤコブにむかひてもえあがり

怒はイスラエルにむかひて立騰れり 22

こはかれら神を信ぜずその救にたのま

ざりし故なり 23されどなほ神はうへ

なる雲に命じて天の戸をひらき 25人

みな勇士の糧をくらへり神はかれらに

食物をおくりて飽足らしめたまふ 26

神は天に東風をふかせ大能もて南の風

をみちびきたまへり 27神はかれらの

うへに塵のごとく肉をふらせ海の沙の

ごとく翼ある鳥をふらせて 28その營

のなかその住所のまはりに落したまへ

り 29斯てかれらは食ひて飽たりぬ神

はこれにその欲みしものを與へたまへ

り 30かれらが未だその慾をはなれず

食物のなほ口のうちにあるほどに 31

神のいかり既かれらに對ひてたちのぼ

り彼等のうちにて最もこえたる者をこ

ろしイスラエルのわかき男をうちたふ

したまへり 32これらの事ありしかど

彼等はなほ罪ををかしてその奇しきみ

わざを信ぜざりしかば 33神はかれら

の日を空しくすぐさせその年をおそれ

つつ過させたまへり 34彼等のうへに

マナをふらせて食はしめ天の穀物をあ

たへたまへり神かれらを殺したまへる

時かれら神をたづね歸りきたりて懇ろ

に神をもとめたり 35かくて神はおの

れの磐いとたかき神はおのれの贖主な

ることをおもひいでたり 36然はあれ

ど彼等はただその口をもて神にへつら

ひその舌をもて神にいつはりをいひた

りしのみ 37そはかれらのこころは神

にむかひて堅からずその契約をまもる

に忠信ならざりき 38されど神はあは

れみに充たまへばかれらの不義をゆる
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して亡したまはず屡ばそのみいかりを

轉してことごとくは忿恚をふりおこし

給はざりき 39又かれがただ肉にして

過去ばふたたび歸りこぬ風なるをおも

ひいで給へり 40かれらは野にて神に

そむき荒野にて神をうれへしめしこと

幾次ぞや 41かれらかへすがへす神を

こころみイスラエルの聖者をはづかし

めたり 42かれらは神の手をも敵より

贖ひたまひし日をもおもひいでざりき

43神はそのもろもろの豫兆をエジプト

にあらはしその奇しき事をゾアンの野

にあらはし 44かれらの河を血にかは

らせてその流を飮あたはざらしめ 45

また蝿の群をおくりてかれらをくはし

め蛙をおくりてかれらを亡させたまへ

り 46神はかれらの田産を蟊賊にわた

しかれらの勤労を蝗にあたへたまへり

47神は雹をもてかれらの葡萄の樹をか

らし霜をもてかれらの桑の樹をからし

48その家畜をへうにわたしその群をも

ゆる閃電にわたし 49かれらの上には

げしき怒といきどほりと怨恨となやみ

と禍害のつかひの群とをなげいだし給

へり 50神はその怒をもらす道をまう

けかれらのたましひを死よりまぬかれ

しめずそのいのちを疫病にわたし 51

エジプトにてすべての初子をうちハム

の幕屋にてかれらの力の始をうちたま

へり 52されどおのれの民を羊のごと

くに引いだしかれらを曠野にてけだも

のの群のごとくにみちびき 53かれら

をともなひておそれなく安けからしめ

給へりされど海はかれらの仇をおほへ

り 54神はその聖所のさかひその右の

手にて購たまへるこの山に彼らを携へ

たまへり 55又かれらの前にてもろも

ろの國人をおもひいだし準縄をもちゐ

その地をわかちて嗣業となしイスラエ

ルの族をかれらの幕屋にすまはせたま

へり 56然はあれど彼等はいとたかき

神をこころみ之にそむきてそのもろも

ろの證詞をまもらず 57叛きしりぞき

てその列祖の如く眞實をうしなひくる

へる弓のごとくひるがへりて逸ゆけり

58高處をまうけて神のいきどほりをひ

き刻める像にて神の嫉妬をおこしたり

59神ききたまひて甚だしくいかり大に

イスラエルを憎みたまひしかば 60人

々の間におきたまひし幕屋なるシロの

あげばりを棄さり 61その力をとりこ

とならしめその榮光を敵の手にわたし

62その民を劍にあたへ その嗣業にむか

ひて甚だしく怒りたまへり 63火はか

れらのわかき男をやきつくしかれらの

處女はその婚姻の歌によりて譽らるる

ことなく 64かれらの祭司はつるぎに

て仆れかれらの寡婦は喪のなげきだに

せざりき 65斯るときに主はねぶりし

者のさめしごとく勇士の洒によりてさ

けぶがごとく目さめたまひて 66その

敵をうちしりぞけとこしへの辱をかれ

らに負せたまへり 67またヨセフの幕

屋をいなみエフライムの族をえらばず

68ユダの族そのいつくしみたまふシオ

ンの山をえらびたまへり 69その聖所

を山のごとく永遠にさだめたまへる地

のごとくに立たまへり 70またその僕

ダビデをえらびて羊の牢のなかよりと

り 71乳をあたふる牝羊にしたがひゆ

く勤のうちより携へきたりてその民ヤ

コブその嗣業イスラエルを牧はせたま

へり 72斯てダビデはそのこころの完

全にしたがひてかれらを牧ひその手の

たくみをもて之をみちびけり
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79アサフのうたああ神よもろもろの
異邦人はなんぢの嗣業の地ををか

しなんぢの聖宮をけがしヱルサレムを

こぼちて礫堆となし 2なんぢの僕のし

かばねをそらの鳥に與へて餌となしな

んぢの聖徒の肉を地のけものにあたへ

3その血をヱルサレムのめぐりに水の

ごとく流したりされど之をはうむる人

なし 4われらは隣人にそしられ四周の

ひとびとに侮られ嘲けらるるものとな

れり 5ヱホバよ斯て幾何時をへたまふ

や汝とこしへに怒たまふやなんぢの

ねたみは火のごとく燃るか 6願くはな

んぢを識ざることくにびと聖名をよば

ざるもろもろの國のうへに烈怒をそそ

ぎたまへ 7かれらはヤコブを呑その住

處をあらしたればなり 8われらにむか

ひて先祖のよこしまなるわざを記念し

たまふなかれ願くはなんぢの憐憫をも

て速かにわれらを迎へたまへわれらは

貶されて甚だしく卑くなりたればなり

9われらのすくひの神よ名のえいくわ

うのために我儕をたすけ名のためにわ

れらを救ひわれらの罪をのぞきたまへ

10いかなれば異邦人はいふ かれらの神

はいづくにありやと願くはなんぢの僕

等がながされし血の報をわれらの目前

になして異邦人にしらしめたまへ 11

ねがはくは汝のみまへにとらはれびと

の嘆息のとどかんことをなんぢの大な

る能力により死にさだめられし者をま

もりて存へしめたまへ 12主よわれら

の隣人のなんぢをそしりたる謗を七倍

ましてその懐にむくいかへしたまへ 13

然ばわれらなんぢの民なんぢの草苑の

ひつじは永遠になんぢに感謝しその頌

辭を世々あらはさん

80證詞の百合花といへる調にあはせ
て伶長にうたはしめたるアサフの

歌イスラエルの牧者よひつじの群のご

とくヨセフを導きたまものよ耳をかた

ぶけたまヘケルビムのうへに坐したま

ふものよ光をはなちたまヘ 2エフライ

ム、ベニヤミン、マナセの前になんぢ

の力をふりおこし來りてわれらを救ひ

たまへ 3神よふたたびわれらを復しな

んぢの聖顔のひかりをてらしたまへ然

ばわれら救をえん 4ばんぐんの神ヱホ

バよなんぢその民の祈にむかひて何の

ときまで怒りたまふや 5汝かれらにな

みだの糧をくらはせ涙を量器にみちみ

つるほどあたへて飮しめ給へり 6汝わ

れらを隣人のあひあらそふ種料となし

たまふわれらの仇はたがひにあざわら

へり 7萬軍の神よふたたびわれらを復

したまへ汝のみかほの光をてらしたま

へさらばわれら救をえん 8なんぢ葡萄

の樹をエジプトより携へいだしもろも

ろの國人をむひしりぞけて之をうゑた

まへり 9汝そのまへに地をまうけたま

ひしかば深く根して國にはびこれり 10

その影はもろもろの山をおほひそのえ

だは神の香柏のごとくにてありき 11

その樹はえだを海にまでのべその若枝

を河にまでのべたり 12汝いかなれば

その垣をくづして路ゆくすべての人に

嫡取ら亡たまふやまや 13はやしの猪

はこれをあらし野のあらき獣はこれを

くらふ 14ああ萬軍の神よねがはくは

歸りたまへ天より俯視てこの葡萄の樹

をかへりみ 15なんぢが右の手にてう

ゑたまへるもの自己のために強くなし

たまへる枝をまもりたまへ 16その樹

は火にて焼れまた斫たふさるかれらは

聖顔のいかりにて亡ぶ 17ねがはくは
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なんぢの手をその右の手の人のうへに

おき自己のためにつよくなしたまへる

人の子のうへにおきたまへ 18さらば

われら汝をしりぞき離るることなから

ん願くはわれらを活したまへわれら

名をよばん 19ああ萬軍の神ヱホバよ

ふたたび我儕をかへしたまへなんぢの

聖顔のひかりを照したまへ然ばわれら

救をえん

81ギテトの琴にあはせて伶長にうた
はしめたるアサフのうたわれらの

力なる神にむかひて高らかにうたひヤ

コブの神にむかひてよろこびの聲をあ

げよ 2歌をうたひ鼓とよき音のことと

筝とをもちきたれ 3新月と満月とわれ

らの節会の日とにラッパをふきならせ

4これイスラエルの律法ヤコブのかみ

の格なり 5神さきにエジプトを攻たま

ひしときヨセフのなかに之をたてて證

となしたまへり我かしこにて未だしら

ざりし方言をきけり 6われかれの肩よ

り重荷をのぞきかれの手を籃よりまぬ

かれしめたり 7汝光やめるとき呼しか

ば我なんぢをすくへりわれ雷鳴のかく

れたるところにて汝にこたヘメリバの

水のほとりにて汝をこころみたり (セ

ラ) 8わが民よきけ我なんぢに證せん

イスラエルよ汝がわれに從はんことを

もとむ 9汝のうちに他神あるべからず

なんぢ他神ををがむべからず 10われ

はエジプトの國よりなんぢを携へいで

たる汝の神ヱホバなりなんぢの口をひ

ろくあけよわれ物をみたしめん 11さ

れどわが民はわか聲にしたがはずイス

ラエルは我をこのまず 12このゆゑに

我かれらが心のかたくななるにまかせ

彼等がその任意にゆくにまかせたり 13

われはわが民のわれに從ひイスフルの

わが道にあゆまんことを求む 14さら

ば我すみやかにかれらの仇をしたがへ

わが手をかれらの敵にむけん 15斯て

ヱホバをにくみし者もかれらに從ひか

れらの時はとこしへにつづかん 16神

はむぎの最嘉をもてかれらをやしなひ

磐よりいでたる蜜をもて汝をあかしむ

べし

82アテフのうたかみは神のつどひの
中にたちたまふ神はもろもろの神

のなかに審判をなしたまふ 2なんぢら

は正からざる審判をなしあしきものの

身をかたよりみて幾何時をへんとする

や (セラ) 3よわきものと孤児とのため

にさばき苦しむものと乏しきものとの

ために公平をほどこせ 4弱きものと貧

しきものとをすくひ彼等をあしきもの

の手よりたすけいだせ 5かれらは知る

ことなく悟ることなくして暗中をゆき

めぐりぬ地のもろもろの基はうごきた

り 6我いへらくなんぢらは神なりなん

ぢらはみな至上者の子なりと 7然どな

んぢらは人のごとくにもろもろの侯の

なかの一人のごとく仆れん 8神よおき

て全地をさばきたまへ汝もろもろの國

を嗣たまふべければなり

83アサフの歌、さんび神よ、沈黙を
守らないでください。神よ、何も

言わずに、黙っていないでください。

2見よ、あなたの敵は騒ぎたち、あな

たを憎む者は頭をあげました。 3彼ら

はあなたの民にむかって巧みなはかり

ごとをめぐらし、あなたの保護される

者にむかって相ともに計ります。 4彼

らは言います、「さあ、彼らを断ち滅

ぼして国を立てさせず、イスラエルの

名をふたたび思い出させないようにし

よう」。 5彼らは心をひとつにして共
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にはかり、あなたに逆らって契約を結

びます。 6すなわちエドムの天幕に住

む者とイシマエルびと、モアブとハガ

ルびと、 7ゲバルとアンモンとアマレ

ク、ペリシテとツロの住民などです。

8アッスリヤもまた彼らにくみしまし

た。彼らはロトの子孫を助けました。

(セラ) 9あなたがミデアンにされたよ

うに、キション川でシセラとヤビンに

されたように、彼らにしてください。

10彼らはエンドルで滅ぼされ、地のた

めに肥料となりました。 11彼らの貴

人をオレブとゼエブのように、そのす

べての君たちをゼバとザルムンナのよ

うにしてください。 12彼らは言いま

した、「われらは神の牧場を獲て、わ

れらの所有にしよう」と。 13わが神

よ、彼らを巻きあげられるちりのよう

に、風の前のもみがらのようにしてく

ださい。 14林を焼く火のように、山

を燃やす炎のように、 15あなたのは

やてをもって彼らを追い、つむじかぜ

をもって彼らを恐れさせてください。

16彼らの顔に恥を満たしてください。

主よ、そうすれば彼らはあなたの名を

求めるでしょう。 17彼らをとこしえ

に恥じ恐れさせ、あわて惑って滅びう

せさせてください。 18主という名を

おもちになるあなたのみ、全地をしろ

しめすいと高き者であることを彼らに

知らせてください。

84聖歌隊の指揮者によってギテトの
しらべにあわせてうたわせたコラ

の子の歌万軍の主よ、あなたのすまい

はいかに麗しいことでしょう。 2わが

魂は絶えいるばかりに主の大庭を慕い

、わが心とわが身は生ける神にむかっ

て喜び歌います。 3すずめがすみかを

得、つばめがそのひなをいれる巣を得

るように、万軍の主、わが王、わが神

よ、あなたの祭壇のかたわらにわがす

まいを得させてください。 4あなたの

家に住み、常にあなたをほめたたえる

人はさいわいです。 (セラ) 5その力が

あなたにあり、その心がシオンの大路

にある人はさいわいです。 6彼らはバ

カの谷を通っても、そこを泉のある所

とします。また前の雨は池をもってそ

こをおおいます。 7彼らは力から力に

進み、シオンにおいて神々の神にまみ

えるでしょう。 8万軍の神、主よ、わ

が祈をおききください。ヤコブの神よ

、耳を傾けてください。 (セラ) 9神よ

、われらの盾をみそなわし、あなたの

油そそがれた者の顔をかえりみてくだ

さい。 10あなたの大庭にいる一日は

、よそにいる千日にもまさるのです。

わたしは悪の天幕にいるよりは、むし

ろ、わが神の家の門守となることを願

います。 11主なる神は日です、盾で

す。主は恵みと誉とを与え、直く歩む

者に良い物を拒まれることはありませ

ん。 12万軍の主よ、あなたに信頼す

る人はさいわいです。

85聖歌隊の指揮者によってうたわせ
たコラの子の歌主よ、あなたはみ

国にめぐみを示し、ヤコブの繁栄を回

復されました。 2あなたはその民の不

義をゆるし、彼らの罪をことごとくお

おわれました。 (セラ) 3あなたはすべ

ての怒りを捨て、激しい憤りを遠ざけ

られました。 4われらの救の神よ、わ

れらを回復し、われらに対するあなた

の憤りをおやめください。 5あなたは

とこしえにわれらを怒り、よろずよま

で、あなたの怒りを延ばされるのです
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か。 6あなたの民が、あなたによって

喜びを得るため、われらを再び生かさ

れないのですか。 7主よ、あなたのい

つくしみをわれらに示し、あなたの救

をわれらに与えてください。 8わたし

は主なる神の語られることを聞きまし

ょう。主はその民、その聖徒、ならび

にその心を主に向ける者に、平和を語

られるからです。 9まことに、その救

は神を恐れる者に近く、その栄光はわ

れらの国にとどまるでしょう。 10い

つくしみと、まこととは共に会い、義

と平和とは互に口づけし、 11まこと

は地からはえ、義は天から見おろすで

しょう。 12主が良い物を与えられる

ので、われらの国はその産物を出し、

13義は主のみ前に行き、その足跡を道

とするでしょう。

86ダビデの祈主よ、あなたの耳を傾
けて、わたしにお答えください。

わたしは苦しみかつ乏しいからです。

2わたしのいのちをお守りください。

わたしは神を敬う者だからです。あな

たに信頼するあなたのしもべをお救い

ください。あなたはわたしの神です。

3主よ、わたしをあわれんでください

。わたしはひねもすあなたに呼ばわり

ます。 4あなたのしもべの魂を喜ばせ

てください。主よ、わが魂はあなたを

仰ぎ望みます。 5主よ、あなたは恵み

ふかく、寛容であって、あなたに呼ば

わるすべての者にいつくしみを豊かに

施されます。 6主よ、わたしの祈に耳

を傾け、わたしの願いの声をお聞きく

ださい。 7わたしの悩みの日にわたし

はあなたに呼ばわります。あなたはわ

たしに答えられるからです。 8主よ、

もろもろの神のうちにあなたに等しい

者はなく、また、あなたのみわざに等

しいものはありません。 9主よ、あな

たが造られたすべての国民はあなたの

前に来て、伏し拝み、み名をあがめる

でしょう。 10あなたは大いなる神で

、くすしきみわざをなされます。ただ

あなたのみ、神でいらせられます。 11

主よ、あなたの道をわたしに教えてく

ださい。わたしはあなたの真理に歩み

ます。心をひとつにしてみ名を恐れさ

せてください。 12わが神、主よ、わ

たしは心をつくしてあなたに感謝し、

とこしえに、み名をあがめるでしょう

。 13わたしに示されたあなたのいつ

くしみは大きく、わが魂を陰府の深い

所から助け出されたからです。 (Sheol

h7585) 14神よ、高ぶる者はわたしに逆

らって起り、荒ぶる者の群れはわたし

のいのちを求め、彼らは自分の前にあ

なたを置くことをしません。 15しか

し主よ、あなたはあわれみと恵みに富

み、怒りをおそくし、いつくしみと、

まこととに豊かな神でいらせられます

。 16わたしをかえりみ、わたしをあ

われみ、あなたのしもべにみ力を与え

、あなたのはしための子をお救いくだ

さい。 17わたしに、あなたの恵みの

しるしをあらわしてください。そうす

れば、わたしを憎む者どもはわたしを

見て恥じるでしょう。主よ、あなたは

わたしを助け、わたしを慰められたか

らです。

87コラの子の歌、さんび主が基をす
えられた都は聖なる山の上に立つ

。 2主はヤコブのすべてのすまいにま

さって、シオンのもろもろの門を愛さ

れる。 3神の都よ、あなたについて、

もろもろの栄光ある事が語られる。



詩篇 194

(セラ) 4わたしはラハブとバビロンを

わたしを知る者のうちに挙げる。ペリ

シテ、ツロ、またエチオピヤを見よ。

「この者はかしこに生れた」と言われ

る。 5しかしシオンについては「この

者も、かの者もその中に生れた」と言

われる。いと高き者みずからシオンを

堅く立てられるからである。 6主がも

ろもろの民を登録されるとき、「この

者はかしこに生れた」としるされる。

(セラ) 7歌う者と踊る者はみな言う、

「わがもろもろの泉はあなたのうちに

ある」と。

88聖歌隊の指揮者によってマハラテ
・レアノテのしらべにあわせてう

たわせたコラの子の歌、さんび。エズ

ラびとヘマンのマスキールの歌わが神

、主よ、わたしは昼、助けを呼び求め

、夜、み前に叫び求めます。 2わたし

の祈をみ前にいたらせ、わたしの叫び

に耳を傾けてください。 3わたしの魂

は悩みに満ち、わたしのいのちは陰府

に近づきます。 (Sheol h7585) 4わたしは

穴に下る者のうちに数えられ、力のな

い人のようになりました。 5すなわち

死人のうちに捨てられた者のように、

墓に横たわる殺された者のように、あ

なたが再び心にとめられない者のよう

になりました。彼らはあなたのみ手か

ら断ち滅ぼされた者です。 6あなたは

わたしを深い穴、暗い所、深い淵に置

かれました。 7あなたの怒りはわたし

の上に重く、あなたはもろもろの波を

もってわたしを苦しめられました。

(セラ) 8あなたはわが知り人をわたし

から遠ざけ、わたしを彼らの忌みきら

う者とされました。わたしは閉じこめ

られて、のがれることはできません。

9わたしの目は悲しみによって衰えま

した。主よ、わたしは日ごとにあなた

を呼び、あなたにむかってわが両手を

伸べました。 10あなたは死んだ者の

ために奇跡を行われるでしょうか。な

き人のたましいは起きあがってあなた

をほめたたえるでしょうか。 (セラ)

11あなたのいつくしみは墓のなかに、

あなたのまことは滅びのなかに、宣べ

伝えられるでしょうか。 12あなたの

奇跡は暗やみに、あなたの義は忘れの

国に知られるでしょうか。 13しかし

主よ、わたしはあなたに呼ばわります

。あしたに、わが祈をあなたのみ前に

ささげます。 14主よ、なぜ、あなた

はわたしを捨てられるのですか。なぜ

、わたしにみ顔を隠されるのですか。

15わたしは若い時から苦しんで死ぬば

かりです。あなたの脅しにあって衰え

はてました。 16あなたの激しい怒り

がわたしを襲い、あなたの恐ろしい脅

しがわたしを滅ぼしました。 17これ

らの事がひねもす大水のようにわたし

をめぐり、わたしを全く取り巻きまし

た。 18あなたは愛する者と友とをわ

たしから遠ざけ、わたしの知り人を暗

やみにおかれました。

89エズラびとエタンのマスキールの
歌主よ、わたしはとこしえにあな

たのいつくしみを歌い、わたしの口を

もってあなたのまことをよろずよに告

げ知らせます。 2あなたのいつくしみ

はとこしえに堅く立ち、あなたのまこ

とは天のようにゆるぐことはありませ

ん。 3あなたは言われました、「わた

しはわたしの選んだ者と契約を結び、

わたしのしもべダビデに誓った、 4『

わたしはあなたの子孫をとこしえに堅
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くし、あなたの王座を建てて、よろず

よに至らせる』」。 (セラ) 5主よ、も

ろもろの天にあなたのくすしきみわざ

をほめたたえさせ、聖なる者のつどい

で、あなたのまことをほめたたえさせ

てください。 6大空のうちに、だれか

主と並ぶものがあるでしょうか。神の

子らのうちに、だれか主のような者が

あるでしょうか。 7主は聖なる者の会

議において恐るべき神、そのまわりに

あるすべての者にまさって大いなる恐

るべき者です。 8万軍の神、主よ、主

よ、だれかあなたのように大能のある

者があるでしょうか。あなたのまこと

は、あなたをめぐっています。 9あな

たは海の荒れるのを治め、その波の起

るとき、これを静められます。 10あ

なたはラハブを、殺された者のように

打ち砕き、あなたの敵を力ある腕をも

って散らされました。 11もろもろの

天はあなたのもの、地もまたあなたの

もの、世界とその中にあるものとはあ

なたがその基をおかれたものです。 12

北と南はあなたがこれを造られました

。タボルとヘルモンは、み名を喜び歌

います。 13あなたは大能の腕をもた

れます。あなたの手は強く、あなたの

右の手は高く、 14義と公平はあなた

のみくらの基、いつくしみと、まこと

はあなたの前に行きます。 15祭の日

の喜びの声を知る民はさいわいです。

主よ、彼らはみ顔の光のなかを歩み、

16ひねもす、み名によって喜び、あな

たの義をほめたたえます。 17あなた

は彼らの力の栄光だからです。われら

の角はあなたの恵みによって高くあげ

られるでしょう。 18われらの盾は主

に属し、われらの王はイスラエルの聖

者に属します。 19昔あなたは幻をも

ってあなたの聖徒に告げて言われまし

た、「わたしは勇士に栄冠を授け、民

の中から選ばれた者を高くあげた。 20

わたしはわがしもべダビデを得て、こ

れにわが聖なる油をそそいだ。 21わ

が手は常に彼と共にあり、わが腕はま

た彼を強くする。 22敵は彼をだます

ことなく、悪しき者は彼を卑しめるこ

とはない。 23わたしは彼の前にもろ

もろのあだを打ち滅ぼし、彼を憎む者

どもを打ち倒す。 24わがまことと、

わがいつくしみは彼と共にあり、わが

名によって彼の角は高くあげられる。

25わたしは彼の手を海の上におき、彼

の右の手を川の上におく。 26彼はわ

たしにむかい『あなたはわが父、わが

神、わが救の岩』と呼ぶであろう。 27

わたしはまた彼をわがういごとし、地

の王たちのうちの最も高い者とする。

28わたしはとこしえに、わがいつくし

みを彼のために保ち、わが契約は彼の

ために堅く立つ。 29わたしは彼の家

系をとこしえに堅く定め、その位を天

の日数のようにながらえさせる。 30

もしその子孫がわがおきてを捨て、わ

がさばきに従って歩まないならば、 31

もし彼らがわが定めを犯し、わが戒め

を守らないならば、 32わたしはつえ

をもって彼らのとがを罰し、むちをも

って彼らの不義を罰する。 33しかし

、わたしはわがいつくしみを彼から取

り去ることなく、わがまことにそむく

ことはない。 34わたしはわが契約を

破ることなく、わがくちびるから出た

言葉を変えることはない。 35わたし

はひとたびわが聖によって誓った。わ

たしはダビデに偽りを言わない。 36
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彼の家系はとこしえに続き、彼の位は

太陽のように常にわたしの前にある。

37また月のようにとこしえに堅く定め

られ、大空の続くかぎり堅く立つ」。

(セラ) 38しかしあなたは、あなたの

油そそがれた者を捨ててしりぞけ、彼

に対して激しく怒られました。 39あ

なたはそのしもべとの契約を廃棄し、

彼の冠を地になげうって、けがされま

した。 40あなたはその城壁をことご

とくこわし、そのとりでを荒れすたれ

させられました。 41そこを通り過ぎ

る者は皆彼をかすめ、彼はその隣り人

のあざけりとなりました。 42あなた

は彼のあだの右の手を高くあげ、その

もろもろの敵を喜ばせられました。 43

まことに、あなたは彼のつるぎの刃を

かえして、彼を戦いに立たせられなか

ったのです。 44あなたは彼の手から

王のつえを取り去り、その王座を地に

投げすてられました。 45あなたは彼

の若き日をちぢめ、恥をもって彼をお

おわれました。 (セラ) 46主よ、いつ

までなのですか。とこしえにお隠れに

なるのですか。あなたの怒りはいつま

で火のように燃えるのですか。 47主

よ、人のいのちの、いかに短く、すべ

ての人の子を、いかにはかなく造られ

たかを、みこころにとめてください。

48だれか生きて死を見ず、その魂を陰

府の力から救いうるものがあるでしょ

うか。 (セラ) (Sheol h7585) 49主よ、あな

たがまことをもってダビデに誓われた

昔のいつくしみはどこにありますか。

51主よ、あなたのしもべがうけるはず

かしめをみこころにとめてください。

主よ、あなたのもろもろの敵はわたし

をそしり、あなたの油そそがれた者の

足跡をそしります。わたしはもろもろ

の民のそしりをわたしのふところにい

だいているのです。 52主はとこしえ

にほむべきかな。アァメン、アァメン

。

90神の人モーセの祈主よ、あなたは
世々われらのすみかでいらせられ

る。 2山がまだ生れず、あなたがまだ

地と世界とを造られなかったとき、と

こしえからとこしえまで、あなたは神

でいらせられる。 3あなたは人をちり

に帰らせて言われます、「人の子よ、

帰れ」と。 4あなたの目の前には千年

も過ぎ去ればきのうのごとく、夜の間

のひと時のようです。 5あなたは人を

大水のように流れ去らせられます。彼

らはひと夜の夢のごとく、あしたにも

えでる青草のようです。 6あしたにも

えでて、栄えるが、夕べには、しおれ

て枯れるのです。 7われらはあなたの

怒りによって消えうせ、あなたの憤り

によって滅び去るのです。 8あなたは

われらの不義をみ前におき、われらの

隠れた罪をみ顔の光のなかにおかれま

した。 9われらのすべての日は、あな

たの怒りによって過ぎ去り、われらの

年の尽きるのは、ひと息のようです。

10われらのよわいは七十年にすぎませ

ん。あるいは健やかであっても八十年

でしょう。しかしその一生はただ、ほ

ねおりと悩みであって、その過ぎゆく

ことは速く、われらは飛び去るのです

。 11だれがあなたの怒りの力を知る

でしょうか。だれがあなたをおそれる

恐れにしたがってあなたの憤りを知る

でしょうか。 12われらにおのが日を

数えることを教えて、知恵の心を得さ

せてください。 13主よ、み心を変え
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てください。いつまでお怒りになるの

ですか。あなたのしもべをあわれんで

ください。 14あしたに、あなたのい

つくしみをもってわれらを飽き足らせ

、世を終るまで喜び楽しませてくださ

い。 15あなたがわれらを苦しめられ

た多くの日と、われらが災にあった多

くの年とに比べて、われらを楽しませ

てください。 16あなたのみわざを、

あなたのしもべらに、あなたの栄光を

、その子らにあらわしてください。 17

われらの神、主の恵みを、われらの上

にくだし、われらの手のわざを、われ

らの上に栄えさせてください。われら

の手のわざを栄えさせてください。

91いと高き者のもとにある隠れ場に
住む人、全能者の陰にやどる人は

2主に言うであろう、「わが避け所、

わが城、わが信頼しまつるわが神」と

。 3主はあなたをかりゅうどのわなと

、恐ろしい疫病から助け出されるから

である。 4主はその羽をもって、あな

たをおおわれる。あなたはその翼の下

に避け所を得るであろう。そのまこと

は大盾、また小盾である。 5あなたは

夜の恐ろしい物をも、昼に飛んでくる

矢をも恐れることはない。 6また暗や

みに歩きまわる疫病をも、真昼に荒す

滅びをも恐れることはない。 7たとい

千人はあなたのかたわらに倒れ、万人

はあなたの右に倒れても、その災はあ

なたに近づくことはない。 8あなたは

ただ、その目をもって見、悪しき者の

報いを見るだけである。 9あなたは主

を避け所とし、いと高き者をすまいと

したので、 10災はあなたに臨まず、

悩みはあなたの天幕に近づくことはな

い。 11これは主があなたのために天使

たちに命じて、あなたの歩むすべての

道であなたを守らせられるからである

。 12彼らはその手で、あなたをささ

え、石に足を打ちつけることのないよ

うにする。 13あなたはししと、まむ

しとを踏み、若いししと、へびとを足

の下に踏みにじるであろう。 14彼は

わたしを愛して離れないゆえに、わた

しは彼を助けよう。彼はわが名を知る

ゆえに、わたしは彼を守る。 15彼が

わたしを呼ぶとき、わたしは彼に答え

る。わたしは彼の悩みのときに、共に

いて、彼を救い、彼に光栄を与えよう

。 16わたしは長寿をもって彼を満ち

足らせ、わが救を彼に示すであろう。

92安息日の歌、さんびいと高き者よ
、主に感謝し、み名をほめたたえ

るのは、よいことです。 2あしたに、

あなたのいつくしみをあらわし、夜な

夜な、あなたのまことをあらわすため

に、 3十弦の楽器と立琴を用い、琴の

たえなる調べを用いるのは、よいこと

です。 4主よ、あなたはみわざをもっ

てわたしを楽しませられました。わた

しはあなたのみ手のわざを喜び歌いま

す。 5主よ、あなたのみわざはいかに

大いなることでしょう。あなたのもろ

もろの思いは、いとも深く、 6鈍い者

は知ることができず、愚かな者はこれ

を悟ることができません。 7たとい、

悪しき者は草のようにもえいで、不義

を行う者はことごとく栄えても、彼ら

はとこしえに滅びに定められているの

です。 8しかし、主よ、あなたはとこ

しえに高き所にいらせられます。 9主

よ、あなたの敵、あなたの敵は滅び、

不義を行う者はことごとく散らされる

でしょう。 10しかし、あなたはわた
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しの角を野牛の角のように高くあげ、

新しい油をわたしに注がれました。 11

わたしの目はわが敵の没落を見、わた

しの耳はわたしを攻める悪者どもの破

滅を聞きました。 12正しい者はなつ

めやしの木のように栄え、レバノンの

香柏のように育ちます。 13彼らは主

の家に植えられ、われらの神の大庭に

栄えます。 14彼らは年老いてなお実

を結び、いつも生気に満ち、青々とし

て、 15主の正しいことを示すでしょ

う。主はわが岩です。主には少しの不

義もありません。

93主は王となり、威光の衣をまとわ
れます。主は衣をまとい、力をも

って帯とされます。まことに、世界は

堅く立って、動かされることはありま

せん。 2あなたの位はいにしえより堅

く立ち、あなたはとこしえよりいらせ

られます。 3主よ、大水は声をあげま

した。大水はその声をあげました。大

水はそのとどろく声をあげます。 4主

は高き所にいらせられて、その勢いは

多くの水のとどろきにまさり、海の大

波にまさって盛んです。 5あなたのあ

かしはいとも確かです。主よ、聖なる

ことはとこしえまでもあなたの家にふ

さわしいのです。

94あだを報いられる神、主よ、あだ
を報いられる神よ、光を放ってく

ださい。 2地をさばかれる者よ、立っ

て高ぶる者にその受くべき罰をお与え

ください。 3主よ、悪しき者はいつま

で、悪しき者はいつまで勝ち誇るでし

ょうか。 4彼らは高慢な言葉を吐き散

らし、すべて不義を行う者はみずから

高ぶります。 5主よ、彼らはあなたの

民を打ち砕き、あなたの嗣業を苦しめ

ます。 6彼らはやもめと旅びとのいの

ちをうばい、みなしごを殺します。 7

彼らは言います、「主は見ない、ヤコ

ブの神は悟らない」と。 8民のうちの

鈍き者よ、悟れ。愚かな者よ、いつ賢

くなるだろうか。 9耳を植えた者は聞

くことをしないだろうか、目を造った

者は見ることをしないだろうか。 10

もろもろの国民を懲らす者は罰するこ

とをしないだろうか、人を教える者は

知識をもたないだろうか。 11主は人

の思いの、むなしいことを知られる。

12主よ、あなたによって懲らされる人

、あなたのおきてを教えられる人はさ

いわいです。 13あなたはその人を災

の日からのがれさせ、悪しき者のため

に穴が掘られるまでその人に平安を与

えられます。 14主はその民を捨てず

、その嗣業を見捨てられないからです

。 15さばきは正義に帰り、すべて心

の正しい者はそれに従うでしょう。 16

だれがわたしのために立ちあがって、

悪しき者を責めるだろうか。だれがわ

たしのために立って、不義を行う者を

責めるだろうか。 17もしも主がわた

しを助けられなかったならば、わが魂

はとくに音なき所に住んだであろう。

18しかし「わたしの足がすべる」と思

ったとき、主よ、あなたのいつくしみ

はわたしをささえられました。 19わ

たしのうちに思い煩いの満ちるとき、

あなたの慰めはわが魂を喜ばせます。

20定めをもって危害をたくらむ悪しき

支配者はあなたと親しむことができる

でしょうか。 21彼らは相結んで正し

い人の魂を責め、罪のない者に死を宣

告します。 22しかし主はわが高きや

ぐらとなり、わが神はわが避け所の岩
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となられました。 23主は彼らの不義

を彼らに報い、彼らをその悪のゆえに

滅ぼされます。われらの神、主は彼ら

を滅ぼされます。

95さあ、われらは主にむかって歌い
、われらの救の岩にむかって喜ば

しい声をあげよう。 2われらは感謝を

もって、み前に行き、主にむかい、さ

んびの歌をもって、喜ばしい声をあげ

よう。 3主は大いなる神、すべての神

にまさって大いなる王だからである。

4地の深い所は主のみ手にあり、山々

の頂もまた主のものである。 5海は主

のもの、主はこれを造られた。またそ

のみ手はかわいた地を造られた。 6さ

あ、われらは拝み、ひれ伏し、われら

の造り主、主のみ前にひざまずこう。

7主はわれらの神であり、われらはそ

の牧の民、そのみ手の羊である。どう

か、あなたがたは、きょう、そのみ声

を聞くように。 8あなたがたは、メリ

バにいた時のように、また荒野のマッ

サにいた日のように、心をかたくなに

してはならない。 9あの時、あなたが

たの先祖たちはわたしのわざを見たに

もかかわらず、わたしを試み、わたし

をためした。 10わたしは四十年の間

、その代をきらって言った、「彼らは

心の誤っている民であって、わたしの

道を知らない」と。 11それゆえ、わ

たしは憤って、彼らはわが安息に入る

ことができないと誓った。

96新しい歌を主にむかってうたえ。
全地よ、主にむかってうたえ。 2

主にむかって歌い、そのみ名をほめよ

。日ごとにその救を宣べ伝えよ。 3も

ろもろの国の中にその栄光をあらわし

、もろもろの民の中にそのくすしきみ

わざをあらわせ。 4主は大いなる神で

あって、いともほめたたうべきもの、

もろもろの神にまさって恐るべき者で

ある。 5もろもろの民のすべての神は

むなしい。しかし主はもろもろの天を

造られた。 6誉と、威厳とはそのみ前

にあり、力と、うるわしさとはその聖

所にある。 7もろもろの民のやからよ

、主に帰せよ、栄光と力とを主に帰せ

よ。 8そのみ名にふさわしい栄光を主

に帰せよ。供え物を携えてその大庭に

きたれ。 9聖なる装いをして主を拝め

、全地よ、そのみ前におののけ。 10

もろもろの国民の中に言え、「主は王

となられた。世界は堅く立って、動か

されることはない。主は公平をもって

もろもろの民をさばかれる」と。 11

天は喜び、地は楽しみ、海とその中に

満ちるものとは鳴りどよめき、 12田

畑とその中のすべての物は大いに喜べ

。そのとき、林のもろもろの木も主の

み前に喜び歌うであろう。 13主は来

られる、地をさばくために来られる。

主は義をもって世界をさばき、まこと

をもってもろもろの民をさばかれる。

97主は王となられた。地は楽しみ、
海に沿った多くの国々は喜べ。 2

雲と暗やみとはそのまわりにあり、義

と正とはそのみくらの基である。 3火

はそのみ前に行き、そのまわりのあだ

を焼きつくす。 4主のいなずまは世界

を照し、地は見ておののく。 5もろも

ろの山は主のみ前に、全地の主のみ前

に、ろうのように溶けた。 6もろもろ

の天はその義をあらわし、よろずの民

はその栄光を見た。 7すべて刻んだ像

を拝む者、むなしい偶像をもってみず
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から誇る者ははずかしめをうける。も

ろもろの神は主のみ前にひれ伏す。 8

主よ、あなたのさばきのゆえに、シオ

ンは聞いて喜び、ユダの娘たちは楽し

む。 9主よ、あなたは全地の上にいま

して、いと高く、もろもろの神にまさ

って大いにあがめられます。 10主は

悪を憎む者を愛し、その聖徒のいのち

を守り、これを悪しき者の手から助け

出される。 11光は正しい人のために

現れ、喜びは心の正しい者のためにあ

らわれる。 12正しき人よ、主によっ

て喜べ、その聖なるみ名に感謝せよ。

98歌新しき歌を主にむかってうたえ
。主はくすしきみわざをなされた

からである。その右の手と聖なる腕と

は、おのれのために勝利を得られた。

2主はその勝利を知らせ、その義をも

ろもろの国民の前にあらわされた。 3

主はそのいつくしみと、まこととをイ

スラエルの家にむかって覚えられた。

地のもろもろのはては、われらの神の

勝利を見た。 4全地よ、主にむかって

喜ばしき声をあげよ。声を放って喜び

歌え、ほめうたえ。 5琴をもって主を

ほめうたえ。琴と歌の声をもってほめ

うたえ。 6ラッパと角笛の音をもって

王なる主の前に喜ばしき声をあげよ。

7海とその中に満ちるもの、世界とそ

のうちに住む者とは鳴りどよめけ。 8

大水はその手を打ち、もろもろの山は

共に主のみ前に喜び歌え。 9主は地を

さばくために来られるからである。主

は義をもって世界をさばき、公平をも

ってもろもろの民をさばかれる。

99主は王となられた。もろもろの民
はおののけ。主はケルビムの上に

座せられる。地は震えよ。 2主はシオ

ンにおられて大いなる神、主はもろも

ろの民の上に高くいらせられる。 3彼

らはあなたの大いなる恐るべきみ名を

ほめたたえるであろう。主は聖でいら

せられる。 4大能の王であり、公義を

愛する者であるあなたは堅く公平を立

て、ヤコブの中に正と義とを行われた

。 5われらの神、主をあがめ、その足

台のもとで拝みまつれ。主は聖でいら

せられる。 6その祭司の中にモーセと

アロンとがあった。そのみ名を呼ぶ者

の中にサムエルもあった。彼らが主に

呼ばわると、主は答えられた。 7主は

雲の柱のうちで彼らに語られた。彼ら

はそのあかしと、彼らに賜わった定め

とを守った。 8われらの神、主よ、あ

なたは彼らに答えられた。あなたは彼

らにゆるしを与えられた神であったが

、悪を行う者には報復された。 9われ

らの神、主をあがめ、その聖なる山で

拝みまつれ。われらの神、主は聖でい

らせられるからである。

100感謝の供え物のための歌全地よ
、主にむかって喜ばしき声をあ

げよ。 2喜びをもって主に仕えよ。歌

いつつ、そのみ前にきたれ。 3主こそ

神であることを知れ。われらを造られ

たものは主であって、われらは主のも

のである。われらはその民、その牧の

羊である。 4感謝しつつ、その門に入

り、ほめたたえつつ、その大庭に入れ

。主に感謝し、そのみ名をほめまつれ

。 5主は恵みふかく、そのいつくしみ

はかぎりなく、そのまことはよろず代

に及ぶからである。

101ダビデの歌わたしはいつくしみ
と公義について歌います。主よ

、わたしはあなたにむかって歌います
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。 2わたしは全き道に心をとめます。

あなたはいつ、わたしに来られるでし

ょうか。わたしは直き心をもって、わ

が家のうちを歩みます。 3わたしは目

の前に卑しい事を置きません。わたし

はそむく者の行いを憎みます。それは

わたしに付きまといません。 4ひがん

だ心はわたしを離れるでしょう。わた

しは悪い事を知りません。 5ひそかに

、その隣り人をそしる者をわたしは滅

ぼします。高ぶる目と高慢な心の人を

耐え忍ぶ事はできません。 6わたしは

国のうちの忠信な者に好意を寄せ、わ

たしと共に住まわせます。全き道を歩

む者はわたしに仕えるでしょう。 7欺

くことをする者はわが家のうちに住む

ことができません。偽りを言う者はわ

が目の前に立つことができません。 8

わたしは朝ごとに国の悪しき者をこと

ごとく滅ぼし、不義を行う者をことご

とく主の都から断ち除きます。

102苦しむ者が思いくずおれてその
嘆きを主のみ前に注ぎ出すとき

の祈主よ、わたしの祈をお聞きくださ

い。わたしの叫びをみ前に至らせてく

ださい。 2わたしの悩みの日にみ顔を

隠すことなく、あなたの耳をわたしに

傾け、わが呼ばわる日に、すみやかに

お答えください。 3わたしの日は煙の

ように消え、わたしの骨は炉のように

燃えるからです。 4わたしの心は草の

ように撃たれて、しおれました。わた

しはパンを食べることを忘れました。

5わが嘆きの声によってわたしの骨は

わたしの肉に着きます。 6わたしは荒

野のはげたかのごとく、荒れた跡のふ

くろうのようです。 7わたしは眠らず

に屋根にひとりいるすずめのようです

。 8わたしの敵はひねもす、わたしを

そしり、わたしをあざける者はわが名

によってのろいます。 9わたしは灰を

パンのように食べ、わたしの飲み物に

涙を交えました。 10これはあなたの

憤りと怒りのゆえです。あなたはわた

しをもたげて投げすてられました。 11

わたしのよわいは夕暮の日影のようで

す。わたしは草のようにしおれました

。 12しかし主よ、あなたはとこしえ

にみくらに座し、そのみ名はよろず代

に及びます。 13あなたは立ってシオ

ンをあわれまれるでしょう。これはシ

オンを恵まれる時であり、定まった時

が来たからです。 14あなたのしもべ

はシオンの石をも喜び、そのちりをさ

えあわれむのです。 15もろもろの国

民は主のみ名を恐れ、地のもろもろの

王はあなたの栄光を恐れるでしょう。

16主はシオンを築き、その栄光をもっ

て現れ、 17乏しい者の祈をかえりみ

、彼らの願いをかろしめられないから

です。 18きたるべき代のために、こ

の事を書きしるしましょう。そうすれ

ば新しく造られる民は、主をほめたた

えるでしょう。 19主はその聖なる高

き所から見おろし、天から地を見られ

た。 20これは捕われ人の嘆きを聞き

、死に定められた者を解き放ち、 21

人々がシオンで主のみ名をあらわし、

エルサレムでその誉をあらわすためで

す。 22その時もろもろの民、もろも

ろの国はともに集まって、主に仕える

でしょう。 23主はわたしの力を中途

でくじき、わたしのよわいを短くされ

ました。 24わたしは言いました、「

わが神よ、どうか、わたしのよわいの

半ばでわたしを取り去らないでくださ
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い。あなたのよわいはよろず代に及び

ます」と。 25あなたはいにしえ、地

の基をすえられました。天もまたあな

たのみ手のわざです。 26これらは滅

びるでしょう。しかしあなたは長らえ

られます。これらはみな衣のように古

びるでしょう。あなたがこれらを上着

のように替えられると、これらは過ぎ

去ります。 27しかしあなたは変るこ

となく、あなたのよわいは終ることが

ありません。 28あなたのしもべの子

らは安らかに住み、その子孫はあなた

の前に堅く立てられるでしょう。

103ダビデの歌わがたましいよ、主
をほめよ。わがうちなるすべて

のものよ、その聖なるみ名をほめよ。

2わがたましいよ、主をほめよ。その

すべてのめぐみを心にとめよ。 3主は

あなたのすべての不義をゆるし、あな

たのすべての病をいやし、 4あなたの

いのちを墓からあがないいだし、いつ

くしみと、あわれみとをあなたにこう

むらせ、 5あなたの生きながらえるか

ぎり、良き物をもってあなたを飽き足

らせられる。こうしてあなたは若返っ

て、わしのように新たになる。 6主は

すべてしえたげられる者のために正義

と公正とを行われる。 7主はおのれの

道をモーセに知らせ、おのれのしわざ

をイスラエルの人々に知らせられた。

8主はあわれみに富み、めぐみふかく

、怒ること遅く、いつくしみ豊かでい

らせられる。 9主は常に責めることを

せず、また、とこしえに怒りをいだか

れない。 10主はわれらの罪にしたが

ってわれらをあしらわず、われらの不

義にしたがって報いられない。 11天

が地よりも高いように、主がおのれを

恐れる者に賜わるいつくしみは大きい

、 12東が西から遠いように、主はわ

れらのとがをわれらから遠ざけられる

。 13父がその子供をあわれむように

、主はおのれを恐れる者をあわれまれ

る。 14主はわれらの造られたさまを

知り、われらのちりであることを覚え

ていられるからである。 15人は、そ

のよわいは草のごとく、その栄えは野

の花にひとしい。 16風がその上を過

ぎると、うせて跡なく、その場所にき

いても、もはやそれを知らない。 17

しかし主のいつくしみは、とこしえか

らとこしえまで、主を恐れる者の上に

あり、その義は子らの子に及び、 18

その契約を守り、その命令を心にとめ

て行う者にまで及ぶ。 19主はその玉

座を天に堅くすえられ、そのまつりご

とはすべての物を統べ治める。 20主

の使たちよ、そのみ言葉の声を聞いて

、これを行う勇士たちよ、主をほめま

つれ。 21そのすべての万軍よ、その

みこころを行うしもべたちよ、主をほ

めよ。 22主が造られたすべての物よ

、そのまつりごとの下にあるすべての

所で、主をほめよ。わがたましいよ、

主をほめよ。

104わがたましいよ、主をほめよ。
わが神、主よ、あなたはいとも

大いにして誉と威厳とを着、 2光を衣

のようにまとい、天を幕のように張り

、 3水の上におのが高殿のうつばりを

おき、雲をおのれのいくさ車とし、風

の翼に乗りあるき、 4風をおのれの使

者とし、火と炎をおのれのしもべとさ

れる。 5あなたは地をその基の上にす

えて、とこしえに動くことのないよう

にされた。 6あなたはこれを衣でおお
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うように大水でおおわれた。水はたた

えて山々の上を越えた。 7あなたのと

がめによって水は退き、あなたの雷の

声によって水は逃げ去った。 8山は立

ちあがり、谷はあなたが定められた所

に沈んだ。 9あなたは水に境を定めて

、これを越えさせず、再び地をおおう

ことのないようにされた。 10あなた

は泉を谷にわき出させ、それを山々の

間に流れさせ、 11野のもろもろの獣

に飲ませられる。野のろばもそのかわ

きをいやす。 12空の鳥もそのほとり

に住み、こずえの間にさえずり歌う。

13あなたはその高殿からもろもろの山

に水を注がれる。地はあなたのみわざ

の実をもって満たされる。 14あなた

は家畜のために草をはえさせ、また人

のためにその栽培する植物を与えて、

地から食物を出させられる。 15すな

わち人の心を喜ばすぶどう酒、その顔

をつややかにする油、人の心を強くす

るパンなどである。 16主の木と、主

がお植えになったレバノンの香柏とは

豊かに潤され、 17鳥はその中に巣を

つくり、こうのとりはもみの木をその

すまいとする。 18高き山はやぎのす

まい、岩は岩だぬきの隠れる所である

。 19あなたは月を造って季節を定め

られた。日はその入る時を知っている

。 20あなたは暗やみを造って夜とさ

れた。その時、林の獣は皆忍び出る。

21若きししはほえてえさを求め、神に

食物を求める。 22日が出ると退いて

、その穴に寝る。 23人は出てわざに

つき、その勤労は夕べに及ぶ。 24主

よ、あなたのみわざはいかに多いこと

であろう。あなたはこれらをみな知恵

をもって造られた。地はあなたの造ら

れたもので満ちている。 25かしこに

大いなる広い海がある。その中に無数

のもの、大小の生き物が満ちている。

26そこに舟が走り、あなたが造られた

レビヤタンはその中に戯れる。 27彼

らは皆あなたが時にしたがって食物を

お与えになるのを期待している。 28

あなたがお与えになると、彼らはそれ

を集める。あなたが手を開かれると、

彼らは良い物で満たされる。 29あな

たがみ顔を隠されると、彼らはあわて

ふためく。あなたが彼らの息を取り去

られると、彼らは死んでちりに帰る。

30あなたが霊を送られると、彼らは造

られる。あなたは地のおもてを新たに

される。 31どうか、主の栄光がとこ

しえにあるように。主がそのみわざを

喜ばれるように。 32主が地を見られ

ると、地は震い、山に触れられると、

煙をいだす。 33わたしは生きるかぎ

り、主にむかって歌い、ながらえる間

はわが神をほめ歌おう。 34どうか、

わたしの思いが主に喜ばれるように。

わたしは主によって喜ぶ。 35どうか

、罪びとが地から断ち滅ぼされ、悪し

き者が、もはや、いなくなるように。

わがたましいよ、主をほめよ。主をほ

めたたえよ。

105主に感謝し、そのみ名を呼び、
そのみわざをもろもろの民のな

かに知らせよ。 2主にむかって歌え、

主をほめうたえ、そのすべてのくすし

きみわざを語れ。 3その聖なるみ名を

誇れ。主を尋ね求める者の心を喜ばせ

よ。 4主とそのみ力とを求めよ、つね

にそのみ顔を尋ねよ。 6そのしもべア

ブラハムの子孫よ、その選ばれた者で

あるヤコブの子らよ、主のなされたく
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すしきみわざと、その奇跡と、そのみ

口のさばきとを心にとめよ。 7彼はわ

れらの神、主でいらせられる。そのさ

ばきは全地にある。 8主はとこしえに

、その契約をみこころにとめられる。

これはよろず代に命じられたみ言葉で

あって、 9アブラハムと結ばれた契約

、イサクに誓われた約束である。 10

主はこれを堅く立てて、ヤコブのため

に定めとし、イスラエルのために、と

こしえの契約として 11言われた、「

わたしはあなたにカナンの地を与えて

、あなたがたの受ける嗣業の分け前と

する」と。 12このとき彼らの数は少

なくて、数えるに足らず、その所で旅

びととなり、 13この国からかの国へ

行き、この国から他の民へ行った。 14

主は人の彼らをしえたげるのをゆるさ

ず、彼らのために王たちを懲しめて、

15言われた、「わが油そそがれた者た

ちにさわってはならない、わが預言者

たちに害を加えてはならない」と。 16

主はききんを地に招き、人のつえとす

るパンをことごとく砕かれた。 17ま

た彼らの前にひとりをつかわされた。

すなわち売られて奴隷となったヨセフ

である。 18彼の足は足かせをもって

痛められ、彼の首は鉄の首輪にはめら

れ、 19彼の言葉の成る時まで、主の

み言葉が彼を試みた。 20王は人をつ

かわして彼を解き放ち、民のつかさは

彼に自由を与えた。 21王はその家の

つかさとしてその所有をことごとくつ

かさどらせ、 22その心のままに君た

ちを教えさせ、長老たちに知恵を授け

させた。 23その時イスラエルはエジ

プトにきたり、ヤコブはハムの地に寄

留した。 24主はその民を大いに増し

加え、これをそのあだよりも強くされ

た。 25主は人々の心をかえて、その

民を憎ませ、そのしもべたちを悪賢く

扱わせられた。 26主はそのしもべモ

ーセと、そのお選びになったアロンと

をつかわされた。 27彼らはハムの地

で主のしるしと、奇跡とを彼らのうち

におこなった。 28主は暗やみをつか

わして地を暗くされた。しかし彼らは

そのみ言葉に従わなかった。 29主は

彼らの水を血に変らせて、その魚を殺

された。 30彼らの国には、かえるが

群がり、王の寝間にまではいった。 31

主が言われると、はえの群れがきたり

、ぶよが国じゅうにあった。 32主は

雨にかえて、ひょうを彼らに与え、き

らめくいなずまを彼らの国に放たれた

。 33主は彼らのぶどうの木と、いち

じくの木とを撃ち、彼らの国のもろも

ろの木を折り砕かれた。 34主が言わ

れると、いなごがきたり、無数の若い

いなごが来て、 35彼らの国のすべて

の青物を食いつくし、その地の実を食

いつくした。 36主は彼らの国のすべ

てのういごを撃ち、彼らのすべての力

の初めを撃たれた。 37そして金銀を

携えてイスラエルを出て行かせられた

。その部族のうちに、ひとりの倒れる

者もなかった。 38エジプトは彼らの

去るのを喜んだ。彼らに対する恐れが

彼らに臨んだからである。 39主は雲

をひろげておおいとし、夜は火をもっ

て照された。 40また彼らの求めによ

って、うずらを飛びきたらせ、天から

、かてを豊かに彼らに与えられた。 41

主が岩を開かれると、水がほとばしり

出て、かわいた地に川のように流れた

。 42これは主がその聖なる約束と、



詩篇205

そのしもべアブラハムを覚えられたか

らである。 43こうして主はその民を

導いて喜びつつ出て行かせ、その選ば

れた民を導いて歌いつつ出て行かせら

れた。 44主はもろもろの国びとの地

を彼らに与えられたので、彼らはもろ

もろの民の勤労の実を自分のものとし

た。 45これは彼らが主の定めを守り

、そのおきてを行うためである。主を

ほめたたえよ。

106主をほめたたえよ。主に感謝せ
よ、主は恵みふかく、そのいつ

くしみはとこしえに絶えることがない

。 2だれが主の大能のみわざを語り、

その誉をことごとく言いあらわすこと

ができようか。 3公正を守る人々、常

に正義を行う人はさいわいである。 4

主よ、あなたがその民を恵まれるとき

、わたしを覚えてください。あなたが

彼らを救われるとき、わたしを助けて

ください。 5そうすれば、わたしはあ

なたの選ばれた者の繁栄を見、あなた

の国民の喜びをよろこび、あなたの嗣

業と共に誇ることができるでしょう。

6われらは先祖たちと同じく罪を犯し

た。われらは不義をなし、悪しきこと

を行った。 7われらの先祖たちはエジ

プトにいたとき、あなたのくすしきみ

わざに心を留めず、あなたのいつくし

みの豊かなのを思わず、紅海で、いと

高き神にそむいた。 8けれども主はそ

の大能を知らせようと、み名のために

彼らを救われた。 9主は紅海をしかっ

て、それをかわかし、彼らを導いて荒

野を行くように、淵を通らせられた。

10こうして主は彼らをあだの手から救

い、敵の力からあがなわれた。 11水

が彼らのあだをおおったので、そのう

ち、ひとりも生き残った者はなかった

。 12このとき彼らはそのみ言葉を信

じ、その誉を歌った。 13しかし彼ら

はまもなくそのみわざを忘れ、その勧

めを待たず、 14野でわがままな欲望

を起し、荒野で神を試みた。 15主は

彼らにその求めるものを与えられたが

、彼らのうちに病気を送って、やせ衰

えさせられた。 16人々が宿営のうち

でモーセをねたみ、主の聖者アロンを

ねたんだとき、 17地が開けてダタン

を飲み、アビラムの仲間をおおった。

18火はまたこの仲間のうちに燃え起り

、炎は悪しき者を焼きつくした。 19

彼らはホレブで子牛を造り、鋳物の像

を拝んだ。 20彼らは神の栄光を草を

食う牛の像と取り替えた。 22彼らは

、エジプトで大いなる事をなし、ハム

の地でくすしきみわざをなし、紅海の

ほとりで恐るべき事をなされた救主な

る神を忘れた。 23それゆえ、主は彼

らを滅ぼそうと言われた。しかし主の

お選びになったモーセは破れ口で主の

み前に立ち、み怒りを引きかえして、

滅びを免れさせた。 24彼らは麗しい

地を侮り、主の約束を信ぜず、 25ま

たその天幕でつぶやき、主のみ声に聞

き従わなかった。 26それゆえ、主は

み手をあげて、彼らに誓い、彼らを荒

野で倒れさせ、 27またその子孫を、

もろもろの国民のうちに追い散らし、

もろもろの地に彼らをまき散らそうと

された。 28また彼らはペオルのバア

ルを慕って、死んだ者にささげた、い

けにえを食べた。 29彼らはそのおこ

ないをもって主を怒らせたので、彼ら

のうちに疫病が起った。 30その時ピ

ネハスが立って仲裁にはいったので、
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疫病はやんだ。 31これによってピネ

ハスはよろず代まで、とこしえに義と

された。 32彼らはまたメリバの水の

ほとりで主を怒らせたので、モーセは

彼らのために災にあった。 33これは

彼らが神の霊にそむいたとき、彼がそ

のくちびるで軽率なことを言ったから

である。 34彼らは主が命じられたも

ろもろの民を滅ぼさず、 35かえって

もろもろの国民とまじってそのわざに

ならい、 36自分たちのわなとなった

偶像に仕えた。 37彼らはそのむすこ

、娘たちを悪霊にささげ、 38罪のな

い血、すなわちカナンの偶像にささげ

たそのむすこ、娘たちの血を流した。

こうして国は血で汚された。 39この

ように彼らはそのわざによっておのれ

を汚し、そのおこないによって姦淫を

なした。 40それゆえ、主の怒りがそ

の民にむかって燃え、その嗣業を憎ん

で、 41彼らをもろもろの国民の手に

わたされた。彼らはおのれを憎む者に

治められ、 42その敵にしえたげられ

、その力の下に征服された。 43主は

しばしば彼らを助けられたが、彼らは

はかりごとを設けてそむき、その不義

によって低くされた。 44それにもか

かわらず、主は彼らの叫びを聞かれた

とき、その悩みをかえりみ、 45その

契約を彼らのために思い出し、そのい

つくしみの豊かなるにより、みこころ

を変えられ、 46彼らをとりこにした

者どもによって、あわれまれるように

された。 47われらの神、主よ、われ

らを救って、もろもろの国民のなかか

ら集めてください。われらはあなたの

聖なるみ名に感謝し、あなたの誉を誇

るでしょう。 48イスラエルの神、主

はとこしえからとこしえまでほむべき

かな。すべての民は「アァメン」とと

なえよ。主をほめたたえよ。

107「主に感謝せよ、主は恵みふか
く、そのいつくしみはとこしえ

に絶えることがない」と、 2主にあが

なわれた者は言え。主は彼らを悩みか

らあがない、 3もろもろの国から、東

、西、北、南から彼らを集められた。

4彼らは人なき荒野にさまよい、住む

べき町にいたる道を見いださなかった

。 5彼らは飢え、またかわき、その魂

は彼らのうちに衰えた。 6彼らはその

悩みのうちに主に呼ばわったので、主

は彼らをその悩みから助け出し、 7住

むべき町に行き着くまで、まっすぐな

道に導かれた。 8どうか、彼らが主の

いつくしみと、人の子らになされたく

すしきみわざとのために、主に感謝す

るように。 9主はかわいた魂を満ち足

らせ、飢えた魂を良き物で満たされる

からである。 10暗黒と深いやみの中

にいる者、苦しみと、くろがねに縛ら

れた者、 11彼らは神の言葉にそむき

、いと高き者の勧めを軽んじたので、

12主は重い労働をもって彼らの心を低

くされた。彼らはつまずき倒れても、

助ける者がなかった。 13彼らはその

悩みのうちに主に呼ばわったので、主

は彼らをその悩みから救い、 14暗黒

と深いやみから彼らを導き出して、そ

のかせをこわされた。 15どうか、彼

らが主のいつくしみと、人の子らにな

されたくすしきみわざとのために、主

に感謝するように。 16主は青銅のと

びらをこわし、鉄の貫の木を断ち切ら

れたからである。 17ある者はその罪

に汚れた行いによって病み、その不義
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のゆえに悩んだ。 18彼らはすべての

食物をきらって、死の門に近づいた。

19彼らはその悩みのうちに主に呼ばわ

ったので、主は彼らをその悩みから救

い、 20そのみ言葉をつかわして、彼

らをいやし、彼らを滅びから助け出さ

れた。 21どうか、彼らが主のいつく

しみと、人の子らになされたくすしき

みわざとのために、主に感謝するよう

に。 22彼らが感謝のいけにえをささ

げ、喜びの歌をもって、そのみわざを

言いあらわすように。 23舟で海にく

だり、大海で商売をする者は、 24主

のみわざを見、また深い所でそのくす

しきみわざを見た。 25主が命じられ

ると暴風が起って、海の波をあげた。

26彼らは天にのぼり、淵にくだり、悩

みによってその勇気は溶け去り、 27

酔った人のようによろめき、よろめい

て途方にくれる。 28彼らはその悩み

のうちに主に呼ばわったので、主は彼

らをその悩みから救い出された。 29

主があらしを静められると、海の波は

穏やかになった。 30こうして彼らは

波の静まったのを喜び、主は彼らをそ

の望む港へ導かれた。 31どうか、彼

らが主のいつくしみと、人の子らにな

されたくすしきみわざとのために、主

に感謝するように。 32彼らが民の集

会で主をあがめ、長老の会合で主をほ

めたたえるように。 33主は川を野に

変らせ、泉をかわいた地に変らせ、 34

肥えた地をそれに住む者の悪のゆえに

塩地に変らせられる。 35主は野を池

に変らせ、かわいた地を泉に変らせ、

36飢えた者をそこに住まわせられる。

こうして彼らはその住むべき町を建て

、 37畑に種をまき、ぶどう畑を設け

て多くの収穫を得た。 38主が彼らを

祝福されたので彼らは大いにふえ、そ

の家畜の減るのをゆるされなかった。

39彼らがしえたげと、悩みと、悲しみ

とによって減り、かつ卑しめられたと

き、 40主はもろもろの君に侮りをそ

そぎ、道なき荒れ地にさまよわせられ

た。 41しかし主は貧しい者を悩みの

うちからあげて、その家族を羊の群れ

のようにされた。 42正しい者はこれ

を見て喜び、もろもろの不義はその口

を閉じた。 43すべて賢い者はこれら

の事に心をよせ、主のいつくしみをさ

とるようにせよ。

108ダビデの歌、さんび神よ、わが
心は定まりました。わが心は定

まりました。わたしは歌い、かつほめ

たたえます。わが魂よ、さめよ。 2立

琴よ、琴よ、さめよ。わたしはしのの

めを呼びさまします。 3主よ、わたし

はもろもろの民の中であなたに感謝し

、もろもろの国の中であなたをほめた

たえます。 4あなたのいつくしみは大

きく、天にまでおよびあなたのまこと

は雲にまで及ぶ。 5神よ、みずからを

天よりも高くし、みさかえを全地の上

にあげてください。 6あなたの愛され

る者が助けを得るために、右のみ手を

もって救をほどこし、わたしに答えて

ください。 7神はその聖所で言われた

、「わたしは大いなる喜びをもってシ

ケムを分かち、スコテの谷を分かち与

えよう。 8ギレアデはわたしのもの、

マナセもわたしのものである。エフラ

イムはわたしのかぶと、ユダはわたし

のつえである。 9モアブはわたしの足

だらい、エドムにはわたしのくつを投

げる。ペリシテについては、かちどき
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をあげる」。 10だれがわたしを堅固

な町に至らせるであろうか。だれがわ

たしをエドムに導くであろうか。 11

神よ、あなたはわれらを捨てられたで

はありませんか。神よ、あなたはわれ

らの軍勢と共に出て行かれません。 12

われらに助けを与えて、あだにむかわ

せてください。人の助けはむなしいか

らです。 13われらは神によって勇ま

しく働きます。われらのあだを踏みに

じる者は神だからです。

109聖歌隊の指揮者によってうたわ
せたダビデの歌わたしのほめた

たえる神よ、もださないでください。

2彼らは悪しき口と欺きの口をあけて

、わたしにむかい、偽りの舌をもって

わたしに語り、 3恨みの言葉をもって

わたしを囲み、ゆえなくわたしを攻め

るのです。 4彼らはわが愛にむくいて

、わたしを非難します。しかしわたし

は彼らのために祈ります。 5彼らは悪

をもってわが善に報い、恨みをもって

わが愛に報いるのです。 6彼の上に悪

しき人を立て、訴える者に彼を訴えさ

せてください。 7彼がさばかれるとき

、彼を罪ある者とし、その祈を罪に変

えてください。 8その日を少なくし、

その財産をほかの人にとらせ、 9その

子らをみなしごにし、その妻をやもめ

にしてください。 10その子らを放浪

者として施しをこわせ、その荒れたす

まいから追い出させてください。 11

彼が持っているすべての物を債主に奪

わせ、その勤労の実をほかの人にかす

めさせてください。 12彼にいつくし

みを施す者はひとりもなく、またその

みなしごをあわれむ者もなく、 13そ

の子孫を絶えさせ、その名を次の代に

消し去ってください。 14その父たち

の不義は主のみ前に覚えられ、その母

の罪を消し去らないでください。 15

それらを常に主のみ前に置き、彼の記

憶を地から断ってください。 16これ

は彼がいつくしみを施すことを思わず

、かえって貧しい者、乏しい者を責め

、心の痛める者を殺そうとしたからで

す。 17彼はのろうことを好んだ。の

ろいを彼に臨ませてください。彼は恵

むことを喜ばなかった。恵みを彼から

遠ざけてください。 18彼はのろいを

衣のように着た。のろいを水のように

その身にしみこませ、油のようにその

骨にしみこませてください。 19また

それを自分の着る着物のようにならせ

、常に締める帯のようにならせてくだ

さい。 20これがわたしを非難する者

と、わたしに逆らって悪いことを言う

者の主からうける報いとしてください

。 21しかし、わが主なる神よ、あな

たはみ名のために、わたしを顧みてく

ださい。あなたのいつくしみの深きに

より、わたしをお助けください。 22

わたしは貧しく、かつ乏しいのです。

わたしの心はわがうちに傷ついていま

す。 23わたしは夕日の影のように去

りゆき、いなごのように追い払われま

す。 24わたしのひざは断食によって

よろめき、わたしの肉はやせ衰え、 25

わたしは彼らにそしられる者となりま

した。彼らはわたしを見ると、頭を振

ります。 26わが神、主よ、わたしを

お助けください。あなたのいつくしみ

にしたがって、わたしをお救いくださ

い。 27主よ、これがあなたのみ手の

わざであること、あなたがそれをなさ

れたことを、彼らに知らせてください
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。 28彼らはのろうけれども、あなた

は祝福されます。わたしを攻める者を

はずかしめ、あなたのしもべを喜ばせ

てください。 29わたしを非難する者

にはずかしめを着せ、おのが恥を上着

のようにまとわせてください。 30わ

たしはわが口をもって大いに主に感謝

し、多くの人のなかで主をほめたたえ

ます。 31主は貧しい者の右に立って

、死罪にさだめようとする者から彼を

救われるからです。

110ダビデの歌主はわが主に言われ
る、「わたしがあなたのもろも

ろの敵をあなたの足台とするまで、わ

たしの右に座せよ」と。 2主はあなた

の力あるつえをシオンから出される。

あなたはもろもろの敵のなかで治めよ

。 3あなたの民は、あなたがその軍勢

を聖なる山々に導く日に心から喜んで

おのれをささげるであろう。あなたの

若者は朝の胎から出る露のようにあな

たに来るであろう。 4主は誓いを立て

て、み心を変えられることはない、「

あなたはメルキゼデクの位にしたがっ

てとこしえに祭司である」。 5主はあ

なたの右におられて、その怒りの日に

王たちを打ち破られる。 6主はもろも

ろの国のなかでさばきを行い、しかば

ねをもって満たし、広い地を治める首

領たちを打ち破られる。 7彼は道のほ

とりの川からくんで飲み、それによっ

て、そのこうべをあげるであろう。

111主をほめたたえよ。わたしは正
しい者のつどい、および公会で

、心をつくして主に感謝する。 2主の

みわざは偉大である。すべてそのみわ

ざを喜ぶ者によって尋ね窮められる。

3そのみわざは栄光と威厳とに満ち、

その義はとこしえに、うせることがな

い。 4主はそのくすしきみわざを記念

させられた。主は恵みふかく、あわれ

みに満ちていられる。 5主はおのれを

恐れる者に食物を与え、その契約をと

こしえに心にとめられる。 6主はもろ

もろの国民の所領をその民に与えて、

みわざの力をこれにあらわされた。 7

そのみ手のわざは真実かつ公正であり

、すべてのさとしは確かである。 8こ

れらは世々かぎりなく堅く立ち、真実

と正直とをもってなされた。 9主はそ

の民にあがないを施し、その契約をと

こしえに立てられた。そのみ名は聖に

して、おそれおおい。 10主を恐れる

ことは知恵のはじめである。これを行

う者はみな良き悟りを得る。主の誉は

、とこしえに、うせることはない。

112主をほめたたえよ。主をおそれ
て、そのもろもろの戒めを大い

に喜ぶ人はさいわいである。 2その子

孫は地において強くなり、正しい者の

やからは祝福を得る。 3繁栄と富とは

その家にあり、その義はとこしえに、

うせることはない。 4光は正しい者の

ために暗黒の中にもあらわれる。主は

恵み深く、あわれみに満ち、正しくい

らせられる。 5恵みを施し、貸すこと

をなし、その事を正しく行う人はさい

わいである。 6正しい人は決して動か

されることなく、とこしえに覚えられ

る。 7彼は悪いおとずれを恐れず、そ

の心は主に信頼してゆるがない。 8そ

の心は落ち着いて恐れることなく、つ

いにそのあだについての願いを見る。

9彼は惜しげなく施し、貧しい者に与

えた。その義はとこしえに、うせるこ

とはない。その角は誉を得てあげられ
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る。 10悪しき者はこれを見て怒り、

歯をかみならして溶け去る。悪しき者

の願いは滅びる。

113主をほめたたえよ。主のしもべ
たちよ、ほめたたえよ。主のみ

名をほめたたえよ。 2今より、とこし

えに至るまで主のみ名はほむべきかな

。 3日のいずるところから日の入ると

ころまで、主のみ名はほめたたえられ

る。 4主はもろもろの国民の上に高く

いらせられ、その栄光は天よりも高い

。 5われらの神、主にくらぶべき者は

だれか。主は高き所に座し、 6遠く天

と地とを見おろされる。 7主は貧しい

者をちりからあげ、乏しい者をあくた

からあげて、 8もろもろの君たちと共

にすわらせ、その民の君たちと共にす

わらせられる。 9また子を産まぬ女に

家庭を与え、多くの子供たちの喜ばし

い母とされる。主をほめたたえよ。

114イスラエルがエジプトをいで、
ヤコブの家が異言の民を離れた

とき、 2ユダは主の聖所となり、イス

ラエルは主の所領となった。 3海はこ

れを見て逃げ、ヨルダンはうしろに退

き、 4山は雄羊のように踊り、小山は

小羊のように踊った。 5海よ、おまえ

はどうして逃げるのか、ヨルダンよ、

おまえはどうしてうしろに退くのか。

6山よ、おまえたちはどうして雄羊の

ように踊るのか、小山よ、おまえたち

はどうして小羊のように踊るのか。 7

地よ、主のみ前におののけ、ヤコブの

神のみ前におののけ。 8主は岩を池に

変らせ、石を泉に変らせられた。

115主よ、栄光をわれらにではなく
、われらにではなく、あなたの

いつくしみと、まこととのゆえに、た

だ、み名にのみ帰してください。 2な

にゆえ、もろもろの国民は言うのでし

ょう、「彼らの神はどこにいるのか」

と。 3われらの神は天にいらせられる

。神はみこころにかなうすべての事を

行われる。 4彼らの偶像はしろがねと

、こがねで、人の手のわざである。 5

それは口があっても語ることができな

い。目があっても見ることができない

。 6耳があっても聞くことができない

。鼻があってもかぐことができない。

7手があっても取ることができない。

足があっても歩くことができない。ま

た、のどから声を出すこともできない

。 8これを造る者と、これに信頼する

者とはみな、これと等しい者になる。

9イスラエルよ、主に信頼せよ。主は

彼らの助け、また彼らの盾である。 10

アロンの家よ、主に信頼せよ。主は彼

らの助け、また彼らの盾である。 11

主を恐れる者よ、主に信頼せよ。主は

彼らの助け、また彼らの盾である。 12

主はわれらをみこころにとめられた。

主はわれらを恵み、イスラエルの家を

恵み、アロンの家を恵み、 13また、

小さい者も、大いなる者も、主を恐れ

る者を恵まれる。 14どうか、主があ

なたがたを増し加え、あなたがたと、

あなたがたの子孫とを増し加えられる

ように。 15天地を造られた主によっ

てあなたがたが恵まれるように。 16

天は主の天である。しかし地は人の子

らに与えられた。 17死んだ者も、音

なき所に下る者も、主をほめたたえる

ことはない。 18しかし、われらは今

より、とこしえに至るまで、主をほめ

まつるであろう。主をほめたたえよ。
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116わたしは主を愛する。主はわが
声と、わが願いとを聞かれたか

らである。 2主はわたしに耳を傾けら

れたので、わたしは生きるかぎり主を

呼びまつるであろう。 3死の綱がわた

しを取り巻き、陰府の苦しみがわたし

を捕えた。わたしは悩みと悲しみにあ

った。 (Sheol h7585) 4その時わたしは主

のみ名を呼んだ。「主よ、どうぞわた

しをお救いください」と。 5主は恵み

ふかく、正しくいらせられ、われらの

神はあわれみに富まれる。 6主は無学

な者を守られる。わたしが低くされた

とき、主はわたしを救われた。 7わが

魂よ、おまえの平安に帰るがよい。主

は豊かにおまえをあしらわれたからで

ある。 8あなたはわたしの魂を死から

、わたしの目を涙から、わたしの足を

つまずきから助け出されました。 9わ

たしは生ける者の地で、主のみ前に歩

みます。 10「わたしは大いに悩んだ

」と言った時にもなお信じた。 11わ

たしは驚きあわてたときに言った、「

すべての人は当にならぬ者である」と

。 12わたしに賜わったもろもろの恵

みについて、どうして主に報いること

ができようか。 13わたしは救の杯を

あげて、主のみ名を呼ぶ。 14わたし

はすべての民の前で、主にわが誓いを

つぐなおう。 15主の聖徒の死はその

み前において尊い。 16主よ、わたし

はあなたのしもべです。わたしはあな

たのしもべ、あなたのはしための子で

す。あなたはわたしのなわめを解かれ

ました。 17わたしは感謝のいけにえ

をあなたにささげて、主のみ名を呼び

ます。 18わたしはすべての民の前で

主にわが誓いをつぐないます。 19エ

ルサレムよ、あなたの中で、主の家の

大庭の中で、これをつぐないます。主

をほめたたえよ。

117もろもろの国よ、主をほめたた
えよ。もろもろの民よ、主をた

たえまつれ。 2われらに賜わるそのい

つくしみは大きいからである。主のま

ことはとこしえに絶えることがない。

主をほめたたえよ。

118主に感謝せよ、主は恵みふかく
、そのいつくしみはとこしえに

絶えることがない。 2イスラエルは言

え、「そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない」と。 3アロンの家は

言え、「そのいつくしみはとこしえに

絶えることがない」と。 4主をおそれ

る者は言え、「そのいつくしみはとこ

しえに絶えることがない」と。 5わた

しが悩みのなかから主を呼ぶと、主は

答えて、わたしを広い所に置かれた。

6主がわたしに味方されるので、恐れ

ることはない。人はわたしに何をなし

得ようか。 7主はわたしに味方し、わ

たしを助けられるので、わたしを憎む

者についての願いを見るであろう。 8

主に寄り頼むは人にたよるよりも良い

。 9主に寄り頼むはもろもろの君にた

よるよりも良い。 10もろもろの国民

はわたしを囲んだ。わたしは主のみ名

によって彼らを滅ぼす。 11彼らはわ

たしを囲んだ、わたしを囲んだ。わた

しは主のみ名によって彼らを滅ぼす。

12彼らは蜂のようにわたしを囲み、い

ばらの火のように燃えたった。わたし

は主のみ名によって彼らを滅ぼす。 13

わたしはひどく押されて倒れようとし

たが、主はわたしを助けられた。 14

主はわが力、わが歌であって、わが救
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となられた。 15聞け、勝利の喜ばし

い歌が正しい者の天幕にある。「主の

右の手は勇ましいはたらきをなし、 16

主の右の手は高くあがり、主の右の手

は勇ましいはたらきをなす」。 17わ

たしは死ぬことなく、生きながらえて

、主のみわざを物語るであろう。 18

主はいたくわたしを懲らされたが、死

にはわたされなかった。 19わたしの

ために義の門を開け、わたしはその内

にはいって、主に感謝しよう。 20こ

れは主の門である。正しい者はその内

にはいるであろう。 21わたしはあな

たに感謝します。あなたがわたしに答

えて、わが救となられたことを。 22

家造りらの捨てた石は隅のかしら石と

なった。 23これは主のなされた事で

われらの目には驚くべき事である。 24

これは主が設けられた日であって、わ

れらはこの日に喜び楽しむであろう。

25主よ、どうぞわれらをお救いくださ

い。主よ、どうぞわれらを栄えさせて

ください。 26主のみ名によってはい

る者はさいわいである。われらは主の

家からあなたをたたえます。 27主は

神であって、われらを照された。枝を

携えて祭の行列を祭壇の角にまで進ま

せよ。 28あなたはわが神、わたしは

あなたに感謝します。あなたはわが神

、わたしはあなたをあがめます。 29

主に感謝せよ、主は恵みふかく、その

いつくしみはとこしえに絶えることが

ない。

119アレフおのが道を全くして、主
のおきてに歩む者はさいわいで

す。 2主のもろもろのあかしを守り心

をつくして主を尋ね求め、 3また悪を

行わず、主の道に歩む者はさいわいで

す。 4あなたはさとしを命じて、ねん

ごろに守らせられます。 5どうかわた

しの道を堅くして、あなたの定めを守

らせてください。 6わたしは、あなた

のもろもろの戒めに目をとめる時、恥

じることはありません。 7わたしは、

あなたの正しいおきてを学ぶとき、正

しい心をもってあなたに感謝します。

8わたしはあなたの定めを守ります。

わたしを全くお捨てにならないでくだ

さい。 9ベス若い人はどうしておのが

道を清く保つことができるでしょうか

。み言葉にしたがって、それを守るよ

りほかにありません。 10わたしは心

をつくしてあなたを尋ね求めます。わ

たしをあなたの戒めから迷い出させな

いでください。 11わたしはあなたに

むかって罪を犯すことのないように、

心のうちにみ言葉をたくわえました。

12あなたはほむべきかな、主よ、あな

たの定めをわたしに教えてください。

13わたしはくちびるをもって、あなた

の口から出るもろもろのおきてを言い

あらわします。 14わたしは、もろも

ろのたからを喜ぶように、あなたのあ

かしの道を喜びます。 15わたしは、

あなたのさとしを思い、あなたの道に

目をとめます。 16わたしはあなたの

定めを喜び、あなたのみ言葉を忘れま

せん。 17ギメルあなたのしもべを豊

かにあしらって、生きながらえさせ、

み言葉を守らせてください。 18わた

しの目を開いて、あなたのおきてのう

ちのくすしき事を見させてください。

19わたしはこの地にあっては寄留者で

す。あなたの戒めをわたしに隠さない

でください。 20わが魂はつねにあな

たのおきてを慕って、絶えいるばかり



詩篇213

です。 21あなたは、あなたの戒めか

ら迷い出る高ぶる者、のろわれた者を

責められます。 22わたしはあなたの

あかしを守りました。彼らのそしりと

侮りとをわたしから取り去ってくださ

い。 23たといもろもろの君が座して

、わたしをそこなおうと図っても、あ

なたのしもべは、あなたの定めを深く

思います。 24あなたのあかしは、わ

たしを喜ばせ、わたしを教えさとすも

のです。 25ダレスわが魂はちりにつ

いています。み言葉に従って、わたし

を生き返らせてください。 26わたし

が自分の歩んだ道を語ったとき、あな

たはわたしに答えられました。あなた

の定めをわたしに教えてください。 27

あなたのさとしの道をわたしにわきま

えさせてください。わたしはあなたの

くすしきみわざを深く思います。 28

わが魂は悲しみによって溶け去ります

。み言葉に従って、わたしを強くして

ください。 29偽りの道をわたしから

遠ざけ、あなたのおきてをねんごろに

教えてください。 30わたしは真実の

道を選び、あなたのおきてをわたしの

前に置きました。 31主よ、わたしは

あなたのあかしに堅く従っています。

願わくは、わたしをはずかしめないで

ください。 32あなたがわたしの心を

広くされるとき、わたしはあなたの戒

めの道を走ります。 33ヘ主よ、あな

たの定めの道をわたしに教えてくださ

い。わたしは終りまでこれを守ります

。 34わたしに知恵を与えてください

。わたしはあなたのおきてを守り、心

をつくしてこれに従います。 35わた

しをあなたの戒めの道に導いてくださ

い。わたしはそれを喜ぶからです。 36

わたしの心をあなたのあかしに傾けさ

せ、不正な利得に傾けさせないでくだ

さい。 37わたしの目をほかにむけて

、むなしいものを見させず、あなたの

道をもって、わたしを生かしてくださ

い。 38あなたを恐れる者にかかわる

約束をあなたのしもべに堅くしてくだ

さい。 39わたしの恐れるそしりを除

いてください。あなたのおきては正し

いからです。 40見よ、わたしはあな

たのさとしを慕います。あなたの義を

もって、わたしを生かしてください。

41ワウ 主よ、あなたの約束にしたがっ

て、あなたのいつくしみと、あなたの

救をわたしに臨ませてください。 42

そうすれば、わたしをそしる者に、答

えることができます。わたしはあなた

のみ言葉に信頼するからです。 43ま

たわたしの口から真理の言葉をことご

とく除かないでください。わたしの望

みはあなたのおきてにあるからです。

44わたしは絶えず、とこしえに、あな

たのおきてを守ります。 45わたしは

あなたのさとしを求めたので、自由に

歩むことができます。 46わたしはま

た王たちの前にあなたのあかしを語っ

て恥じることはありません。 47わた

しは、わたしの愛するあなたの戒めに

自分の喜びを見いだすからです。 48

わたしは、わたしの愛するあなたの戒

めを尊び、あなたの定めを深く思いま

す。 49ザインどうか、あなたのしも

べに言われたみ言葉を思い出してくだ

さい。あなたはわたしにそれを望ませ

られました。 50あなたの約束はわた

しを生かすので、わが悩みの時の慰め

です。 51高ぶる者は大いにわたしを

あざ笑います。しかしわたしはあなた
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のおきてを離れません。 52主よ、わ

たしはあなたの昔からのおきてを思い

出して、みずから慰めます。 53あな

たのおきてを捨てる悪しき者のゆえに

、わたしは激しい憤りを起します。 54

あなたの定めはわが旅の家で、わたし

の歌となりました。 55主よ、わたし

は夜の間にあなたのみ名を思い出して

、あなたのおきてを守ります。 56わ

たしはあなたのさとしを守ったことに

よって、この祝福がわたしに臨みまし

た。 57ヘス主はわたしの受くべき分

です。わたしはあなたのみ言葉を守る

ことを約束します。 58わたしは心を

つくして、あなたの恵みを請い求めま

す。あなたの約束にしたがって、わた

しをお恵みください。 59わたしは、

あなたの道を思うとき、足をかえして

、あなたのあかしに向かいます。 60

わたしはあなたの戒めを守るのに、す

みやかで、ためらいません。 61たと

い、悪しき者のなわがわたしを捕えて

も、わたしはあなたのおきてを忘れま

せん。 62わたしはあなたの正しいお

きてのゆえに夜半に起きて、あなたに

感謝します。 63わたしは、すべてあ

なたを恐れる者、またあなたのさとし

を守る者の仲間です。 64主よ、地は

あなたのいつくしみで満ちています。

あなたの定めをわたしに教えてくださ

い。 65テス主よ、あなたはみ言葉に

したがってしもべをよくあしらわれま

した。 66わたしに良い判断と知識と

を教えてください。わたしはあなたの

戒めを信じるからです。 67わたしは

苦しまない前には迷いました。しかし

今はみ言葉を守ります。 68あなたは

善にして善を行われます。あなたの定

めをわたしに教えてください。 69高

ぶる者は偽りをもってわたしをことご

とくおおいます。しかしわたしは心を

つくしてあなたのさとしを守ります。

70彼らの心は肥え太って脂肪のようで

す。しかしわたしはあなたのおきてを

喜びます。 71苦しみにあったことは

、わたしに良い事です。これによって

わたしはあなたのおきてを学ぶことが

できました。 72あなたの口のおきて

は、わたしのためには幾千の金銀貨幣

にもまさるのです。 73ヨードあなた

のみ手はわたしを造り、わたしを形造

りました。わたしに知恵を与えて、あ

なたの戒めを学ばせてください。 74

あなたを恐れる者はわたしを見て喜ぶ

でしょう。わたしはみ言葉によって望

みをいだいたからです。 75主よ、わ

たしはあなたのさばきの正しく、また

、あなたが真実をもってわたしを苦し

められたことを知っています。 76あ

なたがしもべに告げられた約束にした

がって、あなたのいつくしみをわが慰

めとしてください。 77あなたのあわ

れみをわたしに臨ませ、わたしを生か

してください。あなたのおきてはわが

喜びだからです。 78高ぶる者に恥を

こうむらせてください。彼らは偽りを

もって、わたしをくつがえしたからで

す。しかしわたしはあなたのさとしを

深く思います。 79あなたをおそれる

者と、あなたのあかしを知る者とをわ

たしに帰らせてください。 80わたし

の心を全くして、あなたの定めを守ら

せてください。そうすればわたしは恥

をこうむることがありません。 81カ

フわが魂はあなたの救を慕って絶えい

るばかりです。わたしはみ言葉によっ
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て望みをいだきます。 82わたしの目

はあなたの約束を待つによって衰え、

「いつ、あなたはわたしを慰められる

のですか」と尋ねます。 83わたしは

煙の中の皮袋のようになりましたが、

なお、あなたの定めを忘れませんでし

た。 84あなたのしもべの日はどれほ

ど続くでしょうか。いつあなたは、わ

たしを迫害する者をさばかれるでしょ

うか。 85高ぶる者はわたしをおとし

いれようと穴を掘りました。彼らはあ

なたのおきてに従わない人々です。 86

あなたの戒めはみな真実です。彼らは

偽りをもってわたしを迫害します。わ

たしをお助けください。 87彼らはこ

の地において、ほとんどわたしを滅ぼ

しました。しかし、わたしはあなたの

さとしを捨てませんでした。 88あな

たのいつくしみにしたがってわたしを

生かしてください。そうすればわたし

はあなたの口から出るあかしを守りま

す。 89ラメド主よ、あなたのみ言葉

は天においてとこしえに堅く定まり、

90あなたのまことはよろずよに及びま

す。あなたが地を定められたので、地

は堅く立っています。 91これらのも

のはあなたの仰せにより、堅く立って

今日に至っています。よろずのものは

皆あなたのしもべだからです。 92あ

なたのおきてがわが喜びとならなかっ

たならば、わたしはついに悩みのうち

に滅びたでしょう。 93わたしは常に

あなたのさとしを忘れません。あなた

はこれをもって、わたしを生かされた

からです。 94わたしはあなたのもの

です。わたしをお救いください。わた

しはあなたのさとしを求めました。 95

悪しき者はわたしを滅ぼそうと待ち伏

せています。しかし、わたしはあなた

のあかしを思います。 96わたしはす

べての全きことに限りあることを見ま

した。しかしあなたの戒めは限りなく

広いのです。 97メムいかにわたしは

あなたのおきてを愛することでしょう

。わたしはひねもすこれを深く思いま

す。 98あなたの戒めは常にわたしと

共にあるので、わたしをわが敵にまさ

って賢くします。 99わたしはあなた

のあかしを深く思うので、わがすべて

の師にまさって知恵があります。 100

わたしはあなたのさとしを守るので、

老いた者にまさって事をわきまえます

。 101わたしはみ言葉を守るために、

わが足をとどめて、すべての悪い道に

行かせません。 102あなたがわたしを

教えられたので、わたしはあなたのお

きてを離れません。 103あなたのみ言

葉はいかにわがあごに甘いことでしょ

う。蜜にまさってわが口に甘いのです

。 104わたしはあなたのさとしによっ

て知恵を得ました。それゆえ、わたし

は偽りのすべての道を憎みます。 105

ヌンあなたのみ言葉はわが足のともし

び、わが道の光です。 106わたしはあ

なたの正しいおきてを守ることを誓い

、かつこれを実行しました。 107わた

しはいたく苦しみました。主よ、み言

葉に従って、わたしを生かしてくださ

い。 108主よ、わがさんびの供え物を

うけて、あなたのおきてを教えてくだ

さい。 109わたしのいのちは常に危険

にさらされています。しかし、わたし

はあなたのおきてを忘れません。 110

悪しき者はわたしのためにわなを設け

ました。しかし、わたしはあなたのさ

としから迷い出ません。 111あなたの
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あかしはとこしえにわが嗣業です。ま

ことに、そのあかしはわが心の喜びで

す。 112わたしはあなたの定めを終り

まで、とこしえに守ろうと心を傾けま

す。 113サメクわたしは二心の者を憎

みます。しかしあなたのおきてを愛し

ます。 114あなたはわが隠れ場、わが

盾です。わたしはみ言葉によって望み

をいだきます。 115悪をなす者よ、わ

たしを離れ去れ、わたしはわが神の戒

めを守るのです。 116あなたの約束に

したがって、わたしをささえて、なが

らえさせ、わが望みについて恥じるこ

とのないようにしてください。 117わ

たしをささえてください。そうすれば

、わたしは安らかで、常にあなたの定

めに心をそそぎます。 118すべてあな

たの定めから迷い出る者をあなたは、

かろしめられます。まことに、彼らの

欺きはむなしいのです。 119あなたは

地のすべての悪しき者を、金かすのよ

うにみなされます。それゆえ、わたし

はあなたのあかしを愛します。 120わ

が肉はあなたを恐れるので震えます。

わたしはあなたのさばきを恐れます。

121アインわたしは正しく義にかなっ

たことを行いました。わたしを捨てて

、しえたげる者にゆだねないでくださ

い。 122しもべのために保証人となっ

て、高ぶる者にわたしを、しえたげさ

せないでください。 123わが目はあな

たの救と、あなたの正しい約束とを待

ち望んで衰えます。 124あなたのいつ

くしみにしたがって、しもべをあしら

い、あなたの定めを教えてください。

125わたしはあなたのしもべです。わ

たしに知恵を与えて、あなたのあかし

を知らせてください。 126彼らはあな

たのおきてを破りました。今は主のは

たらかれる時です。 127それゆえ、わ

たしは金よりも、純金よりもまさって

あなたの戒めを愛します。 128それゆ

え、わたしは、あなたのもろもろのさ

としにしたがって、正しき道に歩み、

すべての偽りの道を憎みます。 129ペ

あなたのあかしは驚くべきものです。

それゆえ、わが魂はこれを守ります。

130み言葉が開けると光を放って、無

学な者に知恵を与えます。 131わたし

はあなたの戒めを慕うゆえに、口を広

くあけてあえぎ求めました。 132み名

を愛する者に常にされるように、わた

しをかえりみ、わたしをあわれんでく

ださい。 133あなたの約束にしたがっ

て、わが歩みを確かにし、すべての不

義に支配されないようにしてください

。 134わたしを人のしえたげからあが

なってください。そうすればわたしは

、あなたのさとしを守ります。 135み

顔をしもべの上に照し、あなたの定め

を教えてください。 136人々があなた

のおきてを守らないので、わが目の涙

は川のように流れます。 137ツァデー

主よ、あなたは正しく、あなたのさば

きは正しいのです。 138あなたの正義

と、この上ない真実とをもってあなた

のあかしを命じられました。 139わた

しのあだが、あなたのみ言葉を忘れる

ので、わが熱心はわたしを滅ぼすので

す。 140あなたの約束はまことに確か

です。あなたのしもべはこれを愛しま

す。 141わたしは取るにたらない者で

、人に侮られるけれども、なお、あな

たのさとしを忘れません。 142あなた

の義はとこしえに正しく、あなたのお

きてはまことです。 143悩みと苦しみ
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がわたしに臨みました。しかしあなた

の戒めはわたしの喜びです。 144あな

たのあかしはとこしえに正しいのです

。わたしに知恵を与えて、生きながら

えさせてください。 145コフわたしは

心をつくして呼ばわります。主よ、お

答えください。わたしはあなたの定め

を守ります。 146わたしはあなたに呼

ばわります。わたしをお救いください

。わたしはあなたのあかしを守ります

。 147わたしは朝早く起き出て呼ばわ

ります。わたしはみ言葉によって望み

をいだくのです。 148わが目は夜警の

交代する時に先だってさめ、あなたの

約束を深く思います。 149あなたのい

つくしみにしたがって、わが声を聞い

てください。主よ、あなたの公義にし

たがって、わたしを生かしてください

。 150わたしをしえたげる者が悪いた

くらみをもって近づいています。彼ら

はあなたのおきてを遠くはなれている

のです。 151しかし主よ、あなたは近

くいらせられます。あなたのもろもろ

の戒めはまことです。 152わたしは早

くからあなたのあかしによって、あな

たがこれをとこしえに立てられたこと

を知りました。 153レシわが悩みを見

て、わたしをお救いください。わたし

はあなたのおきてを忘れないからです

。 154わが訴えを弁護して、わたしを

あがない、あなたの約束にしたがって

、わたしを生かしてください。 155救

は悪しき者を遠く離れている。彼らは

あなたの定めを求めないからです。

156主よ、あなたのあわれみは大きい

。あなたの公義に従って、わたしを生

かしてください。 157わたしをしえた

げる者、わたしをあだする者は多い。

しかしわたしは、あなたのあかしを離

れません。 158不信仰な者があなたの

み言葉を守らないので、わたしは彼ら

を見て、いとわしく思います。 159わ

たしがいかにあなたのさとしを愛する

かをお察しください。主よ、あなたの

いつくしみにしたがって、わたしを生

かしてください。 160あなたのみ言葉

の全体は真理です。あなたの正しいお

きてのすべてはとこしえに絶えること

はありません。 161シンもろもろの君

はゆえなくわたしをしえたげます。し

かしわが心はみ言葉をおそれます。

162わたしは大いなる獲物を得た者の

ようにあなたのみ言葉を喜びます。

163わたしは偽りを憎み、忌みきらい

ます。しかしあなたのおきてを愛しま

す。 164わたしはあなたの正しいおき

てのゆえに、一日に七たびあなたをほ

めたたえます。 165あなたのおきてを

愛する者には大いなる平安があり、何

ものも彼らをつまずかすことはできま

せん。 166主よ、わたしはあなたの救

を望み、あなたの戒めをおこないます

。 167わが魂は、あなたのあかしを守

ります。わたしはいたくこれを愛しま

す。 168わがすべての道があなたのみ

前にあるので、わたしはあなたのさと

しと、あかしとを守ります。 169タウ

主よ、どうか、わが叫びをみ前にいた

らせ、み言葉に従って、わたしに知恵

をお与えください。 170わが願いをみ

前にいたらせ、み言葉にしたがって、

わたしをお助けください。 171あなた

の定めをわたしに教えられるので、わ

がくちびるはさんびを唱えます。 172

あなたのすべての戒めは正しいので、

わが舌はみ言葉を歌います。 173わた
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しはあなたのさとしを選びました。あ

なたのみ手を、常にわが助けとしてく

ださい。 174主よ、わたしはあなたの

救を慕います。あなたのおきてはわた

しの喜びです。 175わたしを生かして

、あなたをほめたたえさせ、あなたの

おきてを、わが助けとしてください。

176わたしは失われた羊のように迷い

出ました。あなたのしもべを捜し出し

てください。わたしはあなたの戒めを

忘れないからです。

120都もうでの歌わたしが悩みのう
ちに、主に呼ばわると、主はわ

たしに答えられる。 2「主よ、偽りの

くちびるから、欺きの舌から、わたし

を助け出してください」。 3欺きの舌

よ、おまえに何が与えられ、何が加え

られるであろうか。 4ますらおの鋭い

矢と、えにしだの熱い炭とである。 5

わざわいなるかな、わたしはメセクに

やどり、ケダルの天幕のなかに住んで

いる。 6わたしは久しく平安を憎む者

のなかに住んでいた。 7わたしは平安

を願う、しかし、わたしが物言うとき

、彼らは戦いを好む。

121都もうでの歌わたしは山にむか
って目をあげる。わが助けは、

どこから来るであろうか。 2わが助け

は、天と地を造られた主から来る。 3

主はあなたの足の動かされるのをゆる

されない。あなたを守る者はまどろむ

ことがない。 4見よ、イスラエルを守

る者はまどろむこともなく、眠ること

もない。 5主はあなたを守る者、主は

あなたの右の手をおおう陰である。 6

昼は太陽があなたを撃つことなく、夜

は月があなたを撃つことはない。 7主

はあなたを守って、すべての災を免れ

させ、またあなたの命を守られる。 8

主は今からとこしえに至るまで、あな

たの出ると入るとを守られるであろう

。

122ダビデがよんだ都もうでの歌人
々がわたしにむかって「われら

は主の家に行こう」と言ったとき、わ

たしは喜んだ。 2エルサレムよ、われ

らの足はあなたの門のうちに立ってい

る。 3しげくつらなった町のように建

てられているエルサレムよ、 4もろも

ろの部族すなわち主の部族が、そこに

上って来て主のみ名に感謝することは

、イスラエルのおきてである。 5そこ

にさばきの座、ダビデの家の王座が設

けられてあった。 6エルサレムのため

に平安を祈れ、「エルサレムを愛する

者は栄え、 7その城壁のうちに平安が

あり、もろもろの殿のうちに安全があ

るように」と。 8わが兄弟および友の

ために、わたしは「エルサレムのうち

に平安があるように」と言い、 9われ

らの神、主の家のために、わたしはエ

ルサレムのさいわいを求めるであろう

。

123都もうでの歌天に座しておられ
る者よ、わたしはあなたにむか

って目をあげます。 2見よ、しもべが

その主人の手に目をそそぎ、はしため

がその主婦の手に目をそそぐように、

われらはわれらの神、主に目をそそい

で、われらをあわれまれるのを待ちま

す。 3主よ、われらをあわれんでくだ

さい。われらをあわれんでください。

われらに侮りが満ちあふれています。

4思い煩いのない者のあざけりと、高

ぶる者の侮りとは、われらの魂に満ち

あふれています。
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124ダビデがよんだ都もうでの歌今
、イスラエルは言え、主がもし

われらの方におられなかったならば、

2人々がわれらに逆らって立ちあがっ

たとき、主がもしわれらの方におられ

なかったならば、 3彼らの怒りがわれ

らにむかって燃えたったとき、彼らは

われらを生きているままで、のんだで

あろう。 4また大水はわれらを押し流

し、激流はわれらの上を越え、 5さか

巻く水はわれらの上を越えたであろう

。 6主はほむべきかな。主はわれらを

えじきとして彼らの歯にわたされなか

った。 7われらは野鳥を捕えるわなを

のがれる鳥のようにのがれた。わなは

破れてわれらはのがれた。 8われらの

助けは天地を造られた主のみ名にある

。

125みやこ詣のうたヱホバに依頼む
ものはシオンの山のうごかさる

ることなくして永遠にあるがごとし 2

ヱルサレムを山のかこめるごとくヱホ

バも今よりとこしへにその民をかこみ

たまはん 3惡の杖はただしきものの所

領にとどまることなかるべし斯てただ

しきものはその手を不義にのぶること

あらじ 4ヱホバよねがはくは善人とこ

ころ直きものとに福祉をほどこしたま

へ 5されどヱホバは轉へりておのが曲

れる道にいるものを惡きわざをなすも

のとともに去しめたまはん平安はイス

ラエルのうへにあれ

126京まうでの歌ヱホバ、シオンの
俘囚をかへしたまひし時われら

は夢みるもののごとくなりき 2そのと

き笑はわれらの口にみち歌はわれらの

舌にみてりヱホバかれらのために大な

ることを作たまへりといへる者もろも

ろの國のなかにありき 3ヱホバわれら

のために大なることをなしたまひたれ

ば我儕はたのしめり 4ヱホバよ願くは

われらの俘囚をみなみの川のごとくに

歸したまへ 5涙とともに播くものは歡

喜とともに穫らん 6その人は種をたづ

さへ涙をながしていでゆけど禾束をた

づさへ喜びてかへりきたらん

127ソロモンがよめる京まうでのう
たヱホバ家をたてたまふにあら

ずば建るものの勤労はむなしくヱホ

バ城をまもりたまふにあらずば衛士の

さめをるは徒労なり 2なんぢら早くお

き遅くいねて辛苦の糧をくらふはむな

しきなり斯てヱホバその愛しみたまふ

ものに寝をあたへたまふ 3みよ子輩は

ヱホバのあたへたまふ嗣業にして胎の

實はその報のたまものなり 4年壮きこ

ろほひの子はますらをの手にある矢の

ごとし 5矢のみちたる箙をもつ人はさ

いはひなりかれら門にありて仇ともの

いふとき恥ることあらじ

128京まうでの歌ヱホバをおそれそ
の道をあゆむものは皆さいはひ

なり 2そはなんぢおのが手の勤労をく

らふべければなりなんぢは福祉をえま

た安處にをるべし 3なんぢの妻はいへ

の奥にをりておほくの實をむすぶ葡萄

の樹のごとく汝の子輩はなんぢの筵に

円居してかんらんの若樹のごとし 4見

よヱホバをおそるる者はかく福祉をえ

ん 5ヱホバはシオンより恵をなんぢに

賜はんなんぢ世にあらんかぎりヱルサ

レムの福祉をみん 6なんぢおのが子輩

の子をみるべし平安はイスラエルの上

にあり
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129京まうでのうた今イスラエルは
いふべし彼等はしばしば我をわ

かきときより惱めたり 2かれらはしば

しば我をわかきときより惱めたりされ

どわれに勝ことを得ざりき 3耕すもの

はわが背をたがへしてその畎をながく

せり 4ヱホバは義しあしきものの繩を

たちたまへり 5シオンをにくむ者はみ

な恥をおびてしりぞかせらるべし 6か

れらは長たざるさきにかるる屋上の草

のごとし 7これを刈るものはその手に

みたず之をつかぬるものはその束ふと

ころに盈ざるなり 8かたはらを過るも

のはヱホバの恵なんぢの上にあれとい

はずわれらヱホバの名によりてなんぢ

らを祝すといはず

130京まうでの歌ああヱホバよわれ
ふかき淵より汝をよべり 2主よ

ねがはくはわが聲をきい汝のみみをわ

が懇求のこゑにかたぶけたまヘ 3ヤハ

よ主よなんぢ若もろもろの不義ふぎに

目をとめたまはば誰たれかよく立たつ

ことをえんや 4されどなんぢに赦あれ

ば人におそれかしこまれ給ふべし 5我

ヱホバを俟望むわが霊魂はまちのぞむ

われはその聖言によりて望をいだく 6

わがたましひは衛士があしたを待にま

さり誠にゑじが旦をまつにまさりて主

をまてり 7イスラエルよヱホバにより

て望をいだけそはヱホバにあはれみあ

りまたゆたかなる救贖あり 8ヱホバは

イスラエルをそのもろもろの邪曲より

あがなひたまはん

131ダビデのよめる京まうでのうた
ヱホバよわが心おごらずわが目

たかぶらずわれは大なることと我にお

よばぬ奇しき事とをつとめざりき 2わ

れはわが霊魂をもださしめまた安から

しめたり乳をたちし嬰児のその母にた

よるごとく我がたましひは乳をたちし

嬰児のごとくわれに恃れり 3イスラエ

ルよ今よりとこしへにヱホバにたより

て望をいだけ

132京まうでの歌ヱホバよねがはく
はダビデの爲にそのもろもろの

憂をこころに記たまヘ 2ダビデ、ヱホ

バにちかひヤコブの全能者にうけひて

いふ 5われヱホバのために處をたづね

いだしヤコブの全能者のために居所を

もとめうるまでは我家の幕屋にいらず

わが臥床にのぼらずわが目をねぶらし

めずわが眼瞼をとぢしめざるべしと 6

われらエフラタにて之をききヤアルの

野にて見とめたり 7われらはその居所

にゆきてその承足のまへに俯伏さん 8

ヱホバよねがはくは起きてなんぢの稜

威の櫃とともになんぢの安居所にいり

たまへ 9なんぢの祭司たちは義を衣な

んぢの聖徒はみな歓びよばふべし 10

なんぢの僕ダビデのためになんぢの受

膏者の面をしりぞけたまふなかれ 11

ヱホバ眞實をもてダビデに誓ひたまひ

たれば之にたがふことあらじ曰くわれ

なんぢの身よりいでし者をなんぢの座

位にざせしめん 12なんぢの子輩もし

わがをしふる契約と證詞とをまもらば

かれらの子輩もまた永遠になんぢの座

位にざすべしと 13ヱホバはシオンを

擇びておのが居所にせんとのぞみたま

へり 14曰くこれは永遠にわが安居處

なりわれここに住んそはわれ之をの

ぞみたればなり 15われシオンの糧を

ゆたかに祝しくひものをもてその貧者

をあかしめん 16われ救をもてその祭

司たちに衣せんその聖徒はみな聲たか

らかによろこびよばふべし 17われダ
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ビデのためにかしこに一つの角をはえ

しめんわが受膏者のために燈火をそな

へたり 18われかれの仇にはぢを衣せ

んされどかれはその冠弁さかゆべし

133ダビデがよめる京まうでの歌観
よはらから相睦てともにをるは

いかに善いかに樂きかな 2首にそそが

れたる貴きあぶら鬚にながれアロンの

鬚にながれその衣のすそにまで流れし

たたるるがごとく 3またヘルモンの露

くだりてシオンの山にながるるがごと

しそはヱホバかしこに福祉をくだし窮

なき生命をさへあたへたまへり

134京まうでの歌夜間ヱホバの家に
たちヱホバに事ふるもろもろの

僕よヱホバをほめまつれ 2なんぢら聖

所にむかひ手をあげてヱホバをほめま

つれ 3ねがはくはヱホバ天地をつくり

たまへるものシオンより汝をめぐみた

まはんことを

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホ
バの名をほめたたへよヱホバの

僕等ほめたたへよ 2ヱホバの家われら

の神のいへの大庭にたつものよ讃稱へ

よ 3ヱホバは恵ふかしなんぢらヱホバ

をほめたたへよその聖名はうるはし讃

うたへ 4そはヤハおのがためにヤコブ

をえらみイスラエルをえらみてその珍

寳となしたまへり 5われヱホバの大な

るとわれらの主のもろもろの神にまさ

れるとをしれり 6ヱホバその聖旨にか

なふことを天にも地にも海にも淵にも

みなことごとく行ひ給ふなり 7ヱホバ

は地のはてより霧をのぼらせ雨のため

に電光をつくりその庫より風をいだし

たまふ 8ヱホバは人より畜類にいたる

までエジプトの首出をうちたまへり 9

エジプトよヱホバはなんぢの中にしる

しと奇しき事跡とをおくりてパロとそ

の僕とに臨ませ給へり 10ヱホバはお

ほくの國々をうち又いきほひある王等

をころし給へり 11アモリ人のわうシ

ホン、バシヤンの王オグならびにカナ

ンの國々なり 12かれらの地をゆづり

としその民イスフルの嗣業としてあた

へ給へり 13ヱホバよなんぢの名はと

こしへに絶ることなしヱホバよなんぢ

の記念はよろづ世におよばん 14ヱホ

バはその民のために審判をなしその僕

等にかかはれる聖意をかへたまふ可れ

ばなり 15もろもろのくにの偶像はし

ろかねと金にして人の手のわざなり 16

そのぐうざうは口あれどいはず目あれ

ど見ず 17耳あれどきかずまたその口

に氣息あることなし 18これを造るも

のと之によりたのむものとは皆これに

ひとしからん 19イスラエルの家よヱ

ホバをほめまつれアロンのいへよヱホ

バをほめまつれ 20レビの家よヱホバ

をほめまつれヱホバを畏るるものよヱ

ホバをはめまつれ 21ヱルサレムにす

みたまふヱホバはシオンにて讃まつる

べきかなヱホバをほめたたへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐ
みふかしその憐憫はとこしへに

絶ることなければなり 2もろもろの神

の神にかんしやせよその憐憫はとこし

へにたゆることなければなり 3もろも

ろの主の主にかんしやせよその憐憫は

とこしへにたゆることなければなり 4

ただ獨りおほいなる奇跡なしたまふも

のに感謝せよその憐憫はとこしへにた

ゆることなければなり 5智慧をもても

ろもろの天をつくりたまへるものに感

謝せよそのあはれみはとこしへにたゆ
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ることなければなり 6地を水のうへに

布たまへるものに感謝せよそのあはれ

みは永遠にたゆることなければなり 7

巨大なる光をつくりたまへる者にかん

しやせよその憐憫はとこしへに絶るこ

となければなり 8晝をつかさどらする

ために日をつくりたまへる者にかんし

やせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 9夜をつかさどらする

ために月ともろもろの星とをつくりた

まへる者にかんしやせよその隣憫はと

こしへにたゆることなければなり 10

もろもろの首出をうちてエジプトを責

たまへるものに感謝せよそのあはれみ

は永遠にたゆることなければなり 11

イスラエルを率てエジプト人のなかよ

り出したまへる者にかんしやせよその

あはれみはとこしへに絶ることなけれ

ばなり 12臂をのばしつよき手をもて

之をひきいだしたまへる者にかんしや

せよその憐憫はとこしへにたゆること

なければなり 13紅海をふたつに分た

まへる者にかんしやせよその憐憫はと

こしへにたゆることなければなり 14

イスラエルをしてその中をわたらしめ

給へるものに感謝せよそのあはれみは

永遠にたゆることなければなり 15パ

ロとその軍兵とを紅海のうちに仆した

まへるものに感謝せよそのあはれみは

永遠にたゆることなければなり 16そ

の民をみちびきて野をすぎしめたまへ

る者にかんしやせよその憐憫はとこし

へにたゆることなければなり 17大な

る王たちを撃たまへるものに感謝せよ

そのあはれみは永遠にたゆることなけ

ればなり 18名ある王等をころしたま

へる者にかんしやせよその憐憫はとこ

しへに絶ることなければなり 19アモ

リ人のわうシホンをころしたまへる者

にかんしやせよその憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 20バシヤン

のわうオグを誅したまへるものに感謝

せよそのあはれみは永遠にたゆること

なければなり 21かれらの地を嗣業と

してあたへたまへる者にかんしやせよ

その憐憫はとこしへにたゆることなけ

ればなり 22その僕イスラエルにゆづ

りとして之をあたへたまへるものに感

謝せよそのあはれみは永遠にたゆるこ

となければなり 23われらが微賤かり

しときに記念したまへる者にかんしや

せよその憐憫はとこしへに絶ることな

ければなり 24わが敵よりわれらを助

けいだしたまへる者にかんしやせよそ

の憐憫はとこしへに絶ることなければ

なり 25すべての生るものに食物をあ

たへたまふものに感謝せよそのあはれ

みはとこしへに絶ることなければなり

26天の神にかんしやせよ その憐憫はと

こしへに絶ることなければなり

137われらバビロンの河のほとりに
すわりシオンをおもひいでて涙

をながしぬ 2われらそのあたりの柳に

わが琴をかけたり 3そはわれらを虜に

せしものわれらに歌をもとめたり我儕

をくるしむる者われらにおのれを歓ば

せんとてシオンのうた一つうたへとい

へり 4われら外邦にありていかでヱホ

バの歌をうたはんや 5エルサレムよも

し我なんぢをわすれなばわが右の手に

その巧をわすれしめたまへ 6もしわれ

汝を思ひいでずもしわれヱルサレムを

わがすべての歓喜の極となさずばわが

舌をわが腭につかしめたまヘ 7ヱホバ

よねがはくはヱルサレムの日にエドム

の子輩がこれを掃除けその基までもは
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らひのぞけといへるを聖意にとめたま

へ 8ほろぼさるべきバビロンの女よな

んぢがわれらに作しごとく汝にむくゆ

る人はさいはひなるべし 9なんぢの嬰

児をとりて岩のうへになげうつものは

福ひなるべし

138ダビデのうたわれはわが心をつ
くしてなんぢに感謝しもろもろ

の神のまへにて汝をほめうたはん 2我

なんぢのきよき宮にむかひて伏拝みな

んぢの仁慈とまこととの故によりて聖

名にかんしやせんそは汝そのみことば

をもろもろの聖名にまさりて高くした

まひたればなり 3汝わがよばはりし日

にわれにこたへわが霊魂にちからをあ

たへて雄々しからしめたまへり 4ヱホ

バよ地のすべての王はなんぢに感謝せ

んかれらはなんぢの口のもろもろの言

をききたればなり 5かれらはヱホバの

もろもろの途についてうたはんヱホバ

の榮光おほいなればなり 6ヱホバは高

くましませども卑きものを顧みたまふ

されど亦おごれるものを遠よりしりた

まへり 7縦ひわれ患難のなかを歩むと

も汝われをふたたび活しその手をのば

してわが仇のいかりをふせぎその右の

手われをすくひたまふべし 8ヱホバは

われに係れることを全うしたまはんヱ

ホバよなんぢの憐憫はとこしへにたゆ

ることなし願くはなんぢの手のもろも

ろの事跡をすてたまふなかれ

139伶長にうたはしめたるダビデの
歌ヱホバよなんぢは我をさぐり

我をしりたまへり 2なんぢはわが坐る

をも立をもしり又とほくよりわが念を

わきまへたまふ 3なんぢはわが歩むを

もわが臥をもさぐりいだしわがもろも

ろの途をことごとく知たまへり 4そは

わが舌に一言ありとも観よヱホバよな

んぢことごとく知たまふ 5なんぢは前

より後よりわれをかこみわが上にその

手をおき給へり 6かかる知識はいとく

すしくして我にすぐまた高くして及ぶ

ことあたはず 7我いづこにゆきてなん

ぢの聖霊をはなれんやわれいづこに往

てなんぢの前をのがれんや 8われ天に

のぼるとも汝かしこにいましわれわが

榻を陰府にまうくるとも観よなんぢ彼

處にいます (Sheol h7585) 9我あけぼのの

翼をかりて海のはてにすむとも 10か

しこにて尚なんぢの手われをみちびき

汝のみぎの手われをたもちたまはん 11

暗はかならす我をおほひ我をかこめる

光は夜とならんと我いふとも 12汝の

みまへには暗ものをかくすことなく夜

もひるのごとくに輝けりなんぢにはく

らきも光もことなることなし 13汝は

わがはらわたをつくり又わがははの胎

にわれを組成たまひたり 14われなん

ぢに感謝すわれは畏るべく奇しくつく

られたりなんぢの事跡はことごとくく

すしわが霊魂はいとつばらに之をしれ

り 15われ隠れたるところにてつくら

れ地の底所にて妙につづりあはされし

ときわが骨なんぢにかくるることなか

りき 16わが體いまだ全からざるにな

んぢの目ははやくより之をみ日々かた

ちづくられしわが百體の一だにあらざ

りし時にことごとくなんぢの冊にしる

されたり 17神よなんぢりもろもろの

思念はわれに寶きこといかばかりぞや

そのみおもひの総計はいかに多きかな

18我これを算へんとすれどもそのかず

は沙よりもおほしわれ眼さむるときも

尚なんぢとともにをる 19神よなんぢ

はかならず惡者をころし給はんされば
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血をながすものよ我をはなれされ 20

かれらはあしき企圖をもて汝にさから

ひて言ふなんぢの仇はみだりに聖名を

となふるなり 21ヱホバよわれは汝を

にくむ者をにくむにあらずやなんぢに

逆ひておこりたつものを厭ふにあらず

や 22われ甚くかれらをにくみてわが

仇とす 23神よねがはくは我をさぐり

てわが心をしり我をこころみてわがも

ろもろの思念をしりたまへ 24ねがは

くは我によこしまなる途のありやなし

やを見てわれを永遠のみちに導きたま

へ

140伶長にうたはしめたるダビデの
うたヱホバよねがはくは惡人よ

りわれを助けいだし我をまもりて強暴

人よりのがれしめたまへ 2かれらは心

のうちに残害をくはだてたえず戦闘を

おこす 3かれらは蛇のごとくおのが舌

を利すそのくちびるのうちに蝮の毒あ

り (セラ) 4ヱホバよ願くはわれを保ち

てあしきひとの手よりのがれしめ我を

まもりてわが足をつまづかせんと謀る

あらぶる人よりのがれしめ給へ 5高ぶ

るものはわがために羂と索とをふせ路

のほとりに網をはりかつ機をまうけた

り (セラ) 6われヱホバにいへらく汝は

わが神なりヱホバよねがはくはわが祈

のこゑをきき給へ 7わが救のちからな

る主の神よなんぢはたたかひの日にわ

が首をおほひたまへり 8ヱホバよあし

きひとの欲のままにすることをゆるし

たまふなかれそのあしき企図をとげし

めたまふなかれおそらくは彼等みづか

ら誇らん (セラ) 9われを圍むものの首

はおのれのくちびるの残害におほはる

べし 10もえたる炭はかれらのうへに

おちかれらは火になげいれられふか

き穴になげいれられて再びおきいづる

ことあたはざるべし 11惡言をいふも

のは世にたてられず暴ぶるものはわざ

はひに追及れてたふさるべし 12われ

は苦しむものの訴とまづしきものの義

とをヱホバの守りたまふを知る 13義

者はかならず聖名にかんしやし直者は

みまへに住ん

141ダビデのうたヱホバよ我なんぢ
を呼ふねがはくは速かにわれに

きたりたまへわれ汝をよばふときわが

聲に耳をかたぶけたまへ 2われは薫物

のごとくにわが祈をみまへにささげ夕

のそなへものの如くにわが手をあげて

聖前にささげんことをねがふ 3ヱホバ

よねがはくはわが口に門守をおきてわ

がくちびるの戸をまもりたまへ 4惡事

にわがこころを傾かしめて邪曲をおこ

なふ者とともに惡きわざにあづからし

め給ふなかれ又かれらの珍饈をくらは

しめたまふなかれ 5義者われをうつと

も我はこれを愛しみとしその我をせむ

るを頭のあぶらとせんわが頭はこれを

辭まずかれらが禍害にあふときもわが

祈はたえじ 6その審士ははほの崕にな

げられんかれらわがことばの甘美によ

りて聴ことをすべし 7人つちを耕しう

がつがごとく我儕のほねははかの口に

ちらさる (Sheol h7585) 8されど主ヱホバ

よわが目はなほ汝にむかふ我なんぢに

依頼めりねがはくはわが霊魂をともし

きままに捨おきたまなかれ 9我をまも

りてかれらがわがためにまうくる羂と

よこしまを行ふものの機とをまぬかれ

しめたまへ 10われは全くのがれんあ

しきものをおのれの網におちいらしめ

たまへ
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142ダビデが洞にありしときよみた
る教へのうたなり祈なりわれ聲

をいだしてヱホバによばはり聲をいだ

してヱホバにこひもとむ 2われはその

聖前にわが歎息をそそぎいだしそのみ

まへにわが患難をあらはす 3わが霊魂

わがうちにきえうせんとするときも汝

わがみちを識たまへり人われをとらへ

んとてわがゆくみちに羂をかくせり 4

願くはわがみぎの手に目をそそぎて見

たまへ一人だに我をしるものなしわ

れには避所なくまたわが霊魂をかへり

みる人なし 5ヱホバよわれ汝をよばふ

我いへらく汝はわがさけどころ有生の

地にてわがうべき分なりと 6ねがはく

はわが号呼にみこころをとめたまへわ

れいたく卑くせられたればなり我をせ

むる者より助けいだしたまへ彼等はわ

れにまさりて強ければなり 7願くはわ

がたましひを囹圄よりいだしわれに聖

名を感謝せしめたまへなんぢ豊にわれ

を待ひたまふべければ義者われをめぐ

らん

143ダビデのうたヱホバよねがはく
はわが祈をききわが懇求にみみ

をかたぶけたまへなんぢの眞実なんぢ

の公義をもて我にこたへたまへ 2汝の

しもべの審判にかかつらひたまふなか

れそはいけるもの一人だにみまへに義

とせらるるはなし 3仇はわがたましひ

を迫めわが生命を地にうちすて死てひ

さしく世を經たるもののごとく我をく

らき所にすまはせたり 4又わがたまし

ひはわが衷にきえうせんとしわが心は

わがうちに曠さびれたり 5われはいに

しへの日をおもひいで汝のおこなひた

まひし一切のことを考へなんぢの手の

みわざをおもふ 6われ汝にむかひてわ

が手をのべわがたましひは燥きおとろ

へたる地のごとく汝をしたへり (セラ)

7ヱホバよ速かにわれにこたへたまへ

わが霊魂はおとろふわれに聖顔をかく

したまふなかれおそらくはわれ穴にく

だるもののごとくならん 8朝になんぢ

の仁慈をきかしめたまへわれ汝により

たのめばなりわが歩むべき途をしらせ

たまへわれわが霊魂をなんぢに挙れば

なり 9ヱホバよねがはくは我をわが仇

よりたすけ出したまへわれ匿れんとし

て汝にはしりゆく 10汝はわが神なり

われに聖旨をおこなふことををしへた

まへ恵ふかき聖霊をもて我をたひらか

なる國にみちびきたまヘ 11ヱホバよ

ねがはくは聖名のために我をいかしな

んぢの義によりてわがたましひを患難

よりいだしたまへ 12又なんぢの仁慈

によりてわが仇をたち霊魂をくるしむ

る者をことごとく滅したまへそは我な

んぢの僕なり

144ダビデのうた戦することをわが
手にをしへ闘ふことをわが指に

をしへたまふわが磐ヱホバはほむべき

かな 2ヱホバはわが仁慈わが城なりわ

がたかき櫓われをすくひたまふ者なり

わが盾わが依頼むものなりヱホバはわ

が民をわれにしたがはせたまふ 3ヱホ

バよ人はいかなる者なれば之をしり人

の子はいかなる者なれば之をみこころ

に記たまふや 4人は氣息にことならず

その存らふる日はすぎゆく影にひとし

5ヱホバよねがはくはなんぢの天をた

れてくだり手を山につけて煙をたたし

めたまへ 6電光をうちいだして彼等を

ちらしなんぢの矢をはなちてかれらを

敗りたまへ 7上より手をのべ我をすく

ひて大水より外人の手よりたすけいだ
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したまへ 8かれらの口はむなしき言を

いひその右の手はいつはりのみぎの手

なり 9神よわれ汝にむかひて新らしき

歌をうたひ十絃の琴にあはせて汝をほ

めうたはん 10なんぢは王たちに救を

あたへ僕ダビデをわざはひの劍よりす

くひたまふ神なり 11ねがはくは我を

すくひて外人の手よりたすけいだした

まへかれらの口はむなしき言をいひ

その右の手はいつはりのみぎの手なり

12われらの男子はとしわかきとき育ち

たる草木のごとくわれらの女子は宮の

ふりにならひて刻みいだしし隅の石の

ごとくならん 13われらの倉はみちた

らひてさまざまのものをそなへわれら

の羊は野にて千萬の子をうみ 14われ

らの牡牛はよく物をおひわれらの衢に

はせめいることなく亦おしいづること

なく叫ぶこともなからん 15かかる状

の民はさいはひなりヱホバをおのが神

とする民はさいはひなり

145ダビデの讃美のうたわがかみ王
よわれ汝をあがめ世かぎりなく

聖名をほめまつらん 2われ日ごとに汝

をほめ世々かぎりなく聖名をはめたた

へん 3ヱホバは大にましませば最もほ

むべきかなその大なることは尋ねしる

ことかたし 4この代はかの代にむかひ

てなんぢの事跡をほめたたへなんぢの

大能のはたらきを宣つたへん 5われ汝

のほまれの榮光ある稜威となんぢの奇

しきみわざとを深くおもはん 6人はな

んぢのおそるべき動作のいきほひをか

たり我はなんぢの大なることを宣つた

へん 7かれらはなんぢの大なる恵の跡

をいひいでなんぢの義をほめうたはん

8ヱホバは恵ふかく憐憫みちまた怒り

たまふことおそく憐憫おほいなり 9ヱ

ホバはよろづの者にめぐみありそのふ

かき憐憫はみわざの上にあまねし 10

ヱホバよ汝のすべての事跡はなんぢに

感謝しなんぢの聖徒はなんぢをほめん

11かれらは御國のえいくわうをかたり

汝のみちからを宣つたへて 12その大

能のはたらきとそのみくにの榮光ある

みいづとを人の子輩にしらすべし 13

なんぢの國はとこしへの國なりなんぢ

の政治はよろづ代にたゆることなし 14

ヱホバはすべて倒れんとする者をささ

へかがじものを直くたたしめたまふ

15よろづのものの目はなんぢを待 なん

ぢは時にしたがひてかれらに糧をあた

へ給ふ 16なんぢ手をひらきてもろも

ろの生るものの願望をあかしめたまふ

17ヱホバはそのすべての途にただしく

そのすべての作爲にめぐみふかし 18

すべてヱホバをよぶもの誠をもて之を

よぶものにヱホバは近くましますなり

19ヱホバは已をおそるるものの願望を

みちたらしめその号呼をききて之をす

くひたまふ 20ヱホバはおのれを愛し

むものをすべて守りたまへど惡者をこ

とごとく滅したまはん 21わが口はヱ

ホバの頌美をかたりよろづの民は世々

かぎりなくそのきよき名をほめまつる

べし

146ヱホバを讃稱へよわがたましひ
よヱホバをほめたたへよ 2われ

生るかぎりはヱホバをほめたたへわが

ながらふるほどはわが神をほめうたは

ん 3もろもろの君によりたのむことな

く人の子によりたのむなかれかれら

に助あることなし 4その氣息いでゆけ

ばかれ土にかへるその日かれがもろも

ろの企図はほろびん 5ヤコブの神をお

のが助としその望をおのが神ヱホバに
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おくものは福ひなり 6此はあめつちと

海とそのなかなるあらゆるものを造り

とこしへに眞實をまもり 7虐げらるる

もののために審判をおこなひ飢ゑたる

ものに食物をあたへたまふ神なりヱホ

バはとらはれたる人をときはなちたま

ふ 8ヱホバはめしひの目をひらきヱホ

バは屈者をなほくたたせヱホバは義し

きものを愛しみたまふ 9ヱホバは他邦

人をまもり孤子と寡婦とをささへたま

ふされど惡きものの徑はくつがへした

まふなり 10ヱホバはとこしへに統御

めたまはんシオンよなんぢの神はよろ

づ代まで統御めたまはんヱホバをほめ

たたへよ

147ヱホバをほめたたへよわれらの
神をほめうたふは善ことなり樂

しきことなり稱へまつるはよろしきに

適へり 2ヱホバはヱルサレムをきづき

イスラエルのさすらへる者をあつめた

まふ 3ヱホバは心のくだけたるものを

醫しその傷をつつみたまふ 4ヱホバは

もろもろの星の數をかぞへてすべてこ

れに名をあたへたまふ 5われらの主は

おほいなりその能力もまた大なりその

智慧はきはまりなし 6ヱホバは柔和な

るものをささへ屈きものを地にひきお

とし給ふ 7ヱホバに感謝してうたへ琴

にあはせてわれらの神をほめうたヘ 8

ヱホバは雲をもて天をおほひ地のため

に雨をそなへもろもろの山に草をはえ

しめ 9くひものを獣にあたへ並なく小

鴉にあたへたまふ 10ヱホバは馬のち

からを喜びたまはず人の足をよみした

まはず 11ヱホバはおのれを畏るるも

のとおのれの憐憫をのぞむものとを好

したまふ 12ヱルサレムよヱホバをほ

めたたへよシオンよなんぢの神をほめ

たたへよ 13ヱホバはなんぢの門の関

木をかたうし汝のうちなる子輩をさき

はひ給ひたればなり 14ヱホバは汝の

すべての境にやはらぎをあたへいと嘉

麥をもて汝をあかしめたまふ 15ヱホ

バはそのいましめを地にくだしたまふ

その聖言はいとずみやかにはしる 16

ヱホバは雪をひつじの毛のごとくふら

せ霜を灰のごとくにまきたまふ 17ヱ

ホバは氷をつちくれのごとくに擲ちた

まふたれかその寒冷にたふることをえ

んや 18ヱホバ聖言をくだしてこれを

消しその風をふかしめたまへばもろも

ろの水はながる 19ヱホバはそのみこ

とばをヤコブに示しそのもろもろの律

法とその審判とをイスラエルにしめし

たまふ 20ヱホバはいづれの國をも如

此あしらひたまひしにあらずヱホバの

もろもろの審判をかれらはしらざるな

りヱホバをほめたたへよ

148ヱホバをほめたたへよもろもろ
の天よりヱホバをほめたたへよ

もろもろの高所にてヱホバをほめたた

へよ 2その天使よみなヱホバをほめた

たへよその萬軍よみなヱホバをほめた

たへよ 3日よ月よヱホバをほめたたへ

よひかりの星よみなヱホバをほめたた

へよ 4もろもろの天のてんよ天のうへ

なる水よヱホバをほめたたへよ 5これ

らはみなヱホバの聖名をほめたたふべ

しそはヱホバ命じたまひたればかれら

は造られたり 6ヱホバまた此等をいや

とほながに立たまひたり又すぎうすま

じき詔命をくだしたまへり 7龍よすべ

ての淵よ地よりヱホバをほめたたへよ

8火よ霰よ雪よ霧よみことばにしたが

ふ狂風よ 9もろもろの山もろもろのを

か實をむすぶ樹すべての香柏よ 10獣
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もろもろの牲畜はふもの翼ある鳥よ 11

地の王たちもろもろのたみ地の諸侯

よ地のもろもろの審士よ 12少きをの

こ若きをみな老たる人をさなきもの

よ 13みなヱホバの聖名をほめたたふ

べしその聖名はたかくして類なくそ

のえいくわうは地よりも天よりもうへ

にあればなり 14ヱホバはその民のた

めに一つの角をあげたまへりこはそも

ろもろの聖徒のほまれヱホバにちかき

民なるイスラエルの子輩のほまれなり

ヱホバを讃稱へよ

149ヱホバをほめたたへよヱホバに
對ひてあたらしき歌をうたへ聖

徒のつどひにてヱホバの頌美をうたヘ

2イスラエルはおのれを造りたまひし

ものをよろこびシオンの子輩は已が王

のゆゑによりて樂しむべし 3かれらを

どりつつその聖名をほめたたへ琴鼓に

てヱホバをほめうたべし 4ヱホバはお

のが民をよろこび救にて柔和なるもの

を美しくしたまへばなり 5聖徒はえい

くわうの故によりてよろこびその寝牀

にてよろこびうたふべし 6その口に神

をほむるうたありその手にもろはの劍

あり 7こはもろもろの國に仇をかへし

もろもろの民をつみなひ 8かれらの王

たちを鏈にてかれらの貴人をくろかね

の械にていましめ 9録したる審判をか

れらに行ふべきためなり斯るほまれは

そのもろもろの聖徒にありヱホバをほ

めたたへよ

150ヱホバをほめたたへよその聖所
にて神をほめたたへよその能力

のあらはるる穹蒼にて神をほめたたへ

よ 2その大能のはたらきのゆゑをもて

神をほめたたへよその秀ておほいなる

ことの故によりてヱホバをほめたたへ

よ 3ラッパの聲をもて神をほめたたへ

よ筝と琴とをもて神をほめたたへよ 4

つづみと蹈舞とをもて神をほめたたへ

よ絃籘をもて神をほめたたへよ 5音の

たかき鐃鈸をもて神をほめたたへよな

りひびく鐃鈸をもて神をほめたたへよ

6氣息あるものは皆ヤハをほめたたふ

べしなんぢらヱホバをほめたたへよ
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箴言知恵の泉

1ダビデの子イスラエルの王ソロモン
の箴言 2こは人に智慧と訓誨とをし

らしめ哲言を暁らせ 3さとき訓と公義

と公平と正直とをえしめ 4拙者にさと

りを與へ少者に知識と謹愼とを得させ

ん爲なり 5智慧ある者は之を聞て學に

すすみ哲者は智略をうべし 6人これに

よりて箴言と譬喩と智慧ある者の言と

その隠語とを悟らん 7ヱホバを畏るる

は知識の本なり愚なる者は智慧と訓誨

とを軽んず 8我が子よ汝の父の教をき

け汝の母の法を棄ることなかれ 9これ

汝の首の美しき冠となり汝の項の妝飾

とならん 10わが子よ惡者なんぢ誘ふ

とも從ふことなかれ 11彼等なんぢに

むかひて請ふわれらと偕にきたれ我

儕まちぶせして人の血を流し無辜もの

を故なきに伏てねらひ 12陰府のごと

く彼等を活たるままにて呑み壮健なる

者を墳に下る者のごとくになさん (Sheol

h7585) 13われら各様のたふとき財貨を

え奪ひ取たる物をもて我儕の家に盈さ

ん 14汝われらと偕に籤をひけ我儕と

ともに一の金嚢を持べしと云とも 15

我が子よ彼等とともに途を歩むことな

かれ汝の足を禁めてその路にゆくこと

勿れ 16そは彼らの足は惡に趨り血を

流さんとて急げばなり 17 (すべて鳥の

目の前にて羅を張は徒労なり) 18彼等

はおのれの血のために埋伏しおのれの

命をふしてねらふ 19凡て利を貧る者

の途はかくの如し是その持主をして生

命をうしなはしむるなり 20智慧外に

呼はり衝に其聲をあげ 21熱閙しき所

にさけび城市の門の口邑の中にその言

をのぺていふ 22なんぢら拙者のつた

なきを愛し嘲笑者のあざけりを樂しみ

愚なる者の知識を惡むは何時までぞや

23わが督斥にしたがひて心を改めよ 視

よわれ我が霊を汝らにそそぎ我が言を

なんぢらに示さん 24われ呼たれども

汝らこたへず手を伸たれども顧る者な

く 25かへつて我がすべての勧告をす

て我が督斥を受ざりしに由り 26われ

汝らが禍災にあふとき之を笑ひ汝らの

恐懼きたらんとき嘲るべし 27これは

汝らのおそれ颶風の如くきたり汝らの

ほろび颺風の如くきたり艱難とかなし

みと汝らにきたらん時なり 28そのと

き彼等われを呼ばん然れどわれ應へじ

只管に我を求めんされど我に遇じ 29

かれら知識を憎み又ヱホバを畏るるこ

とを悦ばず 30わが勤に從はず凡て我

督斥をいやしめたるによりて 31己の

途の果を食ひおのれの策略に飽べし 32

拙者の違逆はおのれを殺し愚なる者の

幸福はおのれを滅さん 33されど我に

聞ものは平穏に住ひかつ禍害にあふ恐

怖なくして安然ならん

2我が子よ汝もし我が言をうけ我誡命
を汝のこころに蔵め 2斯て汝の耳を

智慧に傾け汝の心をさとりにむけ 3も

し知識を呼求め聡明をえんと汝の聲を

あげ 4銀の如くこれを探り秘れたる寳

の如くこれを尋ねば 5汝ヱホバを畏る

ることを暁り神を知ることを得べし 6

そはヱホバは智慧をあたへ知識と聡明

とそのロより出づればなり 7かれは義

人のために聡明をたくはへ直く行む者

の盾となる 8そは公平の途をたもちそ

の聖徒の途すぢを守りたまへばなり 9

斯て汝はつひに公義と公平と正直と一

切の善道を暁らん 10すなはち智慧な

んぢの心にいり知識なんぢの霊魂に樂

しからん 11謹愼なんぢを守り聡明な
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んぢをたもちて 12惡き途よりずくひ

虚偽をかたる者より救はん 13彼等は

直き途をはなれて幽暗き路に行み 14

惡を行ふを樂しみ惡者のいつはりを悦

び 15その途はまがりその行爲は邪曲

なり 16聡明はまた汝を妓女より救ひ

言をもて諂ふ婦より救はん 17彼はわ

かき時の侶をすてその神に契約せしこ

とを忘るるなり 18その家は死に下り

その途は陰府に赴く 19凡てかれにゆ

く者は歸らずまた生命の途に達らざる

なり 20聡明汝をたもちてよき途に行

ませ義人の途を守らしめん 21そは義

人は地にながらへをり完全者は地に止

らん 22されど惡者は地より亡され悸

逆者は地より抜さらるべし

3我が子よわが法を忘るるなかれ汝の
心にわが誡命をまもれ 2さらば此事

は汝の日をながくし生命の年を延べ平

康をなんぢに加ふべし 3仁慈と眞實と

を汝より離すことなかれ之を汝の項に

むすびこれを汝の心の碑にしるせ 4さ

らばなんぢ神と人との前に恩寵と好名

とを得べし 5汝こころを盡してヱホバ

に倚頼めおのれの聡明に倚ることなか

れ 6汝すべての途にてヱホバをみとめ

よさらばなんぢの途を直くしたまふべ

し 7自から看て聡明とする勿れヱホバ

を畏れて惡を離れよ 8これ汝の身に良

薬となり汝ら骨に滋潤とならん 9汝の

貨財と汝がすべての産物の初生をもて

ヱホバをあがめよ 10さらば汝の倉庫

はみちて余り汝の酒醡は新しき酒にて

溢れん 11我子よ汝ヱホバの懲治をか

ろんずる勿れその譴責を受くるを厭ふ

こと勿れ 12それヱホバはその愛する

者をいましめたまふあたかも父のその

愛する子を譴むるが如し 13智慧を求

め得る人および聡明をうる人は福なり

14そは智慧を獲るは銀を獲るに愈りそ

の利は精金よりも善ければなり 15智

慧は眞珠よりも尊し汝の凡ての財貨も

之と比ぶるに足らず 16其右の手には

長壽ありその左の手には富と尊貴とあ

り 17その途は樂しき途なりその徑す

ぢは悉く平康し 18これは執る者には

生命の樹なりこれ持ものは福なり 19

ヱホバ智慧をもて地をさだめ聡明をも

て天を置たまへり 20その知識により

て海洋はわきいで雲は露をそそぐなり

21我が子よこれらを汝の眼より離す勿

れ聡明と謹愼とを守れ 22然ばこれは

汝り霊魂の生命となり汝の項の牧飾と

ならん 23かくて汝やすらかに汝の途

をゆかん又なんぢの足つまづかじ 24

なんぢ臥とき怖るるところあらず臥と

きは酣く睡らん 25なんぢ猝然なる恐

懼をおそれず惡者の滅亡きたる時も之

を怖るまじ 26そはヱホバは汝の倚頼

むものにして汝の足を守りてとらはれ

しめたまはざるべければなり 27汝の

手善をなす力あらば之を爲すべき者に

爲さざること勿れ 28もし汝に物あら

ば汝の鄰に向ひ去て復來れ明日われ汝

に予へんといふなかれ 29汝の鄰なん

ぢの傍に安らかに居らば之にむかひて

惡を謀ること勿れ 30人もし汝に惡を

爲さすば故なく之と争ふこと勿れ 31

暴虐人を羨むことなくそのすべての途

を好とすることなかれ 32そは邪曲な

る者はヱホバに惡まるればなりされど

義者はその親き者とせらるべし 33ヱ

ホバの呪詛は惡者の家にありされど義

者の室はかれにめぐまる 34彼は嘲笑

者をあざけり謙る者に恩恵をあたへた
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まふ 35智者は尊榮をえ愚なる者は羞

辱之をとりさるべし

4小子等よ父の訓をきけ聡明を知んた
めに耳をかたむけよ 2われ善教を汝

らにさづくわが律を棄つることなかれ

3われも我が父には子にして我が母の

目には獨の愛子なりき 4父われを教へ

ていへらく我が言を汝の心にとどめわ

が誡命をまもれ 然らば生べし 5 智

慧をえ聡明をえよこれを忘るるなか

れまた我が口の言に身をそむくるなか

れ 6智慧をすつることなかれ彼なんぢ

を守らん彼を愛せよ彼なんぢを保たん

7智慧は第一なるものなり智慧をえよ

凡て汝の得たる物をもて聡明をえよ 8

彼を尊べさらば彼なんぢを高く挙げ

んもし彼を懐かば彼汝を尊榮からしめ

ん 9かれ美しき飾を汝の首に置き榮の

冠弁を汝に予へん 10我が子よきけ我

が言を納れよさらば汝の生命の年おほ

からん 11われ智慧の道を汝に教へ義

しき徑筋に汝を導けり 12歩くとき汝

の歩は艱まず趨るときも躓かじ 13堅

く訓誨を執りて離すこと勿れこれを守

れこれは汝の生命なり 14邪曲なる者

の途に入ることなかれ惡者の路をあや

むこと勿れ 15これを避よ過ること勿

れ離れて去れ 16そは彼等は惡を爲さ

ざれば睡らず人を躓かせざればいねず

17不義のパンを食ひ暴虐の洒を飮めば

なり 18義者の途は旭光のごとしいよ

いよ光輝をまして昼の正午にいたる 19

惡者の途は幽冥のごとし彼らはその

蹟くもののなになるを知ざるなり 20

わが子よ我が言をきけ我が語るとこ

ろに汝の耳を傾けよ 21之を汝の目よ

り離すこと勿れ汝の心のうちに守れ

22是は之を得るものの生命にしてまた

その全體の良薬なり 23すべての操守

べき物よりもまさりて汝の心を守れそ

は生命の流これより出ればなり 24虚

偽の口を汝より棄さり惡き口唇を汝よ

り遠くはなせ 25汝の目は正く視汝の

眼瞼は汝の前を眞直に視るべし 26汝

の足の徑をかんがへはかり汝のすべて

の道を直くせよ 27右にも左にも偏る

こと勿れ汝の足を惡より離れしめよ

5我が子よわが智慧をきけ汝の耳をわ
が聡明に傾け 2しかしてなんぢ謹

愼を守り汝の口唇に知識を保つべし 3

娼妓の口唇は蜜を滴らし其口は脂よ

りも滑なり 4 されど其終は茵蔯の

如くに苦く兩刃の劍の如くに利し 5

その足は死に下りその歩は陰府に趣

く (Sheol h7585) 6 彼は生命の途に入ら

ず其徑はさだかならねども自ら之を知

ざるなり 7小子等よいま我にきけ我が

口の言を棄つる勿れ 8汝の途を彼より

遠く離れしめよ其家の門に近づくこと

なかれ 9恐くは汝の榮を他人にわた

し汝の年を憐憫なき者にわたすにいた

らん 10恐くは他人なんぢの資財によ

りて盈され汝の労苦は他人の家にあ

らん 11終にいたりて汝のなんぢの體

亡ぶる時なんぢ泣悲みていはん 12わ

れ教をいとひ心に譴責をかろんじ 13

物が師の聲をきかず我を教る者に耳

を傾けず 14あつまりの中会衆のうち

にてほとんど諸の惡に陥れりと 15汝

おのれの水溜より水を飮みおのれの

泉より流るる水をのめ 16汝の流をほ

かに溢れしめ汝の河の水を衢に流れ

しむべけんや 17これを自己に歸せし

め他人をして汝と偕にこに與らしむる

こと勿れ 18汝の泉に福祉を受しめ汝

の少き時の妻を樂しめ 19彼は愛しき
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麀のごとく美しき鹿の如しその乳房を

もて常にたれりとしその愛をもて常に

よろこべ 20我子よ何なればあそびめ

をたのしみ淫婦の胸を懐くや 21それ

人の途はヱホバの目の前にあり彼はす

べて其行爲を量りたまふ 22惡者はお

のれの愆にとらへられその罪の縄に繋

る 23彼は訓誨なきによりて死その多

くの愚なることに由りて亡ぶべし

6我子よ汝もし朋友のために保證をな
し他人のために汝の手を拍ば 2汝そ

の口の言によりてわなにかかりその口

の言によりてとらへらるるなり 3我子

よ汝友の手に陥りしならば斯して自ら

救へすなはち往て自ら謙たり只管なん

ぢの友に求め 4汝の目をして睡らしむ

ることなく汝の眼瞼をして閉しむるこ

と勿れ 5かりうどの手より鹿ののがる

るごとく鳥とる者の手より鳥ののがる

る如くしてみづからを救へ 6惰者よ蟻

にゆき其爲すところを観て智慧をえよ

7蟻は首領なく有司なく君主なけれど

も 8夏のうちに食をそなへ収穫のとき

に糧を斂む 9惰者よ汝いづれの時まで

臥息むやいづれの時まで睡りて起ざる

や 10しぼらく臥ししばらく睡り手を

叉きてまた片時やすむさらば 11汝の

貧窮は盗人の如くきたり汝の欠乏は兵

士の如くきたるべし 12邪曲なる人あ

しき人は虚偽の言をもて事を行ふ 13

彼は眼をもて眴せし脚をもてしらせ

指をもて示す 14その心に虚偽をたも

ち常に惡をはかり争端を起す 15この

故にその禍害にはかに來り援助なくし

て立刻に敗らるべし 16ヱホバの憎み

たまふもの六あり否その心に嫌ひたま

ふもの七あり 17即ち驕る目いつはり

をいふ舌つみなき人の血を流す手 18

惡き謀計をめぐらす心すみやかに惡に

趨る足 19詐偽をのぶる證人および兄

弟のうちに争端をおこす者なり 20我

子よ汝の父の誠命を守り汝の母の法を

棄る勿れ 21常にこれを汝の心にむす

び之をなんぢの頚に佩よ 22これは汝

のゆくとき汝をみちびき汝の寝るとき

汝をまもり汝の寤るとき汝とかたらん

23それ誡命は燈火なり法は光なり教

訓の懲治は生命の道なり 24これは汝

をまもりて惡き婦よりまぬかれしめ汝

をたもちて淫婦の舌の諂媚にまどはさ

れざらしめん 25その艶美を心に戀ふ

ことなかれその眼瞼に捕へらるること

勿れ 26それ娼妓のために人はただ僅

に一撮の糧をのこすのみにいたる又淫

婦は人の尊き生命を求むるなり 27人

は火を懐に抱きてその衣を焚れざらん

や 28人は熱火を踏て其足を焚れざら

んや 29その隣の妻と姦淫をおこなふ

者もかくあるべし凡て之に捫る者は罪

なしとせられず 30竊む者もし飢しと

きに其飢を充さん爲にぬすめるならば

人これを藐ぜじ 31もし捕へられなば

その七倍を償ひ其家の所有をことごと

く出さざるべからず 32婦と姦淫をお

こなふ者は智慧なきなり之を行ふ者は

おのれの霊魂を亡し 33傷と陵辱とを

うけて其恥を雪ぐこと能はず 34妒忌

その夫をして忿怒をもやさしむればそ

の怨を報ゆるときかならず寛さじ 35

いかなる贖物をも顧みず衆多の饋物を

なすともやはらがざるべし

7我子よわが言をまもり我が誡命を汝
の心にたくはへよ 2我が誠命をまも

りで生命をえよ我法を守ること汝の眸

子を守るが如くせよ 3これを汝の指に

むすびこれを汝の心の碑に銘せ 4なん
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ぢ智慧にむかひて汝はわが姉妹なりと

いひ明理にむかひて汝はわが友なりと

いへ 5さらば汝をまもりて淫婦にまよ

はざらしめ言をもて媚る娼妓にとほざ

からしめん 6われ我室の牖により檑子

よりのぞきて 7拙き者のうち幼弱者の

うちに一人の智慧なき者あるを観たり

8彼衢をすぎ婦の門にちかづき其家の

路にゆき 9黄昏に半宵に夜半に黒暗の

中にあるけり 10時に娼妓の衣を着た

る狡らなる婦かれにあふ 11この婦は

譁しくしてつつしみなく其足は家に止

らず 12あるときは衢にあり或時はひ

ろばにありすみずみにたちて人をうか

がふ 13この婦かれをひきて接吻し恥

しらぬ面をもていひけるは 14われ酬

恩祭を献げ今日すでにわが誓願を償せ

り 15これによりて我なんぢを迎へん

とていで汝の面をたづねて汝に逢へり

16わが榻には美しき褥およびエジプト

の文枲をしき 17沒薬蘆薈桂皮をもて

我が榻にそそげり 18來れわれら詰朝

まで情をつくし愛をかよはして相なぐ

さめん 19そは夫は家にあらず遠く旅

立して 20手に金嚢をとれり望月なら

では家に歸らじと 21多の婉言をもて

惑し口唇の諂媚をもて誘へ 22わかき

人ただちにこれに隨へりあたかも牛の

宰地にゆくが如く愚なる者の桎梏をか

けらるる爲にゆくが如し 23遂には矢

その肝を刺さん烏の速かに羅にいりて

その生命を喪ふに至るを知ざるがごと

し 24小子等よいま我にきけ我が口の

言に耳を傾けよ 25なんぢの心を淫婦

の道にかたむくること勿れまたこれが

徑に迷ふこと勿れ 26そは彼は多の人

を傷つけて仆せり彼に殺されたる者ぞ

多かる 27その家は陰府の途にして死

の室に下りゆく (Sheol h7585)

8智慧は呼はらざるか聡明は聲を出さ
ざるか 2彼は路のほとりの高處また

街衝のなかに立ち 3邑のもろもろの門

邑の口および門々の入口にて呼はりい

ふ 4人々よわれ汝をよび我が聲をもて

人の子等をよぶ 5拙き者よなんぢら聡

明に明かなれ愚なる者よ汝ら明かなる

心を得よ 6汝きけわれ善事をかたらん

わが口唇をひらきて疋事をいださん 7

我が口は眞実を述べわが口唇はあしき

事を憎むなり 8わが口の言はみな義し

そのうちに虚偽と奸邪とあることなし

9是みな智煮の明かにするところ知識

をうる者の正とするところなり 10な

んぢら銀をうくるよりは我が教をうけ

よ精金よりもむしろ知識をえよ 11そ

れ智慧は眞珠に愈れり凡の寳も之に比

ぶるに足らず 12われ智慧は聡明をす

みかとし知識と謹愼にいたる 13ヱホ

バを畏るるとは惡を憎むことなり我は

傲慢と驕奢惡道と虚偽の口とを憎む

14謀略と聡明は我にあり 我は了知なり

我は能力あり 15我に由て王者は政を

なし君たる者は義しき律をたて 16我

によりて主たる者および牧伯たちなど

瓦て地の審判人は世ををさむ 17われ

を愛する者は我これを愛す我を切に求

むるものは我に遇ん 18富と榮とは我

にあり貴き寳と公義とも亦然り 19わ

が果は金よりも精舎よりも愈りわが利

は精銀よりもよし 20我は義しき道に

あゆみ公平なる路徑のなかを行む 21

これ我を愛する者に貨財をえさせ又そ

の庫を充しめん爲なり 22ヱホバいに

しへ其御わざをなしそめたまへる前に

その道の始として我をつくりたまひき
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23永遠より元始より地の有ざりし前よ

り我は立られ 24いまだ海洋あらずい

まだ大なるみづの泉あらざりしとき我

すでに生れ 25山いまださだめられず

陵いまだ有ざりし荊に我すずでに生れ

たり 26即ち神いまだ地をも野をも地

の塵の根元を石造り給はざりし時なり

27かれ天をつくり海の面に穹蒼を張た

まひしとき我かしこに在りき 28彼う

へに雲氣をかたく定め淵の泉をつよく

ならしめ 29海にその限界をたて水を

してその岸を踰えざらしめまた地の基

を定めたまへるとき 30我はその傍に

ありて創造者となり日々に欣び恒にそ

の前に樂み 31その地にて樂み又世の

人を喜べり 32されば小子等よいま我

にきけわが道をまもる者は福ひなり

33教をききて智慧をえよ 之を棄ること

なかれ 34凡そ我にきき日々わが門の

傍にまちわが戸口の柱のわきにたつ人

は福ひなり 35そは我を得る者は生命

をえヱホバより恩寵を獲ればなり 36

我を失ふものは自己の生命を害ふすべ

て我を惡むものは死を愛するなり

9智慧はその家を建てその七の柱を砍
成し 2その畜を宰りその酒を混和せ

その筵をそなへ 3その婢女をつかはし

て邑の高處に呼はりいはしむ 4拙者よ

ここに來れとまた智慧なき者にいふ 5

汝等きたりて我が糧を食ひわがまぜあ

はせたる洒をのみ 6拙劣をすてて生命

をえ聡明のみちを行め 7嘲笑者をいま

しむる者は恥を己にえ惡人を責むる者

は疵を己にえん 8嘲笑者を責むること

なかれ恐くは彼なんぢを惡まん智慧

ある者をせめよ彼なんぢを愛せん 9智

慧ある者に授けよ彼はますます智慧を

えん義者を教へよ彼は知識に監まん

10ヱホバを畏るることは智慧の根本な

り聖者を知るは聡明なり 11我により

汝の日は多くせられ汝のいのちの年は

増べし 12汝もし智慧あらば自己のた

めに智慧あるなり汝もし嘲らば汝ひと

り之を負ん 13愚なる婦は嘩しく且つ

たなくして何事をも知らず 14その家

の門に坐し邑のたかき處にある座にす

わり 15道をますぐに過る往來の人を

招きていふ 16拙者よここに來れとま

た智慧な在りき人にむかひては之にい

ふ 17竊みたる水は甘く密かに食ふ糧

は美味ありと 18彼處にある者は死し

者その客は陰府のふかき處にあること

を是等の人は知らざるなり (Sheol h7585)

10ソロモンの箴言智慧ある子は父を
欣ばす愚なる子は母の憂なり 2不

義の財は益なしされど正義は救ひて死

を脱かれしむ 3ヱホバは義者の霊魂を

餓ゑしめず惡者にその欲するところを

得ざらしむ 4手をものうくして動くも

のは貧くなり勤めはたらく者の手は富

を得 5夏のうちに斂むる者は智き子な

り収穫の時にねむる者は辱をきたす子

なり 6義者の首には福祉きたり惡者の

口は強暴を掩ふ 7義者の名はた讃られ

惡者の名は腐る 8心の智き者は誡命を

受くされど口の頑愚なる者は滅さる 9

直くあゆむ者はそのあゆむこと安しさ

れどその途を曲ぐる者は知らるべし 10

眼をもて眴せする者は憂をおこし口の

頑愚なる者は亡さる 11義者の口は生

命の泉なり惡者の口は強暴を掩ふ 12

怨恨は争端をおこし愛はすべての愆を

掩ふ 13哲者のくちびるには智慧あり

智慧なき者の背のためには鞭あり 14

智慧ある者は知識をたくはふ愚かなる

者の口はいまにも滅亡をきたらす 15
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富者の資財はその堅き城なり貧者のと

もしきはそのほろびなり 16義者が動

作は生命にいたり惡者の利得は罪にい

たる 17教をまもる者は生命の道にあ

り懲戒をすつる者はあやまりにおちい

る 18怨をかくす者には虚偽のくちび

るあり誹膀をいだす者は愚かなる者な

り 19言おほけれぼ罪なきことあたは

ずその口唇を禁むるものは智慧あり

20義者の舌は精銀のごとし 惡者の心は

値すくなし 21義者の口唇はおほくの

人をやしなひ愚なる者は智慧なきに由

て死ぬ 22ヱホバの祝福は人を富す人

の労苦はこれに加ふるところなし 23

愚かなる者は惡をなすを戯れごとのご

とくす智慧のさとかる人にとりても是

のごとし 24惡者の怖るるところは自

己にきたり義者のねがふところはあた

へらる 25狂風のすぐるとき惡者は無

に婦せん義者は窮なくたもつ基のごと

し 26惰る者のこれを遣すものに於る

は酢の歯に於るが如く煙の目に於るが

如し 27ヱホバを畏るることは人の日

を多くすされど惡者の年はちぢめらる

28義者の望は喜悦にいたり惡者の望は

絶べし 29ヱホバの途は直者の城とな

り惡を行ふものの滅亡となる 30義者

は何時までも動かされず惡者は地に住

むことを得じ 31義者の口は智慧をい

だすなり虚偽の舌は抜るべし 32義者

のくちびるは喜ばるべきことをわきま

へ惡者の口はいつはりを語る

11いつはりの權衝はヱホバに惡まれ
義しき分銅は彼に欣ばる 2驕傲き

たれば辱も亦きたる謙だる者には智慧

あり 3直者の端荘は己を導き悖逆者の

邪曲は己を亡す 4寳は震怒の日に益な

しされど正義は救ふて死をまぬかれし

む 5完全者はその正義によりてその途

を直くせられ惡者はその惡によりて跌

るべし 6直者はその正義によりて救は

れ悸逆者は自己の惡によりて執へらる

7惡人は死るときにその望たえ不義な

る者の望もまた絶べし 8義者は艱難よ

り救はれ惡者はこれに代る 9邪曲なる

者は口をもてその鄰を亡すされど義し

き者はその知識によりて救はる 10義

しきもの幸福を受ればその城邑に歓喜

あり惡きもの亡さるれば歓喜の聲おこ

る 11城邑は直者の祝ふに倚て高く挙

られ惡者の口によりて亡さる 12その

鄰を侮る者は智慧なし聡明人はその口

を噤む 13往て人の是非をいふ者は密

事を洩し心の忠信なる者は事を隠す

14はかりごとなければ民たふれ 議士多

ければ平安なり 15他人のために保證

をなす者は苦難をうけ保證を嫌ふ者は

平安なり 16柔順なる婦は榮誉をえ強

き男子は資財を得 17慈悲ある者は己

の霊魂に益をくはへ残忍者はおのれの

身を擾はす 18惡者の獲る報はぴなし

く義を播くものの得る報賞は確し 19

堅く義をたもつ者は生命にいたり惡を

追もとむる者はおのれの死をまねく 20

心の戻れる者はヱホバに憎まれ直く道

を歩む者は彼に悦ばる 21手に手をあ

はするとも惡人は罪をまぬかれず義人

の苗裔は救を得 22美しき婦のつつし

みなきは金の環の豕の鼻にあるが如し

23義人のねがふところは凡て福祉にい

たり惡人ののぞむところは震怒にいた

る 24ほどこし散して反りて増ものあ

り與ふべきを吝みてかへりて貧しきに

いたる者あり 25施與を好むものは肥

え人を潤ほす者はまた利潤をうく 26

穀物を蔵めて糶ざる者は民に阻はる然
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れど售る者の首には祝福あり 27善を

もとむる者は恩恵をえん惡をもとむる

者には惡き事きたらん 28おのれの富

を恃むものは仆れんされど義者は樹の

青葉のごとくさかえん 29おのれの家

をくるしむるものは風をえて所有とせ

ん愚なる者は心の智きものの僕となら

ん 30義人の果は生命の樹なり智慧あ

る者は人を捕ふ 31みよ義人すらも世

にありて報をうくべし況て惡人と罪人

とをや

12訓誨を愛する者は知識を愛す懲戒
を惡むものは畜のごとし 2善人は

ヱホバの恩寵をうけ惡き謀略を設くる

人はヱホバに罰せちる 3人は惡をもて

堅く立ことあたはず義人の根は動くこ

となし 4賢き婦はその夫の冠弁なり辱

をきたらする婦は夫をしてその骨に腐

あるが如くならしむ 5義人のおもひは

直し惡者の計るところは虚偽なり 6惡

者の言は人の血を流さんとて伺ふされ

ど直者の口は人を救ふなり 7惡者はた

ふされて無ものとならんされど義者の

家は立べし 8人はその聡明にしたがひ

て誉られ心の悖れる者は藐めらる 9卑

賤してしもべある者は自らたかぶりて

食に乏き者に愈る 10義者はその畜の

生命を顧みるされど惡者は残忍をもて

その憐憫とす 11おのれの田地を耕す

ものは食にあく放蕩なる人にしたがふ

者は智慧なし 12惡者はあしき人の獲

たる物をうらやみ義者の根は芽をいだ

す 13惡者はくちびるの愆によりて罟

に陥るされど義者は患難の中よりまぬ

かれいでん 14人はその口の徳により

て福祉に飽ん人の手の行爲はその人の

身にかへるべし 15愚なる者はみづか

らその道を見て正しとすされど智慧あ

る者はすすめを容る 16愚なる者はた

だちに怒をあらはし智きものは恥をつ

つむ 17眞實をいふものは正義を述べ

いつはりの證人は虚偽をいふ 18妄り

に言をいだし劍をもて刺がごとくする

者ありされど智慧ある者の舌は人をい

やす 19眞理をいふ口唇は何時までも

存つされど虚偽をいふ舌はただ瞬息の

あひだのみなり 20惡事をはかる者の

心には欺詐あり和平を謀る者には歓喜

あり 21義者には何の禍害も來らず惡

者はわざはひをもて充さる 22いつは

りの口唇はヱホバに憎まれ眞實をおこ

なふ者は彼に悦ばる 23賢人は知識を

かくすされど愚たる者のこころは愚な

る事を述ぶ 24勤めはたらく者の手は

人ををさむるにいたり惰者は人に服ふ

るにいたる 25うれひ人の心にあれば

之を屈ますされど善言はこれを樂しま

す 26義者はその友に道を示すされど

惡者は自ら途にまよふ 27惰者はおの

れの猟獲たる物をも燔ず勉めはたらく

ことは人の貴とき寳なり 28義しき道

には生命ありその道すぢには死なし

13智慧ある子は父の教訓をきき戯謔
者は懲治をきかず 2人はその口の

徳によりて福祉をくらひ悖逆者の霊魂

は強暴をくらふ 3その口を守る者はそ

の生命を守るその口唇を大きくひらく

者には滅亡きたる 4惰る者はこころに

慕へども得ることなし勤めはたらく者

の心は豊饒なり 5義者は虚偽の言をに

くみ惡者ははぢをかうむらせ面を赤く

せしむ 6義は道を直くあゆむ者をまも

り惡は罪人を倒す 7自ら富めりといひ

あらはして些少の所有もなき者あり自

ら貧しと稱へて資財おほき者ありi 8

人の資財はその生命を贖ふものとなる
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あり然ど貧者は威嚇をきくことあらず

9義者の光は輝き惡者の燈火はけさる

10驕傲はただ争端を生ず 勧告をきく者

は智慧あり 11詭詐をもて得たる資財

は減るされど手をもて聚めたくはふる

者はこれを増すことを得 12望を得る

こと遅きときは心を疾しめ願ふ所既に

とぐるときは生命の樹を得たるがごと

し 13御言をかろんずる者は亡され誡

命をおそるる者は報賞を得 14智慧あ

る人の教訓はいのちの泉なり能く人を

して死の罟を脱れしむ 15善にして哲

きものは恩を蒙るされど悸逆者の途は

艱難なり 16凡そ賢者は知識に由りて

事をおこなひ愚なる者はおのれの痴を

顕す 17惡き使者は災禍に陥るされど

忠信なる使者は良薬の如し 18貧乏と

恥辱とは教訓をすつる者にきたるされ

ど譴責を守る者は尊まる 19望を得れ

ば心に甘し愚なる者は惡を棄つること

を嫌ふ 20智慧ある者と偕にあゆむも

のは智慧をえ愚なる者の友となる者は

あしくなる 21わざはひは罪人を追ひ

義者は善報をうく 22善人はその産業

を子孫に遺すされど罪人の資材は義者

のために蓄へらる 23貧しき者の新田

にはおほくの糧ありされど不義により

て亡る者あり 24鞭をくはへざる者は

その子を憎むなり子を愛する者はしき

りに之をいましむ 25義しき者は食を

えて胞くされど惡者の腹は空し

14智慧ある婦はその家をたて愚なる
婦はおのれの手をもて之を毀つ 2

直くあゆむ者はヱホバを畏れ曲りてあ

ゆむ者はこれを侮る 3愚なる者の口に

はその傲のために鞭笞あり智者の口唇

はおのれを守る 4牛なければ飼蒭倉む

なし牛の力によりて生産る物おほし 5

忠信の證人はいつはらず虚偽のあかし

びとは謊言を吐く 6嘲笑者は智慧を求

むれどもえず哲者は知識を得ること容

易し 7汝おろかなる者の前を離れされ

つひに知識の彼にあるを見ざるべし 8

賢者の智慧はおのれの道を暁るにあり

愚なる者の痴は欺くにあり 9おろろか

なる者は罪をかろんずされど義者の中

には恩恵あり 10心の苦みは心みづか

ら知る其よろこびには他人あづからず

11惡者の家は亡され正直き者の幕屋は

さかゆ 12人のみづから見て正しとす

る途にしてその終はつひに死にいたる

途となるものあり 13笑ふ時にも心に

悲あり歎樂の終に憂あり 14心の悖れ

る者はおのれの途に飽かん善人もまた

自己に飽かん 15拙者はすべての言を

信ず賢者はその行を愼む 16智慧ある

者は怖れて惡をはなれ愚なる者はたか

ぶりて怖れず 17怒り易き者は愚なる

ことを行ひ惡き謀計を設くる者は惡ま

る 18批者は愚なる事を得て所有とな

し賢者は知識をもて冠弁となす 19惡

者は善者の前に俯伏し罪ある者は義者

の門に俯伏す 20貧者はその鄰にさへ

も惡まるされど富者を愛ずる者はおほ

し 21その鄰を藐むる者は罪あり困苦

者を憐むものは幸福あり 22惡を謀る

者は自己をあやまるにあらずや善を謀

る者には憐憫と眞實とあり 23すべて

の勤労には利益ありされど口唇のこと

ばは貧乏をきたらするのみなり 24智

慧ある者の財寳はその冠弁となる愚な

る者のおろかはただ痴なり 25眞實の

證人は人のいのちを救ふ謊言を吐く者

は偽人なり 26ヱホバを畏るることは

堅き依頼なりその児輩は逃避場をうべ

し 27ヱホバを畏るることは生命の泉
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なり人を死の罟より脱れしむ 28王の

榮は民の多きにあり牧泊の衰敗は民を

失ふにあり 29怒を遅くする者は大な

る知識あり氣の短き者は愚なることを

顕す 30心の安穏なるは身のいのちな

り娼嫉は誉の腐なり 31貧者を虐ぐる

者はその造主を侮るなり彼をうやまふ

者は貧者をあはれむ 32惡者はその惡

のうちにて亡され義者はその死ぬる時

にも望あり 33智慧は哲者の心にとど

まり愚なる者の衷にある事はあらはる

34義は國を高くし罪は民を辱しむ 35

さとき僕は王の恩を蒙ぶり辱をきたら

す者はその震怒にあふ

15柔和なる答は憤恨をとどめ厲しき
言は怒を激す 2智慧ある者の舌は

知識を善きものとおもはしめ愚なる者

の口はおろかをはく 3ヱホバの目は何

處にもありて惡人と善人とを鑒みる 4

温柔き舌は生命の樹なり悸れる舌は霊

塊を傷ましむ 5愚なる者はその父の訓

をかろんず誡命をまもる者は賢者なり

6義者の家には多くの資財あり惡者の

利潤には擾累あり 7智者のくちびるは

知識をひろむ愚なる者の心は定りなし

8惡者の祭物はヱホバに憎まれ直き人

の祈は彼に悦ばる 9惡者の道はヱホバ

に憎まれ正義をもとむる者は彼に愛せ

らる 10道をはなるる者には厳しき懲

治あり譴責を惡む者は死ぬべし 11陰

府と況淪とはヱホバの目の前にあり況

て人の心をや (Sheol h7585) 12嘲笑昔は誡

めらるることを好まずまた智慧ある者

に近づかず 13心に喜樂あれば顔色よ

ろこばし心に憂苦あれば氣ふさぐ 14

哲者のこころは知識をたづね愚なる者

の口は愚をくらふ 15艱難者の日はこ

とごとく惡く心の懽べる者は恒に酒宴

にあり 16すこしの物を有てヱホバを

畏るるは多の寳をもちて擾煩あるに愈

る 17蔬菜をくらひて互に愛するは肥

たる牛を食ひて互に恨むるに愈る 18

憤ほり易きものは争端をおこし怒をお

そくする者は争端をとどむ 19惰者の

道は棘の底に似たり直者の途は平坦な

り 20智慧ある子は父をよろこばせ愚

なる人はその母をかろんず 21無知な

る者は愚なる事をよろこび哲者はその

途を直くす 22相議ることあらざれば

謀計やぶる議者おほければ謀計かなら

ず成る 23人はその口の答によりて喜

樂をう言語を出して時に適ふはいかに

善らずや 24哲人の途は生命の路にし

て上へ昇りゆくこれ下にあるところの

陰府を離れんが爲なり (Sheol h7585) 25ヱ

ホバはたかぶる者の家をほろぼし寡婦

の地界をさだめたまふ 26あしき謀計

はヱホバに憎まれ温柔き言は潔白し

27不義の利をむさぼる者はその家をわ

づらはせ賄賂をにくむ者は活ながらふ

べし 28義者の心は答ふべきことを考

へ惡者の口は惡を吐く 29ヱホバは惡

者に遠ざかり義者の祈祷をききたまふ

30目の光は心をよろこばせ 好音信は骨

をうるほす 31生命の誡命をきくとこ

ろの耳は智慧ある者の中間に駐まる 32

教をすつる者は自己の生命をかろんず

るなり懲治をきく者は聡明を得 33ヱ

ホバを畏るることは智慧の訓なり謙遜

は尊貴に先だつ

16心に謀るところは人にあり舌の答
はヱホバより出づ 2人の途はおの

れの目にことごとく潔しと見ゆ惟ヱホ

バ霊魂をはかりたまふ 3なんぢの作爲

をヱホバに託せよさらば汝の謀るとこ

ろ必ず成るべし 4ヱホバはすべての物
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をおのおのその用のために造り惡人を

も惡き日のために造りたまへり 5すべ

て心たかぶる者はヱホバに惡まれ手に

手をあはするとも罪をまぬかれじ 6憐

憫と眞實とによりて愆は贖はるヱホバ

を畏るることによりて人惡を離る 7ヱ

ホバもし人の途を喜ばばその人の敵を

も之と和がしむべし 8義によりて得た

るところの僅少なる物は不義によりて

得たる多の資財にまさる 9人は心にお

のれの途を考へはかるされどその歩履

を導くものはヱホバなり 10王のくち

びるには神のさばきあり審判するとき

その口あやまる可らず 11公平の權衡と

天秤とはヱホバのものなり嚢にある分

銅もことごとく彼の造りしものなり 12

惡をおこなふことは王の憎むところな

り是その位は公義によりて堅く立ばな

り 13義しき口唇は王によろこばる彼

等は正直をいふものを愛す 14王の怒

は死の使者のごとし智慧ある人はこれ

をなだむ 15王の面の光には生命あり

その恩寵は春雨の雲のごとし 16智慧

を得るは金をうるよりも更に善らずや

聡明をうるは銀を得るよりも望まし 17

惡を離るるは直き人の路なりおのれの

道を守るは霊魂を守るなり 18驕傲は

滅亡にさきだち誇る心は傾跌にさきだ

つ 19卑き者に交りて謙たるは驕ぶる

者と偕にありて贈物をわかつに愈る 20

愼みて御言をおこなふ者は益をうべし

ヱホバに倚頼むものは福なり 21心に

智慧あれば哲者と稱へらるくちびる甘

ければ人の知識をます 22明哲はこれ

を持つものに生命の泉となる愚なる者

をいましむる者はおのれの痴是なり 23

智慧ある者の心はおのれの口ををしへ

又おのれの口唇に知識をます 24ここ

ろよき言は蜂蜜のごとくにして霊魂に

甘く骨に良薬となる 25人の自から見

て正しとする途にしてその終はつひに

死にいたる途となるものあり 26労を

るものは飮食のために骨をる是その口

おのれに迫ればなり 27邪曲なる人は

惡を掘るその口唇には烈しき火のごと

きものあり 28いつはる者はあらそひ

を起しつけぐちする者は朋友を離れし

む 29強暴人は沃の鄰をいざなひ之を

善らざる途にみちびく 30その目を閉

て惡を謀りその口唇を蹙めて惡事を成

遂ぐ 31白髪は榮の冠弁なり義しき途

にてこれを見ん 32怒を遅くする者は

勇士に愈りおのれの心を治むる者は城

を攻取る者に愈る 33人は籤をひくさ

れど事をさだむるは全くヱホバにあり

17睦じうして一塊の乾けるパンある
はあらそひありて宰れる畜の盈た

る家に愈る 2かしこき僕は恥をきたら

する子ををさめ且その子の兄弟の中に

ありて産業を分ち取る 3銀を試むる者

は坩堝金を試むる者は鑢人の心を試

むる者はヱホバなり 4惡を行ふものは

虚偽のくちびるにきき虚偽をいふ者は

あしき舌に耳を傾ぶく 5貧人を嘲るも

のはその造主をあなどるなり人の災禍

を喜ぶものは罪をまぬかれず 6孫は老

人の冠弁なり父は子の榮なり 7勝れた

る事をいふは愚なる人に適はず況て虚

偽をいふ口唇は君たる者に適はんや 8

贈物はこれを受る者の目には貴き珠の

ごとしその向ふところにて凡て幸福を

買ふ 9愛を追求むる者は人の過失をお

ほふ人の事を言ひふるる者は朋友をあ

ひ離れしむ 10一句の誡命の智人に徹

るは百囘扑つことの愚なる人に徹るよ

りも深し 11叛きもとる者はただ惡き
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ことのみをもとむ比故に彼にむかひて

残忍なる使者遣はさる 12愚なる者の

愚妄をなすにあはんよりは寧ろ子をと

られたる牝熊にあへ 13惡をもて善に

報ゆる者は惡その家を離れじ 14争端

の起源は堤より水をもらすに似たりこ

の故にあらそひの起らざる先にこれを

止むべし 15惡者を義とし義者を惡し

とするこの二の者はヱホバに憎まる 16

愚なる者はすでに心なし何ぞ智慧をか

はんとて手にその價の金をもつや 17

朋友はいづれの時にも愛す兄弟は危難

の時のために生る 18智慧なき人は手

を拍てその友の前にて保證をなす 19

争端をこのむ者は罪を好みその門を高

くする者は敗壊を求む 20邪曲なる心

ある者はさいはひを得ずその舌をみだ

りにする者はわざはひに陥る 21愚な

る者を産むものは自己の憂を生じ愚な

る者の父は喜樂を得ず 22心のたのし

みは良薬なり霊魂のうれひは骨を枯す

23惡者は人の懐より賄賂をうけて審判

の道をまぐ 24智慧は哲者の面のまへ

にありされど愚なる者は目を地の極に

そそぐ 25愚なる子は其父の憂となり

亦これを生る母の煩労となる 26義者

を罰するは善らず貴き者をその義がが

ために扑は善らず 27言を寡くする者

は知識あり心の静なる者は哲人なり

28愚なる者も黙するときは智慧ある者

と思はれその口唇を閉るときは哲者と

おもはるべし

18自己を人と異にする者はおのれの
欲ずるところのみを求めてすべて

の善き考察にもとる 2愚なる者は明哲

を喜ばず惟おのれの心意を顕すことを

喜ぶ 3惡者きたれば藐視したがひてき

たり恥きたれば凌辱もともに來る 4人

の口の言は深水の如し湧てながるる川

智慧の泉なり 5惡者を偏視るは善らず

審判をなして義者を惡しとするも亦善

らず 6愚なる者の口唇はあらそひを起

しその口は打るることを招く 7愚なる

者の口はおのれの敗壊となりその口唇

はおのれの霊魂の罟となる 8人の是非

をいふものの言はたはぶれのごとしと

いへども反つて腹の奥にいる 9その行

爲をおこたる者は滅すものの兄弟なり

10ヱホバの各はかたき櫓のごとし 義者

は之に走りいりて救を得 11富者の資

財はその堅き城なりこれを高き石垣の

如くに思ふ 12人の心のたかぶりは滅

亡に先だち謙遜はたふとまるる事にさ

きだつ 13いまだ事をきかざるさきに

應ふる者は愚にして辱をかうぶる 14

人の心は尚其疾を忍ぶべしされど心の

傷める時は誰かこれに耐んや 15哲者

の心は知識をえ智慧ある者の耳は知識

を求む 16人の贈物はその人のために

道をひらきかつ貴きものの前にこれを

導く 17先に訴訟の理由をのぶるもの

は正義に似たれどもその鄰人きたり詰

問ひてその事を明かにす 18籤は争端

をとどめ且つよきものの間にへだてと

なる 19怒れる兄弟はかたき城にもま

さりて説き伏せがたし兄弟のあらそひ

は檜の貫木のごとし 20人は口の徳に

よりて腹をあかしその口唇の徳により

て自ら飽べし 21死生は舌の權能にあ

りこれを愛する者はその果を食はん

22妻を得るものは美物を得るなり 且ヱ

ホバより恩寵をあたへらる 23貧者は

哀なる言をもて乞ひ富人は厲しき答を

なす 24多の友をまうくる人は遂にそ

の身を亡す但し兄弟よりもたのもしき

知己もまたあり
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19ただしく歩むまづしき者はくちび
るの悖れる愚なる者に愈る 2心に

思慮なければ善らず足にて急ぐものは

道にまよふ 3人はおのれの痴によりて

道につまづき反て心にヱホバを怨む 4

資財はおほくの友をあつむされど貧者

はその友に疎まる 5虚偽の證人は罰を

まぬかれず謊言をはくものは避るるこ

とをえず 6君に媚る者はおほし凡そ人

は贈物を與ふる者の友となるなり 7貧

者はその兄弟すらも皆これをにくむ況

てその友これに遠ざからざらんや言を

はなちてこれを呼とも去てかへらざる

なり 8智慧を得る者はおのれの霊魂を

愛す聡明をたもつ者は善福を得ん 9虚

偽の證人は罰をまぬかれず謊言をはく

者はほろぶべし 10愚なる者の驕奢に

居るは適当からず況て僕にして上に在

る者を治むることをや 11聡明は人に

怒をしのばしむ過失を宥すは人の榮誉

なり 12王の怒は獅の吼るが如くその

恩典は草の上におく露のごとし 13愚

なる子はその父の災禍なり妻の相争そ

ふは雨漏のたえぬにひとし 14家と資

財とは先組より承嗣ぐもの賢き妻はヱ

ホバより賜ふものなり 15懶惰は人を

酣寐せしむ懈怠人は飢べし 16誠命を

守るものは自己の霊魂を守るなりその

道をかろむるものは死ぬべし 17貧者

をあはれむ者はヱホバに貸すなりその

施濟はヱホバ償ひたまはん 18望ある

間に汝の子を打てこれを殺すこころを

起すなかれ 19然ることの烈しき者は

罰をうく汝もしこれを救ふともしばし

ば然せざるを得じ 20なんぢ勧をきき

訓をうけよ然ばなんぢの終に智慧あら

ん 21人の心には多くの計畫ありされ

ど惟ヱホバの旨のみ立べし 22人のよ

ろこびは施濟をするにあり貧者は謊人

に愈る 23ヱホバを畏るることは人を

して生命にいたらしめかつ恒に飽足り

て災禍に遇ざらしむ 24惰者はその手

を盤にいるるも之をその口に挙ること

をだにせず 25嘲笑者を打てさらば拙

者も愼まん哲者を譴めよさらばかれ

知識を得ん 26父を煩はし母を逐ふは

羞赧をきたらし凌辱をまねく子なり 27

わが子よ哲者を離れしむる教を聴くこ

とを息めよ 28惡き證人は審判を嘲り

惡者の口は惡を呑む 29審判は嘲笑者

のために備へられ鞭は愚なる者の背の

ために備へらる

20酒は人をして嘲らせ濃酒は人をし
て騒がしむ之に迷はさるる者は無

智なり 2王の震怒は獅の吼るがごとし

彼を怒らする者は自己のいのちを害ふ

3穏かに居りて争はざるは人の榮誉な

りすべて愚なる者は怒り争ふ 4惰者は

寒ければとて耕さずこの故に収穫のと

きにおよびて求るとも得るところなし

5人の心にある謀計は深き井の水のご

とし然れど哲人はこれを汲出す 6凡そ

人は各自おのれの善を誇るされど誰か

忠信なる者に遇しぞ 7身を正しくして

歩履む義人はその後の子孫に福祉ある

べし 8審判の位に坐する王はその目を

もてすべての惡を散す 9たれか我わが

心をきよめわが罪を潔められたりとい

ひ得るや 10二種の權衡二種の斗量は

等しくヱホバに憎まる 11幼子といへ

どもその動作によりておのれの根性の

清きか或は正しきかをあらはす 12聴

くところの耳と視るところの眼とはと

もにヱホバの造り給へるものなり 13

なんぢ睡眠を愛すること勿れ恐くは貧

窮にいたらん汝の眼をひらけ然らば
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糧に飽べし 14買者はいふ惡し惡しと

然れど去りて後はみづから誇る 15金

もあり眞珠も多くあれど貴き器は知識

のくちびるなり 16人の保證をなす者

よりは先その衣をとれ他人の保證をな

す者をばかたくとらへよ 17欺きとり

し糧は人に甜しされど後にはその口に

沙を充されん 18謀計は相議るにより

て成る戦はんとせば先よく議るべし

19あるきめぐりて人の是非をいふ者は

密事をもらす口唇をひらきてあるくも

のと交ること勿れ 20おのれの父母を

罵るものはその燈火くらやみの中に消

ゆべし 21初に俄に得たる産業はその

終さいはひならず 22われ惡に報いん

と言ふこと勿れヱホバを待て彼なん

ぢを救はん 23二種の分銅はヱホバに

憎まる虚偽の權衡は善らず 24人の歩

履はヱホバによる人いかで自らその道

を明かにせんや 25漫に誓願をたつる

ことは其人の罟となる誓願をたてての

ちに考ふることも亦然り 26賢き王は

箕をもて簸るごとく惡人を散し車輪を

もて碾すごとく之を罰す 27人の霊魂

はヱホバの燈火にして人の心の奥を窺

ふ 28王は仁慈と眞実をもて自らたも

つその位もまた恩恵のおこなひにより

て堅くなる 29少者の榮はその力おい

たる者の美しきは白髪なり 30傷つく

までに打たば惡きところきよまり打て

る鞭は腹の底までもとほる

21王の心はヱホバの手の中にありて
恰かも水の流れのごとし彼その聖

旨のままに之を導きたまふ 2人の道は

おのれの目に正しとみゆされどヱホバ

は人の心をはかりたまふ 3正義と公平

を行ふは犠牲よりも愈りてヱホバに悦

ばる 4高ぶる目と驕る心とは惡人の光

にしてただ罪のみ 5勤めはたらく者の

圖るところは遂にその身を豊裕ならし

め凡てさわがしく急ぐ者は貧乏をいた

す 6虚偽の舌をもて財を得るは吹はら

はるる雲烟のごとし之を求むる者は死

を求むるなり 7惡者の残虐は自己を亡

すこれ義しきを行ふことを好まされば

なり 8罪人の道は曲り潔者の行爲は直

し 9相争ふ婦と偕に室に居らんよりは

屋蓋の隅にをるはよし 10惡者の霊魂

は惡をねがふその鄰も彼にあはれみ見

られず 11あざけるもの罰をうくれば

拙者は智慧を得ちゑあるもの教をうく

れば知識を得 12義しき神は惡者の家

をみとめて惡者を滅亡に投いれたまふ

13耳を掩ひて貧者の呼ぶ聲をきかざる

者はおのれ自ら呼ぶときもまた聴れざ

るべし 14潜なる饋物は忿恨をなだめ

懐中の賄賂は烈しき瞋恚をやはらぐ 15

公義を行ふことは義者の喜樂にして惡

を行ふものの敗壊なり 16さとりの道

を離るる人は死し者の集会の中にをら

ん 17宴樂を好むものは貧人となり酒

と膏とを好むものは富をいたさじ 18

惡者は義者のあがなひとなり悸れる者

は直き者に代る 19争ひ怒る婦と偕に

をらんよりは荒野に居るはよし 20智

慧ある者の家には貴き寳と膏とあり愚

なる人は之を呑つくす 21正義と憐憫

と追求むる者は生命と正義と尊貴とを

得べし 22智慧ある者は強者の城にの

ぼりてその堅く頼むところを倒す 23

口と舌とを守る者はその霊魂を守りて

患難に遇せじ 24高ぶり驕る者を嘲笑

者となづくこれ驕者を逞しくして行ふ

ものなり 25惰者の情慾はおのれの身

を殺す是はその手を肯て働かせざれば

なり 26人は終日しきりに慾を図るさ
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れど義者は與へて吝まず 27惡者の献

物は憎まる況て惡き事のために献ぐる

者をや 28虚偽の證人は滅さる然れど

聴く人は恒にいふべし 29惡人はその

面を厚くし義者はその道を謹む 30ヱ

ホバにむかひては智慧も明哲も謀賂も

なすところなし 31戦闘の日のために

馬を備ふされど勝利はヱホバによる

22嘉名は大なる富にまさり恩寵は銀
また金よりも佳し 2富者と貧者と

偕に世にをる凡て之をる造りし者はヱ

ホバなり 3賢者は災禍を見てみづから

避け拙者はすすみて罰をうく 4謙遜と

ヱホバを畏るる事との報は富と尊貴と

生命となり 5悸れる者の途には荊棘と

罟とあり霊魂を守る者は遠くこれを離

れん 6子をその道に從ひて教へよ然ば

その老たる時も之を離れじ 7富者は貧

者を治め借者は貸人の僕となる 8惡を

播くものは禍害を穡りその怒の杖は廃

るべし 9人を見て恵む者はまた恵まる

此はその糧を貧者に與ふればなり 10

嘲笑者を逐へば争論も亦さり且闘諍も

恥辱もやむ 11心の潔きを愛する者は

その口唇に憐憫をもてり王その友とな

らん 12ヱホバの目は知識ある者を守

る彼は悸れる者の言を敗りたまふ 13

惰者はいふ獅そとにありわれ衢にて殺

されんと 14妓婦の口は深き坑なりヱ

ホバに憎まるる者これに陥らん 15痴

なること子の心の中に繋がる懲治の鞭

これを逐いだす 16貧者を虐げて自ら

を富さんとする者と富者に與ふる者と

は遂にかならず貧しくなる 17汝の耳

を傾ぶけて智慧ある者の言をきき且な

んぢの心をわが知識に用ゐよ 18之を

汝の腹にたもちて盡くなんぢの口唇に

そなはらしめば樂しかるべし 19汝を

してヱホバに倚頓ましめんが爲にわれ

今日これを汝に教ふ 20われ勧言と知

識とをふくみたる勝れし言を汝の爲に

録ししにあらずや 21これ汝をして眞

の言の確實なることを暁らしめ且なん

ぢを遣しし者に其の言を持歸らしめん

爲なり 22弱き者を弱きがために掠む

ることなかれ艱難者を門にて壓つくる

こと勿れ 23そはヱホバその訴を糺し

且かれらを害ふものの生命をそこなは

ん 24怒る者と交ること勿れ憤ほる人

とともに往ことなかれ 25恐くは汝そ

の道に效ひてみづから罟に陥らん 26

なんぢ人と手をうつ者となることなか

れ人の負債の保證をなすこと勿れ 27

汝もし償ふべきものあらずば人なんぢ

の下なる臥牀までも奪ひ取ん是壹よか

らんや 28なんぢの先祖がたてし古き

地界を移すこと勿れ 29汝その業に巧

なる人を見るか斯る人は王の前に立ん

かならず賤者の前にたたじ

23なんぢ侯たる者とともに坐して食
ふときは愼みて汝の前にある者の

誰なるかを思へ 2汝もし食を嗜む者な

らば汝の喉に刀をあてよ 3その珍饈を

貪り食ふこと勿れこれ迷惑の食物なれ

ばなり 4富を得んと思煩らふこと勿れ

自己の明哲を恃むこと勿れ 5なんぢ虚

しきに歸すべき者に目をとむるか富は

かならず自ら翅を生じて鷲のごとく天

に飛さらん 6惡目をする者の糧をくら

ふことなくその珍饈をむさぼりねがふ

ことなかれ 7そはその心に思ふごとく

その人となりも亦しかればなり彼なん

ぢに食へ飮めといふこといへどもその

心は汝に眞実ならず 8汝つひにその食

へる物を吐出すにいたり且その出し懇

懃の言もむなしくならん 9愚なる者の
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耳に語ること勿れ彼なんぢが言の示す

明哲を藐めん 10古き地界を移すこと

なかれ孤子の畑を侵すことなかれ 11

そはかれが贖者は強し必ず汝に對らひ

て之が訴をのべん 12汝の心を教に用

ゐ汝の耳を知識の言に傾けよ 13子を

懲すことを爲ざるなかれ鞭をもて彼を

打とも死ることあらじ 14もし鞭をも

て彼をうたばその霊魂を陰府より救ふ

ことをえん (Sheol h7585) 15わが子よもし

汝のこころ智からば我が心もまた歓び

16もし汝の口唇ただしき事をいはば我

が腎腸も喜ぶべし 17なんぢ心に罪人

をうらやむ勿れただ終日ヱホバを畏れ

よ 18そは必ず應報ありて汝の望は廃

らざればなり 19わが子よ汝ききて智

慧をえかつ汝の心を道にかたぶけよ

20酒にふけり肉をたしむものと交るこ

と勿れ 21それ酒にふける者と肉を嗜

む者とは貧しくなり睡眠を貪る者は敞

れたる衣をきるにいたらん 22汝を生

る父にきけ汝の老たる母を軽んずる勿

れ 23眞理を買へこれを售るなかれ智

慧と誡命と知識とまた然あれ 24義き

者の父は大によろこび智慧ある子を生

る者はこれがために樂しまん 25汝の

父母を樂しませ汝を生る者を喜ばせよ

26わが子よ汝の心を我にあたへ 汝の目

にわが途を樂しめ 27それ妓婦は深き

抗のごとく淫婦は狭き井のごとし 28

彼は盗賊のごとく人を窺ひかつ世の人

の中に悖れる者を増なり 29禍害ある

者は誰ぞ憂愁ある者は誰ぞ争端をな

す者は誰ぞ煩慮ある者は誰ぞ故なく

して傷をうくる者は誰ぞ赤目ある者は

誰ぞ 30是すなはち酒に夜をふかすも

の往て混和せたる酒を味ふる者なり

31洒はあかく盃の中に泡だち滑かにく

だる汝これを見るなかれ 32是は終に

蛇のごとく噬み蝮の如く刺すべし 33

また汝の目は怪しきものを見なんぢの

心は諕言をいはん 34汝は海のなかに

偃すもののごとく帆桅の上に偃すもの

のごとし 35汝いはん人われを撃ども

我いたまず我を拷けども我おぼえず

我さめなばまた酒を求めんと

24なんぢ惡き人を羨むことなかれ又
これと偕に居らんことを願ふなか

れ 2そはその心に暴虐をはかりその口

唇に人を害ふことをいへばなり 3家は

智慧によりて建られ明哲によりて堅く

せられ 4また室は知識によりて各種の

貴く美しき寳にて充されん 5智慧ある

者は強し知識ある人は力をます 6汝よ

き謀計をもて戦闘をなせ勝利は議者の

多きによる 7智慧は高くして愚なる者

の及ぶところにあらず愚なる者は門に

て口を啓くことをえず 8惡をなさんと

謀る者を邪曲なる者と稱ふ 9愚なる者

の謀るところは罪なり嘲笑者は人に憎

まる 10汝もし患難の日に氣を挫かば

汝の力は弱し 11なんぢ死地に曳れゆ

く者を拯へ滅亡によろめきゆく者をす

くはざる勿れ 12汝われら之を知らず

といふとも心をはかる者これを暁らざ

らんや汝の霊魂をまもる者これを知ざ

らんや彼は聲のおのおのの行爲により

て人に報ゆべし 13わが子よ蜜を食へ

是は美ものなりまた蜂のすの滴瀝を食

へ是はなんぢの口に甘し 14智慧の汝

の霊魂におけるも是の如しと知れこれ

を得ばかならず報いありて汝の望すた

れじ 15惡者よ義者の家を窺ふことな

かれその安居所を攻ること勿れ 16そ

は義者は七次たふるるともまた起くさ

れど惡者は禍災によりて亡ぶ 17汝の
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仇たふるるとき樂しむこと勿れ彼の亡

ぶるときこころに喜ぶことなかれ 18

恐くはヱホバこれを見て惡しとしその

震怒を彼より離れしめたまはん 19な

んぢ惡者を怒ることなかれ邪曲なる者

を羨むなかれ 20それ惡者には後の善

賚なし邪曲なる爲の燈火は滅されん

21わが子よヱホバと王とを畏れよ 叛逆

者に交ること勿れ 22斯るものらの災

渦は速におこるこの兩者の滅亡はたれ

か知えんや 23是等もまた智慧ある者

の箴言なり偏り鞫するは善らず 24罪

人に告て汝は義しといふものをは衆人

これを詛ひ諸民これを惡まん 25これ

を譴る者は恩をえんまた福祉これにき

たるべし 26ほどよき應答をなす者は

口唇に接吻するなり 27外にて汝の工

をととのへ田圃にてこれを自己のため

にそなへ然るのち汝の家を建よ 28故

なく汝の鄰に敵して證することなかれ

汝なんぞ口唇をもて欺くべけんや 29

彼の我に爲しし如く我も亦かれになす

べしわれ人の爲ししところに循ひてこ

れに報いんといふこと勿れ 30われ曾

て惰人の田圃と智慧なき人の葡萄園と

をすぎて見しに 31荊棘あまねく生え

薊その地面を掩ひその石垣くづれゐた

り 32我これをみて心をとどめこれを

観て教をえたり 33しばらく臥し暫ら

く睡り手を叉きて又しばらく休む 34

さらば汝の貧窮は盗人のごとく汝の欠

乏は兵士の如くきたるべし

25此等もまたソロモンの箴言なりユ
ダの王ヒゼキヤに属せる人々これ

を輯めたり 2事を隠すは神の榮誉なり

事を窮むるは王の榮誉なり 3天の高さ

と地の深さと王たる者の心とは測るべ

からず 4銀より渣滓を除けさらば銀工

の用ふべき器いでん 5王の前より惡者

をのぞけ然ばその位義によりて堅く立

ん 6王の前に自ら高ぶることなかれ貴

人の場に立つことなかれ 7なんぢが目

に見る王の前にて下にさげらるるより

はここに上れといはるること愈れり 8

汝かろがろしく出でて争ふことなかれ

恐くは終にいたりて汝の鄰に辱しめら

れんその時なんぢ如何になさんとする

か 9なんぢ鄰と争ふことあらば只これ

と争へ人の密事を洩すなかれ 10恐く

は聞者なんぢを卑しめん汝そしられて

止ざらん 11機にかなひて語る言は銀

の彫刻物に金の林檎を嵌たるが如し 12

智慧をもて譴むる者の之をきく者の耳

におけることは金の耳環と精金の飾の

ごとし 13忠信なる使者は之を遣す者

におけること穡收の日に冷かなる雪あ

るがごとし能その主の心を喜ばしむ

14おくりものすと偽りて誇る人は雨な

き雲風の如し 15怒を緩くすれば君も

言を容る柔かなる舌は骨を折く 16な

んぢ蜜を得るか惟これを足る程に食へ

恐くは食ひ過して之を吐出さん 17な

んぢの足を鄰の家にしげくするなかれ

恐くは彼なんぢを厭ひ惡まん 18その

鄰に敵して虚偽の證をたつる人は斧刃

または利き箭のごとし 19艱難に遇ふ

とき忠実ならぬ者を頼むは惡しき歯ま

たは跛たる足を恃むがごとし 20心の

傷める人の前に歌をうたふは寒き日に

衣をぬぐが如く曹達のうへに酢を注ぐ

が如し 21なんぢの仇もし飢ゑなば之

に糧をくらはせもし渇かば之に水を飮

ませよ 22なんぢ斯するは火をこれが

首に積むなりヱホバなんぢに報いたま

ふべし 23北風は雨をおこしかげごと

をいふ舌は人の顔をいからす 24争ふ
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婦と偕に室に居らんより屋蓋の隅にを

るは宜し 25遠き國よりきたる好き消

息は渇きたる人における冷かなる水の

ごとし 26義者の惡者の前に服するは

井の濁れるがごとく泉の汚れたるがご

とし 27蜜をおほく食ふは善らず人お

のれの榮誉をもとむるは榮誉にあらず

28おのれの心を制へざる人は石垣なき

壊れたる城のごとし

26榮誉の愚なる者に適はざるは夏の
時に雪ふり穡收の時に雨ふるがご

とし 2故なき詛は雀の翔り燕の飛ぶが

如くにきたるものにあらず 3馬の爲に

は策あり驢馬の爲には銜ありり愚な

る者の背のために杖あり 4愚なる者の

痴にしたがひて答ふること勿れ恐くは

おのれも是と同じからん 5愚なる者の

痴にしたがひて之に答へよ恐くは彼お

のれの目に自らを智者と見ん 6愚なる

者に托して事を言おくる者はおのれの

足をきり身に害をうく 7跛者の足は用

なし愚なる者の口の箴もかくのごとし

8榮誉を愚なるに具ふる者に與ふるは

石を投石索に繋ぐが如し 9愚なる者の

口にたもつ箴言は酔へるものの莉ある

杖を手にて挙ぐるがごとし 10愚なる

者を傭ひ流浪者を傭ふ者はすべての人

を傷くる射手の如し 11狗のかへり來

りてその吐たる物を食ふがごとく愚な

る者は重ねてその痴なる事をおこなふ

12汝おのれの目に自らを智慧ある者と

する人を見るか彼よりも却て愚なる人

に望あり 13惰者は途に獅あり衢に獅

ありといふ 14戸の蝶鉸によりて轉る

ごとく惰者はその牀に輾轉す 15惰者

はその手を盤にいるるも之をその口に

挙ることを厭ふ 16惰者はおのれの目

に自らを善く答ふる七人の者よりも習

慧ありとなす 17路をよぎり自己に関

りなき争擾にたづさはる者は狗の耳を

とらふる者のごとし 19既にその鄰を

欺くことをなして我はただ戯れしのみ

といふ者は火箭または鎗または死を擲

つ狂人のごとし 20薪なければ火はき

え人の是非をいふ者なければ争端はや

む 21煨火に炭をつぎ火に薪をくぶる

がごとく争論を好む人は争論を起す 22

人の是非をいふものの言はたはぶれの

ごとしと雍もかへつて腹の奥に入る 23

温かき口唇をもちて惡き心あるは銀の

滓をきせたる瓦片のごとし 24恨むる

者は口唇をもて自ら飾れども心の衷に

は虚偽をいだく 25彼その聲を和らか

にするとも之を信ずるなかれその心に

七の憎むべき者あればなり 26たとひ

虚偽をもてその恨をかくすともその惡

は会衆の中に顕はる 27坑を掘るもの

は自ら之に陥らん石を轉ばしあぐる者

の上にはその石まろびかへらん 28虚

偽の舌はおのれの害す者を憎み諂ふ口

は滅亡をきたらす

27なんぢ明日のことを誇るなかれそ
は一日の生ずるところの如何なる

を知ざればなり 2汝おのれの口をもて

自ら讃むることなく人をして己を讃め

しめよ自己の口唇をもてせず他人を

して己をほめしめよ 3石は重く沙は軽

からず然ど愚なる者の怒はこの二より

も重し 4忿怒は猛く憤恨は烈しされど

嫉妬の前には誰か立ことをを得ん 5明

白に譴むるに秘に愛するに愈る 6愛す

る者の傷つくるは眞実よりし敵の接吻

するは偽詐よりするなり 7飽るものは

蜂の蜜をも踐つくされど飢たる者には

苦き物さへもすべて甘し 8その家を離

れてさまよふ人はその巣を離れてさま
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よふ鳥のごとし 9膏と香とは人の心を

よろこばすなり心よりして勧言を與ふ

る友の美しきもまた斯のごとし 10な

んぢの友と汝の父の友とを棄るなかれ

なんぢ患難にあふ日に兄弟の家にいる

ことなかれ親しき隣は疏き兄弟に愈れ

り 11わが子よ智慧を得てわが心を悦

ばせよ然ば我をそしる者に我こたふる

ことを得ん 12賢者は禍害を見てみづ

から避け拙者はすすみて罰をうく 13

人の保證をなす者よりは先その衣をと

れ他人の保證をなす者をば固くとらへ

よ 14晨はやく起て大聲にその隣を祝

すれば却て呪詛と見なされん 15相争

ふ婦は雨ふる日に絶ずある雨漏のごと

し 16これを制ふるものは風をおさふ

るがごとく右の手に膏をつかむがごと

し 17鉄は鉄をとぐ斯のごとくその友

の面を研なり 18無花果の樹をまもる

者はその果をくらふ主を貴ぶものは響

を得 19水に照せば面と面と相肖るが

ごとく人の心は人の心に似たり 20陰

府と沈淪とは飽ことなく人の目もまた

飽ことなし (Sheol h7585) 21坩堝によりて

銀をためし鑢によりて金をためしその

讃らるる所によりて人をためす 22な

んぢ愚なる者を臼にいれ杵をもて麥と

偕にこれを搗ともその愚は去らざるな

り 23なんぢの羊の状況をよく知りな

んぢの群に心を留めよ 24富は永く保

つものにあらずいかで位は世々にたも

たん 25艸枯れ苗いで山の蔬菜あつめ

らる 26羔羊はなんぢの衣服を出し牝

羊は田圃を買ふ價となり 27牝羊の乳

はおほくして汝となんぢの家人の糧と

なり汝の女をやしなふにたる

28惡者は逐ふ者なけれども逃げ義者
は獅子のごとくに勇まし 2國の罪

によりて侯伯多くなり智くして知識あ

る人によりて國は長く保つ 3弱者を虐

ぐる貧人は糧をのこさざる暴しき雨の

ごとし 4律法を棄るものは惡者をほめ

律法を守る者はこれに敵す 5惡人は義

きことを覚らずヱホバを求むる者は凡

の事をさとる 6義しくあゆむ貧者は曲

れる路をあゆむ富者に愈る 7律法を守

る者は智子なり放蕩なる者に交るもの

は父を辱かしむ 8利息と高利とをもて

その財産を増すものは貧人をめぐむ者

のために之をたくはふるなり 9耳をそ

むけて律法を聞ざる者はその祈すらも

憎まる 10義者を惡き這に惑す者はみ

づから自己の阱に陥らんされど質直な

る者は福祉をつぐべし 11富者はおの

れの目に自らを智恵ある者となすされ

ど聡明ある貧者は彼をはかり知る 12

義者の喜ぶときは大なる榮あり惡者の

起るときは民身を匿す 13その罪を隠

すものは榮ゆることなし然ど認らはし

て之を離るる者は憐憫をうけん 14恒

に畏るる人は幸福なりその心を剛愎に

する者は災禍に陥るべし 15貧しき民

を治むるあしき侯伯は吼る獅子あるひ

は飢たる熊のごとし 16智からざる君

はおほく暴虐をおこなふ不義の利を惡

む者は遐齢をうべし 17人を殺してそ

の血を心に負ふ者は墓に奔るなり人こ

れを阻むること勿れ 18義く行む者は

救をえ曲れる路に行む者は直に跌れん

19おのれの田地を耕す者は糧にあき 放

蕩なる者に從ふものは貧乏に飽く 20

忠信なる人は多くの幸幅をえ速かに富

を得んとずる者は罪を免れず 21人を

偏視るはよからず人はただ一片のパン

のために愆を犯すなり 22惡目をもつ

者は財をえんとて急がはしく却て貧窮
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のおのれに來るを知らず 23人を譴む

る者は舌をもて諮ふ者よりも大なる感

謝をうく 24父母の物を竊みて非なら

ずといふ者は滅す者の友なり 25心に

貪る者は争端を起しヱホバに倚頼むも

のは豊饒になるべし 26おのれの心を

恃む者は愚なり智慧をもて行む者は救

をえん 27貧者に賙すものは乏しから

ずその目を掩ふ者は詛を受ること多し

28惡者の起るときは人匿れ その滅ると

きは義者ます

29しばしば責られてもなほ強項なる
者は救はるることなくして猝然に

滅されん 2義者ませば民よろこび惡き

もの權を掌らば民かなしむ 3智慧を愛

する人はその父を悦ばせ妓婦に交る者

はその財産を費す 4王は公義をもて國

を堅うすされど租税を征取る者はこれ

を滅す 5その隣に諮者はかれの脚の前

に羅を張 6惡人の罪の中には罟あり然

ど義者は歓び樂しむ 7義きものは貧き

ものの訟をかへりみる然ど惡人は之を

知ることを願はず 8嘲笑人は城邑を擾

し智慧ある者は怒をしづむ 9智慧ある

人おろかかる人と争へば或は怒り或は

笑ひて休むことなし 10血をながす人

は直き人を惡むされど義き者はその生

命を救はんことを求む 11愚なる者は

その怒をことごとく露はし智慧ある者

は之を心に蔵む 12君王もし虚偽の言

を聴かばその臣みな惡し 13貧者と苛

酷者と偕に世にをるヱホバは彼等の目

に光をあたへ給ふ 14眞實をもて弱者

を審判する王はその位つねに堅く立つ

べし 15鞭と譴責とは智慧をあたふ任

意になしおかれたる子はその母を辱し

む 16惡きもの多ければ罪も亦おほし

義者は彼等の傾覆をみん 17なんぢの

子を懲せさらば彼なんぢを安からしめ

又なんぢの心に喜樂を與へん 18黙示

なければ民は放肆にす律法を守るもの

は福ひなり 19僕は言をもて譴むると

も改めず彼は知れども從はざればなり

20なんぢ言を謹まざる人を見しや 彼よ

りは却て愚なる者に望あり 21僕をそ

の幼なき時より柔かに育てなば終には

子の如くならしめん 22怒る人は争端

を起し憤る人は罪おほし 23人の傲慢

はおのれを卑くし心に謙だる者は榮誉

を得 24盗人に党する者はおのれの霊

魂を惡むなり彼は誓を聴けども説述べ

ず 25人を畏るれば罟におちいるヱホ

バをたのむ者は護られん 26君の慈悲

を求むる者はおほし然れど人の事を定

むるはヱホバによる 27不義をなす人

は義者の惡むところ義くあゆむ人は惡

者の惡むところなり

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれ
イテエルにむかひて之をいへり即

ちイテエルとクカルとにいへる所のも

のなり 2我は人よりも愚なり我には人

の聡明あらず 3我いまた智慧をならひ

得ずまたいまだ至聖きものを暁ること

をえず 4天に昇りまた降りし者は誰か

風をその掌中に聚めし者は誰か水を衣

につつみし者は誰か他のすべての限界

を定めし者は誰かその名は何ぞその

子の名は何ぞ汝これを知るや 5神の言

はみな潔よし神は彼を頼むものの盾な

り 6汝その言に加ふること勿れ恐くは

彼なんぢをせめ又なんぢを謊る者とな

したまはん 7われ二の事をなんぢに求

めたり我が死ざる先にこれをたまへ 8

即ち虚假と謊言とを我より離れしめ我

をして貧からしめずまた富しめず惟な

くてならぬ糧をあたへ給へ 9そは我あ
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きて神を知ずといひヱホバは誰なりや

といはんことを恐れまた貧くして窃盗

をなし我が紳の名を汚さんことを恐る

ればなり 10なんぢ僕をその主に讒る

ことなかれ恐くは彼なんぢを詛ひてな

んぢ罪せられん 11その父を詛ひその母

を祝せざる世類あり 12おのれの目に

自らを潔者となして尚その汚穢を滌は

れざる世類あり 13また一の世類あり

嗚呼その眼はいかに高きぞやその瞼は

昂れり 14その歯は劍のごとくその牙

は刃のごとき世類あり彼等は貧き者を

地より呑み窮乏者を人の中より食ふ

15蛭に二人の女あり 與ヘよ與へよと呼

はる飽ことを知ざるもの三あり否な

四あり皆たれりといはず 16即ち陰府

姙まざる胎水に満されざる地足りとい

はざる火これたり (Sheol h7585) 17おのれ

の父を嘲り母に從ふことをいやしとす

る眼は谷の鴉これを抜いだし鷲の雛こ

れを食はん 18わが奇とするもの三あ

り否な四あり共にわが識ざる者なり 19

即ち空にとぷ鷲の路磐の上にはふ蛇の

路淘にはしる舟の路男の女にあふの

路これなり 20淫婦の途も亦しかり彼

は食ひてその口を拭ひわれ惡きことを

爲ざりきといふ 21地は三の者により

て震ふ否な四の者によりて耐ることあ

たはざるなり 22即ち僕たるもの王と

なるに因り愚なるもの糧に飽るにより

23厭忌はれたる婦の嫁ぐにより婢女そ

の生母に績に囚りてなり 24地に四の

物あり微小といへども最智し 25蟻は

力なき者なれどもその糧を夏のうちに

備ふ 26山鼠ば強からざれどもその室

を磐につくる 27蝗は王なけれどもみ

な隊を立ていづ 28守宮は手をもてつ

かまり王の宮にをる 29善あゆむもの

三あり否な四あり皆よく歩く 30獣の

中にて最も強くもろもろのものの前よ

り退かざる獅子 31肚帯せし戦馬牡野

羊および當ること能はざる王これなり

32汝もし愚にして自から高ぶり或は惡

きことを計らば汝の手を口に當つべし

33それ乳を搾れば乾酪いで鼻を搾れば

血いで怒を激れば争端おこる

31レムエル王のことば即ちその母の
彼に教へし箴言なり 2わが子よ何

を言んかわが胎の子よ何をいはんか

我が願ひて得たる子よ何をいはんか 3

なんぢの力を女につひやすなかれ王を

滅すものに汝の途をまかする勿れ 4レ

ムエルよ酒を飮は王の爲べき事に非ず

王の爲べき事にあらず醇醪を求むるは

牧伯の爲すべき事にあらず 5恐くは洒

を飮て律法をわすれ且すべて惱まさる

る者の審判を枉げん 6醇醪を亡びんと

する者にあたへ酒を心の傷める者にあ

たへよ 7かれ飮てその貧窮をわすれ復

その苦楚を憶はざるべし 8なんぢ瘖者

のため又すべての孤者の訟のために口

をひらけ 9なんぢ口をひらきて義しき

審判をなし貧者と窮乏者の訟を糺せ 10

誰か賢き女を見出すことを得んその價

は眞珠よりも貴とし 11その夫の心は

彼を恃みその産業は乏しくならじ 12

彼が存命ふる間はその夫に善事をなし

て惡き事をなさず 13彼は羊の毛と麻

とを求め喜びて手から操き 14商賈の

舟のごとく遠き國よりその糧を運び 15

夜のあけぬ先に起てその家人に糧をあ

たへその婢女に日用の分をあたふ 16

田畝をはかりて之を買ひその手の操作

をもて葡萄園を植ゑ 17力をもて腰に

帯しその手を強くす 18彼はその利潤

の益あるを知るその燈火は終夜きえず
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19かれ手を紡線車にのべ その指に紡錘

をとり 20手を貧者にのべ手を困苦者

に舒ぶ 21彼は家人の爲に雪をおそれ

ず蓋その家人みな蕃紅の衣をきればな

り 22彼はおのれの爲に美しき褥子を

つくり細布と紫とをもてその衣とせり

23その夫はその地の長老とともに邑の

門に坐するによりて人に知らるるなり

24彼は細布の衣を製りてこれをうり 帯

をつくりて商賈にあたふ 25彼は筋力

と尊貴とを衣とし且のちの日を笑ふ 26

彼は口を啓きて智慧をのぶ仁愛の教誨

その舌にあり 27かれはその家の事を

鑒み怠惰の糧を食はず 28その衆子は

起て彼を祝すその夫も彼を讃ていふ

29賢く事をなす女子は多けれども 汝は

すべての女子に愈れり 30艶麗はいつ

はりなり美色は呼吸のごとし惟ヱホ

バを畏るる女は誉られん 31その手の

操作の果をこれにあたへその行爲によ

りてこれを邑の門にほめよ
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伝道者の書

1ダビデの子ヱルサレムの王傅道者
の言 2傅道者言く空の空空の空な

る哉都て空なり 3日の下に人の労して

爲ところの諸の動作はその身に何の益

かあらん 4世は去り世は來る地は永久

に長存なり 5日は出で日は入りまたそ

の出し處に喘ぎゆくなり 6風は南に行

き又轉りて北にむかひ旋轉に旋りて行

き風復その旋轉る處にかへる。 7河は

みな海に流れ入る海は盈ること無し

河はその出きたれる處に復還りゆくな

り 8萬の物は労苦す人これを言つくす

ことあたはず目は見に飽ことなく耳は

聞に充ること無し 9曩に有りし者はま

た後にあるべし曩に成し事はまた後に

成べし日の下には新しき者あらざるな

り 10見よ是は新しき者なりと指て言

べき物あるや其は我等の前にありし世

々に既に久しくありたる者なり 11己

前のものの事はこれを記憶ることなし

以後のものの事もまた後に出る者これ

をおぼゆることあらじ 12われ傅道者

はヱルサレムにありてイスラエルの王

たりき 13我心を盡し智慧をもちひて

天が下に行はるる諸の事を尋ねかつ考

覈たり此苦しき事件は神が世の人にさ

づけて之に身を労せしめたまふ者なり

14我日の下に作ところの諸の行爲を見

たり嗚呼皆空にして風を捕ふるがごと

し 15曲れる者は直からしむるあたは

す欠たる者は散をあはするあたはず 16

我心の中に語りて言ふ嗚呼我は大なる

者となれり我より先にヱルサレムにを

りしすべての者よりも我は多くの智慧

を得たり我心は智慧と知識を多く得た

り 17我心を盡して智慧を知んとし狂

妄と愚癡を知んとしたりしが是も亦風

を捕ふるがごとくなるを暁れり 18夫

智慧多ければ憤激多し知識を増す者は

憂患を増す

2我わが心に言けらく來れ我試みに汝
をよろこばせんとす汝逸樂をきはめ

よと嗚呼是もまた空なりき 2我笑を論

ふ是は狂なり快樂を論ふ是何の爲とこ

ろあらんやと 3我心に智慧を懐きて居

つつ洒をもて肉身を肥さんと試みたり

又世の人は天が下におて生涯如何なる

事をなさぼ善らんかを知んために我は

愚なる事を行ふことをせり 4我は大な

る事業をなせり我はわが爲に家を建て

葡萄園を設け 5園をつくり囿をつくり

又菓のなる諸の樹を其處に植ゑ 6また

水の塘池をつくりて樹木の生茂れる林

に其より水を灌がしめたり 7我は僕婢

を買得たりまた家の子あり我はまた

凡て我より前にヱルサレムにをりし者

よりも衆多の牛羊を有り 8我は金銀を

積み王等と國々の財寶を積あげたり

また歌詠之男女を得世の人の樂なる妻

妾を多くえたり 9斯我は大なる者とな

り我より前にヱルサレムにをりし諸の

人よりも大になりぬ吾智慧もまたわが

身を離れざりき 10凡そわが目の好む

者は我これを禁ぜす凡そわが心の悦ぶ

者は我これを禁ぜざりき即ち我はわが

諸の労苦によりて快樂を得たり是は我

が諸の労苦によりて得たるところの分

なり 11我わが手にて爲たる諸の事業

および我が労して事を爲たる労苦を顧

みるに皆空にして風を捕ふるが如くな

りき日の下には益となる者あらざるな

り 12我また身を轉らして智慧と狂妄

と愚癡とを観たり抑王に嗣ぐところの

人は如何なる事を爲うるやその既にな

せしところの事に過ざるべし 13光明
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の黒暗にまさるがごとく智匙は愚癡に

勝るなり我これを暁れり 14智者の目

はその頭にあり愚者は黒暗に歩む然ど

我しる具みな遇ふところの事は同一な

り 15我心に謂けらく愚者の遇ふとこ

ろの事に我もまた遇ふべければ我なん

ぞ智慧のまさる所あらんや我また心に

謂り是も亦空なるのみと 16夫智者も

愚者と均しく永く世に記念らるること

なし來らん世にいたれば皆早く既に忘

らるるなり嗚呼智者の愚者とおなじく

死るは是如何なる事ぞや 17是に於て

我世にながらふることを厭へり凡そ日

の下に爲ところの事は我に惡く見れば

なり即ち皆空にして風を捕ふるがごと

し 18我は日の下にわが労して諸の動

作をなしたるを恨む其は我の後を嗣ぐ

人にこれを遺さざるを得ざればなり 19

其人の智愚は誰かこれを飢らん然るに

その人は日の下に我が労して爲し智慧

をこめて爲たる諸の工作を管理るにい

たらん是また空なり 20我身をめぐら

し日の下にわが労して爲たる諸の動作

のために望を失へり 21今茲に人あり

智慧と知識と才能をもて労して事をな

さんに終には之がために労せざる人に

一切を遺してその所有となさしめざる

を得ざるなり是また空にして大に惡し

22夫人はその日の下に労して爲ところ

の諸の動作とその心労によりて何の得

ところ有るや 23その世にある日には

常に憂患ありその労苦は苦しその心

は夜の間も安んずることあらず是また

空なり 24人の食飮をなしその労苦に

よりて心を樂しましむるは幸福なる事

にあらず是もまた神の手より出るなり

我これを見る 25誰かその食ふところ

その歓樂を極むるところに於て我にま

さる者あらん 26神はその心に適ふ人

には智慧と知識と喜樂を賜ふ然れども

罪を犯す人には労苦を賜ひて斂めかつ

積ことを爲さしむ是は其を神の心に適

ふ人に與へたまはんためなり是もまた

空にして風を捕るがごとし

3天が下の萬の事には期あり萬の事務
には時あり 2生るるに時あり死るに

時あり植るに時あり植たる者を抜に時

あり 3殺すに時あり醫すに時あり毀つ

に時あり建るに時あり 4泣に時あり笑

ふに時あり悲むに時あり躍るに時あり

5石を擲つに時あり石を斂むるに時あ

り懐くに時あり懐くことをせざるに時

あり 6得に時あり失ふに時あり保つに

時あり棄るに時あり 7裂に時あり縫に

時あり黙すに時あり語るに時あり 8愛

しむに時あり惡むに時あり戦ふに時あ

り和ぐに時あり 9働く者はその労して

爲ところよりして何の益を得んや 10

我神が世の人にさづけて身をこれに労

せしめたまふところの事作を視たり 11

神の爲したまふところは皆その時に適

ひて美麗しかり神はまた人の心に永遠

をおもふの思念を授けたまへり然れば

人は神のなしたまふ作爲を始より終ま

で知明むることを得ざるなり 12我知

る人の中にはその世にある時に快樂を

なし善をおこなふより外に善事はあら

ず 13また人はみな食飮をなしその労

苦によりて逸樂を得べきなり是すなは

ち神の賜物たり 14我知る凡て神のな

したまふ事は限なく存せん是は加ふべ

き所なく是は減すべきところ無し神の

之をなしたまふは人をしてその前に畏

れしめんがためなり 15昔ありたる者

は今もあり後にあらん者は既にありし

者なり神はその遂やられし者を索めた
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まふ 16我また日の下を見るに審判を

おこなふ所に邪曲なる事あり公義を行

ふところに邪曲なる事あり 17我すな

はち心に謂けらく神は義者と惡者とを

鞫きたまはん彼處において萬の事と萬

の所爲に時あるなり 18我また心に謂

けらく是事あるは是世の人のためなり

即ち神は斯世の人を検して之にその獣

のごとくなることを自ら暁らしめ給ふ

なり 19世の人に臨むところの事はま

た獣にも臨むこの二者に臨むところの

事は同一にして是も死ば彼も死るなり

皆同一の呼吸に依れり人は獣にまさる

所なし皆空なり 20皆一の所に往く皆

塵より出で皆塵にかへるなり 21誰か

人の魂の上に昇り獣の魂の地にくだる

ことを知ん 22然ば人はその動作によ

りて逸樂をなすに如はなし是その分な

ればなり我これを見るその身の後の

事は誰かこれを携へゆきて見さしむる

者あらんや

4茲に我身を轉して日の下に行はるる
諸の虐遇を視たり嗚呼虐げらる者の

涙ながる之を慰むる者あらざるなり

また虐ぐる者の手には權力あり彼等は

これを慰むる者あらざるなり 2我は猶

生る生者よりも既に死たる死者をもて

幸なりとす 3またこの二者よりも幸な

るは未だ世にあらずして日の下におこ

なはるる惡事を見ざる者なり 4我また

諸の労苦と諸の工事の精巧とを観るに

是は人のたがひに嫉みあひて成せる者

たるなり是も空にして風を捕ふるが如

し 5愚なる者は手を束ねてその身の肉

を食ふ 6片手に物を盈て平穏にあるは

兩手に物を盈て労苦て風を捕ふるに愈

れり 7我また身をめぐらし日の下に空

なる事のあるを見たり 8茲に人あり只

獨にして伴侶もなく子もなく兄弟もな

し然るにその労苦は都て窮なくの目は

富に飽ことなし彼また言ず嗚呼我は誰

がために労するや何とて我は心を樂ま

せざるやと是もまた空にして労力の苦

き者なり 9二人は一人に愈る其はその

労苦のために善報を得ればなり 10即

ちその跌倒る時には一箇の人その伴侶

を扶けおこすべし然ど孤身にして跌倒

る者は憐なるかな之を扶けおこす者な

きなり 11又二人ともに寝れば温暖な

り一人ならぼ爭で混暖ならんや 12人

もしその一人を攻撃ば二人してこれに

當るべし三根の繩は容易く断ざるなり

13貧くして賢き童子は 老て愚にして諌

を納れざる王に愈る 14彼は牢獄より

出て王となれり然どその國に生れし時

は貧かりき 15我日の下にあゆむとこ

ろの群生が彼王に続てこれに代りて立

ところの童子とともにあるを観たり 16

民はすべて際限なしその前にありし者

みな然り後にきたる者また彼を悦ばず

是も空にして風を捕ふるがごとし

5汝ヱホバの室にいたる時にはその足
を愼め進みよりて聴聞は愚なる者の

犠牲にまさる彼等はその惡をおこなひ

をることを知ざるなり 2汝神の前にあ

りては軽々し口を開くなかれ心を攝め

て妄に言をいだすなかれ其は神は天に

いまし汝は地にをればなり然ば汝言詞

を少からしめよ 3夫夢は事の繁多によ

りて生じ愚なる者の聲は言の衆多によ

りて識るなり 4汝神に誓願をかけなば

之を還すことを怠るなかれ神は愚なる

者を悦びたまはざるなり汝はそのかけ

し誓願を還すべし 5誓願をかけてこれ

を還さざるよりは寧ろ誓願をかけざる

は汝に善し 6汝の口をもて汝の身に罪
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を犯さしむるたかれ亦使者の前に其は

過誤なりといふべからず恐くは神汝の

言を怒り汝の手の所爲を滅したまはん

7夫夢多ければ空たる事多し言詞の多

きもまた然り汝ヱホバを畏め 8汝國の

中に貧き者を虐遇る事および公道と公

義を枉ることあるを見るもその事ある

を怪むなかれ其はその位高き人よりも

高き者ありてその人を伺へばなり又其

等よりも高き者あるなり 9國の利益は

全く是にあり即ち王者が農事に勤むる

にあるなり 10銀を好む者は銀に飽こ

と無し豊富ならんことを好む者は得る

ところ有らず是また空なり 11貨財増

せばこれを食む者も増すなりその所有

主は唯日にこれを看るのみその外に何

の益かあらん 12労する者はその食ふ

ところは多きも少きも快く睡るなり然

れども富者はその貨財の多きがために

睡ることを得せず 13我また日の下に

患の大なる者あるを見たりすなはち財

寶のこれを蓄ふる者の身に害をおよぼ

すことある是なり 14その財寶はまた

災難によりて失落ことあり然ばその人

子を挙ることあらんもその手には何物

もあることなし 15人は母の胎より出

て釆りしごとくにまた裸體にして皈り

ゆくべしその労苦によりて得たる者を

毫厘も手にとりて携へゆくことを得ざ

るなり 16人は全くその來りしごとく

にまた去ゆかざるを得ず是また患の大

なる者なり抑風を追て労する者何の益

をうること有んや 17人は生命の涯黒

暗の中に食ふことを爲すまた憂愁多か

り疾病身にあり憤怒あり 18視よ我は

斯観たり人の身にとりて善かつ美なる

者は神にたまはるその生命の極食飮を

なし且その日の下に労して働ける労苦

によりて得るところの福禄を身に享る

の事なり是その分なればなり 19何人

によらず神がこれに富と財を與へてそ

れに食ことを得せしめまたその分を取

りその労苦によりて快樂を得ることを

せさせたまふあればその事は神の賜物

たるなり 20かかる人はその年齢の日

を憶ゆること深からず其は神これが心

の喜ぶところにしたがひて應ることを

爲したまへばなり

6我観るに日の下に一件の患あり是は
人の間に恒なる者なり 2すなはち神

富と財と貴を人にあたへてその心に慕

ふ者を一件もこれに欠ることなからし

めたまひながらも神またその人に之を

食ふことを得せしめたまはずして他人

のこれを食ことあり是空なり惡き疾な

り 3仮令人百人の子を挙けまた長壽し

てその年齢の日多からんも若その心景

福に満足せざるか又は葬らるることを

得ざるあれば我言ふ流産の子はその人

にまさるたり 4夫流産の子はその來る

こと空しくして黒暗の中に去ゆきその

名は黒暗の中にかくるるなり 5又是は

日を見ることなく物を知ることなけれ

ば彼よりも安泰なり 6人の壽命千年に

倍するとも福祉を蒙れるにはあらず皆

一所に往くにあらずや 7人の労苦は皆

その口のためなりその心はなほも飽ざ

るところ有り 8賢者なんぞ愚者に勝る

ところあらんやまた世人の前に歩行こ

とを知ところの貧者も何の勝るところ

有んや 9目に観る事物は心のさまよひ

歩くに愈るなり是また空にして風を捕

ふるがごとし 10嘗て在し者は久しき

前にすでにその名を命られたり即ち是

は人なりと知る然ば是はかの自己より

も力強き者と争ふことを得ざるなり 11
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衆多の言論ありて虚浮き事を増す然ど

人に何の益あらんや 12人はその虚空

き生命の日を影のごとくに送るなり誰

かこの世において如何なる事か人のた

めに善き者なるやを知ん誰かその身の

後に日の下にあらんところの事を人に

告うる者あらんや

7名は美膏に愈り死る日は生るる日に
愈る 2哀傷の家に入は宴樂の家に入

に愈る其は一切の人の終かくのごとく

なればなり生る者またこれをその心に

とむるあらん 3悲哀は嬉笑に愈る其は

面に憂色を帯るなれば心も善にむかへ

ばなり 4賢き者の心は哀傷の家にあり

愚なる者の心は喜樂の家にあり 5賢き

者の勤責を聴は愚なる者の歌詠を聴に

愈るなり 6愚なる者の笑は釜の下に焚

る荊剌の聲のごとし是また空なり 7賢

き人も虐待る事によりて狂するに至る

あり賄賂は人の心を壊なふ 8事の終は

その始よりも善し容忍心ある者は傲慢

心ある者に勝る 9汝氣を急くして怒る

なかれ怒は愚なる者の胸にやどるなり

10昔の今にまさるは伺故ぞやと汝言な

かれ汝の斯る問をなすは是智慧よりい

づる者にあらざるなり 11智慧の上に

財産をかぬれば善し然れば日を見る者

等に利益おほかるべし 12智慧も身の

護庇となり銀子も身の護庇となる然ど

智恵はまたこれを有る者に生命を保し

む是知識の殊勝たるところなり 13汝

神の作爲を考ふべし神の曲たまひし者

は誰かこれを直くすることを得ん 14

幸福ある日には樂め禍患ある日には考

へよ神はこの二者をあひ交錯て降した

まふ是は人をしてその後の事を知るこ

となからしめんためなり 15我この空

の世にありて各様の事を見たり義人の

義をおこなひて亡ぶるあり惡人の惡を

おこなひて長壽あり 16汝義に過るな

かれまた賢に過るなかれ汝なんぞ身を

減ずべけんや 17汝惡に過るなかれま

た愚なる勿れ汝なんぞ時いたらざるに

死べけんや 18汝此を執は善しまた彼

にも手を放すなかれ神を畏む者はこの

一切の者の中より逃れ出るなり 19智

恵の智者を幇くることは邑の豪雄者十

人にまさるなり 20正義して善をおこ

なひ罪を犯すことなき人は世にあるこ

となし 21人の言出ず言詞には凡て心

をとむる勿れ恐くは汝の僕の汝を詛ふ

を聞こともあらん 22汝も屡人を詛ふ

ことあるは汝の心に知ところなり 23

我智慧をもてこの一切の事を試み役は

智者とならんと謂たりしが遠くおよば

ざるなり 24事物の理は遠くして甚だ

深し誰かこれを究むることを得ん 25

我は身をめぐらし心をもちひて物を知

り事を探り智慧と道理を崇めんとし

又惡の愚たると愚癡の狂妄たるを知ん

とせり 26我了れり婦人のその心羅と

網のごとくその手縲絏のごとくなる者

は是死よりも苦き者なり神の悦びたま

ふ者は之を避ることを得ん罪人は之に

執らるべし 27傅道者言ふ視よ我その

數を知んとして一々に算へてつびに此

事を了る 28我なほ尋ねて得ざる者は

是なり我千人の中には一箇の男子を得

たれどもその數の中には一箇の女子を

も得ざるなり 29我了れるところは唯

是のみ即ち神は人を正直者に造りたま

ひしに人衆多の計略を案出せしなり

8誰か智者に如ん誰か事物の理を解こ
とを得ん人の智慧はその人の面に光

輝あらしむ又その粗暴面も変改べし 2

我言ふ王の命を守るべし既に神をさし
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て誓ひしことあれ然るべきなり 3早ま

りて王の前を去ることなかれ惡き事に

つのること勿れ其は彼は凡てその好む

ところを爲ばなり 4王の言語には權力

あり然ば誰か之に汝何をなすやといふ

ことを得ん 5命令を守る者は禍患を受

るに至らず智者の心は時期と判断を知

なり 6萬の事務には時あり判断あり是

をもて人大なる禍患をうくるに至るあ

り 7人は後にあらんところの事を知ず

また誰か如何なる事のあらんかを之に

告る者あらん 8霊魂を掌管て霊魂を留

めうる人あらず人はその死る日には權

力あること旡し此戦争には釈放たるる

者あらず又罪惡はこれを行ふ者を救ふ

ことを得せざるなり 9我この一切の事

を見また日の下におこなはるる諸の事

に心を用ひたり時としては此人彼人を

治めてこれに害を蒙らしむることあり

10我見しに惡人の葬られて安息にいる

ありまた善をおこなふ者の聖所を離れ

てその邑に忘らるるに至るあり是また

空なり 11惡き事の報速にきたらざる

が故に世人心を専にして惡をおこなふ

12罪を犯す者百次惡をなして猶長命あ

れども我知る神を畏みてその前に畏怖

をいだく者には幸福あるべし 13但し

惡人には幸福あらずまたその生命も長

からずして影のごとし其は神の前に畏

怖をいだくことなければなり 14我日

の下に空なる事のおこなはるるを見た

り即ち義人にして惡人の遭べき所に遭

ふ者あり惡人にして義人の遭べきとこ

ろに遭ふ者あり我謂り是もまた空なり

15是に於て我喜樂を讃む 其は食飮して

樂むよりも好き事は日の下にあらざれ

ばなり人の労して得る物の中是こそは

その日の下にて神にたまはる生命の日

の間その身に離れざる者なれ 16茲に

我心をつくして智慧を知らんとし世に

爲ところの事を究めんとしたり人は夜

も昼もその目をとぢて眠ることをせざ

るなり 17我神の諸の作爲を見しが人

は日の下におこなはるるところの事を

究むるあたはざるなり人これを究めん

と労するもこれを究むることを得ず且

又智者ありてこれを知ると思ふもこれ

を究むることあたはざるなり

9我はこの一切の事に心を用ひてこの
一切の事を明めんとせり即ち義き者

と賢き者およびかれらの爲ところは神

の手にあるなるを明めんとせり愛むや

惡むやは人これを知ることなし一切の

事はその前にあるなり 2諸の人に臨む

所は皆同じ義き者にも惡き者にも善者

にも浄者にも穢れたる者にも犠牲を

献ぐる者にも犠牲を献げぬ者にもその

臨むところの事は同一なり善人も罪人

に異ならず誓をなす者も誓をなすこと

を畏るる者に異ならず 3諸の人に臨む

ところの事の同一なるは是日の下にお

こなはるる事の中の惡き者たり抑人の

心には惡き事充をりその生る間は心に

狂妄を懐くあり後には死者の中に往く

なり 4凡活る者の中に列る者は望あり

其は生る犬は死る獅子に愈ればなり 5

生者はその死んことを知る然ど死る者

は何事をも知ずまた應報をうくること

も重てあらずその記憶らるる事も遂に

忘れらるるに至る 6またその愛も惡も

嫉も既に消うせて彼等は日の下におこ

なはるる事に最早何時までも関係こと

あらざるなり 7汝往て喜悦をもて汝の

パンを食ひ樂き心をも汝の酒を飮め其

は神久しく汝の行爲を嘉納たまへばな

り 8汝の衣服を常に白からしめよ汝の
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頭に膏を絶しむるなかれ 9日の下に汝

が賜はるこの汝の空なる生命の日の間

汝その愛する妻とともに喜びて度生せ

汝の空なる生命の日の間しかせよ是は

汝が世にありて受る分汝が日の下に働

ける労苦によりて得る者なり 10凡て

汝の手に堪ることは力をつくしてこれ

を爲せ其は汝の往んところの陰府には

工作も計謀も知識も智慧もあることな

ければなり (Sheol h7585) 11我また身をめ

ぐらして日の下を観るに迅速者走るこ

とに勝にあらず強者戦争に勝にあらず

智慧者食物を獲にあらず明哲人財貨を

得にあらず知識人恩顧を得にあらず

凡て人に臨むところの事は時ある者偶

然なる者なり 12人はまたその時を知

ず魚の禍の網にかかり烏の烏羅にかか

るが如くに世の人もまた禍患の時の計

らざるに臨むに及びてその禍患にかか

るなり 13我日の下に是事を観て智慧

となし大なる事となせり 14すなはち

茲に一箇の小き邑ありてその中の人は

鮮かりしが大なる王これに攻きたりて

これを囲みこれに向ひて大なる雲梯を

建たり 15時に邑の中に一人の智慧あ

る貧しき人ありてその智慧をもて邑を

救へり然るに誰ありてその貧しき人を

記念もの無りし 16是において我言り

智慧は勇力に愈る者なりと但しかの貧

しき人の智慧は藐視られその言詞は聴

れざりしなり 17静に聴る智者の言は

愚者の君長たる者の號呼に愈る 18智

慧は軍の器に勝れり一人の惡人は許多

の善事を壊ふなり

10死し蝿は和香者の膏を臭くしこれ
を腐らす少許の愚癡は智能と尊榮

よりも重し 2智者の心はその右に愚者

の心はその左に行くなり 3愚者は出て

途を行にあたりてその心たらず自己の

愚なることを一切の人に告ぐ 4君長た

る者汝にむかひて腹たつとも汝の本處

を離るる勿れ温順は大なる愆を生ぜし

めざるなり 5我日の下に一の患事ある

を見たり是は君長たる者よりいづる過

誤に似たり 6すなはち愚なる者高き位

に置かれ貴き者卑き處に坐る 7我また

僕たる者が馬に乗り王侯たる者が僕の

ごとく地の上に歩むを観たり 8坑を据

る者はみづから之におちいり石垣を毀

つ者は蛇に咬れん 9石を打くだく者は

それがために傷を受け木を割る者はそ

れがために危難に遭ん 10鐵の鈍くな

れるあらんにその刃を磨ざれば力を多

く之にもちひざるを得ず智慧は功を成

に益あるなり 11蛇もし呪術を聴ずし

て咬ば呪術師は用なし 12智者の口の

言語は恩徳あり愚者の唇はその身を呑

ほろぼす 13愚者の口の言は始は愚な

りまたその言は終は狂妄にして惡し

14愚者は言詞を衆くす 人は後に有ん事

を知ず誰かその身の後にあらんところ

の事を述るを得ん 15愚者の労苦はそ

の身を疲らす彼は邑にいることをも知

ざるなり 16その王は童子にしてその

侯伯は朝に食をなず國よ汝は禍なるか

な 17その王は貴族の子またその侯伯

は酔樂むためならず力を補ふために適

宜き時に食をなす國よ汝は福なるかな

18懶惰ところよりして屋背は落ち 手を

垂をるところよりして家屋は漏る 19

食事をもて笑ひ喜ぶの物となし洒をも

て決樂を取れり銀子は何事にも應ずる

なり 20汝心の中にても王たる者を詛

ふなかれまた寝室にても富者を詛なか

れ天空の鳥その聲を傳へ羽翼ある者そ

の事を布べければなり
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11汝の糧食を水の上に投げよ多くの
日の後に汝ふたたび之を得ん 2汝

一箇の分を七また八にわかて其は汝如

何なる災害の地にあらんかを知ざれば

なり 3雲もし雨の充るあれば地に注ぐ

また樹もし南か北に倒るるあればその

樹は倒れたる處にあるべし 4風を伺ふ

者は種播ことを得ず雲を望む者は刈こ

とを得ず 5汝は風の道の如何なるを知

ずまた孕める婦の胎にて骨の如何に生

長つを知ず斯汝は萬事を爲たまふ神の

作爲を知ことなし 6汝朝に種を播け夕

にも手を歇るなかれ其はその實る者は

此なるか彼なるか又は二者ともに美な

るや汝これを知ざればなり 7夫光明は

快き者なり目に日を見るは樂し 8人多

くの年生ながらへてその中凡て幸福な

るもなほ幽暗の日を憶ふべきなり其は

その數も多かるべければなり凡て來ら

んところの事は皆空なり 9少者よ汝の

少き時に快樂をなせ汝の少き日に汝の

心を悦ばしめ汝の心の道に歩み汝の目

に見るところを爲せよ但しその諸の行

爲のために神汝を鞫きたまはんと知べ

し 10然ば汝の心より憂を去り汝の身

より惡き者を除け少き時と壮なる時は

ともに空なればなり

12故に少き日に汝の造主を記えよ即
ち惡き日の來り年のよりて我は早

何も樂むところ無しと言にいたらざる

先 2また日や光明や月や星の暗くなら

ざる先雨の後に雲の返らざる中に汝然

せよ 3その日いたる時は家を守る者は

慄ひ力ある人は屈み磨碎者は寡きに

よりて息み窓より窺ふ者は目昏むなり

4磨こなす聲低くなれば衢の門は閉づ

その人は鳥の聲に起あがり歌の女子は

みな身を卑くす 5かかる人は高き者を

恐る畏しき者多く途にあり巴旦杏は花

咲くまた蝗もその身に重くその嗜欲は

廃る人永遠の家にいたらんとすれば哭

婦衢にゆきかふ 6然る時には銀の紐は

解け金の盞は砕け吊瓶は泉の側に壊れ

轆轤は井の傍に破ん 7而して塵は本の

如くに土に皈り霊魂はこれを賦けし神

にかへるべし 8傳道者云ふ空の空なる

かな皆空なり 9また傅道者は智慧ある

が故に恒に知識を民に教へたり彼は心

をもちひて尋ね究め許多の箴言を作れ

り 10傳道者は務めて佳美き言詞を求

めたりその書しるしたる者は正直して

眞實の言語なり 11智者の言語は刺鞭

のごとく會衆の師の釘たる釘のごとく

にして一人の牧者より出し者なり 12

わが子よ是等より訓誡をうけよ多く書

をつくれば竟なし多く学べば體疲る

13事の全體の皈する所を聴べし云く

神を畏れその誡命を守れ是は諸の人の

本分たり神は一切の行爲ならびに一切

の隠れたる事を善惡ともに審判たまふ

なり
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雅歌

1これはソロモンの雅歌なり 2ねがは

しきは彼その口の接吻をもて我にく

ちつけせんことなり汝の愛は酒よりも

まさりぬ 3なんぢの香膏は其香味たへ

に馨しくなんぢの名はそそがれたる香

膏のごとし是をもて女子等なんぢを愛

す 4われを引き給へわれら汝にしたが

ひて走らん王われをたづさへてその後

宮にいれたまへり我らは汝によりて歡

び樂しみ酒よりも勝りてなんぢの愛を

ほめたたふ彼らは直きこころをもて汝

を愛す 5エルサレムの女子等よわれは

黒けれどもなほ美はしケダルの天幕の

ごとくまたソロモンの帷帳に似たり 6

われ色くろきが故に日のわれを焼たる

が故に我を視るなかれわが母の子等わ

れを怒りて我に葡萄園をまもらしめた

り我はおのが葡萄園をまもらざりき 7

わが心の愛する者よなんぢは何處にて

なんぢの群を牧ひ午時いづこにて之を

息まするや請ふわれに告げよなんぞ面

を覆へる者の如くしてなんぢが伴侶の

群のかたはらにをるべけんや 8婦女の

最も美はしき者よなんぢ若しらずば群

の足跡にしたがひて出ゆき牧羊者の天

幕のかたはらにて汝の羔山羊を牧へ 9

わが佳耦よ我なんぢをパロの車の馬に

譬ふ 10なんぢの臉には鏈索を垂れな

んぢの頸には珠玉を陳ねて至も美はし

われら白銀の星をつけたる黄金の鏈索

をなんぢのために造らん 12王其席に

つきたまふ時わがナルダ其香味をいだ

せり 13わが愛する者は我にとりては

わが胸のあひだにおきたる沒藥の袋の

ごとし 14わが愛する者はわれにとり

てはエンゲデの園にあるコペルの英華

のごとし 15ああ美はしきかなわが佳

耦よああうるはしきかななんぢの目

は鴿のごとし 16わが愛する者よああ

なんぢは美はしくまた樂しきかなわれ

らの牀は青緑なり 17われらの家の棟

梁は香柏その垂木は松の木なり

2われはシャロンの野花谷の百合なり
2女子等の中にわが佳耦のあるは荊

棘の中に百合花のあるがごとし 3わが

愛する者の男子等の中にあるは林の樹

の中に林檎のあるがごとし我ふかく喜

びてその蔭にすわれりその實はわが口

に甘かりき 4彼われをたづさへて酒宴

の室にいれたまへりその我上にひるが

へしたる旗は愛なりき 5請ふなんぢら

乾葡萄をもてわが力をおぎなへ林檎を

もて我に力をつけよ我は愛によりて疾

わづらふ 6彼が左の手はわが頭の下に

ありその右の手をもて我を抱く 7エル

サレムの女子等よ我なんぢらに獐と野

の鹿とをさし誓ひて請ふ愛のおのづか

ら起るときまでは殊更に喚起し且つ醒

すなかれ 8わが愛する者の聲きこゆ視

よ山をとび岡を躍りこえて來る 9わ

が愛する者は獐のごとくまた小鹿のご

とし視よ彼われらの壁のうしろに立ち

窓より覗き格子より窺ふ 10わが愛す

る者われに語りて言ふわが佳耦よわ

が美しき者よ起ていできたれ視よ冬

すでに過ぎ雨もやみてはやさりぬ 12

もろもろの花は地にあらはれ鳥のさへ

づる時すでに至り班鳩の聲われらの地

にきこゆ 13無花果樹はその青き果を

赤らめ葡萄の樹は花さきてその馨しき

香氣をはなつわが佳耦よわが美しき

者よ起て出きたれ 14磐間にをり斷崖

の匿處にをるわが鴿よわれに汝の面を

見させよなんぢの聲をきかしめよな

んぢの聲は愛らしくなんぢの面はうる
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はし 15われらのために狐をとらへよ

彼の葡萄園をそこなふ小狐をとらへよ

我等の葡萄園は花盛なればなり 16わ

が愛する者は我につき我はかれにつく

彼は百合花の中にて其群を牧ふ 17わ

が愛する者よ日の涼しくなるまで影

の消るまで身をかへして出ゆき荒き山

々の上にありて獐のごとく小鹿のごと

くせよ

3夜われ床にありて我心の愛する者を
たづねしが尋ねたれども得ず 2我お

もへらく今おきて邑をまはりありきわ

が心の愛する者を街衢あるひは大路に

てたづねんと乃ちこれを尋ねたれども

得ざりき 3邑をまはりありく夜巡者ら

われに遇ひければ汝らわが心の愛する

者を見しやと問ひ 4これに別れて過ゆ

き間もなくわが心の愛する者の遇たれ

ば之をひきとめて放さず遂にわが母

の家にともなひゆき我を産し者の室に

いりぬ 5エルサレムの女子等よ我なん

ぢらに獐と野の鹿とをさし誓ひて請ふ

愛のおのづから起る時まで殊更に喚起

し且つ醒すなかれ 6この沒藥乳香など

商人のもろもろの薫物をもて身をかを

らせ煙の柱のごとくして荒野より來る

者は誰ぞや 7視よこはソロモンの乗輿

にして勇士六十人その周圍にありイ

スラエルの勇士なり 8みな刀劍を執り

戰鬪を善す各人腰に刀劍を帶て夜の警

誡に備ふ 9ソロモン王レバノンの木を

もて己のために輿をつくれり 10その

柱は白銀その欄杆は黄金その座は紫

色にて作りその内部にはイスラエルの

女子等が愛をもて繍たる物を張つくシ

オンの女子等よ出きたりてソロモン王

を見よかれは婚姻の日心の喜べる日

にその母の己にかうぶらしし冠冕を戴

けり

4ああなんぢ美しきかな わが佳耦よ
ああなんぢうるはしきかななんぢの

目は面帕のうしろにありて鴿のごとし

なんぢの髪はギレアデ山の腰に臥たる

山羊の群に似たり 2なんぢの齒は毛を

剪たる牝羊の浴塲より出たるがごとし

おのおの雙子をうみてひとつも子なき

ものはなし 3なんぢの唇は紅色の線維

のごとくその口は美はしなんぢの頬

は面帕のうしろにありて柘榴の半片に

似たり 4なんぢの頸項は武器庫にとて

建たるダビデの戍樓のごとしその上に

は一千の盾を懸け列ぬみな勇士の大楯

なり 5なんぢの兩乳房は牝獐の雙子な

る二箇の小鹿が百合花の中に草はみを

るに似たり 6日の涼しくなるまで影の

消るまでわれ沒藥の山また乳香の岡に

行べし 7わが佳耦よなんぢはことごと

くうるはしくしてすこしのきずもなし

8新婦よレバノンより我にともなへレ

バノンより我とともに來れアマナの巓

セニルまたヘルモンの巓より望み獅子

の穴また豹の山より望め 9わが妹わが

新婦よなんぢはわが心を奪へりなん

ぢは只一目をもてまた頸玉の一をもて

わが心をうばへり 10わが妹わが新婦

よなんぢの愛は樂しきかななんぢの

愛は酒よりも遙にすぐれなんぢの香膏

の馨は一切の香物よりもすぐれたり新

婦よなんぢの唇は蜜を滴らすなんぢ

の舌の底には蜜と乳とありなんぢの衣

裳の香氣はレバノンの香氣のごとし 12

わが妹わがはなよめよなんぢは閉たる

園閉ぢたる水源封じたる泉水のごと

し 13なんぢの園の中に生いづる者は

石榴及びもろもろの佳果またコペル及
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びナルダの草 14ナルダ番紅花菖蒲桂

枝さまざまの乳香の木および沒藥蘆薈

一切の貴とき香物なり 15なんぢは園

の泉水活る水の井レバノンよりいづ

る流水なり 16北風よ起れ南風よ來れ

我園を吹てその香氣を揚よねがはくは

わが愛する者のおのが園にいりきたり

てその佳き果を食はんことを

5わが妹わがはなよめよ我はわが園に
いりわが沒藥と薫物とを採りわが

蜜房と蜜とを食ひわが酒とわが乳とを

飮りわが伴侶等よ請ふ食へわが愛す

る人々よ請ふ飮あけよ 2われは睡りた

れどもわが心は醒ゐたり時にわが愛す

る者の聲あり即はち門をたたきていふ

わが妹わが佳耦わが鴿わが完きもの

よわれのために開けわが首には露滿

ちわが髪の毛には夜の點滴みてりと 3

われすでにわが衣服を脱げりいかでま

た着るべき已にわが足を洗へりいか

でまた汚すべき 4わが愛する者戸の穴

より手をさしいれしかばわが心かれの

ためにうごきたり 5やがて起いでてわ

が愛する者の爲に開かんとせしとき沒

藥わが手より沒藥の汁わが指よりなが

れて關木の把柄のうへにしたたれり 6

我わが愛する者の爲に開きしにわが愛

する者は已に退き去りぬさきにその物

いひし時はわが心さわぎたり我かれを

たづねたれども遇ず呼たれども答應な

かりき 7邑をまはりありく夜巡者等わ

れを見てうちて傷つけ石垣をまもる者

らはわが上衣をはぎとれり 8エルサレ

ムの女子等よ我なんぢらにかたく請ふ

もしわが愛する者にあはば汝ら何とこ

れにつぐべきや我愛によりて疾わづら

ふと告げよ 9なんぢの愛する者は別の

人の愛する者に何の勝れるところあり

や婦女の中のいと美はしき者よなん

ぢが愛する者は別の人の愛する者に何

の勝れるところありて斯われらに固く

請ふや 10わが愛する者は白くかつ紅

にして萬人の上に越ゆその頭は純金の

ごとくその髪はふさやかにして黒きこ

と烏のごとし 12その目は谷川の水の

ほとりにをる鴿のごとく乳にて洗はれ

て美はしく嵌れり 13その頬は馨しき

花の床のごとく香草の壇のごとしそ

の唇は百合花のごとくにして沒藥の汁

をしたたらす 14その手はきばみたる

碧玉を嵌し黄金の釧のごとく其躰は青

玉をもておほひたる象牙の彫刻物のご

とし 15その脛は蝋石の柱を黄金の臺

にてたてたるがごとくその相貌はレバ

ノンのごとくその優れたるさまは香柏

のごとし 16その口ははなはだ甘く誠

に彼には一つだにうつくしからぬ所な

しエルサレムの女子等よこれぞわが

愛する者これぞわが伴侶なる

6婦女のいと美はしきものよ汝の愛す
る者は何處へゆきしやなんぢの愛す

る者はいづこへおもむきしやわれら汝

とともにたづねん 2わが愛するものは

己の園にくだり香しき花の床にゆき

園の中にて群を牧ひまた百合花を採る

3我はわが愛する者につきわが愛する

者はわれにつく彼は百合花の中にてそ

の群を牧ふ 4わが佳耦よなんぢは美は

しきことテルザのごとく華やかなるこ

とエルサレムのごとく畏るべきこと旗

をあげたる軍旅のごとし 5なんぢの目

は我をおそれしむ請ふ我よりはなれし

めよなんぢの髪はギレアデ山の腰に臥

たる山羊の群に似たり 6なんぢの齒は

毛を剪たる牝羊の浴塲より出たるがご

としおのおの雙子をうみてひとつも子
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なきものはなし 7なんぢの頬は面帕の

後にありて石榴の半片に似たり 8后六

十人妃嬪八十人數しられぬ處女あり 9

わが鴿わが完き者はただ一人のみ彼は

その母の獨子にして産たる者の喜ぶと

ころの者なり女子等は彼を見て幸福な

る者ととなへ后等妃嬪等は彼を見て讃

む 10この晨光のごとくに見えわたり

月のごとくに美はしく日のごとくに輝

やき畏るべきこと旗をあげたる軍旅の

ごとき者は誰ぞやわれ胡桃の園にくだ

りゆき谷の青き草木を見葡萄や芽し

し石榴の花や咲しと見回しをりしに 12

意はず知ず我が心われをしてわが貴と

き民の車の中間にあらしむ 13歸れ歸

れシユラミの婦よ歸れ歸れわれら汝

を觀んことをねがふなんぢら何とてマ

ハナイムの跳舞を觀るごとくにシユラ

ミの婦を觀んとねがふや

7君の女よなんぢの足は鞋の中にあり
て如何に美はしきかな汝の腿はまろ

らかにして玉のごとく巧匠の手にて作

りたるがごとし 2なんぢの臍は美酒の

缺ることあらざる圓き杯盤のごとくな

んぢの腹は積かさねたる麥のまはりを

百合花もてかこめるが如し 3なんぢの

兩乳房は牝鹿の雙子なる二の小鹿のご

とし 4なんぢの頸は象牙の戍樓の如く

汝の目はヘシボンにてバテラビムの門

のほとりにある池のごとくなんぢの鼻

はダマスコに對へるレバノンの戍樓の

ごとし 5なんぢの頭はカルメルのごと

くなんぢの頭の髪は紫花のごとし王

その垂たる髪につながれたり 6ああ愛

よもろもろの快樂の中にありてなんぢ

は如何に美はしく如何に悦ばしき者な

るかな 7なんぢの身の長は棕櫚の樹に

等しくなんぢの乳房は葡萄のふさのご

とし 8われ謂ふこの棕櫚の樹にのぼり

その枝に執つかんとなんぢの乳房は葡

萄のふさのごとくなんぢの鼻の氣息は

林檎のごとく匂はん 9なんぢの口は美

酒のごとしわが愛する者のために滑か

に流れくだり睡れる者の口をして動か

しむ 10われはわが愛する者につき彼

はわれを戀したふわが愛する者よわ

れら田舍にくだり村里に宿らん 12わ

れら夙におきて葡萄や芽しし莟やいで

し石榴の花やさきしいざ葡萄園にゆき

て見んかしこにて我わが愛をなんぢに

あたへん 13戀茄かぐはしき香氣を發

ちもろもろの佳き果物古き新らしき共

にわが戸の上にありわが愛する者よ我

これをなんぢのためにたくはへたり

8ねがはくは汝わが母の乳をのみしわ
が兄弟のごとくならんことをわれ戸

外にてなんぢに遇ふとき接吻せん然す

るとも誰ありてわれをいやしむるもの

あらじ 2われ汝をひきてわが母の家に

いたり汝より教晦をうけん我かぐは

しき酒石榴のあまき汁をなんぢに飮し

めん 3かれが左の手はわが頭の下にあ

りその右の手をもて我を抱く 4エルサ

レムの女子等よ我なんぢ等に誓ひて請

ふ愛のおのづから起る時まで殊更に喚

起し且つ醒すなかれ 5おのれの愛する

者に倚かかりて荒野より上りきたる者

は誰ぞや林檎の樹の下にてわれなんぢ

を喚さませりなんぢの母かしこにて汝

のために劬勞をなしなんぢを産し者か

しこにて劬勞をなしぬ 6われを汝の心

におきて印のごとくしなんぢの腕にお

きて印のごとくせよ其の愛は強くして

死のごとく嫉妬は堅くして陰府にひと

しその熖は火のほのほのごとしいと

もはげしき熖なり (Sheol h7585) 7愛は大
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水も消ことあたはず洪水も溺らすこと

あたはず人その家の一切の物をことご

とく與へて愛に換んとするとも尚いや

しめらるべし 8われら小さき妹子あり

未だ乳房あらずわれらの妹子の問聘を

うくる日には之に何をなしてあたへん

や 9かれもし石垣ならんには我ら白銀

の城をその上にたてん彼もし戸ならん

には香柏の板をもてこれを圍まん 10

われは石垣わが乳房は戍樓のごとし是

をもてわれは情をかうむれる者のごと

く彼の目の前にありきバアルハモンに

ソロモンの葡萄園をもてりこれをその

守る者等にあづけおき彼等をしておの

おの銀一千をその果のために納めしむ

12われ自らの有なる葡萄園われの手に

ありソロモンなんぢは一千を獲よそ

の果をまもる者も二百を獲べし 13な

んぢ園の中に住む者よ伴侶等なんぢの

聲に耳をかたむく請ふ我にこれを聽し

めよ 14わが愛する者よ請ふ急ぎはし

れ香はしき山々の上にありて獐のごと

く小鹿のごとくあれ
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ
、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤのとき

に示されたるユダとヱルサレムとに係

る異象 2天よきけ地よ耳をかたぶけよ

ヱホバの語りたまふ言あり曰くわれ

子をやしなひ育てしにかれらは我にそ

むけり 3牛はその主をしり驢馬はその

あるじの廐をしる然どイスラエルは識

ずわが民はさとらず 4ああ罪ををかせ

る國人よこしまを負ふたみ惡をなす者

のすゑ壞りそこなふ種族かれらはヱホ

バをすてイスラエルの聖者をあなどり

之をうとみて退きたり 5なんぢら何ぞ

かさねがさね悖りて猶撻れんとするか

その頭はやまざる所なくその心はつか

れはてたり 6足のうらより頭にいたる

まで全きところなくただ創痍と打傷と

腫物とのみなり而してこれを合すもの

なく包むものなく亦あぶらにて軟らぐ

る者もなし 7なんぢらの國はあれすた

れなんぢらの諸邑は火にてやかれなん

ぢらの田畑はその前にて外人にのまれ

既にあだし人にくつがへされて荒廢れ

たり 8シオンの女はぶだうぞのの廬の

ごとく瓜田の假舎のごとくまた圍をう

けたる城のごとく唯ひとり遺れり 9萬

軍のヱホバわれらに少しの遺をとどめ

給ふことなくば我儕はソドムのごとく

又ゴモラに同じかりしならん 10なん

ぢらソドムの有司よヱホバの言をきけ

なんぢらゴモラの民よわれらの神の律

法に耳をかたぶけよ 11ヱホバ言たま

はくなんぢらが獻ぐるおほくの犠牲は

われに何の益あらんや我はをひつじの

燔祭とこえたるけものの膏とにあけり

われは牡牛あるひは小羊あるひは牡山

羊の血をよろこばず 12なんぢらは我

に見えんとてきたるこのことを誰がな

んぢらに要めしや徒らにわが庭をふむ

のみなり 13むなしき祭物をふたたび

携ふることなかれ燻物はわがにくむと

ころ新月および安息日また會衆をよび

あつむることも我がにくむところなり

なんぢらは聖會に惡を兼ぬわれ容すに

たへず 14わが心はなんぢらの新月と

節會とをきらふ是わが重荷なりわれ負

にうみたり 15我なんぢらが手をのぶ

るとき目をおほひ汝等がおほくの祈祷

をなすときも聞ことをせじなんぢらの

手には血みちたり 16なんぢら己をあ

らひ己をきょくしわが眼前よりその惡

業をさり惡をおこなふことを止め 17

善をおこなふことをならひ公平をもと

め虐げらるる者をたすけ孤児に公平を

おこなひ寡婦の訟をあげつらへ 18ヱ

ホバいひたまはく率われらともに論ら

はんなんぢらの罪は緋のごとくなるも

雪のごとく白くなり紅のごとく赤くと

も羊の毛のごとくにならん 19若なん

ぢら肯ひしたがはば地の美産をくらふ

ことを得べし 20もし汝等こばみそむ

かば劍にのまるべし此はヱホバその御

口よりかたりたまヘるなり 21忠信な

りし邑いかにして妓女とはなれる昔し

は公平にてみち正義その中にやどりし

に今は人をころす者ばかりとなりぬ 22

なんぢの白銀は滓となりなんぢ葡萄酒

は水をまじへ 23なんぢの長輩はそむ

きて盗人の伴侶となりおのおの賄賂を

よろこび贈財をおひもとめ孤児に公平

をおこなはず寡婦の訟はかれらの前に

いづるとと能はず 24このゆゑに主萬

軍のヱホバ、イスラエルの全能者のた

まはく唆われ敵にむかひて念をはらし

仇にむかひて報をすべし 25我また手
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をなんぢの上にそへなんぢの滓をこと

ごとく淨くしなんぢの鉛をすべて取去

り 26なんぢの審士を舊のごとくなん

ぢの議官を始のごとくに復すべし然る

のちなんぢは正義の邑忠信の邑ととな

へられん 27シオンは公平をもてあが

なはれ歸來るものも正義をもて贖はる

べし 28されど愆ををかすものと罪人

とはともに敗れヱホバをすつる者もま

た亡びうせん 29なんぢらはその喜び

たる橿樹によりて恥をいだきそのえら

びたる園によりて慙赧むべし 30なん

ぢらは葉のかるる橿樹のごとく水なき

園のごとくならん 31權勢あるものは

麻のごとくその工は火花のごとく二つ

のもの一同もえてこれを撲滅すものな

し

2アモツの子イザヤが示されたるユダ
とヱルサレムとにかかる言 2すゑの

日にヱホバの家の山はもろもろの山の

いただきに堅立ちもろもろの嶺よりも

たかく擧りすべての國は流のごとく之

につかん 3おほくの民ゆきて相語いは

ん率われらヱホバの山にのぼりヤコブ

の神の家にゆかん神われらにその道を

をしヘ給はんわれらその路をあゆむべ

しとそは律法はシオンよりいでヱホバ

の言はヱルサレムより出べければなり

4ヱホバはもろもろの國のあひだを鞫

きおほくの民をせめたまはん斯てか

れらはその劒をうちかへて鋤となしそ

の鎗をうちかへて鎌となし國は國にむ

かひて劒をあげず戰鬪のことを再びま

なばざるべし 5ヤコブの家よきたれ我

儕ヱホバの光にあゆまん 6主よなんぢ

はその民ヤコブの家をすてたまへり此

はかれらのなかに東のかたの風俗みち

皆ぺリシテ人のごとく陰陽師となり異

邦人のともがらと手をうちて盟をたて

しが故なり 7かれらの國には黄金白銀

みちて財寶の數かぎりなしかれらの國

には馬みちて戰車のかず限りなし 8か

れらの國には偶像みち皆おのが手の工

その指のつくれる者ををがめり 9賤し

きものは屈められ尊きものは卑せらる

かれらを容したまふなかれ 10なんぢ

岩間にいりまた土にかくれてヱホバの

畏るべき容貌とその稜威の光輝とをさ

くべし 11この日には目をあげて高ぶ

るもの卑せられ驕る人かがめられ唯ヱ

ホバのみ高くあげられ給はん 12そは

萬軍のヱホバの一の日ありすべて高ぶ

る者おごる者みづからを崇るものの上

にのぞみて之をひくくし 13またレバ

ノンのたかく聳たるすべての香柏バシ

ャンのすべての橿樹 14もろもろの高

山もろもろの聳えたる嶺 15すべての

たかき櫓すべての堅固なる石垣 16お

よびタルシシのすべての舟すべての慕

ふべき美はしきものに臨むべし 17こ

の日には高ぶる者はかがめられ驕る人

はひくくせられ唯ヱホバのみ高くあげ

られ給はん 18かくて偶像はことごと

く亡びうすべし 19ヱホバたちて地を

震動したまふとき人々そのおそるべき

容貌とその稜威の光輝とをさけて巌の

洞と地の穴とにいらん 20その日人々

おのが拝せんとて造れる白銀ぐうざう

と黄金のぐうざうとを鼹鼠のあな蝙蝠

の穴になげすて 21岩々の隙けはしき

山峽にいりヱホバの起て地をふるひう

ごかしたまふその畏るべき容貌と稜威

のかがやきとを避ん 22なんぢら鼻よ

り息のいでいりする人に倚ることをや

めよ斯るものは何ぞかぞふるに足らん
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3みよ主ばんぐんのヱホバ、ヱルサレ
ムおよびユダの頼むところ倚ところ

なる凡てその頼むところの糧すべてそ

の頼むところの水 2勇士戰士審士預

言者卜筮者長老 3五十人の首貴顯者

議官藝に長たる者および言語たくみな

るものを除去りたまはん 4われ童子を

もてかれらの君とし嬰兒にかれらを治

めしめん 5民たがひに相虐げ人おのお

のその隣をしヘたげ童子は老たる者に

むかひて高ぶり賤しきものは貴きもの

に對ひてたかぶらん 6そのとき人ちち

の家にて兄弟にすがりていはん汝なほ

衣ありわれらの有司となりてこの荒敗

をその手にてをさめよと 7その日かれ

聲をあげていはん我なんぢらを愈すも

のとなるを得じわが家に糧なくまた衣

なし我をたてて民の有司とすることな

かれと 8是かれらの舌と行爲とはみな

ヱホバにそむきてその榮光の目ををか

ししが故にヱルサレムは敗れユダは仆

れたればなり 9かれらの面色はその惡

きことの證をなしソドムのごとくその

罪をあらはして隱すことをせざるなり

かれらの靈魂はわざはひなるかな自ら

その惡の報をとれり 10なんぢら義人

にいへかならず福祉をうけんと彼等

はそのおこなひの實をくらふべければ

なり 11惡者はわざはひなる哉かなら

ず災禍をうけんその手の報きたるべけ

ればなり 12わが民はをさなごに虐げ

られ婦女にをさめらる唉わが民よなん

ぢを導くものは反てなんぢを迷はせ汝

のゆくべき途を絶つ 13ヱホバ立いで

て公理をのべ起てもろもろの民を審判

し給ふ 14ヱホバ來りておのが民の長

老ともろもろの君とをさばきて言給は

んなんぢらは葡萄園をくひあらせり貧

きものより掠めとりたる物はなんぢら

の家にあり 15いかなれば汝等わが民

をふみにじり貧きものの面をすりくだ

くやとこれ主萬軍のヱホバのみことば

なり 16ヱホバまた言給はくシォンの

女輩はおごり項をのばしてあるき眼に

て媚をおくり徐々としてあゆみゆくそ

の足にはりんりんと音あり 17このゆ

ゑに主シオンのむすめらの頭をかぶろ

にしヱホバ彼らの醜所をあらはし給は

ん 18その日主かれらが足にかざれる

美はしき釧をとり瓔珞半月飾 19耳環

手釧面帕 20華冠脛飾紳香盒符嚢 21

指環鼻環 22公服上衣外帔金嚢 23鏡

細布の衣首帕被衣などを取除きたま

はん 24而して馨はしき香はかはりて

臭穣となり紳はかはりて繩となり美

はしく編たる髪はかぶろとなり華かな

る衣はかはりて麁布のころもとなり麗

顔はかはりて烙鐵せられたる痕となら

ん 25なんぢの男はつるぎにたふれな

んぢの勇士はたたかひに仆るべし 26

その門はなげきかなしみシオンは荒廢

れて地にすわらん

4その日七人のをんな一人の男にすが
りていはん我儕おのれの糧をくらひ

己のころもを着るべしただ我儕になん

ぢの名をとなふることを許してわれら

の恥をとりのぞけと 2その日ヱホバの

枝はさかえて輝かん地よりなりいづる

ものの實はすぐれ並うるはしくして逃

れのこれるイスラエルの益となるべし

3而してシオンに遣れるものヱルサレ

ムにとどまれる者すべて此等のヱルサ

レムに存ふる者のなかに録されたるも

のは聖ととなへられん 4そは主さばき

するみたまと焼つくす靈とをもてシオ

ンのむすめらの汚をあらひヱルサレム
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の血をその中よりのぞきたまふ期きた

るべければなり 5爰にヱホバはシォン

の山のすべての住所ともろもろの聚會

とのうへに晝は雲と煙とをつくり夜は

ほのほの光をつくり給はんあまねく榮

のうへに覆庇あるべし 6また一つの假

廬ありて晝はあつさをふせぐ陰となり

暴風と雨とをさけてかくるる所となる

べし

5われわが愛する者のために歌をつく
り我があいするものの葡萄園のこと

をうたはんわが愛するものは土肥たる

山にひとつの葡萄園をもてり 2彼その

園をすきかへし石をのぞきて嘉ぶだう

をうゑそのなかに望樓をたて酒榨をほ

りて嘉葡萄のむすぶを望みまてり然る

に結びたるものは野葡萄なりき 3され

ばヱルサレムに住るものとユダの人よ

請なんぢら我とわがぶだうぞのとの間

をさばけ 4わが葡萄園にわれの作たる

ほか何のなすべき事ありや我はよきぶ

だうの結ぶをのぞみまちしに何なれば

野葡萄をむすびしや 5然ばわれわが葡

萄園になさんとすることを汝等につげ

ん我はぶだうぞのの籬芭をとりさりて

その食あらさるるにまかせその垣をこ

ぼちてその踐あらさるるにまかせん 6

我これを荒してふたたび剪ことをせず

耕すことをせず棘と荊とをはえいでし

めんまた雲に命せてそのうヘに雨ふる

ことなからしめん 7それ萬軍のヱホバ

の葡萄園はイスラエルの家なりその喜

びたまふところの植物はユダの人なり

これに公平をのぞみたまひしに反りて

血をながしこれに正義をのぞみ給ひし

にかへりて號呼あり 8禍ひなるかな彼

らは家に家をたてつらね田圃に田圃を

ましくはへて餘地をあまさず己ひとり

國のうちに住んとす 9萬軍のヱホバ我

耳につげて宣はく實におほくの家はあ

れすたれ大にして美しき家は人のすむ

ことなきにいたらん 10十段のぶだう

ぞの僅かに一バテをみのり一ホメルの

穀種はわづかに一エパを實るべし 11

禍ひなるかなかれらは朝つとにおきて

濃酒をおひもとめ夜のふくるまで止ま

りてのみ酒にその身をやかるるなり

12かれらの酒宴には琴あり瑟あり鼓あ

り笛あり葡萄酒ありされどヱホバの作

爲をかへりみずその手のなしたまふと

ころに目をとめず 13斯るが故にわが

民は無知にして虜にせられその貴顯者

はうゑそのもろもろの民は渇によりて

疲れはてん 14また陰府はその欲望を

ひろくしその度られざる口をはるかれ

らの榮華かれらの群衆かれらの饒富お

よび喜びたのしめる入みなその中にお

つべし (Sheol h7585) 15賤しき者はかがめ

られ貴きものは卑くせられ目をあげ

て高ぶる者はひくくせらるべし 16さ

れど萬軍のヱホバは公平によりてあが

められ聖なる神は正義によりて聖とせ

られ給ふべし 17而して小羊おのが牧

場にあるごとくに草をはみ豐かなるも

のの田はあれて旅客にくらはれん 18

禍ひなるかな彼等はいつはりを繩とな

して惡をひき索にて車をひくごとく罪

をひけり 19かれらは云その成んとす

る事をいそぎて速かになせ我儕これを

見んイスラエルの聖者のさだむること

を逼來らせよわれらこれを知んと 20

禍ひなるかなかれらは惡をよびて善と

し善をよびて惡とし暗をもて光とし光

をもて暗とし苦をもて甘とし甘をもて

苦とする者なり 21わざはひなる哉か

れらは己をみて智しとし自らかへりみ
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て聰とする者なり 22禍ひなるかなか

れらは葡萄酒をのむに丈夫なり濃酒を

和するに勇者なり 23かれらは賄賂に

よりて惡きものを義となし義人よりそ

の義をうばふ 24此によりて火舌の刈

株をくらふがごとくまた枯草の火焔の

なかにおつるがごとくその根はくちは

てその花は塵のごとくに飛さらんかれ

らは萬軍のヱホバの律法をすててイス

ラエルの聖者のことばを蔑したればな

り 25この故にヱホバその民にむかひ

て怒をはなち手をのべてかれらを撃た

まヘり山はふるひうごきかれらの屍は

衢のなかにて糞土のごとくなれり然は

あれどヱホバの怒やまずして尚その手

を伸したまふ 26かくて旗をたててと

ほき國々をまねき彼等をよびて地の極

より來らしめたまはん視よかれら趨り

て速かにきたるべし 27その中には疲

れたふるるものなく眠りまたは寢るも

のなしその腰の帯はとけずその履の紐

はきれず 28その矢は鋭その弓はこと

ごとく張りその馬のひづめは石のごと

くその車の輪は疾風のごとしと稱へら

れん 29その嘷ること獅のごとくまた

小獅のごとく嘷うなりつつ獲物をつか

みて掠去れども之をすくふ者なし 30

その日かれらが嘯響めくこと海のなり

どよめくがごとしもし地をのぞまば暗

と難とありて光は黒雲のなかにくらく

なりたるを見ん

6ウジヤ王のしにたる年われ高くあが
れる御座にヱホバの坐し給ふを見し

にその衣裾は殿にみちたり 2セラピム

その上にたつおのおの六の翼ありその

二をもて面をおほひその二をもて足を

おほひ其二をもて飛翔り 3たがひに呼

いひけるは聖なるかな聖なるかな聖な

るかな萬軍のヱホバその榮光は全地に

みつ 4斯よばはる者の聲によりて閾の

もとゐ揺うごき家のうちに煙みちたり

5このとき我いへり禍ひなるかな我ほ

ろびなん我はけがれたる唇の民のなか

にすみて穢たるくちびるの者なるにわ

が眼ばんぐんのヱホバにまします王を

見まつればなりと 6爰にかのセラピム

のひとり鉗をもて壇の上よりとりたる

熱炭を手にたづさへて我にとびきたり

7わが口に觸ていひけるは視よこの火

なんぢの唇にふれたれば既になんぢの

惡はのぞかれなんぢの罪はきよめられ

たりと 8我またヱホバの聲をきく曰く

われ誰をつかはさん誰かわれらのため

に往べきかとそのとき我いひけるはわ

れ此にあり我をつかはしたまヘ 9ヱホ

バいひたまはく往てこの民にかくのご

とく告よなんぢら聞てきけよ然どさと

らざるべし見てみよ然どしらざるべし

と 10なんぢこの民のこころを鈍くし

その耳をものうくしその眼をおほヘ恐

らくは彼らその眼にて見その耳にてき

きその心にてさとり翻ヘりて醫さるる

ことあらん 11ここに我いひけるは主

よいつまで如此あらんか主こたヘたま

はく邑はあれすたれて住むものなく家

に人なく邦ことごとく荒土となり 12

人々ヱホバに遠方までうつされ廢りた

るところ國中におほくならん時まで如

此あるべし 13そのなかに十分の一の

こる者あれども此もまた呑つくされん

されど聖裔のこりてこの地の根となる

べし彼のテレビントまたは橿樹がきら

るることありともその根ののこるがご

とし

7ウジャの子ヨタムその子ユダヤ王ア
ハズのときアラムの王レヂンとレマ
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リヤの子イスラエル王ペカと上りきた

りてヱルサレムを攻しがつひに勝こと

あたはざりき 2ここにアラムとエフラ

イムと結合なりたりとダビデの家につ

ぐる者ありければ王のこころと民の心

とは林木の風にうごかさるるが如くに

動けり 3その時ヱホバ、イザヤに言た

まひけるは今なんぢと汝の子シヤルヤ

シユブと共にいでて布をさらす野の大

路のかたはらなる上池の樋口にゆきて

アハズを迎へ 4これに告べしなんぢ謹

みて静かなれアラムのレヂン及びレマ

リャの子はげしく怒るとも二の燼餘り

たる煙れる片柴のごとし懼るるなかれ

心をよわくするなかれ 5アラム、エフ

ライム及びレマリヤの子なんぢにむか

ひて惡き謀ごとを企てていふ 6われら

ユダに攻上りて之をおびやかし我儕の

ためにこれを破りとりタビエルの子を

その中にたてて王とせんと 7されど主

ヱホバいひたまはくこの事おこなはれ

ずまた成ことなし 8アラムの首はダマ

スコ、ダマスコの首はレヂンなりエフ

ライムは六十五年のうちに敗れて國を

なさざるべし 9またエフライムの首は

サマリヤ、サマリヤの首はレマリヤの

子なり若なんぢら信ぜずばかならず立

ことを得じと 10ヱホバ再びアハズに

告ていひたまはく 11なんぢの神ヱホ

バに一の豫兆をもとめよ或はふかき處

あるひは上のたかき處にもとめよ (Sheol

h7585) 12アハズいひけるは我これを求

めじ我はヱホバを試むることをせざる

べし 13イザヤいひけるはダビデのい

へよ請なんぢら聞なんぢら人をわづら

はしこれを小事として亦わが神をも煩

はさんとするか 14この故に主みづか

ら一の豫兆をなんぢらに賜ふべし視よ

をとめ孕みて子をうまんその名をイン

マヌエルと稱ふべし 15かれ惡をすて

善をえらぶことを知ころほひにいたり

て乳酥と蜂蜜とをくらはん 16そはこ

の子いまだ惡をすて善をえらぶことを

知ざるさきになんぢが忌きらふ兩の王

の地はすてらるべし 17ヱホバはエフ

ライムがユダを離れし時よりこのかた

臨みしことなき日を汝となんぢの民と

なんぢの父の家とにのぞませ給はん是

アツスリヤの王なり 18其日ヱホバ、

エジプトなる河々のほとりの蠅をまね

きアツスリヤの地の蜂をよびたまはん

19皆きたりて荒たるたに岩穴すべての

荊棘すべての牧場のうヘに止まるべし

20その日主はかはの外ふより雇へるア

ツスリヤの王を剃刀として首と足の毛

とを剃たまはんまた髯をも除きたまふ

べし 21その日人わかき牝犢ひとつと

羊ふたつとを飼をらん 22その出すと

ころの乳おほきによりて乳酥をくらふ

ことを得んすべて國のうちに遺れるも

のは乳酥と蜂蜜とをくらふべし 23そ

の日千株に銀一千の價をえたる葡萄あ

りし處もことごとく荊と棘はえいづべ

し 24荊とおどろと地にあまねきがゆ

ゑに人々矢と弓とをもて彼處にゆくな

り 25鋤をもて掘たがへしたる山々も

いばらと棘のために人おそれてその中

にゆくことを得じその地はただ牛をは

なち羊にふましむる處とならん

8ヱホバ我にいひたまひけるは一の大
なる牌をとりそのうへに平常の文字

にてマヘルシャラルハシバズと録せ

2われ信實の證者なる祭司ウリヤおよ

びエベレキヤの子ゼカリヤをもてその

證をなさしむ 3われ預言者の妻にちか

づきしとき彼はらみて子をうみければ
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ヱホバ我にいひたまはくその名をマヘ

ルシャラルハシバズと稱へよ 4そは

この子いまだ我が父わが母とよぶこと

を知らざるうちにダマスコの富とサマ

リヤの財寳はうばはれてアツスリヤ王

のまへに到るべければなり 5ヱホバま

た重て我につげたまへり云く 6この民

はゆるやかに流るるシロアの水をすて

てレヂンとレマリヤの子とをよろこぶ

7此によりて主はいきほひ猛くみなぎ

りわたる大河の水をかれらのうヘに堰

入たまはん是はアツスリヤ王とそのも

ろもろの威勢とにして百の支流にはび

こりもろもろの岸をこえ 8ユダになが

れいり溢れひろごりてその項にまで及

ばんインマヌエルよそののぶる翼はあ

まねくなんぢの地にみちわたらん 9も

ろもろの民よさばめき騒げなんぢら摧

かるべし遠きくにぐにの者よきけ腰に

おびせよ汝等くだかるべし腰に帯せよ

なんぢら摧かるべし 10なんぢら互に

はかれつひに徒勞ならんなんぢら言を

いだせ遂におこなはれじそは神われら

とともに在せばなり 11ヱホバつよき

手をもて此如われに示しこの民の路に

あゆまざらんことを我にさとして言給

はく 12此民のすべて叛逆ととなふる

ところの者をなんぢら叛逆ととなふる

なかれ彼等のおそるるところを汝等お

そるるなかれ慴くなかれ 13なんぢら

はただ萬軍のヱホバを聖としてこれを

畏みこれを恐るべし 14然らばヱホバ

はきよき避所となりたまはん然どイス

ラエルの兩の家には躓く石となり妨ぐ

る磐とならんヱルサレムの民には網罟

となり機濫とならん 15おほくの人々

これによりて蹶きかつ仆れやぶれ網せ

られまた捕へらるべし 16證詞をつか

ね律法をわが弟子のうちに封べし 17

いま面をおほひてヤコブの家をかへり

み給はずといヘども我そのヱホバを待

そのヱホバを望みまつらん 18視よわ

れとヱホバが我にたまひたる子輩とは

イスラエルのうちの豫兆なり奇しき標

なり此はシオンの山にいます萬軍のヱ

ホバの與へたまふ所なり 19もし人な

んぢらにつげて巫女および魔術者のさ

えづるがごとく細語がごとき者にもと

めよといはば民はおのれの神にもとむ

べきにあらずやいかで活者のために死

者にもとむることを爲んといへ 20た

だ律法と證詞とを求むべし彼等のいふ

ところ此言にかなはずば晨光あらじ 21

かれら國をヘあるきて苦みうゑんその

飢るとき怒をはなち己が王おのが神を

さして誼ひかつその面をうへに向ん 22

また地をみれば艱難と幽暗とくるしみ

の闇とありかれらは昏黒におひやられ

ん

9今くるしみを受れども後には闇なか
るべし昔しはゼブルンの地ナフタリ

の地をあなどられしめ給ひしかど後に

は海にそひたる地ヨルダンの外の地こ

とくに人のガリラヤに榮をうけしめ給

へり 2幽暗をあゆめる民は大なる光を

み死蔭の地にすめる者のうへに光てら

せり 3なんぢ民をましその歡喜を大に

したまひければかれらは收穫時によろ

こぶがごとく掠物をわかつときに樂む

がごとく汝の前によろこべり 4そは汝

かれらがおへる軌とその肩の笞と虐ぐ

るものの杖とを折りこれを折りてミデ

アンの日のごとくなし給ひたればなり

5すべて亂れたたかふ兵士のよろひと

血にまみれたる衣とはみな火のもえく

さとなりて焚るべし 6ひとりの嬰兒わ
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れらのために生れたり我儕はひとりの

子をあたヘられたり政事はその肩にあ

りその名は奇妙また議士また大能の神

とこしへのちち平和の君ととなヘられ

ん 7その政事と平和とはましくははり

て窮りなし且ダビデの位にすわりてそ

の國ををさめ今よりのちとこしへに公

平と正義とをもてとれを立これを保ち

たまはん萬軍のヱホバの熱心これを成

たまふべし 8主一言をヤコブにおくり

之をイスラエルの上にのぞませ給へり

9すべてのこの民エフライムとサマリ

ヤに居るものとは知ならんかれらは高

ぶり誇る心をもていふ 10瓦くづるる

ともわれら研石をもて建くはの木きら

るるともわれら香柏をもて之にかヘん

と 11この故にヱホバ、レヂンの敵を

あげもちゐてイスラエルを攻しめその

仇をたけび勇しめたまはん 12前にア

ラム人あり後にペシリテ人あり口をは

りてイスラエルを呑んとす然はあれど

ヱホバの怒やまずして尚その手をのば

したまふ 13然どこの民はおのれをう

つものに歸らず萬軍のヱホバを求めず

14斯るゆゑにヱホバ一日のうちに首と

尾と椶櫚のえだと葦とをイスラエルよ

り斷切たまはん 15その首とは老たる

もの尊きものその尾とは謊言をのぶる

預言者をいふなり 16この民をみちび

く者はこれを迷はせその引導をうくる

者はほろぶるなり 17このゆゑに主は

その少壯者をよろこびたまはずその孤

兒と寡婦とを憐みたまはざるべし是そ

の民はことごとく邪まなり惡をおこな

ふ者なりおのおのの口は愚かなる言を

かたればなり然はあれどヱホバの怒や

まずして尚その手をのばしたまふ 18

惡は火のごとくもえ棘と荊とを食つく

し茂りあふ林をやくべければみな煙と

なりむらがりて上騰らん 19萬軍のヱ

ホバの怒によりて地はくろく焼その民

は火のもえくさとなり人々たがひに相

憐むことなし 20人みぎに攫めどもな

ほ飢ひだりに食へども尚あかずおのお

のその腕の肉をくらふべし 21マナセ

はエフライムをエフライムはマナセを

くらひ又かれら相合てユダをを攻めん

然はあれどヱホバの怒やまずして尚そ

の手をのばしたまふ

10不義のおきてをさだめ暴虐のこと
ばを録すものは禍ひなるかな 2か

れらは乏きものの訴をうけずわが民の

なかの貧しきものの權利をはぎ寡婦の

資産をうばひ孤兒のものを掠む 3なん

ぢら懲しめらるる日きたらば何をなさ

んとするか敗壞とほきより來らんとき

何をなさんとするかなんぢら逃れゆき

て誰にすくひを求めんとするかまた何

處になんぢらの榮をのこさんとするか

4ただ縛められたるものの下にかがみ

殺されたるもののしたに伏仆れんのみ

然はあれどヱホバのいかり止ずして尚

ほその手をのばしたまふ 5咄アツスリ

ヤ人なんぢはわが怒の杖なりその手の

苔はわが忿恚なり 6われ彼をつかはし

て邪曲なる國をせめ我かれに命じて我

がいかれる民をせめてその所有をかす

めその財寶をうばはしめかれらを街の

泥のごとくに蹂躪らしめん 7されどア

ツスリヤ人のこころざしは斯のごとく

ならずその心の念もまた斯のごとくな

らずそのこころは敗壞をこのみあまた

の國をほろぼし絶ん 8かれ云わが諸侯

はみな王にあらずや 9カルノはカルケ

ミシの如くハマテはアルパデの如くサ

マリヤはダマスコの如きにあらずや 10
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わが手は偶像につかふる國々を得たり

その彫たる像はヱルサレムおよびサマ

リヤのものに勝れたり 11われ既にサ

マリヤとその偶像とに行へるごとく亦

ヱルサレムとその偶像とにおこなはざ

る可んやと 12このゆゑに主いひたま

ふ我シォンの山とヱルサレムとに爲ん

とする事をことごとく遂をはらんとき

我アツスリヤ王のおごれる心の實とそ

の高ぶり仰ぎたる眼とを罰すべし 13

そは彼いヘらくわれ手の力と智慧とに

よりて之をなせり我はかしこし國々の

境をのぞきその獲たるものをうばひ又

われは丈夫にしてかの位に坐するもの

を下したり 14わが手もろもろの民の

たからを得たりしは巣をとるが如くま

た天が下を取收めたりしは遺しすてた

る卵をとりあつむるが如くなりきある

ひは翼をうごかしあるひは口をひらき

あるひは喃々する者もなかりしなりと

15斧はこれをもちゐて伐ものにむかひ

て己みづから誇ることをせんや鋸はこ

れを動かす者にむかひて己みづから高

ぶることをせんや此はあだかも笞がお

のれを擧るものを動かし杖みづから木

にあらざるものを擧んとするにひとし

16このゆゑに主萬軍のヱホバは肥たる

ものを瘠しめ且その榮光のしたに火の

もゆるが如き火焰をおこし給はん 17

イスラエルの光は火のごとくその聖者

はほのほの如くならん斯て一日のうち

に荊とおどろとを焼ほろぼし 18又か

の林と土肥たる田圃の榮をうせしめ靈

魂をも身をもうせしめて病るものの衰

へたるが如くなさん 19かつ林のうち

に殘れる木わづかにして童子も算へう

るが如くになるべし 20その日イスラ

エルの遺れる者とヤコブの家ののがれ

たる者とは再びおのれを撃し者にたよ

らず誠意をもてイスラエルの聖者ヱホ

バにたよらん 21その遺れるものヤコ

ブの遣れるものは大能の神にかヘるべ

し 22ああイスラエルよなんぢの民は

海の沙のごとしといへども遺りて歸り

きたる者はただ僅少ならんそは敗壞す

でにさだまり義にて溢るべければなり

23主萬軍のヱホバの定めたまヘる敗壞

はこれを徧く國内におこなひ給ふべし

24このゆゑに主萬軍のヱホバいひたま

はくシオンに住るわが民よアツスリヤ

人エジプトの例にならひ苔をもて汝を

うち杖をあげて汝をせむるとも懼るる

なかれ 25ただ頃刻にして忿恚はやま

ん我がいかりは彼等をほろぼして息ん

26萬軍のヱホバむかしミデアン人をオ

レブの巖のあたりにて撃たまひしごと

くに禍害をおこして之をせめ又その杖

を海のうへに伸しエジプトの例にした

がひてこれを擧たまはん 27その日か

れの重荷はなんぢの肩より下かれの軌

はなんぢの頸よりはなれその軛はあぶ

らの故をもて壞れん 28かれアイにき

たりミグロンを過ミクマシにてその輜

重をとどめ 29渡口をすぎてゲバに宿

るここに於てラマはをののきサウルギ

べア人は逃れはしれり 30ガリムの女

よなんぢ聲をあげて叫べライシよ耳を

かたぶけて聽けアナトテよなんぢも聲

をあげよ 31マデメナはさすらひゲビ

ムの民はのがれ走れり 32この日かれ

ノブに立とどまりシオンのむすめの山

ヱルサレムの岡にむかひて手をふりた

り 33主ばんぐんのヱホバは雄々しく

たけびてその枝を斷たまはん丈高きも

のは伐おとされ聳えたる者はひくくせ

らるべし 34また銕をもて茂りあふ林
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をきり給はんレバノンは能力あるもの

に倒さるべし

11ヱツサイの株より一つの芽いでそ
の根より一つの枝はえて實をむす

ばん 2その上にヱホバの靈とどまらん

これ智慧聰明の靈謀略才能の靈知識の

靈ヱホバをおそるるの靈なり 3かれは

ヱホバを畏るるをもて歡樂としまた目

みるところによりて審判をなさず耳き

くところによりて断定をなさず 4正義

をもて貧しき者をさばき公平をもて國

のうちの卑しき者のために斷定をなし

その口の杖をもて國をうちその口唇の

氣息をもて惡人をころすべし 5正義は

その腰の帯となり忠信はその身のおび

とならん 6おほかみは小羊とともにや

どり豹は小山羊とともにふし犢をじし

肥たる家畜ともに居てちひさき童子に

みちびかれ 7牝牛と熊とはくひものを

同にし熊の子と牛の子とともにふし獅

はうしのごとく藁をくらひ 8乳兒は毒

蛇のほらにたはふれ乳ばなれの兒は手

をまむしの穴にいれん 9斯てわが聖山

のいづこにても害ふことなく傷ること

なからんそは水の海をおほへるごとく

ヱホバをしるの知識地にみつべければ

なり 10その日ヱツサイの根たちても

ろもろの民の旂となりもろもろの邦人

はこれに服ひきたり榮光はそのとどま

る所にあらん 11その日主はまたふた

たび手をのべてその民ののこれる僅か

のものをアツスリヤ、エジプト、パテ

ロス、エテオピア、エラム、シナル、

ハマテおよび海のしまじまより贖ひた

まふべし 12ヱホバは國々の爲に旂を

たててイスラエルの逐やられたる者を

あつめ地の四極よりユダの散失たるも

のを集へたまはん 13またエフライム

の猜はうせユダを惱ますものは斷れエ

フライムはユダをそねまずユダはエフ

ライムを惱ますことなかるべし 14か

れらは西なるペリシテ人の境にとびゆ

き相共にひがしの子輩をかすめその手

をエドムおよびモアブにのべアンモン

の子孫をおのれに服はしめん 15ヱホ

バ、エジプトの海汊をからし河のうへ

に手をふりて熱風をふかせその河をう

ちて七の小流となし履をはきて渉らし

めたまはん 16斯てその民ののこれる

僅かのものの爲にアツスリヤより來る

べき叫つの大路あり昔しイスラエルが

エジプトの地よりいでし時のごとくな

るべし

12その日なんぢ言んヱホバよ我なん
ぢに感謝すべし汝さきに我をいか

り給ひしかどその怒はやみて我をなぐ

さめたまへり 2視よ神はわが救なりわ

れ依頼ておそるるところなし主ヱホバ

はわが力わが歌なりエホバは亦わが救

となりたまへりと 3此故になんぢら欣

喜をもて救の井より水をくむべし 4そ

の日なんぢらいはんヱホバに感謝せよ

その名をよべその行爲をもろもろの民

の中につたヘよその名のあがむべきこ

とを語りつげよと 5ヱホバを頌うたヘ

そのみわざは高くすぐれたればなりこ

れを全地につたヘよ 6シオンに住るも

のよ聲をあげてよばはれイスラエルの

聖者はなんぢの中にて大なればなり

13アモツの子イザヤが示されたるバ
ビロンにかかる重負の預言 2なん

ぢらかぶろの山に旂をたて聲をあげ手

をふり彼等をまねきて貴族の門にいら

しめよ 3われ既にきよめ別ちたるもの

に命じわが丈夫ほこりかにいさめる者

をよびてわが怒をもらさしむ 4山にお
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ほくの人の聲きこゆ大なる民あるがご

としもろもろの國民のよりつどひて喧

めく聲きこゆこれ萬軍のヱホバたたか

ひの軍兵を召したまふなり 5かれらは

とほき國より天の極よりきたるこれヱ

ホバとその忿恚をもらす器とともに全

國をほろぼさんとて來るなり 6なんぢ

ら泣號ぶべしヱホバの日ちかづき全能

者よりいづる敗亡きたるべければなり

7この故にすべての手はたれ凡の人の

こころは消ゆかん 8かれら慴きおそれ

艱難と憂とにせまられ子をうまんとす

る婦のごとく苦しみ互におどろき相み

あひてその面は燄のごとくならん 9視

よヱホバの日苛くして忿恚とはげしき

怒とをもて來りこの國をあらしその中

よりつみびとを絶滅さん 10天のもろ

もろの星とほしの宿は光をはなたず日

はいでてくらく月はその光をかがやか

さざるべし 11われ惡ことのために世

をつみし不義のために惡きものをばつ

し驕れるものの誇をとどめ暴ぶるもの

の傲慢をひくくせん 12われ人をして

精金よりもすくなくオフルの黄金より

も少なからしめん 13かくて亦われ萬

軍のヱホバの忿恚のとき烈しき怒りの

日に天をふるはせ地をうごかしてその

處をうしなはしむべし 14かれらは逐

るる鹿のごとく集むるものなき羊のご

とくなりて各自おのれの民にかへりお

のれの國にのがれゆかん 15すべて其

處にあるもの見出さるれば刺れ拘留ら

るるものは劍にたふされ 16彼等の嬰

兒はその目前にてなげくだかれその家

財はかすめうばはれその妻はけがさる

べし 17視よわれ白銀をもかへりみず

黄金をもよろこばざるメデア人をおこ

して之にむかはしめん 18かれらは弓

をもて若きものを射くだき腹の實をあ

はれむことなく小子をみてをしむこと

なし 19すべての國の中にてうるはし

くカルデヤ人がほこり飾となせるバビ

ロンはむかし神にほろぼされたるソド

ム、ゴモラのごとくならん 20ここに

住むもの永くたえ世々にいたるまで居

ものなくアラビヤ人もかしこに幕屋を

はらず牧人もまたかしこにはその群を

ふさすることなく 21ただ猛獸かしこ

にふし吼るものその家にみち鴕鳥かし

こにすみ牡山羊かしこに躍らん 22豺

狼その城のなかになき野犬えいぐわの

宮にさけばんその時のいたるは近きに

ありその日は延ることなかるべし

14ヱホバ、ヤコブを憐みイスラエル
をふたたび撰びて之をおのれの地

におきたまはん異邦人これに加りてヤ

コブの家にむすびつらなるべし 2もろ

もろの民はかれらをその處にたづさへ

いたらん而してイスラエルの家はヱホ

バの地にてこれを奴婢となし曩におの

れを虜にしたるものを虜にしおのれを

虐げたるものを治めん 3ヱホバなんぢ

の憂と艱難とをのぞき亦なんぢが勤む

るからき役をのぞきて安息をたまふの

日 4なんぢこの歌をとなヘバビロン王

をせめていはん虐ぐる者いかにして息

みしや金をはたる者いかにして息みし

やと 5ヱホバあしきものの笞ともろも

ろの有司の杖とををりたまへり 6かれ

らは怒をもてもろもろの民をたえず撃

てはうち忿恚をもてもろもろの國をを

さむれどその暴虐をとどむる者なかり

き 7今は全地やすみを得おだやかを得

ことごとく聲をあげてうたふ 8實にま

つの樹およびレバノンの香柏さへもな

んぢの故により歡びていふ汝すでに仆
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たれば樵夫のぼりきたりてわれらを攻

ることなしと 9下の陰府はなんぢの故

により動きて汝のきたるをむかへ世の

もろもろの英雄の亡靈をおこし國々の

もろもろの王をその位より起おこらし

む (Sheol h7585) 10かれらは皆なんぢに告

ていはん汝もわれらのごとく弱くなり

しや汝もわれらと同じくなりしやと 11

なんぢの榮華となんぢの琴の音はすで

に陰府におちたり蛆なんぢの下にしか

れ蚯蚓なんぢをおほふ (Sheol h7585) 12あ

したの子明星よいかにして天より隕し

やもろもろの國をたふしし者よいかに

して斫れて地にたふれしや 13汝さき

に心中におもへらくわれ天にのぼり我

くらゐを神の星のうへにあげ北の極な

る集會の山にざし 14たかき雲漢にの

ぼり至上者のごとくなるべしと 15然

どなんぢは陰府におとされ坑の最下に

いれられん (Sheol h7585) 16なんぢを見る

ものは熟々なんぢを視なんぢに目をと

めていはんこの人は地をふるはせ列國

をうごかし 17世を荒野のごとくしも

ろもろの邑をこぼち捕へたるものをそ

の家にときかへさざりしものなるかと

18もろもろの國の王たちはことごとく

皆たふとき状にておのおのその家にね

ぶる 19然どなんぢは忌きらふべき枝

のごとくおのが墓のそとにすてられそ

の周圍には劍にて刺ころされ坑におろ

され石におほはれたる者ありて踐つけ

らるる屍にことならず 20汝おのれの

國をほろぼしおのれの民をころししが

故にかれらとおなじく葬らるることあ

たはずそれ惡をおこなふものの裔はと

こしへに名をよばるることなかるべし

21先祖のよこしまの故をもてその子孫

のために戮場をそなへ彼等をしてたち

て地をとり世界のおもてに邑をみたす

ことなからしめよ 22萬軍のヱホバの

たまはく我立てかれらを攻めバビロン

よりその名と遺りたるものとを絶滅し

その子その孫をたちほろぼさんとこれ

ヱホバの聖言なり 23われバビロンを

刺蝟のすみかとし沼とし且ほろびの箒

をもてこれを掃除かんとこれ萬軍のヱ

ホバのみことばなり 24萬軍のヱホバ

誓をたてて言給はくわがおもひし事は

かならず成わがさだめし事はかならず

立ん 25われアツスリヤ人をわが地に

てうちやぶりわが山々にてふみにじら

んここにおいて彼がおきし軛はイスラ

エル人よりはなれ彼がおはせし重負は

イスラエル人の肩よりはなるべし 26

これは全地のことにつきて定めたる謀

略なり是はもろもろの國のうへに伸し

たる手なり 27萬軍のヱホバさだめた

まへり誰かこれを破ることを得んやそ

の手をのばしたまへり誰かこれを押返

すことを得んや 28アハズ王の死たる

年おもにの預言ありき 29曰くペリシ

テの全地よなんぢをうちし杖をれたれ

ばとて喜ぶなかれ蛇の根より蝮いでそ

の果はとびかける巨蛇となるべければ

なり 30いと貧しきものはものくひ乏

しきものは安然にふさんわれ飢饉をも

てなんぢの根をしなせ汝がのこれる者

をころすべし 31門よなげけ邑よさけ

べペリシテよなんぢの全地きえうせた

りそはけぶり北よりいできたりその軍

兵の列におくるるものなし 32その國

の使者たちに何とこたふべきや答ヘて

いはんヱホバ、シオンの基をおきたま

へりその民のなかの苦しむものは避所

をこの中にえん
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15モアブにかかる重負のよげん曰く
モアブのアルは一夜の間にあらさ

れて亡びうせモアブのキルは一夜のま

に荒されてほろびうせん 2かれバイテ

およびデボンの高所にのぼりて哭きモ

アブはネボ及びメデバの上にてなげき

さけぶおのおのその頭を禿にしその鬚

をことごとく剃たり 3かれら麁服をき

てその衢にあり屋蓋または廣きところ

にて皆なきさけび悲しむこと甚だし 4

ヘシボンとエレアレと叫びてその聲ヤ

ハズにまで聞ゆこの故にモアブの軍兵

こゑをあげその靈魂うちに在てをのの

けり 5わが心モアブのために叫びよば

はれりその貴族はゾアルおよびヱグラ

テシリシヤにのがれ哭つつルヒテの坂

をのぼりホロナイムの途にて敗亡の聲

をあぐ 6ニムリムの水はかわき草はか

れ苗はつきて緑蔬あらず 7このゆゑに

彼等はその獲たる富とその藏めたる物

をたづさへて柳の河をわたらん 8その

泣號のこゑはモアブの境をめぐり悲歎

のこゑはエグライムにいたりなげきの

聲はべエルエリムにいたる 9デモンの

水は血にて充われデモンの上にひとし

ほ禍害をくはへモアブの遁れたる者と

この地の遺りたるものとに獅をおくら

ん

16なんぢら荒野のセラより羔羊をシ
オンの女の山におくりて國の首に

をさむべし 2モアブの女輩はアルノン

の津にありてさまよふ鳥のごとく巣を

おはれたる雛のごとくなるべし 3相謀

りて審判をおこなひ亭午にもなんぢの

蔭を夜のごとくならしめ驅逐人をかく

し遁れきたるものを顯はすなかれ 4わ

が驅逐人をなんぢとともに居しめ汝モ

アブの避所となりて之をそこなふ者の

まへより脱れしめよ勒索者はうせ害ふ

ものはたえ暴虐者は地より絶れん 5ひ

とつの位あはれみをもて堅くたち眞實

をおこなふ者そのうヘに坐せん彼ダビ

デの幕屋にをりて審判をなし公平をも

とめて義をおこなふに速し 6われらモ

アブの傲慢をきけりその高ぶること甚

だしわれらその誇とたかぶりと忿恚と

をきけりその大言はむなし 7この故に

モアブはモアブの爲になきさけび民み

な哭さけぶべしなんぢら必らず甚だし

く心をいためてキルハレステの乾葡萄

のためになげくべし 8そはヘシボンの

畑とシブマのぶだうの樹とは凋みおと

ろヘたりその枝さきにはヤゼルにまで

いたりて荒野にはびこりのびて海をわ

たりしが國々のもろもろの主その美は

しき枝ををりたり 9この故にわれヤゼ

ルの哭とひとしくシブマの葡萄の樹の

ためになかんヘシボンよエレアレよわ

が涙なんぢをひたさんそは鬨聲なんぢ

が果物なんぢが收穫の實のうへにおち

きたればなり 10欣喜とたのしみとは

土肥たる畑より取さられ葡萄園には謳

ふことなく歡呼ばふことなく酒榨には

ふみて酒をしぼるものなし我そのよろ

こびたつる聲をやめしめたり 11この

ゆゑにわが心腸はモアブの故をもて琴

のごとく鳴ひびきキルハレスの故をも

てわが衷もまた然り 12モアブは高處

にいでて倦つかれその聖所にきたりて

祈るべけれど驗あらじ 13こはヱホバ

が曩にモアブに就てかたりたまへる聖

言なり 14されど今ヱホバかたりて言

たまはくモアブの榮はその大なる群衆

とともに傭人の期にひとしく三年のう

ちに恥かしめをうけ遺れる者はなはだ

少なくして力なからん
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17ダマスコにかかはる重負の預言い
はく視よダマスコは邑のすがたを

うしなひて荒墟となるべし 2アロエル

の諸邑はすてられん獸畜のむれそこに

すみてその伏やすめるをおびやかす者

もなからん 3エフライムの城はすたり

ダマスコの政治はやみスリアの遺れる

者はイスラエルの子輩のさかえのごと

く消うせん是は萬軍のヱホバの聖言な

り 4その日ヤコブの榮はおとろへその

肥たる肉はやせて 5あだかも收穫人の

麥をかりあつめ腕をもて穂をかりたる

後のごとくレパイムの谷に穂をひろひ

たるあとの如くならん 6されど橄欖樹

をうつとき二つ三の核を杪にのこしあ

るひは四つ五をみのりおほき樹の外面

のえだに遺せるが如く採のこさるるも

のあるべし是イスラエルの神ヱホバの

聖言なり 7その日人おのれを造れるも

のを仰ぎのぞみイスラエルの聖者に目

をとめん 8斯ておのれの手の工なる祭

壇をあふぎ望まずおのれの指のつくり

たるアシラの像と日の像とに目をとめ

じ 9その日かれが堅固なるまちまちは

昔イスラエルの子輩をさけてすてさり

たる森のなか嶺のうへに今のこれる荒

跡のごとく荒地となるべし 10そは汝

おのがすくひの神をわすれ己がちから

となるべき磐を心にとめざりしによる

このゆゑになんぢ美くしき植物をうゑ

異やうの枝をさし 11かつ植たる日に

籬をまはし朝に芽をいださしむれども

患難の日といたましき憂の日ときたり

て收穫の果はとびさらん 12唉おほく

の民はなりどよめけり海のなりどよめ

く如くかれらも鳴動めけりもろもろの

國はなりひびけり、戸じ大水のなりひ

びくが如くかれらも鳴響けり 13もろ

もろの國はおほくの水のなりひびくが

ごとく鳴響かんされど神かれらを攻た

まふべしかれら遠くのがれて風にふき

さらるる山のうヘの粃糠のごとくまた

旋風にふきさらるる塵のごとくならん

14視よゆふぐれに恐怖ありいまだ黎明

にいたらずして彼等は亡たりこれ我儕

をかすむる者のうくべき報われらを奪

ふもののひくべき鬮なり

18唉エテオピアの河の彼方なるさや
さやと羽音のきこゆる地 2この地

蒹のふねを水にうかべ海路より使者を

つかはさんとてその使者にいへらく疾

走る使よなんぢら河々の流のわかるる

國にゆけ丈たかく肌なめらかなる始め

より今にいたるまで懼るべく繩もては

かり人を踐にじる民にゆけ 3すべて世

にをるもの地にすむものよ山のうへに

旗のたつとき汝等これを見ラッパの鳴

響くときなんぢら之をきけ 4そはヱホ

バわれに如此いひ給へりいはく空はれ

わたり日てり收穫の熱むしてつゆけき

雲のたるる間われわが居所にしづかに

居てながめん 5收穫のまへにその芽ま

たく生その花ぶだうとなりて熟せんと

するときかれ鎌をもて蔓をかり枝をき

り去ん 6斯てみな山のたけきとりと地

の獸とになげあたへらるべし猛鳥その

うヘにて夏をすごし地のけものその上

にて冬をわたらん 7そのとき河々の流

のわかるる國の丈たかく肌なめらかな

る始めより今にいたるまで懼るべく繩

もてはかり人をふみにじる民より萬軍

のヱホバにささぐる禮物をたづさへて

萬軍のヱホバの聖名のところシオンの

山にきたるべし

19エジプトにかかる重負のよげんい
はくヱホバははやき雲にのりてエ
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ジプトに來りたまふエジプトのもろも

ろの偶像はその前にふるひをののきエ

ジプト人のこころはその衷にて消ゆか

ん 2我エジプト人をたけび勇ましめて

エジプト人を攻しめん斯てかれら各自

その兄弟をせめおのおのその鄰をせめ

邑は邑をせめ國はくにを攻べし 3エジ

プト人の靈魂うせてその中むなしくな

らんわれその謀略をほろぼすべしかれ

らは偶像および呪文をとなふるもの巫

女魔術者にもとむることを爲ん 4われ

エジプト人を苛酷なる主人の手にわた

さんあらあらしき王かれらを治むべし

是主萬軍のヱホバの聖言なり 5海の水

はつき河もまた涸てかわかん 6また河

々はくさき臭をはなちエジプトの堭は

みな漸次にへりてかわき葦と蘆とかれ

はてん 7ナイルのほとりの草原ナイル

の岸にほどちかき所すべてナイルの最

寄にまきたる者はことごとく枯てちり

うせん 8漁者もまた歎きすべてナイル

に釣をたるる者はかなしみ網を水のう

へに施ものはおとろふべし 9練たる麻

にて物つくるもの白布を織ものは恥あ

わて 10その柱はくだけ一切のやとは

れたる者のこころ憂ひかなしまん 11

誠やゾアンの諸侯は愚なりパロの最も

かしこき議官のはかりごとは癡鈍べし

然ばなんぢら何でパロに 12あなたの

賢い者はどこにおるか。彼らをして、

万軍の主がエジプトについて定められ

たことをあなたに告げ知らしめよ。 13

ゾアンの君たちは愚かとなり、メンピ

スの君たちは欺かれ、エジプトのもろ

もろの部族の隅の石たる彼らは、かえ

ってエジプトを迷わせた。 14主は曲

った心を彼らのうちに混ぜられた。彼

らはエジプトをして、すべてその行う

ことに迷わせ、あたかも酔った人の物

吐くときによろめくようにさせた。 15

エジプトに対しては、頭あるいは尾、

しゅろの枝あるいは葦が共になしうる

わざはない。 16その日、エジプトび

とは女のようになり、万軍の主の彼ら

の上に振り動かされるみ手の前に恐れ

おののく。 17ユダの地は、エジプト

びとに恐れられ、ユダについて語り告

げることを聞くエジプトびとはみな、

万軍の主がエジプトびとにむかって定

められた計りごとのゆえに恐れる。 18

その日、エジプトの地にカナンの国こ

とばを語り、また万軍の主に誓いを立

てる五つの町があり、その中の一つは

太陽の町ととなえられる。 19その日

、エジプトの国の中に主をまつる一つ

の祭壇があり、その境に主をまつる一

つの柱がある。 20これはエジプトの

国で万軍の主に、しるしとなり、あか

しとなる。彼らがしえたげる者のゆえ

に、主に叫び求めるとき、主は救う者

をつかわして、彼らを守り助けられる

。 21主はご自分をエジプトびとに知

らせられる。その日、エジプトびとは

主を知り、犠牲と供え物とをもって主

に仕え、主に誓願をたててこれを果す

。 22主はエジプトを撃たれる。主は

これを撃たれるが、またいやされる。

それゆえ彼らは主に帰る。主は彼らの

願いをいれて、彼らをいやされる。 23

その日、エジプトからアッスリヤに通

う大路があって、アッスリヤびとはエ

ジプトに、エジプトびとはアッスリヤ

に行き、エジプトびとはアッスリヤび

とと共に主に仕える。 24その日、イ

スラエルはエジプトとアッスリヤと共

に三つ相並び、全地のうちで祝福をう
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けるものとなる。 25万軍の主は、こ

れを祝福して言われる、「さいわいな

るかな、わが民なるエジプト、わが手

のわざなるアッスリヤ、わが嗣業なる

イスラエル」と。

20アッスリヤの王サルゴンからつか
わされた最高司令官がアシドドに

来て、これを攻め、これを取った年、

2その時に主はアモツの子イザヤによ

って語って言われた、「さあ、あなた

の腰から荒布を解き、足からくつを脱

ぎなさい」。そこでイザヤはそのよう

にし、裸、はだしで歩いた。 3主は言

われた、「わがしもべイザヤは三年の

間、裸、はだしで歩き、エジプトとエ

チオピヤに対するしるしとなり、前ぶ

れとなったが、 4このようにエジプト

びとのとりことエチオピヤびとの捕わ

れ人とは、アッスリヤの王に引き行か

れて、その若い者も老いた者もみな裸

、はだしで、しりをあらわし、エジプ

トの恥を示す。 5彼らはその頼みとし

たエチオピヤのゆえに、その誇とした

エジプトのゆえに恐れ、かつ恥じる。

6その日には、この海べに住む民は言

う、『見よ、われわれが頼みとした国

、すなわちわれわれがのがれて行って

助けを求め、アッスリヤ王から救い出

されようとした国はすでにこのとおり

である。われわれはどうしてのがれる

ことができようか』と。」

21海の荒野についての託宣。つむじ
風がネゲブを吹き過ぎるように、

荒野から、恐るべき地から、来るもの

がある。 2わたしは一つのきびしい幻

を示された。かすめ奪う者はかすめ奪

い、滅ぼす者は滅ぼす。エラムよ、の

ぼれ、メデアよ、囲め。わたしはすべ

ての嘆きをやめさせる。 3それゆえ、

わが腰は激しい痛みに満たされ、出産

に臨む女の苦しみのような苦しみがわ

たしを捕えた。わたしは、かがんで聞

くことができず、恐れおののいて見る

ことができない。 4わが心はみだれ惑

い、わななき恐れること、はなはだし

く、わたしのあこがれたたそがれは変

っておののきとなった。 5彼らは食卓

を設け、じゅうたんを敷いて食い飲み

する。もろもろの君よ、立って、盾に

油をぬれ。 6主はわたしにこう言われ

た、「行って、見張びとをおき、その

見るところを告げさせよ。 7馬に乗っ

て二列に並んだ者と、ろばに乗った者

と、らくだに乗った者とを彼が見るな

らば、耳を傾けてつまびらかに聞かせ

よ」。 8その時、見張びとは呼ばわっ

て言った、「主よ、わたしがひねもす

やぐらに立ち、夜もすがらわが見張所

に立っていると、 9見よ、馬に乗って

二列に並んだ者がここに来ます」。彼

は答えて言った、「倒れた、バビロン

は倒れた、その神々の像はことごとく

打ち砕かれて地に伏した」。 10ああ

、踏みにじられたわが民、わが打ち場

の子よ、イスラエルの神、万軍の主か

らわたしが聞いたところのものをあな

たがたに告げる。 11ドマについての

託宣。セイルからわたしに呼ばわる者

がある、「夜回りよ、今は夜のなんど

きですか、夜回りよ、今は夜のなんど

きですか」。 12夜回りは言う、「朝

がきます、夜もまたきます。もしあな

たがたが聞こうと思うならば聞きなさ

い、また来なさい」。 13アラビヤに

ついての託宣。デダンびとの隊商よ、

あなたがたはアラビヤの林にやどる。
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14テマの地に住む民よ、水を携えて、

かわいた者を迎え、パンをもって、逃

げのがれた者を迎えよ。 15彼らはつ

るぎを避け、抜いたつるぎを避け、張

った弓を避け、また激しい戦いを避け

て、逃げてきたからである。 16主は

わたしにこう言われた、「雇人の年期

のように一年以内にケダルのすべての

栄華はつきはてる。 17ケダルの子ら

の勇士で、射手の残る者は少ない」。

これはイスラエルの神、主が語られた

のである。

22幻の谷についての託宣。あなたが
たはなぜ、みな屋根にのぼったの

か。 2叫び声で満ちている者、騒がし

い都、喜びに酔っている町よ。あなた

のうちの殺された者はつるぎで殺され

たのではなく、また戦いに倒れたので

もない。 3あなたのつかさたちは皆共

にのがれて行ったが、弓を捨てて捕え

られた。彼らは遠く逃げて行ったが、

あなたのうちの見つかった者はみな捕

えられた。 4それゆえ、わたしは言っ

た、「わたしを顧みてくれるな、わた

しはいたく泣き悲しむ。わが民の娘の

滅びのために、わたしを慰めようと努

めてはならない」。 5万軍の神、主は

幻の谷に騒ぎと、踏みにじりと、混乱

の日をこさせられる。城壁はくずれ落

ち、叫び声は山に聞える。 6エラムは

箙を負い、戦車と騎兵とをもってきた

り、キルは盾をあらわした。 7あなた

の最も美しい谷は戦車で満ち、騎兵は

もろもろの門にむかって立った。 8ユ

ダを守るおおいは取り除かれた。その

日あなたは林の家の武具を仰ぎ望んだ

。 9またあなたがたはダビデの町の破

れの多いのを見、下の池の水を集め、

10エルサレムの家を数え、またその家

をこわして城壁を築き、 11一つの貯

水池を二つの城壁の間に造って古池の

水をひいた。しかしあなたがたはこの

事をなされた者を仰ぎ望まず、この事

を昔から計画された者を顧みなかった

。 12その日、万軍の神、主は泣き悲

しみ、頭をかぶろにし、荒布をまとう

ことを命じられたが、 13見よ、あな

たがたは喜び楽しみ、牛をほふり、羊

を殺し、肉を食い、酒を飲んで言う、

「われわれは食い、かつ飲もう、明日

は死ぬのだから」。 14万軍の主はみ

ずからわたしの耳に示された、「まこ

とに、この不義はあなたがたが死ぬま

で、ゆるされることはない」と万軍の

神、主は言われる。 15万軍の神、主

はこう言われる、「さあ、王の家をつ

かさどるこの執事セブナに行って言い

なさい、 16『あなたはここになんの

係わりがありますか。あなたはだれの

縁故でここに自分のために墓を掘った

のですか。あなたは高い所に墓を掘り

、岩をうがって自分のためにすみかを

造った。 17強い人よ、見よ、主はあ

なたを激しくなげ倒される。主はあな

たを堅くつかまえ、 18ぐるぐるまわ

して、まりのように広々した地に投げ

られる。主人の家の恥となる者よ、あ

なたはそこで死に、あなたの華麗な車

はそこに残る。 19わたしは、あなた

をその職から追い、その地位から引き

おろす。 20その日、わたしは、わが

しもべヒルキヤの子エリアキムを呼ん

で、 21あなたの衣を着せ、あなたの

帯をしめさせ、あなたの権力を彼の手

にゆだねる。彼はエルサレムの民とユ

ダの家との父となる。 22わたしはま
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たダビデの家のかぎを彼の肩に置く。

彼が開けば閉じる者なく、彼が閉じれ

ば開く者はない。 23わたしは彼を堅

い所に打ったくぎのようにする。そし

て彼はその父の家の誉の座となり、 24

その父の家のすべての重さは彼の上に

かかる。すなわちその子、その孫およ

びすべての小さい器、鉢からすべての

びんにいたるまでみな、彼の上にかか

る』」。 25万軍の主は言われる、「

その日、堅い所に打ったくぎは抜け、

切られて落ちる。その上にかかってい

る荷もまた取り去られる」と主は語ら

れた。

23ツロについての託宣。タルシシの
もろもろの船よ、泣き叫べ、ツロ

は荒れすたれて、家なく、船泊まりす

る港もないからだ。この事はクプロの

地から彼らに告げ知らせられる。 2海

べに住む民よ、シドンの商人よ、もだ

せ、あなたがたの使者は海を渡り、大

いなる水の上にあった。 3ツロの収入

はシホルの穀物、ナイル川の収穫であ

った。ツロはもろもろの国びとの商人

であった。 4シドンよ、恥じよ、海は

言った、海の城は言う、「わたしは苦

しまず、また産まなかった。わたしは

若い男子を養わず、また処女を育てな

かった」。 5この報道がエジプトに達

するとき、彼らはツロについての報道

によって、いたく苦しむ。 6タルシシ

に渡れ、海べに住む民よ、泣き叫べ。

7これがその起源も古い町、自分の足

で移り、遠くにまで移住した町、あな

たがたの喜び誇る町なのか。 8ツロに

むかってこれを定めたのはだれか。ツ

ロは冠を授けた町、その商人は君たち

、その貿易業者は地の尊い人々であっ

た。 9万軍の主はすべての栄光の誇を

汚し、地のすべての尊い者をはずかし

めるためにこれを定められたのだ。 10

タルシシの娘よ、ナイル川のようにお

のが地にあふれよ。もはや束縛するも

のはない。 11主はその手を海の上に

伸べて国々を震い動かされた。主はカ

ナンについて詔を出し、そのとりでを

こわされた。 12主は言われた、「し

えたげられた処女シドンの娘よ、あな

たはもはや喜ぶことはない。立って、

クプロに渡れ、そこでもあなたは安息

を得ることはない」。 13カルデヤび

との国を見よ、アッスリヤではなく、

この民がツロを野の獣のすみかに定め

た。彼らはやぐらを建て、もろもろの

宮殿をこわして荒塚とした。 14タル

シシのもろもろの船よ、泣き叫べ、あ

なたがたのとりでは荒れすたれたから

。 15その日、ツロはひとりの王のな

がらえる日と同じく七十年の間忘れら

れ、七十年終って後、ツロは遊女の歌

のようになる、 16「忘れられた遊女

よ、琴を執って町を経めぐり、巧みに

弾じ、多くの歌をうたって、人に思い

出されよ」。 17七十年終って後、主

はツロを顧みられる。ツロは再び淫行

の価を得て、地のおもてにある世のす

べての国々と姦淫を行い、 18その商

品とその価とは主にささげられる。こ

れはたくわえられることなく、積まれ

ることなく、その商品は主の前に住む

者のために豊かな食物となり、みごと

な衣服となる。

24見よ、主はこの地をむなしくし、
これを荒れすたれさせ、これをく

つがえして、その民を散らされる。 2

そして、その民も祭司もひとしく、し
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もべも主人もひとしく、はしためも主

婦もひとしく、買う者も売る者もひと

しく、貸す者も借りる者もひとしく、

債権者も債務者もひとしく、この事に

あう。 3地は全くむなしくされ、全く

かすめられる。主がこの言葉を告げら

れたからである。 4地は悲しみ、衰え

、世はしおれ、衰え、天も地と共にし

おれはてる。 5地はその住む民の下に

汚された。これは彼らが律法にそむき

、定めを犯し、とこしえの契約を破っ

たからだ。 6それゆえ、のろいは地を

のみつくし、そこに住む者はその罪に

苦しみ、また地の民は焼かれて、わず

かの者が残される。 7新しいぶどう酒

は悲しみ、ぶどうはしおれ、心の楽し

い者もみな嘆く。 8鼓の音は静まり、

喜ぶ者の騒ぎはやみ、琴の音もまた静

まった。 9彼らはもはや歌をうたって

酒を飲まず、濃き酒はこれを飲む者に

苦くなる。 10混乱せる町は破られ、

すべての家は閉ざされて、はいること

ができない。 11ちまたには酒の不足

のために叫ぶ声があり、すべての喜び

は暗くなり、地の楽しみは追いやられ

た。 12町には荒れすたれた所のみ残

り、その門もこわされて破れた。 13

地のうちで、もろもろの民のなかで残

るものは、オリブの木の打たれた後の

実のように、ぶどうの収穫の終った後

にその採り残りを集めるときのように

なる。 14彼らは声をあげて喜び歌う

。主の威光のゆえに、西から喜び呼ば

わる。 15それゆえ、東で主をあがめ

、海沿いの国々でイスラエルの神、主

の名をあがめよ。 16われわれは地の

果から、さんびの歌を聞いた、「栄光

は正しい者にある」と。しかし、わた

しは言う、「わたしはやせ衰える、わ

たしはやせ衰える、わたしはわざわい

だ。欺く者はあざむき、欺く者は、は

なはだしくあざむく」。 17地に住む

者よ、恐れと、落し穴と、わなとはあ

なたの上にある。 18恐れの声をのが

れる者は落し穴に陥り、落し穴から出

る者はわなに捕えられる。天の窓は開

け、地の基が震い動くからである。 19

地は全く砕け、地は裂け、地は激しく

震い、 20地は酔いどれのようによろ

めき、仮小屋のようにゆり動く。その

とがはその上に重く、ついに倒れて再

び起きあがることはない。 21その日

、主は天において、天の軍勢を罰し、

地の上で、地のもろもろの王を罰せら

れる。 22彼らは囚人が土ろうの中に

集められるように集められて、獄屋の

中に閉ざされ、多くの日を経て後、罰

せられる。 23こうして万軍の主がシ

オンの山およびエルサレムで統べ治め

、かつその長老たちの前にその栄光を

あらわされるので、月はあわて、日は

恥じる。

25主よ、あなたはわが神、わたしは
あなたをあがめ、み名をほめたた

える。あなたはさきに驚くべきみわざ

を行い、いにしえから定めた計画を真

実をもって行われたから。 2あなたは

町を石塚とし、堅固な町を荒塚とされ

た。外国人のやかたは、もはや町では

なく、とこしえに建てられることはな

い。 3それゆえ、強い民はあなたを尊

び、あらぶる国々の町はあなたを恐れ

る。 4あなたは貧しい者のとりでとな

り、乏しい者の悩みのときのとりでと

なり、あらしをさける避け所となり、

熱さをさける陰となられた。あらぶる
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者の及ぼす害は、石がきを打つあらし

のごとく、 5かわいた地の熱さのよう

だからである。あなたは外国人の騒ぎ

をおさえ、雲が陰をもって熱をとどめ

るようにあらぶる者の歌をとどめられ

る。 6万軍の主はこの山で、すべての

民のために肥えたものをもって祝宴を

設け、久しくたくわえたぶどう酒をも

って祝宴を設けられる。すなわち髄の

多い肥えたものと、よく澄んだ長くた

くわえたぶどう酒をもって祝宴を設け

られる。 7また主はこの山で、すべて

の民のかぶっている顔おおいと、すべ

ての国のおおっているおおい物とを破

られる。 8主はとこしえに死を滅ぼし

、主なる神はすべての顔から涙をぬぐ

い、その民のはずかしめを全地の上か

ら除かれる。これは主の語られたこと

である。 9その日、人は言う、「見よ

、これはわれわれの神である。わたし

たちは彼を待ち望んだ。彼はわたした

ちを救われる。これは主である。わた

したちは彼を待ち望んだ。わたしたち

はその救を喜び楽しもう」と。 10主

の手はこの山にとどまり、モアブは肥

だめの中に踏まれるわらのように、お

のれの所で踏みにじられる。 11彼は

その中で泳ぐ物が泳ごうとして手を伸

ばすように、その手を伸ばす。しかし

主はその高ぶりを、その手の巧みなわ

ざと共に低くされる。 12その石がき

の高い城郭を主は傾け倒し、地に投げ

うって、ちりにかえされる。

26その日ユダの国で、この歌をうた
う、「われわれは堅固な町をもつ

。主は救をその石がきとし、またとり

でとされる。 2門を開いて、信仰を守

る正しい国民を入れよ。 3あなたは全

き平安をもってこころざしの堅固なも

のを守られる。彼はあなたに信頼して

いるからである。 4とこしえに主に信

頼せよ、主なる神はとこしえの岩だか

らである。 5主は高き所、そびえたつ

町に住む者をひきおろし、これを伏さ

せ、これを地に伏させて、ちりにかえ

される。 6こうして足で踏まれ、貧し

い者の足で踏まれ、乏しい者はその上

を歩む」。 7正しい者の道は平らであ

る。あなたは正しい者の道をなめらか

にされる。 8主よ、あなたがさばきを

なさる道で、われわれはあなたを待ち

望む。われわれの魂の慕うものは、あ

なたの記念の名である。 9わが魂は夜

あなたを慕い、わがうちなる霊は、せ

つにあなたを求める。あなたのさばき

が地に行われるとき、世に住む者は正

義を学ぶからである。 10悪しき者は

恵まれても、なお正義を学ばず、正し

い地にあっても不義を行い、主の威光

を仰ぐことをしない。 11主よ、あな

たのみ手が高くあがるけれども、彼ら

はそれを顧みない。どうか、あなたの

、おのが民を救われる熱心を彼らに見

させて、大いに恥じさせ、火をもって

あなたの敵を焼き滅ぼしてください。

12主よ、あなたはわれわれのために平

和を設けられる。あなたはわれわれの

ためにわれわれのすべてのわざをなし

遂げられた。 13われわれの神、主よ

、あなた以外のもろもろの主がわれわ

れを治めた。しかし、われわれはただ

、あなたの名のみをあがめる。 14死

んだ者はまた生きない。亡霊は生き返

らない。それで、あなたは彼らを罰し

て滅ぼし、彼らの思い出をことごとく

消し去られた。 15主よ、あなたはこ
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の国民を増し加えられた。あなたはこ

の国民を増し加えられた。あなたは栄

光をあらわされた。あなたは地の境を

四方に広げられた。 16主よ、彼らは

悩みのとき、あなたに求めた。彼らが

あなたの懲しめにあったとき、祈をさ

さげた。 17主よ、はらめる女の産む

ときが近づいて苦しみ、その痛みによ

って叫ぶように、われわれはあなたの

ゆえに、そのようであった。 18われ

われは、はらみ、苦しんだ。しかしわ

れわれの産んだものは風にすぎなかっ

た。われわれは救を地に施すこともせ

ず、また世に住む者を滅ぼすこともし

なかった。 19あなたの死者は生き、

彼らのなきがらは起きる。ちりに伏す

者よ、さめて喜びうたえ。あなたの露

は光の露であって、それを亡霊の国の

上に降らされるからである。 20さあ

、わが民よ、あなたのへやにはいり、

あなたのうしろの戸を閉じて、憤りの

過ぎ去るまで、しばらく隠れよ。 21

見よ、主はそのおられる所を出て、地

に住む者の不義を罰せられる。地はそ

の上に流された血をあらわして、殺さ

れた者を、もはやおおうことがない。

27その日、主は堅く大いなる強いつ
るぎで逃げるへびレビヤタン、曲

りくねるへびレビヤタンを罰し、また

海におる龍を殺される。 2その日「麗

しきぶどう畑よ、このことを歌え。 3

主なるわたしはこれを守り、常に水を

そそぎ、夜も昼も守って、そこなう者

のないようにする。 4わたしは憤らな

い。いばら、おどろがわたしと戦うな

ら、わたしは進んでこれを攻め、皆も

ろともに焼きつくす。 5それを望まな

いなら、わたしの保護にたよって、わ

たしと和らぎをなせ、わたしと和らぎ

をなせ」。 6後になれば、ヤコブは根

をはり、イスラエルは芽を出して花咲

き、その実を全世界に満たす。 7主は

彼らを撃った者を撃たれたように彼ら

を撃たれたか。あるいは彼らを殺した

者が殺されたように彼らは殺されたか

。 8あなたは彼らと争って、彼らを追

放された。主は東風の日に、その激し

い風をもって彼らを移しやられた。 9

それゆえ、ヤコブの不義はこれによっ

て、あがなわれる。これによって結ぶ

実は彼の罪を除く。すなわち彼が祭壇

のすべての石を砕けた白堊のようにし

、アシラ像と香の祭壇とを再び建てな

いことである。 10堅固な町は荒れて

さびしく、捨て去られたすまいは荒野

のようだ。子牛はそこに草を食い、そ

こに伏して、その木の枝を裸にする。

11その枝が枯れると、折り取られ、女

が来てそれを燃やす。これは無知の民

だからである。それゆえ、彼らを造ら

れた主は彼らをあわれまれない。彼ら

を形造られた主は、彼らを恵まれない

。 12イスラエルの人々よ、その日、

主はユフラテ川からエジプトの川にい

たるまで穀物の穂を打ち落される。そ

してあなたがたは、ひとりびとり集め

られる。 13その日大いなるラッパが

鳴りひびき、アッスリヤの地にある失

われた者と、エジプトの地に追いやら

れた者とがきて、エルサレムの聖山で

主を拝む。

28エフライムの酔いどれの誇る冠と
、酒におぼれた者の肥えた谷のか

しらにあるしぼみゆく花の美しい飾り

は、わざわいだ。 2見よ、主はひとり

の力ある強い者を持っておられる。こ
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れはひょうをまじえた暴風のように、

破り、そこなう暴風雨のように、大水

のあふれみなぎる暴風のように、それ

を激しく地に投げうつ。 3エフライム

の酔いどれの誇る冠は足で踏みにじら

れる。 4肥えた谷のかしらにあるしぼ

みゆく花の美しい飾りは、夏前に熟し

た初なりのいちじくのようだ。人がこ

れを見ると、取るやいなや、食べてし

まう。 5その日、万軍の主はその民の

残った者のために、栄えの冠となり、

麗しい冠となられる。 6また、さばき

の席に座する者にはさばきの霊となり

、戦いを門まで追い返す者には力とな

られる。 7しかし、これらもまた酒の

ゆえによろめき、濃き酒のゆえによろ

ける。祭司と預言者とは濃き酒のゆえ

によろめき、酒のゆえに心みだれ、濃

き酒のゆえによろける。彼らは幻を見

るときに誤り、さばきを行うときにつ

まづく。 8すべての食卓は吐いた物で

満ち、清い所はない。 9「彼はだれに

知識を教えようとするのか。だれにお

とずれを説きあかそうとするのか。乳

をやめ、乳ぶさを離れた者にするのだ

ろうか。 10それは教訓に教訓、教訓

に教訓、規則に規則、規則に規則。こ

こにも少し、そこにも少し教えるのだ

」。 11否、むしろ主は異国のくちび

ると、異国の舌とをもってこの民に語

られる。 12主はさきに彼らに言われ

た、「これが安息だ、疲れた者に安息

を与えよ。これが休息だ」と。しかし

彼らは聞こうとはしなかった。 13そ

れゆえ、主の言葉は彼らに、教訓に教

訓、教訓に教訓、規則に規則、規則に

規則、ここにも少し、そこにも少しと

なる。これは彼らが行って、うしろに

倒れ、破られ、わなにかけられ、捕え

られるためである。 14それゆえ、エ

ルサレムにあるこの民を治めるあざけ

る人々よ、主の言葉を聞け。 15あな

たがたは言った、「われわれは死と契

約をなし、陰府と協定を結んだ。みな

ぎりあふれる災の過ぎる時にも、それ

はわれわれに来ない。われわれはうそ

を避け所となし、偽りをもって身をか

くしたからである」。 (Sheol h7585) 16そ

れゆえ、主なる神はこう言われる、「

見よ、わたしはシオンに一つの石をす

えて基とした。これは試みを経た石、

堅くすえた尊い隅の石である。『信ず

る者はあわてることはない』。 17わ

たしは公平を、測りなわとし、正義を

、下げ振りとする。ひょうは偽りの避

け所を滅ぼし、水は隠れ場を押し倒す

」。 18その時あなたがたが死とたて

た契約は取り消され、陰府と結んだ協

定は行われない。みなぎりあふれる災

の過ぎるとき、あなたがたはこれによ

って打ち倒される。 (Sheol h7585) 19それ

が過ぎるごとに、あなたがたを捕える

。それは朝な朝な過ぎ、昼も夜も過ぎ

るからだ。このおとずれを聞きわきま

えることは、全くの恐れである。 20

床が短くて身を伸べることができず、

かける夜具が狭くて身をおおうことが

できないからだ。 21主はペラジム山

で立たれたように立ちあがり、ギベオ

ンの谷で憤られたように憤られて、そ

の行いをなされる。その行いは類のな

いものである。またそのわざをなされ

る。そのわざは異なったものである。

22それゆえ、あなたがたはあざけって

はならない。さもないと、あなたがた

のなわめは、きびしくなる。わたしは
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主なる万軍の神から全地の上に臨む滅

びの宣言を聞いたからである。 23あ

なたがたは耳を傾けて、わが声を聞く

がよい。心してわが言葉を聞くがよい

。 24種をまくために耕す者は絶えず

耕すだろうか。彼は絶えずその地をひ

らき、まぐわをもって土をならすだろ

うか。 25地のおもてを平らにしたな

らば、いのんどをまき、クミンをまき

、小麦をうねに植え、大麦を定めた所

に植え、スペルト麦をその境に植えな

いだろうか。 26これは彼の神が正し

く、彼を導き教えられるからである。

27いのんどは麦こき板でこかない、ク

ミンはその上に車輪をころがさない。

いのんどを打つには棒を用い、クミン

を打つにはさおを用いる。 28人はパ

ン用の麦を打つとき砕くだろうか、否

、それが砕けるまでいつまでも打つこ

とをしない。馬をもってその上に車輪

を引かせるとき、それを砕くことをし

ない。 29これもまた万軍の主から出

ることである。その計りごとは驚くべ

く、その知恵はすぐれている。

29ああ、アリエルよ、アリエルよ、
ダビデが営をかまえた町よ、年に

年を加え、祭をめぐりこさせよ。 2そ

の時わたしはアリエルを悩ます。そこ

には悲しみと嘆きとがあって、アリエ

ルのようなものとなる。 3わたしはあ

なたのまわりに営を構え、やぐらをも

ってあなたを囲み、塁を築いてあなた

を攻める。 4その時あなたは深い地の

中から物言い、低いちりの中から言葉

を出す。あなたの声は亡霊の声のよう

に地から出、あなたの言葉はちりの中

から、さえずるようである。 5しかし

あなたのあだの群れは細かなちりのよ

うになり、あらぶる者の群れは吹き去

られるもみがらのようになる。また、

にわかに、またたくまに、この事があ

る。 6すなわち万軍の主は雷、地震、

大いなる叫び、つむじ風、暴風および

焼きつくす火の炎をもって臨まれる。

7そしてアリエルを攻めて戦う国々の

群れ、すなわちアリエルとその城を攻

めて戦い、これを悩ます者はみな夢の

ように、夜の幻のようになる。 8飢え

た者が食べることを夢みても、さめる

と、その飢えがいえないように、ある

いは、かわいた者が飲むことを夢みて

も、さめると、疲れてそのかわきがと

まらないように、シオンの山を攻めて

戦う国々の群れもそのようになる。 9

あなたがたは知覚を失って気が遠くな

れ、目がくらんで盲となれ。あなたが

たは酔っていよ、しかし酒のゆえでは

ない、よろめけ、しかし濃き酒のゆえ

ではない。 10主が深い眠りの霊をあ

なたがたの上にそそぎ、あなたがたの

目である預言者を閉じこめ、あなたが

たの頭である先見者をおおわれたから

である。 11それゆえ、このすべての

幻は、あなたがたには封じた書物の言

葉のようになり、人々はこれを読むこ

とのできる者にわたして、「これを読

んでください」と言えば、「これは封

じてあるから読むことができない」と

彼は言う。 12またその書物を読むこ

とのできない者にわたして、「これを

読んでください」と言えば、「読むこ

とはできない」と彼は言う。 13主は

言われた、「この民は口をもってわた

しに近づき、くちびるをもってわたし

を敬うけれども、その心はわたしから

遠く離れ、彼らのわたしをかしこみ恐
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れるのは、そらで覚えた人の戒めによ

るのである。 14それゆえ、見よ、わ

たしはこの民に、再び驚くべきわざを

行う、それは不思議な驚くべきわざで

ある。彼らのうちの賢い人の知恵は滅

び、さとい人の知識は隠される」。 15

わざわいなるかな、おのが計りごとを

主に深く隠す者。彼らは暗い中でわざ

を行い、「だれがわれわれを見るか、

だれがわれわれのことを知るか」と言

う。 16あなたがたは転倒して考えて

いる。陶器師は粘土と同じものに思わ

れるだろうか。造られた物はそれを造

った者について、「彼はわたしを造ら

なかった」と言い、形造られた物は形

造った者について、「彼は知恵がない

」と言うことができようか。 17しば

らくしてレバノンは変って肥えた畑と

なり、肥えた畑は林のように思われる

時が来るではないか。 18その日、耳

しいは書物の言葉を聞き、目しいの目

はその暗やみから、見ることができる

。 19柔和な者は主によって新たなる

喜びを得、人のなかの貧しい者はイス

ラエルの聖者によって楽しみを得る。

20あらぶる者は絶え、あざける者はう

せ、悪を行おうと、おりをうかがう者

は、ことごとく断ち滅ぼされるからで

ある。 21彼らは言葉によって人を罪

に定め、町の門でいさめる者をわなに

おとしいれ、むなしい言葉をかまえて

正しい者をしりぞける。 22それゆえ

、昔アブラハムをあがなわれた主は、

ヤコブの家についてこう言われる、「

ヤコブは、もはやはずかしめを受けず

、その顔は、もはや色を失うことはな

い。 23彼の子孫が、その中にわが手

のわざを見るとき、彼らはわが名を聖

とし、ヤコブの聖者を聖として、イス

ラエルの神を恐れる。 24心のあやま

れる者も、悟りを得、つぶやく者も教

をうける」。

30主は言われる、「そむける子らは
わざわいだ、彼らは計りごとを行

うけれども、わたしによってではない

。彼らは同盟を結ぶけれども、わが霊

によってではない、罪に罪を加えるた

めだ。 2彼らはわが言葉を求めず、エ

ジプトへ下っていって、パロの保護に

たより、エジプトの陰に隠れようとす

る。 3それゆえ、パロの保護はかえっ

てあなたがたの恥となり、エジプトの

陰に隠れることはあなたがたのはずか

しめとなる。 4たとい、彼の君たちが

ゾアンにあり、彼の使者たちがハネス

に来ても、 5彼らは皆おのれを益する

ことのできない民により、すなわち助

けとならず、益とならず、かえって恥

となり、はずかしめとなる民によって

、恥をかくからである」。 6ネゲブの

獣についての託宣。彼らはその富を若

いろばの背に負わせ、その宝をらくだ

の背に負わせて、雌じし、雄じし、ま

むしおよび飛びかけるへびの出る悩み

と苦しみの国を通って、おのれを益す

ることのできない民に行く。 7そのエ

ジプトの助けは無益であって、むなし

い。それゆえ、わたしはこれを「休ん

でいるラハブ」と呼んだ。 8いま行っ

て、これを彼らの前で札にしるし、書

物に載せ、後の世に伝えて、とこしえ

にあかしとせよ。 9彼らはそむける民

、偽りを言う子ら、主の教を聞こうと

しない子らだ。 10彼らは先見者にむ

かって「見るな」と言い、預言者にむ

かっては「正しい事をわれわれに預言
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するな、耳に聞きよいことを語れ、迷

わしごとを預言せよ。 11大路を去り

、小路をはなれ、イスラエルの聖者に

ついて語り聞かすな」と言う。 12そ

れゆえ、イスラエルの聖者はこう言わ

れる、「あなたがたはこの言葉を侮り

、しえたげと、よこしまとを頼み、こ

れにたよるがゆえに、 13この不義は

あなたがたには突き出て、くずれ落ち

ようとする高い石がきの破れのようで

あって、その倒壊はにわかに、またた

くまに来る。 14その破れることは陶

器師の器を破るように惜しむことなく

打ち砕き、その砕けのなかには、炉か

ら火を取り、池から水をくめるほどの

、ひとかけらさえ見いだされない」。

15主なる神、イスラエルの聖者はこう

言われた、「あなたがたは立ち返って

、落ち着いているならば救われ、穏や

かにして信頼しているならば力を得る

」。しかし、あなたがたはこの事を好

まなかった。 16かえって、あなたが

たは言った、「否、われわれは馬に乗

って、とんで行こう」と。それゆえ、

あなたがたはとんで帰る。また言った

、「われらは速い馬に乗ろう」と。そ

れゆえ、あなたがたを追う者は速い。

17ひとりの威嚇によって千人は逃げ、

五人の威嚇によってあなたがたは逃げ

て、その残る者はわずかに山の頂にあ

る旗ざおのように、丘の上にある旗の

ようになる。 18それゆえ、主は待っ

ていて、あなたがたに恵を施される。

それゆえ、主は立ちあがって、あなた

がたをあわれまれる。主は公平の神で

いらせられる。すべて主を待ち望む者

はさいわいである。 19シオンにおり

、エルサレムに住む民よ、あなたはも

はや泣くことはない。主はあなたの呼

ばわる声に応じて、必ずあなたに恵み

を施される。主がそれを聞かれるとき

、直ちに答えられる。 20たとい主は

あなたがたに悩みのパンと苦しみの水

を与えられても、あなたの師は再び隠

れることはなく、あなたの目はあなた

の師を見る。 21また、あなたが右に

行き、あるいは左に行く時、そのうし

ろで「これは道だ、これに歩め」と言

う言葉を耳に聞く。 22その時、あな

たがたはしろがねをおおった刻んだ像

と、こがねを張った鋳た像とを汚し、

これをきたない物のようにまき散らし

て、これに「去れ」と言う。 23主は

あなたが地にまく種に雨を与え、地の

産物なる穀物をくださる。それはおび

ただしく、かつ豊かである。その日あ

なたの家畜は広い牧場で草を食べ、 24

地を耕す牛と、ろばは、シャベルと、

くまででより分けて塩を加えた飼料を

食べる。 25大いなる虐殺の日、やぐ

らの倒れる時、すべてのそびえたつ山

と、すべての高い丘に水の流れる川が

ある。 26さらに主がその民の傷を包

み、その打たれた傷をいやされる日に

は、月の光は日の光のようになり、日

の光は七倍となり、七つの日の光のよ

うにになる。 27見よ、主の名は遠い

所から燃える怒りと、立ちあがる濃い

煙をもって来る。そのくちびるは憤り

で満ち、その舌は焼きつくす火のごと

く、 28その息はあふれて首にまで達

する流れのようであって、滅びのふる

いをもってもろもろの国をふるい、ま

た惑わす手綱をもろもろの民のあごに

つけるために来る。 29あなたがたは

、聖なる祭を守る夜のように歌をうた
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う。また笛をならして主の山にきたり

、イスラエルの岩なる主にまみえる時

のように心に喜ぶ。 30主はその威厳

ある声を聞かせ、激しい怒りと、焼き

つくす火の炎と、豪雨と、暴風と、ひ

ょうとをもってその腕の下ることを示

される。 31主がそのむちをもって打

たれる時、アッスリヤの人々は主の声

によって恐れおののく。 32主が懲し

めのつえを彼らの上に加えられるごと

に鼓を鳴らし、琴をひく。主は腕を振

りかざして、彼らと戦われる。 33焼

き場はすでに設けられた。しかも王の

ために深く広く備えられ、火と多くの

たきぎが積まれてある。主の息はこれ

を硫黄の流れのように燃やす。

31助けを得るためにエジプトに下り
、馬にたよる者はわざわいだ。彼

らは戦車が多いので、これに信頼し、

騎兵がはなはだ強いので、これに信頼

する。しかしイスラエルの聖者を仰が

ず、また主にはかることをしない。 2

それにもかかわらず、主もまた賢くい

らせられ、必ず災をくだし、その言葉

を取り消すことなく、立って悪をなす

者の家を攻め、また不義を行う者を助

ける者を攻められる。 3かのエジプト

びとは人であって、神ではない。その

馬は肉であって、霊ではない。主がみ

手を伸ばされるとき、助ける者はつま

ずき、助けられる者も倒れて、皆とも

に滅びる。 4主はわたしにこう言われ

た、「ししまたは若いししが獲物をつ

かんで、ほえたけるとき、あまたの羊

飼が呼び出されて、これにむかっても

、その声によって驚かず、その叫びに

よって恐れないように、万軍の主は下

ってきて、シオンの山およびその丘で

戦われる。 5鳥がひなを守るように、

万軍の主はエルサレムを守り、これを

守って救い、これを惜しんで助けられ

る」。 6イスラエルの人々よ、主に帰

れ。あなたがたは、はなはだしく主に

そむいた。 7その日、あなたがたは自

分の手で造って罪を犯したしろがねの

偶像と、こがねの偶像をめいめい投げ

すてる。 8「アッスリヤびとはつるぎ

によって倒れる、人のつるぎではない

。つるぎが彼らを滅ぼす、人のつるぎ

ではない。彼らはつるぎの前から逃げ

去り、その若い者は奴隷の働きをしい

られる。 9彼らの岩は恐れによって過

ぎ去り、その君たちはあわて、旗をす

てて逃げ去る」。これは主の言葉であ

る。主の火はシオンにあり、その炉は

エルサレムにある。

32見よ、ひとりの王が正義をもって
統べ治め、君たちは公平をもって

つかさどり、 2おのおの風をさける所

、暴風雨をのがれる所のようになり、

かわいた所にある水の流れのように、

疲れた地にある大きな岩の陰のように

なる。 3こうして、見る者の目は開か

れ、聞く者の耳はよく聞き、 4気短な

者の心は悟る知識を得、どもりの舌は

たやすく、あざやかに語ることができ

る。 5愚かな者は、もはや尊い人と呼

ばれることなく、悪人はもはや、りっ

ぱな人と言われることはない。 6それ

は愚かな者は愚かなことを語り、その

心は不義をたくらみ、よこしまを行い

、主について誤ったことを語り、飢え

た者の望みを満たさず、かわいた者の

飲み物を奪い取るからである。 7悪人

の行いは悪い。彼は悪い計りごとをめ

ぐらし、偽りの言葉をもって貧しい者
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をおとしいれ、乏しい者が正しいこと

を語っても、なお、これをおとしいれ

る。 8しかし尊い人は尊いことを語り

、つねに尊いことを行う。 9安んじて

いる女たちよ、起きて、わが声を聞け

。思い煩いなき娘たちよ、わが言葉に

耳を傾けよ。 10思い煩いなき女たち

よ、一年あまりの日をすぎて、あなた

がたは震えおののく。ぶどうの収穫が

むなしく、実を取り入れる時が来ない

からだ。 11安んじている女たちよ、

震え恐れよ。思い煩いなき女たちよ、

震えおののけ。衣を脱ぎ、裸になって

腰に荒布をまとえ。 12良き畑のため

、実り豊かなぶどうの木のために胸を

打て。 13いばら、おどろの生えてい

るわが民の地のため、喜びに満ちてい

る町にあるすべての喜びの家のために

胸を打て。 14宮殿は捨てられ、にぎ

わった町は荒れすたれ、丘と、やぐら

とは、とこしえにほら穴となり、野の

ろばの楽しむ所、羊の群れの牧場とな

るからである。 15しかし、ついには

霊が上からわれわれの上にそそがれて

、荒野は良き畑となり、良き畑は林の

ごとく見られるようになる。 16その

時、公平は荒野に住み、正義は良き畑

にやどる。 17正義は平和を生じ、正

義の結ぶ実はとこしえの平安と信頼で

ある。 18わが民は平和の家におり、

安らかなすみかにおり、静かな休み所

におる。 19しかし林はことごとく切

り倒され、町もことごとく倒される。

20すべての水のほとりに種をまき、牛

およびろばを自由に放ちおくあなたが

たは、さいわいである。

33わざわいなるかな、おのれ自ら滅
ぼされないのに、人を滅ぼし、だ

れも欺かないのに人を欺く者よ。あな

たが滅ぼすことをやめたとき、あなた

は滅ぼされ、あなたが欺くことを終え

たとき、あなたは欺かれる。 2主よ、

われわれをお恵みください、われわれ

はあなたを待ち望む。朝ごとに、われ

われの腕となり、悩みの時に、救とな

ってください。 3鳴りとどろく声によ

って、もろもろの民は逃げ去り、あな

たが立ちあがられると、もろもろの国

は散らされる。 4青虫が物を集めるよ

うにぶんどり品は集められ、いなごの

とびつどうように、人々はその上にと

びつどう。 5主は高くいらせられ、高

い所に住まわれる。主はシオンに公平

と正義とを満たされる。 6また主は救

と知恵と知識を豊かにして、あなたの

代を堅く立てられる。主を恐れること

はその宝である。 7見よ、勇士たちは

外にあって叫び、平和の使者はいたく

嘆く。 8大路は荒れすたれて、旅びと

は絶え、契約は破られ、証人は軽んぜ

られ、人を顧みることがない。 9地は

嘆き衰え、レバノンは恥じて枯れ、シ

ャロンは荒野のようになり、バシャン

とカルメルはその葉を落す。 10主は

言われる、「今わたしは起きよう、い

ま立ちあがろう、いま自らを高くしよ

う。 11あなたがたは、もみがらをはら

み、わらを産む。あなたがたの息は火

となって、あなたがたを食いつくす。

12もろもろの民は焼かれて石灰のよう

になり、いばらが切られて火に燃やさ

れたようになる」。 13あなたがた遠

くにいる者よ、わたしがおこなったこ

とを聞け。あなたがた近くにいる者よ

、わが大能を知れ。 14シオンの罪び

とは恐れに満たされ、おののきは神を
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恐れない者を捕えた。「われわれのう

ち、だれが焼きつくす火の中におるこ

とができよう。われわれのうち、だれ

がとこしえの燃える火の中におること

ができよう」。 15正しく歩む者、正

直に語る者、しえたげて得た利をいや

しめる者、手を振って、まいないを取

らない者、耳をふさいで血を流す謀略

を聞かない者、目を閉じて悪を見ない

者、 16このような人は高い所に住み

、堅い岩はそのとりでとなり、そのパ

ンは与えられ、その水は絶えることが

ない。 17あなたの目は麗しく飾った

王を見、遠く広い国を見る。 18あな

たの心はかの恐ろしかった事を思い出

す。「数を調べた者はどこにいるか。

みつぎを量った者はどこにいるか。や

ぐらを数えた者はどこにいるか」。 19

あなたはもはや高慢な民を見ない。か

の民の言葉はあいまいで、聞きとりが

たく、その舌はどもって、悟りがたい

。 20定めの祭の町シオンを見よ。あ

なたの目は平和なすまい、移されるこ

とのない幕屋エルサレムを見る。その

杭はとこしえに抜かれず、その綱は、

ひとすじも断たれることはない。 21

主は威厳をもってかしこにいまし、わ

れわれのために広い川と流れのある所

となり、その中には、こぐ舟も入らず

、大きな船も過ぎることはない。 22

主はわれわれのさばき主、主はわれわ

れのつかさ、主はわれわれの王であっ

て、われわれを救われる。 23あなた

の船綱は解けて、帆柱のもとを結びか

ためることができず、帆を張ることも

できない。その時多くの獲物とぶんど

り品は分けられ、足なえまでも獲物を

取る。 24そこに住む者のうちには、

「わたしは病気だ」と言う者はなく、

そこに住む民はその罪がゆるされる。

34もろもろの国よ、近づいて聞け。
もろもろの民よ、耳を傾けよ。地

とそれに満ちるもの、世界とそれから

出るすべてのものよ、聞け。 2主はす

べての国にむかって怒り、そのすべて

の軍勢にむかって憤り、彼らをことご

とく滅ぼし、彼らをわたして、ほふら

せられた。 3彼らは殺されて投げすて

られ、その死体の悪臭は立ちのぼり、

山々はその血で溶けて流れる。 4天の

万象は衰え、もろもろの天は巻物のよ

うに巻かれ、その万象はぶどうの木か

ら葉の落ちるように、いちじくの木か

ら葉の落ちるように落ちる。 5わたし

のつるぎは天において憤りをもって酔

った。見よ、これはエドムの上にくだ

り、わたしが滅びに定めた民の上にく

だって、これをさばく。 6主のつるぎ

は血で満ち、脂肪で肥え、小羊とやぎ

の血、雄羊の腎臓の脂肪で肥えている

。主がボズラで犠牲の獣をほふり、エ

ドムの地で大いに殺されたからである

。 7野牛は彼らと共にほふり場にくだ

り、子牛は力ある雄牛と共にくだる。

その国は血で酔い、その土は脂肪で肥

やされる。 8主はあだをかえす日をも

ち、シオンの訴えのために報いられる

年をもたれるからである。 9エドムの

もろもろの川は変って樹脂となり、そ

の土は変って硫黄となり、その地は変

って燃える樹脂となって、 10夜も昼

も消えず、その煙は、とこしえに立ち

のぼる。これは世々荒れすたれて、と

こしえまでもそこを通る者はない。 11

たかと、やまあらしとがそこをすみか

とし、ふくろうと、からすがそこに住
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む。主はその上に荒廃をきたらせる測

りなわを張り、尊い人々の上に混乱を

起す下げ振りをさげられる。 12人々

はこれを名づけて「国なき所」といい

、その君たちは皆うせてなくなる。 13

そのとりでの上には、いばらが生え、

その城には、いらくさと、あざみとが

生え、山犬のすみか、だちょうのおる

所となる。 14野の獣はハイエナと出

会い、鬼神はその友を呼び、夜の魔女

もそこに降りてきて、休み所を得る。

15ふくろうはそこに巣をつくって卵を

産み、それをかえして、そのひなを翼

の陰に集める。とびもまた、おのおの

その連れ合いと共に、そこに集まる。

16あなたがたは主の書をつまびらかに

たずねて、これを読め。これらのもの

は一つも欠けることなく、また一つも

その連れ合いを欠くものはない。これ

は主の口がこれを命じ、その霊が彼ら

を集められたからである。 17主は彼

らのためにくじを引き、手ずから測り

なわをもって、この地を分け与え、長

く彼らに所有させ、世々ここに住まわ

せられる。

35荒野と、かわいた地とは楽しみ、
さばくは喜びて花咲き、さふらん

のように、 2さかんに花咲き、かつ喜

び楽しみ、かつ歌う。これにレバノン

の栄えが与えられ、カルメルおよびシ

ャロンの麗しさが与えられる。彼らは

主の栄光を見、われわれの神の麗しさ

を見る。 3あなたがたは弱った手を強

くし、よろめくひざを健やかにせよ。

4心おののく者に言え、「強くあれ、

恐れてはならない。見よ、あなたがた

の神は報復をもって臨み、神の報いを

もってこられる。神は来て、あなたが

たを救われる」と。 5その時、目しい

の目は開かれ、耳しいの耳はあけられ

る。 6その時、足なえは、しかのよう

に飛び走り、おしの舌は喜び歌う。そ

れは荒野に水がわきいで、さばくに川

が流れるからである。 7焼けた砂は池

となり、かわいた地は水の源となり、

山犬の伏したすみかは、葦、よしの茂

りあう所となる。 8そこに大路があり

、その道は聖なる道ととなえられる。

汚れた者はこれを通り過ぎることはで

きない、愚かなる者はそこに迷い入る

ことはない。 9そこには、ししはおら

ず、飢えた獣も、その道にのぼること

はなく、その所でこれに会うことはな

い。ただ、あがなわれた者のみ、そこ

を歩む。 10主にあがなわれた者は帰

ってきて、その頭に、とこしえの喜び

をいただき、歌うたいつつ、シオンに

来る。彼らは楽しみと喜びとを得、悲

しみと嘆きとは逃げ去る。

36ヒゼキヤ王の第十四年に、アッス
リヤの王セナケリブが上ってきて

、ユダのすべての堅固な町々を攻め取

った。 2アッスリヤの王はラキシから

ラブシャケをエルサレムにつかわし、

大軍を率いてヒゼキヤ王のもとへ行か

せた。ラブシャケは布さらしの野へ行

く大路に沿う、上の池の水道のかたわ

らに立った。 3この時ヒルキヤの子で

ある宮内卿エリアキム、書記官セブナ

およびアサフの子である史官ヨアが彼

の所に出てきた。 4ラブシャケは彼ら

に言った、「ヒゼキヤに言いなさい、

『大王アッスリヤの王はこう仰せられ

る、あなたが頼みとする者は何か。 5

口先だけの言葉が戦争をする計略と力

だと考えるのか。あなたは今だれを頼
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んで、わたしにそむいたのか。 6見よ

、あなたはかの折れかけている葦のつ

えエジプトを頼みとしているが、それ

は人が寄りかかるとき、その人の手を

刺し通す。エジプトの王パロはすべて

寄り頼む者にそのようにするのだ。 7

しかし、あなたがもし「われわれはわ

れわれの神、主を頼む」とわたしに言

うならば、ヒゼキヤがユダとエルサレ

ムに告げて、「あなたがたはこの祭壇

の前で礼拝しなければならない」と言

って除いたのは、その神の高き所と祭

壇ではなかったのか。 8さあ、今わた

しの主君アッスリヤの王とかけをせよ

。もしあなたの方に乗る人があるなら

ば、わたしは馬二千頭を与えよう。 9

あなたはエジプトを頼み、戦車と騎兵

を請い求めているが、わたしの主君の

家来のうちの最も小さい一隊長でさえ

、どうして撃退することができようか

。 10わたしがこの国を滅ぼすために

上ってきたのは、主の許しなしでした

ことであろうか。主はわたしに、この

国へ攻め上って、これを滅ぼせと言わ

れたのだ』」。 11その時、エリアキ

ム、セブナおよびヨアはラブシャケに

言った、「どうぞ、アラム語でしもべ

たちに話してください。わたしたちは

それがわかるからです。城壁の上にい

る民の聞いているところで、わたした

ちにユダヤの言葉で話さないでくださ

い」。 12しかしラブシャケは言った

、「わたしの主君は、あなたの主君と

あなたにだけでなく、城壁の上に座し

ている人々にも、この言葉を告げるた

めに、わたしをつかわされたのではな

いか。彼らをも、あなたがたと共に自

分の糞尿を食い飲みするに至らせるた

めではないか」。 13そしてラブシャ

ケは立ちあがり、ユダヤの言葉で大声

に呼ばわって言った、「大王、アッス

リヤの王の言葉を聞け。 14王はこう

仰せられる、『あなたがたはヒゼキヤ

に欺かれてはならない。彼はあなたが

たを救い出すことはできない。 15ヒ

ゼキヤが、主は必ずわれわれを救い出

される。この町はアッスリヤの王の手

に陥ることはない、と言っても、あな

たがたは主を頼みとしてはならない』

。 16あなたがたはヒゼキヤの言葉を

聞いてはならない。アッスリヤの王は

こう仰せられる、『あなたがたは、わ

たしと和ぼくして、わたしに降服せよ

。そうすれば、あなたがたはめいめい

自分のぶどうの実を食べ、めいめい自

分のいちじくの実を食べ、めいめい自

分の井戸の水を飲むことができる。 17

やがて、わたしが来て、あなたがたを

一つの国へ連れて行く。それは、あな

たがたの国のように穀物とぶどう酒の

多い地、パンとぶどう畑の多い地だ。

18ヒゼキヤが、主はわれわれを救われ

る、と言って、あなたがたを惑わすこ

とのないように気をつけよ。もろもろ

の国の神々のうち、どの神がその国を

アッスリヤの王の手から救ったか。 19

ハマテやアルパデの神々はどこにいる

か。セパルワイムの神々はどこにいる

か。彼らはサマリヤをわたしの手から

救い出したか。 20これらの国々のす

べての神々のうちに、だれかその国を

わたしの手から救い出した者があるか

。主がどうしてエルサレムをわたしの

手から救い出すことができよう』」。

21しかし民は黙ってひと言も答えなか

った。王が命じて、「彼に答えてはな
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らない」と言っておいたからである。

22その時ヒルキヤの子である宮内卿エ

リアキム、書記官セブナおよびアサフ

の子である史官ヨアは衣を裂き、ヒゼ

キヤのもとに来て、ラブシャケの言葉

を彼に告げた。

37ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を
裂き、荒布を身にまとって主の宮

に入り、 2宮内卿エリアキムと書記官

セブナおよび祭司のうちの年長者たち

に荒布をまとわせて、アモツの子預言

者イザヤのもとへつかわした。 3彼ら

はイザヤに言った、「ヒゼキヤはこう

言います、『きょうは悩みと責めと、

はずかしめの日です。胎児がまさに生

れようとして、これを産み出す力がな

いのです。 4あなたの神、主は、ある

いはラブシャケのもろもろの言葉を聞

かれたかもしれません。彼はその主君

アッスリヤの王につかわされて、生け

る神をそしりました。あなたの神、主

はその言葉を聞いて、あるいは責めら

れるかもしれません。それゆえ、この

残っている者のために祈をささげてく

ださい』」。 5ヒゼキヤ王の家来たち

がイザヤのもとに来たとき、 6イザヤ

は彼らに言った、「あなたがたの主君

にこう言いなさい、『主はこう仰せら

れる、アッスリヤの王のしもべらが、

わたしをそしった言葉を聞いて恐れる

には及ばない。 7見よ、わたしは一つ

の霊を彼のうちに送って、一つのうわ

さを聞かせ、彼を自分の国へ帰らせて

、その国でつるぎに倒れさせる』」。

8ラブシャケは引き返して、アッスリ

ヤの王がリブナを攻めているところへ

行った。彼は王がラキシを去ったこと

を聞いたからである。 9この時、アッ

スリヤの王はエチオピヤの王テルハカ

について、「彼はあなたと戦うために

出てきた」と人々が言うのを聞いた。

彼はこのことを聞いて、使者をヒゼキ

ヤにつかわそうとして言った、 10「

ユダの王ヒゼキヤにこう言いなさい、

『あなたは、エルサレムはアッスリヤ

の王の手に陥ることはない、と言うあ

なたの信頼する神に欺かれてはならな

い。 11あなたはアッスリヤの王たち

が、国々にしたこと、彼らを全く滅ぼ

したことを聞いている。どうしてあな

たは救われることができようか。 12

わたしの先祖たちはゴザン、ハラン、

レゼフおよびテラサルにいたエデンの

人々を滅ぼしたが、その国々の神々は

彼らを救ったか。 13ハマテの王、ア

ルパデの王、セパルワイムの町の王、

ヘナの王およびイワの王はどこにいる

か』」。 14ヒゼキヤは使者の手から

手紙を受け取ってそれを読み、主の宮

にのぼっていって、主の前にそれをひ

ろげ、 15主に祈って言った、 16「ケ

ルビムの上に座しておられるイスラエ

ルの神、万軍の主よ、地のすべての国

のうちで、ただあなただけが神でいら

せられます。あなたは天と地を造られ

ました。 17主よ、耳を傾けて聞いて

ください。主よ、目を開いて見てくだ

さい。セナケリブが生ける神をそしる

ために書き送った言葉を聞いてくださ

い。 18主よ、まことにアッスリヤの

王たちは、もろもろの民とその国々を

滅ぼし、 19またその神々を火に投げ

入れました。それらは神ではなく、人

の手の造ったもので、木や石だから滅

ぼされたのです。 20今われわれの神

、主よ、どうぞ、われわれを彼の手か
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ら救い出してください。そうすれば地

の国々は皆あなただけが主でいらせら

れることを知るようになるでしょう」

。 21その時アモツの子イザヤは人を

つかわしてヒゼキヤに言った、「イス

ラエルの神、主はこう言われる、あな

たはアッスリヤの王セナケリブについ

てわたしに祈ったゆえ、 22主が彼に

ついて語られた言葉はこうである、『

処女であるシオンの娘はあなたを侮り

、あなたをあざける。エルサレムの娘

は、あなたのうしろで頭を振る。 23

あなたはだれをそしり、だれをののし

ったのか。あなたはだれにむかって声

をあげ、目を高くあげたのか。イスラ

エルの聖者にむかってだ。 24あなた

は、そのしもべらによって主をそしっ

て言った、「わたしは多くの戦車を率

いて山々の頂にのぼり、レバノンの奥

へ行き、たけの高い香柏と、最も良い

いとすぎを切り倒し、またその果の高

地へ行き、その密林にはいった。 25

わたしは井戸を掘って水を飲んだ。わ

たしは足の裏でエジプトのすべての川

を踏みからした」。 26あなたは聞か

なかったか、昔わたしがそれを定めた

ことを。堅固な町々を、あなたがこわ

して荒塚とすることも、いにしえの日

から、わたしが計画して今それをきた

らせたのだ。 27そのうちに住む民は

力弱く、おののき恥をいだいて、野の

草のように、青菜のようになり、育た

ずに枯れる屋根の草のようになった。

28わたしは、あなたの座すること、出

入りすること、また、わたしにむかっ

て怒り叫んだことをも知っている。 29

あなたが、わたしにむかって怒り叫ん

だことと、あなたの高慢な言葉とがわ

たしの耳にはいったゆえ、わたしは、

あなたの鼻に輪をつけ、あなたの口に

くつわをはめて、あなたを、もと来た

道へ引きもどす』。 30あなたに与え

るしるしはこれである。すなわち、こ

としは落ち穂から生えた物を食べ、二

年目には、またその落ち穂から生えた

物を食べ、三年目には種をまき、刈り

入れ、ぶどう畑を作ってその実を食べ

る。 31ユダの家の、のがれて残る者

は再び下に根を張り、上に実を結ぶ。

32すなわち残る者はエルサレムから出

、のがれる物はシオンの山から出る。

万軍の主の熱心がこれをなし遂げられ

る。 33それゆえ、主はアッスリヤの

王について、こう仰せられる、『彼は

この町にこない。またここに矢を放た

ない。また盾をもって、その前にこな

い。また塁を築いて、これを攻めるこ

とはない。 34彼は来た道から帰って

、この町に、はいることはない、と主

は言う。 35わたしは自分のため、ま

た、わたしのしもべダビデのために町

を守って、これを救おう』」。 36主

の使が出て、アッスリヤびとの陣営で

十八万五千人を撃ち殺した。人々が朝

早く起きて見ると、彼らは皆死体とな

っていた。 37アッスリヤの王セナケ

リブは立ち去り、帰っていってニネベ

にいたが、 38その神ニスロクの神殿

で礼拝していた時、その子らのアデラ

ン・メレクとシャレゼルがつるぎをも

って彼を殺し、ともにアララテの地へ

逃げていった。それで、その子エサル

ハドンが代って王となった。

38そのころヒゼキヤは病気になって
死にかかっていた。アモツの子預

言者イザヤは彼のところに来て言った
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、「主はこう仰せられます、あなたの

家を整えておきなさい。あなたは死に

ます、生きながらえることはできませ

ん」。 2そこでヒゼキヤは顔を壁に向

けて主に祈って言った、 3「ああ主よ

、願わくは、わたしが真実と真心とを

もって、み前に歩み、あなたの目にか

なう事を行ったのを覚えてください」

。そしてヒゼキヤはひどく泣いた。 4

その時主の言葉がイザヤに臨んで言っ

た、 5「行って、ヒゼキヤに言いなさ

い、『あなたの父ダビデの神、主はこ

う仰せられます、「わたしはあなたの

祈を聞いた。あなたの涙を見た。見よ

、わたしはあなたのよわいを十五年増

そう。 6わたしはあなたと、この町と

をアッスリヤの王の手から救い、この

町を守ろう」。 7主が約束されたこと

を行われることについては、あなたは

主からこのしるしを得る。 8見よ、わ

たしはアハズの日時計の上に進んだ日

影を十度退かせよう』」。すると日時

計の上に進んだ日影が十度退いた。 9

次の言葉はユダの王ヒゼキヤが病気に

なって、その病気が直った後、書きし

るしたものである。 10わたしは言っ

た、わたしはわが一生のまっ盛りに、

去らなければならない。わたしは陰府

の門に閉ざされて、わが残りの年を失

わなければならない。 (Sheol h7585) 11わ

たしは言った、わたしは生ける者の地

で、主を見ることなく、世におる人々

のうちに、再び人を見ることがない。

12わがすまいは抜き去られて羊飼の天

幕のようにわたしを離れる。わたしは

、わが命を機織りのように巻いた。彼

はわたしを機から切り離す。あなたは

朝から夕までの間に、わたしを滅ぼさ

れる。 13わたしは朝まで叫んだ。主

はししのようにわが骨をことごとく砕

かれる。あなたは朝から夕までの間に

、わたしを滅ぼされる。 14わたしは

、つばめのように、つるのように鳴き

、はとのようにうめき、わが目は上を

見て衰える。主よ、わたしは、しえた

げられています。どうか、わたしの保

証人となってください。 15しかし、

わたしは何を言うことができましょう

。主はわたしに言われ、かつ、自らそ

れをなされたからである。わが魂の苦

しみによって、わが眠りはことごとく

逃げ去った。 16主よ、これらの事に

よって人は生きる。わが霊の命もすべ

てこれらの事による。どうか、わたし

をいやし、わたしを生かしてください

。 17見よ、わたしが大いなる苦しみ

にあったのは、わが幸福のためであっ

た。あなたはわが命を引きとめて、滅

びの穴をまぬかれさせられた。これは

、あなたがわが罪をことごとく、あな

たの後に捨てられたからである。 18

陰府は、あなたに感謝することはでき

ない。死はあなたをさんびすることは

できない。墓にくだる者は、あなたの

まことを望むことはできない。 (Sheol

h7585) 19ただ生ける者、生ける者のみ

、きょう、わたしがするように、あな

たに感謝する。父はあなたのまことを

、その子らに知らせる。 20主はわた

しを救われる。われわれは世にあるか

ぎり、主の家で琴にあわせて、歌をう

たおう。 21イザヤは言った、「干い

ちじくのひとかたまりを持ってこさせ

、それを腫物につけなさい。そうすれ

ば直るでしょう」。 22ヒゼキヤはま

た言った、「わたしが主の家に上るこ
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とについて、どんなしるしがありまし

ょうか」。

39そのころ、バラダンの子であるバ
ビロンの王メロダク・バラダンは

手紙と贈り物を持たせて使節をヒゼキ

ヤにつかわした。これはヒゼキヤが病

気であったが、直ったことを聞いたか

らである。 2ヒゼキヤは彼らを喜び迎

えて、宝物の蔵、金銀、香料、貴重な

油および武器倉、ならびにその倉庫に

あるすべての物を彼らに見せた。家に

ある物も、国にある物も、ヒゼキヤが

彼らに見せない物は一つもなかった。

3時に預言者イザヤはヒゼキヤ王のも

とに来て言った、「あの人々は何を言

いましたか。どこから来たのですか」

。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い国

から、すなわちバビロンから来たので

す」。 4イザヤは言った、「彼らは、

あなたの家で何を見ましたか」。ヒゼ

キヤは答えて言った、「彼らは、わた

しの家にある物を皆見ました。倉庫の

うちには、彼らに見せなかった物は一

つもありません」。 5そこでイザヤは

ヒゼキヤに言った、「万軍の主の言葉

を聞きなさい。 6見よ、すべてあなた

の家にある物およびあなたの先祖たち

が今日までに積みたくわえた物がバビ

ロンに運び去られる日が来る。何も残

るものはない、と主が言われます。 7

また、あなたの身から出るあなたの子

たちも連れ去られて、バビロンの王の

宮殿において宦官となるでしょう」。

8ヒゼキヤはイザヤに言った、「あな

たが言われた主の言葉は結構です」。

彼は「少なくとも自分が世にある間は

太平と安全があるだろう」と思ったか

らである。

40あなたがたの神は言われる、「慰
めよ、わが民を慰めよ、 2ねんご

ろにエルサレムに語り、これに呼ばわ

れ、その服役の期は終り、そのとがは

すでにゆるされ、そのもろもろの罪の

ために二倍の刑罰を主の手から受けた

」。 3呼ばわる者の声がする、「荒野

に主の道を備え、さばくに、われわれ

の神のために、大路をまっすぐにせよ

。 4もろもろの谷は高くせられ、もろ

もろの山と丘とは低くせられ、高底の

ある地は平らになり、険しい所は平地

となる。 5こうして主の栄光があらわ

れ、人は皆ともにこれを見る。これは

主の口が語られたのである」。 6声が

聞える、「呼ばわれ」。わたしは言っ

た、「なんと呼ばわりましょうか」。

「人はみな草だ。その麗しさは、すべ

て野の花のようだ。 7主の息がその上

に吹けば、草は枯れ、花はしぼむ。た

しかに人は草だ。 8草は枯れ、花はし

ぼむ。しかし、われわれの神の言葉は

とこしえに変ることはない」。 9よき

おとずれをシオンに伝える者よ、高い

山にのぼれ。よきおとずれをエルサレ

ムに伝える者よ、強く声をあげよ、声

をあげて恐れるな。ユダのもろもろの

町に言え、「あなたがたの神を見よ」

と。 10見よ、主なる神は大能をもっ

てこられ、その腕は世を治める。見よ

、その報いは主と共にあり、そのはた

らきの報いは、そのみ前にある。 11

主は牧者のようにその群れを養い、そ

のかいなに小羊をいだき、そのふとこ

ろに入れて携えゆき、乳を飲ませてい

るものをやさしく導かれる。 12だれ

が、たなごころをもって海をはかり、

指を伸ばして天をはかり、地のちりを
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枡に盛り、てんびんをもって、もろも

ろの山をはかり、はかりをもって、も

ろもろの丘をはかったか。 13だれが

、主の霊を導き、その相談役となって

主を教えたか。 14主はだれと相談し

て悟りを得たか。だれが主に公義の道

を教え、知識を教え、悟りの道を示し

たか。 15見よ、もろもろの国民は、

おけの一しずくのように、はかりの上

のちりのように思われる。見よ、主は

島々を、ほこりのようにあげられる。

16レバノンは、たきぎに足りない、ま

たその獣は、燔祭に足りない。 17主

のみ前には、もろもろの国民は無きに

ひとしい。彼らは主によって、無きも

ののように、むなしいもののように思

われる。 18それで、あなたがたは神

をだれとくらべ、どんな像と比較しよ

うとするのか。 19偶像は細工人が鋳

て造り、鍛冶が、金をもって、それを

おおい、また、これがために銀の鎖を

造る。 20貧しい者は、ささげ物とし

て朽ちることのない木を選び、巧みな

細工人を求めて、動くことのない像を

立たせる。 21あなたがたは知らなか

ったか。あなたがたは聞かなかったか

。初めから、あなたがたに伝えられな

かったか。地の基をおいた時から、あ

なたがたは悟らなかったか。 22主は

地球のはるか上に座して、地に住む者

をいなごのように見られる。主は天を

幕のようにひろげ、これを住むべき天

幕のように張り、 23また、もろもろ

の君を無きものとせられ、地のつかさ

たちを、むなしくされる。 24彼らは

、かろうじて植えられ、かろうじてま

かれ、その幹がかろうじて地に根をお

ろしたとき、神がその上を吹かれると

、彼らは枯れて、わらのように、つむ

じ風にまき去られる。 25聖者は言わ

れる、「それで、あなたがたは、わた

しをだれにくらべ、わたしは、だれに

ひとしいというのか」。 26目を高く

あげて、だれが、これらのものを創造

したかを見よ。主は数をしらべて万軍

をひきいだし、おのおのをその名で呼

ばれる。その勢いの大いなるにより、

またその力の強きがゆえに、一つも欠

けることはない。 27ヤコブよ、何ゆ

えあなたは、「わが道は主に隠れてい

る」と言うか。イスラエルよ、何ゆえ

あなたは、「わが訴えはわが神に顧み

られない」と言うか。 28あなたは知

らなかったか、あなたは聞かなかった

か。主はとこしえの神、地の果の創造

者であって、弱ることなく、また疲れ

ることなく、その知恵ははかりがたい

。 29弱った者には力を与え、勢いの

ない者には強さを増し加えられる。 30

年若い者も弱り、かつ疲れ、壮年の者

も疲れはてて倒れる。 31しかし主を

待ち望む者は新たなる力を得、わしの

ように翼をはって、のぼることができ

る。走っても疲れることなく、歩いて

も弱ることはない。

41海沿いの国々よ、静かにして、わ
たしに聞け。もろもろの民よ、力

を新たにし、近づいて語れ。われわれ

は共にさばきの座に近づこう。 2だれ

が東から人を起したか。彼はその行く

所で勝利をもって迎えられ、もろもろ

の国を征服し、もろもろの王を足の下

に踏みつけ、そのつるぎをもって彼ら

をちりのようにし、その弓をもって吹

き去られる、わらのようにする。 3彼

はこれらの者を追ってその足のまだ踏
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んだことのない道を、安らかに過ぎて

行く。 4だれがこの事を行ったか、な

したか。だれが初めから世々の人々を

呼び出したか。主なるわたしは初めで

あって、また終りと共にあり、わたし

がそれだ。 5海沿いの国々は見て恐れ

、地の果は、おののき、近づいて来た

。 6彼らはおのおのその隣を助け、そ

の兄弟たちに言う、「勇気を出せよ」

と。 7細工人は鍛冶を励まし、鎚をも

って平らかにする者は金敷きを打つ者

に、はんだづけについて言う、「それ

は良い」と。また、くぎをもってそれ

を堅くし、動くことのないようにする

。 8しかし、わがしもべイスラエルよ

、わたしの選んだヤコブ、わが友アブ

ラハムの子孫よ、 9わたしは地の果か

ら、あなたを連れてき、地のすみずみ

から、あなたを召して、あなたに言っ

た、「あなたは、わたしのしもべ、わ

たしは、あなたを選んで捨てなかった

」と。 10恐れてはならない、わたし

はあなたと共にいる。驚いてはならな

い、わたしはあなたの神である。わた

しはあなたを強くし、あなたを助け、

わが勝利の右の手をもって、あなたを

ささえる。 11見よ、あなたにむかっ

て怒る者はみな、はじて、あわてふた

めき、あなたと争う者は滅びて無に帰

する。 12あなたは、あなたと争う者

を尋ねても見いださず、あなたと戦う

者は全く消えうせる。 13あなたの神

、主なるわたしはあなたの右の手をと

ってあなたに言う、「恐れてはならな

い、わたしはあなたを助ける」。 14

主は言われる、「虫にひとしいヤコブ

よ、イスラエルの人々よ、恐れてはな

らない。わたしはあなたを助ける。あ

なたをあがなう者はイスラエルの聖者

である。 15見よ、わたしはあなたを

鋭い歯のある新しい打穀機とする。あ

なたは山を打って、これを粉々にし、

丘をもみがらのようにする。 16あな

たがあおげば風はこれを巻き去り、つ

むじ風がこれを吹き散らす。あなたは

主によって喜びイスラエルの聖者によ

って誇る。 17貧しい者と乏しい者と

は水を求めても、水がなく、その舌が

かわいて焼けているとき、主なるわた

しは彼らに答える、イスラエルの神な

るわたしは彼らを捨てることがない。

18わたしは裸の山に川を開き、谷の中

に泉をいだし、荒野を池となし、かわ

いた地を水の源とする。 19わたしは

荒野に香柏、アカシヤ、ミルトスおよ

びオリブの木を植え、さばくに、いと

すぎ、すずかけ、からまつをともに置

く。 20人々はこれを見て、主のみ手

がこれをなし、イスラエルの聖者がこ

れを創造されたことを知り、かつ、よ

く考えて共に悟る」。 21主は言われ

る、「あなたがたの訴えを出せ」と。

ヤコブの王は言われる、「あなたがた

の証拠を持ってこい。 22それを持っ

てきて、起るべき事をわれわれに告げ

よ。さきの事どもの何であるかを告げ

よ。われわれはよく考えて、その結末

を知ろう。あるいはきたるべき事をわ

れわれに聞かせよ。 23この後きたる

べき事をわれわれに告げよ。われわれ

はあなたがたが神であることを知るで

あろう。幸をくだし、あるいは災をく

だせ。われわれは驚いて肝をつぶすで

あろう。 24見よ、あなたがたは無き

ものである。あなたがたのわざはむな

しい。あなたがたを選ぶ者は憎むべき
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者である」。 25わたしはひとりを起

して北からこさせ、わが名を呼ぶ者を

東からこさせる。彼はもろもろのつか

さを踏みつけてしっくいのようにし、

陶器師が粘土を踏むようにする。 26

だれか、初めからこの事をわれわれに

告げ知らせたか。だれか、あらかじめ

われわれに告げて、「彼は正しい」と

言わせたか。ひとりもこの事を告げた

者はない。ひとりも聞かせた者はない

。ひとりもあなたがたの言葉を聞いた

者はない。 27わたしははじめてこれ

をシオンに告げた。わたしは、よきお

とずれを伝える者をエルサレムに与え

る。 28しかし、わたしが見ると、ひ

とりもない。彼らのなかには、わたし

が尋ねても答えうる助言者はひとりも

ない。 29見よ、彼らはみな人を惑わ

す者であって、そのわざは無きもの、

その鋳た像はむなしき風である。

42わたしの支持するわがしもべ、わ
たしの喜ぶわが選び人を見よ。わ

たしはわが霊を彼に与えた。彼はもろ

もろの国びとに道をしめす。 2彼は叫

ぶことなく、声をあげることなく、そ

の声をちまたに聞えさせず、 3また傷

ついた葦を折ることなく、ほのぐらい

灯心を消すことなく、真実をもって道

をしめす。 4彼は衰えず、落胆せず、

ついに道を地に確立する。海沿いの国

々はその教を待ち望む。 5天を創造し

てこれをのべ、地とそれに生ずるもの

をひらき、その上の民に息を与え、そ

の中を歩む者に霊を与えられる主なる

神はこう言われる、 6「主なるわたし

は正義をもってあなたを召した。わた

しはあなたの手をとり、あなたを守っ

た。わたしはあなたを民の契約とし、

もろもろの国びとの光として与え、 7

盲人の目を開き、囚人を地下の獄屋か

ら出し、暗きに座する者を獄屋から出

させる。 8わたしは主である、これが

わたしの名である。わたしはわが栄光

をほかの者に与えない。また、わが誉

を刻んだ像に与えない。 9見よ、さき

に預言した事は起った。わたしは新し

い事を告げよう。その事がまだ起らな

い前に、わたしはまず、あなたがたに

知らせよう」。 10主にむかって新し

き歌をうたえ。地の果から主をほめた

たえよ。海とその中に満ちるもの、海

沿いの国々とそれに住む者とは鳴りど

よめ。 11荒野とその中のもろもろの

町と、ケダルびとの住むもろもろの村

里は声をあげよ。セラの民は喜びうた

え。山の頂から呼ばわり叫べ。 12栄

光を主に帰し、その誉を海沿いの国々

で語り告げよ。 13主は勇士のように

出て行き、いくさ人のように熱心を起

し、ときの声をあげて呼ばわり、その

敵にむかって大能をあらわされる。 14

わたしは久しく声を出さず、黙して、

おのれをおさえていた。今わたしは子

を産もうとする女のように叫ぶ。わた

しの息は切れ、かつあえぐ。 15わた

しは山と丘とを荒し、すべての草を枯

らし、もろもろの川を島とし、もろも

ろの池をからす。 16わたしは目しい

を彼らのまだ知らない大路に行かせ、

まだ知らない道に導き、暗きをその前

に光とし、高低のある所を平らにする

。わたしはこれらの事をおこなって彼

らを捨てない。 17刻んだ偶像に頼み

、鋳た偶像にむかって「あなたがたは

、われわれの神である」と言う者は退

けられて、大いに恥をかく。 18耳し
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いよ、聞け。目しいよ、目を注いで見

よ。 19だれか、わがしもべのほかに

目しいがあるか。だれか、わがつかわ

す使者のような耳しいがあるか。だれ

か、わが献身者のような目しいがある

か。だれか、主のしもべのような目し

いがあるか。 20彼は多くの事を見て

も認めず、耳を開いても聞かない。 21

主はおのれの義のために、その教を大

いなるものとし、かつ光栄あるものと

することを喜ばれた。 22ところが、

この民はかすめられ、奪われて、みな

穴の中に捕われ、獄屋の中に閉じこめ

られた。彼らはかすめられても助ける

者がなく、物を奪われても「もどせ」

と言う者もない。 23あなたがたのう

ち、だれがこの事に耳を傾けるだろう

か、だれが心をもちいて後のためにこ

れを聞くだろうか。 24ヤコブを奪わ

せた者はだれか。かすめる者にイスラ

エルをわたした者はだれか。これは主

ではないか。われわれは主にむかって

罪を犯し、その道に歩むことを好まず

、またその教に従うことを好まなかっ

た。 25それゆえ、主は激しい怒りと

、猛烈な戦いを彼らに臨ませられた。

それが火のように周囲に燃えても、彼

らは悟らず、彼らを焼いても、心にと

めなかった。

43ヤコブよ、あなたを創造された主
はこう言われる。イスラエルよ、

あなたを造られた主はいまこう言われ

る、「恐れるな、わたしはあなたをあ

がなった。わたしはあなたの名を呼ん

だ、あなたはわたしのものだ。 2あな

たが水の中を過ぎるとき、わたしはあ

なたと共におる。川の中を過ぎるとき

、水はあなたの上にあふれることがな

い。あなたが火の中を行くとき、焼か

れることもなく、炎もあなたに燃えつ

くことがない。 3わたしはあなたの神

、主である、イスラエルの聖者、あな

たの救主である。わたしはエジプトを

与えてあなたのあがないしろとし、エ

チオピヤとセバとをあなたの代りとす

る。 4あなたはわが目に尊く、重んぜ

られるもの、わたしはあなたを愛する

がゆえに、あなたの代りに人を与え、

あなたの命の代りに民を与える。 5恐

れるな、わたしはあなたと共におる。

わたしは、あなたの子孫を東からこさ

せ、西からあなたを集める。 6わたし

は北にむかって『ゆるせ』と言い、南

にむかって『留めるな』と言う。わが

子らを遠くからこさせ、わが娘らを地

の果からこさせよ。 7すべてわが名を

もってとなえられる者をこさせよ。わ

たしは彼らをわが栄光のために創造し

、これを造り、これを仕立てた」。 8

目があっても目しいのような民、耳が

あっても耳しいのような民を連れ出せ

。 9国々はみな相つどい、もろもろの

民は集まれ。彼らのうち、だれがこの

事を告げ、さきの事どもを、われわれ

に聞かせることができるか。その証人

を出して、おのれの正しい事を証明さ

せ、それを聞いて「これは真実だ」と

言わせよ。 10主は言われる、「あな

たがたはわが証人、わたしが選んだわ

がしもべである。それゆえ、あなたが

たは知って、わたしを信じ、わたしが

主であることを悟ることができる。わ

たしより前に造られた神はなく、わた

しより後にもない。 11ただわたしの

み主である。わたしのほかに救う者は

いない。 12わたしはさきに告げ、か
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つ救い、かつ聞かせた。あなたがたの

うちには、ほかの神はなかった。あな

たがたはわが証人である」と主は言わ

れる。 13「わたしは神である、今よ

り後もわたしは主である。わが手から

救い出しうる者はない。わたしがおこ

なえば、だれが、これをとどめること

ができよう」。 14あなたがたをあが

なう者、イスラエルの聖者、主はこう

言われる、「あなたがたのために、わ

たしは人をバビロンにつかわし、すべ

ての貫の木をこわし、カルデヤびとの

喜びの声を嘆きに変らせる。 15わた

しは主、あなたがたの聖者、イスラエ

ルの創造者、あなたがたの王である」

。 16海のなかに大路を設け、大いな

る水の中に道をつくり、 17戦車およ

び馬、軍勢および兵士を出てこさせ、

これを倒して起きることができないよ

うにし、絶え滅ぼして、灯心の消えう

せるようにされる主はこう言われる、

18「あなたがたは、さきの事を思い出

してはならない、また、いにしえのこ

とを考えてはならない。 19見よ、わ

たしは新しい事をなす。やがてそれは

起る、あなたがたはそれを知らないの

か。わたしは荒野に道を設け、さばく

に川を流れさせる。 20野の獣はわた

しをあがめ、山犬および、だちょうも

わたしをあがめる。わたしが荒野に水

をいだし、さばくに川を流れさせて、

わたしの選んだ民に飲ませるからだ。

21この民は、わが誉を述べさせるため

にわたしが自分のために造ったもので

ある。 22ところがヤコブよ、あなた

はわたしを呼ばなかった。イスラエル

よ、あなたはわたしをうとんじた。 23

あなたは燔祭の羊をわたしに持ってこ

なかった。また犠牲をもってわたしを

あがめなかった。わたしは供え物の重

荷をあなたに負わせなかった。また乳

香をもってあなたを煩わさなかった。

24あなたは金を出して、わたしのため

に菖蒲を買わず、犠牲の脂肪を供えて

、わたしを飽かせず、かえって、あな

たの罪の重荷をわたしに負わせ、あな

たの不義をもって、わたしを煩わせた

。 25わたしこそ、わたし自身のため

にあなたのとがを消す者である。わた

しは、あなたの罪を心にとめない。 26

あなたは、自分の正しいことを証明す

るために自分のことを述べて、わたし

に思い出させよ。われわれは共に論じ

よう。 27あなたの遠い先祖は罪を犯

し、あなたの仲保者らはわたしにそむ

いた。 28それゆえ、わたしは聖所の

君たちを汚し、ヤコブを全き滅びにわ

たし、イスラエルをののしらしめた。

44しかし、わがしもべヤコブよ、わ
たしが選んだイスラエルよ、いま

聞け。 2あなたを造り、あなたを胎内

に形造り、あなたを助ける主はこう言

われる、『わがしもべヤコブよ、わた

しが選んだエシュルンよ、恐れるな。

3わたしは、かわいた地に水を注ぎ、

干からびた地に流れをそそぎ、わが霊

をあなたの子らにそそぎ、わが恵みを

あなたの子孫に与えるからである。 4

こうして、彼らは水の中の草のように

、流れのほとりの柳のように、生え育

つ。 5ある人は「わたしは主のもので

ある」と言い、ある人はヤコブの名を

もって自分を呼び、またある人は「主

のものである」と手にしるして、イス

ラエルの名をもって自分を呼ぶ』」。

6主、イスラエルの王、イスラエルを
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あがなう者、万軍の主はこう言われる

、「わたしは初めであり、わたしは終

りである。わたしのほかに神はない。

7だれかわたしに等しい者があるか。

その者はそれを示し、またそれを告げ

、わが前に言いつらねよ。だれが、昔

から、きたるべき事を聞かせたか。そ

の者はやがて成るべき事をわれわれに

告げよ。 8恐れてはならない、またお

ののいてはならない。わたしはこの事

を昔から、あなたがたに聞かせなかっ

たか、また告げなかったか。あなたが

たはわが証人である。わたしのほかに

神があるか。わたしのほかに岩はない

。わたしはそのあることを知らない」

。 9偶像を造る者は皆むなしく、彼ら

の喜ぶところのものは、なんの役にも

立たない。その信者は見ることもなく

、また知ることもない。ゆえに彼らは

恥を受ける。 10だれが神を造り、ま

たなんの役にも立たない偶像を鋳たか

。 11見よ、その仲間は皆恥を受ける

。その細工人らは人間にすぎない。彼

らが皆集まって立つとき、恐れて共に

恥じる。 12鉄の細工人はこれを造る

のに炭の火をもって細工し、鎚をもっ

てこれを造り、強い腕をもってこれを

鍛える。彼が飢えれば力は衰え、水を

飲まなければ疲れはてる。 13木の細

工人は線を引き、鉛筆でえがき、かん

なで削り、コンパスでえがき、それを

人の美しい姿にしたがって人の形に造

り、家の中に安置する。 14彼は香柏

を切り倒し、あるいはかしの木、ある

いはかしわの木を選んで、それを林の

木の中で強く育てる。あるいは香柏を

植え、雨にそれを育てさせる。 15こ

うして人はその一部をとって、たきぎ

とし、これをもって身を暖め、またこ

れを燃やしてパンを焼き、また他の一

部を神に造って拝み、刻んだ像に造っ

てその前にひれ伏す。 16その半ばは

火に燃やし、その半ばで肉を煮て食べ

、あるいは肉をあぶって食べ飽き、ま

た身を暖めて言う、「ああ、暖まった

、熱くなった」と。 17そしてその余

りをもって神を造って偶像とし、その

前にひれ伏して拝み、これに祈って、

「あなたはわが神だ、わたしを救え」

と言う。 18これらの人は知ることが

なく、また悟ることがない。その目は

ふさがれて見ることができず、その心

は鈍くなって悟ることができない。 19

その心のうちに思うことをせず、また

知識がなく、悟りがないために、「わ

たしはその半ばを火に燃やし、またそ

の炭火の上でパンを焼き、肉をあぶっ

て食べ、その残りの木をもって憎むべ

きものを造るのか。木のはしくれの前

にひれ伏すのか」と言う者もない。 20

彼は灰を食い、迷った心に惑わされて

、おのれを救うことができず、また「

わが右の手に偽りがあるではないか」

と言わない。 21ヤコブよ、イスラエ

ルよ、これらの事を心にとめよ。あな

たはわがしもべだから。わたしはあな

たを造った、あなたはわがしもべだ。

イスラエルよ、わたしはあなたを忘れ

ない。 22わたしはあなたのとがを雲

のように吹き払い、あなたの罪を霧の

ように消した。わたしに立ち返れ、わ

たしはあなたをあがなったから。 23

天よ、歌え、主がこの事をなされたか

ら。地の深き所よ、呼ばわれ。もろも

ろの山よ、林およびその中のもろもろ

の木よ、声を放って歌え。主はヤコブ
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をあがない、イスラエルのうちに栄光

をあらわされたから。 24あなたをあ

がない、あなたを胎内に造られた主は

こう言われる、「わたしは主である。

わたしはよろずの物を造り、ただわた

しだけが天をのべ、地をひらき、だれ

がわたしと共にいたか 25偽る物のし

るしをむなしくし、占う者を狂わせ、

賢い者をうしろに退けて、その知識を

愚かにする。 26わたしは、わがしも

べの言葉を遂げさせ、わが使の計りご

とを成らせ、エルサレムについては、

『これは民の住む所となる』と言い、

ユダのもろもろの町については、『ふ

たたび建てられる、わたしはその荒れ

跡を興そう』と言い、 27また淵につ

いては、『かわけ、わたしはあなたの

もろもろの川を干す』と言い、 28ま

たクロスについては、『彼はわが牧者

、わが目的をことごとくなし遂げる』

と言い、エルサレムについては、『ふ

たたび建てられる』と言い、神殿につ

いては、『あなたの基がすえられる』

と言う」。

45わたしはわが受膏者クロスの右の
手をとって、もろもろの国をその

前に従わせ、もろもろの王の腰を解き

、とびらをその前に開かせて、門を閉

じさせない、と言われる主はその受膏

者クロスにこう言われる、 2「わたし

はあなたの前に行って、もろもろの山

を平らにし、青銅のとびらをこわし、

鉄の貫の木を断ち切り、 3あなたに、

暗い所にある財宝と、ひそかな所に隠

した宝物とを与えて、わたしは主、あ

なたの名を呼んだイスラエルの神であ

ることをあなたに知らせよう。 4わが

しもべヤコブのために、わたしの選ん

だイスラエルのために、わたしはあな

たの名を呼んだ。あなたがわたしを知

らなくても、わたしはあなたに名を与

えた。 5わたしは主である。わたしの

ほかに神はない、ひとりもない。あな

たがわたしを知らなくても、わたしは

あなたを強くする。 6これは日の出る

方から、また西の方から、人々がわた

しのほかに神のないことを知るように

なるためである。わたしは主である、

わたしのほかに神はない。 7わたしは

光をつくり、また暗きを創造し、繁栄

をつくり、またわざわいを創造する。

わたしは主である、すべてこれらの事

をなす者である。 8天よ、上より水を

注げ、雲は義を降らせよ。地は開けて

救を生じ、また義をも、生えさせよ。

主なるわたしはこれを創造した。 9陶

器が陶器師と争うように、おのれを造

った者と争う者はわざわいだ。粘土は

陶器師にむかって『あなたは何を造る

か』と言い、あるいは『あなたの造っ

た物には手がない』と言うだろうか。

10父にむかって『あなたは、なぜ子を

もうけるのか』と言い、あるいは女に

むかって『あなたは、なぜ産みの苦し

みをするのか』と言う者はわざわいだ

」。 11イスラエルの聖者、イスラエ

ルを造られた主はこう言われる、「あ

なたがたは、わが子らについてわたし

に問い、またわが手のわざについてわ

たしに命ずるのか。 12わたしは地を

造って、その上に人を創造した。わた

しは手をもって天をのべ、その万軍を

指揮した。 13わたしは義をもってク

ロスを起した。わたしは彼のすべての

道をまっすぐにしよう。彼はわが町を

建て、わが捕囚を価のためでなく、ま
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た報いのためでもなく解き放つ」と万

軍の主は言われる。 14主はこう言わ

れる、「エジプトの富と、エチオピヤ

の商品と、たけの高いセバびととはあ

なたに来て、あなたのものとなり、あ

なたに従い、彼らは鎖につながれて来

て、あなたの前にひれ伏し、あなたに

願って言う、『神はただあなたと共に

いまし、このほかに神はなく、ひとり

もない』」。 15イスラエルの神、救

主よ、まことに、あなたはご自分を隠

しておられる神である。 16偶像を造

る者は皆恥を負い、はずかしめを受け

、ともに、あわてふためいて退く。 17

しかし、イスラエルは主に救われて、

とこしえの救を得る。あなたがたは世

々かぎりなく、恥を負わず、はずかし

めを受けない。 18天を創造された主

、すなわち神であってまた地をも造り

成し、これを堅くし、いたずらにこれ

を創造されず、これを人のすみかに造

られた主はこう言われる、「わたしは

主である、わたしのほかに神はない。

19わたしは隠れたところ、地の暗い所

で語らず、ヤコブの子孫に『わたしを

尋ねるのはむだだ』と言わなかった。

主なるわたしは正しい事を語り、まっ

すぐな事を告げる。 20もろもろの国

からのがれてきた者よ、集まってきて

、共に近寄れ。木像をにない、救うこ

とのできない神に祈る者は無知である

。 21あなたがたの言い分を持ってき

て述べよ。また共に相談せよ。この事

をだれがいにしえから示したか。だれ

が昔から告げたか。わたし、すなわち

主ではなかったか。わたしのほかに神

はない。わたしは義なる神、救主であ

って、わたしのほかに神はない。 22

地の果なるもろもろの人よ、わたしを

仰ぎのぞめ、そうすれば救われる。わ

たしは神であって、ほかに神はないか

らだ。 23わたしは自分をさして誓っ

た、わたしの口から出た正しい言葉は

帰ることがない、『すべてのひざはわ

が前にかがみ、すべての舌は誓いをた

てる』。 24人はわたしについて言う

、『正義と力とは主にのみある』と。

人々は主にきたり、主にむかって怒る

者は皆恥を受ける。 25しかしイスラ

エルの子孫は皆主によって勝ち誇るこ

とができる」。

46ベルは伏し、ネボはかがみ、彼ら
の像は獣と家畜との上にある。あ

なたがたが持ち歩いたものは荷となり

、疲れた獣の重荷となった。 2彼らは

かがみ、彼らは共に伏し、重荷となっ

た者を救うことができずかえって、自

分は捕われて行く。 3「ヤコブの家よ

、イスラエルの家の残ったすべての者

よ、生れ出た時から、わたしに負われ

、胎を出た時から、わたしに持ち運ば

れた者よ、わたしに聞け。 4わたしは

あなたがたの年老いるまで変らず、白

髪となるまで、あなたがたを持ち運ぶ

。わたしは造ったゆえ、必ず負い、持

ち運び、かつ救う。 5あなたがたは、

わたしをだれにたぐい、だれと等しく

し、だれにくらべ、かつなぞらえよう

とするのか。 6彼らは袋からこがねを

注ぎ出し、はかりをもって、しろがね

をはかり、金細工人を雇って、それを

神に造らせ、これにひれ伏して拝む。

7彼らはこれをもたげて肩に載せ、持

って行って、その所に置き、そこに立

たせる。これはその所から動くことが

できない。人がこれに呼ばわっても答
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えることができない。また彼をその悩

みから救うことができない。 8あなた

がたはこの事をおぼえ、よく考えよ。

そむける者よ、この事を心にとめよ、

9いにしえよりこのかたの事をおぼえ

よ。わたしは神である、わたしのほか

に神はない。わたしは神である、わた

しと等しい者はない。 10わたしは終

りの事を初めから告げ、まだなされな

い事を昔から告げて言う、『わたしの

計りごとは必ず成り、わが目的をこと

ごとくなし遂げる』と。 11わたしは

東から猛禽を招き、遠い国からわが計

りごとを行う人を招く。わたしはこの

事を語ったゆえ、必ずこさせる。わた

しはこの事をはかったゆえ、必ず行う

。 12心をかたくなにして、救に遠い

者よ、わたしに聞け。 13わたしはわ

が救を近づかせるゆえ、その来ること

は遠くない。わが救はおそくない。わ

たしは救をシオンに与え、わが栄光を

イスラエルに与える」。

47処女なるバビロンの娘よ、下って
、ちりの中にすわれ。カルデヤび

との娘よ、王座のない地にすわれ。あ

なたはもはや、やさしく、たおやかな

女ととなえられることはない。 2石う

すをとって粉をひけ、顔おおいを取り

去り、うちぎを脱ぎ、すねをあらわし

て川を渡れ。 3あなたの裸はあらわれ

、あなたの恥は見られる。わたしはあ

だを報いて、何人とをも助けない。 4

われわれをあがなう者はその名を万軍

の主といい、イスラエルの聖者である

。 5カルデヤびとの娘よ、黙してすわ

れ、また暗い所にはいれ。あなたはも

はや、もろもろの国の女王ととなえら

れることはない。 6わたしはわが民を

憤り、わが嗣業を汚して、これをあな

たの手に渡した。あなたはこれに、あ

われみを施さず、年老いた者の上に、

はなはだ重いくびきを負わせた。 7あ

なたは言った、「わたしは、とこしえ

に女王となる」と。そして、あなたは

これらの事を心にとめず、またその終

りを思わなかった。 8楽しみにふけり

、安らかにおり、心のうちに「ただわ

たしだけで、わたしのほかにだれもな

く、わたしは寡婦となることはない、

また子を失うことはない」と言う者よ

、今この事を聞け。 9これらの二つの

事は一日のうちに、またたくまにあな

たに臨む。すなわち子を失い、寡婦と

なる事はたといあなたが多くの魔術を

行い、魔法の大いなる力をもってして

もことごとくあなたに臨む。 10あな

たは自分の悪に寄り頼んで言う、「わ

たしを見る者はない」と。あなたの知

恵と、あなたの知識とはあなたを惑わ

した。あなたは心のうちに言った、「

ただわたしだけで、わたしのほかにだ

れもない」と。 11しかし、わざわい

が、あなたに臨む、あなたは、それを

あがなうことができない。なやみが、

あなたを襲う、あなたは、それをつぐ

なうことができない。滅びが、にわか

にあなたに臨む、あなたは、それにつ

いて何も知らない。 12あなたが若い

時から勤め行ったあなたの魔法と、多

くの魔術とをもって立ちむかってみよ

、あるいは成功するかもしれない、あ

るいは敵を恐れさせるかもしれない。

13あなたは多くの計りごとによってう

み疲れた。かの天を分かつ者、星を見

る者、新月によって、あなたに臨む事

を告げる者を立ちあがらせて、あなた
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を救わせてみよ。 14見よ、彼らはわ

らのようになって、火に焼き滅ぼされ

、自分の身を炎の勢いから、救い出す

ことができない。その火は身を暖める

炭火ではない、またその前にすわるべ

き火でもない。 15あなたが勤めて行

ったものと、あなたの若い時からあな

たと売り買いした者とは、ついにこの

ようになる。彼らはめいめい自分の方

向にさすらいゆき、ひとりもあなたを

救う者はない。

48ヤコブの家よ、これを聞け。あな
たがたはイスラエルの名をもって

となえられ、ユダの腰から出、主の名

によって誓い、イスラエルの神をとな

えるけれども、真実をもってせず、正

義をもってしない。 2彼らはみずから

聖なる都のものととなえ、イスラエル

の神に寄り頼む。その名は万軍の主と

いう。 3「わたしはさきに成った事を

、いにしえから告げた。わたしは口か

ら出して彼らに知らせた。わたしは、

にわかにこの事を行い、そして成った

。 4わたしはあなたが、かたくなで、

その首は鉄の筋、その額は青銅である

ことを知るゆえに、 5いにしえから、

かの事をあなたに告げ、その成らない

さきに、これをあなたに聞かせた。そ

うでなければ、あなたは言うだろう、

『わが偶像がこれをしたのだ、わが刻

んだ像と、鋳た像がこれを命じたのだ

』と。 6あなたはすでに聞いた、すべ

てこれが成ったことを見よ。あなたが

たはこれを宣べ伝えないのか。わたし

は今から新しい事、あなたがまだ知ら

ない隠れた事をあなたに聞かせよう。

7これらの事はいま創造されたので、

いにしえからあったのではない。この

日以前には、あなたはこれを聞かなか

った。そうでなければ、あなたは言う

だろう、『見よ、わたしはこれを知っ

ていた』と。 8あなたはこれを聞くこ

ともなく、知ることもなく、あなたの

耳は、いにしえから開かれなかった。

わたしはあなたが全く不信実で、生れ

ながら反逆者ととなえられたことを知

っていたからである。 9わが名のため

に、わたしは怒りをおそくする。わが

誉のために、わたしはこれをおさえて

、あなたを断ち滅ぼすことをしない。

10見よ、わたしはあなたを練った。し

かし銀のようにではなくて、苦しみの

炉をもってあなたを試みた。 11わた

しは自分のために、自分のためにこれ

を行う。どうしてわが名を汚させるこ

とができよう。わたしはわが栄光をほ

かの者に与えることをしない。 12ヤ

コブよ、わたしの召したイスラエルよ

、わたしに聞け。わたしはそれだ、わ

たしは初めであり、わたしはまた終り

である。 13わが手は地の基をすえ、

わが右の手は天をのべた。わたしが呼

ぶと、彼らはもろともに立つ。 14あ

なたがたは皆集まって聞け。彼らのう

ち、だれがこれらの事を告げたか。主

の愛せられる彼は主のみこころをバビ

ロンに行い、その腕はカルデヤびとの

上に臨む。 15語ったのは、ただわた

しであって、わたしは彼を召した。わ

たしは彼をこさせた。彼はその道に栄

える。 16あなたがたはわたしに近寄

って、これを聞け。わたしは初めから

、ひそかに語らなかった。それが成っ

た時から、わたしはそこにいたのだ」

。いま主なる神は、わたしとその霊と

をつかわされた。 17あなたのあがな
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い主、イスラエルの聖者、主はこう言

われる、「わたしはあなたの神、主で

ある。わたしは、あなたの利益のため

に、あなたを教え、あなたを導いて、

その行くべき道に行かせる。 18どう

か、あなたはわたしの戒めに聞き従う

ように。そうすれば、あなたの平安は

川のように、あなたの義は海の波のよ

うになり、 19あなたのすえは砂のよ

うに、あなたの子孫は砂粒のようにな

って、その名はわが前から断たれるこ

となく、滅ぼされることはない」。 20

あなたがたはバビロンから出、カルデ

ヤからのがれよ。喜びの声をもってこ

れをのべ聞かせ、地の果にまで語り伝

え、「主はそのしもべヤコブをあがな

われた」と言え。 21主が彼らを導い

て、さばくを通らせられたとき、彼ら

は、かわいたことがなかった。主は彼

らのために岩から水を流れさせ、また

岩を裂かれると、水がほとばしり出た

。 22主は言われた、「悪い者には平

安がない」と。

49海沿いの国々よ、わたしに聞け。
遠いところのもろもろの民よ、耳

を傾けよ。主はわたしを生れ出た時か

ら召し、母の胎を出た時からわが名を

語り告げられた。 2主はわが口を鋭利

なつるぎとなし、わたしをみ手の陰に

かくし、とぎすました矢となして、箙

にわたしを隠された。 3また、わたし

に言われた、「あなたはわがしもべ、

わが栄光をあらわすべきイスラエルで

ある」と。 4しかし、わたしは言った

、「わたしはいたずらに働き、益なく

、むなしく力を費した。しかもなお、

まことにわが正しきは主と共にあり、

わが報いはわが神と共にある」と。 5

ヤコブをおのれに帰らせ、イスラエル

をおのれのもとに集めるために、わた

しを腹の中からつくってそのしもべと

された主は言われる。（わたしは主の

前に尊ばれ、わが神はわが力となられ

た） 6主は言われる、「あなたがわが

しもべとなって、ヤコブのもろもろの

部族をおこし、イスラエルのうちの残

った者を帰らせることは、いとも軽い

事である。わたしはあなたを、もろも

ろの国びとの光となして、わが救を地

の果にまでいたらせよう」と。 7イス

ラエルのあがない主、イスラエルの聖

者なる主は、人に侮られる者、民に忌

みきらわれる者、つかさたちのしもべ

にむかってこう言われる、「もろもろ

の王は見て、立ちあがり、もろもろの

君は立って、拝する。これは真実なる

主、イスラエルの聖者が、あなたを選

ばれたゆえである」。 8主はこう言わ

れる、「わたしは恵みの時に、あなた

に答え、救の日にあなたを助けた。わ

たしはあなたを守り、あなたを与えて

民の契約とし、国を興し、荒れすたれ

た地を嗣業として継がせる。 9わたし

は捕えられた人に『出よ』と言い、暗

きにおる者に『あらわれよ』と言う。

彼らは道すがら食べることができ、す

べての裸の山にも牧草を得る。 10彼

らは飢えることがなく、かわくことも

ない。また熱い風も、太陽も彼らを撃

つことはない。彼らをあわれむ者が彼

らを導き、泉のほとりに彼らを導かれ

るからだ。 11わたしは、わがもろも

ろの山を道とし、わが大路を高くする

。 12見よ、人々は遠くから来る。見

よ、人々は北から西から、またスエネ

の地から来る」。 13天よ、歌え、地



イザヤ書309

よ、喜べ。もろもろの山よ、声を放っ

て歌え。主はその民を慰め、その苦し

む者をあわれまれるからだ。 14しか

しシオンは言った、「主はわたしを捨

て、主はわたしを忘れられた」と。 15

「女がその乳のみ子を忘れて、その腹

の子を、あわれまないようなことがあ

ろうか。たとい彼らが忘れるようなこ

とがあっても、わたしは、あなたを忘

れることはない。 16見よ、わたしは

、たなごころにあなたを彫り刻んだ。

あなたの石がきは常にわが前にある。

17あなたを建てる者は、あなたをこわ

す者を追い越し、あなたを荒した者は

、あなたから出て行く。 18あなたの

目をあげて見まわせ。彼らは皆集まっ

て、あなたのもとに来る。主は言われ

る、わたしは生きている、あなたは彼

らを皆、飾りとして身につけ、花嫁の

帯のようにこれを結ぶ。 19あなたの

荒れ、かつすたれた所、こわされた地

は、住む人の多いために狭くなり、あ

なたを、のみつくした者は、はるかに

離れ去る。 20あなたが子を失った後

に生れた子らは、なおあなたの耳に言

う、『この所はわたしには狭すぎる、

わたしのために住むべき所を得させよ

』と。 21その時あなたは心のうちに

言う、『だれがわたしのためにこれら

の者を産んだのか。わたしは子を失っ

て、子をもたない。わたしは捕われ、

かつ追いやられた。だれがこれらの者

を育てたのか。見よ、わたしはひとり

残された。これらの者はどこから来た

のか』と」。 22主なる神はこう言わ

れる、「見よ、わたしは手をもろもろ

の国にむかってあげ、旗をもろもろの

民にむかって立てる。彼らはそのふと

ころにあなたの子らを携え、その肩に

あなたの娘たちを載せて来る。 23も

ろもろの王は、あなたの養父となり、

その王妃たちは、あなたの乳母となり

、彼らはその顔を地につけて、あなた

にひれ伏し、あなたの足のちりをなめ

る。こうして、あなたはわたしが主で

あることを知る。わたしを待ち望む者

は恥をこうむることがない」。 24勇

士が奪った獲物をどうして取り返すこ

とができようか。暴君がかすめた捕虜

をどうして救い出すことができようか

。 25しかし主はこう言われる、「勇

士がかすめた捕虜も取り返され、暴君

が奪った獲物も救い出される。わたし

はあなたと争う者と争い、あなたの子

らを救うからである。 26わたしはあ

なたをしえたげる者にその肉を食わせ

、その血を新しい酒のように飲ませて

酔わせる。こうして、すべての人はわ

たしが主であって、あなたの救主、ま

たあなたのあがない主、ヤコブの全能

者であることを知るようになる」。

50主はこう言われる、「わたしがあ
なたがたの母を去らせたその離縁

状は、どこにあるか。わたしはどの債

主にあなたがたを売りわたしたか。見

よ、あなたがたは、その不義のために

売られ、あなたがたの母は、あなたが

たのとがのために出されたのだ。 2わ

たしが来たとき、なぜひとりもいなか

ったか。わたしが呼んだとき、なぜひ

とりも答える者がなかったか。わたし

の手が短くて、あがなうことができな

いのか。わたしは救う力を持たないの

か。見よ、わたしが、しかると海はか

れ、川は荒野となり、その中の魚は水

がないために、かわき死んで悪臭を放
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つ。 3わたしは黒い衣を天に着せ、荒

布をもってそのおおいとする」。 4主

なる神は教をうけた者の舌をわたしに

与えて、疲れた者を言葉をもって助け

ることを知らせ、また朝ごとにさまし

、わたしの耳をさまして、教をうけた

者のように聞かせられる。 5主なる神

はわたしの耳を開かれた。わたしは、

そむくことをせず、退くことをしなか

った。 6わたしを打つ者に、わたしの

背をまかせ、わたしのひげを抜く者に

、わたしのほおをまかせ、恥とつばき

とを避けるために、顔をかくさなかっ

た。 7しかし主なる神はわたしを助け

られる。それゆえ、わたしは恥じるこ

とがなかった。それゆえ、わたしは顔

を火打石のようにした。わたしは決し

てはずかしめられないことを知る。 8

わたしを義とする者が近くおられる。

だれがわたしと争うだろうか、われわ

れは共に立とう。わたしのあだはだれ

か、わたしの所へ近くこさせよ。 9見

よ、主なる神はわたしを助けられる。

だれがわたしを罪に定めるだろうか。

見よ、彼らは皆衣のようにふるび、し

みのために食いつくされる。 10あな

たがたのうち主を恐れ、そのしもべの

声に聞き従い、暗い中を歩いて光を得

なくても、なお主の名を頼み、おのれ

の神にたよる者はだれか。 11見よ、

火を燃やし、たいまつをともす者よ、

皆その火の炎の中を歩め、またその燃

やした、たいまつの中を歩め。あなた

がたは、これをわたしの手から受けて

、苦しみのうちに伏し倒れる。

51「義を追い求め、主を尋ね求める
者よ、わたしに聞け。あなたがた

の切り出された岩と、あなたがたの掘

り出された穴とを思いみよ。 2あなた

がたの父アブラハムと、あなたがたを

産んだサラとを思いみよ。わたしは彼

をただひとりであったときに召し、彼

を祝福して、その子孫を増し加えた。

3主はシオンを慰め、またそのすべて

荒れた所を慰めて、その荒野をエデン

のように、そのさばくを主の園のよう

にされる。こうして、その中に喜びと

楽しみとがあり、感謝と歌の声とがあ

る。 4わが民よ、わたしに聞け、わが

国びとよ、わたしに耳を傾けよ。律法

はわたしから出、わが道はもろもろの

民の光となる。 5わが義はすみやかに

近づき、わが救は出て行った。わが腕

はもろもろの民を治める。海沿いの国

々はわたしを待ち望み、わが腕に寄り

頼む。 6目をあげて天を見、また下な

る地を見よ。天は煙のように消え、地

は衣のようにふるび、その中に住む者

は、ぶよのように死ぬ。しかし、わが

救はとこしえにながらえ、わが義はく

じけることがない。 7義を知る者よ、

心のうちにわが律法をたもつ者よ、わ

たしに聞け。人のそしりを恐れてはな

らない、彼らのののしりに驚いてはな

らない。 8彼らは衣のように、しみに

食われ、羊の毛のように虫に食われる

からだ。しかし、わが義はとこしえに

ながらえ、わが救はよろず代に及ぶ」

。 9主のかいなよ、さめよ、さめよ、

力を着よ。さめて、いにしえの日、昔

の代にあったようになれ。ラハブを切

り殺し、龍を刺し貫いたのは、あなた

ではなかったか。 10海をかわかし、

大いなる淵の水をかわかし、また海の

深き所を、あがなわれた者の過ぎる道

とされたのは、あなたではなかったか
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。 11主にあがなわれた者は、歌うた

いつつ、シオンに帰ってきて、そのこ

うべに、とこしえの喜びをいただき、

彼らは喜びと楽しみとを得、悲しみと

嘆きとは逃げ去る。 12「わたしこそ

あなたを慰める者だ。あなたは何者な

れば、死ぬべき人を恐れ、草のように

なるべき人の子を恐れるのか。 13天

をのべ、地の基をすえられたあなたの

造り主、主を忘れて、なぜ、しえたげ

る者が滅ぼそうと備えをするとき、そ

の憤りのゆえに常にひねもす恐れるの

か。しえたげる者の憤りはどこにある

か。 14身をかがめている捕われ人は

、すみやかに解かれて、死ぬことなく

、穴にくだることなく、その食物はつ

きることがない。 15わたしは海をふ

るわせ、その波をなりどよめかすあな

たの神、主である。その名を万軍の主

という。 16わたしはわが言葉をあな

たの口におき、わが手の陰にあなたを

隠した。こうして、わたしは天をのべ

、地の基をすえ、シオンにむかって、

あなたはわが民であると言う」。 17

エルサレムよ、起きよ、起きよ、立て

。あなたはさきに主の手から憤りの杯

をうけて飲み、よろめかす大杯を、滓

までも飲みほした。 18その産んだも

ろもろの子のなかに、自分を導く者な

く、その育てたもろもろの子のなかに

、自分の手をとる者がない。 19これ

ら二つの事があなたに臨んだだれがあ

なたと共に嘆くだろうか荒廃と滅亡、

ききんとつるぎ。だれがあなたを慰め

るだろうか。 20あなたの子らは息絶

えだえになり、網にかかった、かもし

かのように、すべてのちまたのすみに

横たわり、主の憤りと、あなたの神の

責めとは、彼らに満ちている。 21そ

れゆえ、苦しめる者、酒にではなく酔

っている者よ、これを聞け。 22あな

たの主、おのが民の訴えを弁護される

あなたの神、主はこう言われる、「見

よ、わたしはよろめかす杯をあなたの

手から取り除き、わが憤りの大杯を取

り除いた。あなたは再びこれを飲むこ

とはない。 23わたしはこれをあなた

を悩ます者の手におく。彼らはさきに

あなたにむかって言った、『身をかが

めよ、われわれは越えていこう』と。

そしてあなたはその背を地のようにし

、ちまたのようにして、彼らの越えて

いくにまかせた」。

52シオンよ、さめよ、さめよ、力を
着よ。聖なる都エルサレムよ、美

しい衣を着よ。割礼を受けない者およ

び汚れた者は、もはやあなたのところ

に、はいることがないからだ。 2捕わ

れたエルサレムよ、あなたの身からち

りを振り落せ、起きよ。捕われたシオ

ンの娘よ、あなたの首のなわを解きす

てよ。 3主はこう言われる、「あなた

がたは、ただで売られた。金を出さず

にあがなわれる」。 4主なる神はこう

言われる、「わが民はさきにエジプト

へ下って行って、かしこに寄留した。

またアッスリヤびとはゆえなく彼らを

しえたげた。 5それゆえ、今わたしは

ここに何をしようか。わが民はゆえな

く捕われた」と主は言われる。主は言

われる、「彼らをつかさどる者はわめ

き、わが名は常にひねもす侮られる。

6それゆえ、わが民はわが名を知るに

いたる。その日には彼らはこの言葉を

語る者がわたしであることを知る。わ

たしはここにおる」。 7よきおとずれ
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を伝え、平和を告げ、よきおとずれを

伝え、救を告げ、シオンにむかって「

あなたの神は王となられた」と言う者

の足は山の上にあって、なんと麗しい

ことだろう。 8聞けよ、あなたの見張

びとは声をあげて、共に喜び歌ってい

る。彼らは目と目と相合わせて、主が

シオンに帰られるのを見るからだ。 9

エルサレムの荒れすたれた所よ、声を

放って共に歌え。主はその民を慰め、

エルサレムをあがなわれたからだ。 10

主はその聖なるかいなを、もろもろの

国びとの前にあらわされた。地のすべ

ての果は、われわれの神の救を見る。

11去れよ、去れよ、そこを出て、汚れ

た物にさわるな。その中を出よ、主の

器をになう者よ、おのれを清く保て。

12あなたがたは急いで出るに及ばない

、また、とんで行くにも及ばない。主

はあなたがたの前に行き、イスラエル

の神はあなたがたのしんがりとなられ

るからだ。 13見よ、わがしもべは栄

える。彼は高められ、あげられ、ひじ

ょうに高くなる。 14多くの人が彼に

驚いたように彼の顔だちは、そこなわ

れて人と異なり、その姿は人の子と異

なっていたからである 15彼は多くの

国民を驚かす。王たちは彼のゆえに口

をつむぐ。それは彼らがまだ伝えられ

なかったことを見、まだ聞かなかった

ことを悟るからだ。

53だれがわれわれの聞いたことを信
じ得たか。主の腕は、だれにあら

われたか。 2彼は主の前に若木のよう

に、かわいた土から出る根のように育

った。彼にはわれわれの見るべき姿が

なく、威厳もなく、われわれの慕うべ

き美しさもない。 3彼は侮られて人に

捨てられ、悲しみの人で、病を知って

いた。また顔をおおって忌みきらわれ

る者のように、彼は侮られた。われわ

れも彼を尊ばなかった。 4まことに彼

はわれわれの病を負い、われわれの悲

しみをになった。しかるに、われわれ

は思った、彼は打たれ、神にたたかれ

、苦しめられたのだと。 5しかし彼は

われわれのとがのために傷つけられ、

われわれの不義のために砕かれたのだ

。彼はみずから懲しめをうけて、われ

われに平安を与え、その打たれた傷に

よって、われわれはいやされたのだ。

6われわれはみな羊のように迷って、

おのおの自分の道に向かって行った。

主はわれわれすべての者の不義を、彼

の上におかれた。 7彼はしえたげられ

、苦しめられたけれども、口を開かな

かった。ほふり場にひかれて行く小羊

のように、また毛を切る者の前に黙っ

ている羊のように、口を開かなかった

。 8彼は暴虐なさばきによって取り去

られた。その代の人のうち、だれが思

ったであろうか、彼はわが民のとがの

ために打たれて、生けるものの地から

断たれたのだと。 9彼は暴虐を行わず

、その口には偽りがなかったけれども

、その墓は悪しき者と共に設けられ、

その塚は悪をなす者と共にあった。 10

しかも彼を砕くことは主のみ旨であり

、主は彼を悩まされた。彼が自分を、

とがの供え物となすとき、その子孫を

見ることができ、その命をながくする

ことができる。かつ主のみ旨が彼の手

によって栄える。 11彼は自分の魂の

苦しみにより光を見て満足する。義な

るわがしもべはその知識によって、多

くの人を義とし、また彼らの不義を負
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う。 12それゆえ、わたしは彼に大い

なる者と共に物を分かち取らせる。彼

は強い者と共に獲物を分かち取る。こ

れは彼が死にいたるまで、自分の魂を

そそぎだし、とがある者と共に数えら

れたからである。しかも彼は多くの人

の罪を負い、とがある者のためにとり

なしをした。

54「子を産まなかったうまずめよ、
歌え。産みの苦しみをしなかった

者よ、声を放って歌いよばわれ。夫の

ない者の子は、とついだ者の子よりも

多い」と主は言われる。 2「あなたの

天幕の場所を広くし、あなたのすまい

の幕を張りひろげ、惜しむことなく、

あなたの綱を長くし、あなたの杭を強

固にせよ。 3あなたは右に左にひろが

り、あなたの子孫はもろもろの国を獲

、荒れすたれた町々をも住民で満たす

からだ。 4恐れてはならない。あなた

は恥じることがない。あわてふためい

てはならない。あなたは、はずかしめ

られることがない。あなたは若い時の

恥を忘れ、寡婦であった時のはずかし

めを、再び思い出すことがない。 5あ

なたを造られた者はあなたの夫であっ

て、その名は万軍の主。あなたをあが

なわれる者は、イスラエルの聖者であ

って、全地の神ととなえられる。 6捨

てられて心悲しむ妻、また若い時にと

ついで出された妻を招くように主はあ

なたを招かれた」とあなたの神は言わ

れる。 7「わたしはしばしばあなたを

捨てたけれども、大いなるあわれみを

もってあなたを集める。 8あふれる憤

りをもって、しばしわが顔を隠したけ

れども、とこしえのいつくしみをもっ

て、あなたをあわれむ」とあなたをあ

がなわれる主は言われる。 9「このこ

とはわたしにはノアの時のようだ。わ

たしはノアの洪水を、再び地にあふれ

させないと誓ったが、そのように、わ

たしは再びあなたを怒らない、再びあ

なたを責めないと誓った。 10山は移

り、丘は動いても、わがいつくしみは

あなたから移ることなく、平安を与え

るわが契約は動くことがない」とあな

たをあわれまれる主は言われる。 11

「苦しみをうけ、あらしにもてあそば

れ、慰めを得ない者よ、見よ、わたし

はアンチモニーであなたの石をすえ、

サファイヤであなたの基をおき、 12

めのうであなたの尖塔を造り、紅玉で

あなたの門を造り、あなたの城壁をこ

とごとく宝石で造る。 13あなたの子

らはみな主に教をうけ、あなたの子ら

は大いに栄える。 14あなたは義をも

って堅く立ち、しえたげから遠ざかっ

て恐れることはない。また恐怖から遠

ざかる、それはあなたに近づくことが

ないからである。 15たとい争いを起

す者があってもわたしによるのではな

い。すべてあなたと争う者は、あなた

のゆえに倒れる。 16見よ、炭火を吹

きおこして、その目的にかなう武器を

造り出す鍛冶は、わたしが創造した者

、また荒し滅ぼす者も、わたしが創造

した者である。 17すべてあなたを攻

めるために造られる武器は、その目的

を達しない。すべてあなたに逆らい立

って、争い訴える舌は、あなたに説き

破られる。これが主のしもべらの受け

る嗣業であり、また彼らがわたしから

受ける義である」と主は言われる。

55「さあ、かわいている者はみな水
にきたれ。金のない者もきたれ。



イザヤ書 314

来て買い求めて食べよ。あなたがたは

来て、金を出さずに、ただでぶどう酒

と乳とを買い求めよ。 2なぜ、あなた

がたは、かてにもならぬもののために

金を費し、飽きることもできぬものの

ために労するのか。わたしによく聞き

従え。そうすれば、良い物を食べるこ

とができ、最も豊かな食物で、自分を

楽しませることができる。 3耳を傾け

、わたしにきて聞け。そうすれば、あ

なたがたは生きることができる。わた

しは、あなたがたと、とこしえの契約

を立てて、ダビデに約束した変らない

確かな恵みを与える。 4見よ、わたし

は彼を立てて、もろもろの民への証人

とし、また、もろもろの民の君とし、

命令する者とした。 5見よ、あなたは

知らない国民を招く、あなたを知らな

い国民はあなたのもとに走ってくる。

これはあなたの神、主、イスラエルの

聖者のゆえであり、主があなたに光栄

を与えられたからである。 6あなたが

たは主にお会いすることのできるうち

に、主を尋ねよ。近くおられるうちに

呼び求めよ。 7悪しき者はその道を捨

て、正らぬ人はその思いを捨てて、主

に帰れ。そうすれば、主は彼にあわれ

みを施される。われわれの神に帰れ、

主は豊かにゆるしを与えられる。 8わ

が思いは、あなたがたの思いとは異な

り、わが道は、あなたがたの道とは異

なっていると主は言われる。 9天が地

よりも高いように、わが道は、あなた

がたの道よりも高く、わが思いは、あ

なたがたの思いよりも高い。 10天か

ら雨が降り、雪が落ちてまた帰らず、

地を潤して物を生えさせ、芽を出させ

て、種まく者に種を与え、食べる者に

かてを与える。 11このように、わが

口から出る言葉も、むなしくわたしに

帰らない。わたしの喜ぶところのこと

をなし、わたしが命じ送った事を果す

。 12あなたがたは喜びをもって出て

きて、安らかに導かれて行く。山と丘

とはあなたの前に声を放って喜び歌い

、野にある木はみな手を打つ。 13い

とすぎは、いばらに代って生え、ミル

トスの木は、おどろに代って生える。

これは主の記念となり、また、とこし

えのしるしとなって、絶えることはな

い」。

56主はこう言われる、「あなたがた
は公平を守って正義を行え。わが

救の来るのは近く、わが助けのあらわ

れるのが近いからだ。 2安息日を守っ

て、これを汚さず、その手をおさえて

、悪しき事をせず、このように行う人

、これを堅く守る人の子はさいわいで

ある」。 3主に連なっている異邦人は

言ってはならない、「主は必ずわたし

をその民から分かたれる」と。宦官も

また言ってはならない、「見よ、わた

しは枯れ木だ」と。 4主はこう言われ

る、「わが安息日を守り、わが喜ぶこ

とを選んで、わが契約を堅く守る宦官

には、 5わが家のうちで、わが垣のう

ちで、むすこにも娘にもまさる記念の

しるしと名を与え、絶えることのない

、とこしえの名を与える。 6また主に

連なり、主に仕え、主の名を愛し、そ

のしもべとなり、すべて安息日を守っ

て、これを汚さず、わが契約を堅く守

る異邦人は 7わたしはこれをわが聖な

る山にこさせ、わが祈の家のうちで楽

しませる、彼らの燔祭と犠牲とは、わ

が祭壇の上に受けいれられる。わが家
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はすべての民の祈の家ととなえられる

からである」。 8イスラエルの追いや

られた者を集められる主なる神はこう

言われる、「わたしはさらに人を集め

て、すでに集められた者に加えよう」

と。 9野のすべての獣よ、林におるす

べての獣よ、来て食らえ。 10見張人

らはみな目しいで、知ることがなく、

みな、おしの犬で、ほえることができ

ない。みな夢みる者、伏している者、

まどろむことを好む者だ。 11この犬

どもは強欲で、飽くことを知らない。

彼らはまた悟ることのできない牧者で

、皆おのが道にむかいゆき、おのおの

みな、おのれの利を求める。 12彼ら

は互に言う、「さあ、われわれは酒を

手に入れ、濃い酒をあびるほど飲もう

。あすも、きょうのようであるだろう

、すばらしい日だ」と。

57正しい者が滅びても、心にとめる
人がなく、神を敬う人々が取り去

られても、悟る者はない。正しい者は

災の前に取り去られて、 2平安に入る

からである。すべて正直に歩む者は、

その床に休むことができる。 3しかし

、あなたがた女魔法使の子よ、姦夫と

遊女のすえよ、こちらへ近寄れ。 4あ

なたがたは、だれにむかって戯れをな

すのか。だれにむかって口を開き、舌

を出すのか。あなたがたは背信の子ら

、偽りのすえではないか。 5あなたが

たは、かしの木の間、すべての青木の

下で心をこがし、谷の中、岩のはざま

で子どもを殺した。 6あなたは谷のな

めらかな石を自分の嗣業とし、これを

自分の分け前とし、これに灌祭をそそ

ぎ、供え物をささげた。わたしはこれ

らの物によってなだめられようか。 7

あなたは高くそびえた山の上に自分の

床を設け、またそこに登って行って犠

牲をささげた。 8また戸および柱のう

しろに、あなたのしるしを置いた。あ

なたはわたしを離れて自分の床をあら

わし、それにのぼって、その床をひろ

くした。また彼らと契約をなし、彼ら

の床を愛し、その裸を見た。 9あなた

は、におい油を携えてモレクに行き、

多くのかおり物をささげた。またあな

たの使者を遠くにつかわし、陰府の深

い所にまでつかわした。 (Sheol h7585) 10

あなたは道の長いのに疲れても、なお

「望みがない」とは言わなかった。あ

なたはおのが力の回復を得たので、衰

えることがなかった。 11あなたはだ

れをおじ恐れて、偽りを言い、わたし

を覚えず、また心におかなかったのか

。わたしが久しく黙っていたために、

あなたはわたしを恐れなかったのでは

なかったか。 12わたしはあなたの義

と、あなたのわざを告げ示そう、しか

しこれらはあなたを益しない。 13あ

なたが呼ばわる時、あなたが集めてお

いた偶像にあなたを救わせよ。風は彼

らを運び去り、息は彼らを取り去る。

しかしわたしに寄り頼む者は地を継ぎ

、わが聖なる山をまもる。 14主は言

われる、「土を盛り、土を盛って道を

備えよ、わが民の道から、つまずく物

を取り去れ」と。 15いと高く、いと

上なる者、とこしえに住む者、その名

を聖ととなえられる者がこう言われる

、「わたしは高く、聖なる所に住み、

また心砕けて、へりくだる者と共に住

み、へりくだる者の霊をいかし、砕け

る者の心をいかす。 16わたしはかぎ

りなく争わない、また絶えず怒らない
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。霊はわたしから出、いのちの息はわ

たしがつくったからだ。 17彼のむさ

ぼりの罪のゆえに、わたしは怒って彼

を打ち、わが顔をかくして怒った。し

かし彼はなおそむいて、おのが心の道

へ行った。 18わたしは彼の道を見た

。わたしは彼をいやし、また彼を導き

、慰めをもって彼に報い、悲しめる者

のために、くちびるの実を造ろう。 19

遠い者にも近い者にも平安あれ、平安

あれ、わたしは彼をいやそう」と主は

言われる。 20しかし悪しき者は波の

荒い海のようだ。静まることができな

いで、その水はついに泥と汚物とを出

す。 21わが神は言われる、「よこし

まな者には平安がない」と。

58「大いに呼ばわって声を惜しむな
。あなたの声をラッパのようにあ

げ、わが民にそのとがを告げ、ヤコブ

の家にその罪を告げ示せ。 2彼らは日

々わたしを尋ね求め、義を行い、神の

おきてを捨てない国民のように、わが

道を知ることを喜ぶ。彼らは正しいさ

ばきをわたしに求め、神に近づくこと

を喜ぶ。 3彼らは言う、『われわれが

断食したのに、なぜ、ごらんにならな

いのか。われわれがおのれを苦しめた

のに、なぜ、ごぞんじないのか』と。

見よ、あなたがたの断食の日には、お

のが楽しみを求め、その働き人をこと

ごとくしえたげる。 4見よ、あなたが

たの断食するのは、ただ争いと、いさ

かいのため、また悪のこぶしをもって

人を打つためだ。きょう、あなたがた

のなす断食は、その声を上に聞えさせ

るものではない。 5このようなものは

、わたしの選ぶ断食であろうか。人が

おのれを苦しめる日であろうか。その

こうべを葦のように伏せ、荒布と灰と

をその下に敷くことであろうか。あな

たは、これを断食ととなえ、主に受け

いれられる日と、となえるであろうか

。 6わたしが選ぶところの断食は、悪

のなわをほどき、くびきのひもを解き

、しえたげられる者を放ち去らせ、す

べてのくびきを折るなどの事ではない

か。 7また飢えた者に、あなたのパン

を分け与え、さすらえる貧しい者を、

あなたの家に入れ、裸の者を見て、こ

れを着せ、自分の骨肉に身を隠さない

などの事ではないか。 8そうすれば、

あなたの光が暁のようにあらわれ出て

、あなたは、すみやかにいやされ、あ

なたの義はあなたの前に行き、主の栄

光はあなたのしんがりとなる。 9また

、あなたが呼ぶとき、主は答えられ、

あなたが叫ぶとき、『わたしはここに

おる』と言われる。もし、あなたの中

からくびきを除き、指をさすこと、悪

い事を語ることを除き、 10飢えた者

にあなたのパンを施し、苦しむ者の願

いを満ち足らせるならば、あなたの光

は暗きに輝き、あなたのやみは真昼の

ようになる。 11主は常にあなたを導

き、良き物をもってあなたの願いを満

ち足らせ、あなたの骨を強くされる。

あなたは潤った園のように、水の絶え

ない泉のようになる。 12あなたの子

らは久しく荒れすたれたる所を興し、

あなたは代々やぶれた基を立て、人は

あなたを『破れを繕う者』と呼び、『

市街を繕って住むべき所となす者』と

呼ぶようになる。 13もし安息日にあ

なたの足をとどめ、わが聖日にあなた

の楽しみをなさず、安息日を喜びの日

と呼び、主の聖日を尊ぶべき日ととな
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え、これを尊んで、おのが道を行わず

、おのが楽しみを求めず、むなしい言

葉を語らないならば、 14その時あな

たは主によって喜びを得、わたしは、

あなたに地の高い所を乗り通らせ、あ

なたの先祖ヤコブの嗣業をもって、あ

なたを養う」。これは主の口から語ら

れたものである。

59見よ、主の手が短くて、救い得な
いのではない。その耳が鈍くて聞

き得ないのでもない。 2ただ、あなた

がたの不義があなたがたと、あなたが

たの神との間を隔てたのだ。またあな

たがたの罪が主の顔をおおったために

、お聞きにならないのだ。 3あなたが

たの手は血で汚れ、あなたがたの指は

不義で汚れ、あなたがたのくちびるは

偽りを語り、あなたがたの舌は悪をさ

さやき、 4ひとりも正義をもって訴え

、真実をもって論争する者がない。彼

らはむなしきことを頼み、偽りを語り

、害悪をはらみ、不義を産む。 5彼ら

はまむしの卵をかえし、くもの巣を織

る。その卵を食べる者は死ぬ。卵が踏

まれると破れて毒蛇を出す。 6その織

る物は着物とならない。その造る物を

もって身をおおうことができない。彼

のわざは不義のわざであり、彼らの手

には暴虐の行いがある。 7彼らの足は

悪に走り、罪のない血を流すことに速

い。彼らの思いは不義の思いであり、

荒廃と滅亡とがその道にある。 8彼ら

は平和の道を知らず、その行く道には

公平がない。彼らはその道を曲げた。

すべてこれを歩む者は平和を知らない

。 9それゆえ、公平は遠くわれわれを

離れ、正義はわれわれに追いつかない

。われわれは光を望んでも、暗きを見

、輝きを望んでも、やみを行く。 10

われわれは盲人のように、かきを手さ

ぐりゆき、目のない者のように手さぐ

りゆき、真昼でも、たそがれのように

つまずき、強壮な者の中にあっても死

人のようだ。 11われわれは皆くまの

ようにほえ、はとのようにいたくうめ

き、公平を望んでも、きたらず、救を

望んでも、遠くわれわれを離れ去る。

12われわれのとがは、あなたの前に多

く、罪は、われわれを訴えて、あかし

をなし、とがは、われわれと共にあり

、不義は、われわれがこれを知る。 13

われわれは、そむいて主をいなみ、退

いて、われわれの神に従わず、しえた

げと、そむきとを語り、偽りの言葉を

心にはらんで、それを言いあらわす。

14公平はうしろに退けられ、正義はは

るかに立つ。それは、真実は広場に倒

れ、正直は、はいることができないか

らである。 15真実は欠けてなく、悪

を離れる者はかすめ奪われる。主はこ

れを見て、公平がなかったことを喜ば

れなかった。 16主は人のないのを見

られ、仲に立つ者のないのをあやしま

れた。それゆえ、ご自分のかいなをも

って、勝利を得、その義をもって、お

のれをささえられた。 17主は義を胸

当としてまとい、救のかぶとをその頭

にいただき、報復の衣をまとって着物

とし、熱心を外套として身を包まれた

。 18主は彼らの行いにしたがって報

いをなし、あだにむかって怒り、敵に

むかって報いをなし、海沿いの国々に

むかって報いをされる。 19こうして

、人々は西の方から主の名を恐れ、日

の出る方からその栄光を恐れる。主は

、せき止めた川を、そのいぶきで押し
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流すように、こられるからである。 20

主は言われる、「主は、あがなう者と

してシオンにきたり、ヤコブのうちの

、とがを離れる者に至る」と。 21主

は言われる、「わたしが彼らと立てる

契約はこれである。あなたの上にある

わが霊、あなたの口においたわが言葉

は、今から後とこしえに、あなたの口

から、あなたの子らの口から、あなた

の子らの子の口から離れることはない

」と。

60起きよ、光を放て。あなたの光が
臨み、主の栄光があなたの上にの

ぼったから。 2見よ、暗きは地をおお

い、やみはもろもろの民をおおう。し

かし、あなたの上には主が朝日のごと

くのぼられ、主の栄光があなたの上に

あらわれる。 3もろもろの国は、あな

たの光に来、もろもろの王は、のぼる

あなたの輝きに来る。 4あなたの目を

あげて見まわせ、彼らはみな集まって

あなたに来る。あなたの子らは遠くか

ら来、あなたの娘らは、かいなにいだ

かれて来る。 5その時あなたは見て、

喜びに輝き、あなたの心はどよめき、

かつ喜ぶ。海の富が移ってあなたに来

、もろもろの国の宝が、あなたに来る

からである。 6多くのらくだ、ミデア

ンおよびエパの若きらくだはあなたを

おおい、シバの人々はみな黄金、乳香

を携えてきて、主の誉を宣べ伝える。

7ケダルの羊の群れはみなあなたに集

まって来、ネバヨテの雄羊はあなたに

仕え、わが祭壇の上にのぼって受けい

れられる。こうして、わたしはわが栄

光の家を輝かす。 8雲のように飛び、

はとがその小屋に飛び帰るようにして

来る者はだれか。 9海沿いの国々はわ

たしを待ち望み、タルシシの船はいや

先にあなたの子らを遠くから載せて来

、また彼らの金銀を共に載せて来て、

あなたの神、主の名にささげ、イスラ

エルの聖者にささげる。主があなたを

輝かされたからである。 10異邦人は

あなたの城壁を築き、彼らの王たちは

あなたに仕える。わたしは怒りをもっ

てあなたを打ったけれども、また恵み

をもってあなたをあわれんだからであ

る。 11あなたの門は常に開いて、昼

も夜も閉ざすことはない。これは人々

が国々の宝をあなたに携えて来、その

王たちを率いて来るためである。 12

あなたに仕えない国と民とは滅び、そ

の国々は全く荒れすたれる。 13レバ

ノンの栄えはあなたに来、いとすぎ、

すずかけ、まつは皆共に来て、わが聖

所をかざる。またわたしはわが足をお

く所を尊くする。 14あなたを苦しめ

た者の子らは、かがんで、あなたのも

とに来、あなたをさげすんだ者は、こ

とごとくあなたの足もとに伏し、あな

たを主の都、イスラエルの聖者のシオ

ンととなえる。 15あなたは捨てられ

、憎まれて、その中を過ぎる者もなか

ったが、わたしはあなたを、とこしえ

の誇、世々の喜びとする。 16あなた

はまた、もろもろの国の乳を吸い、王

たちの乳ぶさを吸い、そして主なるわ

たしが、あなたの救主、また、あなた

のあがない主、ヤコブの全能者である

ことを知るにいたる。 17わたしは青

銅の代りに黄金を携え、くろがねの代

りにしろがねを携え、木の代りに青銅

を、石の代りに鉄を携えてきて、あな

たのまつりごとを平和にし、あなたの

つかさびとを正しくする。 18暴虐は
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、もはやあなたの地に聞かれず、荒廃

と滅亡は、もはやあなたの境のうちに

聞かれず、あなたはその城壁を「救」

ととなえ、その門を「誉」ととなえる

。 19昼は、もはや太陽があなたの光

とならず、夜も月が輝いてあなたを照

さず、主はとこしえにあなたの光とな

り、あなたの神はあなたの栄えとなら

れる。 20あなたの太陽は再び没せず

、あなたの月はかけることがない。主

がとこしえにあなたの光となり、あな

たの悲しみの日が終るからである。 21

あなたの民はことごとく正しい者とな

って、とこしえに地を所有する。彼ら

はわたしの植えた若枝、わが手のわざ

、わが栄光をあらわすものとなる。 22

その最も小さい者は氏族となり、その

最も弱い者は強い国となる。わたしは

主である。その時がくるならば、すみ

やかにこの事をなす。

61主なる神の霊がわたしに臨んだ。
これは主がわたしに油を注いで、

貧しい者に福音を宣べ伝えることをゆ

だね、わたしをつかわして心のいため

る者をいやし、捕われ人に放免を告げ

、縛られている者に解放を告げ、 2主

の恵みの年とわれわれの神の報復の日

とを告げさせ、また、すべての悲しむ

者を慰め、 3シオンの中の悲しむ者に

喜びを与え、灰にかえて冠を与え、悲

しみにかえて喜びの油を与え、憂いの

心にかえて、さんびの衣を与えさせる

ためである。こうして、彼らは義のか

しの木ととなえられ、主がその栄光を

あらわすために植えられた者ととなえ

られる。 4彼らはいにしえの荒れた所

を建てなおし、さきに荒れすたれた所

を興し、荒れた町々を新たにし、世々

すたれた所を再び建てる。 5外国人は

立ってあなたがたの群れを飼い、異邦

人はあなたがたの畑を耕す者となり、

ぶどうを作る者となる。 6しかし、あ

なたがたは主の祭司ととなえられ、わ

れわれの神の役者と呼ばれ、もろもろ

の国の富を食べ、彼らの宝を得て喜ぶ

。 7あなたがたは、さきに受けた恥に

かえて、二倍の賜物を受け、はずかし

めにかえて、その嗣業を得て楽しむ。

それゆえ、あなたがたはその地にあっ

て、二倍の賜物を獲、とこしえの喜び

を得る。 8主なるわたしは公平を愛し

、強奪と邪悪を憎み、真実をもって彼

らに報いを与え、彼らと、とこしえの

契約を結ぶからである。 9彼らの子孫

は、もろもろの国の中で知られ、彼ら

の子らは、もろもろの民の中に知られ

る。すべてこれを見る者はこれが主の

祝福された民であることを認める。 10

わたしは主を大いに喜び、わが魂はわ

が神を楽しむ。主がわたしに救の衣を

着せ、義の上衣をまとわせて、花婿が

冠をいただき、花嫁が宝玉をもって飾

るようにされたからである。 11地が

芽をいだし、園がまいたものを生やす

ように、主なる神は義と誉とを、もろ

もろの国の前に、生やされる。

62シオンの義が朝日の輝きのように
あらわれいで、エルサレムの救が

燃えるたいまつの様になるまで、わた

しはシオンのために黙せず、エルサレ

ムのために休まない。 2もろもろの国

はあなたの義を見、もろもろの王は皆

あなたの栄えを見る。そして、あなた

は主の口が定められる新しい名をもっ

てとなえられる。 3また、あなたは主

の手にある麗しい冠となり、あなたの



イザヤ書 320

神の手にある王の冠となる。 4あなた

はもはや「捨てられた者」と言われず

、あなたの地はもはや「荒れた者」と

言われず、あなたは「わが喜びは彼女

にある」ととなえられ、あなたの地は

「配偶ある者」ととなえられる。主は

あなたを喜ばれ、あなたの地は配偶を

得るからである。 5若い者が処女をめ

とるようにあなたの子らはあなたをめ

とり、花婿が花嫁を喜ぶようにあなた

の神はあなたを喜ばれる。 6エルサレ

ムよ、わたしはあなたの城壁の上に見

張人をおいて、昼も夜もたえず、もだ

すことのないようにしよう。主に思い

出されることを求める者よ、みずから

休んではならない。 7主がエルサレム

を堅く立てて、全地に誉を得させられ

るまで、お休みにならぬようにせよ。

8主はその右の手をさし、大能のかい

なをさして誓われた、「わたしは再び

あなたの穀物をあなたの敵に与えて食

べさせない。また、あなたが労して得

たぶどう酒を異邦人に与えて飲ませな

い。 9しかし、穀物を刈り入れた者は

これを食べて主をほめたたえ、ぶどう

を集めた者はわが聖所の庭でこれを飲

む」。 10門を通って行け、通って行

け。民の道を備えよ。土を盛り、土を

盛って大路を設けよ。石を取りのけ。

もろもろの民の上に旗をあげよ。 11

見よ、主は地の果にまで告げて言われ

た、「シオンの娘に言え、『見よ、あ

なたの救は来る。見よ、その報いは主

と共にあり、その働きの報いは、その

前にある』と。 12彼らは『聖なる民

、主にあがなわれた者』ととなえられ

、あなたは『人に尋ね求められる者、

捨てられない町』ととなえられる」。

63「このエドムから来る者、深紅の
衣を着て、ボズラから来る者はだ

れか。その装いは、はなやかに、大い

なる力をもって進み来る者はだれか」

。「義をもって語り、救を施す力ある

わたしがそれだ」。 2「何ゆえあなた

の装いは赤く、あなたの衣は酒ぶねを

踏む者のように赤いのか」。 3「わた

しはひとりで酒ぶねを踏んだ。もろも

ろの民のなかに、わたしと事を共にす

る者はなかった。わたしは怒りによっ

て彼らを踏み、憤りによって彼らを踏

みにじったので、彼らの血がわが衣に

ふりかかり、わが装いをことごとく汚

した。 4報復の日がわが心のうちにあ

り、わがあがないの年が来たからであ

る。 5わたしは見たけれども、助ける

者はなく、怪しんだけれども、ささえ

る者はなかった。それゆえ、わがかい

ながわたしを勝たせ、わが憤りがわた

しをささえた。 6わたしは怒りによっ

て、もろもろの民を踏みにじり、憤り

によって彼らを酔わせ、彼らの血を、

地に流れさせた」。 7わたしは主がわ

れわれになされたすべてのことによっ

て、主のいつくしみと、主の誉とを語

り告げ、また、そのあわれみにより、

その多くのいつくしみによって、イス

ラエルの家に施されたその大いなる恵

みを語り告げよう。 8主は言われた、

「まことに彼らはわが民、偽りのない

子らである」と。そして主は彼らの救

主となられた。 9彼らのすべての悩み

のとき、主も悩まれて、そのみ前の使

をもって彼らを救い、その愛とあわれ

みとによって彼らをあがない、いにし

えの日、つねに彼らをもたげ、彼らを

携えられた。 10ところが彼らはそむ
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いてその聖なる霊を憂えさせたので、

主はひるがえって彼らの敵となり、み

ずから彼らと戦われた。 11その時、

民はいにしえのモーセの日を思い出し

て言った、「その群れの牧者を、海か

ら携えあげた者はどこにいるか。彼ら

の中に聖なる霊をおいた者はどこにい

るか。 12栄光のかいなをモーセの右

に行かせ、彼らの前に水を二つに分け

て、みずから、とこしえの名をつくり

、 13彼らを導いて、馬が野を走るよ

うに、つまずくことなく淵を通らせた

者はどこにいるか。 14谷にくだる家

畜のように、主の霊は彼らをいこわせ

られた。このように、あなたはおのれ

の民を導いてみずから栄光の名をつく

られた」。 15どうか、天から見おろ

し、その聖なる栄光あるすみかからご

らんください。あなたの熱心と、大能

とはどこにありますか。あなたのせつ

なる同情とあわれみとはおさえられて

、わたしにあらわれません。 16たと

いアブラハムがわれわれを知らず、イ

スラエルがわれわれを認めなくても、

あなたはわれわれの父です。主よ、あ

なたはわれわれの父、いにしえからあ

なたの名はわれわれのあながい主です

。 17主よ、なぜ、われわれをあなた

の道から離れ迷わせ、われわれの心を

かたくなにして、あなたを恐れないよ

うにされるのですか。どうぞ、あなた

のしもべらのために、あなたの嗣業で

ある部族らのために、お帰りください

。 18あなたの聖なる民が、あなたの

聖所を獲て間もないのに、われわれの

あだは、それを踏みにじりました。 19

われわれはあなたによって、いにしえ

から治められない者のようになり、あ

なたの名をもって、となえられない者

のようになりました。

64どうか、あなたが天を裂いて下り
、あなたの前に山々が震い動くよ

うに。 2火が柴木を燃やし、火が水を

沸かすときのごとく下られるように。

そして、み名をあなたのあだにあらわ

し、もろもろの国をあなたの前に震え

おののかせられるように。 3あなたは

、われわれが期待しなかった恐るべき

事をなされた時に下られたので、山々

は震い動いた。 4いにしえからこのか

た、あなたのほか神を待ち望む者に、

このような事を行われた神を聞いたこ

とはなく、耳に入れたこともなく、目

に見たこともない。 5あなたは喜んで

義を行い、あなたの道にあって、あな

たを記念する者を迎えられる。見よ、

あなたは怒られた、われわれは罪を犯

した。われわれは久しく罪のうちにあ

った。われわれは救われるであろうか

。 6われわれはみな汚れた人のように

なり、われわれの正しい行いは、こと

ごとく汚れた衣のようである。われわ

れはみな木の葉のように枯れ、われわ

れの不義は風のようにわれわれを吹き

去る。 7あなたの名を呼ぶ者はなく、

みずから励んで、あなたによりすがる

者はない。あなたはみ顔を隠して、わ

れわれを顧みられず、われわれをおの

れの不義の手に渡された。 8されど主

よ、あなたはわれわれの父です。われ

われは粘土であって、あなたは陶器師

です。われわれはみな、み手のわざで

す。 9主よ、ひどくお怒りにならぬよ

うに、いつまでも不義をみこころにと

められぬように。どうぞ、われわれを

顧みてください。われわれはみな、あ
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なたの民です。 10あなたの聖なる町

々は荒野となり、シオンは荒野となり

、エルサレムは荒れすたれた。 11わ

れわれの先祖があなたをほめたたえた

聖なる麗しいわれわれの宮は火で焼か

れ、われわれが慕った所はことごとく

荒れはてた。 12主よ、これらの事が

あってもなお、あなたはみずからをお

さえ、黙して、われわれをいたく苦し

められるのですか。

65わたしはわたしを求めなかった者
に問われることを喜び、わたしを

尋ねなかった者に見いだされることを

喜んだ。わたしはわが名を呼ばなかっ

た国民に言った、「わたしはここにい

る、わたしはここにいる」と。 2よか

らぬ道に歩み、自分の思いに従うそむ

ける民に、わたしはひねもす手を伸べ

て招いた。 3この民はまのあたり常に

わたしを怒らせ、園の中で犠牲をささ

げ、かわらの上で香をたき、 4墓場に

すわり、ひそかな所にやどり、豚の肉

を食らい、憎むべき物の、あつものを

その器に盛って、 5言う、「あなたは

そこに立って、わたしに近づいてはな

らない。わたしはあなたと区別された

ものだから」と。これらはわが鼻の煙

、ひねもす燃える火である。 6見よ、

この事はわが前にしるされた、「わた

しは黙っていないで報い返す。そうだ

、わたしは彼らのふところに、 7彼ら

の不義と、彼らの先祖たちの不義とを

共に報い返す。彼らが山の上で香をた

き、丘の上でわたしをそしったゆえ、

わたしは彼らのさきのわざを量って、

そのふところに返す」と主は言われる

。 8主はこう言われる、「人がぶどう

のふさの中に、ぶどうのしるのあるの

を見るならば、『それを破るな、その

中に祝福があるから』と言う。そのよ

うにわたしは、わがしもべらのために

行って、ことごとくは滅ぼさない。 9

わたしはヤコブから子孫をいだし、ユ

ダからわが山々を受けつぐべき者をい

だす。わたしが選んだ者はこれを受け

つぎ、わがしもべらはそこに住む。 10

シャロンは羊の群れの牧場となり、ア

コルの谷は牛の群れの伏す所となって

、わたしを尋ね求めたわが民のものと

なる。 11しかし主を捨て、わが聖な

る山を忘れ、机を禍福の神に供え、混

ぜ合わせた酒を盛って運命の神にささ

げるあなたがたよ、 12わたしは、あ

なたがたをつるぎに渡すことに定めた

。あなたがたは皆かがんでほふられる

。あなたがたはわたしが呼んだときに

答えず、わたしが語ったときに聞かず

、わたしの目に悪い事をおこない、わ

たしの好まなかった事を選んだからだ

」。 13それゆえ、主なる神はこう言

われる、「見よ、わがしもべたちは食

べる、しかし、あなたがたは飢える。

見よ、わがしもべたちは飲む、しかし

、あなたがたはかわく。見よ、わがし

もべたちは喜ぶ、しかし、あなたがた

は恥じる。 14見よ、わがしもべたち

は心の楽しみによって歌う、しかし、

あなたがたは心の苦しみによって叫び

、たましいの悩みによって泣き叫ぶ。

15あなたがたの残す名はわが選んだ者

には、のろいの文句となり、主なる神

はあなたがたを殺される。しかし、お

のれのしもべたちを、ほかの名をもっ

て呼ばれる。 16それゆえ、地にあっ

ておのれのために祝福を求める者は、

真実の神によっておのれの祝福を求め
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、地にあって誓う者は、真実の神をさ

して誓う。さきの悩みは忘れられて、

わが目から隠れうせるからである。 17

見よ、わたしは新しい天と、新しい地

とを創造する。さきの事はおぼえられ

ることなく、心に思い起すことはない

。 18しかし、あなたがたはわたしの

創造するものにより、とこしえに楽し

み、喜びを得よ。見よ、わたしはエル

サレムを造って喜びとし、その民を楽

しみとする。 19わたしはエルサレム

を喜び、わが民を楽しむ。泣く声と叫

ぶ声は再びその中に聞えることはない

。 20わずか数日で死ぬみどりごと、

おのが命の日を満たさない老人とは、

もはやその中にいない。百歳で死ぬ者

も、なお若い者とせられ、百歳で死ぬ

者は、のろわれた罪びととされる。 21

彼らは家を建てて、それに住み、ぶど

う畑を作って、その実を食べる。 22

彼らが建てる所に、ほかの人は住まず

、彼らが植えるものは、ほかの人が食

べない。わが民の命は、木の命のよう

になり、わが選んだ者は、その手のわ

ざをながく楽しむからである。 23彼

らの勤労はむだでなく、その生むとこ

ろの子らは災にかからない。彼らは主

に祝福された者のすえであって、その

子らも彼らと共におるからである。 24

彼らが呼ばないさきに、わたしは答え

、彼らがなお語っているときに、わた

しは聞く。 25おおかみと小羊とは共

に食らい、ししは牛のようにわらを食

らい、へびはちりを食物とする。彼ら

はわが聖なる山のどこでもそこなうこ

となく、やぶることはない」と主は言

われる。

66主はこう言われる、「天はわが位
、地はわが足台である。あなたが

たはわたしのためにどんな家を建てよ

うとするのか。またどんな所がわが休

み所となるのか」。 2主は言われる、

「わが手はすべてこれらの物を造った

。これらの物はことごとくわたしのも

のである。しかし、わたしが顧みる人

はこれである。すなわち、へりくだっ

て心悔い、わが言葉に恐れおののく者

である。 3牛をほふる者は、また人を

殺す者、小羊を犠牲とする者は、また

犬をくびり殺す者、供え物をささげる

者は、また豚の血をささげる者、乳香

を記念としてささげる者は、また偶像

をほめる者である。これはおのが道を

選び、その心は憎むべきものを楽しむ

。 4わたしもまた彼らのために悩みを

選び、彼らの恐れるところのものを彼

らに臨ませる。これは、わたしが呼ん

だときに答える者なく、わたしが語っ

たときに聞くことをせず、わたしの目

に悪い事を行い、わたしの好まなかっ

た事を選んだからである」。 5あなた

がた、主の言葉に恐れおののく者よ、

主の言葉を聞け、「あなたがたの兄弟

たちはあなたがたを憎み、あなたがた

をわが名のために追い出して言った、

『願わくは主がその栄光をあらわして

われわれにあなたがたの喜びを見させ

よ』と。しかし彼らは恥を受ける。 6

聞けよ、町から起る騒ぎを。宮から聞

える声を。主がその敵に報復される声

を。 7シオンは産みの苦しみをなす前

に産み、その苦しみの来ない前に男子

を産んだ。 8だれがこのような事を聞

いたか、だれがこのような事どもを見

たか。一つの国は一日の苦しみで生れ
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るだろうか。一つの国民はひと時に生

れるだろうか。しかし、シオンは産み

の苦しみをするやいなやその子らを産

んだ。 9わたしが出産に臨ませて産ま

せないことがあろうか」と主は言われ

る。「わたしは産ませる者なのに胎を

とざすであろうか」とあなたの神は言

われる。 10「すべてエルサレムを愛

する者よ、彼女と共に喜べ、彼女のゆ

えに楽しめ。すべて彼女のために悲し

む者よ、彼女と共に喜び楽しめ。 11

あなたがたは慰めを与えるエルサレム

の乳ぶさから乳を吸って飽くことがで

き、またその豊かな栄えから飲んで楽

しむことができるからだ」。 12主は

こう言われる、「見よ、わたしは川の

ように彼女に繁栄を与え、みなぎる流

れのように、もろもろの国の富を与え

る。あなたがたは乳を飲み、腰に負わ

れ、ひざの上であやされる。 13母の

その子を慰めるように、わたしもあな

たがたを慰める。あなたがたはエルサ

レムで慰めを得る。 14あなたがたは

見て、心喜び、あなたがたの骨は若草

のように栄える。主の手はそのしもべ

らと共にあり、その憤りはその敵にむ

かっていることを知る。 15見よ、主

は火の中にあらわれて来られる。その

車はつむじ風のようだ。激しい怒りを

もってその憤りをもらし、火の炎をも

って責められる。 16主は火をもって

、またつるぎをもって、すべての人に

さばきを行われる。主に殺される者は

多い」。 17「みずからを聖別し、み

ずからを清めて園に行き、その中にあ

るものに従い、豚の肉、憎むべき物お

よびねずみを食う者はみな共に絶えう

せる」と主は言われる。 18「わたし

は彼らのわざと、彼らの思いとを知っ

ている。わたしは来て、すべての国民

と、もろもろのやからとを集める。彼

らは来て、わが栄光を見る。 19わた

しは彼らの中に一つのしるしを立てて

、のがれた者をもろもろの国、すなわ

ちタルシシ、よく弓をひくプトおよび

ルデ、トバル、ヤワン、またわが名声

を聞かず、わが栄光を見ない遠くの海

沿いの国々につかわす。彼らはわが栄

光をもろもろの国民の中に伝える。 20

彼らはイスラエルの子らが清い器に供

え物を盛って主の宮に携えて来るよう

に、あなたがたの兄弟をことごとくも

ろもろの国の中から馬、車、かご、騾

馬、らくだに乗せて、わが聖なる山エ

ルサレムにこさせ、主の供え物とする

」と主は言われる。 21「わたしはま

た彼らの中から人を選んで祭司とし、

レビびととする」と主は言われる。 22

「わたしが造ろうとする新しい天と、

新しい地がわたしの前にながくとどま

るように、あなたの子孫と、あなたの

名はながくとどまる」と主は言われる

。 23「新月ごとに、安息日ごとに、

すべての人はわが前に来て礼拝する」

と主は言われる。 24「彼らは出て、

わたしにそむいた人々のしかばねを見

る。そのうじは死なず、その火は消え

ることがない。彼らはすべての人に忌

みきらわれる」。



哀歌325

哀歌

1ああ哀しいかな古昔は人のみちみち
たりし此都邑いまは凄しき様にて坐

し寡婦のごとくになれり嗟もろもろ

の民の中にて大いなりし者もろもろの

州の中に女王たりし者いまはかへつて

貢をいるる者となりぬ 2彼よもすがら

痛く泣きかなしみて涙面にながるその

戀人の中にはこれを慰むる者ひとりだ

に無くその朋これに背きてその仇とな

れり 3ユダは艱難の故によりまた大い

なる苦役のゆゑによりて擄はれゆきも

ろもろの國に住ひて安息を得ずこれを

追ふものみな狭隘にてこれに追しきぬ

4シオンの道路は節會の上り來る者な

きがために哀しみその門はことごとく

荒れその祭司は歎きその處女は憂へ

シオンもまた自から苦しむ 5その仇は

首となりその敵は享ゆその愆の多き

によりてヱホバこれをなやませたまへ

るなりそのわかき子等は擄はれて仇の

前にゆけり 6シオンの女よりはその榮

華ことごとく離れされりまたその牧伯

等は草を得ざる鹿のごとくに成りおの

れを追ふものの前に力つかれて歩みゆ

けり 7ヱルサレムはその艱難と窘迫の

時むかしの代にありしもろもろの樂し

き物を思ひ出づその民仇の手におちい

り誰もこれを助くるものなき時仇人こ

れを見てその荒はてたるを笑ふ 8ヱル

サレムははなはだしく罪ををかしたれ

ば汚穢たる者のごとくになれり前にこ

れを尊とびたる者もその裸體を見しに

よりて皆これをいやしむ是もまたみづ

から嗟き身をそむけて退けり 9その汚

穢これが裾にあり彼その終局をおもは

ざりき此故に驚ろくまでに零落たり

一人の慰むる者だに無しヱホバよわが

艱難をかへりみたまへ敵は勝ほこれり

10敵すでに手を伸てその財寳をことご

とく奪ひたり汝さきに異邦人等はなん

ぢの公會にいるべからずと命じおきた

まひしに彼らが聖所を侵しいるをシオ

ンは見たり 11その民はみな哀きて食

物をもとめその生命を支へんがために

財寳を出して食にかへたりヱホバよ見

そなはし我のいやしめらるるを顧みた

まへ 12すべて行路人よなんぢら何と

もおもはざるかヱホバその烈しき震怒

の日に我をなやましてわれに降したま

へるこの憂苦にひとしき憂苦また世に

あるべきや考がへ見よ 13ヱホバ上よ

り火をくだしわが骨にいれて之を克服

せしめ網を張りわが足をとらへて我を

後にむかしめ我をして終日心さびしく

かつ疾わづらはしめたまふ 14わが愆

尤の軛は主の御手にて結ばれ諸の愆あ

ひ纒はりてわが項にのれり是はわが力

をしておとろへしむ主われを敵たりが

たき者の手にわたしたまへり 15主わ

れの中なる勇士をことごとく除き節會

をもよほして我を攻めわが少き人を打

ほろぼしたまへり主酒榨をふむがごと

くにユダの處女をふみたまへり 16こ

れがために我なげくわが目やわが目に

は水ながるわがたましひを活すべき慰

さむるものわれに遠ければなりわが子

等は敵の勝るによりて滅びうせにき 17

シオンは手をのぶれども誰もこれを慰

むる者なしヤコブにつきてはヱホバ命

をくだしてその周圍の民をこれが敵と

ならしめたまふヱルサレムは彼らの中

にありて汚れたる者のごとくなりぬ 18

ヱホバは正し我その命令にそむきたる

なり一切の民よわれに聽けわが憂苦

をかへりみよわが處女もわかき男も俘
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囚て往り 19われわが戀人を呼たれど

も彼らはわれを欺むけりわが祭司およ

びわが長老は生命を繋がんとて食物を

求むる間に都邑の中にて氣息たえたり

20ヱホバよかへりみたまへ 我はなやみ

てをりわが膓わきかへりわが心わが

衷に顛倒す我甚しく悖りたればなり

外には劍ありてわが子を殺し内には死

のごとき者あり 21かれらはわが嗟歎

をきけり我をなぐさむるもの一人だに

无しわが敵みなわが艱難をききおよび

汝のこれを爲たまひしを喜こべり汝は

さきに告しらせしその日を來らせたま

はん而して彼らもつひに我ごとくに成

るべし 22ねがはくは彼等が與へし艱

難をことごとくなんぢの御前にあらは

し前にわがもろもろの罪愆のために我

におこなひし如く彼らにも行ひたまへ

わが嗟歎は多くわが心はうれひかなし

むなり

2ああヱホバ震怒をおこし黒雲をもて
シオンの女を蔽ひたまひイスラエル

の榮光を天より地におとしその震怒の

日に己の足凳を心にとめたまはざりき

2主ヤコブのすべての住居を呑つくし

てあはれまず震怒によりてユダの女の

保砦を毀ちこれを地にたふしその國

とその牧伯等を辱かしめ 3烈しき震怒

をもてイスラエルのすべての角を絶ち

敵の前にて己の右の手をひきちぢめ四

面を焚きつくす燃る火のごとくヤコブ

を焚き 4敵のごとく弓を張り仇のごと

く右の手を挺て立ち凡て目に喜こばし

きものを滅しシオンの女の幕屋に火の

ごとくその怒をそそぎたまへり 5主敵

のごとくに成たまひてイスラエルを呑

ほろぼしその諸の殿を呑ほろぼしそ

のもろもろの保砦をこぼちユダの女の

上に憂愁と悲哀を増くはへ 6園のごと

く己の幕屋を荒しその集會の所をほろ

ぼしたまへりヱホバ節會と安息日とを

シオンに忘れしめ烈しき怒によりて王

と祭司とをいやしめ棄たまへり 7主そ

の祭壇を忌棄てその聖所を嫌ひ憎みて

その諸の殿の石垣を敵の手にわたした

まへり彼らは節會の日のごとくヱホバ

の室にて聲をたつ 8ヱホバ、シオンの

女の石垣を毀たんと思ひさだめ繩を張

りこぼち進みてその手をひかず壕と

石垣とをして哀しましめたまふ是らは

共に憂ふ 9その門は地に埋もれヱホバ

その關木をこぼちくだきその王ともろ

もろの牧伯は律法なき國人の中にあり

その預言者はヱホバより異象を蒙らず

10シオンの女の長老等は地に坐りて黙

し首に灰をかむり身に麻をまとふヱ

ルサレムの處女は首を地に低る 11わ

が目は涙の爲に潰れんとしわが膓は沸

かへりわが肝は地に塗るわが民の女

ほろぼされ幼少ものや乳哺子は疲れは

てて邑の街衢に氣息たえなんとすれば

なり 12かれらは疵を負る者の如く邑

のちまたにて氣息たえなんとし母の懐

にその靈魂をそそがんとし母にむかひ

て言ふ穀物と酒とはいづくにあるやと

13ヱルサレムの女よ 我なにをもて汝に

あかしし何をもて汝にならべんやシ

オンの處女よわれ何をもて汝になぞら

へて汝をなぐさめんや汝のやぶれは海

のごとく大なり嗟たれか能く汝を醫さ

んや 14なんぢの預言者は虚しき事と

愚なることとなんぢに預言しかつて汝

の不義をあらはしてその俘囚をまぬか

れしめんとはせざりきその預言すると

ころは唯むなしき重荷および追放たる

る根本となるべき事のみ 15すべて往
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來の人なんぢにむかひて手を拍ちヱル

サレムの女にむかひて嘲りわらひかつ

頭をふりて言ふ美麗の極全地の欣喜と

となへたりし邑は是なるかと 16なん

ぢのもろもろの敵はなんぢに對ひて口

を開けあざけり笑ひて切齒をなす斯

て言ふわれら之を呑つくしたり是われ

らが望みたりし日なり我ら已に之にあ

へり我らすでに之を見たりと 17ヱホ

バはその定めたまへることを成しいに

しへより其命じたまひし言を果したま

へりヱホバはほろぼして憐れまず敵

をして汝にかちほこらしめ汝の仇の角

をたかくしたまへり 18かれらの心は

主にむかひて呼はれりシオンの女の墻

垣よなんぢ夜も晝も河の如く涙をなが

せみづから安んずることをせず汝の

瞳子を休むることなかれ 19なんぢ夜

の初更に起いでて呼さけべ主の御前に

汝の心を水のごとく灌げ街衢のほとり

に饑たふるるなんぢの幼兒の生命のた

めに主にむかひて兩手をあげよ 20ヱ

ホバよ視たまへ汝これを誰におこなひ

しか願はくは顧みたまへ婦人おのが

實なるその懷き育てし孩兒を食ふべけ

んや祭司預言者等主の聖所において殺

さるべけんや 21をさなきも老たるも

街衢にて地に臥しわが處女も若き男も

刄にかかりて斃れたりなんぢはその震

怒の日にこれを殺しこれを屠りて恤れ

みたまはざりき 22なんぢ節會の日の

ごとくわが懼るるところの者を四方よ

り呼あつめたまへりヱホバの震怒の日

には遁れたる者なく又のこりたる者な

かりきわが懷き育てし者はみなわが敵

のためにほろぼされたり

3我はかれの震怒の笞によりて艱難に
遭たる人なり 2かれは我をひきて黒

暗をあゆませ光明にゆかしめたまはず

3まことに屢々その手をむけて終日わ

れを攻なやまし 4わが肉と肌膚をおと

ろへしめわが骨を摧き 5われにむかひ

て患苦と艱難を築きこれをもて我を圍

み 6われをして長久に死し者のごとく

暗き處に住しめ 7我をかこみて出るこ

と能はざらしめわが鏈索を重くしたま

へり 8我さけびて助をもとめしとき彼

わが祈禱をふせぎ 9斫たる石をもてわ

が道を塞ぎわが途をまげたまへり 10

その我に對することは伏て伺がふ熊の

ごとく潜みかくるる獅子のごとし 11

われに路を離れしめ我をひきさきて獨

くるしましめ 12弓を張りてわれを矢

先の的となし 13矢筒の矢をもてわが

腰を射ぬきたまへり 14われはわがす

べての民のあざけりとなり終日うたひ

そしらる 15かれ我をして苦き物に飽

しめ茵蔯を飮しめ 16小石をもてわが

齒を摧き灰をもて我を蒙ひたまへり 17

なんぢわが靈魂をして平和を遠くはな

れしめたまへば我は福祉をわすれたり

18是において我みづから言り わが氣力

うせゆきぬヱホバより何を望むべきと

ころ無しと 19ねがはくは我が艱難と

苦楚茵蔯と膽汁とを心に記たまへ 20

わがたましひは今なほ是らの事を想ひ

てわが衷に鬱ぐ 21われこの事を心に

おもひ起せりこの故に望をいだくなり

22われらの尚ほろびざるはヱホバの仁

愛によりその憐憫の盡ざるに因る 23

これは朝ごとに新なりなんぢの誠實は

おほいなるかな 24わが靈魂は言ふヱ

ホバはわが分なりこのゆゑに我彼を待

ち望まん 25ヱホバはおのれを待ち望

む者とおのれを尋ねもとむる人に恩惠

をほどこしたまふ 26ヱホバの救拯を
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のぞみて靜にこれを待は善し 27人わ

かき時に軛を負は善し 28ヱホバこれ

を負せたまふなれば獨坐して黙すべし

29口を塵につけよあるひは望あらん

30おのれを撃つ者に頬をむけ 充足れる

までに恥辱をうけよ 31そは主は永久

に棄ることを爲したまはざるべければ

なり 32かれは患難を與へ給ふといへ

どもその慈悲おほいなればまた憐憫を

加へたまふなり 33心より世の人をな

やましかつ苦しめ給ふにはあらざるな

り 34世のもろもろの俘囚人を脚の下

にふみにじり 35至高者の面の前にて

人の理を抂げ 36人の詞訟を屈むるこ

とは主のよろこび給はざるところなり

37主の命じたまふにあらずば誰か事を

述んにその事即ち成んや 38禍も福も

ともに至高者の口より出るにあらずや

39活る人なんぞ怨言べけんや 人おのれ

の罪の罰せらるるをつぶやくべけんや

40我等みづからの行をしらべかつ省み

てヱホバに歸るべし 41我ら天にいま

す神にむかひて手とともに心をも擧べ

し 42われらは罪ををかし我らは叛き

たりなんぢこれを赦したまはざりき

43なんぢ震怒をもてみづから蔽ひ 我ら

を追攻め殺してあはれまず 44雲をも

てみづから蔽ひ祈禱をして通ぜざらし

め 45もろもろの民の中にわれらを塵

埃となしたまへり 46敵は皆われらに

むかひて口を張れり 47恐懼と陷阱ま

た暴行と滅亡我らに來れり 48わが民

の女の滅亡によりてわが眼には涙の河

ながる 49わが目は斷ず涙をそそぎて

止ず 50天よりヱホバの臨み見て顧み

たまふ時にまで至らん 51わが邑の一

切の女等の故によりてわが眼はわが心

をいたましむ 52故なくして我に敵す

る者ども鳥を追ごとくにいたく我をお

ひ 53わが生命を坑の中にほろぼしわ

が上に石を投かけ 54また水わが頭の

上に溢る我みづから言り滅びうせぬと

55ヱホバよ われ深き坑の底より汝の名

を呼り 56なんぢ我が聲を聽きたまへ

りわが哀歎と祈求に耳をおほひたまふ

なかれ 57わが汝を龥たりし時なんぢ

は近よりたまひて恐るるなかれと宣へ

り 58主よなんぢはわが靈魂の訴を助

け伸べわが生命を贖ひ給へり 59ヱホ

バよなんぢは我がかうむりたる不義を

見たまへり願はくは我に正しき審判を

與へたまへ 60なんぢは彼らが我を怨

みわれを害せんとはかるを凡て見たま

へり 61ヱホバよなんぢは彼らが我を

詈り我を害せんとはかるを凡て聞きた

まへり 62かの立て我に逆らふ者等の

言語およびその終日われを攻んとて運

らす謀計もまた汝これを聞たまへり 63

ねがはくは彼らの起居をかんがみたま

へ我はかれらに歌ひそしらる 64ヱホ

バよなんぢは彼らが手に爲すところに

循がひて報をなし 65かれらをして心

くらからしめたまはんなんぢの呪詛か

れらに歸せよ 66なんぢは震怒をもて

かれらを追ひヱホバの天の下よりかれ

らをほろぼし絶ちたまはん

4ああ黄金は光をうしなひ純金は色を
變じ聖所の石はもろもろの街衢の口

に投すてられたり 2ああ精金にも比ぶ

べきシオンの愛子等は陶噐師の手の作

なる土の器のごとくに見做る 3山犬さ

へも乳房をたれてその子に乳を哺す然

るにわが民の女は殘忍荒野の鴕鳥のご

とくなれり 4乳哺兒の舌は渇きて上顎

にひたと貼き幼兒はパンをもとむるも

擘てあたふる者なし 5肥甘物をくらひ
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居りし者はおちぶれて街衢にあり紅の

衣服にて育てられし者も今は塵堆を抱

く 6今我民の女のうくる愆の罰はソド

ムの罪の罰よりもおほいなりソドムは

古昔人に手を加へらるることなくして

瞬く間にほろぼされしなり 7わが民の

中なる貴き人は從前には雪よりも咬潔

に乳よりも白く珊瑚よりも躰紅色にし

てその形貌のうるはしきこと藍玉のご

とくなりしが 8いまはその面くろきが

上に黒く街衢にあるとも人にしられず

その皮は骨にひたと貼き乾きて枯木の

ごとくなれり 9劍にて死る者は饑て死

る者よりもさいはひなりそは斯る者は

田圃の産物の罄るによりて漸々におと

ろへゆき刺れし者のごとくに成ばなり

10わが民の女のほろぶる時には情愛ふ

かき婦人等さへも手づから己の子等を

煮て食となせり 11ヱホバその憤恨を

ことごとく洩し烈しき怒をそそぎ給ひ

シオンに火をもやしてその基礎までも

焼しめ給へり 12地の諸王も世のもろ

もろの民もすべてヱルサレムの門に仇

や敵の打いらんとは信ぜざりき 13斯

なりしはその預言者の罪によりその祭

司の愆によれりかれらは即はち正しき

者の血をその邑の中にながしたりき 14

今かれらは盲人のごとく街衢にさまよ

ひ身は血にて汚れをれば人その衣服に

ふるるあたはず 15人かれらに向ひて

呼はり言ふ去れよ穢らはし去れ去れ

觸るなかれと彼らはしり去りて流離ば

異邦人の中間にても人々また言ふ彼ら

は此に寓るべからずと 16ヱホバ怒れ

る面をもてこれを散し給へり再びこれ

を顧みたまはじ人々祭司の面をも尊ば

ず長老をもあはれまざりき 17われら

は頼まれぬ救援を望みて目つかれおと

ろふ我らは俟ゐたりしが救拯をなすこ

と能はざる國人を待をりぬ 18敵われ

らの脚をうかがへば我らはおのれの街

衢をも歩くことあたはず我らの終ちか

づけり我らの日つきたり即ち我らの

終きたりぬ 19我らを追ふものは天空

ゆく鷲よりも迅し山にて我らを追ひ

野に伏てわれらを伺ふ 20かの我らが

鼻の氣息たる者ヱホバに膏そそがれた

るものは陷阱にて執へられにき是はわ

れらが異邦にありてもこの蔭に住んと

おもひたりし者なり 21ウズの地に住

むエドムの女よ悦び樂しめ汝にもまた

つひに杯めぐりゆかんなんぢも醉て裸

になるべし 22シオンの女よなんぢが

愆の罰はをはれり重ねてなんぢを擄へ

ゆきたまはじエドムの女よなんぢの

愆を罰したまはん汝の罪を露はしたま

はん

5ヱホバよ我らにありし所の事をおも
ひたまへ我らの恥辱をかへりみ觀た

まへ 2われらの産業は外國人に歸しわ

れらの家屋は他國人の有となれり 3わ

れらは孤子となりて父あらずわれらの

母は寡婦にひとし 4われらは金を出し

て自己の水を飮みおのれの薪を得るに

も價をはらふ 5われらを追ふ者われら

の頸に迫る我らは疲れて休むことを得

ず 6食物を得て饑を凌がんとてエジプ

ト人およびアッスリヤ人に手を與へた

り 7われらの父は罪ををかして已に世

にあらず我らその罪を負ふなり 8奴僕

等われらを制するに誰ありて我らを之

が手よりすくひ出すものなし 9荒野の

刀兵の故によりて我ら死を冒して食物

を得 10饑饉の烈しき熱氣によりてわ

れらの皮膚は爐のごとく熱し 11シオ

ンにて婦人等をかされユダの邑々にて
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處女等けがさる 12侯伯たる者も敵の

手にて吊され老たる者の面も尊とばれ

ず 13少き者は石磨を擔はせられ童子

は薪を負ふてよろめき 14長老は門に

あつまることを止め少き者はその音樂

を廢せり 15我らが心の快樂はすでに

罷みわれらの跳舞はかはりて悲哀とな

り 16われらの冠冕は首より落たりわ

れら罪ををかしたれば禍なるかな 17

これが爲に我らの心うれへこれらのた

めに我らが目くらくなれり 18シオン

の山は荒はて山犬はその上を歩くなり

19ヱホバよなんぢは永遠に在す なんぢ

の御位は世々かぎりなし 20何とて我

らを永く忘れわれらを斯ひさしく棄お

きたまふや 21ヱホバよねがはくは我

らをして汝に歸らしめたまへわれら歸

るべし我らの日を新にして昔日の日の

ごとくならしめたまへ 22さりとも汝

まつたく我らを棄たまひしや痛くわれ

らを怒りゐたまふや
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年
にバビロンの王ネブカデネザル、ヱ

ルサレムにきたりて之を攻圍みしに 2

主ユダの王ヱホヤキムと神の家の器具

幾何とをかれの手にわたしたまひけれ

ば則ちこれをシナルの地に携へゆきて

己の神の家にいたりその器具を己の神

の庫に蔵めたり 3茲に王寺人の長アシ

ベナズに命じてイスラエルの子孫の中

より王の血統の者と貴族たる者幾何を

召寄しむ 4即ち身に疵なく容貌美しく

して一切の智慧の道に頴く知識ありて

思慮深く王の宮に侍るに足る能幹ある

少き者を召寄しめこれにカルデヤ人の

文學土と言語とを學ばせんとす 5是を

もて王は命を下して日々に王の用ゐる

饌と王の飮む酒とを彼らに與へしめ三

年の間かく彼らを養ひ育てしめんとす

是その後に彼らをして王の前に立こと

を得せしめんとてなり 6是等の中にユ

ダの人ダニエル、ハナニヤ、ミシヤエ

ル、アザリヤありしが 7寺人の長かれ

らに名をあたへてダニエルをベルテシ

ヤザルと名けハナニヤをシヤデラクと

名けミシヤエルをメシヤクと名けアザ

リヤをアベデネゴと名く 8然るにダニ

エルは王の用ゐる饌と王の飮む酒とを

もて己の身を汚すまじと心に思ひさだ

めたれば己の身を汚さざらしめんこと

を寺人の長に求む 9以前よりヱホバ、

ダニエルをして寺人の長の慈悲と寵愛

とを蒙らしめたまふ 10是において寺

人の長ダニエルに言けるは吾主なる王

すでに命をくだして汝らの食物と汝ら

の飮物とを頒たしめたまへば我かれを

畏る恐くは彼なんぢらの面の其同輩の

少者等と異にして憂色あるを見ん然る

時は汝らのために我首王の前に危から

ん 11寺人の長はメルザル官をしてダ

ニエル、ハナニヤ、ミシヤエル及びア

ザリヤを監督らせ置たればダニエル之

に言けるは 12請十日の間僕等を験し

たまへ即ち我らには菜蔬を與へて食せ

水を與ヘて飮せよ 13而して我らの面

と王の饌を食ふ少者どもの面とを較べ

見汝の視るところにしたがひて僕等を

待ひたまへと 14是において彼この事

を聴いれ十日のあひだ彼らを験しける

が 15十日の後にいたりて見るに王の

饌を食へる諸の少者よりも彼らの面は

美しくまた肥え膩つきてありければ 16

メルザル官すなはち彼らの分なる饌と

彼らの飮べき洒とを撤きさりて菜蔬を

これに與へたり 17この四人の少者に

は神知識を得させ諸の文學と智慧に頴

からしめたまへりダニエはまた能く各

諸の異象と夢兆を暁る 18王かねて命

をくだし少者どもを召いるる迄に經べ

き日を定めおきしがその日數も過たる

に因て寺人の長かれらを引てネブカデ

ザルの前にいたりければ 19王かれら

と言談へり彼ら一切の中にはダニエル

、ハナニヤ、ミシヤエル、アザリヤに

比ぶ者あらざりければこの四人は王の

前に侍れり 20王かれらに諸の事を詢

たづね見に彼らは智慧の學においてそ

の全國の博士と法術士に愈ること十倍

なり 21ダニエルはクロス王の元年ま

でありき

2ネブカデネザルの治世の二年にネブ
カデネザル夢を見それがために心に

思ひなやみて復睡ること能はざりき 2

是をもて王は命を下し王のためにその

夢を解せんとて博士と法術士と魔術士

とカルデヤ人とを召しめたれぼ彼ら來
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りて王の前に立つ 3王すなはち彼らに

むかひ我夢を見その夢の義を知んと心

に思ひなやむと言ければ 4カルデヤ人

等スリア語をもて王に申しけるは願く

は王長壽かれ請ふ僕等にその夢を語り

たまへ我らその解明を進めたてまつら

んと 5王こたへてカルデヤ人に言ける

は我すでに命を出せり汝等もしその夢

とこれが解明とを我に示さざるにおい

ては汝らの身は切裂れ汝らの家は厠に

せられん 6又汝らもしその夢とこれが

解明を示さば贐物と賞賚と大なる尊榮

とを我より獲ん然ばその夢と之が解明

を我に示せ 7彼らまた對へて言けるは

願くは王僕どもにその夢を語りたまへ

然ば我らその解明を奏すべしと 8王こ

たへて言けるは我あきらかに知る汝ら

は吾命の下りしを見るが故に時を延さ

んことを望むなり 9汝らもしその夢を

我に示さずば汝らを處置するの法は只

一のみ汝らは相語らひて虚言と妄誕な

る詞を我前にのべて時の變るを待んと

するなり汝ら今先その夢を我に示せ然

すれば汝らがその解明をも我にしめし

得ることを我しらんと 10カルデヤ人

等こたへて王の前に申しけるは世の中

には王のその事を示し得る人一箇もな

し是をもて王たる者主たる者君たる者

等の中に斯る事を博士または法術士ま

たはカルデヤ人に問たづねし者絶てあ

らざるなり 11王の問たまふその事は

甚だ難し肉身なる者と共に居ざる神々

を除きては王の前にこれを示すことを

得る者無るべしと 12斯りしかば王怒

を發し大に憤りバビロンの智者をこと

ごとく殺せと命じたり 13即ち此命く

だりければ智者等は殺されんとせり又

ダニエルとその同僚をも殺さんともと

めたり 14茲に王の侍衛の長アリオク

、バビロンの智者等を殺さんとて出き

たりければダニエル遠慮と智慧とをも

て之に應答せり 15すなはち王の高官

アリオクに對へて言けるは王なにとて

斯すみやかにこの命を下したまひしや

とアリオクその事をダニエルに告しら

せたれば 16ダニエルいりて王に乞求

めて言ふ暫くの時日を賜へ然ばその解

明を王に奏せんと 17斯てダニエルそ

の家にかへりその同僚ハナニヤ、ミシ

ヤエルおよびアザリヤにこの事を告し

らせ 18共にこの秘密につき天の神の

憐憫を乞ひダニエルとその同僚等をし

てその他のバビロンの智者とともに滅

びさらしめんことを求めたりしが 19

ダニエルつひに夜の異象の中にこの秘

密を示されければダニエル天の神を賞

賛ふ 20即ちダニエル應へて言けるは

永遠より永遠にいたるまでこの神の御

名は讃まつるべきなり智慧と權能はこ

れが有なればなり 21彼は時と期とを

變じ王を廃し王を立て智者に智慧を與

へ賢者に知識を賜ふ 22彼は深妙秘密

の事を顕し幽暗にあるところの者を知

たまふまた光明彼の裏にあり 23わが

先祖等の神よ汝は我に智慧と權能を賜

ひ今われらが汝に乞求めたるところの

事を我にしめし給へば我感謝して汝を

賞賛ふ即ち汝は王のかの事を我らに示

したまへり 24是においてダニエルは

王がバビロンの智者等を殺すことを命

じおけるアリオクの許にいたり即ちい

りてこれに言けるはバビロンの智者等

を殺す勿れ我を王の前に引いたれよ我

その解明を王に奏上ぐべしと 25アリ

オクすなはちダニエルを引て急ぎ王の

前にいたり王にまうしけるは我ユダの
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俘囚人の中に一箇の人を得たり是者そ

の解明を王にまうしあげん 26王こた

へてベルテシヤザルと名くるダニエル

に言けるは汝は我が見たる夢とその解

明とを我に知らすることを得るやと 27

ダニエルすなはち應へて王の前に言け

るは王の問たまふ秘密は智者法術士博

士卜筮師など之を王に奏上ぐることを

得ず 28然ど天に一の神ありて秘密を

あらはし給ふ彼後の日に起らんところ

の事の如何なるかをネブカデネザル王

にしらせたまふなり汝の夢汝が牀にあ

りて想見たまひし汝の脳中の異象は是

なり 29王よ汝牀にいりし時将來の事

の如何を想ひまはしたまひしが秘密を

顕す者将來の事の如何を汝にしめし給

へり 30我がこの示現を蒙れるは凡の

生る者にまさりて我に智慧あるに由に

あらず唯その解明を王に知しむる事あ

りて王のつひにその心に想ひたまひし

事を知にいたり給はんがためなり 31

王よ汝は一箇の巨なる像の汝の前に立

るを見たまへり其像は大くしてその光

輝は常ならずその形は畏ろしくあり 32

其像は頭は純金胸と兩腕とは銀腹と

腿とは銅 33脛は鉄脚は一分は鉄一分

は泥土なり 34汝見て居たまひしに遂

に一箇の石人手によらずして鑿れて出

でその像の鉄と泥土との脚を撃てこれ

を碎けり 35斯りしかばその鉄と泥土

と銅と銀と金とは皆ともに碎けて夏の

禾場の糠のごとくに成り風に吹はらは

れて止るところ無りき而してその像を

撃たる石は大なる山となりて全地に充

り 36是その夢なり我らその解明を王

の前に陳ん 37王よ汝は諸王の王にい

ませり即ち天の神汝に國と權威と能力

と尊貴とを賜へり 38また人の子等等

の獣畜かよび天空の鳥は何處にをる者

にもあれ皆これを汝の手に與へて汝に

これをことごとく治めしめたまふ汝は

すなはち此金の頭なり 39汝の後に汝

に劣る一の國おこらんまた第三に銅の

國おこりて全世界を治めん 40第四の

國は堅きこと鉄のごとくならん鉄は能

く萬の物を毀ち碎くなり鉄の是等をこ

とごとく打碎くがごとく其國は毀ちか

つ碎くことをせん 41汝その足と足の

趾を見たまひしに一分は陶人の泥土一

分は鉄なりければその國は分裂たる者

ならん又汝鉄と粘土との混和たるを見

たまひたればその國は鉄のごとく強か

らん 42その足の趾の一分は鉄一分は

泥土なりしごとくその國は強きところ

もあり脆きところも有ん 43汝が鉄と

粘土との混りたるを見たまひしごとく

其等は人草の種子と混らん然ど鉄と泥

土との相合せざるごとく彼と此と相合

すること有じ 44この王等の日に天の

神一の國を建たまはん是は何時までも

滅ぶること無らん此國は他の民に歸せ

ず却てこの諸の國を打破りてこれを滅

せん是は立ちて永遠にいたらん 45か

の石の人手によらずして山より鑿れて

出で鉄と銅と泥土と銀と金とを打碎き

しを汝が見たまひしは即ちこの事なり

大御神この後に起らんところの事を王

にしらせたまへるなりその夢は眞にし

てこの解明は確なり 46是においてネ

ブカデネザル王は俯伏てダニエルを拝

し礼物と香をこれに献ぐることを命じ

たり 47而して王こたへてダニエルに

言けるは汝がこの秘密を明かに示すこ

とを得たるを見れば誠に汝らの神は神

等の神王等の主にして能く秘密を示す

者なりと 48かくて王はダこエルに高
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位を授け種々の大なる賜物を與へてこ

れをバビロン全州の総督となしまたバ

ビロンの智者等を統る者の首長となせ

り 49王またダニエルの願によりてシ

ヤデラクとメシヤクとアベデネゴを挙

てバビロン州の事務をつかさどらしめ

たりダニエルは王の宮にをる

3茲にネブカデネザル王一箇の金の像
を造れりその高は六十キユビトその

横の廣は六キユビトなりき即ちこれを

バビロン州のドラの平野に立たり 2而

してネブカデネザル王は州牧将軍方伯

刑官庫官法官士師および州郡の諸有司

を召集めそのネブカデネザル王の立た

る像の告成礼に臨ましめんとせり 3是

においてその州牧将軍方伯刑官庫官法

官土師および州郡の諸有司等はネブカ

デネザル王の立たる像の告成礼に臨み

そのネブカデネザル王の立たる像の前

に立り 4時に傳令者大聲に呼はりて言

ふ諸民諸族諸音よ汝らは斯命ぜらる 5

汝ら喇叭笙琵琶琴瑟篳篥などの諸の樂

器の音を聞く時は俯伏しネブカデネザ

ル王の立たまへる金像を拝すべし 6凡

て俯伏て拝せざる者は即時に火の燃る

爐の中に投こまるべしと 7是をもて諸

民等喇叭笙琵琶琴瑟などの諸の樂器の

音を聞くや直に諸民諸族諸音みな俯伏

しネブカデネザル王の立たる金像を拝

したり 8そわ寺成カ冲デヤ人等巡みき

たりてユダヤ人を讒奏せり 9即ち彼ら

ネブカデネザル王に奏聞して言ふ願く

は王長壽かれ 10王よ汝は命を出して

宜へり凡て喇叭笙琵琶琴瑟篳篥などの

諸の樂器の音を聞く者はみな俯伏しこ

の像を拝すべし 11凡て俯伏し拝せざ

る者はみな火の燃る鍾の巾に投こまる

べしと 12此に汝が立てバビロン州の

事務を司どらせ給へるユダヤ人シヤデ

ラク、メシヤクおよびアベデネゴあり

王よ此人々は汝を尊ばず汝の神々にも

事へず汝の立たまへる金像をも拝せざ

るなりと 13是においてネブカデネザ

ル怒りかつ憤りてシヤデラク、メシヤ

クおよびアベデネゴを召寄よと命じけ

れば即ちこの人々を王の前に引きたり

しに 14ネブカデネザルかれらに問て

言けるはジヤデラク、メシヤク、アベ

デネゴよ汝ら我神に事へずまた我が立

たる金像を拝せざるは是故意にするな

るか 15汝らもし何の時にもあれ喇叭

笙琵琶琴瑟篳篥などの諸の樂器の音を

聞く時に俯伏し我が造れる像を拝する

ことを爲ば可し然ど汝らもし拝するこ

とをせずば即時に火の燃る爐の中に投

こまるべし何の神か能く汝らをわが手

より就ひいだすことをせん 16シヤデ

ラク、メシヤクおよびアベデネゴ對へ

て王に言けるはネブカデネザルよこの

事においては我ら汝に答ふるに及ばず

17もし善らんには王よ我らの事ふる我

らの神我らを救ふの能あり彼その火の

燃る爐の中と汝の手の中より我らを救

ひいださん 18仮令しからざるも王よ

知たまへ我らは汝の神々に事へずまた

汝の立たる金像を拝せじ 19是に沿い

てネブカデネザル怒氣を充しシヤデラ

ク、メシヤクおよびアベデネゴにむか

ひてその面の容を變へ即ち爐を常に熱

くするよりも七倍熱くせよと命じ 20

またその軍勢の中の力強き人身を喚て

シヤデラク、メシヤクおよびアベデネ

ゴを縛りてこれを火の燃る爐の中に投

こめと命じたり 21是をもて此人心は

その褲子羽織外套およびその他の服装

を着たるままにて縛られて大の燃る爐
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の中に投こまれたりしが 22王の命は

なはだ急にして爐は甚だしく熱しゐた

れば彼のシヤデラク、メシヤクおよび

アベデネゴを引抱へゆける者等はその

火焔に焼ころされたり 23また此シヤ

デラク、メシヤク、デベデネゴの三人

は縛られたるままにて燃る爐の中に落

いりぬ 24時にネブカデネザル王驚き

て急忙しくたちあがり大臣等に言ふ我

らは三人を縛りて火の中に役いれざり

しや彼ら王にこたへて言ふ王よ然りと

25王また應へて言ふ我見るに四人の者

縲絏解て火の中に歩みをり凡て何の害

をも受ずまたその第四の者の容は神の

子のごとしと 26ネブカデネザルすな

はちその火の燃る爐の口に進みよりて

呼て言ふ至高神の僕シヤデラク、メシ

ヤク、アベデネゴよ汝ら出きたれと是

においてシヤデラク、メシヤクおよび

アベデネゴその火の中より出きたりし

かば 27州牧将軍方伯および王の大臣

等集まりて比人々を見たり此人々の身

は火もこれを害する力なかりきまたそ

の頭の髪は焼けずその衣裳は傷ねず火

の臭氣もこれに付ざりき 28ネブカデ

ネザルすなはち宣て曰くシヤデラク、

メシヤク、アベデネゴの神は讃べき哉

彼その使者を遣りて己を頼む僕を救へ

りまた彼らは自己の神の外には何の神

にも事へずまた拝せざらんとて王の命

をも用ひず自己の身をも捨んとせり 29

然ば我今命を下す諸民諸族諸音の中凡

てシヤデラク、メシヤクおよびアベダ

ネゴの神を詈る者あらばその身は切裂

れその家は厠にせられん其は是のごと

くに救を施す神他にあらざればなりと

30かくて王またシヤデラク、メシヤク

およびアベデネゴの位をすすめてバビ

ロン州にをらしむ

4ネブカデネザル王全世界に住める諸
民諸族諸音に諭す願くは大なる平安

汝らにあれ 2至高神我にむかひて徴證

と奇蹟を行へり我これを知しむること

を善と思ふ 3嗚呼大なるかなその徴證

嗚呼盛なるかなその奇蹟その國は永遠

の國その權は世々限なし 4我ネブカデ

ネザルわが家に安然に居りわが宮に榮

え居れり 5我一の夢を見て之がために

懼れ即ち床にありてその事を想ひめぐ

らしその我脳中の異象のために心をな

やませり 6是に於て我命を下しバビロ

ンの智者をことごとく我前に召よせし

めてその夢の解明を我にしめさせんと

爲たれば 7すなはち博士法術士カルデ

ヤ人卜筮師等きたりしに囚て我その夢

を彼らに語りけるに彼らはその解明を

我にしめすことを得ざりき 8かくて後

ダニエルわが前に來れり彼の名は吾神

の名にしたがひてベルテシヤザルと稱

へられその裏には聖神の霊やどれり我

その夢を彼の前に語りて曰けらく 9博

士の長ベルテシヤザルよ我しる汝の裏

には聖神の霊やどれば如何なる秘密も

汝には難き事なし我が夢に見たるとこ

ろの事等を聞きその解明を我に告げよ

10我が床にありて見たる吾脳中の異象

は是のごとし我観しに地の當中に一の

樹ありてその丈高かりしが 11その樹

長じて強固なり天に達するほどの高と

なりて地の極までも見えわたり 12そ

の葉は美しくその菓は饒にして一切の

者その中より食を得また野の獣その蔭

に臥し空の鳥その枝に棲み凡て血氣あ

る者みな是によりて身を畳ふ 13我床

にありて得たる脳中の異象の中に一箇
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の警寤者一箇の聖者の天より下るを見

たりしが 14彼聲高く呼はりて斯いへ

り此樹を伐たふしその枝を斫はなしそ

の葉を揺おとしその果を打散し獣をし

てその下より逃はしらせ鳥をしてその

枝を飛さらしめよ 15但しその根の上

の斬株を地に遺しおき鉄と銅の索をか

けて之を野の草の中にあらしめよ是は

天よりくだる露に濕れまた地の草の中

にて獣とその分を同じうせん 16又そ

の心は變りて人間の心のごとくならず

獣の心を稟て七の時を經ん 17この事

は警寤者等の命によりこの事は聖者等

の言による是至高者人間の國を治めて

自己の意のままにこれを人に與ヘまた

人の中の最も賤き者をその上に立たま

ふといふ事を一切の者に知しめんがた

めなり 18我ネブカデネザル王この夢

を見たりベルテシヤザルよ汝その解明

を我に述よ我國の智者は執も皆その解

明を我に示すことを得ざりしが汝は之

を能せん其は汝の裏には聖神の霊やど

ればなりと 19その時ダニエル又の名

はベルタシヤザルとい者暫時の間驚き

居り心に深く懼れたれば王これに告て

言りベルテシヤザルよ汝この夢とその

解明のために懼るるにおよばずとベル

テシヤザルすなはち答へて言けらく我

主よ願くはこの夢汝を惡む者の上にか

からん事を願くは此解明汝の敵にのぞ

まんことを 20汝が見たまひし樹すな

はちその長じて強くなり天に達するほ

どの高となりて地の極までも見えわた

り 21その葉は美しくその果は饒にし

て一切の者その中より食を得またその

下に野の獣臥しその枝に空の鳥棲たる

者 22王よ是はすなはち汝なり汝は長

じて強くなり汝の勢ひは盛にして天に

および汝の權は地の極にまでおよべり

23王また一箇の警寤者一箇の聖者の天

より下りて斯言ふを見たまへり云くこ

の樹を伐たふして之をそこなへ但し其

根の上の斬株を地に遺しおき鉄と銅の

索をかけて之を野の草の中にあらしめ

よ是は天より下る露に濡れ野の獣とそ

の分を同じうして七の時を經ん 24王

よその解明は是の如し是即ち至高者の

命にして王我主に臨まんとする者なり

25即ち汝は逐れて世の人と離れ野の獣

とともに居り牛のごとくに草を食ひ天

よりくだる露に濡れん是の如くにして

七の時を經て汝つひに知ん至高者人間

の國を治めて自己の意のままに之を人

に與へ給ふと 26又彼らその樹の根の

上の斬株を遺しおけと言たれば汝の國

は汝が天は主たりと知にいたる時まで

汝を離れん 27然ば王よ吾諌を容れ義

をおこなひて罪を離れ貧者を憐みて惡

を離れよ然らば汝の平安あるひは長く

続かんと 28この事みなネブカデネザ

ル王に臨めり 29十二箇月を經て後王

バビロンの王宮の上に歩みをり 30王

すなはち語りて言ふ此大なるバビロン

は我が大なる力をもて建て京城となし

之をもてわが威光を耀かす者ならずや

31その言なほ王の口にある中に天より

聲降りて言ふネブカデネザル王よ汝に

告ぐ汝は國の位を失はん 32汝は逐れ

て世の人と離れ野の獣と共に居り牛の

ごとくに草を食はん斯の如くにして七

の時を經て汝つひに知ん至高者人間の

國を治めて己れの意のままにこれを人

に與へたまふと 33その時直にこの事

ネブカデネザルに臨み彼は逐れて世の

人に離れ牛のごとくに草を食ひてその

身は天よりくだる露に濡れ終にその髪
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毛は鷲の羽のごとくになりその爪は鳥

の爪のごとくになりぬ 34斯てその日

の満たる後我ネブカデネザル目をあげ

て天を望みしにわが分別性我に婦りた

れば我至高者に感謝しその永遠に生る

者を讃かつ崇めたり彼の御宇は永遠の

御宇彼の國は世々かぎり無し 35地上

の居民は凡て無き者のごとし天の衆群

にも地の居民にも彼はその意のままに

事をなしたまふ誰も彼の手をおさへて

汝なんぞ然するやと言ことを程る者な

し 36この時わが分別性かく我に歸り

たりしがわが國の榮光につきてはまた

我の尊厳と光耀我にかへれり且また大

臣牧伯等我に請求めて我たたび國の祚

を践み前よりも著しく威光を増たり 37

是において我ネブカデネザル今は天の

王を讃頌へかつ崇む彼の作爲は凡て眞

実彼の道は正義自ら高ぶる者は彼能く

これを卑くしたまふ

5 2酒の進むにいたりてベルシヤザル

はその父ネブカデネザルがヱルサレ

ムの宮より取きたりし金銀の器を携へ

いたれと命ぜり是王とその大臣および

王の妻妾等みな之をもて酒を飮んとて

なりき 3是をもてそのヱルサレムなる

神の官の内院より取たりし金の器を携

へいたりければ王とその大臣および王

の妻妾等これをもて飮めり 4すなはち

彼らは酒をのみて金銀銅鉄木石などの

神を讃たたへたりしが 5その時に人の

手の指あらはれて燭台と相對する王の

宮の粉壁に物書り王その物書る手の末

を見たり 6是において王の愉快なる顔

色は變りその心は思ひなやみて安から

ず腿の関節はゆるみ膝はあひ撃り 7王

すなはち大聲に呼はりて法術士カルデ

ヤ人卜筮師等を召きたらしめ而して王

バビロンの智者等に告て言ふこの文字

を読みその解明を我に示す者には紫の

衣を衣せ頚に金の鏈をかけさせて之を

國の第三の牧伯となさんと 8王の智者

等は皆きたりしかどもその文字を読こ

と能はずまたその解明を王にしめすこ

と能はざりければ 9ベルシヤザル王お

ほいに思ひなやみてその顔色を失へり

その大臣等もまた驚き懼れたり 10時

に大后王と大臣等の言を聞てその酒宴

の室にいりきたり大后すなはち陳て言

ふ願くは王長壽かれ汝心に思ひなやむ

勿れまた顔色を失ふにおよばず 11汝

の國に聖神の霊のやどれる一箇の人あ

り汝の父の代に彼聡明了知および神の

智慧のごとき智慧あることを顕せり汝

の父ネブカデネザル王すなはち汝の父

の王彼を立てて博士法術士カルデヤ人

卜筮師等の長となせり 12彼はダニエ

ルといへる者なるが王これにベルテシ

ヤザルといふ名を與ヘたり彼は心の殊

勝たる者にて了知あり知識ありて能く

夢を解き隠語を解き難問を解くなり然

ばダニエルを召されよ彼その解明をし

めさんと 13是においてダニエル召れ

て王の前に至りければ王ダニエルに語

りて言ふ汝は吾父の王がユダより曳き

たりしユダの俘囚人なるそのダニエル

なるか 14我聞になんぢの裏には神の

霊やどりをりて汝は聡明了知および非

凡の智慧ありと云ふ 15我智者法術士

等を吾前に召よせてこの文字を読しめ

その解明を我にしめさせんと爲たれど

も彼らはこの事の解明を我にしめすこ

とを得ず 16我聞に汝は能く物事の解

明をなしかつ難問を解くと云ふ然ば汝

もし能くこの文字を読みその解明を我

に示さば汝に紫の衣を衣せ金の索を汝
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の頚にかけさせて汝をこの國の第三の

牧伯となさんと 17ダニエルこたへて

王に言けるは汝の賜物は汝みづからこ

れを取り汝の饒物はこれを他の人に與

へたまへ然ながら我は王のためにその

文字を読みその解明をこれに知せたて

まつらん 18王よ至高神汝の父ネブカ

デネザルに國と權勢と榮光と尊貴を賜

へり 19彼に權勢を賜ひしによりて諸

民諸族諸音みな彼の前に慄き畏れたり

彼はその欲する者を殺しその欲する者

を活しその欲する者を上げその欲する

者を下ししなり 20而して彼心に高ぶ

り氣を剛愎にして驕りしかばその國の

位をすべりてその尊貴を失ひ 21逐れ

て世の人と離れその心は獣のごとくに

成りその住所は野馬の中にあり牛のご

とくに草を食ひてその身は天よりの露

に濡たり是のごとくにして終に彼は至

高神の人間の國を治めてその意のまま

に人を立たまふといふことをしるにい

たれり 22ベルシヤザルよ汝は彼の子

にして此事を盡く知るといへども猶そ

の心を卑くせず 23却って天の主にむ

かひて自ら高ぶりその家の器皿を汝の

前に持きたらしめて汝と汝の大臣と汝

の妻妾等それをもて酒を飮み而して汝

は見ことも聞ことも知こともあらぬ金

銀銅鉄木石の神を讃頌ふることを爲し

汝の生命をその手に握り汝の一切の道

を主どりたまふ神を崇むることをせず

24是をもて彼の前よりこの手の末いで

きたりてこの文字を書るなり 25その

書る文字は是のごとしメネ、メネ、テ

ケル、ウバルシン 26その言の解明は

是のごとしメネ(數へたり)は神汝の治

世を數へてこれをその終に至らせしを

謂なり 27テケル(秤れり)は汝が權衡

にて秤られて汝の重の足らざることの

顕れたるを謂なり 28ベレス(分たれた

り)は汝の國の分たれてメデアとペル

シヤに與ヘらるるを謂なり 29是にお

いてベルシヤザル命を降してダニエル

に紫の衣を荊せしめ金の鏈をこれが頚

にかけさせて彼は國の第三の牧伯なり

と布告せり 30カルデヤ人の王ベルシ

ヤザルはその夜の中に殺され 31メデ

ア人ダリヨスその國を得たり此時ダリ

ヨスは六十二歳なりき

6ダリヨスはその國に百二十人の牧伯
を立ることを善とし即ちこれを立て

全國を治理しめ 2また彼らの上に監督

三人を立たりダニエルはその一人なり

き是その州牧をして此三人の前にその

職を述しめて王に損失の及ぶこと無ら

しめんためなりき 3ダニエルは心の殊

勝たる者にしてその他の監督および州

牧等に勝りたれば王かれを立て全國を

治めしめんとせり 4是においてその監

督と州牧等國事につきてダエルを訟ふ

る隙を得んとしたりしが何の隙をも何

の咎をも見いだすことを得ざりき其は

彼は忠義なる者にてその身に何の咎も

なく何の過失もなかりければなり 5是

においてその人々言けるはこのダニエ

ルはその神の例典について之が隙を獲

にあらざればついにこれを訟るに由な

しと 6すなはちその監督と州牧等王の

許に集り來りて斯王に言りダリヨス王

よ願くは長壽かれ 7國の監督将軍州牧

牧伯方伯等みな相議りて王に一の律法

を立て一の禁令を定めたまはんことを

求めんとす王よその事は是の如し即ち

今より三十日の内は唯汝にのみ願事を

なさしめ若汝をおきて神または人にこ

れをなす者あらば凡て獅子の穴に投い
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れんといふ是なり 8然ば王よねがはく

はその禁令を立てその詔書を認めメデ

アとペルシヤの廃ることなき律法のご

とくに之をして變らざらしめたまへと

9王すなはち詔書をしたためてその禁

令を出せり 10茲にダニエルはその詔

書を認めたることを知りて家にかへり

けるがその二階の窓のヱルサレムにむ

かひて開ける處にて一日に三度づつ膝

をかがめて祷りその神に向て感謝せり

是その時の前よりして斯なし居たれば

なり 11斯りしかばその人々馳よりて

ダニエルがその神にむかひて祷りかつ

求めをるを見あらはせり 12而して彼

ら進みきたり王の禁令の事につきて王

に奏上して言けるは王よ汝は禁令をし

たため出し今より三十日の内には只な

んぢにのみ願事をなさしめ若し汝をお

きて神または人にこれをなす者あらば

凡てその者を獅子の穴に投いれんと定

めたまへるならずやと王こたへて言ふ

其事は眞実にしてメデアとペルシヤの

作法のごとく廃べかちずる者なり 13

彼らまた對へて王の前に言けるは王よ

ユダの俘擄人なるダニエルは汝をも汝

の認め出し給ひし禁令をも顧みずして

一日に三度づつ祈祷をなすなりと 14

王この事を聞てこれがために大に愁ひ

ダニエルを就はんと心を用ひ即ちこれ

を拯けんと力をつくして日の入る頃に

およびければ 15その人汝また王の許

に集ひきたりて王に言けるは王よ知り

たまヘメデアとペルシヤの律法によれ

ば王の立たる禁令または法度は變べか

らざる者なりと 16是において王命を

下しければダニエルを曳きたりて獅子

の穴に投いれたり王ダニエルに語りて

言ふ願くは汝が恒に事ふる神汝を救は

んことをと 17時に石を持きたりてそ

の穴の口を塞ぎければ王おのれの印と

大臣等の印をもてこれに封印をなせり

是ダニエルの處置をして變ることなか

らしめんためなりき 18斯て後王はそ

の宮にかへりけるがその夜は食をなさ

ずまた嬪等を召よせずして全く寝るこ

とをせざりき 19而して王は朝まだき

に起いでてその獅子の穴に急ぎいたり

しが 20穴にいたりける時哀しげなる

聲をあげてダニエルを呼りすなはち王

ダニエルに言けるは活神の僕ダニエル

よ汝が恒に事ふる神汝を救ふて獅子の

害を免れしむることを得しや 21ダニ

エル王にいひけるは願くは王長壽かれ

22吾神その使をおくりて獅子の口を閉

させたまひたれば獅子は我を害せざり

き其は我の辜なき事かれの前に明かな

ればなり王よ我は汝にも惡しき事をな

さざりしなりと 23是において王おほ

いに喜びダニエルを穴の中より出せと

命じければダニルは穴の中より出され

けるがその身に何の害をも受をらざり

き是は彼おのれの神を頼みたるにより

てなり 24かくて王また命を下しかの

ダニエルを讒奏せし者等を曳きたらせ

て之をその妻子とともに獅子の穴に投

いれしめたるにその穴の底につかざる

内に獅子はやくも彼らを攫みてその骨

までもことごとく咬碎けり 25是にお

いてダリヨス王全世界に住る諸民諸族

諸音に詔書を頒てり云く願くは大なる

平安なんぢらにあれ 26今我詔命を出

す我國の各州の人みなダニエルの神を

畏れ敬ふべし是は活神にして永遠に立

つ者またその國は亡びずその權は終極

まで続くなり 27是は救を施し拯をな

し天においても地においても休徴をほ
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どこし奇蹟をおこなふ者にてすなはち

ダニエルを救ひて獅子の力を免れしめ

たりと 28このダニエルはダリヨスの

世とペルシヤ人クロスの世においてそ

の身榮えたり

7バビロンの王ベルシヤザルの元年に
ダニエルその牀にありて夢を見腦中

に異象を得たりしが即ちその夢を記し

てその事の大意を述ぶ 2ダニエル述て

曰く我夜の異象の中に見てありしに四

方の天風大海にむかひて烈しく吹きた

り 3四箇の大なる獣海より上りきたれ

りその形はおのおの異なり 4第一のは

獅子の如くにして鷲の翼ありけるが我

見てをりしに是はその翼を抜とられま

た地より起され人のごとく足にて立せ

られ且人の心を賜はれり 5第二の獣は

熊のごとくなりき是はその體の一方を

挙げその口の歯の間に三の脇骨を啣へ

居けるが之にむかひて言る者あり曰く

起あがりて許多の肉を食へと 6その後

に我見しに豹のごとき獣いでたりしが

その背には鳥の翼四ありこの獣はまた

四の頭ありて統轄權をたまはれり 7我

夜の異象の中に見しにその後第四の獣

いでたりしが是は畏しく猛く大に強く

して大なる鉄の歯あり食ひかつ咬碎き

てその残餘をば足にて踏つけたり是は

その前に出たる諸の獣とは異なりてま

た十の角ありき 8我その角を考へ観つ

つありけるにその中にまた一箇の小き

角出きたりしがこの小き角のために先

の角三箇その根より抜おちたりこの小

き角には人の目のごとき目ありまた大

なる事を言口あり 9我観つつありしに

遂に賓座を置列ぶるありて日の老たる

者座を占めたりしがその衣は雪のごと

くに白くその髪毛は漂潔めたる羊の毛

のごとし又その賓座は火の熖にしてそ

の車輪は燃る火なり 10而して彼の前

より一道の火の流わきいづ彼に仕ふる

者は千々彼の前に侍る者は萬々審判す

なはち始りて書を開けり 11その角の

大なる事を言ふ聲によりて我観つつあ

りけるが我が見る間にその獣は終に殺

され體を壊はれて燃る火に投いれられ

たり 12またその餘の獣はその權威を

奪はれたりしがその生命は時と期の至

るまで延されたり 13我また夜の異象

の中に観てありけるに人の子のごとき

者雲に乗て來り日の老たる者の許に到

りたればすなはちその前に導きけるに

14之に權と榮と國とを賜ひて諸民諸族

諸音をしてこれに事へしむその權は永

遠の權にして移りさらず又その國は亡

ぶることなし 15是において我ダニエ

ルその體の内の魂を憂へしめわが脳中

の異象のために思ひなやみたれば 16

すなはち其處にたてる者の一箇に就て

この一切の事の眞意を問けるに其者わ

れにこの事の解明を告しらせて云く 17

この四の大なる獣は地に興らんとする

四人の王なり 18然ど終には至高者の

聖徒國を受け長久にその國を保ちて世

々限りなからんと 19是において我ま

たその第四の獣の眞意を知んと欲せり

此獣は他の獣と異なりて至畏ろしくそ

の歯は鉄その爪は銅にして食ひかつ咬

碎きてその残餘を足にて踏つけたり 20

此獣の頭には十の角ありしが其他にま

た一の角いできたりしかば之がために

三の角抜おちたり此角には目ありまた

大なる事を言ふ口ありてその状はその

同類よりも強く見えたり我またこの事

を知んと欲せり 21我観つつありける

に此角聖徒と戦ひてこれに勝たりしが
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22終に日の老たる者來りて至高者の聖

徒のために公義をおこなへり而してそ

の時いたりて聖徒國を捉たり 23彼か

く言り第四の獣は地上の第四の國なり

是は一切の國と異なり全世界を并呑し

これを踏つけかつ打破らん 24その十

の角はこの國に興らんところの十人の

王なり之が後にまた一人興るべし是は

先の者と異なり且その王三人を倒すべ

し 25かれ至高者に敵して言を出しか

つ至高者の聖徒を惱まさん彼また時と

法とを變んことを望まん聖徒は一時と

二時と半時を經るまで彼の手に付され

てあらん 26斯て後審判はじまり彼は

その權を奪はれて終極まで滅び亡ん 27

而して國と權と天下の國々の勢力とは

みな至高者の聖徒たる民に歸せん至高

者の國は永遠の國なり諸國の者みな彼

に事へかつ順はんと 28その事此にて

終れり我ダニエルこれを思ひまはして

大に憂へ顔色も變りぬ我この事を心に

蔵む

8我ダニエル前に異象を得たりしが後
またベルシヤザルの第三年にいたり

て異象を得たり 2我異象を見たり我こ

れを見たる時に吾身はエラム州なるシ

ユシヤンの城にあり我が異象を見たる

はウライ河の邊においてなりき 3我目

を挙て観しに何の上に一匹の牡羊立を

り之に二の角ありてその角共に長かり

しが一の角はその他の角よりも長かり

きその長き者は後に長たるなり 4我観

しにその牡羊西北南にむかひて牴觸り

けるが之に敵ることを得る獣一匹も無

くまたその手より救ひいだすことを得

る者絶てあらざりき是はその意にまか

せて事をなしその勢威はなはだ盛なり

き 5我これを考へ見つつありけるにて

一匹の牡山羊全地の上を飛わたりて西

より來りしがその足は土を履ざりきこ

の牡山羊は目の間に著明しき一の角あ

りき 6此者さきに我が何の上に立るを

見たる彼の二の角ある牡羊に向ひ來り

熾盛なる力をもて之の所に跑いたりけ

るが 7我観てあるに牡羊に近づくに至

りて之にむかひて怒を發し牡羊を撃て

その二の角を碎きたるに牡羊には之に

敵る力なかりければこれを地に打倒し

て蹈つけたり然るにその牡羊をこれが

手より救ひ得る者あらざりき 8而して

その牡山羊甚だ大きくなりけるがその

盛なる時にあたりてかの大なる角折れ

その代に四の著明しき角生じて天の四

方に對へり 9またその角の一よりして

一の小き角いできたり南にむかひ東に

むかひ美地にむかひて甚だ大きくなり

10天軍におよぶまでに高くなりその軍

と星數箇を地に投くだしてこれを蹈つ

け 11また自ら高ぶりてその軍の主に

敵しその常供の物を取のぞきかつその

聖所を毀てり 12一軍罪の故によりて

常供の物とともに棄られたり彼者はま

た眞理を地に擲ち事をなしてその意志

を得たり 13かくて我聞に一箇の聖者

語ひをりしが又一箇の聖者ありてその

語ひをる聖者にむかひて言ふ常供の物

と荒廃を來らする罪とにつきて異象に

あらはれたるところの事聖所とその軍

との棄られて蹈つけらるる事は何時ま

で斯てあるべきかと 14彼すなはち我

に言けるは二千三百の朝夕をかさぬる

まで斯てあらん而して聖所は潔めらる

べし 15我ダニエルこの異象を見てそ

の意義を知んと求めをりける時人のご

とく見ゆる者わが前に立り 16時に我

聞にウライ河の兩岸の間より人の聲出
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て呼はりて言ふガブリエルよこの異象

をその人に暁らしめよと 17彼すなは

ち我の立る所にきたりしがその到れる

時に我おそれて仆れ伏たるに彼われに

言けるは人の子よ暁れ此異象は終の時

にかかはる者なりと 18彼の我に語ひ

ける時我は氣を喪へる状にて地に俯伏

をりしが彼我に手をつけて我を立せ言

けるは 19視よ我忿怒の終に起らんと

ころの事を汝に知せん此事は終末の期

におよびてあらん 20汝が見たるかの

二の角ある牡羊はメデアとペルシャの

王なり 21またかの牡山羊はギリシヤ

の王その目の間の大なる角はその第一

の王なり 22またその角をれてその代

に四の角生じたればその民よりして四

の國おこらん然ど第一の者の權勢には

及ばざるなり 23彼らの國の末にいた

り罪人の罪貫盈におよびて一人の王お

こらんその顔は猛惡にして巧に詭譎を

言ひ 24その權勢は熾盛ならん但し自

己の能力をもて之を致すに非ずその毀

滅ことを爲は常ならず意志を得て事を

爲し權能ある者等と聖民とを滅さん 25

彼は機巧をもて詭譎をその手に行ひ遂

げ心にみづから高ぶり平和の時に衆多

の人を打滅しまた君の君たる者に敵せ

ん然ど終には人手によらずして滅され

ん 26前に告たる朝夕の異象は眞実な

り汝その異象の事を秘しおけ是は衆多

の日の後に有べき事なり 27是におい

て我ダニエル疲れはてて數日の間病わ

づらひて後興いでて王の事務をおこな

へり我はこの異象の事を案ひて駭けり

人もまたこれを暁ることを得ざりき

9メデア人アハシユエロスの子ダリヨ
スがカルデヤ人の王とせられしその

元年 2すなはちその世の元年に我ダニ

エル、ヱホバの言の預言者ヱレミヤに

のぞみて告たるその年の數を書により

て暁れり即ちその言にヱルサレムは荒

て七十年を經んとあり 3是にかいて我

面を主ヱホバに向け断食をなし麻の衣

を着灰を蒙り祈りかつ願ひて求むるこ

とをせり 4即ち我わが神ヱホバに祷り

懺悔して言り嗚呼大にして畏るべき神

なる主自己を愛し自己の誠命を守る者

のために契約を保ち之に恩恵を施した

まふ者よ 5我等は罪を犯し悖れる事を

爲し惡を行ひ叛逆を爲して汝の誠命と

律法を離れたり 6我等はまた汝の僕な

る預言者等が汝の名をもて我らの王等

君等先祖等および全國の民に告たる所

に聴したがはざりしなり 7主よ公義は

汝に歸し羞辱は我らに歸せりその状今

日のごとし即ちユダの人々ヱルサレム

の居民およびイスラエルの全家の者は

近き者も遠き者も皆汝の逐やりたまひ

し諸の國々にて羞辱を蒙れり是は彼ら

が汝に背きて獲たる罪によりて然るな

り 8主よ羞辱は我儕に歸し我らの王等

君等および先祖等に歸す是は我儕なん

ぢに向ひて罪を犯したればなり 9憐憫

と赦宥は主たる我らの神の裏にあり其

は我らこれに叛きたればなり 10我ら

はまた我らの神ヱホバの言に遵はずヱ

ホバがその僕なる預言者等によりて我

らの前に設けたまひし律法を行はざり

しなり 11抑イスラエルの人は皆汝の

律法を犯し離れさりて汝の言に遵はざ

りき是をもて神の僕モーセの律法に記

したる呪詛と誓詞我らの上に斟ぎかか

れり是は我らこれに罪を獲たればなり

12即ち神は大なる災害を我らに蒙らせ

たまひてその前に我らと我らを鞫ける

士師とにむかひて宣ひし言を行ひとげ
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たまへりかのエルサレムに臨みたる事

の如きは普天の下に未だ曾て有ざりし

なり 13モーセの律法に記したる如く

にこの災害すべて我らに臨みしかども

我らはその神ヱホバの面を和めんとも

爲ずその惡を離れて汝の眞理を暁らん

とも爲ざりき 14是をもてヱホバ心に

かけて災害を我らに降したまへり我ら

の神ヱホバは何事をなしたまふも凡て

公義いますなり然るに我らはその言に

遵はざりき 15主たる我らの神よ汝は

強き手をもて汝の民をエジプトの地よ

り導き出して今日のごとく汝の名を揚

たまふ我らは罪を犯し惡き事を行へり

16主よ順くは汝が是まで公義き御行爲

を爲たまひし如く汝の邑ヱルサレム汝

の聖山より汝の忿怒と憤恨を取離し給

へ其は我らの罪と我らの先祖の惡のた

めにヱルサレムと汝の民は我らの周圍

の者の笑柄となりたればなり 17然ば

我らの神よ僕の祷と願を聴たまへ汝は

主にいませばかの荒をる汝の聖所に汝

の面を耀かせたまへ 18我神よ耳を傾

けて聴たまへ目を啓きて我らの荒蕪た

る状を観汝の名をもて稱へらるる邑を

観たまへ我らが汝の前に祈祷をたてま

つるは自己の公義によるに非ず唯なん

ぢの大なる憐憫によるなり 19主よ聴

いれたまへ主よ赦したまへ主よ聴いれ

て行ひたまへこの事を遅くしたまふな

かれわが神よ汝みづからのために之を

なしたまへ其は汝の邑と汝の民は汝の

名をもて稱へらるればなり 20我かく

言て祈りかつわが罪とわが民イスラエ

ルの罪を懺悔し我神の聖山の事につき

てわが神ヱホバのまへに願をたてまつ

りをる時 21即ち我祈祷の言をのべを

る時我が初に異象の中に見たるかの人

ガブリエル迅速に飛て晩の祭物を献ぐ

る頃我許に達し 22我に告げ我に語り

て言けるはダニエルよ今我なんぢを教

へて了解を得せしめんとて出きたれり

23汝が祈祷を始むるに方りて我言を受

たれば之を汝に示さんとて來れり汝は

大に愛せらるる者なり此言を了りその

現れたる事の義を暁れ 24汝の民と汝

の聖邑のために七十週を定めおかる而

して惡を抑へ罪を封じ愆を贖ひ永遠の

義を携へ入り異象と預言を封じ至る聖

者に膏を潅がん 25汝暁り知べしヱル

サレムを建なほせといふ命令の出づる

よりメッシヤたる君の起るまでに七週

と六十二週ありその街と石垣とは擾乱

の間に建なほされん 26その六十二週

の後にメッシャ絶れん但し是は自己の

ために非ざるなりまた一人の君の民き

たりて邑と聖所とを毀たんその終は洪

水に由れる如くなるべし戦争の終るま

でに荒蕪すでに極る 27彼一週の間衆

多の者と固く契約を結ばん而して彼そ

の週の半に犠牲と供物を廃せんまた残

暴可惡者羽翼の上に立たん斯てつひに

その定まれる災害残暴るる者の上に斟

ぎくだらん

10ペルシャの王クロスの三年にベル
テシヤザルといふダニエル一の事

の黙旨を得たるがその事は眞實にして

その戦争は大なり彼その事を暁りその

示現の義を暁れり 2常時我ダニエル三

七日の間哀めり即ち三七日の全く満る

までは旨き物を食ず肉と酒とを口にい

れずまた身に膏油を抹ざりき 4正月の

二十四日に我ヒデケルといふ大河の邊

に在り 5目を挙て望観しに一箇の人あ

りて布の衣を衣ウバズの金の帯を腰に

しめをり 6その體は黄金色の玉のごと
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くその面は電光の如くその目は火の熖

のごとくその手とその足の色は磨ける

銅のごとくその言ふ聲は群衆の聲の如

し 7この示現は唯我ダニエル一人これ

を観たり我と偕なる人々はこの示現を

見ざりしが何となくその身大に慄きて

逃かくれたり 8故に我ひとり遺りたる

がこの大なる示現を観るにおよびて力

ぬけさり顔色まつたく變りて毫も力な

かりき 9我その語ふ聲を聞けるがその

語ふ聲を聞る時我は氣を喪へる状にて

俯伏し面を土につけゐたりしに 10一

の手ありて我に捫りければ我戦ひなが

ら跪づきて手をつきたるに 11彼われ

に言けるは愛せらるる人ダニエルよ我

が汝に告る言を暁れよ汝まづ起あがれ

我は今汝の許に遣されたるなりと彼が

この言を我に告る時に我は戦ひて立り

12彼すなはち我に言けるはダニエルよ

懼るる勿れ汝が心をこめて悟らんとし

汝の神の前に身をなやませるその初の

日よりして汝の言はすでに聴れたれば

我汝の言によりて來れり 13然るにペ

ルシャの國の君二十一日の間わが前に

立塞がりけるが長たる君の一なるミカ

エル來りて我を肋けたれば我勝留りて

ペルシャの王等の傍にをる 14我は末

の日に汝の民に臨まんとするところの

事を汝に暁らせんとて米れりまた後の

日に関はる所の異象ありと 15かれ是

等の言を我に宣たる時に我は面を土に

つけて居り辭を措ところ無りしが 16

人の子のごとき者わが唇に捫りければ

我すなはち口を開きわが前に立る者に

陳て言り我主よこの示現によりて我は

畏怖にたへず全く力を失へり 17此わ

が主の僕いかでか此わが主と語ふこと

を得んとその時は我まつたく力を失ひ

て氣息も止らんばかりなりしが 18人

の形のごとき者ふたたび我に捫り我に

力をつけて 19言けるは愛せらるる人

よ懼るる勿れ安んぜよ心強かれ心強か

れと斯われに言ければ我力づきて曰り

我主よ語りたまへ汝われに力をつけた

まへりと 20彼われに言けるは汝は我

が何のために汝に臨めるかを知るや我

今また歸りゆきてペルシャの君と戦は

んとす我が出行ん後にギリシャの君き

たらん 21但し我まづ眞実の書に記さ

れたる所を汝に示すべし我を助けて彼

らに敵る者は汝らの君ミカエルのみ

11我はまたメデア人ダリヨスの元年
にかれを助け彼に力をそへたる事

ありしなり 2我いま眞実を汝に示さん

視よ此後ペルシャに三人の王興らんそ

の第四の者は富ること一切の者に勝り

その富強の大なるを恃みて一切を激發

してギリシヤの國を攻ん 3また一箇の

強き王おこり大なる威權を振ふて世を

治めその意のままに事を爲ん 4但し彼

の正に旺盛なる時にその國は破裂して

天の四方に分れん其は彼の兒孫に歸せ

ず又かれの振ひしほどの威權あらず即

ち彼の國は抜とられて是等の外なる者

等に歸せん 5南の王は強からん然どそ

の大臣の一人これに逾て強くなり威權

を振はんその威權は大だる威朧なるべ

し 6年を經て後彼等相結ばん即ち南の

王の女子北の王に適て和好を圖らん然

どその腕には力なしまたその王および

その腕は立ことを得じこの女とこれを

導ける者とこれを生せたる者とこれに

力をつけたる者はみな時におよびて付

されん 7期て後この女の根より出たる

芽興りて之に代り北の王の軍勢にむか

ひて來りこれが城に打いりて之を攻て
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勝を得 8之が神々鑄像および金銀の貴

き器具をエジプトに携へさらん彼は北

の王の上に立て年を重ねん 9彼南の王

の國に打入ことあらん然ど自己の國に

退くべし 10その子等また憤激して許

多の大軍を聚め進みきたり溢れて往來

しその城まで攻寄せん 11是において

南の王大に怒り出きたりて北の王と戦

ふべし彼大軍を興してこれに當らん然

れどもその軍兵はこれが手に付されん

12大軍すなはち興りて彼心に高ぶり數

萬人を仆さん然れどもその勢力はこれ

がために増さじ 13また北の王は退き

て初よりも大なる軍兵を興し或時すな

はち或年數を經て後かならず大兵を率

ゐ莫大の輜重を備へて攻來らん 14是

時にあたりて衆多の者興りて南の王に

敵せん又なんぢの民の中の奸惡人等み

づから高ぶりて事を爲しつひに預言を

して應ぜしめん即ち彼らは自ら仆るべ

し 15茲に北の王襲ひきたり塁を築き

て堅城を攻おとさん南の王の腕はこれ

に當ることを得じ又その撰抜の民もこ

れに當る力なかるべし 16之に攻きた

る者はその意に任せて事をなさんその

前に立ことを得る者なかるべし彼は美

しき地に到らんその地はこれがために

荒さるべし 17彼その全國の力を盡し

て打入んとその面をこれに向べけれど

またこれと和好をなして婦人の女子を

之に與へん然るにその婦人の女子は之

がために身を滅すに至り何事をも成あ

たはす毫も彼のために益する所なかる

べし 18彼またその面を島々にむけて

之を多く取らん茲に一人の大将ありて

彼が與へたる恥辱を雪ぎその恥辱をか

れの身に與へかへさん 19かくて彼そ

の面を自己の國の城々に向ん而して終

に躓き仆れて亡ん 20彼に代りて興る

者は榮光の國に人を出して租税を征斂

しめん但し彼は忿怒にも戦門にもよら

ずして數日の内に滅亡せん 21また之

にかはりて起る者は賤まるる者にして

國の尊榮これに歸せざらん然れども彼

不意に來り巧言をもて國を獲ん 22洪

水のごとき軍勢かれのために押流され

て敗れん契約の君たる者も然らん 23

彼は之に契約をむすびて後詭詐を行ひ

上りきたりて僅少の民をもて勢を得ん

24彼すなはち不意にきたりてその國の

膏腴なる處に攻いりその父もその父の

父も爲ざりしところの事を行はん彼は

その奪ひたる物掠めたる物および財寳

を衆人の中に散すべし彼は謀略をめぐ

らして堅固なる城々を攻取べし時の至

るまで斯のごとくならん 25彼はその

勢力を奮ひ心を勵まし大軍を率ゐて南

の王に攻よせん南の王もまた自ら奮ひ

甚だ大なる強き軍勢をもて迎へ戦はん

然ど謀略をめぐらして攻るが故にこれ

に當ることを得ざるべし 26すなはち

彼の珍膳に與り食ふ者彼を倒さんその

軍兵溢れん打死する者衆かるべし 27

此二人の王は害をなさんと心にはかり

同席に共に食して詭詐を言ん然どもそ

の志ならざるべし定まれる時のいたる

迄は其事終らじ 28彼は莫大の財寳を

もちて自己の國に歸らん彼は聖約に敵

する心を懐きて事をなし而してその國

にかへらん 29定まれる時にいたりて

彼また進みて南に到らん然ど後の模様

は先の模様のごとくならざらん 30即

ちキツテムの船かれに到るべければ彼

力をおとして還り聖約にむかひて忿怒

をもらして事をなさん而して彼歸りゆ

き聖約を棄る者と相謀らん 31彼より
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腕おこりて聖所すなはち堅城を汚し常

供の物を撤除かせかつ残暴可惡者を立

ん 32彼はまた契約に関て罪を獲る者

等を巧言をもて引誘して背かせん然ど

その神を知る人々は力ありて事をなさ

ん 33民の中の頴悟者ども衆多の人を

教ふるあらん然ながら彼らは暫時の間

刃にかかり火にやかれ擄はれ掠められ

等して仆れん 34その仆るる時にあた

りて彼らは少しく扶助を獲ん又衆多の

人詐りて彼らに合せん 35また穎悟者

等の中にも仆るる者あらん斯のごとく

彼らの中に試むる事浄むる事潔よくす

る事おこなはれて終の時にいたらん即

ち定まれる時まで然るべし 36此王そ

の意のままに事をおこなひ萬の神に逾

て自己を高くし自己を大にし神々の神

たる者にむかひて大言を吐き等して忿

怒の息む時までその志を得ん其はその

定まれるところの事成ざるべからざれ

ばなり 37彼はその先祖の神々を顧み

ず婦女の愉快を思はずまた何の神をも

顧みざらん其は彼一切に逾て自己を大

にすればなり 38彼は之の代に軍神を

崇め金銀珠玉および寳物をもてその先

祖等の識ざりし神を崇めん 39彼はこ

の異邦の神に由り要害の城々にむかひ

て事を爲ん凡て彼を尊ぶ者には彼加ふ

るに榮を以てし之をして衆多の人を治

めしめ土地をこれに分ち與へて賞賜と

せん 40終の時にいたりて南の王彼と

戦はん北の王は車と馬と衆多の船をも

て大風のごとく之に攻寄せ國に打いり

て潮のごとく溢れ渉らん 42彼はまた

美しき國に進み入ん彼のために亡ぶる

者多かるべし然どエドム、モアブ、 43

アンモン人の中の第一なる者などは彼

の手を免かれん 44彼國々にその手を

伸さんエジプトの地も免かれがたし 45

彼は遂にエジプトの金銀財寳を手に入

れんリブア人とエテオピア人は彼の後

に從はん彼東と北より報知を得て周章

ふためき許多の人を滅し絶んと大に忿

りて出ゆかん彼は海の間において美し

き聖山に天幕の宮殿をしつらはん然ど

彼つひにその終にいたらん之を助くる

者なかるべし

12その時汝の民の人々のために立と
ころの大なる君ミカエル起あがら

ん是艱難の時なり國ありてより以來そ

の時にいたるまで期る艱難ありし事な

かるべしその時汝の民は救はれん即ち

書にしるされたる者はみな救はれん 2

また地の下に睡りをる者の中衆多の者

目を醒さんその中永生を得る者ありま

た恥辱を蒙りて限なく羞る者あるべし

3穎悟者は空の光輝のごとくに耀かん

また衆多の人を義に導ける者は星のご

とくなりて永遠にいたらん 4ダニエル

よ終末の時まで此言を秘し此書を封じ

おけ衆多の者跋渉らん而して知識増べ

しと 5茲に我ダニエル観に別にまた二

箇の者ありて一箇は河の此旁の岸にあ

り一箇は河の彼旁の岸にありけるが 6

その一箇の者かの布の衣を衣て河の水

の上に立る人にむかひて言り此奇跡は

何の時にいたりて終るべきやと 7我聞

にかの布の衣を衣て河の水の上に立る

人天にむかひてその右の手と左の手を

挙げ永久に生る者を指て誓ひて言りそ

の間は一時と二時と半時なり聖民の手

の碎くること終らん時に是等の事みな

終るべしと 8我聞たれども暁ることを

得ざりき我また言りわが主よ是等の事

の終は何ぞやと 9彼いひけるはダニエ

ルよ往け此言は終極の時まで秘しかつ
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封じ置るべし 10衆多の者浄められ潔

よくせられ試みられん然ど惡き者は惡

き事を行はん惡き者は人も暁ること無

るべし然ど頴悟者は暁るべし 11常供

の者を除き残暴可惡者を立ん時よりし

て一千二百九十日あらん 12待をりて

一千三百三十五日に至る者は幸福なり

13汝終りに進み行け汝は安息に入り日

の終りに至り起て汝の分を享ん



ホセア書 348

ホセア書

1これユダの王ウジヤ、ヨタム、アハ
ズ、ヒゼキヤの世イスラエルの王ヨ

アシの子ヤラベアムの世にベエリの子

ホセアに臨めるヱホバの言なり 2ヱホ

バはじめホセアによりて語りたまへる

時ヱホバ、ホセアに宣はく汝ゆきて淫

行の婦人を娶り淫行の子等を取れこの

國ヱホバに遠ざかりてはなはだしき淫

行をなせばなり 3是において彼ゆきて

デブライムの女子ゴメルを妻に娶りけ

るがその婦はらみて男子を産り 4ヱホ

バまた彼にいひ給ひけるは汝その名を

ヱズレルと名くべし暫時ありて我ヱズ

レルの血をヱヒウの家に報いイスラエ

ルの家の國をほろぼすべければなり 5

その目われヱズレルの谷にてイスラエ

ルの弓を折べしと 6ゴメルまた孕みて

女子を産ければヱホバ、ホセアに言た

まひけるは汝その名をロルマハ(憐ま

れぬ者)と名くべしそは我もはやイス

ラエルの家をあはれみて赦すが如きこ

とを爲ざるべければなり 7然どわれユ

ダの家をあはれまんその神ヱホバによ

りて之をすくはん我は弓劍戦争馬騎兵

などによりてすくふことをせじ 8ロル

ハマ乳をやめゴメルまた孕みて男子を

産けるに 9ヱホバ言たまひけるはその

子の名をロアンミ(吾民に非ざる者)と

名くべし其は汝らは吾民にあらず我は

汝らの神に非ざればなり 10然どイス

ラエルの子孫の數は濱の沙石のごとく

に成ゆきて量ることも數ふる事も爲し

がたく前になんぢらわが民にあらずと

言れしその處にて汝らは活神の子なり

と言れんとす 11斯てユダの子孫とイ

スラエルの子孫は共に集り一人の首を

たててその地より上り來らんヱズレル

の日は大なるべし

2汝らの兄弟に向ひてはアンミ(わが
民)と言ひ汝らの姉財にむかひては

ルハマ(憐まるる者)と言へ 2なんぢら

の母とあげつらへ論辨ふことをせよ彼

はわが妻にあらず我はかれの夫にあら

ざるなりなんぢら斯してかれにその面

より淫行を除かせその乳房の間より姦

淫をのぞかしめよ 3然らざれば我かれ

を剥て赤體にしその生れいでたる日の

ごとくにしまた荒野のごとくならしめ

潤ひなき地のごとくならしめ渇により

て死しめん 4我その子等を憐まじ淫行

の子等なればなり 5かれらの母は淫行

をなせりかれらを生る者は恥べき事を

おこなへり蓋かれいへる言あり我はわ

が戀人等につきしたがはん彼らはわが

パンわが水わが羊毛わが麻わが油わが

飮物などを我に與ふるなりと 6この故

にわれ荊棘をもてなんぢの路をふさぎ

垣をたてて彼にその徑をえざらしむべ

し 7彼はその戀人たちの後をしたひゆ

けども追及ことなく之をたづぬれども

遇ことなし是において彼いはん我ゆき

てわが前の夫にかへるべしかのときの

わが状態は今にまさりて善りきと 8彼

が得る穀物と酒と油はわが與ふるとこ

ろ彼がバアルのために用ゐたる金銀は

わが彼に増あたへたるところなるを彼

はしらざるなり 9これによりて我わが

穀物をその時におよびて奪ひわが酒を

その季にいたりてうばひ又かれの裸體

をおほふに用ゆべきわが羊毛およびわ

が麻をとらん 10今われかれの恥ると

ころをその戀人等の目のまへに露すべ

し彼をわが手より救ふものあらじ 11

我かれがすべての喜樂すなはち祝筵新
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月のいはひ安息日およびこの節會をし

て息しめん 12また彼の葡萄の樹と無

花果樹をそこなはん彼さきに此等をさ

してわが戀人の我にあたへし賞賜なり

と言しがわれこれを林となし野の厭を

してくらはしめん 13われかれが耳環

頚玉などを掛てその戀人らをしたひゆ

き我をわすれ香をたきて事へしもろも

ろのバアルの日のゆゑをもてその罪を

罰せんヱホバかく言たまふ 14斯るが

ゆゑに我かれを誘ひて荒野にみちびき

いり終にかれの心をなぐさめ 15かし

こを出るや直ちにわれかれにその葡萄

園を與へアコル(艱難)の谷を望の門と

なしてあたへん彼はわかかりし時のご

とくエジプトの國より上りきたりし時

のごとくかしこにて歌うたはん 16ヱ

ホバ言たまふその日にはなんぢ我をふ

たたびバアリとよばずしてイシ(吾夫

)とよばん 17我もろもろのバアルの名

をかれが口よりとりのぞき重ねてその

名を世に記憶せらるること無らしめん

18その日には我かれら(我民)のために

野の獣そらの鳥および地の昆蟲と誓約

をむすびまた弓箭ををり戦争を全世界

よりのぞき彼らをして安らかに居しむ

べし 19われ汝をめとりて永遠にいた

らん公義と公平と寵愛と憐憫とをもて

なんぢを娶り 20かはることなき眞実

をもて汝をめとるべし汝ヱホバをしら

ん 21ヱホバいひ給ふその日われ應へ

ん我は天にこたへ天は地にこたへ 22

地は穀物と洒と油とに應へまた是等の

ものはヱズレルに應へん 23我わがた

めにかれを地にまき憐まれざりし者を

あはれみわが民ならざりし者にむかて

汝はわが民なりといはんかれらは我に

むかひて汝はわが神なりといはん

3ヱホバわれに言給ひけるは汝ふたた
び往てヱホバに愛せらるれども轉り

てほかのもろもろの神にむかひ葡萄の

菓子を愛するイスラエルの子孫のごと

くそのつれそふものに愛せらるれども

姦淫をおこなふ婦人をあいせよ 2われ

銀十五枚おほむぎ一ホメル半をもてわ

が爲にその婦人をえたり 3我これにい

ひけるは汝おほくの日わがためにとど

まりて淫行をなすことなく他の人にゆ

くことなかれ我もまた汝にむかひて然

せん 4イスラエルの子輩は多くの日王

なく君なく犠牲なく表柱なくエボデな

くテラビムなくして居らん 5その後イ

スラエルの子輩はかへりてその神ヱホ

バとその王ダビデをたづねもとめ末日

にをののきてヱホバとその恩恵とにむ

かひてゆかん

4イスラエルの子輩よヱホバの言を聴
けヱホバこの地に住る者と争辨たま

ふ其は此地には誠實なく愛情なく神を

知る事なければなり 2ただ詛偽凶殺盗

姦淫のみにして互に相襲ひ血血につづ

き流る 3このゆゑにその地うれひにし

づみ之にすむものはみな野のけもの空

のとりとともにおとろへ海の魚もまた

絶はてん 4されど何人もあらそふべか

らずいましむ可らず汝の民は祭司と争

ふ者の如くなれり 5汝は昼つまづき汝

と偕なる預言者は夜つまづかん我なん

ぢの母を亡すべし 6わが民は知識なき

によりて亡さるなんぢ知識を棄つるに

よりて我もまた汝を棄ててわが祭司た

らしめじ汝おのが神の作法を忘るるに

よりて我もなんぢの子等を忘れん 7彼

らは大なるにしたがひてますます我に

罪を犯せば我かれらの榮を辱に変ん 8

彼らはわが民の罪をくらひ心をかたむ
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けてその罪ををかすを願へり 9このゆ

ゑに民の遇ところは祭司もまた同じわ

れその途をかれらにきたらせその行爲

をもて之にむくゆべし 10かれらは食

へども飽ず淫行をなせどもその數まさ

ずその心をヱホバにとむることを止れ

ばなり 11淫行と酒と新しき洒はその

人の心をうばふ 12わが民木にむかひ

て事をとふその杖かれらに事をしめす

是かれら淫行の霊にまよはされその神

の下を離れて淫行を爲すなり 13彼ら

は山々の巓にて犠牲を献げ岡の上にて

香を焚き橡樹楊樹栗樹の下にてこの

事をおこなふ此はその樹蔭の美しきに

よりてなりここをもてなんぢらの女子

は淫行をなしなんぢらの兒婦は姦淫を

おこなふ 14我なんぢらのむすめ淫行

をなせども罰せずなんぢらの兒婦かん

いんをおこなへども刑せじ其はなんぢ

らもみづから離れゆきて妓女とともに

居り淫婦とともに献物をそなふればな

り悟らざる民はほろぶべし 15イスラ

エルよ汝淫行をなすともユダに罪を犯

さする勿れギルガルに往なかれベテア

ベンに上るなかれヱホバは活くと曰て

誓ふなかれ 16イスラエルは頑強なる

牛のごとくに頑強なり今ヱホバ恙羊を

ひろき野にはなてるが如くして之を牧

はん 17エフライムは偶像にむすびつ

らなれりその爲にまかせよ 18かれら

の酒はくされかれらの淫行はやまずか

れらの楯となるべき者等は恥を愛しい

たく之を愛せり 19かれは風の翼につ

つまれかれらはその礼物によりて恥辱

をかうむらん

5祭司等よこれを聴けイスラエルの家
よ耳をかたむけよ王のいへよ之にこ

ころを注よさばきは汝等にのぞまん

そは我らはミズパに設くる羂タボルに

張れる網のごとくなればなり 2悖逆者

はふかく罪にしづみたり我かれらをこ

とごとく懲しめん 3我はエフライムを

知るイスラエルはわれに隠るるところ

無しエフライムよなんぢ今すでに淫行

をなせりイスラエルはすでに汚れたり

4かれらの行爲かれらをしてその神に

歸ること能はざらしむそは淫行の霊そ

の衷にありてヱホバを知ることなけれ

ばなり 5イスラエルの驕傲はその面に

むかひて證をなしその罪によりてイス

ラエルとエフライムは仆れユダもまた

之とともにたふれん 6かれらは羊のむ

れ牛の群をたづさへ往てヱホバを尋ね

求めん然どあふことあらじヱホバ既に

かれらより離れ給ひたればなり 7かれ

らヱホバにむかひ貞操を守らずして他

人の子を産り新月かれらとその産業と

をともに滅さん 8なんぢらギベアにて

角をふきラマにてラッパを吹ならしベ

テアベンにて呼はりて言へベニヤミン

よなんぢの後にありと 9罰せらるるの

日にエフライムは荒廃れん我イスラエ

ルの支派の中にかならず有るべきこと

を示せり 10ユダの牧伯等は境界をう

つすもののごとくなれり我わが震怒を

水のごとくに彼らのうへに斟がん 11

エフライムは甘んじて人のさだめたる

ところに從ひあゆむがゆゑに鞫をうけ

て虐げられ圧られん 12われエフライ

ムには蠧のごとくユダの家には腐朽の

ごとし 13エフライムおのれに病ある

を見ユダおのれに傷あるをみたり斯て

エフライムはアツスリヤに往きヤレブ

王に人をつかはしたれど彼はなんぢら

を醫すことをえず又なんぢらの傷をの

ぞきさることを得ざるべし 14われエ
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フライムには獅子のごとくユダの家に

はわかき獅子のごとし我しも我は抓劈

てさり掠めゆけども救ふ者なかるべし

15我ふたたびわが處にかへりゆき彼ら

がその罪をくいてひたずらわが面をた

づね求むるまで其處にをらん彼らは艱

難によりて我をたづねもとむることを

せん

6來れわれらヱホバにかへるべしヱホ
バわれらを抓劈たまひたれどもまた

醫すことをなし我儕をうち給ひたれど

もまたその傷をつつむことを爲したま

ふ可ればなり 2ヱホバは二日ののちわ

れらむ活かへし三日にわれらを起せた

まはん我らその前にて生ん 3この故に

われらヱホバをしるべし切にヱホバを

知ことを求むべしヱホバは晨光のごと

く必ずあらはれいで雨のごとくわれら

にのぞみ後の雨のごとく地をうるほし

給ふ 4エフライムよ我なんぢに何をな

さんやユダよ我なんぢに何をなさんや

なんぢの愛情はあしたの雲のごとくま

たただちにきゆる露のごとし 5このゆ

ゑにわれ預言者等をもてかれらを撃ち

わが口の言をもてかれらえを殺せりわ

が審判はあらはれいづる光明のごとし

6われは愛憎をよろこびて犠牲をよろ

こばず神をしるを悦ぶこと燔祭にまさ

れり 7然るに彼らはアダムのごとく誓

をやぶりかしこにて不義をわれにおこ

なへり 8ギレアデは惡をおこなふもの

の邑にして血の足跡そのなかに徧し 9

祭司のともがらは山賊の群のごとく伏

伺して人をそこなひシケムに往く大路

にて人をころす彼等はかくのごとき惡

きことをおこなへり 10われイスラエ

ルのいへに憎むべきことあるを見たり

かの處にてエフライムは淫をおこなふ

イスフルは汚れたり 11ユダよ我わが

民の俘囚をかへさんときまた汝のため

にも穫刈をそなへん

7われイスラエルを醫さんときエフラ
イムの愆とサマリヤのあしきわざと

露るかれらは詐詭をおこなひ内には偸

盗いるあり外には山賊のむれ掠めさる

ありかれら心にわがその一切の惡をし

たためたることを思はず今その行爲は

かれらを囲みふさぎて皆わが目前にあ

り 3かれらはその惡をもて王を悦ばせ

その詐詭をもてもろもろの牧伯を悦ば

せり 4かれらはみな姦淫をおこなふ者

にしてパンを作るものに焼るる爐のご

とし揑粉をこねてその発酵ときまでし

ばらく火をおこすことをせざるのみな

り 5われらの王の目にもろもろの牧伯

は洒の熱によりて疾し王は嘲るものと

ともに手を伸ぶ 6かれら伏伺するほど

に心を爐のごとくして備をなすそのパ

ンを焼くものは終夜ねむりにつき朝に

およべばまた焔のごとく燃ゆ 7かれら

はみな爐のごとくに熱してその審士を

やくそのもろもろの王はみな仆るかれ

らの中には我をよぶもの一人だになし

8エフライムは異邦人にいりまじるエ

フライムはかへさざる餹餅となれり 9

かれは他邦人らにその力をのまるれど

も之をしらず白髪その身に雑り生れど

もこれをさとらず 10イスラエルの驕

傲はその面にむかひて證をなすかれら

は此もろもろの事あれどもその神ヱホ

バに歸ることをせず又もとむることを

せざるなり 11エフライムは智慧なく

して愚なる鴿のごとし彼等はエジプト

にむかひて呼求めまたアツスリヤに往

く 12我かれらの往ときわが網をその

上にはりて天空の鳥のごとくに引堕し
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前にその公会に告しごとくかれらを懲

しめん 13禍なるかなかれらは我をは

なれて迷ひいでたり敗壊かれらにきた

らんかれらは我にむかひて罪ををかし

たり我かれらを贖はんとおもへどもか

れら我にさからひて謊言をいへり 14

かれら誠心をもて我をよばず唯牀にあ

りて哀號べりかれらは穀物とあたらし

き酒のゆゑをもて相集りかつわれに逆

らふ 15我かれらを教へその腕をつよ

くせしかども披らはわれにもとりて惡

きことを謀る 16かれらは歸るされど

も至高者にかへらず彼らはたのみがた

き弓のごとし彼らのもろもろの牧伯は

その舌のあらき言によりて劍にたふれ

ん彼らは之がためにエジプトの國にて

嘲笑をうくべし

8ラッパをなんぢの口にあてよ敵は鷲
のごとくヱホバの家にのぞめりこの

民わが契約をやぶりわが律法を犯しし

による 2かれら我にむかひてわが神よ

われらイスラエルはなんぢを知れりと

叫ばん 3イスラエルは善をいみきらへ

り敵これを追ん 4かれら王をたてたり

然れども我により立しにあらずかれら

牧伯をたてたり然れども我がしらざる

ところなり彼らまたその金銀をもて己

がために偶像をつくれりその造れるは

毀ちすてられんが爲にせしにことなら

ず 5サマリヤよなんぢの犢は忌きらふ

べきものなりわが怒かれらにむかひて

燃ゆかれら何れの時にか罪なきにいた

らん 6この犢はイスラエルより出づ匠

人のつくれる者にして神にあらずサマ

リヤの犢はくだけて粉とならん 7かれ

らは風をまきて狂風をかりとらん種と

ころは生長る穀物なくその穂はみのら

ざるべしたとひ實るとも他邦人これを

呑ん 8イスラエルは既に呑れたり彼等

いま列國の中において悦ばれざる器の

ごとく視做るるなり 9彼らは獨ゐし野

の驢馬のごとくアツスリヤにゆけりエ

フライムは物を餽りて戀人を得たり 10

かれら列國の民に物を餽りたりと雖も

今われ彼等をつどへ集む彼らは諸侯伯

の王に負せらるる重擔のために衰へ始

めん 11エフライムは多くの祭壇を造

りて罪を犯すこの祭壇はかれらが罪に

陥る階とはなれり 12我かれらのため

に律法をしるして數件の箇條を示した

れど彼らは反て之を異物とおもへり 13

かれらは我に献ふべき物を献ふれども

只肉をそなへて己みづから之を食ふヱ

ホバは之を納たまはず今かれらの愆を

記え彼らの罪を罰したまはん彼らはエ

ジプトに歸るべし 14イスラエルは己

が造主を忘れてもろもろの社廟を建て

ユダは塀をとりまはせる邑を多く増し

加へたり然どわれ火をその邑々におく

りて諸の城を焼亡さん

9イスラエルよ異邦人のごとく喜びす
さむ勿れなんぢ淫行をなして汝の神

を離る汝すべての麥の打塲にて賜はる

淫行の賞賜を愛せり 2打場と酒榨とは

かれらを養はじ亦あたらしき酒もむな

しくならん 3かれらはヱホバの地にと

どまらずエフライムはエジプトに歸り

アツスリヤにて汚穢たる物を食はん 4

彼等はヱホバにむかひて酒を灌ぐべき

者にあらずその祭物はヱホバの悦びた

まふ所にあらずかれらの犠牲は喪に居

もののパンのごとし凡てこれを食ふも

のは汚るべし彼等のパンは只おのが食

ふためにのみ用ゐべくしてヱホバの家

に入るべきにあらず 5なんぢら集會の

日とヱホバの節會の日に何をなさんと
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するや 6視よかれら滅亡の故によりて

去ゆきぬエジプトかれらをあつめメン

ピスかれらを葬らん蒺藜かれらが銀の

寳物を獲いばら彼らの天幕に蔓らん 7

刑罰の日きたり應報の日きたれりイス

ラエルこれを知ん預言者は愚なるもの

霊に感じたるものは狂へるものなりこ

れ汝の惡おほく汝の怨恨おほいなるに

因る 8エフライムは我が神にならべて

他の神をも佇望めり預言者の一切の途

は鳥を捕ふる者の網のごとく且その神

の室の中にて怨恨を懐けり 9かれらは

ギベアの日のごとく甚だしく惡き事を

行へりヱホバはその惡をこころに記て

その罪を罰したまはん 10在昔われイ

スラエルを見ること荒野の葡萄のごと

く汝らの先組等を看ること無花果樹の

始にむすべる最先の果の如くなししに

彼等はバアルペオルにゆきて身を恥辱

にゆたねその愛する物とともに憎むべ

き者とはなれり 11エフライムの榮光

は鳥のごとく飛さらん即ち産ことも孕

むことも妊娠こともなかるべし 12仮

令かれら子等を育つるとも我その子を

喪ひて遺る人なきにいたらしめん我が

離るる時かれらの禍大なる哉 13われ

エフライムを美地に植てツロのごとく

なししかどもエフライムはその子等を

携へいだして人を殺すに付さんとす 14

ヱホバよ彼らに與ヘたまへ汝なにを與

ヘんとしたまふや孕まざる胎と乳なき

乳房とを與へたまへ 15かれらが凡の

はギルガルにあり此故に我かしこにて

之を惡めりその行爲あしければ我が家

より逐いたし重て愛することをせじそ

の牧伯等はみな悼れる者なり 16エフ

ライムは撃れその根はかれて果を結ぶ

まじ若し産ことあらば我その胎なる愛

しむ實を殺さん 17かれら聴從はざる

によりて我が神これを棄たまふべしか

れらは列國民のうちに流離人とならん

10イスラエルは果をむすびて茂り榮
る葡萄の樹その果の多くなるがま

まに祭壇をましその地の饒かなるがま

まに偶像を美しくせり 2かれらは二心

をいだけり今かれら罪せらるべし神は

その祭壇を打毀ちその偶像を折棄てた

まはん 3かれら今いふべし我儕神を畏

れざりしに因て我らに王なしこの王は

われらのために何をかなさんと 4かれ

らは虚しき言をいだし偽の誓をなして

約をたつ審判は畑の畝にもえいづる茵

蔯のごとし 5サマリヤの居民はベテア

ベンの犢の故によりて戦慄かんその民

とこれを悦ぶ祭司等はその榮のうせた

るが爲になげかん 6犢はアツスリヤに

携へられ礼物としてヤレブ王に献げら

るべしエフライムは羞をかうむりイス

ラエルはおのが計議を恥ぢん 7サマリ

ヤはぼろびその王は水のうへの木片の

ごとし 8イスラエルの罪なるアベンの

崇邱は荒はてて荊棘と蒺藜その壇のう

へにはえ茂らんその時かれら山にむか

ひて我儕をおほへ陵にむかひて我儕の

うへに倒れよといはん 9イスラエルよ

汝はギベアの日より罪ををかせり彼等

はそこに立り邪惡のひとびとを攻たり

し戦争はギベアにてかれらに及ばざり

き 10我思ふままに彼等をいましめん

彼等その二の罪につながれん時もろも

ろの民あつまりて之をせめん 11エフ

ライムは馴されたる牝牛のごとくにし

て穀をふむことを好むされどわれその

美しき頸に物を負しむべし我エフライ

ムに軛をかけんユダは耕しヤコブは土

塊をくだかん 12なんぢら義を生ずる
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ために種をまき憐憫にしたがひてかり

とり又新地をひらけ今はヱホバを求む

べき時なり終にはヱホバきたりて義を

雨のごとく汝等のうへに降せたまはん

13なんぢらは惡をたがへし不義を穫を

さめ虚偽の果をくらへりこは汝おのれ

の途をたのみ己が勇士の數衆きをたの

めるに縁る 14この故になんぢらの民

のなかに騒乱おこりて汝らの城はこと

ごとく打破られんシャルマンが戦門の

日にベテアルベルを打破りしにことな

らず母その子とともに砕かれたり 15

なんぢらの大なる惡のゆゑによりてべ

テル如此なんぢらに行へるなりイスラ

エルの王はあしたに滅びん

11イスラエルの幼かりしとき我これ
を愛しぬ我わが子をエジプトより

呼いだしたり 2かれらは呼るるに隨ひ

ていよいよその呼者に遠ざかり且もろ

もろのバアルに犠牲をささげ雕たる偶

像に香を焚り 3われエフライムに歩む

ことををしへ彼等をわが腕にのせて抱

けり然どかれらは我にいやされたるを

知ず 4われ人にもちゐる索すなはち愛

のつなをもて彼等をひけり我がかれら

を待ふは軛をその腮より挙のくるもの

のごとくにして彼等に食物をあたへた

り 5かれらはエジプトの地にかへらじ

然どかれらがヱホバに歸らざるにより

てアツスリヤ人その王とならん 6劍か

れらの諸邑にまはりゆきてその関門を

こぼち彼らをその謀計の故によりて滅

さん 7わが民はともすれば我にはなれ

んとする心あり人これを招きて上に在

るものに属しめんとすれども身をおこ

すもの一人だになし 8エフライムよ我

いかで汝をすてんやイスラエルよ我い

かで汝をわたさんや我いかで汝をアデ

マのごとくせんや争でなんぢをゼボイ

ムのごとく爲んやわが心わが衷にかは

りて我の愛憐ことごとく燃おこれり 9

我わが烈しき震怒をほどこすことをせ

じ我かさねてエフライムを滅すことを

せじ我は人にあらず神なればなり我は

汝のうちにいます聖者なりいかりをも

て臨まじ 10かれらは獅子の吼るごと

くに聲を出したまふヱホバに隨ひて歩

まんヱホバ聲を出したまへば子等は西

より急ぎ來らん 11かれらエジプトよ

り鳥のごとくアツスリヤより鴿のごと

くに急ぎ來らん我かれらをその家々に

住はしむべし是エホバの聖言なり 12

エフライムは謊言をもてイスラエルの

家は詐偽をもて我を囲めりユダは神と

信ある聖者とに属きみつかずみ漂蕩を

れり

12エフライムは風をくらひ東風をお
ひ日々に詐偽と暴逆とを増くはへ

アツスリヤと契約を結び油をエジプト

に餽れり 2ヱホバはユダと争辨をなし

たまふヤコブをその途にしたがひて罰

しその行爲にしたがひて報いたまふ 3

ヤコブは胎にゐし時その兄弟の踵をと

らへまた己が力をもて神と角力あらそ

へり 4かれは天の使と角力あらそひて

勝ちなきて之に恩をもとめたり彼はベ

テルにて神にあへり其處にて神われら

に語ひたまへり 5これは萬軍の神ヱホ

バなりヱホバは其記念の名なり 6然ば

なんぢの神にかへり衿恤と公義とをま

もり恒になんぢの神を仰ぐべし 7彼は

カナン人(商賈)なりその手に脆詐の權

衡をもち好であざむき取ことをなす 8

エフライムはいふ誠にわれは富る者と

なれり我は身に財寳をえたり凡てわが

労したることの中に罪をうべき不義を
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見いだす者なかるべし 9我ヱホバはエ

ジプトの國をいでしより以來なんぢら

の神なり我いまも尚なんぢを幕屋にす

まはせて節会の日のごとくならしめん

10我もろもろの預言者にかたり又これ

に益々おほく異象をしめしたり我もろ

もろの預言者に托して譬喩をまうく 11

ギレアデは不義なる者ならずや彼らは

全く虚しかれらはギルガルにて牛を犠

牲に献ぐかれらの祭壇は圃の畝につみ

たる石の如し 12ヤコブはアラムの野

ににげゆけりイスラエルは妻を得んた

めに人に事へ妻を得んために羊を牧へ

り 13ヱホバ一人の預言者をもてイス

ラエルをエジプトより導きいだし一人

の預言者をもて之を護りたまへり 14

エフライムは怒を激ふること極てはな

はだしその主かれが流しし血をかれが

上にとどめその恥辱をかれに歸らせた

まはん

13エフライム言を出せば人をののけ
り彼はイスラエルのなかに己をた

かうしバアルにより罪を犯して死たり

しが 2今も尚ますます罪を犯しその銀

をもて己のために像を鋳その機巧にし

たがひて偶像を作る是みな工人の作な

るなり彼らは之につきていふ犠牲を献

ぐる者はこの犢に吻を接べしと 3是に

よりて彼らは朝の雲のごとく速にきえ

うする露のごとく打場より大風に吹散

さるる穀殻のごとく窓より出ゆく煙の

ごとくならん 4されど我はエジプトの

國をいでてより來なんぢの神ヱホバな

り爾われの外に神を知ことなし我のほ

かに救者なし 5我さきに荒野にて水な

き地にて爾を顧みたり 6かれらは秣場

によりて食に飽き飽くによりてその心

たかぶり是によりて我を忘れたり 7斯

るがゆゑに我かれらに對ひて獅子の如

くなり途の傍にひそみうかがふ豹のご

とくならん 8われ子をうしなへる熊の

ごとく彼らに向ひてその心膜を裂き獅

子の如くこれを食はん野の獣これを攫

断るべし 9イスラエルよ汝の滅ぶるは

我に背き汝を助くる者に背くが故なり

10汝のもろもろの邑に汝を助くべき汝

の王は今いづくにかあるなんぢらがそ

の王と牧伯等とを我に與へよと言たり

し士師等は今いづくにかある 11われ

忿怒をもて汝に王を與へ憤恨をもて之

をうばひたり 12エフライムの不義は

包まれてありその罪はをさめたくはへ

られたり 13劬労にかかれる婦のかな

しみ之に臨まん彼は愚なる子なり時に

臨みてもなほ産門に入らず 14我かれ

らを陰府の手より贖はん我かれらを死

より贖はん死よなんぢの疫は何處にあ

るか陰府よなんぢの災は何處にあるか

悔改はかくれて我が目にみえず (Sheol

h7585) 15彼は兄弟のなかにて果を結ぶ

こと多けれども東風吹きたりヱホバの

息荒野より吹おこらん之がためにその

泉は乾その源は涸れんその積蓄へたる

もろもろの賓貴器皿は掠め奪はるべし

16サマリヤはその神にそむきたれば刑

せられ劍に斃れんその嬰兒はなげくだ

かれその孕たる婦は剖れん

14イスラエルよ汝の神ヱホバに歸れ
よ汝は不義のために仆れたり 2汝

ら言詞をたづさへ來りヱホバに歸りて

いへ諸の不義は赦して善ところを受納

れたまへ斯て我らは唇をもて牛のごと

くに汝に献げん 3アツスリヤはわれら

を授けじ我らは馬に騎らじまたふたた

び我儕みづからの手にて作れる者にむ

かひわが神なりと言じ孤児は爾により
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て憐憫を得べければなりと 4我かれら

の反逆を醫し悦びて之を愛せん我が怒

はかれを離れ去たり 5我イスラエルに

対しては露のごとくならん彼は百合花

のごとく花さきレバノンのごとく根を

はらん 6その枝は茂りひろがり其美麗

は橄欖の樹のごとくその芬芳はレバノ

ンのごとくならん 7その蔭に往む者か

へり來らんかれらは穀物の如く活かへ

り葡萄樹のごとく花さきその馨香はレ

バノンの酒のごとくなるべし 8エフラ

イムはいふ我また偶像と何のあづかる

所あらんやと我これに應へたり我かれ

を顧みん我は蒼翠の松のごとし汝われ

より果を得ん 9誰か智慧ある者ぞその

人はこの事を暁らん誰か頴悟ある者ぞ

その人は之を知んヱホバの道は凡て直

し義者は之をむ然ど罪人は之に躓かん



ヨエル書357

ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨めるヱホバ
の言 2老たる人よ汝ら是を聽けすべ

て此地に住む者汝ら耳を傾けよ汝らの

世あるは汝らの先祖の世にも是のごと

き事ありしや 3汝ら之を子に語り子は

また之をその子に語りその子之を後の

代に語りつたへよ 4噬くらふ蝗虫の遺

せる者は群ゐる蝗虫のくらふ所となり

その遺せる者はなめつくすおほねむし

のくらふ所となりその遺せる者は喫ほ

ろぼす蝗虫の食ふ所となれり 5醉る者

よ汝ら目を醒して泣けすべて酒をのむ

者よ哭きさけべあたらしき酒なんぢら

の口に絶えたればなり 6そはことなる

民わが國に攻よすればなりその勢ひ強

くその數はかられずその齒は獅子の齒

のごとくその牙は牝獅子の牙のごとし

7彼等わが葡萄の樹を荒しわが無花果

の樹を折りその皮をはぎはだかにして

之を棄つその枝白くなれり 8汝ら哀哭

かなしめ貞女その若かりしときの夫の

ゆゑに麻布を腰にまとひて哀哭かなし

むがごとくせよ 9素祭灌祭ともにヱホ

バの家に絶えヱホバに事ふる祭司等哀

傷をなす 10田は荒れ地は哀傷む是穀

物荒はて新しき酒つき油たえんとすれ

ばなり 11こむぎ大麥の故をもて農夫

羞ぢよ葡萄をつくり哭けよ田の禾稼

うせはてたればなり 12葡萄樹は枯れ

無花果樹は萎れ石榴椰子林檎および

野の諸の樹は凋みたり是をもて世の人

の喜樂かれうせぬ 13祭司よ汝ら麻布

を腰にまとひてなきかなしめ祭壇に事

ふる者よ汝らなきさけべ神に事ふる者

よなんぢら來り麻布をまとひて夜をす

ごせ其は素祭も灌祭も汝らの神の家に

入ことあらざればなり 14汝ら斷食を

定め集會を設け長老等を集め國の居民

をことごとく汝らの神ヱホバの家に集

めヱホバにむかひて號呼れよ 15ああ

その日は禍なるかなヱホバの日近く暴

風のごとくに全能者より來らん 16我

らがまのあたりに食物絶えしにあらず

や我らの神の家に歡喜と快樂絶えしに

あらずや 17種は土の下に朽ち倉は壞

れ廩は圯るそは穀物ほろぼされたれば

なり 18いかに畜獸は哀み鳴くや牛の

群は亂れ迷ふ草なければなり羊の群

もまた死喪ん 19ヱホバよ我なんぢに

向ひて呼はらん荒野の諸の草は火にて

焼け野の諸の樹は火熖にてやけつくれ

ばなり 20野の獸もまた汝にむかひて

呼はらん其は水の流涸はて荒野の草火

にてやけつくればなり

2汝らシオンにて喇叭を吹け我聖山に
て音たかく之を吹鳴せ國の民みな慄

ひわななかんそはヱホバの日きたらん

とすればなりすでに近づけり 2この日

は黒くをぐらき日雲むらがるまぐらき

日にしてしののめの山々にたなびくが

如し數おほく勢さかんなる民むれいた

らんかかる者はいにしへよりありしこ

となく後の代々の年にもあることなか

るべし 3火彼らの前を焚き火熖かれら

の後にもゆその過さる前は地エデンの

ごとくその過ぎしのちは荒はてたる野

の如し此をのがれうるもの一としてあ

ることなし 4彼らの状は馬のかたちの

ごとく其馳ありくことは軍馬のごとし

5その山の嶺にとびをどる音は車の轟

聲がごとしまた火の稗株をやくおとの

如くしてその様強き民の行伍をたてて

戰陣にのぞむに似たり 6そのむかふと

ころ諸民戰慄きその面みな色を失ふ 7

彼らは勇士の如くに趨あるき軍人のご
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とくに石垣に攀のぼる彼ら各おのが道

を進みゆきてその列を亂さず 8彼ら互

に推あはず各その道にしたがひて進み

行く彼らは刄に觸るとも身を害はず 9

彼らは邑をかけめぐり石垣の上に奔り

家に攀登り盗賊のごとくに窓より入る

10そのむかふところ地ゆるぎ天震ひ日

も月も暗くなり星その光明を失ふ 11

ヱホバその軍勢の前にて聲をあげたま

ふ其軍旅はなはだ大なればなり其言

を爲とぐる者は強しヱホバの日は大に

して甚だ畏るべきが故に誰かこれに耐

ふることを得んや 12然どヱホバ言た

まふ今にても汝ら斷食と哭泣と悲哀と

をなし心をつくして我に歸れ 13汝ら

衣を裂かずして心を裂き汝等の神ヱホ

バに歸るべし彼は恩惠あり憐憫ありか

つ怒ることゆるく愛憐大にして災害を

なすを悔いたまふなり 14誰か彼のあ

るひは立歸り悔て祝福をその後にとめ

のこし汝らをして素祭と灌祭とをなん

ぢらの神ヱホバにささげしめ給はじと

知んや 15汝らシオンにて喇叭を吹き

ならし斷食を定め公會をよびつどへ 16

民を集めその會を潔くし老たる人をあ

つめ孩童と乳哺子を集め新郎をその室

より呼いだし新婦をその密室より呼い

だせ 17而してヱホバに事ふる祭司等

は廊と祭壇の間にて泣て言へヱホバよ

汝の民を赦したまへ汝の産業を恥辱し

めらるるに任せ之を異邦人に治めさす

る勿れ何ぞ異邦人をして彼らの神は何

處にあると言しむべけんや 18然せば

ヱホバ己の地にために嫉妬を起しその

民を憐みたまはん 19ヱホバ應へてそ

の民に言たまはん視よ我穀物とあたら

しき酒と油を汝におくる汝ら之に飽ん

我なんぢらをして重ねて異邦人の中に

恥辱を蒙らしめじ 20我北よりきたる

軍を遠く汝らより離れしめうるほひな

き荒地に逐やらん其前軍を東の海にそ

の後軍を西の海に入れんその臭味立ち

その惡臭騰らん是大なる事を爲たるに

因る 21地よ懼るる勿れ喜び樂しめヱ

ホバ大なる事を行ひたまふなり 22野

の獸よ懼るる勿れあれ野の牧草はもえ

いで樹は果を結び無花果樹葡萄樹はそ

の力をめざすなり 23シオンの子等よ

汝らの神ヱホバによりて樂め喜べヱホ

バは秋の雨を適當なんぢらに賜ひまた

前のごとく秋の雨と春の雨とを汝らの

上に降せたまふ 24打塲には穀物盈ち

甕にはあたらしき酒と油溢れん 25我

が汝らに遣しし大軍すなはち群ゐる蝗

なめつくす蝗喫ほろぼす蝗噬くらふ蝗

の触あらせる年を我汝らに賠はん 26

汝らは食ひ食ひて飽きよのつねならず

なんぢらを待ひたまひし汝らの神ヱホ

バの名をほめ頌へん我民はとこしへに

辱しめらるることなかるべし 27かく

て汝らはイスラエルの中に我が居るを

知り汝らの神ヱホバは我のみにて外に

無きことを知らん我民は永遠に辱かし

めらるることなかるべし 28その後わ

れ吾靈を一切の人に注がん汝らの男子

女子は預言せん汝らの老たる人は夢を

見汝らの少き人は異象を見ん 29その

日我またわが靈を僕婢に注がん 30ま

た天と地に徴證を顯さん即ち血あり火

あり煙の柱あるべし 31ヱホバの大な

る畏るべき日の來らん前に日は暗く月

は血に變らん 32凡てヱホバの名を龥

ぶ者は救はるべしそはヱホバの宣ひし

如くシオンの山とヱルサレムとに救は

れし者あるべければなり其遺れる者の

中にヱホバの召し給へるものあらん
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3觀よ我ユダとヱルサレムの俘囚人を
歸さんその日その時 2萬國の民を集

め之を携へてヨシヤパテの谷にくだり

かしこにて我民我ゆづりの産なるイス

ラエルのために彼らをさばかん彼らこ

れを國々に散してその地を分ち取りた

ればなり 3彼らは籤をひきて我民を取

り童子を娼妓に換へ童女を賣り酒に換

て飮めり 4ツロ、シドンよベリシテの

すべての國よ汝ら我と何のかかはりあ

らんや汝ら我がなししことに返をなさ

んとするや若し我に返報をなさんとな

らば我忽ち迅速に汝らがなししことを

もてその首に歸らしめん 5是は汝らは

我の金銀を取り我のしたふべき寶を汝

らの宮にたづさへゆき 6またユダの人

とヱルサレムの人をギリシヤ人に賣り

てその本國より遠く離らせたればなり

7視よ我かられを起して汝らが賣たる

處より出し汝らがなししことをもてそ

の首にかへらしめん 8我はなんぢらの

男子女子をユダの人の手に賣り彼らは

之を遠き民なるシバ人に賣らんヱホバ

これを言ふ 9もろもろの國に宣つたへ

よ戰爭の準備を爲し勇士をはげまし軍

人をことごとくちかより來らしめよ 10

汝等の鋤を劍に打かへ汝らの鎌を鎗に

打かへよ弱き者も我は強しと言へ 11

四周の國々の民よ汝ら急ぎ上りて集れ

ヱホバよ汝の勇士をかしこに降したま

へ 12國々の民よ起て上りヨシヤパテ

の谷に至れ彼處に我座をしめて四周の

國々の民をことごとく鞫かん 13鎌を

いれよ穀物は熟せり來り踏めよ酒榨

は盈ち甕は溢る彼らの惡大なればな

りと 14かまびすしきかな無數の民審

判の谷にありてかまびすしヱホバの日

審判の谷に近づくが故なり 15日も月

も暗くなり星その光明を失ふ 16ヱホ

バ、シオンよりよびとどろかしヱルサ

レムより聲をはなち天地を震ひうごか

したまふ然れどヱホバはその民の避所

イスラエルの子孫の城となりたまはん

17かくて汝ら我はヱホバ汝等の神にし

て我聖山シオンに住むことをしるべし

ヱルサレムは聖き所となり他國の人は

重ねてその中をかよふまじ 18その日

山にあたらしき酒滴り岡に乳流れユダ

のもろもろの河に水流れヱホバの家よ

り泉水流れいでてシッテムの谷に灌が

ん 19エジプトは荒すたれエドムは荒

野とならん是はかれらユダの子孫を虐

げ辜なき者の血をその國に流したれば

なり 20されどユダは永久にすまひヱ

ルサレムは世々に保たん 21我さきに

はかれらが流しし血の罪を報いざりし

が今はこれをむくいんヱホバ、シオン

に住みたまはん
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アモス書

1テコアの牧者の中なるアモスの言是
はユダの王ウジヤの世イスラエルの

王ヨアシの子ヤラベアムの世地震の二

年前に彼が見されたる者にてイスラエ

ルの事を論るなり其言に云く 2ヱホバ

、シオンより呼號りエルサレムより聲

を出したまふ牧者の牧塲は哀きカルメ

ルの巓は枯る 3ヱホバかく言たまふダ

マスコは三の罪あり四の罪あれば我か

ならず之を罰して赦さじ即ち彼らは鐵

の打禾車をもてギレアデを打り 4我ハ

ザエルの家に火を遣りベネハダデの宮

殿を焚ん 5我ダマスコの關を碎きアベ

ンの谷の中よりその居民を絶のぞきベ

テエデンの中より王の杖を執る者を絶

のぞかんスリアの民は擄へられてキル

にゆかんヱホバこれを言ふ 6ヱホバか

く言たまふガザは三の罪あり四の罪

あれば我かならず之を罰して赦さじ即

ち彼らは俘囚をことごとく曳ゆきてこ

れをエドムに付せり 7我ガザの石垣の

内に火を遣り一切の殿を焚ん 8我アシ

ドドの中よりその居民を絶のぞきアシ

ケロンの中より王の杖を執る者を絶除

かん我また手を反してエクロンを撃ん

ペリシテ人の遺れる者亡ぶべし主ヱホ

バこれを言ふ 9ヱホバかく言たまふツ

ロは三の罪あり四の罪あれば我かなら

ず之を罰して赦さじ即ち彼らは俘囚を

ことごとくエドムに付しまた兄弟の契

約を忘れたり 10我ツロの石垣の内に

火を遣り一切の殿を焚ん 11ヱホバか

く言たまふエドムは三の罪あり四の

罪あれば我かならず之を罰して赦さじ

即ち彼は劍をもてその兄弟を追ひ全く

憐憫の情を斷ち恒に怒りて人を害し永

くその憤恨をたくはへたり 12我テマ

ンに火を遣りポヅラの一切の殿を焚ん

13ヱホバかく言たまふ アンモンの人々

は三の罪あり四の罪あれば我かならず

之を罰して赦さじ即ち彼らはその國境

を廣めんとてギレアデの孕める婦を剖

たり 14我ラバの石垣の内に火を放ち

その一切の殿を焚ん是は戰鬪の日に吶

喊の聲をもて爲され暴風の日に旋風を

もて爲されん 15彼らの王はその牧伯

等と諸共に擄へられて往かんヱホバこ

れを言ふ

2ヱホバかく言たまふモアブは三の罪
あり四の罪あれば我かならず之を罰

して赦さじ即ち彼はエドムの王の骨を

焼て灰となせり 2我モアブに火を遣り

ケリオテの一切の殿を焚んモアブは噪

擾と吶喊の聲と喇叭の音の中に死ん 3

我その中より審判長を絶除きその諸の

牧伯を之とともに殺さんヱホバはこれ

を言ふ 4ヱホバかく言たまふユダは三

の罪あり四の罪あれば我かならず之を

罰して赦さじ即ち彼らはヱホバの律法

を輕んじその法度を守らずその先祖等

が從ひし僞の物に惑はさる 5我ユダに

火を遣りエルサレムの諸の殿を焚ん 6

ヱホバかく言たまふイスラエルは三の

罪あり四の罪あれば我かならず之を罰

して赦さじ即ち彼らは義者を金のため

に賣り貧者を鞋一足のために賣る 7彼

らは弱き者の頭に地の塵のあらんこと

を喘ぎて求め柔かき者の道を曲げ又父

子共に一人の女子に行て我聖名を汚す

8彼らは質に取れる衣服を一切の壇の

傍に敷きてその上に偃し罰金をもて得

たる酒をその神の家に飮む 9嚮に我は

アモリ人を彼らの前に絶たりアモリ人

はその高きこと香柏のごとくその強き

こと橡の樹のごとくなりしが我その上
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の果と下の根とをほろぼしたり 10我

は汝らをエジプトの地より携へのぼり

四十年のあひだ荒野において汝らを導

き終にアモリ人の地を汝らに獲させた

り 11我は汝らの子等の中より預言者

を興し汝らの少者の中よりナザレ人を

興したりイスラエルの子孫よ然るにあ

らずやヱホバこれを言ふ 12然るに汝

らはナザレ人に酒を飮ませ預言者に命

じて預言するなかれと言り 13視よ我

麥束を積滿せる車の物を壓するがごと

く汝らを壓せん 14その時は疾走者も

逃るに暇あらず強き者もその力を施す

を得ず勇士も己の生命を救ふこと能は

ず 15弓を執る者も立ことを得ず足駛

の者も自ら救ふ能はず馬に騎れる者も

己の生命を救ふこと能はず 16勇士の

中の心剛き者もその日には裸にて逃ん

ヱホバこれを言ふ

3イスラエルの子孫よヱホバが汝らに
むかひて言ところ我がエジプトの地

より導き上りし全家にむかひて言とこ

ろの此言を聽け 2地の諸の族の中にて

我ただ汝ら而已を知れり此故に我なん

ぢらの諸の罪のために汝らを罰せん 3

二人もし相會せずば爭で共に歩かんや

4獅子もし獲物あらずば豈林の中に吼

んや猛獅子もし物を攫まずば豈その穴

より聲を出さんや 5もし羂の設なくば

鳥あに地に張れる網にかからんや網も

し何の得るところも無くば豈地よりあ

がらんや 6邑にて喇叭を吹かば民おど

らかざらんや邑に災禍のおこるはヱホ

バのこれを降し給ふならずや 7夫主ヱ

ホバはその隱れたる事をその僕なる預

言者に傳へずしては何事をも爲たまは

ざるなり 8獅子吼ゆ誰か懼れざらんや

主ヱホバ言語たまふ誰か預言せざらん

や 9アシドドの一切の殿に傳へエジプ

トの地の一切の殿に宣て言へ汝等サマ

リヤの山々に集りその中にある大なる

紛亂を觀その中間におこなはるる虐遇

を觀よ 10ヱホバいひたまふ彼らは正

義をおこなふことを知ず虐げ取し物と

奪ひたる物とをその宮殿に積蓄ふ 11

是故に主ヱホバかく言たまふ敵ありて

此國を攻かこみ汝の權力を汝より取下

さん汝の一切の殿は掠めらるべし 12

ヱホバかく言たまふ牧羊者は獅子の口

より羊の兩足あるひは片耳を取かへし

得るのみサマリヤに於て床の隅または

ダマスコ錦の榻に坐するイスラエルの

子孫もその救はるること是のごとくな

らん 13萬軍の神主ヱホバかく言たま

ふ汝ら聽てヤコブの家に證せよ 14我

イスラエルの諸の罪を罰する日にはベ

テルの壇を罰せん其壇の角は折て地に

落べし 15我また冬の家および夏の家

をうたん象牙の家ほろび大きなる家失

んヱホバこれを言ふ

4バシヤンの牝牛等よ汝ら此言を聽け
汝らはサマリヤの山に居り弱者を虐

げ貧者を壓し又その主にむかひて此に

持きたりて我らに飮せよと言ふ 2主ヱ

ホバ己の聖を指し誓ひて云ふ視よ日汝

らの上に臨むその日には人汝らを鈎に

かけ汝等の遺餘者を釣魚鈎にかけて曳

いださん 3汝らは各々その前なる石垣

の破壞たる處より奔出てハルモンに逃

往んヱホバこれを言ふ 4汝らベテルに

往て罪を犯しギルガルに往て益々おほ

く罪を犯せ朝ごとに汝らの犠牲を携へ

ゆけ三日ごとに汝らの什一を携へゆけ

5酵いれたる者を感謝祭に獻げ願意よ

りする禮物を召てこれを告示せイスラ

エルの子孫よ汝らは斯するを好むなり
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と主ヱホバ言たまふ 6また我汝らの一

切の邑に於て汝らの齒を清からしめ汝

らの一切の處において汝らの食を乏し

からしめたり然るに汝らは我に歸らず

とヱホバ言給ふ 7また我収穫までには

尚三月あるに雨をとどめて汝らに下さ

ずかの邑には雨を降しこの邑には雨を

ふらさざりき此田圃は雨を得彼田圃

は雨を得ずして枯れたり 8二三の邑別

の一の邑に躚めきゆきて水を飮ども飽

ことあたはず然るに汝らは我に歸らず

とヱホバ言たまふ 9我枯死殻と朽腐穗

とをもて汝等を撃なやませりまた汝ら

の衆多の園と葡萄園と無花果樹と橄欖

樹とは蝗これを食へり然るに汝らは我

に歸らずとヱホバ言たまふ 10我なん

ぢらの中にエジプトに爲し如く疫病を

おこし劍をもて汝らの少き人を殺し又

汝らの馬を奪さり汝らの營の臭氣をし

て騰りて汝らの鼻を撲しめたり然るも

汝らは我に歸らずとヱホバいひたまふ

11我なんぢらの中の邑を滅すことソド

ム、ゴモラを神の滅したまひし如くし

たれば汝らは熖の中より取いだしたる

燃柴のごとくなれり然るも汝らは我に

歸らずとヱホバ言たまふ 12イスラエ

ルよ然ば我かく汝に行はん我是を汝に

行ふべければイスラエルよ汝の神に會

ふ準備をせよ 13彼は即ち山を作りな

し風を作り出し人の思想の如何なるを

その人に示しまた晨光をかへて黒暗と

なし地の高處を踏む者なりその名を萬

軍の神ヱホバといふ

5イスラエルの家よ我が汝らに對ひて
宣る此言を聽け是は哀歎の歌なり 2

處女イスラエルは仆れて復起あがらず

彼は己の地に扑倒さる之を扶け起す者

なし 3主ヱホバかく言たまふイスラエ

ルの家においては前に千人出たる邑は

只百人のみのこり前に百人出たる邑は

只十人のみのこらん 4ヱホバかくイス

ラエルの家に言たまふ汝ら我を求めよ

さらば生べし 5ベテルを求むるなかれ

ギルガルに往なかれベエルシバに赴く

勿れギルガルは必ず擄へられゆきベテ

ルは無に歸せん 6汝らヱホバを求めよ

然ば生べし恐くはヱホバ火のごとくに

ヨセフの家に落くだりたまひてその火

これを焼んベテルのためにこれを熄す

者一人もあらじ 7汝ら公道を茵蔯に變

じ正義を地に擲つる者よ 8昴宿および

參宿を造り死の蔭を變じて朝となし晝

を暗くして夜となし海の水を呼て地の

面に溢れさする者を求めよ其名はヱホ

バといふ 9彼は滅亡を忽然強者に臨ま

しむ滅亡つひに城に臨む 10彼らは門

にありて勸戒る者を惡み正直を言ふ者

を忌嫌ふ 11汝らは貧しき者を踐つけ

麥の贐物を之より取るこの故に汝らは

鑿石の家を建しと雖どもその中に住こ

とあらじ美しき葡萄園を作りしと雖ど

もその酒を飮ことあらじ 12我知る汝

らの愆は多く汝らの罪は大なり汝らは

義き者を虐げ賄賂を取り門において貧

き者を推抂ぐ 13是故に今の時は賢き

者黙す是惡き時なればなり 14汝ら善

を求めよ惡を求めざれ然らば汝ら生

べしまた汝らが言ごとく萬軍の神ヱホ

バ汝らと偕に在さん 15汝ら惡を惡み

善を愛し門にて公義を立よ萬軍の神ヱ

ホバあるひはヨセフの遺れる者を憐れ

みたまはん 16是故に主たる萬軍の神

ヱホバかく言たまふ諸の街衢にて啼こ

とあらん諸の大路にて人哀哉哀哉と呼

ん又農夫を呼きたりて哀哭しめ啼女を

招きて啼しめん 17また諸の葡萄園に
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も啼こと有べし其は我汝らの中を通る

べければなりヱホバこれを言たまふ

18ヱホバの日を望む者は禍なるかな 汝

ら何とてヱホバの日を望むや是は昏く

して光なし 19人獅子の前を逃れて熊

に遇ひ又家にいりてその手を壁に附て

蛇に咬るるに宛も似たり 20ヱホバの

日は昏くして光なく暗にして耀なきに

非ずや 21我は汝らの節筵を惡みかつ

藐視むまた汝らの集會を悦ばじ 22汝

ら我に燔祭または素祭を獻ぐるとも我

之を受納れじ汝らの肥たる犢の感謝祭

は我これを顧みじ 23汝らの歌の聲を

我前に絶て汝らの琴の音は我これを聽

じ 24公道を水のごとくに正義をつき

ざる河のごとくに流れしめよ 25イス

ラエルの家よ汝らは四十年荒野に居し

間犠牲と供物を我に獻げたりしや 26

かへつて汝らは汝らの王シクテを負ひ

汝らの偶像キウンを負へり是即ち汝ら

の神とする星にして汝らの自ら造り設

けし者なり 27然ば我汝らをダマスコ

の外に移さん萬軍の神ととなふるヱホ

バこれを言たまふ

6身を安くしてシオンに居る者思ひわ
づらはずしてサマリヤの山に居る者

諸の國にて勝れたる國の中なる聞高く

してイスラエルの家に就きしたがはる

る者は禍なるかな 2カルネに渉りゆき

彼處より大ハマテに至りまたペリシテ

人のガテに下りて視よ其等は此二國に

愈るや彼らの土地は汝らの土地よりも

大なるや 3汝等は災禍の日をもて尚遠

しと爲し強暴の座を近づけ 4自ら象牙

の牀に臥し寢臺の上に身を伸し群の中

より羔羊を取り圏の中より犢牛を取て

食ひ 5琴の音にあはせて唄ひ噪ぎダビ

デのごとくに樂器を製り出し 6大斝を

もて酒を飮み最も貴とき膏を身に抹り

ヨセフの艱難を憂へざるなり 7是故に

今彼等は擄はれて俘囚人の眞先に立て

往んかの身を伸したる者等の嘈の聲止

べし 8萬軍の神ヱホバ言たまふ主ヱホ

バ己を指て誓へり我ヤコブが誇る所の

物を忌嫌ひその宮殿を惡む我この邑と

その中に充る者とを付すべし 9一の家

に十人遺りをるとも皆死ん 10而して

その親戚すなはち之を焚く者その死骸

を家より運びいださんとて之を取あげ

またその家の奥に潛み居る者に向ひて

他になほ汝とともに居る者あるやと言

ふとき對へて一人も無しと言ん此時か

の人また言べし黙せよヱホバの名を口

に擧ること有べからずと 11視よヱホ

バ命を下し大なる家を撃て墟址となら

しめ小き家を撃て微塵とならしめたま

ふ 12馬あに能く岩の上を走らんや人

あに牛をもて岩を耕へすことを得んや

然るに汝らは公道を毒に變じ正義の果

を茵蔯に變じたり 13汝らは無物を喜

び我儕は自分の力をもて角を得しにあ

らずやと言ふ 14是をもて萬軍の神ヱ

ホバ言たまふイスラエルの家よ我一の

國を起して汝らに敵せしめん是はハマ

テの入口よりアラバの川までも汝らを

なやまさん

7主ヱホバの我に示したまへるところ
是のごとし即ち草の再び生ずる時に

あたりて彼蝗を造りたまふその草は王

の刈たる後に生じたるものなり 2その

蝗地の青物を食盡しし後我言り主ヱホ

バよ願くは赦したまへヤコブは小し

爭でか立ことを得んと 3ヱホバその行

へる事につきて悔をなし我これを爲じ

と言たまふ 4主ヱホバの我に示したま

へる所是のごとし即ち主ヱホバ火をも



アモス書 364

て罰せんとて火を呼たまひければ火大

淵を焚きまた産業の地を焚かんとす 5

時に我言り主ヱホバよ願くは止みたま

へヤコブは小し爭でか立ことを得んと

6ヱホバその行へる事につきて悔をな

し我これをなさじと主ヱホバ言たまふ

7また我に示したまへるところ是のご

とし即ち準縄をもて築ける石垣の上に

ヱホバ立ちその手に準縄を執たまふ 8

而してヱホバ我にむかひアモス汝何を

見るやと言たまひければ準縄を見ると

我答へしに主また言たまはく我準縄を

我民イスラエルの中に設く我再び彼ら

を見過しにせじ 9イサクの崇邱は荒さ

れイスラエルの聖所は毀たれん我劍を

もちてヤラベアムの家に起むかはん 10

時にベテルの祭司アマジヤ、イスラエ

ルの王ヤラベアムに言遣しけるはイス

ラエルの家の眞中にてアモス汝に叛け

り彼の諸の言には此地も堪るあたはざ

るなり 11即ちアモスかく言りヤラベ

アムは劍によりて死んイスラエルは必

ず擄へられてゆきてその國を離れんと

12而してアマジヤ、アモスに言けるは

先見者よ汝往きてユダの地に逃れ彼處

にて預言して汝の食物を得よ 13然ど

ベテルにては重ねて預言すべからず是

は王の聖所王の宮なればなり 14アモ

ス對へてアマジヤに言けるは我は預言

者にあらずまた預言者の子にも非ず

我は牧者なり桑の樹を作る者なりと

15然るにヱホバ羊に從ふ所より我を取

り往て我民イスラエルに預言せよとヱ

ホバわれに宣へり 16今ヱホバの言を

聽け汝は言ふイスラエルにむかひて預

言する勿れイサクの家にむかひて言を

出すなかれと 17是故にヱホバかく言

たまふ汝の妻は邑の中にて妓婦となり

汝の男子女子は劍に斃れ汝の地は繩を

もて分たれん而して汝は穢れたる地に

死にイスラエルは擄られゆきてその國

を離れん

8主ヱホバの我に示したまへるところ
是のごとし即ち熟したる果物一筐あ

り 2ヱホバわれにむかひてアモス汝何

を見るやと言たまひければ熟したる果

物一筐を見ると答へしにヱホバ我に言

たまはく我民イスラエルの終いたれり

我ふたたび彼らを見過しにせじ 3主ヱ

ホバ言たまふ其日には宮殿の歌は哀哭

に變らん死屍おびただしくあり人こ

れを遍き處に投棄ん黙せよ 4汝ら喘ぎ

て貧しき者に迫り且地の困難者を滅す

者よ之を聽け 5汝らは言ふ月朔は何時

過去んか我等穀物を賣んとす安息日

は何時過去んか我ら麥倉を開かんとす

我らエパを小くしシケルを大くし僞の

權衡をもて欺く事をなし 6銀をもて賤

しき者を買ひ鞋一足をもて貧き者を買

ひかつ屑麥を賣いださんと 7ヱホバ、

ヤコブの榮光を指て誓ひて言たまふ我

かならず彼等の一切の行爲を何時まで

も忘れじ 8之がために地震はざらんや

地に住る者みな哭かざらんや地みな河

のごとく噴あがらんエジプトの河のご

とく湧あがり又沈まん 9主ヱホバ言た

まふ其日には我日をして眞晝に沒せし

め地をして白晝に暗くならしめ 10汝

らの節筵を悲傷に變らせ汝らの歌を盡

く哀哭に變らせ一切の人に麻布を腰に

纒はしめ一切の人に頂を剃しめ其日を

して獨子を喪へる哀傷のごとくならし

め其終をして苦き日のごとくならしめ

ん 11主ヱホバ言たまふ視よ日至らん

とすその時我饑饉を此國におくらん

是はパンに乏しきに非ず水に渇くに非



アモス書365

ずヱホバの言を聽ことの饑饉なり 12

彼らは海より海とさまよひ歩き北より

東と奔まはりてヱホバの言を求めん然

ど之を得ざるべし 13その日には美し

き處女も少き男もともに渇のために絶

いらん 14かのサマリヤの罪を指て誓

ひダンよ汝の神は活くと言ひまたベエ

ルシバの路は活くと言る者等は必ず仆

れん復興ることあらじ

9我觀るに主壇の上に立て言たまはく
柱の頭を撃て閾を震はせ之を打碎き

て一切の人の首に落かからしめよ其遺

れる者をば我劍をもて殺さん彼らの逃

る者も逃おほすることを得ず彼らの遁

るる者もたすからじ 2假令かれら陰府

に掘くだるとも我手をもて之を其處よ

り曳いださん假令かれら天に攀のぼる

とも我これを其處より曳おろさん (Sheol

h7585) 3假令かれらカルメルの巓に匿る

るとも我これを捜して其處より曳いだ

さん假令かれら海の底に匿れて我目を

逃るるとも我蛇に命じて其處にて之を

咬しめん 4假令かれらその敵に擄はれ

ゆくとも我劍に命じて其處にて之を殺

さしめん我かれらの上に我目を注ぎて

災禍を降さん福祉を降さじ 5主たる萬

軍のヱホバ地に捫れば地鎔けその中に

住む者みな哀む即ち全地は河のごとく

に噴あがりエジプトの河のごとくにま

た沈むなり 6彼は樓閣を天に作り穹蒼

の基を地の上に置ゑまた海の水を呼て

地の面にこれを斟ぐなり其名をヱホバ

といふ 7ヱホバ言たまふイスラエルの

子孫よ我は汝らを視ことエテオピア人

を觀がごとくするにあらずや我はイス

ラエルをエジプトの國よりペリシテ人

をカフトルよりスリア人をキルより導

き來りしにあらずや 8視よ我主ヱホバ

その目を此罪を犯すところの國に注ぎ

之を地の面より滅し絶ん但し我はヤコ

ブの家を盡くは滅さじヱホバこれを言

ふ 9我すなはち命を下し篩にて物を篩

ふがごとくイスラエルの家を萬國の中

にて篩はん一粒も地に落ちざるべし

10我民の罪人即ち災禍われらに及ばず

我らに降らじと言をる者等は皆劍によ

りて死ん 11其日には我ダビデの倒れ

たる幕屋を興しその破壞を修繕ひその

傾圯たるを興し古代の日のごとくに之

を建なほすべし 12而して彼らはエド

ムの遺餘者および我名をもて稱へらる

る一切の民を獲ん此事を行ふヱホバ

かく言なり 13ヱホバ言ふ視よ日いた

らんとすその時には耕者は刈者に相繼

ぎ葡萄を踐む者は播種者に相繼がんま

た山々には酒滴り岡は皆鎔て流れん 14

我わが民イスラエルの俘囚を返さん彼

らは荒たる邑々を建なほして其處に住

み葡萄園を作りてその酒を飮み園圃を

作りてその果を食はん 15我かれらを

その地に植つけん彼らは我がこれに與

ふる地より重ねて抜とらるることあら

じ汝の神ヱホバこれを言ふ
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オバデヤ書

1オバデヤの預言主ヱホバ、エドムに
つきて斯いひたまふ我らヱホバより

出たる音信を聞り一人の使者國々の民

の中に遣されて云ふ起よ我等起てエド

ムを攻撃んと 2我汝をして國々の中に

おいて小き者たらしむ汝は大に藐視ら

るるなり 3山崖の巖屋に居り高き處に

住む者よ汝が心の傲慢なんぢを欺けり

汝心の中に謂ふ誰か我を地に曵くだす

ことを得んと 4汝たとひ鷲のごとくに

高く擧り星の間に巣を造るとも我そこ

より汝を曵くださんヱホバこれを言た

まふ 5盜賊汝に來り強盜夜なんぢに來

り竊ともその心に滿るときは止ざらん

や嗚呼なんぢは滅されて絶ゆ葡萄を

摘む者汝にいたるも尚幾何を遺さざら

んや 6嗚呼エサウは搜されその隱しお

ける物は探りいださる 7汝と盟約を結

べる人々はみな汝を國境に逐やり汝と

和好をなせる人々はみな汝を欺きて汝

に勝ち汝の食物を食ふ者等は汝の下に

羂を設く彼の中には穎悟あらず 8ヱホ

バ言たまふ當日には我智慧ある者をヱ

ドムより絶除き穎悟をエサウの山より

絶除かざらんや 9テマンよ汝の勇士は

驚き懼れん而して人みな終に殺されて

エサウの山より絶除かるべし 10汝は

その兄弟ヤコブに暴虐を加へたるに因

て恥辱なんぢを蒙はん汝は永遠に至る

まで絶るべし 11汝が遠く離れて立を

りし日即ち異邦人これが財寳を奪ひ他

國人これが門に進み入りエルサレムの

ために籤を掣たる日には汝も彼らの一

人のごとくなりき 12汝は汝の兄弟の

日すなはちその災禍の日を觀るべから

ず又ユダの子孫の滅亡の日を喜ぶべか

らずその苦難の日には汝口を大きく開

べからざるなり 13我民の滅ぶる日に

は汝その門に入べからず其滅ぶる日に

は汝その患難を見べからず又その滅ぶ

る日には汝その財寳に手をかく可らず

14汝路の辻々に立て その逃亡者を斬べ

からず其患難の日にこれが遺る者を

付すべからず 15ヱホバの日萬國に臨

むこと邇し汝の爲せるごとく汝も爲ら

れ汝の應報なんぢの首に歸すべし 16

汝等のわが聖山にて飮しごとく萬國の

民も恒に飮ん即ちみな飮かつ啜りて從

前より有ざりし者のごとく成ん 17シ

オン山には救はるる者等をりてその山

聖所とならんまたヤコブの家はその産

業を獲ん 18ヤコブの家は火となりヨ

セフの家は火燄となりエサウの家は藁

とならん即ち彼等これが上に燃てこれ

を焚んエサウの家には遺る者一人も無

にいたるべしヱホバこれを言なり 19

南の人はエサウの山を獲平地の人はペ

リシテを獲ん又彼らはエフライムの地

及びサマリヤの地を獲べニヤミンはギ

レアデを獲ん 20かの擄はれゆきしイ

スラエルの軍旅はカナン人に屬する地

をザレパテまで取らんセパラデにある

エルサレムの俘擄人は南の邑々を獲ん

21然る時に救者シオンの山に上りてエ

サウの山を鞫かん而して國はヱホバに

歸すべし
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ヨナ書

1ヱホバの言アミタイの子ヨナに臨め
りいはく 2起てかの大なる邑ニネベ

に往きこれを呼はり責よそは其惡わが

前に上り來ればなりと 3然るにヨナは

ヱホバの面をさけてタルシシへ逃れん

と起てヨツパに下り行けるが機しもタ

ルシシへ往く舟に遇ければその價値を

給へヱホバの面をさけて偕にタルシシ

へ行んとてその舟に乗れり 4時にヱホ

バ大風を海の上に起したまひて烈しき

颺風海にありければ舟は幾んど破れん

とせり 5かかりしかば船夫恐れて各お

のれの神を呼び又舟を輕くせんとてそ

の中なる載荷を海に投すてたり然るに

ヨナは舟の奧に下りゐて臥て酣睡せり

6船長來りて彼に云けるは汝なんぞか

く酣睡するや起きて汝の神を呼べある

ひは彼われらを眷顧て淪亡ざらしめん

と 7かくて人衆互に云けるは此災の我

儕にのぞめるは誰の故なるかを知んが

ため去來鬮を掣んとやがて鬮をひきし

に鬮ヨナに當りければ 8みな彼に云け

るはこの災禍なにゆゑに我らにのぞめ

るか請ふ告げよ汝の業は何なるや何

處より來れるや汝の國は何處ぞや何

處の民なるや 9ヨナ彼等にいひけるは

我はヘブル人にして海と陸とを造りた

まひし天の神ヱホバを畏るる者なり 10

是に於て船夫甚だしく懼れて彼に云け

るは汝なんぞ其事をなせしやとその人

々は彼がヱホバの面をさけて逃れしな

るを知れり其はさきにヨナ彼等に告げ

たればなり 11遂に船夫彼にいひける

は我儕のために海を靜かにせんには汝

に如何がなすべきや其は海いよいよ甚

だしく狂蕩たればなり 12ヨナ彼等に

曰けるはわれを取りて海に投いれよさ

らば海は汝等の爲に靜かにならんそは

この大なる颺風の汝等にのぞめるはわ

が故なるを知ればなり 13されど船夫

は陸に漕もどさんとつとめたりしが終

にあたはざりき其は海かれらにむかひ

ていよいよ烈しく蕩たればなり 14こ

こにおいて彼等ヱホバに呼はりて曰け

るはヱホバよこひねがはくは此人の命

の爲に我儕を滅亡したまふ勿れ又罪な

きの血をわれらに歸したまふなかれそ

はヱホバよ汝聖意にかなふところを爲

し給へるなればなりと 15すなわちヨ

ナを取りて海に投入たりしかして海の

あるることやみぬ 16かかりしかばそ

の人々おほいにヱホバを畏れヱホバに

犧牲を獻げ誓願を立たり 17さてヱホ

バすでに大なる魚を備へおきてヨナを

呑しめ給へりヨナは三日三夜魚の腹の

中にありき

2ヨナ魚の腹の中よりその神ヱホバに
祈祷て 2曰けるはわれ患難の中より

ヱホバを呼びしに彼われこたへたまへ

りわれ陰府の腹の中より呼はりしに汝

わが聲を聽たまへり (Sheol h7585) 3汝我

を淵のうち海の中心に投いれたまひて

海の水我を環り汝の波濤と巨浪すべて

我上にながる 4われ曰けるは我なんぢ

の目の前より逐れたれども復汝の聖殿

を望まん 5水われを環りて魂にも及ば

んとし淵我をとりかこみ海草わが頭に

纒へり 6われ山の根基にまで下れり地

の關木いつも我うしろにありきしかる

に我神ヱホバよ汝はわが命を深き穴よ

り救ひあげたまへり 7わが靈魂衷に弱

りしとき我ヱホバをおもへりしかして

わが祈なんぢに至りなんぢの聖殿にお

よべり 8いつはりなる虚き者につかふ

るものは自己の恩たる者を棄つ 9され
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ど我は感謝の聲をもて汝に獻祭をなし

又わが誓願をなんぢに償さん救はヱホ

バより出るなりと 10ヱホバ其魚に命

じたまひければヨナを陸に吐出せり

3ヱホバの言ふたたびヨナに臨めり曰
く 2起てかの大なる府ニネベに往き

わが汝に命ずるところを宣よ 3ヨナす

なはちヱホバの言に循ひて起てニネベ

に往りニネベは甚だ大なる邑にしてこ

れをめぐるに三日を歴る程なり 4ヨナ

その邑に入はじめ一日路を行つつ呼は

り曰けるは四十日を歴ばニネベは滅亡

さるべし 5かかりしかばニネベの人々

神を信じ斷食を宣れ大なる者より小き

者に至るまでみな麻布を衣たり 6この

言ニネベの王に聞えければ彼位より起

ち朝服を脱ぎ麻布を身に纒ふて灰の中

に坐せり 7また王大臣とともに命をく

だしてニネベ中に宣しめて曰く人も畜

も牛も羊もともに何をも味ふべからず

又物をくらひ水を飮べからず 8人も畜

も麻布をまとひ只管神に呼はり且おの

おの其惡き途および其手に作す邪惡を

離るべし 9或は神その聖旨をかへて悔

い其烈しき怒を息てわれらを滅亡さざ

らん誰かその然らざるを知んや 10神

かれらの爲すところをかんがみ其あし

き途を離るるを見そなはし彼等になさ

んと言し所の災禍を悔て之をなしたま

はざりき

4ヨナこの事を甚だ惡しとして烈く怒
り 2ヱホバに祈りて曰けるはヱホバ

よ我なほ本國にありし時斯あらんと曰

しに非ずやさればこそ前にタルシシへ

逃れたるなれ其は我なんぢは矜恤ある

神憐憫あり怒ること遲く慈悲深くし

て災禍を悔たまふものなりと知ばなり

3ヱホバよ願くは今わが命を取たまへ

其は生ることよりも死るかた我に善れ

ばなり 4ヱホバ曰たまひけるは汝の怒

る事いかで宣しからんや 5ヨナは邑よ

り出てその東の方に居り己が爲に其處

に一の小屋をしつらひその蔭の下に坐

して府の如何に成行くかを見る 6ヱホ

バ神瓢を備へこれをして發生てヨナの

上を覆はしめたりこはヨナの首の爲に

庇蔭をまうけてその憂を慰めんが爲な

りきヨナはこの瓢の木によりて甚だ喜

べり 7されど神あくる日の夜明に虫を

そなへて其ひさごを噛せたまひければ

瓢は枯たり 8かくて日の出し時神暑き

東風を備へ給ひ又日ヨナの首を照しけ

れば彼よわりて心の中に死ることを願

ひて言ふ生ることよりも死るかた我に

善し 9神またヨナに曰ひたまひけるは

瓢の爲に汝のいかる事いかで宣しから

んや彼曰けるはわれ怒りて死るともよ

ろし 10ヱホバ曰たまひけるは汝は勞

をくはへず生育ざる此の一夜に生じて

一夜に亡びし瓢を惜めり 11まして十

二萬餘の右左を辨へざる者と許多の家

畜とあるこの大なる府ニネベをわれ惜

まざらんや
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼ
キヤの代にモレシテ人ミカに臨める

ヱホバの言是すなはちサマリアとエル

サレムの事につきて彼が示されたる者

なり 2萬民よ聽け地とその中の者よ耳

を傾けよ主ヱホバ汝らに對ひて證を立

てたまはん即ち主その聖殿より之を立

たまふべし 3視よヱホバその處より出

てくだり地の高處を踏みたまはん 4山

は彼の下に融け谷は裂けたり火の前な

る蝋のごとく坡に流るる水の如し 5是

みなヤコブの咎の故イスラエルの家の

罪のゆゑなりヤコブの愆とは何かサ

マリヤにあらずやユダの崇邱とは何か

エルサレムにあらずや 6是故に我サマ

リヤを野の石堆となし葡萄を植る處と

爲し又その石を谷に投おとしその基を

露さん 7その石像はみな碎かれその獲

たる價金はみな火にて焚れん我その偶

像をことごとく毀たん彼妓女の價金よ

りこれを積たれば是はまた歸りて妓女

の價金となるべし 8我これがために哭

き咷ばん衣を脱ぎ裸體にて歩行ん山

犬のごとくに哭き駝鳥のごとくに啼ん

9サマリヤの傷は醫すべからざる者に

てすでにユダに至り我民の門エルサレ

ムにまでおよべり 10ガテに傳ふるな

かれ泣さけぶ勿れベテレアフラにて

我塵の中に輾びたり 11サピルに住る

者よ汝ら裸になり辱を蒙りて進みゆけ

ザアナンに住る者は敢て出ずベテエゼ

ルのの哀哭によりて汝らは立處を得ず

12マロテに住る者は己の幸福につきて

思ひなやむ其は災禍ヱホバより出てエ

ルサレムの門に臨めばなり 13ラキシ

に住る者よ馬に車をつなげラキシはシ

オンの女の罪の根本なりイスラエルの

愆は汝の中に見ゆ 14この故に汝モレ

セテガテに離別の饋物を與へよアクジ

ブの家々はイスラエルの王等における

こと人を欺く溪川のごとくなるべし 15

マレシヤにすめる者よ我また汝の地を

獲べき者を汝に携へ往べしイスラエル

の榮光アドラムに往ん 16汝その悦ぶ

ところの子等の故によりて汝の髪を剃

おろせ汝の首の剃し處を大きくして鷲

のごとくにせよ其は彼等擄へられて汝

を離るればなり

2その牀にありて不義を圖り惡事を工
夫る者等には禍あるべし彼らはその

手に力あるが故に天亮におよべばこれ

を行ふ 2彼らは田圃を貪りてこれを奪

ひ家を貪りて是を取りまた人を虐げて

その家を掠め人を虐げてその産業をか

すむ 3是故にヱホバかく言たまふ視よ

我此族にむかひて災禍を降さんと謀る

汝らはその頸を是より脱すること能は

じまた首をあげて歩くこと能はざるべ

し其時は災禍の時なればなり 4その日

には人汝らにつきて詩を作り悲哀の歌

をもて悲哀て言ん事既にいたれり我

等は悉く滅さる彼わが民の産業を人に

與ふ如何なれば我よりこれを離すや

我儕の田圃を違逆者に分ち與ふ 5然ば

汝らヱホバの會衆の中には籤によりて

繩をうつ者一人も有じ 6預言する勿れ

彼らは預言す彼らは是等の者等にむか

ひて預言せじ恥辱彼らを離れざるべし

7汝ヤコブの家と稱へらるる者よヱホ

バの氣短からんやヱホバの行爲是のご

とくならんや我言は品行正直者の益と

ならざらんや 8然るに我民は近頃起り

て敵となれり汝らは夫の戰爭を避て心

配なく過るところの者等に就てその衣

服の外衣を奪ひ 9我民の婦女をその悦



ミカ書 370

ぶところの家より逐いだしその子等よ

り我の妝飾を永く奪ふ 10起て去れ是

は汝らの安息の地にあらず是は已に汚

れたれば必ず汝らを滅さん其滅亡は劇

かるべし 11人もし風に歩み謊言を宣

べ我葡萄酒と濃酒の事につきて汝に預

言せんと言ことあらば其人はこの民の

預言者とならん 12ヤコブよ我かなら

ず汝をことごとく集へ必ずイスラエル

の遺餘者を聚めん而して我之を同一に

置てボヅラの羊のごとく成しめん彼ら

は人數衆きによりて牧塲の中なる群の

ごとくにその聲をたてん 13打破者か

れらに先だちて登り彼ら遂に門を打敗

り之を通りて出ゆかん彼らの王その前

にたちて進みヱホバその首に立たまふ

べし

3我言ふヤコブの首領よイスラエルの
家の侯伯よ汝ら聽け公義は汝らの知

べきことに非ずや 2汝らは善を惡み惡

を好み民の身より皮を剥ぎ骨より肉を

剔り 3我民の肉を食ひその皮を剥ぎそ

の骨を碎きこれを切きざみて鍋に入る

物のごとくし鼎の中にいるる肉のごと

くす 4然ば彼時に彼らヱホバに呼はる

ともヱホバかれらに應へたまはじ却て

その時には面を彼らに隱したまはん彼

らの行惡ければなり 5我民を惑す預言

者は齒にて噛べき物を受る時は平安あ

らんと呼はれども何をもその口に與へ

ざる者にむかひては戰門の準備をなす

ヱホバ彼らにつきて斯いひたまふ 6然

ば汝らは夜に遭べし復異象を得じ黒

暗に遭べし復卜兆を得じ日はその預

言者の上をはなれて沒りその上は晝も

暗かるべし 7見者は愧を抱き卜者は面

を赧らめ皆共にその唇を掩はん神の垂

應あらざればなり 8然れども我はヱホ

バの御靈によりて能力身に滿ち公義お

よび勇氣衷に滿ればヤコブにその愆を

示しイスラエルにその罪を示すことを

得 9ヤコブの家の首領等およびイスラ

エルの家の牧伯等公義を惡み一切の正

直事を曲る者よ汝ら之を聽け 10彼ら

は血をもてシオンを建て不義をもてエ

ルサレムを建つ 11その首領等は賄賂

をとりて審判をなしその祭司等は値錢

を取て教晦をなす又その預言者等は銀

子を取て占卜を爲しヱホバに倚頼みて

云ふヱホバわれらと偕に在すにあらず

や然ば災禍われらに降らじと 12是に

よりてシオンは汝のゆゑに田圃となり

て耕へされエルサレムは石堆となり宮

の山は樹の生しげる高處とならん

4末の日にいたりてヱホバの家の山諸
の山の巓に立ち諸の嶺にこえて高く

聳へ萬民河のごとく之に流れ歸せん 2

即ち衆多の民來りて言ん去來我儕ヱホ

バの山に登りヤコブの神の家にゆかん

ヱホバその道を我らに教へて我らにそ

の路を歩ましめたまはん律法はシオン

より出でヱホバの言はエルサレムより

出べければなり 3彼衆多の民の間を鞫

き強き國を規戒め遠き處にまでも然し

たまふべし彼らはその劍を鋤に打かへ

その鎗を鎌に打かへん國と國とは劍を

擧て相攻めずまた重て戰爭を習はじ 4

皆その葡萄の樹の下に坐しその無花果

樹の下に居ん之を懼れしむる者なかる

べし萬軍のヱホバの口之を言ふ 5一切

の民はみな各々その神の名によりて歩

む然れども我らはわれらの神ヱホバの

名によりて永遠に歩まん 6ヱホバ言た

まふ其日には我かの足蹇たる者を集へ

かの散されし者および我が苦しめし者

を聚め 7その足蹇たる者をもて遺餘民



ミカ書371

となし遠く逐やられたりし者をもて強

き民となさん而してヱホバ、シオンの

山において今より永遠にこれが王とな

らん 8羊樓シオンの女の山よ最初の權

汝に歸らん即ちエルサレムの女の國祚

なんぢに歸るべし 9汝なにとて喚叫ぶ

や汝の中に王なきや汝の議者絶果し

や汝は産婦の如くに痛苦を懷くなり

10シオンの女よ産婦のごとく劬勞て産

め汝は今邑を出て野に宿りバビロンに

往ざるを得ず彼處にて汝救はれんヱ

ホバ汝を彼處にて汝の敵の手より贖ひ

取り給ふべし 11今許多の國民あつま

りて汝におしよせて言ふ願くはシオン

の汚されんことを我ら目にシオンを觀

てなぐさまんと 12然ながら彼らはヱ

ホバの思念を知ずまたその御謀議を曉

らずヱホバ麥束を打塲にあつむるごと

くに彼らを聚め給へり 13シオンの女

よ起てこなせ我なんぢの角を鐵にし汝

の蹄を銅にせん汝許多の國民を打碎く

べし汝かれらの掠取物をヱホバに獻げ

彼らの財産を全地の主に奉納べし

5軍隊の女よ今なんぢ集りて隊をつく
れ敵われらを攻囲み杖をもてイスラ

エルの士師の頬を撃つ 2ベテレヘム、

エフラタ汝はユダの郡中にて小き者な

り然れどもイスラエルの君となる者汝

の中より我ために出べしその出る事は

古昔より永遠の日よりなり 3是故に産

婦の産おとすまで彼等を付しおきたま

はん然る後その遺れる兄弟イスラエル

の子孫とともに歸るべし 4彼はヱホバ

の力に由りその神ヱホバの名の威光に

よりて立てその群を牧ひ之をして安然

に居しめん今彼は大なる者となりて地

の極にまでおよばん 5彼は平和なりア

ッスリヤ人われらの國に入り我らの宮

殿を踏あらさんとする時は我儕七人の

牧者八人の人君を立てこれに當らん 6

彼ら劍をもてアッスリヤの地をほろぼ

しニムロデの地の邑々をほろぼさんア

ッスリヤの人我らの地に攻いり我らの

境を踏あらす時には彼その手より我ら

を救はん 7ヤコブの遺餘者は衆多の民

の中に在こと人に頼ら世の人を俟ずし

てヱホバより降る露の如く青草の上に

ふりしく雨の如くならん 8ヤコブの遺

餘者の國々にをり衆多の民の中にをる

樣は林の獸の中に獅子の居るごとく羊

の群の中に猛き獅子の居るごとくなら

んその過るときは踏みかつ裂ことをな

す救ふ者なし 9望らくは汝の手汝が諸

の敵の上にあげられ汝がもろもろの仇

ことごとく絶れんことを 10ヱホバ言

たまふ其日には我なんぢの馬を汝の中

より絶ち汝の車を毀ち 11汝の國の邑

々を絶し汝の一切の城をことごとく圮

さん 12我また汝の手より魔術を絶ん

汝の中に卜筮師無にいたるべし 13我

なんぢの彫像および柱像を汝の中より

絶ん汝の手にて作れる者を汝重て拜む

こと無るべし 14我また汝のアシラ像

を汝の中より抜たふし汝の邑々を滅さ

ん 15而して我忿怒と憤恨をもてその

聽從はざる國民に仇を報いん

6請ふ汝らヱホバの宣まふところを聽
け汝起あがりて山の前に辨爭へ崗

に汝の聲を聽しめよ 2山々よ地の易る

ことなき基よ汝らヱホバの辨爭を聽け

ヱホバその民と辨爭を爲しイスラエル

と論ぜん 3我民よ我何を汝になししや

何において汝を疲労たるや我にむかひ

て證せよ 4我はエジプトの國より汝を

導きのぼり奴隷の家より汝を贖ひいだ

しモーセ、アロンおよびミリアムを遣
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して汝に先だたしめたり 5我民よ請ふ

モアブの王バラクが謀りし事およびベ

オルの子バラムがこれに應へし事を念

ひシツテムよりギルガルにいたるまで

の事等を念へ然らば汝ヱホバの正義を

知ん 6我ヱホバの前に何をもちゆきて

高き神を拜せん燔祭の物および當歳の

犢をもてその御前にいたるべきか 7ヱ

ホバ數千の牡羊萬流の油を悦びたまは

んか我愆のためにわが長子を獻げんか

我靈魂の罪のために我身の産を獻げん

か 8人よ彼さきに善事の何なるを汝に

告たりヱホバの汝に要めたまふ事は唯

正義を行ひ憐憫を愛し謙遜りて汝の神

とともに歩む事ならずや 9ヱホバの聲

邑にむかひて呼はる智慧ある者はなん

ぢの名を仰がん汝ら笞杖および之をお

くらんと定めし者に聽け 10惡人の家

に猶惡財ありや詛ふべき縮小たる升あ

りや 11我もし正からざる權衡を用ひ

袋に僞の碼子をいれおかば爭で潔から

んや 12その富る人は強暴にて充ち其

居民は謊言を言ひその舌は口の中にて

欺くことを爲す 13是をもて我も汝を

撃て重傷を負はせ汝の罪のために汝を

滅す 14汝は食ふとも飽ず腹はつねに

空ならん汝は移すともつひに拯ふこと

を得じ汝が拯ひし者は我これを劍に付

すべし 15汝は種播とも刈ることあら

ず橄欖を踐ともその油を身に抹ること

あらず葡萄を踐ともその酒を飮むこと

あらじ 16汝らはオムリの法度を守り

アハブの家の一切の行爲を行ひて彼等

の謀計に遵ふ是は我をして汝を荒さし

め且その居民を胡盧となさしめんが爲

なり汝らはわが民の恥辱を任べし

7我は禍なるかな我の景况は夏の菓物
を採る時のごとく遺れる葡萄を斂む

る時に似たり食ふべき葡萄あること無

く我が心に嗜む初結の無花果あること

無し 2善人地に絶ゆ人の中に直き者な

し皆血を流さんと伏て伺ひ各々網をも

てその兄弟を獵る 3兩手は惡を善なす

に急がし牧伯は要求め裁判人は賄賂を

取り力ある人はその心の惡き望を言あ

らはし斯共にその惡をあざなひ合す 4

彼らの最も善き者も荊棘のごとく最も

直き者も刺ある樹の垣より惡し汝の觀

望人の日すなはち汝の刑罰の日いたる

彼らの中に今混亂あらん 5汝ら伴侶を

信ずる勿れ朋友を恃むなかれ汝の懐

に寢る者にむかひても汝の口の戸を守

れ 6男子は父を藐視め女子は母の背き

媳は姑に背かん人の敵はその家の者な

るべし 7我はヱホバを仰ぎ望み我を救

ふ神を望み俟つ我神われに聽たまふべ

し 8我敵人よ我につきて喜ぶなかれ我

仆るれば興あがる幽暗に居ればヱホバ

我の光となりたまふ 9ヱホバわが訴訟

を理し我ために審判をおこなひたまふ

まで我は忍びてその忿怒をかうむらん

其は我これに罪を得たればなりヱホバ

つひに我を光明に携へいだし給はん而

して我ヱホバの正義を見ん 10わが敵

これを見ん汝の神ヱホバは何處にをる

やと我に言る者恥辱をかうむらん我

かれを目に見るべし彼は街衢の泥のご

とくに踏つけらるべし 11汝の垣を築

く日いたらん其日には法度遠く徙るべ

し 12その日にはアッスリヤよりエジ

プトの邑々より人々汝に來りエジプト

より河まで海より海まで山より山まで

の人々汝に來り就ん 13その日地はそ

の居民の故によりて荒はつべし是その

行爲の果報なり 14汝の杖をもて汝の

民即ち獨離れてカルメルの中の林にを
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る汝の産業の羊を牧養ひ之をして古昔

の日のごとくバシヤンおよびギレアデ

において草を食はしめたまへ 15汝が

エジプトの國より出來し日のごとく我

ふしぎなる事等を彼にしめさん 16國

々の民見てその一切の能力を恥ぢその

手を口にあてんその耳は聾となるべし

17彼らは蛇のごとくに塵を餂め地に匍

ふ者の如くにその城より振ひて出で戰

慄て我らの神ヱホバに詣り汝のために

懼れん 18何の神か汝に如ん汝は罪を

赦しその産業の遺餘者の愆を見過した

まふなり神は憐憫を悦ぶが故にその震

怒を永く保ちたまはず 19ふたたび顧

みて我らを憐み我らの愆を踏つけ我ら

の諸の罪を海の底に投しづめたまはん

20汝古昔の日われらの先祖に誓ひたり

しその眞實をヤコブに賜ひ憐憫をアブ

ラハムに賜はん
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ナホム書

1ニネベに關る重き預言エルコシ人ナ
ホムの異象の書 2ヱホバは妬みかつ

仇を報ゆる神ヱホバは仇を報ゆる者ま

た忿怒の主ヱホバは己に逆らふ者に仇

を報い己に敵する者にむかひて憤恨を

含む者なり 3ヱホバは怒ることの遲く

能力の大なる者また罰すべき者をば必

ず赦すことを爲ざる者ヱホバの道は旋

風に在り大風に在り雲はその足の塵

なり 4彼海を指斥て之を乾かし河々を

してことごとく涸しむバシヤン及びカ

ルメルの草木は枯れレバノンの花は凋

む 5彼の前には山々ゆるぎ嶺々溶く彼

の前には地墳上り世界およびその中に

住む者皆ふきあげらる 6誰かその憤恨

に當ることを得ん誰かその燃る忿怒に

堪ることを得ん其震怒のそそぐこと火

のごとし巖も之がために裂く 7ヱホバ

は善なる者にして患難の時の要害なり

彼は己に倚頼む者を善知たまふ 8彼み

なぎる洪水をもてその處を全く滅し己

に敵する者を幽暗處に逐やりたまはん

9汝らヱホバに對ひて何を謀るや彼全

く滅したまふべし患難かさねて起らじ

10彼等むすびからまれる荊棘のごとく

なるとも酒に浸りをるとも乾ける藁の

ごとくに焚つくさるべし 11ヱホバに

對ひて惡事を謀る者一人汝の中より出

て邪曲なる事を勸む 12ヱホバかく言

たまふ彼等全くしてその數夥多しかる

とも必ず芟たふされて皆絶ん我前には

なんじを苦めたれども重て汝を苦めじ

13いま我かれが汝に負せし軛を碎き汝

の縛を切はなすべし 14ヱホバ汝の事

につきて命令を下す汝の名を負ふ者再

び播るること有じ汝の神々の室より我

雕像および鑄像を除き絶べし我汝の墓

を備へん汝輕ければなり 15嘉音信を

傳ふる者の脚山の上に見ゆ彼平安を宣

ぶユダよ汝の節筵を行ひ汝の誓願を果

せ邪曲なる者重て汝の中を通らざるべ

し彼は全く絶る

2撃破者攻のぼりて汝の前に至る汝城
を守り路を窺ひ腰を強くし汝の力を

大に強くせよ 2ヱホバはヤコブの榮を

舊に復してイスラエルの榮のごとくし

たまふ其は掠奪者これを掠めその葡萄

蔓を壞ひたればなり 3その勇士は楯を

紅にしその軍兵は紅に身を甲ふ其行伍

を立つる時には戰車の鐵灼燦て火のご

とし鎗また閃めきふるふ 4戰車街衢に

狂ひ奔り大路に推あふ其形状火炬のご

とく其疾く馳すること電光の如し 5彼

その將士を憶ひいだす彼らはその途に

て躓き仆れその石垣に奔ゆき大楯を備

ふ 6河々の門啓け宮消うせん 7この事

定まれり彼は裸にせられて擄はれゆき

その宮女胸を打て鴿のごとくに啼くべ

し 8ニネベはその建し日より以來水の

滿る池に似たりしがその民今は逃奔る

止れ止れと呼ども後を顧みる者なし 9

白銀を奪へよ黄金を奪へよその寳物

限なく諸の貴とき噐用夥多し 10滅亡

たり空虚なれり荒果たり心は消え膝

は慄ひ腰には凡て劇しき痛あり面はみ

な色を失ふ 11獅子の穴は何處ぞや少

き獅子の物を食ふ處は何處ぞや雄獅子

雌獅子その小獅子とともに彼處に歩む

に之を懼れしむる者なし 12雄獅子は

小獅子のために物を噛ころし雌獅子の

爲に物をくびり殺しその掠獲たる物を

もて穴に充しその裂殺しし物をもて住

所に滿す 13萬軍のヱホバ言たまふ視

よ我なんぢに臨む我なんぢの戰車を焚

て煙となすべし汝の少き獅子はみな劍
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の殺す所とならん我また汝の獲物を地

より絶べし汝の使者の聲かさねて聞ゆ

ること無らん

3禍なるかな血を流す邑その中には全
く詭譎および暴行充ち掠め取ること

息まず 2鞭の音あり輪の轟く音あり馬

は躍り跳ね車は輾り行く 3騎兵馳のぼ

り劍きらめき鎗ひらめく殺さるる者夥

多しくして死屍山を爲し死骸限なし皆

死屍に躓きて倒る 4是はかの魔術の主

なる美しき妓女多く淫行を行ひその淫

行をもて諸國を奪ひその魔術をもて諸

族を惑したるに因てなり 5萬軍のヱホ

バ言たまふ視よ我なんぢに臨む我な

んぢの裳裾を掲げて面の上にまで及ぼ

し汝の陰所を諸民に見し汝の羞る所を

諸國に見すべし 6我また穢はしき物を

汝の上に投かけて汝を辱しめ汝をして

賽物とならしめん 7凡て汝を見る者は

みな汝を避て奔り去りニネベは亡びた

りと言ん誰か汝のために哀かんや何

處よりして我なんぢを弔ふ者を尋ね得

んや 8汝あにノアモンに愈らんやノア

モンは河々の間に立ち水をその周圍に

環らし海をもて壕となし海をもて垣と

なせり 9かつその勢力たる者はエテオ

ピア人およびエジプト人などにして限

あらずフテ人ルビ人等汝を助けたりき

10然るに是も俘囚となりて擄はれてゆ

きその子女は一切の衢の隅々にて投付

られて碎け又その尊貴者は籤にて分た

れ其大なる者はみな鏈に繋がれたり 11

汝もまた酔せられて終に隱れん汝もま

た敵を避て逃るる處を尋ね求めん 12

汝の城々はみな初に結びし果のなれる

無花果樹のごとし之を撼がせばその果

落て食はんとする者の口にいる 13汝

の中にある民は婦人のごとし汝の地の

門はみな汝の敵の前に廣く開きてあり

火なんぢの關を焚ん 14汝水を汲て圍

まるる時の用に備へ汝の城々を堅くし

泥の中に入て踐て石灰を作りかつ瓦焼

窰を修理へよ 15其處にて火汝を焼き

劍なんぢを斬らん其なんぢを滅すこと

吸蝗のごとくなるべし汝吸蝗のごとく

數多からば多かれ汝群蝗のごとく數多

からば多かれ 16汝はおのれの商賣を

空の星よりも多くせり吸蝗掠めて飛さ

る 17汝の重臣は群蝗のごとく汝の軍

長は蝗の群のごとし寒き日には垣に巣

窟を構へ日出きたれば飛て去るその在

る處を知る者なし 18アッスリヤの王

よ汝の牧者は睡り汝の貴族は臥す又な

んぢの民は山々に散さる之を聚むる者

なし 19汝の傷は愈ること無し汝の創

は重し汝の事を聞およぶ者はみな汝の

故によりて手を拍ん誰か汝の惡行を恒

に身に受ざる者やある
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ハバクク書

1預言者ハバククが示を蒙りし預言の
重負 2ヱホバよ我呼はるに汝の民に

聽たまはざること何時までぞや我なん

ぢにむかひて強暴を訴ふれども汝は助

けたまはざるなり 3汝なにとて我に害

惡を見せたまふや何とて艱難を瞻望居

たまふや奪掠および強暴わが前に行は

る且爭論あり鬪諍おこる 4是によりて

律法弛み公義正しく行はれず惡き者義

しき者を圍むが故に公義曲りて行はる

5汝ら國々の民の中を望み觀駭け汝ら

の日に我一の事を爲ん之を告る者ある

とも汝ら信ぜざらん 6視よ我カルデヤ

カ人を興さんとす是すなはち猛くまた

荒き國民にして地を縦横に行めぐり己

の有ならざる住處を奪ふ者なり 7是は

懼るべく又驚くべし其是非威光は己よ

り出づ 8その馬は豹よりも迅く夜求食

する豺狼よりも疾し其騎兵は跑まはる

即ちその騎兵は遠き處より來る其飛こ

とは物を食はんと急ぐ鷲のごとし 9是

は全く強暴のために來り其面を前にむ

けて頻に進むその俘虜を寄集むること

は砂のごとし 10是は王等を侮り君等

を笑ひ諸の城々を笑ひ土を積あげてこ

れを取ん 11斯て風のごとくに行めぐ

り進みわたりて罪を獲ん是は己の力を

神とす 12ヱホバわが神わが聖者よ汝

は永遠より在すに非ずや我らは死なじ

ヱホバよ汝は是を審判のために設けた

まへり磐よ汝は是を懲戒のために立た

まへり 13汝は目清くして肯て惡を觀

給はざる者肯て不義を視たまはざる者

なるに何ゆゑ邪曲の者を觀すて置たま

ふや惡き者を己にまさりて義しき者を

呑噬ふに何ゆゑ汝黙し居たまふや 14

汝は人をして海の魚のごとくならしめ

君あらぬ昆蟲のごとくならしめたまふ

15彼鈎をもて之を盡く釣あげ網をもて

之を寄せ集め引網をもて之を捕ふるな

り是に因て彼歡び樂しむ 16是故に彼

その網に犠牲を獻げその引網に香を焚

く其は之がためにその分肥まさりその

食饒になりたればなり 17然ど彼はそ

の網を傾けつつなほたえず國々の人を

惜みなく殺すことをするならんか

2我わが觀望所に立ち戍樓に身を置ん
而して我候ひ望みて其われに何と宣

まふかを見わが訴言に我みづから何と

答ふべきかを見ん 2ヱホバわれに答へ

て言たまはく此黙示を書しるして之を

板の上に明白に鐫つけ奔りながらも之

を讀むべからしめよ 3この黙示はなほ

定まれる時を俟てその終を急ぐなり僞

ならず若し遲くあらば待べし必ず臨

むべし濡滯りはせじ 4視よ彼の心は高

ぶりその中にありて直からず然ど義き

者はその信仰によりて活べし 5かの酒

に耽る者は邪曲なる者なり驕傲者にし

て安んぜず彼はその情慾を陰府のごと

くに濶くすまた彼は死のごとし又足

ことを知ず萬國を集へて己に歸せしめ

萬民を聚めて己に就しむ (Sheol h7585) 6

其等の民みな諺語をもて彼を評し嘲弄

の詩歌をもて彼を諷せざらんや即ち言

ん己に屬せざる物を積累ぬる者は禍な

るかな斯て何の時にまでおよばんや

嗟かの質物の重荷を身に負ふ者よ 7汝

を噬む者にはかに興らざらんや汝を惱

ます者醒出ざらんや汝は之に掠めらる

べし 8汝衆多の國民を掠めしに因てそ

の諸の民の遺れる者なんぢを掠めん是

人の血を流ししに因るまた強暴を地上

に行ひて邑とその内に住る一切の者と

に及ぼせしに因るなり 9災禍の手を免
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れんが爲に高き處に巣を構へんとして

己の家に不義の利を取る者は禍なるか

な 10汝は事を圖りて己の家に恥辱を

來らせ衆多の民を滅して自ら罪を取れ

り 11石垣の石叫び建物の梁これに應

へん 12血をもて邑を建て惡をもて城

を築く者は禍なるかな 13諸の民は火

のために勞し諸の國人は虚空事のため

に疲る是は萬軍のヱホバより出る者な

らずや 14ヱホバの榮光を認むるの知

識地上に充て宛然海を水の掩ふが如く

ならん 15人に酒を飮せ己の忿怒を酌

和へて之を酔せ而して之が陰所を見ん

とする者は禍なるかな 16汝は榮譽に

飽ずして羞辱に飽り汝もまた飮て汝の

不割禮を露はせヱホバの右の手の杯汝

に巡り來るべし汝は汚なき物を吐て榮

耀を掩はん 17汝がレバノンに爲たる

強暴と獣を懼れしめしその殲滅とは汝

の上に報いきたるべし是人の血を流し

しに因りまた強暴を地上に行ひて邑と

その内に住る一切の者とに及ぼししに

因るなり 18雕像はその作者これを刻

みたりとて何の益あらんや又鑄像およ

び僞師は語はぬ偶像なればその像の作

者これを作りて頼むとも何の益あらん

や 19木にむかひて興ませと言ひ語は

ぬ石にむかひて起たまへと言ふ者は禍

なるかな是あに教晦を爲んや視よ是

は金銀に着せたる者にてその中には全

く氣息なし 20然りといへどもヱホバ

はその聖殿に在ますぞかし全地その御

前に黙すべし

3シギヨノテに合せて歌へる預言者ハ
バククの祈禱 2ヱホバよ我なんぢの

宣ふ所を聞て懼るヱホバよこの諸の年

の中間に汝の運動を活齑かせたまへ此

諸の年の間に之を顯現したまへ怒る時

にも憐憫を忘れ給はざれ 3神テマンよ

り來り聖者パラン山より臨みたまふ

(セラ) 其榮光諸天を蔽ひ其讃美世界に

徧ねし 4その朗耀は日のごとく光線そ

の手より出づ彼處はその權能の隱るる

所なり 5疫病その前に先だち行き熱病

その足下より出づ 6彼立て地を震はせ

觀まはして萬國を戰慄しめたまふ永久

の山は崩れ常磐の岡は陷る彼の行ひた

まふ道は永久なり 7我觀るにクシヤン

の天幕は艱難に罹りミデアンの地の幃

幕は震ふ 8ヱホバよ汝は馬を驅り汝の

拯救の車に乗りたまふ是河にむかひて

怒りたまふなるか河にむかひて汝の忿

怒を發したまふなるか海にむかひて汝

の憤恨を洩し給ふなるか 9汝の弓は全

く嚢を出で杖は言をもて言かためらる

(セラ)汝は地を裂て河となし給ふ 10

山々汝を見て震ひ洪水溢れわたり淵聲

を出してその手を高く擧ぐ 11汝の奔

る矢の光のため汝の鎗の電光のごとき

閃燦のために日月その住處に立とどま

る 12汝は憤ほりて地を行めぐり怒り

て國民を踏つけ給ふ 13汝は汝の民を

救んとて出きたり汝の膏沃げる者を救

はんとて臨みたまふ汝は惡き者の家の

頭を碎きその石礎を露はして頸におよ

ぼし給へり (セラ) 14汝は彼の鎗をも

てその將帥の首を刺とほし給ふ彼らは

我を散さんとて大風のごとくに進みき

たる彼らは貧き者を密に呑ほろぼす事

をもてその樂とす 15汝は汝の馬をも

て海を乗とほり大水の逆卷ところを渉

りたまふ 16我聞て膓を斷つ我唇その

聲によりて震ふ腐朽わが骨に入り我下

體わななく其は我患難の日の來るを待

ばなり其時には即ち此民に攻寄る者あ

りて之に押逼らん 17その時には無花
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果の樹は花咲ず葡萄の樹には果ならず

橄欖の樹の産は空くなり田圃は食糧を

出さず圏には羊絶え小屋には牛なかる

べし 18然ながら我はヱホバによりて

樂みわが拯救の神によりて喜ばん 19

主ヱホバは我力にして我足を鹿の如く

ならしめ我をして我高き處を歩ましめ

給ふ伶長これを我琴にあはすべし
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ゼパニヤ書

1アモンの子ユダの王ヨシヤの世にゼ
パニヤに臨めるヱホバの言ゼパニヤ

はクシの子クシはゲダリアの子ゲダ

リアはアマリヤの子アマリヤはヒゼキ

ヤの子なり 2ヱホバ言たまふわれ地の

面よりすべての物をはらひのぞかん 3

われ人と獣畜をほろぼし空の鳥海の魚

および躓礙になる者と惡人とを滅さん

我かならず地の面より人をほろぼし絶

んヱホバこれを言ふ 4我ユダとエルサ

レムの一切の居民との上に手を伸ん我

この處よりかの漏のこれるバアルを絶

ちケマリムの名を祭司と與に絶ち 5ま

た屋上にて天の衆軍を拜む者ヱホバに

誓を立てて拜みながらも亦おのれの王

を指て誓ふことをする者 6ヱホバに悖

り離るる者ヱホバを求めず尋ねざる者

を絶ん 7汝主ヱホバの前に黙せよそ

はヱホバの日近づきヱホバすでに犠牲

を備へその招くべき者をさだめ給ひた

ればなり 8ヱホバの犠牲の日に我もろ

もろの牧伯と王の子等および凡て異邦

の衣服を着る者を罰すべし 9その日に

は我また凡て閾をとびこえ強暴と詭譎

をもて獲たる物をおのが主の家に滿す

者等を罰せん 10ヱホバ曰たまはくそ

の日には魚の門より號呼の聲おこり下

邑より喚く聲おこり山々より大なる敗

壞おこらん 11マクテシの民よ汝ら叫

べ其は商賣する民悉くほろび銀を擔

ふ者悉く絶たればなり 12その時はわ

れ燈をもちてエルサレムの中を尋ねん

而して滓の上に居着て心の中にヱホバ

は福をもなさず災をもなさずといふも

のを罰すべし 13かれらの財寳は掠め

られ彼らの家は荒果てんかれら家を造

るともその中に住ことを得ず葡萄を植

るともその葡萄酒を飮ことを得ざるべ

し 14ヱホバの大なる日近づけり近づ

きて速かに來る聽よ是ヱホバの日なる

ぞ彼處に勇士のいたく叫ぶあり 15そ

の日は忿怒の日患難および痛苦の日

荒かつ亡ぶるの日黒暗またをぐらき日

濃き雲および黒雲の日 16箛をふき鯨

聲をつくり堅き城を攻め高き櫓を攻る

の日なり 17われ人々に患難を蒙らせ

て盲者のごとくに惑ひあるかしめん彼

らヱホバにむかひて罪を犯したればな

り彼らの血は流されて塵のごとくにな

り彼らの肉は捨られて糞土のごとくな

るべし 18かれらの銀も金もヱホバの

烈き怒の日には彼らを救ふことあたは

ず全地その嫉妬の火に呑るべし即ち

ヱホバ地の民をことごとく滅したまは

ん其事まことに速なるべし

2汝等羞恥を知ぬ民早く自ら内に省み
よ 2夫日は糠粃の如く過ぎさる然ば

詔言のいまだ行はれざる先ヱホバの烈

き怒のいまだ汝等に臨まざる先ヱホバ

の忿怒の日のいまだ汝等にきたらざる

さきに自ら省みるべし 3すべてヱホバ

の律法を行ふ斯地の遜るものよ汝等ヱ

ホバを求め公義を求め謙遜を求めよ然

すれば汝等ヱホバの忿怒の日に或は匿

さるることあらん 4夫ガザは棄られア

シケロンは荒はてアシドドは白晝に逐

はらはれエクロンは抜さらるべし 5海

邊に住る者およびケレテの國民は禍な

るかなベリシテ人の國カナンよヱホ

バの言なんぢらを攻む我なんぢを滅し

て住者なきに至らしむべし 6海邊は必

ず牧塲となり牧者の洞および羊の牢そ

こに在ん 7此地はユダの家の殘餘れる

者に歸せん彼ら其處にて草飼ひ暮に至

ればアシケロンの家に臥んそは彼らの
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神ヱホバかれらを顧みその俘囚を歸し

たまふべければなり 8我すでにモアブ

の嘲弄とアンモンの子孫の罵言を聞け

り彼らはわが民を嘲り自ら誇りて之が

境界を侵せしなり 9是故に萬軍のヱホ

バ、イスラエルの神言たまふ我は活

く必ずモアブはソドムのごとくになり

アンモンの子孫はゴモラのごとくにな

らん是は共に蕁麻の蔓延る處となり鹽

坑の地となりて長久に荒はつべし我民

の遺れる者かれらを掠めわが國民の餘

されたる者かれらを獲ん 10この事の

彼らに臨むはその傲慢による即ち彼ら

萬軍のヱホバの民を嘲りて自ら誇りた

ればなり 11ヱホバは彼等に對ひては畏

ろしくましまし地の諸の神や饑し滅し

たまふなり諸の國の民おのおのその處

より出てヱホバを拜まん 12エテオピ

ア人よ汝等もまたわが劍にかかりて殺

さる 13ヱホバ北に手を伸てアッスリ

ヤを滅したまはん亦ニネベを荒して荒

野のごとき旱地となしたまはん 14而

して畜の群もろもろの類の生物その中

に伏し鸅鸕および刺猬其柱の頂に住み

囀る者の聲窓の内にきこえ荒落たる物

閾の上に積り香柏の板の細工露顯にな

るべし 15是邑は驕り傲ぶりて安泰に

立をり唯我あり我の外には誰もなし

と心の中に言つつありし者なるが斯も

荒はてて畜獣の臥す處となる者かな此

を過る者はみな嘶きて手をふるはん

3此暴虐を行ふ悖りかつ汚れたる邑は
禍なるかな 2是は聲を聽いれず教晦

を承ずヱホバに依頼まずおのれの神に

近よらず 3その中にをる牧伯等は吼る

獅子の如くその審士は明旦までに何を

も遺さざる夜求食する狼のごとし 4そ

の預言者は傲りかつ詐る人なりその祭

司は聖物を汚し律法を破ることをなせ

り 5その中にいますヱホバは義くして

不義を行なひたまはず朝な朝な己の公

義を顯して缺ることなし然るに不義な

る者は恥を知ず 6我國々の民を滅した

ればその櫓は凡て荒たり我これが街を

荒凉れしめたれば往來する者なしその

邑々は滅びて人なく住む者なきに至れ

り 7われ前に言り汝ただ我を畏れまた

警教を受べし然らばその住家は我が凡

て之につきて定めたる所の如くに滅さ

れざるべしと然るに彼等は夙に起て己

の一切の行状を壞れり 8ヱホバ曰たま

ふ是ゆゑに汝らわが起て獲物をする日

いたるまで我を俟て我もろもろの民を

集へ諸の國を聚めてわが憤恨とわが烈

き忿怒を盡くその上にそそがんと思ひ

定む全地はわが嫉妬の火に焼ほろぼさ

るべし 9その時われ國々の民に清き唇

をあたへ彼らをして凡てヱホバの名を

呼しめ心をあはせて之につかへしめん

10わが散せし者等の女即ち我を拜む者

エテオピアの河々の彼旁よりもきたり

て我に禮ものをささぐべし 11その日

には汝われに對てをかしきたりし諸の

行爲をもて羞を得ことなかるべしその

時には我なんぢの中より高ぶり樂む者

等を除けば汝かさねてわが聖山にて傲

り高ぶることなければなり 12われ柔

和にして貧き民をなんぢの中にのこさ

ん彼らはヱホバの名に依頼むべし 13

イスラエルの遺れる者は惡を行はず謊

をいはずその口のうちには詐僞の舌な

し彼らは草食ひ臥やすまん之を懼れ

しむる者なかるべし 14シオンの女よ

歡喜の聲を擧よイスラエルよ樂み呼は

れエルサレムの女よ心のかぎり喜び樂

め 15ヱホバすでに汝の鞫を止め汝の
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敵を逐はらひたまへりイスラエルの王

ヱホバ汝の中にいます汝はかさねて災

禍にあふことあらじ 16その日にはエ

ルサレムに向ひて言あらん懼るるなか

れシオンよ汝の手をしなえ垂るるな

かれと 17なんぢの神ヱホバなんぢの

中にいます彼は拯救を施す勇士なり

彼なんぢのために喜び樂み愛の餘りに

黙し汝のために喜びて呼はりたまふ 18

われ節會のことにつきて憂ふるものを

集めん彼等は汝より出し者なり恥辱

かれらに蒙ること重負のごとし 19視

よその時われ汝を虐遇る者を盡く處置

し足蹇たるものを救ひ逐はなたれたる

者を集め彼らをして其羞辱を蒙りし一

切の國にて稱譽を得させ名を得さすべ

し 20その時われ汝らを携へその時わ

れ汝らを集むべし我なんぢらの目の前

において汝らの俘囚をかへし汝らをし

て地上の萬國に名を得させ稱譽を得さ

すべしヱホバこれを言ふ
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月其月の一日に
ヱホバの言預言者ハガイによりてシ

ヤルテルの子ユダの方伯ゼルバベルお

よびヨザダクの子祭司の長ヨシユアに

臨めりいはく 2萬軍のヱホバかくいひ

たまふ是民はヱホバの殿を建べき時期

未だ來らずといへり 3ヱホバの言また

預言者ハガイによりて臨めり曰く 4此

殿かく毀壞をれば汝等板をもてはれる

家に居るべき時ならんや 5されば今萬

軍のヱホバかく曰たまふ汝等おのれの

行爲を省察べし 6汝らは多く播ども収

入るるところは少く食へども飽ことを

得ず飮ども滿足ことを得ず衣れども

暖きことを得ず又工價を得るものは之

を破れたる袋に入る 7萬軍のヱホバま

た曰たまふ汝等おのれの行爲を省察べ

し 8山に上り木を携へ來て殿を建てよ

さすれば我これを悦び又榮光を受んヱ

ホバこれを言ふ 9なんぢら多く得んと

望みたりしに反て少かりき又汝等これ

を家に携へ歸りしとき我これを吹はら

へり萬軍のヱホバいひたまふ是何故

ぞや是は我が殿破壞をるに汝等おのお

の己の室に走り至ればなり 10この故

になんぢらの上の天は雨露を止め地は

その産物を止めたり 11且われ地にも

山にも穀物にも新酒にも油にも地の生

ずる物にも人にも家畜にも手のもろも

ろの工にもすべて毀壞を召きかうむら

しめたり 12シヤルテルの子ゼルバベ

ルとヨザダクの子祭司の長ヨシユアお

よびその殘れるすべての民ともに其神

ヱホバの聲と預言者ハガイの言に聽し

たがへり是は其神ヱホバかれを遣した

まひしに因る民みなヱホバの前に敬畏

たり 13時にヱホバの使者ハガイ、エ

ホバの命により民に告て曰けるは我な

んぢらと偕に在りとヱホバ曰たまふと

14エホバ、シヤルテルの子ユダの方伯

ゼルバベルの心とヨザダクの子祭司の

長ヨシユアの心およびその殘れるすべ

ての民の心をふりおこしたまひければ

彼等來りて其神萬軍のヱホバの殿にて

工作を爲り 15これダリヨス王の二年

六月二十四日なりき

2七月其月の二十一日ヱホバの言預言
者ハガイによりて臨めり曰く 2シヤ

ルテルの子ユダの方伯ゼルバベルとヨ

ザダクの子祭司の長ヨシユアおよびそ

の殘れる一切の民に告よ 3なんぢら遺

れる者の中この殿の從前の榮光を見し

ものは誰ぞや今これを如何に見るや

かの殿にくらぶれば是は汝らの目に何

もなきが如く見ゆるにあらずや 4ヱホ

バ曰たまふゼルバベルよ自ら強くせよ

ヨザダクの子祭司の長ヨシユアよ自ら

強くせよヱホバ言たまふこの地の民

よ自らつよくしてはたらけ我なんぢら

とともに在り萬軍のヱホバこれを言ふ

5汝らがエジプトよりいでし時わがな

んぢらに約せし言およびわが靈なほな

んぢらの中に留れり懼るるなかれ 6萬

軍のヱホバかくいひたまふいま一度し

ばらくありてわれ天と地と海と陸とを

震動はん 7又われ萬國を震動はんまた

萬國の願ふところのもの來らん又われ

榮光をもてこの殿に充滿さん萬軍のヱ

ホバこれを言ふ 8銀も我ものなり金も

わが物なりと萬軍のヱホバいひたまふ

9この殿の後の榮光は從前の榮光より

大ならんと萬軍のヱホバいひたまふこ

の處においてわれ平康をあたへんと萬

軍のヱホバいひたまふ 10ダリヨスの

二年九月二十四日ヱホバのことば預言
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者ハガイによりて臨めり曰く 11萬軍

のヱホバかく曰たまふ律法につきて祭

司に問ふて曰ふべし 12人衣の裾にて

聖肉を携へたらんにその裾もしパン或

は羮あるひは酒あるひは油あるひは他

の食物に捫らばそれらは聖ものとなる

や祭司たち答へて曰けるはしからず

13ハガイまたいひけるは屍體に捫りて

汚れしもの若これらの物にさはらば其

ものはけがるべきや祭司等こたへて曰

けるは汚れん 14ここに於てハガイ答

へて曰けるはヱホバ曰たまふ我前此民

もかくの如くまた此國もかくの如し又

其手の一切のわざもかくのごとく彼等

がその處に獻ぐるものもけがれたるも

のなり 15また今われ汝らに乞この日

より以前すなはちヱホバの殿にて石の

上に石の置れざりし時を憶念べし 16

かの時には二十舛もあるべき麥束につ

きてわづかに十を得また酒榨につきて

五十桶汲んとせしにただ二十を得たる

のみ 17汝が手をもて爲せる一切の事

に於てわれ不實穗と朽腐穗と雹を以て

なんぢらを撃りされど汝ら我にかへら

ざりきヱホバこれを言ふ 18なんぢら

この日より以前を憶念みよ即ち九月二

十四日よりヱホバの殿の基を置し日ま

でをおもひ見よ 19種子なほ倉にある

や葡萄の樹無花果の樹石榴の樹橄欖

の樹もいまだ實を結ばざりき此日より

のちわれ汝らを惠まん 20此月の二十

四日にヱホバのことば再びハガイに臨

めり曰く 21ユダの方伯ゼルバベルに

告よわれ天地を震動ん 22列國の位を

倒さんまた異邦の諸國の權勢を滅さん

又車および之に駕る者を倒さん馬およ

び之に騎る者もおのおの其伴侶の劍に

よりてたふれん 23萬軍のヱホバ曰た

まはくシヤルテルの子わが僕ゼルバベ

ルよヱホバいふその日に我なんぢを取

りなんぢを印の如くにせんそはわれ汝

をえらびたればなり萬軍のヱホバこれ

を言ふ
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの二年八月のヱホバの言イ
ドの子ベレキヤの子なる預言者ゼカ

リヤに臨めり云く 2ヱホバいたく汝ら

の父等を怒りたまへり 3萬軍のヱホバ

かく言ふと汝かれらに告よ萬軍のヱホ

バ言ふ汝ら我に歸れ萬軍のヱホバいふ

我も汝らに歸らん 4汝らの父等のごと

くならざれ前の預言者等かれらに向ひ

て呼はりて言り萬軍のヱホバかく言た

まふ請ふ汝らその惡き道を離れその惡

き行を棄てて歸れと然るに彼等は聽ず

耳を我に傾けざりきヱホバこれを言ふ

5汝らの父等は何處にありや預言者た

ち永遠に生んや 6然ながら我僕なる預

言者等に我が命じたる吾言とわが法度

とは汝らの父等に追及たるに非ずや然

ゆゑに彼らかへりて言り萬軍のヱホバ

我らの道に循ひ我らの行に循ひて我ら

に爲んと思ひたまひし事を我らに爲た

まへりと 7ダリヨスの二年十一月すな

はちセバテといふ月の二十四日にヱホ

バの言イドの子ベレキヤの子なる預言

者ゼカリヤに臨めり云く 8我夜觀しに

一箇の人赤馬に乗て谷の裏なる鳥拈樹

の中に立ちその後に赤馬駁馬白馬を

る 9我わが主よ是等は何ぞやと問ひけ

るに我と語ふ天の使われにむかひて是

等の何なるをわれ汝に示さんと言り 10

鳥拈樹の中に立る人答へて言けるは是

等は地上を遍く歩かしめんとてヱホバ

の遣したまひし者なりと 11彼ら答へ

て鳥拈樹の中に立るヱホバの使に言け

るは我ら地上を行めぐり觀しに全地は

穏にして安し 12ヱホバの使こたへて

言ふ萬軍のヱホバよ汝いつまでヱルサ

レムとユダの邑々を恤みたまはざるか

汝はこれを怒りたまひてすでに七十年

になりぬと 13ヱホバ我と語ふ天の使

に嘉事慰事をもて答へたまへり 14か

くて我と語ふ天の使我に言けるは汝呼

はりて言へ萬軍のヱホバかく言はまふ

我ヱルサレムのためシオンのために甚

だしく心を熱して嫉妬おもひ 15安居

せる國々の民を太く怒る其は我すこし

く怒りしに彼ら力を出して之に害を加

へたればなり 16ヱホバかく言ふ是故

に我憐憫をもてヱルサレムに歸る萬軍

のヱホバのたまふ我室その中に建てら

れ量繩ヱルサレムに張られん 17汝ま

た呼はりて言へ萬軍のヱホバかく宣ふ

我邑々には再び嘉物あふれんヱホバふ

たたびシオンを慰め再びヱルサレムを

簡びたまふべしと 18かくて我目を擧

て觀しに四の角ありければ 19我に語

ふ天の使に是等は何なるやと問しに彼

われに答へけるは是等はユダ、イスラ

エルおよびヱルサレムを散したる角な

りと 20時にヱホバ四箇の鍛冶を我に

見し給へり 21我是等は何を爲んとて

來れるや問しに斯こたへ給へり是等の

角はユダを散して人にその頭を擧しめ

ざりし者なるが今この四箇の者來りて

之を威しかのユダの地にむかひて角を

擧て之を散せし諸國の角を擲たんとす

2茲に我目を擧て觀しに一箇の人量繩
を手に執居ければ 2汝は何處へ往く

やと問しにヱルサレムを量りてその廣

と長の幾何なるを觀んとすと我に答ふ

3時に我に語ふ天の使出行たりしが又

一箇の天の使出きたりて之に會ひ 4之

に言けるは走ゆきてこの少き人に告て

言へヱルサレムはその中に人と畜と饒

なるによりて野原のごとくに廣く亘る

べし 5ヱホバ言たまふ我その四周にて

火の垣となりその中にて榮光とならん
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6ヱホバいひたまふ來れ來れ北の地よ

り逃きたれ我なんぢらを四方の天風の

ごとくに行わたらしむればなりヱホバ

これを言ふ 7來れバビロンの女子とと

もに居るシオンよ遁れ來れ 8萬軍のヱ

ホバかく言たまふヱホバ汝等を擄へゆ

きし國々へ榮光のために我儕を遣した

まふ汝らを打つ者は彼の目の珠を打な

ればなり 9即ち我手をかれらの上に搖

ん彼らは己に事へし者の俘虜となるべ

し汝らは萬軍のヱホバの我を遣したま

へるなるを知ん 10ヱホバ言たまふシ

オンの女子よ喜び樂め我きたりて汝の

中に住ばなり 11その日には許多の民

ヱホバに附て我民とならん我なんぢの

中に住べし汝は萬軍のヱホバの我を遣

したまへるなるを知ん 12ヱホバ聖地

の中にてユダを取て己の分となし再び

ヱルサレムを簡びたまふべし 13ヱホ

バ起てその聖住所よりいでたまへば凡

そ血肉ある者ヱホバの前に粛然たれ

3彼祭司の長ヨシユアがヱホバの使の
前に立ちサタンのその右に立てこれ

に敵しをるを我に見す 2ヱホバ、サタ

ンに言たまひけるはサタンよヱホバ汝

をせむべし即ちヱルサレムを簡びしヱ

ホバ汝をいましむ是は火の中より取い

だしたる燃柴ならずやと 3ヨシユア汚

なき衣服を衣て使の前に立をりしが 4

ヱホバ己の前に立る者等に告て汚なき

衣服を之に脱せよと宣ひまたヨシユア

に向ひて觀よ我なんぢの罪を汝の身よ

り取のぞけり汝に美服を衣すべしと宣

へり 5我また潔き冠冕をその首に冠ら

せよと言り是において潔き冠冕をその

首に冠らせ衣服をこれに衣すヱホバの

使は立をる 6ヱホバの使證してヨシユ

アに言ふ 7萬軍のヱホバかく言たまふ

汝もし我道を歩みわが職守を守らば我

家を司どり我庭を守ることを得ん我ま

た此に立る者等の中に往來する路を汝

に與ふべし 8祭司の長ヨシユアよ請ふ

汝と汝の前に坐する汝の同僚とともに

聽べし彼らは即ち前表となるべき人な

り我かならず我僕たる枝を來らすべし

9ヨシユアの前に我が立るところの石

を視よ此一箇の石の上に七箇の目あり

我自らその彫刻をなす萬軍のヱホバこ

れを言ふなり我この地の罪を一日の内

に除くべし 10萬軍のヱホバ言たまふ

其日には汝等おのおの互に相招きて葡

萄の樹の下無花果の樹の下にあらん

4我に語へる天の使また來りて我を呼
醒せり我は睡れる人の呼醒されしご

とくなりき 2彼我にむかひて汝何を見

るやと言ければ我いへり我觀に惣金の

燈臺一箇ありてその頂に油を容る噐あ

りまた燈臺の上に七箇の燭盞ありその

燭盞は燈臺の頂にありて之に各七本づ

つの管あり 3また燈臺の側に橄欖の樹

二本ありて一は油を容る噐の右にあり

一はその左にあり 4我答へて我と語ふ

天の使の問言けるは我主よ是等は何ぞ

やと 5我と語ふ天の使我に答へて汝是

等の何なるを知ざるかと言しにより我

主よ知ずとわれ言り 6彼また答へて我

に言けるはゼルバベルにヱホバの告た

まふ言は是のごとし萬軍のヱホバ宣ふ

是は權勢に由らず能力に由らず我靈に

由るなり 7ゼルバベルの前にあたれる

大山よ汝は何者ぞ汝は平地とならん彼

は恩惠あれ之に恩惠あれと呼はる聲を

たてて頭石を曳いださん 8ヱホバの言

われに臨めり云く 9ゼルバベルの手こ

の室の石礎を置たり彼の手これを成終

ん汝しらん萬軍のヱホバ我を汝等に遣
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したまひしと 10誰か小き事の日を藐

視むる者ぞ夫の七の者は遍く全地に往

來するヱホバの目なり準繩のゼルバベ

ルの手にあるを見て喜ばん 11我また

彼に問て燈臺の右左にある此二本の橄

欖の樹は何なるやと言ひ 12重ねてま

た彼に問て此二本の金の管によりて金

の油をその中より斟ぎ出す二枝の橄欖

は何ぞやと言しに 13彼われに答へて

汝是等の何なるを知ざるかと言ければ

我主よ知ずと言けるに 14彼言らく是

等は油の二箇の子にして全地の主の前

に立つ者なり

5我また目を擧て觀しに卷物の飛あり
2彼われに汝何を見るやと言ければ

我言ふ我卷物の飛ぶを見る其長は二十

キユビトその寛は十キユビト 3彼また

われに言けるは是は全地の表面を往め

ぐる呪詛の言なり凡て竊む者は卷物の

この面に照して除かれ凡て誓ふ者は卷

物の彼の面照して除かるべし 4萬軍の

ヱホバのたまふ我これを出せり是は竊

盗者の家に入りまた我名を指て僞り誓

ふ者の家に入てその家の中に宿りその

木と石とを並せて盡く之を焼べしと 5

我に語へる天の使進み來りて我に言け

るは請ふ目を擧てこの出きたれる物の

何なるを見よ 6これは何なるやと我言

ければ彼言ふ此出來れる者はエパ舛な

り又言ふ全地において彼等の形状は是

のごとしと 7かくて鉛の圓き蓋を取あ

ぐれば一人の婦人エパ舛の中に坐し居

る 8彼是は罪惡なりと言てその婦人を

エパ舛の中に投いれ鉛の錘をその舛の

口に投かぶらせたり 9我また目を擧て

觀しに婦人二人出きたれり之に鶴の翼

のごとき翼ありてその翼風を含む彼等

そのエパ舛を天地の間に持擧ぐ 10我

すなはち我に語ふ天の使にむかひて彼

等エパ舛を何處へ携へゆくなるやと言

けるに 11彼我に言ふシナルの地にて

之がために家を建んとてなり是は彼處

に置られてその臺の上に立ん

6我また目を擧て觀しに四輌の車二の
山の間より出きたれりその山は銅の

山なり 2第一の車には赤馬を着け第二

の車には黒馬を着け 3第三の車には白

馬を着け第四の車には白點なる強馬を

着く 4我すなはち我に語ふ天の使に問

て我主よ是等は何なるやと言けるに 5

天の使こたへて我に言ふ是は四の天風

にして全地の主の前より罷り出たる者

なり 6黒馬は北の地をさして進み行き

白馬その後に從ふ又白點馬は南の地を

さして進みゆき 7強馬は進み出て地を

徧く行めぐらんとす彼汝ら往き地を徧

くめぐれと言たまひければ則ち地を行

めぐれり 8彼われを呼て我に告て言ふ

此北の地に往る者等は北の地にて我靈

を安んず 9ヱホバの言われに臨めり曰

く 10汝かの囚虜人の中の者ヘルダイ

、トビヤおよびヱダヤより取ことをせ

よ即ちその日に汝かれらがバビロンよ

り歸りて宿りをるゼパニヤの子ヨシヤ

の家に到り 11金銀を取て冠冕を造り

ヨザダクの子なる祭司の長ヨシユアの

首にこれを冠らせ 12彼に語りて言べ

し萬軍のヱホバ斯言たまふ視よ人あり

その名を枝といふ彼おのれの處より生

いでてヱホバの宮を建ん 13即ち彼者

ヱホバの宮を建て尊榮を帶びその位に

坐して政事を施しその位にありて祭司

とならん此二の者の間に平和の計議あ

るべし 14偖またその冠冕はヘレム、

トビヤ、ユダヤおよびゼパニヤの子ヘ

ンの記念のために之をヱホバの殿に納
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むべし 15遠き處の者等來りてヱホバ

の殿を建ん而して汝らは萬軍のヱホバ

の我を遣したまひしなるを知にいたら

ん汝らもし汝らの神ヱホバの聲に聽し

たがはば是のごとくなるべし

7ダリヨス王の四年の九月すなはちキ
スリウといふ月の四日にヱホバの言

ゼカリヤに臨めり 2ベテルかの時シヤ

レゼル、レゲンメレクおよびその從者

を遣してヱホバを和めさせ 3かつ萬軍

のヱホバの室にをる祭司に問しめ且豫

言者に問しめて言けらく我今まで年久

しく爲きたりしごとく尚五月をもて哭

きかつ齋戒すべきやと 4ここにおいて

萬軍のヱホバの言我に臨めり云く 5國

の諸民および祭司に告て言へ汝らは七

十年のあひだ五月と七月とに斷食しか

つ哀哭せしがその斷食せし時果して我

にむかひて斷食せしや 6汝ら食ひかつ

飮は全く己のために食ひ己のために飮

ならずや 7在昔ヱルサレムおよび周圍

の邑々人の住ふありて平安なりし時南

の地および平野にも人の住ひをりし時

に已往の預言者によりてヱホバの宣ひ

たりし言を汝ら知ざるや 8ヱホバの言

ゼカリヤに臨めり云く 9萬軍のヱホバ

かく宣へり云く正義き審判を行ひ互に

相愛しみ相憐め 10寡婦孤兒旅客およ

び貧者を虐ぐるなかれ人を害せんと心

に圖る勿れと 11然るに彼等は肯て耳

を傾けず背を向け耳を鈍くして聽ず 12

且その心を金剛石のごとくし萬軍のヱ

ホバがその御霊をもて已往の預言者に

由て傳へたまひし律法と言詞に聽した

がはざりき是をもて大なる怒萬軍のヱ

ホバより出て臨めり 13彼かく呼はり

たれども彼等聽ざりき其ごとく彼ら呼

はるとも我聽じ萬軍のヱホバこれを言

ふ 14我かれらをその識ざる諸の國に

吹散すべし其後にてこの地は荒て往來

する者なきに至らん彼等かく美しき國

を荒地となす

8萬軍のヱホバの言われに臨めり曰く
2萬軍のヱホバかく言たまふ我シオ

ンのために甚だしく心を熱して妬く思

ひ大なる忿怒を起して之がために妬く

思ふ 3ヱホバかく言たまふ今我シオン

に歸れり我ヱルサレムの中に住んヱル

サレムは誠實ある邑と稱へられ萬軍の

ヱホバの山は聖山と稱へらるべし 4萬

軍のヱホバかく言たまふヱルサレムの

街衢には再び老たる男老たる女坐せん

皆年高くして各々杖を手に持べし 5ま

たその邑の街衢には男の兒女の兒滿て

街衢に遊び戯れん 6萬軍のヱホバかく

言たまふこの事其日には此民の遺餘者

の目に奇といふとも我目に何の奇きこ

と有んや萬軍のヱホバこれを言ふ 7萬

軍のヱホバかく言たまふ視よ我わが民

を日の出る國より日の入る國より救ひ

出し 8かれらを携へ來りてヱルサレム

の中に住しめん彼らは我民となり我は

彼らの神となりて共に誠實と正義に居

ん 9萬軍のヱホバかく言たまふ汝ら萬

軍のヱホバの室なる殿を建んとて其基

礎を置たる日に起りし預言者等の口の

言詞を今日聞く者よ汝らの腕を強くせ

よ 10此日の先には人も工の價を得ず

獸畜も工の價を得ず出者も入者も仇の

故をもて安然ならざりき即ち我人々を

して互に相攻しめたり 11然れども今

は我此民の遺餘者に對すること曩の日

のごとくならずと萬軍のヱホバ言たま

ふ 12即ち平安の種子あるべし葡萄の

樹は果を結び地は産物を出し天は露を

與へん我この民の遺餘者にこれを盡く
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獲さすべし 13ユダの家およびイスラ

エルの家よ汝らが國々の中に呪詛とな

りしごとく此度は我なんぢらを救ふて

祝言とならしめん懼るる勿れ汝らの腕

を強くせよ 14萬軍のヱホバかく言た

まふ在昔汝らの先祖我を怒らせし時に

我これに災禍を降さんと思ひて之を悔

ざりき萬軍のヱホバこれを言ふ 15是

のごとく我また今日ヱルサレムとユダ

の家に福祉を降さんと思ふ汝ら懼るる

勿れ 16汝らの爲べき事は是なり汝ら

各たがひに眞實を言べし又汝等の門に

て審判する時は眞實を執て平和の審判

を爲べし 17汝等すべて人の災害を心

に圖る勿れ僞の誓を好む勿れ是等はみ

な我が惡む者なりとヱホバ言たまふ 18

萬軍のヱホバの言われに臨めり云く 19

萬軍のヱホバかく言たまふ四月の斷食

五月の斷食七月の斷食十月の斷食かへ

つてユダの家の宴樂となり欣喜となり

佳節となるべし惟なんぢら眞實と平和

を愛すべし 20萬軍のヱホバかく言た

まふ國々の民および衆多の邑の居民來

り就ん 21即ちこの邑の居民往てかの

邑の者に向ひ我儕すみやかに往てヱホ

バを和め萬軍のヱホバを求めんと言ん

に我も往べしと答へん 22衆多の民強

き國民ヱルサレムに來りて萬軍のヱホ

バを求めヱホバを和めん 23萬軍のヱ

ホバかく言たまふ其日には諸の國語の

民十人にてユダヤ人一箇の裾を拉へん

即ち之を拉へて言ん我ら汝らと與に往

べし其は我ら神の汝らと偕にいますを

聞たればなり

9ヱホバの言詞の重負ハデラクの地に
臨むダマスコはその止る所なりヱホ

バ世の人を眷みイスラエルの一切の支

派を眷みたまへばなり 2之に界するハ

マテも然りツロ、シドンも亦はなはだ

怜悧ければ同じく然るべし 3ツロは自

己のために城郭を構へ銀を塵のごとく

に積み金を街衢の土のごとくに積めり

4視よ主これを攻取り海にて之が力を

打ほろぼしたまふべし是は火にて焚う

せん 5アシケロンこれを見て懼れガザ

もこれを見て太く慄ふエクロンもその

望む所の者辱しめらるるに因て亦然り

ガザには王絶えアシケロンには住者な

きに至らん 6アシドドにはまた雑種の

民すまん我ペリシテ人が誇る所の者を

絶べし 7我これが口より血を取除き之

が齒の間より憎むべき物を取除かん是

も遺りて我儕の神に歸しユダの牧伯の

ごとくに成べしまたエクロンはヱブス

人のごとくになるべし 8我わが家のた

めに陣を張て敵軍に當り之をして往來

すること無らしめん虐遇者かさねて逼

ること無るべし我いま我目をもて親ら

見ればなり 9シオンの女よ大に喜べヱ

ルサレムの女よ呼はれ視よ汝の王汝に

來る彼は正義して拯救を賜はり柔和に

して驢馬に乗る即ち牝驢馬の子なる駒

に乗るなり 10我エフライムより車を

絶ちヱルサレムより馬を絶ん戰爭弓も

絶るべし彼國々の民に平和を諭さん其

政治は海より海に及び河より地の極に

およぶべし 11汝についてはまた汝の

契約の血のために我かの水なき坑より

汝の被俘人を放ち出さん 12望を懷く

被俘人よ汝等城に歸れ我今日もなほ告

て言ふ我かならず倍して汝等に賚ふべ

し 13我ユダを張て弓となしエフライ

ムを矢となして之につがへんシオンよ

我汝の人々を振起してギリシヤの人々

を攻しめ汝をして大丈夫の劍のごとく

ならしむべし 14ヱホバこれが上に顯
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れてその箭を電光のごとくに射いだし

たまはん主ヱホバ喇叭を吹ならし南の

暴風に乗て出來まさん 15萬軍のヱホ

バ彼らを護りたまはん彼等は食ふこと

を爲し投石器の石を踏つけん彼等は飮

ことを爲し酒に醉るごとくに聲を擧ん

其これに盈さるることは血を盛る鉢の

ごとく祭壇の隅のごとくなるべし 16

彼らの神ヱホバ當日に彼らを救ひその

民を羊のごとくに救ひたまはん彼等は

冠冕の玉のごとくになりて其地に輝く

べし 17その福祉は如何計ぞや其美麗

は如何計ぞや穀物は童男を長ぜしめ新

酒は童女を長ぜしむ

10汝ら春の雨の時に雨をヱホバに乞
へヱホバは電光を造り大雨を人々

に賜ひ田野において草蔬を各に賜ふべ

し 2夫テラピムは空虚き事を言ひ卜筮

師はその見る所眞實ならずして虚僞の

夢を語る其慰むる所は徒然なり是をも

て民は羊のごとくに迷ひ牧者なきに因

て惱む 3我牧者にむかひて怒を發す我

牡山羊を罰せん萬軍のヱホバその群な

るユダの家を顧み之をしてその美しき

軍馬のごとくならしめたまふ 4隅石彼

より出で釘かれより出で軍弓かれより

出で宰たる者みな齊く彼より出ん 5彼

等戰ふ時は勇士のごとくにして街衢の

泥の中に敵を蹂躙らんヱホバかれらと

ともに在せば彼ら戰はん馬に騎れる者

等すなはち媿を抱くべし 6我ユダの家

を強くしヨセフの家を救はん我かれら

を恤むが故に彼らをして歸り住しめん

彼らは我に棄られし事なきが如くなる

べし我は彼らの神ヱホバなり我かれら

に聽べし 7エフライム人は勇士に等し

くして酒を飮たるごとく心に歡ばん其

子等は見て喜びヱホバに因て心に樂し

まん 8我かれらに向ひて嘯きて之を集

めん其は我これを贖ひたればなり彼等

は昔殖増たる如くに殖増ん 9我かれら

を國々の民の中に捲ん彼等は遠き國に

おいて我をおぼへん彼らは其子等とと

もに生ながらへて歸り來るべし 10我

かれらをエジプトの國より携へかへり

アッスリヤより彼等を集めギレアデの

地およびレバノンに彼らを携へゆかん

その居處も無きほどなるべし 11彼艱

難の海を通り海の浪を撃破りたまふナ

イルの淵は盡く涸るアッスリヤの傲慢

は卑くせられエジプトの杖は移り去ん

12我彼らをしてヱホバに由て強くなら

しめん彼等はヱホバの名をもて歩まん

ヱホバこれを言たまふ

11レバノンよ汝の門を啓き火をして
汝の香柏を焚しめよ 2松よ叫けべ

香柏は倒れ威嚴樹はそこなはれたりバ

シヤンの橡よ叫べ高らかなる林は倒れ

たり 3牧者の叫ぶ聲あり其榮そこなは

れたればなり猛き獅子の吼る聲ありヨ

ルダンの叢そこなはれたればなり 4我

神ヱホバかく言たまふ宰らるべき羔を

牧へ 5之を買ふ者は之を宰るとも罪な

し之を賣る者は言ふ我富を得ればヱホ

バを祝すべしと其牧者もこれを惜まざ

るなり 6ヱホバ言たまふ我かさねて地

の居民を惜まじ視よ我人を各その隣人

の手に付しその王の手に付さん彼ら地

を荒すべし我これを彼らの手より救ひ

出さじ 7我すなはち其宰らるべき羊を

牧り是は最も憫然なる羊なり我みづか

ら二本の杖を取り一を恩と名け一を結

と名けてその羊を牧り 8我一月に牧者

三人を絶り我心に彼らを厭ひしが彼等

も心に我を惡めり 9我いへり我は汝ら

を飼はじ死る者は死に絶るる者は絶れ
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遺る者は互にその肉を食ひあふべし 10

我恩といふ杖を取て之を折れり是諸の

民に立し我契約を廢せんとてなりき 11

是は其日に廢せられたり是に於てかの

我に聽したがひし憫然なる羊は之をヱ

ホバの言なりしと知れり 12我彼らに

向ひて汝等もし善と視なば我價を我に

授けよ若しからずば止めよと言ければ

彼等すなはち銀三十を權りて我價とせ

り 13ヱホバ我に言たまひけるは彼等

に我が估價せられしその善價を陶人に

投あたへよと我すなはち銀三十を取て

ヱホバの室に投いれて陶人に歸せしむ

14我また結といふ杖を折れり是ユダと

イスラエルの間の和好を絶んとてなり

き 15ヱホバ我に言たまはく汝また愚

なる牧者の器を取れ 16視よ我地に一

人の牧者を興さん彼は亡ぶる者を顧み

ず迷へる者を尋ねず傷つける者を醫さ

ず健剛なる者を飼はず肥たる者の肉を

食ひ且その蹄を裂ん 17其羊の群を棄

る惡き牧者は禍なるかな劍その腕に臨

みその右の目に臨まん其腕は全く枯え

その右の目は全く盲れん

12イスラエルにかかはるヱホバの言
詞の重負ヱホバ即ち天を舒べ地の

基を置ゑ人の内の靈魂を造る者言たま

ふ 2視よ我ヱルサレムをしてその周圍

の國民を蹌踉はする杯とならしむべし

ヱルサレムの攻圍まるる時是はユダに

も及ばん 3其日には我ヱルサレムをし

て諸の國民に對ひて重石とならしむべ

し之を持擧る者は大傷を受ん地上の諸

國みな集りて之に攻寄べし 4ヱホバ言

たまふ當日には我一切の馬を撃て駭か

せその騎手を撃て狂はせん而して我ユ

ダの家の上に我目を開き諸の國民の馬

を撃て盲になすべし 5ユダの牧伯等そ

の心の中に謂んヱルサレムの居民はそ

の神萬軍のヱホバに由て我力となるべ

しと 6當日には我ユダの牧伯等をして

薪の下にある火盤のごとく麥束の下に

ある炬火のごとくならしむべし彼等は

右左にむかひその周圍の國民を盡く焚

んヱルサレム人はなほヱルサレムにて

その本の處に居ことを得べし 7ヱホバ

まづユダの幕屋を救ひたまはん是ダビ

デの家の榮およびヱルサレムの居民の

榮のユダに勝ること無らんためたり 8

當日ヱホバ、ヱルサレムの居民を護り

たまはん彼らの中の弱き者もその日に

はダビデのごとくなるべしまたダビデ

の家は神のごとく彼らに先だつヱホバ

の使のごとくなるべし 9その日には我

ヱルサレムに攻きたる國民をことごと

く滅すことを務むべし 10我ダビデの

家およびヱルサレムの居民に恩惠と祈

禱の靈をそそがん彼等はその刺たりし

我を仰ぎ觀獨子のため哭くがごとく之

がために哭き長子のために悲しむがご

とく之がために痛く悲しまん 11その

日にはヱルサレムに大なる哀哭あらん

是はメギドンの谷なるハダデリンモン

に在りし哀哭のごとくなるべし 12國

中の族おのおの別れ居て哀哭べし即ち

ダビデの族別れ居て哀哭きその妻等別

れ居て哀哭きナタンの家の族別れ居て

哀哭きその妻等別れ居て哀哭かん 13

レビの家の族別れ居て哀哭きその妻等

別れ居て哀哭きシメイの族別れ居て哀

哭きその妻等わかれ居て哀哭かん 14

その他の族も凡て然りすなはち族おの

おの別れ居て哀哭きその妻等別れ居て

哀哭くべし

13その日罪と汚穢を清むる一の泉ダ
ビデの家とヱルサレムの居民のた
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めに開くべし 2萬軍のヱホバ言たまふ

其日には我地より偶像の名を絶のぞき

重て人に記憶らるること無らしむべし

我また預言者および汚穢の靈を地より

去しむべし 3人もしなほ預言すること

あらば其生の父母これに言ん汝は生べ

からず汝はヱホバの名をもて虚僞を語

るなりと而してその生の父母これが預

言しをるを刺ん 4その日には預言者等

預言するに方りてその異象を羞ん重て

人を欺かんために毛衣を纒はじ 5彼言

ん我は預言者にあらず地を耕へす者な

り即ち我は若き時より人に買れたりと

6若これに向ひて然らば汝の兩手の間

の傷は何ぞやと言あらば是は我が愛す

る者の家にて受たる傷なりと答へん 7

萬軍のヱホバ言たまふ劍よ起て我牧者

わが伴侶なる人を攻よ牧者を撃て然ら

ばその羊散らん我また我手を小き者等

の上に伸べし 8ヱホバ言たまふ全地の

人二分は絶れて死に三分の一はその中

に遺らん 9我その三分の一を携へて火

にいれ銀を熬分るごとくに之を熬分け

金を試むるごとくに之を試むべし彼ら

わが名を呼ん我これにこたへん我これ

は我民なりと言ん彼等またヱホバは我

神なりと言ん

14視よヱホバの日來る汝の貨財奪は
れて汝の中にて分たるべし 2我萬

國の民を集めてヱルサレムを攻撃しめ

ん邑は取られ家は掠められ婦女は犯さ

れ邑の人は半は擄へられてゆかん然ど

その餘の民は邑より絶れじ 3その時ヱ

ホバ出きたりて其等の國人を攻撃たま

はん在昔その軍陣の日に戰ひたまひし

ごとくなるべし 4其日にはヱルサレム

の前に當りて東にあるところの橄欖山

の上に彼の足立ん而して橄欖山その眞

中より西東に裂て甚だ大なる谷を成し

その山の半は北に半は南に移るべし 5

汝らは我山の谷に逃いらん其山の谷は

アザルにまで及ぶべし汝らはユダの王

ウジヤの世に地震を避て逃しごとくに

逃ん我神ヱホバ來りたまはん諸の聖者

なんぢとともなるべし 6その日には光

明なかるべく輝く者消うすべし 7茲に

只一の日あるべしヱホバこれを知たま

ふ是は晝にもあらず夜にもあらず夕暮

の頃に明くなるべし 8その日に活る水

ヱルサレムより出でその半は東の海に

その半は西の海に流れん夏も冬も然あ

るべし 9ヱホバ全地の王となりたまは

ん其日には只ヱホバのみ只その御名の

みにならん 10全地はアラバのごとく

なりてゲバよりヱルサレムの南のリン

モンまでの間のごとくなるべし而して

ヱルサレムは高くなりてその故の處に

立ちベニヤミンの門より第一の門の處

に及び隅の門にいたりハナニエルの戍

樓より王の酒榨倉までに渉るべし 11

その中には人住ん重て呪詛あらじヱル

サレムは安然に立べし 12ヱルサレム

を攻撃し諸の民にヱホバ災禍を降して

これを撃なやましたまふこと是のごと

くなるべし即ち彼らその足にて立をる

中に肉腐れ目その孔の中にて腐れ舌そ

の口の中にて腐れん 13その日にはヱ

ホバかれらをして大に狼狽しめたまは

ん彼らは各人の手を執へん此手と彼手

撃あふべし 14ユダもまたヱルサレム

に於て戰ふべしその四周の一切の國人

の財寳金銀衣服など甚だ多く聚められ

ん 15また馬騾駱駝驢馬およびその諸

營の一切の家畜の蒙る災禍もこの災禍

のごとくなるべし 16ヱルサレムに攻

きたりし諸の國人の遺れる者はみな歳



ゼカリヤ書 392

々に上りきてその王なる萬軍のヱホバ

を拜み結茅の節を守るにいたるべし 17

地上の諸族の中その王なる萬軍のヱホ

バを拜みにヱルサレムに上らざる者の

上には凡て雨ふらざるべし 18例ばエ

ジプトの族もし上り來らざる時はその

上に雨ふらじヱホバその結茅の節を守

りに上らざる一切の國人を撃なやます

災禍を之に降したまふべし 19エジプ

トの罪凡て結茅の節を守りに上り來ら

ざる國人の罪是のごとくなるべし 20

その日には馬の鈴にまでヱホバに聖と

しるさん又ヱホバの家の鍋は壇の前の

鉢と等しかるべし 21ヱルサレムおよ

びユダの鍋は都て萬軍のヱホバの聖物

となるべし凡そ犠牲を獻ぐる者は來り

てこれを取り其中にて祭肉を煮ん其日

には萬軍のヱホバの室に最早カナン人

あらざるべし
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マラキ書

1これマラキに托てイスラエルに臨め
るヱホバの言の重負なり 2ヱホバ曰

たまふ我汝らを愛したり然るに汝ら云

ふ汝いかに我儕を愛せしやとヱホバ

いふエサウはヤコブの兄に非ずやされ

ど我はヤコブを愛し 3エサウを惡めり

且つわれ彼の山を荒し其嗣業を山犬に

あたへたり 4エドムは我儕ほろぼされ

たれども再び荒たる所を建んといふに

よりて萬軍のヱホバかく曰たまふ彼等

は建んされど我これを倒さん人は彼

等を惡境とよび又ヱホバの恒に怒りた

まふ人民と稱へん 5汝らこれを目に見

て云んヱホバはイスラエルの地に大な

りと 6子は其父を敬ひ僕はその主を敬

ふされば我もし父たらば我を敬ふこと

安にあるや我もし主たらば我をおそる

ること安にあるやなんぢら我が名を藐

視る祭司よと萬軍のヱホバいひたまふ

然るに汝曹はいふ我儕何に汝の名を藐

視りしやと 7汝ら汚れたるパンをわが

壇の上に獻げしかして言ふ我儕何に爾

を汚せしやと汝曹ヱホバの臺は卑しき

なりと云しがゆゑなり 8汝ら盲目なる

者を犠牲に獻ぐるは惡に非ずや又跛足

なるものと病者を獻ぐるは惡に非ずや

今これを汝の方伯に獻げよされば彼な

んぢを悦ぶや汝を受納るや萬軍のヱ

ホバ之をいふ 9請ふ汝ら神に我らをあ

はれみ給はんことをもとめよこれらは

凡て汝らの手になれり彼なんぢらを納

んや萬軍のヱホバこれを言ふ 10汝ら

が我壇の上にいたづらに火をたくこと

無らんために汝らの中一人扉を閉づる

者あらまほしわれ汝らを悦ばず又な

んぢらの手より獻物を受じと萬軍のヱ

ホバいひ給ふ 11日の出る處より沒る

處までの列國の中に我名は大ならん又

何處にても香と潔き獻物を我名に獻げ

んそはわが名列國の中に大なるべけれ

ばなりと萬軍のヱホバいひ給ふ 12し

かるになんぢら之を褻したりそは汝曹

はヱホバの臺は汚れたりまた其果すな

はちその食物は卑しと云ばなり 13な

んぢらは又如何に煩勞しきことにあら

ずやといひ且これを藐視たり萬軍のヱ

ホバこれをいふ又なんぢらは奪ひし物

跛足たる者病る者を携へ來れり汝らか

く獻物を携へ來ればわれ之を汝らの手

より受べけんやヱホバこれをいひ給へ

り 14群の中に牡あるに誓を立てて疵

あるものをヱホバに獻ぐる詐僞者は詛

はるべしそは我は大なる王また我名は

列國に畏れらるべきなればなり萬軍の

ヱホバこれをいふ

2祭司等よ今この命令なんぢらにあた
へらる 2萬軍のヱホバいひたまふ汝

等もし聽きしたがはず又これを心にと

めず我名に榮光を歸せずばわれ汝らの

上に詛を來らせん又なんぢらの祝福を

詛はんわれすでに此等を詛へり汝ら

これを心にとめざりしに因てなり 3視

よ我なんぢらのために種をいましめん

また糞すなはち汝らの犠牲の糞を汝ら

の面の上に撒さん汝らこれとともに携

へさられん 4わが此命令をなんぢらに

下し與ふるは我契約をしてレビに保た

しめんためなるを汝ら知るべし萬軍の

ヱホバこれをいふ 5わが彼と結びし契

約は生命と平安とにあり我がこれを彼

に與へしは彼に我を畏れしめんが爲な

り彼われを懼れわが名の前にをののけ

り 6眞理の法彼の口に在て不義その口

唇にあらず彼平安と公義をとりて我と

ともにあゆみ又多の人を不義より立歸
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らせたりき 7夫れ祭司の口唇に知識を

持べく又人彼の口より法を諮詢べしそ

は祭司は萬軍のヱホバの使者なればな

り 8しかるに汝らは道を離れ衆多の人

を法に躓礙かせレビの契約を壞りたり

萬軍のヱホバこれをいふ 9汝らは我道

を守らず法をおこなふに當りて人に偏

りし故にわれも汝らを一切の民の前に

輕められまた賤められしむ 10我儕の

父は皆同一なるにあらずやわれらを造

りし神は同一なるにあらずや我儕先祖

等の契約を破りて各おのれの兄弟にい

つはりを行ふは何ぞ 11ユダは誓約に

そむけりイスラエル及びエルサレムの

中には憎むべき事行はるすなはちユダ

はヱホバの愛したまふ聖所を褻して他

神の女をめとれり 12ヱホバこれをお

こなふ人をば主なるものをも事ふる者

をもヤコブの幕屋よりのぞきたまはん

萬軍のヱホバに獻物をささぐるものに

てもまた然り 13つぎに又なんぢらは

これをなせり即ち涙と泣と歎とをもて

ヱホバの壇をおほはしめたり故に彼も

はや獻物を顧みずまたこれを汝らの手

より悦び納たまはざるなり 14汝らは

なほ何故ぞやと言ふそは是はヱホバ汝

となんぢの若き時の妻の間にいりて證

をなしたまへばなり彼はなんぢの伴侶

汝が契約をなせし妻なるに汝誓約に背

きてこれを棄つ 15ヱホバは只一を造

りたまひしにあらずやされども彼には

なほ靈の餘ありき何故にひとつのみな

りしや是は神を敬虔の裔を得んが爲な

りき故になんぢら心に謹みその若き時

の妻を誓約にそむきて棄るなかれ 16

イスラエルの神ヱホバいひたまふわれ

は離縁を惡みまた虐遇をもて其衣を蔽

ふ人を惡む故に汝ら誓約にそむきて妻

を待遇はざるやう心につつしむべし萬

軍のヱホバこれをいふ 17なんぢらは

言をもてヱホバを煩勞はせりされど汝

ら言ふ何にわづらはせしやと如何と

なればなんぢら凡て惡をなすものはヱ

ホバの目に善と見えかつ彼に悦ばると

言ひまた審判の神は安にあるやといへ

ばなり

3視よ我わが使者を遣さんかれ我面の
前に道を備へんまた汝らが求むると

ころの主すなはち汝らの悦樂ぶ契約の

使者忽然その殿に來らん視よ彼來らん

と萬軍のヱホバ云たまふ 2されど其來

る日には誰か堪えんやその顯著る時に

は誰か立えんや彼は金をふきわくる者

の火の如く布晒の灰汁のごとくならん

3かれは銀をふきわけてこれを潔むる

者のごとく坐せん彼はレビの裔を潔め

金銀の如くかれらをきよめん而して彼

等は義をもて獻物をヱホバにささげん

4その時ユダとエルサレムの獻物はむ

かし日の如く又先の年のごとくヱホバ

に悦ばれん 5われ汝らにちかづきて審

判をなし巫術者にむかひ姦淫を行ふ者

にむかひ僞の誓をなせる者にむかひ傭

人の價金をかすめ寡婦と孤子をしへた

げ異邦人を推抂げ我を畏れざるものど

もにむかひて速に證をなさんと萬軍の

ヱホバ云たまふ 6それわれヱホバは易

らざる者なり故にヤコブの子等よ汝ら

は亡されず 7なんぢら其先祖等の日よ

りこのかたわが律例をはなれてこれを

守らざりき我にかへれわれ亦なんぢ

らに歸らん萬軍のヱホバこれを言ふ

然るに汝らはわれら何においてかへる

べきやと言り 8ひと神の物をぬすむこ

とをせんやされど汝らはわが物を盗め

り汝らは又何において汝の物をぬすみ
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しやといへり十分の一および獻物に於

てなり 9汝らは呪詛をもて詛はるまた

なんぢら一切の國人はわが物をぬすめ

り 10わが殿に食物あらしめんために

汝ら什一をすべて我倉にたづさへきた

れ而して是をもて我を試みわが天の窓

をひらきて容べきところなきまでに恩

澤を汝らにそそぐや否やを見るべし萬

軍のヱホバこれを言ふ 11我また噬食

ふ者をなんぢらの爲に抑へてなんぢら

の地の産物をやぶらざらしめん又なん

ぢらの葡萄の樹をして時のいたらざる

前にその實を圃におとさざらしめん萬

軍のヱホバこれをいふ 12又萬國の人

なんぢらを幸福なる者ととなへんそは

汝ら樂しき地となるべければなり萬軍

のヱホバこれをいふ 13ヱホバ云たま

ふ汝らは言詞をはげしくして我に逆ら

へりしかるも汝らは我儕なんぢらにさ

からひて何をいひしやといへり 14汝

らは言らく神に服事ることは徒然なり

われらその命令をまもりかつ萬軍のヱ

ホバの前に悲みて歩みたりとて何の益

あらんや 15今われらは驕傲ものを幸

福なりと稱ふまた惡をおこなふものも

盛になり神を試むるものすらも救はる

と 16その時ヱホバをおそるる者互に

相かたりヱホバ耳をかたむけてこれを

聽たまへりまたヱホバを畏るる者およ

びその名を記憶る者のためにヱホバの

前に記念の書をかきしるせり 17萬軍

のヱホバいひたまふ我わが設くる日に

かれらをもて我寳となすべしまた人の

己につかふる子をあはれむがごとく我

彼等をあはれまん 18その時汝らは更

にまた義者と惡きものと神に服事るも

のと事へざる者との區別をしらん

4萬軍のヱホバいひたまふ視よ爐のご
とくに焼る日來らんすべて驕傲者と

惡をおこなふ者は藁のごとくにならん

其きたらんとする日彼等を焼つくして

根も枝ものこらざらしめん 2されど我

名をおそるる汝らには義の日いでて昇

らんその翼には醫す能をそなへん汝

らは牢よりいでし犢の如く躍跳ん 3又

なんぢらは惡人を踐つけん即ちわが設

くる日にかれらは汝らの脚の掌の下に

ありて灰のごとくならん萬軍のヱホバ

これを言ふ 4なんぢらわが僕モーセの

律法をおぼえよすなはち我がホレブに

てイスラエル全體のために彼に命ぜし

法度と誡命をおぼゆべし 5視よヱホバ

の大なる畏るべき日の來るまへにわれ

預言者エリヤを汝らにつかはさんかれ

父の心にその子女の心を慈はせ子女の

心にその父をおもはしめん是は我が來

りて詛をもて地を撃ことなからんため

なり



私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えら

れて、神のみもとを出て、天から下って来るのを見た。そのとき私は、御座から出る

大きな声がこう言うのを聞いた。「見よ。神の幕屋が人とともにある。神は彼らとと

もに住み、彼らはその民となる。また、神ご自身が彼らとともにおられて、

ヨハネの黙示録 21:2-3
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日本語 at AionianBible.org/Readers-Guide

The Aionian Bible republishes public domain and Creative Common Bible texts that are
100% free to copy and print. The original translation is unaltered and notes are added
to help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.

Who has the authority to interpret the Bible and examine the underlying Hebrew and
Greek words? That is a good question! We read in 1 John 2:27, “As for you, the
anointing which you received from him remains in you, and you do not need for anyone
to teach you. But as his anointing teaches you concerning all things, and is true, and is
no lie, and even as it taught you, you remain in him.” Every Christian is qualified to
interpret the Bible! Now that does not mean we will all agree. Each of us is still growing
in our understanding of the truth. However, it does mean that there is no infallible
human or tradition to answer all our questions. Instead the Holy Spirit helps each of us
to know the truth and grow closer to God and each other.

The Bible is a library with 66 books in the Protestant Canon. The best way to learn
God’s word is to read entire books. Read the book of Genesis. Read the book of
John. Read the entire Bible library. Topical studies and cross-referencing can be
good. However, the safest way to understand context and meaning is to read whole
Bible books. Chapter and verse numbers were added for convenience in the 16th
century, but unfortunately they can cause the Bible to seem like an encyclopedia. The
Aionian Bible is formatted with simple verse numbering, minimal notes, and no cross-
referencing in order to encourage the reading of Bible books.

Bible reading must also begin with prayer. Any Christian is qualified to interpret the
Bible with God’s help. However, this freedom is also a responsibility because without
the Holy Spirit we cannot interpret accurately. We read in 1 Corinthians 2:13-14, “And
we speak of these things, not with words taught by human wisdom, but with those
taught by the Spirit, comparing spiritual things with spiritual things. Now the natural
person does not receive the things of the Spirit of God, for they are foolishness to him,
and he cannot understand them, because they are spiritually discerned.” So we cannot
understand in our natural self, but we can with God’s help through prayer.

The Holy Spirit is the best writer and he uses literary devices such as introductions,
conclusions, paragraphs, and metaphors. He also writes various genres including
historical narrative, prose, and poetry. So Bible study must spiritually discern and
understand literature. Pray, read, observe, interpret, and apply. Finally, “Do your best to
present yourself approved by God, a worker who does not need to be ashamed,
properly handling the word of truth.” 2 Timothy 2:15. “God has granted to us his precious
and exceedingly great promises; that through these you may become partakers of the
divine nature, having escaped from the corruption that is in the world by lust. Yes,
and for this very cause adding on your part all diligence, in your faith supply moral
excellence; and in moral excellence, knowledge; and in knowledge, self-control; and in
self-control patience; and in patience godliness; and in godliness brotherly affection;
and in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you
to be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.



用語集
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The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Compare the meanings below to
the Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion
of which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative,
not an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.



Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and
judgment in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous,
believing and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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Glossary references are below. Strong's Hebrew and Greek number notes are added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Questioned verse translations do
not contain Aionian Glossary words and may wrongly imply eternal or Hell. * The note
placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.
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信
仰
に
よ
っ
て
、
ア
ブ
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ハ
ム
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、
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と
し
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る
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き
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に
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行
け
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を
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け
た
と
き
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行
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出
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行
き
ま
し
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さ
て
、
パ
ロ
が
民
を
去
ら
せ
た
時
、
ペ
リ
シ
テ
び
と
の
国
の
道
は
近
か
っ
た
が
、
神
は
彼
ら
を
そ
れ
に
導
か
れ
な
か
っ
た
。

民
が
戦
い
を
見
れ
ば
悔
い
て
エ
ジ
プ
ト
に
帰
る
で
あ
ろ
う
と
、
神
は
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
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人
の
子
が
来
た
の
も
、
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
仕
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
人
の
た
め
の
、
贖
い
の
代
価
と
し
て
、
自
分
の
い
の
ち
を
与
え
る
た
め
な
の
で
す
。

-
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ル
コ
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神
の
福
音
の
た
め
に
選
び
分
け
ら
れ
、
使
徒
と
し
て
召
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
し
も
べ
パ
ウ
ロ
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マ
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運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek
words typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies,
Heaven or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different
purposes, different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old
Testament Sheol and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5)
Limnē Pyr, 6) Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason
to review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the
Goats at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew
25:31-46 and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively
suggests that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do
know that Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2.
We also know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and
unbeliever alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke
23:43, while unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain,
Luke 16:19-31. Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all
unbelievers is before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is
evacuated, Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind?
Jesus promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks,
“Hades where is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,”
Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock
death and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning
to “be afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards!
Hades will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into
the Lake of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown
into the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised,
Revelation 21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into
the fire?” Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid.
Instead, read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the
identity of the Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me,
you cursed, into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’”
Matthew 25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.
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